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ま
え
が
き

い
か
に
し
て
人
々
の
間
に
一
定
の
秩
序
が
形
成
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
い
は
、
政
治
思
想
に
と
っ
て
根
幹
を
な
す
問
題
で
あ
る
。
そ
の

場
合
、
歴
史
的
に
み
て
も
、
ま
た
、
今
日
に
お
い
て
も
な
お
有
力
な
秩
序
観
と
は
、
命
令
に
違
反
す
れ
ば
何
ら
か
の
有
効
な
制
裁
（
と
り
わ
け

違
反
者
の
生
命
や
財
産
を
奪
う
と
い
う
物
理
的
な
制
裁
）
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
秩
序
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
見

方
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
強
制
力
の
行
使
だ
け
で
安
定
的
な
秩
序
形
成
が
可
能
だ
と
考
え
る
な
ら
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
一
面
的
で
あ
る
。
人
間

と
は
言
葉
を
用
い
る
存
在
で
あ
り
、
言
語
─
─
そ
れ
が
話
し
言
葉
か
、
書
き
言
葉
か
は
括
弧
に
入
れ
る
と
し
て
─
─
を
用
い
た
相
互
交
流
に

よ
っ
て
自
ら
積
極
的
に
秩
序
を
形
成
し
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
た
と
え
異
な
る
利
害
や
意
見
を
も
つ
者
と
で
あ
っ
て
も
話
し
合
い

や
説
得
や
譲
歩
を
重
ね
、
ま
た
仲
間
と
し
て
親
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
で
相
互
理
解
を
深
め
、
最
終
的
に
何
ら
か
の
共
通
了
解
と
合
意
に
到

達
す
る
。
と
り
わ
け
、
民
主
政
治
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
相
互
交
流
の
場
が
、
単
に
名
目
的
に
で
は
な
く
、
豊
か
な
実
質
を
伴
う
も
の
と
し

て
市
民
と
市
民
の
間
に
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
有
権
者
や
政
治
家
が
、
自
ら
の
利
害
に
頑
な
に
と
ら
わ
れ
他
人

の
意
見
に
耳
を
閉
ざ
し
た
り
、
根
拠
の
曖
昧
な
「
世
論
」
や
ト
レ
ン
ド
な
る
も
の
に
安
易
に
追
従
し
た
り
と
い
う
傾
向
が
強
ま
れ
ば
、
議
会

政
治
は
形
骸
化
し
て
し
ま
う
。
今
日
、
討
議
（
熟
議
）
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
注
目
が
集
ま
る
所
以
で
あ
る
。

他
方
、
言
語
と
政
治
と
い
う
問
題
へ
の
考
察
を
深
め
て
い
く
と
、
そ
も
そ
も
言
語
と
は
何
か
、
人
間
が
言
語
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
の
意

味
は
何
か
、
と
い
う
根
底
的
な
問
い
に
突
き
当
た
る
。
こ
う
し
た
本
質
的
な
問
い
に
ま
で
進
む
こ
と
な
く
、
た
だ
既
存
の
図
式
に
の
っ
と
っ

て
言
語
と
政
治
を
論
じ
る
だ
け
で
は
、
政
治
思
想
研
究
の
本
来
の
使
命
を
果
た
し
た
と
は
言
え
な
か
ろ
う
。

『
政
治
思
想
研
究
』
第
一
三
号
が
「
政
治
思
想
に
お
け
る
言
語
・
会
話
・
討
議
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
だ
の
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
問
題

関
心
に
発
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
母
体
と
な
っ
た
の
は
、
特
集
と
同
じ
テ
ー
マ
の
下
で
二
〇
一
二
年
五
月
二
六
日
、
二
七
日
に
國
學
院

大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
政
治
思
想
学
会
研
究
会
で
あ
る
。
研
究
会
の
報
告
者
の
中
か
ら
五
名
の
会
員
に
、
本
号
の
特
集
の
た
め
の
論
文

を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
。
江
戸
時
代
の
言
語
論
（
相
原
論
文
）、
思
想
史
方
法
論
か
ら
み
る
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
言
語
哲
学
（
加
藤
論
文
）、
初
期
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近
代
の
会
話
と
社
交
を
め
ぐ
る
思
想
史
（
木
村
論
文
）、
議
会
に
お
け
る
討
議
の
意
味
の
再
考
（
遠
山
論
文
）、
議
会
政
治
の
枠
に
お
さ
ま
ら
な

い
討
議
（
熟
議
）
の
可
能
性
の
模
索
（
田
村
論
文
）
と
、
い
ず
れ
も
、
特
集
の
テ
ー
マ
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
力
作
で
あ
る
。

韓
国
政
治
思
想
学
会
か
ら
は
、
一
本
の
論
文
を
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
東
ア
ジ
ア
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
ソ

ウ
ル
の
延
世
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
韓
国
際
学
術
会
議
（
二
〇
一
二
年
七
月
六
日
、
七
日
）
に
お
け
る
報
告
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
会
議
の
開

催
か
ら
翻
訳
原
稿
の
作
成
ま
で
、
厳
し
い
時
間
的
制
約
が
あ
る
中
で
多
く
の
関
係
各
氏
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
。

公
募
論
文
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
応
募
の
中
か
ら
厳
正
な
査
読
を
お
こ
な
い
、
五
本
の
論
文
を
掲
載
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
政
治
思
想
学

会
研
究
奨
励
賞
の
対
象
論
文
は
内
三
本
で
あ
る
。
若
手
か
ら
の
積
極
的
な
応
募
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
心
強
い
限
り
で
あ
る
。
中
堅
・

ベ
テ
ラ
ン
の
会
員
か
ら
の
応
募
も
さ
ら
に
増
え
、
質
の
高
い
専
門
学
術
誌
と
し
て
今
後
と
も
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

書
評
に
つ
い
て
は
、
一
二
冊
の
著
書
を
と
り
あ
げ
た
。
会
員
に
よ
る
学
術
的
な
単
著
で
あ
っ
て
、
原
則
と
し
て
二
〇
一
一
年
か
ら
一
二
年

に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
書
評
の
対
象
と
な
る
研
究
書
お
よ
び
書
評
者
を
選
出
し
た
。
日
本
に
お
け

る
政
治
思
想
研
究
の
現
時
点
で
の
充
実
し
た
成
果
を
一
望
で
き
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
。

な
お
、
本
号
よ
り
、
学
会
誌
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
し
て
、
編
集
委
員
会
の
体
制
を
見
直
し
、
編
集
副
主
任
職
を
新
た
に
設
け
（
本
年
度
は

辻
康
夫
）、
主
任
の
職
務
の
一
部
を
分
担
す
る
編
成
と
な
っ
た
。
歴
代
の
編
集
主
任
が
お
一
人
で
獅
子
奮
迅
と
も
言
え
る
貢
献
を
な
さ
れ
て
き

た
こ
と
に
、
こ
の
機
会
を
借
り
て
改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
。

本
誌
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
、
財
団
法
人
櫻
田
会
か
ら
出
版
助
成
を
頂
戴
し
た
。
本
誌
創
刊
以
来
の
貴
重
な
継
続
的
支
援
で
あ
る
。
記
し
て

心
か
ら
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

編
集
の
仕
事
に
不
慣
れ
な
主
任
に
と
っ
て
、
刊
行
の
実
務
を
担
っ
て
く
だ
さ
っ
た
風
行
社
の
犬
塚
満
氏
の
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
は
誠
に
あ
り

が
た
か
っ
た
。
古
城
毅
氏
に
は
細
々
と
し
た
編
集
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
他
、
本
誌
刊
行
の
た
め
に
様
々
な
形
で
ご
協
力
い

た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

編
集
主
任　

川
出
良
枝
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文
字
・
文
法
・
文
明

─
─
江
戸
時
代
の
言
語
を
め
ぐ
る
構
想
と
闘
争

● 

─
─
相
原
耕
作

序言
語
や
文
明
に
優
劣
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
な
い
、
と
い
う
の
が
良
識
あ
る
現
代
人
の
答
え
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
近
代
言
語
学
で
は
、
言
語
を
孤
立
語
・
膠
着
語
・
屈
折
語
に
分
類
し
、
言
語
の
進
化
の
過
程
と
重
ね
合
わ
せ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
は

最
も
進
化
し
た
屈
折
語
、
中
国
語
は
最
も
進
化
の
遅
れ
た
孤
立
語
、
日
本
語
は
中
間
の
膠
着
語
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
世
紀
の
西
洋
産
文
明

論
で
は
、
歴
史
は
野
蛮
・
半
開
・
文
明
の
段
階
を
辿
っ
て
進
歩
し
、
中
国
や
日
本
は
半
開
、
西
洋
は
文
明
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も

西
洋
中
心
主
義
の
所
産
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
言
語
と
文
明
の
優
劣
と
い
う
発
想
は
、
か
つ
て
の
日
本
で
も
そ
れ
ほ
ど

奇
異
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

歴
史
上
、
殆
ど
の
期
間
を
「
後
進
国
」
と
し
て
過
ご
し
て
き
た
日
本
は
、
先
進
国
の
文
明
を
、
優
れ
た
「
文
明
」
と
し
て
認
め
、
輸
入
し

続
け
て
き
た
。
そ
の
痕
跡
は
、
日
本
語
と
い
う
言
語
の
中
に
刻
み
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
近
代
以
前
は
、
中
国
か
ら
漢
字
・
漢
語
を
輸
入
し
、

漢
字
か
ら
平
仮
名
・
片
仮
名
を
作
り
、
文
体
に
も
影
響
を
受
け
た
。
近
代
以
降
も
、
漢
語
に
よ
る
翻
訳
、
片
仮
名
表
記
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

の
利
用
な
ど
、
様
々
な
形
で
西
洋
の
言
語
を
日
本
語
に
組
み
込
ん
だ
。
言
語
は
文
明
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
先
進
的
な
文
明
を
輸
入

6
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す
る
た
め
に
は
先
進
的
な
言
語
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
言
語
は
単
な
る
手
段
で
は
な
い
。
言
語
と
文
明
は
結
び
つ
い
て
お
り
、
高
度
な
文
明
を
生
み
だ
し
た
社
会
の
文
明
的
な
言
語
は
、

未
開
で
野
蛮
な
社
会
の
未
開
で
野
蛮
な
言
語
よ
り
優
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
は
、
か
つ
て
は
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

江
戸
時
代
の
国
学
者
で
あ
る
本
居
宣
長
は
、「
大
か
た
人
は
、
言コ

ト
バ

と
事ワ

ザ

と
心コ

コ
ロ

と
、
そ
の
さ
ま
大
抵
相
か
な
ひ
て
、
似
た
る
物
」
だ
と
述
べ
て

い
る
（『
宇う

比ひ

山や
ま

踏ぶ
み

』（
１
））。

人
の
話
す
言
葉
、
人
の
行
為
・
行
動
、
人
の
心
の
あ
り
方
に
は
類
似
性
・
対
応
関
係
が
あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
言
語

の
あ
り
方
と
文
明
の
あ
り
方
に
は
関
連
性
が
あ
る
と
考
え
る
余
地
が
出
て
こ
よ
う（

２
）。

例
え
ば
、
漢
字
は
中
華
文
明
を
象
徴
す
る
優
れ
た
文
字

で
あ
っ
た
。
明
治
の
文
明
開
化
の
時
代
に
も
、「
文
華
燦
然
た
る
支
那
の
文
字
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
（
西
村
茂
樹
「
開
化
の
度
に
因
て
改
文
字

を
発
す
べ
き
の
論
」『
明
六
雑
誌
』
第
一
号（

３
））。

し
か
し
、
文
明
開
化
に
相
応
し
い
文
字
は
漢
字
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
明
六
雑
誌
』
第
一
号
の
巻
頭
を
飾
っ
た
論
文
は
、
西
周
（
一
八
二

九
─
一
八
九
七
）
の
「
洋
字
を
以
て
国
語
を
書
す
る
の
論
」
で
あ
る
。
漢
字
で
は
な
く
ロ
ー
マ
字
で
日
本
語
を
書
く
こ
と
を
西
周
は
提
唱
し
た
。

西
洋
文
明
の
導
入
を
急
ぐ
洋
学
者
の
浅
薄
な
議
論
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
に
応
答
し
て
、『
明
六
雑
誌
』
上
で
西
村
茂
樹
・
清

水
卯
三
郎
・
阪
谷
素
ら
が
、
西
と
は
異
な
る
言
語
構
想
を
展
開
し
て
い
る（

４
）。

こ
の
論
争
の
な
か
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
西
周
の
議
論
の
特
徴
は
、
文
字
と
言
語
を
明
確
に
区
別
し
た
う
え
で
、
文
字
改

革
の
先
に
日
本
語
を
文
明
的
な
言
語
に
改
造
す
る
た
め
の
文
法
構
想
を
抱
い
て
い
た
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る（

５
）。「

文
華
燦
然
」
た
る
「
文
明
」

や
言
語
を
記
す
「
文
字
」
と
異
な
り
、「
文
法
」
は
目
に
見
え
な
い
。「
文
法
」
を
認
識
し
、構
築
す
る
こ
と
は
、そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

だ
が
、
西
周
に
先
立
っ
て
、
江
戸
時
代
の
学
者
た
ち
は
こ
の
困
難
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
主
に
、
古
典
中
国
語
・
古
典
日
本
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
を
め
ぐ
っ
て
、
儒
学
者
・
国
学
者
・
蘭
学
者
に
よ
る
言
語
研
究
が

行
わ
れ
た
。
文
字
も
音
韻
体
系
も
文
法
体
系
も
異
な
る
三
つ
の
言
語
は
、
異
な
る
文
明
を
背
負
っ
て
い
た
。
言
語
に
関
す
る
構
想
は
、
自
他

の
文
明
の
認
識
に
関
わ
る
闘
争
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
そ
れ
自
体
と
し
て
興
味
深
い
と
同
時
に
、
西
洋
語
の
み
な
ら
ず
儒
学
に
も
国
学
に
も

通
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
西
の
言
語
構
想
を
理
解
す
る
う
え
で
も
、
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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一　
「
中
華
の
言
語
」
と
「
夷
狄
の
言
語
」
─
─
儒
学
者
の
言
語
論

１	

「
中
華
の
言
語
」
と
「
夷
狄
の
言
語
」
の
違
い

ま
ず
、
儒
学
者
の
中
で
も
、
言
語
に
対
し
て
自
覚
的
に
取
り
組
ん
だ
古
学
派
の
議
論
を
見
て
み
よ
う
。
古
学
派
は
、
日
中
間
の
言
語
の
相

違
や
時
代
に
よ
る
言
語
の
変
化
に
自
覚
的
で
あ
り
、
後
世
的
注
釈
を
排
除
し
て
原
点
＝
原
典
回
帰
す
る
点
で
国
学
者
に
影
響
を
与
え
る
と
同

時
に
、
彼
ら
の
文
献
と
の
向
き
合
い
方
は
、
蘭
学
者
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

「
華
夷
の
弁
」（
中
華
と
夷
狄
の
区
別
）
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
語
は
「
中
華
の
言
語
」、
日
本
語
は
「
夷
狄
の
言
語
」
で
あ
る
。「
華
夷
の
弁
」

は
朱
子
学
者
の
偏
見
だ
と
す
る
伊
藤
東
涯（
一
六
七
〇
─
一
七
三
六
）も
、「
中
華
の
言
語
」「
夷
狄
の
言
語
」と
い
う
表
現
こ
そ
使
わ
な
い
も
の
の
、

日
本
語
を
「
国
語
」「
方
言
」
と
表
現
し
、
一
国
・
一
地
方
で
し
か
通
用
し
な
い
地
域
語
と
捉
え
る
の
に
対
し
、
中
国
語
を
時
空
を
超
え
る

普
遍
言
語
と
捉
え
る
。

声
音
之
道
、
唯
漢
土
為
得
其
正
、
蓋
其
体
用
先
後
之
別
、
虚
実
主
客
之
弁
、
詞
約
而
義
該
、
途
同
而
帰
殊
、
故
通
四
方
之
言
而
不
惑
、

垂
千
載
之
後
而
不
朽
、
此
其
所
以
可
尚
也
、（
声
音
ノ
道
、
唯
ダ
漢
土
ノ
ミ
其
ノ
正
ヲ
得
ト
為
ス
、
蓋
シ
其
ノ
体
用
先
後
ノ
別
、
虚
実
主
客
ノ
弁
、

詞
約
ニ
シ
テ
義
該
ネ
、
途
同
ジ
ク
シ
テ
帰
殊
ナ
リ
、
故
ニ
四
方
ノ
言
ヲ
通
ジ
テ
惑
ハ
ズ
、
千
載
ノ
後
ニ
垂
レ
テ
朽
チ
ズ
、
此
レ
其
ノ
尚
ブ
ベ
キ
所
以
ナ
リ
、）

（『
用
字
格
』「
敘
」（

６
））

序
列
は
明
白
で
あ
る
。
荻
生
徂
徠（
一
六
六
六
─
一
七
二
八
）や
そ
の
弟
子
の
太
宰
春
台（
一
六
八
〇
─
一
七
四
七
）は
、よ
り
露
骨
に「
中
華
の
言
語
」

と
「
夷
狄
の
言
語
」
の
対
照
性
を
描
き
出
し
て
い
る
。

両
者
の
大
き
な
違
い
は
文
字
に
あ
る
。
中
国
伝
統
の
文
字
学
は
、
漢
字
を
形
音
義
の
三
点
セ
ッ
ト
（
文
字
の
形
＝
字
形
、
文
字
の
発
音
＝
字
音
、
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文
字
の
意
味
＝
字
義
）
で
捉
え
る
。
特
徴
的
な
の
は
「
義
」
で
、
漢
字
は
表
意
文
字
・
表
語
文
字
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
語
を
含
む
「
夷

狄
の
言
語
」
の
文
字
は
表
音
文
字
で
あ
り
、
伊
藤
東
涯
も
荻
生
徂
徠
も
、
夷
狄
の
文
字
は
「
音
」
だ
け
で
「
義
」「
意
」
が
な
い
と
指
摘
し

て
い
る
（
伊
藤
東
涯
『
用
字
格
』「
凡
例
」、
荻
生
徂
徠
『
訓
訳
示
蒙
』（

７
））。

漢
字
だ
け
が
形
音
義
を
備
え
た
完
璧
な
文
字
な
の
で
あ
っ
て
、
伝
統
的
な

文
字
学
に
は
文
字
と
言
語
を
同
一
視
す
る
傾
向
す
ら
あ
っ
た
。

ま
た
、太
宰
春
台
は
、日
本
に
は
漢
字
渡
来
以
前
の
文
字
が
あ
っ
た
と
い
う
説
を
「
妖
妄
ノ
説
」
と
し
て
き
っ
ぱ
り
と
否
定
し
、日
本
が
「
無

文
字
」
だ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
（『
倭
読
要
領
』「
日
本
無
文
字
説
」（

８
））。

漢
字
を
基
に
五
十
足
ら
ず
の
仮
名
が
作
ら
れ
た
も
の
の
、
数
万
も
あ
る

漢
字
と
の
優
劣
は
明
ら
か
で
あ
る
。
音
韻
構
造
の
面
で
も
、
単
純
な
日
本
語
と
異
な
っ
て
、
中
国
語
は
四
声
を
始
め
と
す
る
複
雑
な
仕
組
み

を
備
え
て
お
り
、「
甚

ハ
ナ
ハ
ダ

精
微
」（『
倭
読
要
領
』「
倭
音
説
」」「
倭
音
正
誤
」）
だ
と
す
る（

９
）。

さ
ら
に
、
日
本
語
の
語
順
は
「
顚テ

ン

倒タ
ウ

」
し
て
い
る
。「
中

華
ノ
外
ハ
、
東
夷
西
戎
南
蛮
北
狄
、
言
語
各
殊
ナ
レ
ド
モ
、
顚
倒
セ
ズ
ト
イ
フ
コ
ト
ナ
シ
」（『
倭
読
要
領
』「
顚
倒
読
害
文
義
説
」（

（（
（

）。「
中
華
の
言

語
」
の
み
が
正
常
で
、「
夷
狄
の
言
語
」
は
み
な
逆
さ
ま
だ
と
い
う
認
識
な
の
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、「
中
華
の
言
語
」
が
、
形
音
義
を
完
備
し
た
文
字
を
持
ち
、
数
が
多
く
、
複
雑
・
精
緻
な
表
現
が
可
能
で
、
語
順

も
正
常
で
あ
る
の
に
対
し
、「
夷
狄
の
言
語
」
は
、
文
字
は
不
完
全
で
、
数
が
少
な
く
単
純
な
表
現
し
か
で
き
な
い
う
え
に
、
ひ
っ
く
り
返
っ

た
言
語
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

２　
「
助
字
」
─
─
「
中
華
の
言
語
」
の
文
法

「
中
華
の
言
語
」
の
正
常
な
語
順
の
背
後
に
は
、
ど
の
よ
う
な
文
法
が
隠
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
解
明
す
る
鍵
が
「
助
字
」
で

あ
る（

（（
（

。
中
国
に
は
「
之
乎
者
也
矣
焉
哉
用
得
来
的
好
秀
才
」（
存
分
に
助
字
を
操
る
大
秀
才
）
と
い
う
言
い
回
し
が
あ
っ
た
。「
之
乎
者
也
矣
焉
哉
」

は
代
表
的
な
「
助
字
」
で
あ
り
、
大
雑
把
に
言
っ
て
、「
実
字
」（
体
言
）
と
「
虚
字
」（
用
言
）
以
外
の
文
字
が
「
助
字
」
で
あ
る
。
こ
の
言

い
回
し
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、「
助
字
」
は
文
中
で
の
機
能
が
重
要
だ
が
、
そ
の
用
法
に
習
熟
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

伊
藤
東
涯
と
太
宰
春
台
は
、
困
難
な
「
助
字
」
の
用
法
の
解
明
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、
中
国
語
の
文
法
構
造
の
解
明
と
い
う

点
で
は
確
た
る
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。「
助
字
」
の
用
法
を
追
究
す
る
う
ち
に
、
あ
ち
こ
ち
に
「
法
」
の
裂
け
目
を
発
見
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し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
春
台
は
、
一
定
し
た
「
定
法
」
を
批
判
し
、「
古
人
ハ
助
字
ヲ
用
ル
ニ
活
法
ア
リ
テ
一
定
セ
ズ
」
と
称
賛
し
た

が
（『
倭
読
要
領
』「
倭
読
正
誤
」（

（（
（

）、「
一
定
」
し
な
い
「
活
法
」
は
む
し
ろ
「
無
法
」
の
証
明
に
な
り
か
ね
な
い
。

荻
生
徂
徠
も
、『
訓
訳
示
蒙
』
で
は
「
助
字
」
を
中
心
と
す
る
「
文
理
」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
た
。
し
か
し
、
や
が
て
「
助
字
」
を

中
心
と
す
る
文
法
構
造
の
究
明
を
断
念
し
、
模
倣
・
習
熟
と
「
断
章
取
義
」
に
活
路
を
見
出
す
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
古
文
辞
学
で
あ
る
。

文
法
の
詳
細
を
解
明
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
古
の
優
れ
た
詩
文
で
あ
る
古
文
辞
を
お
手
本
と
し
て
、
古
人
同
然
に
な
る
ま
で
模
倣
・
習
熟

に
励
む
し
か
な
い
。
古
文
辞
の
「
断
章
取
義
」
は
そ
の
た
め
の
重
要
な
方
法
で
あ
っ
た（

（（
（

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
古
学
者
た
ち
は
古
典
中
国
語
の
文
法
構
造
を
解
明
で
き
な
か
っ
た
の
だ
が
、
日
本
語
の
文
法
構
造
を
解
明
す
る
道
が
こ

こ
か
ら
開
け
て
く
る
。
伊
藤
東
涯
や
太
宰
春
台
の
助
字
研
究
は
用
例
を
列
挙
す
る
実
証
的
な
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
た
が
、こ
れ
は「
中
華
の
言
語
」

よ
り
も
分
か
り
や
す
い
文
法
構
造
を
持
つ
「
夷
狄
の
言
語
」
の
解
明
に
こ
そ
、
有
効
で
あ
っ
た
。
古
文
辞
学
を
お
手
本
に
国
学
者
が
日
本
古

典
の
模
倣
・
習
熟
に
励
ん
だ
こ
と
は
、「
断
章
取
義
」
で
は
な
く
文
法
の
解
明
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
さ
ら
に
、
太
宰
春
台
は
、
中
国
語
の
「
助

字
」
と
日
本
語
の
「
て
に
を
は
」
は
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
当
時
の
通
念
を
否
定
し
て
、
日
本
語
に
お
け
る
「
て
に
を
は
」
の
重

要
性
を
強
調
し
た
（『
倭
読
要
領
』「
倭
語
正
誤
」「
讀
書
法
」（

（（
（

）。
日
本
語
を
「
夷
狄
の
言
語
」
と
言
っ
て
憚
ら
な
い
儒
学
者
か
ら
発
信
さ
れ
た
「
て

に
を
は
」
論
は
、
国
学
者
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
国
学
者
は
、
儒
学
者
の
「
夷
狄
の
言
語
」
論
に
反
発
す
る
と
同
時
に
刺
激

を
受
け
な
が
ら
、「
中
華
の
言
語
」
へ
の
反
撃
を
開
始
す
る
。

二　

五
十
音
図
と
「
て
に
を
は
」
─
─
国
学
者
の
言
語
論

１　

国
学
者
の
ジ
レ
ン
マ

外
来
思
想
の
流
入
は
、
日
本
人
の
思
考
様
式
と
言
語
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
こ
う
し
た
変
化
に
無
自
覚
な
後
世
的
な
読
み
を
国
学
者
は

批
判
し
、
古
学
者
同
様
、
原
点
＝
原
典
に
帰
ろ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
歴
史
を
い
く
ら
遡
っ
て
も
、
外
国
の
影
響
の
な
い
純
粋
な
日
本
な
ど
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発
見
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
国
学
は
、「
外
国
の
影
響
を
受
け
る
以
前
の
古
の
理
想
世
界
」
と
い
う
妄
想
に
基
づ
く
学
問
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
妄
想
に
立
つ
場
合
、「
中
華
の
言
語
」
に
対
す
る
反
撃
と
し
て
直
ち
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
漢
字
批
判
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
学

者
に
は
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
が
あ
っ
た
。
漢
字
で
書
か
れ
た
文
献
だ
け
が
理
想
の
古
へ
の
回
路
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
漢
字
の
向
こ
う
に
大
和

言
葉
を
透
視
し
、
古
の
日
本
の
理
想
の
姿
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
矛
盾
を
孕
ん
だ
困
難
な
営
み
を
、
国
学
者
は
遂
行
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

事
態
の
深
刻
さ
に
輪
を
か
け
て
い
た
の
が
、
同
音
の
文
字
を
書
き
分
け
る
仮
名
遣
い
の
問
題
で
あ
る
。
現
在
の
通
説
に
よ
れ
ば
、
仮
名
遣

い
は
日
本
語
の
音
韻
体
系
が
変
化
し
た
た
め
に
生
じ
た
現
象
で
あ
り
、
上
古
に
は
発
音
が
異
な
っ
て
い
た
か
ら
文
字
も
異
な
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
中
世
以
来
の
標
準
で
あ
っ
た
定
家
仮
名
遣
い
は
、
万
葉
仮
名
で
書
か
れ
た
上
古
の
文
献
の
仮
名
遣
い
と
は
異
な
っ
て
い
た
か
ら
、
上

古
の
文
献
を
正
確
に
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
う
え
に
、
上
古
の
仮
名
遣
い
が
異
様
で
無
秩
序
な
も
の
に
見
え
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
困
難

な
状
況
の
な
か
で
言
語
と
向
き
合
っ
た
こ
と
が
、
豊
か
な
学
問
的
成
果
を
生
み
出
し
、
日
本
語
の
優
秀
性
、
ひ
い
て
は
日
本
の
優
秀
性
を
確

信
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

２　

五
十
音
図

国
学
者
の
言
語
研
究
の
重
要
な
拠
り
所
は
五
十
音
図
で
あ
る（

（（
（

。
五
十
音
図
を
根
拠
に
中
国
語
を
攻
撃
す
る
に
は
、
表
意
文
字
・
表
語
文
字

に
対
す
る
表
音
文
字
の
優
越
性
を
主
張
す
る
の
が
一
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
天
文
学
者
と
し
て
有
名
な
西
川
如
見
（
一
六
四
八
─
一

七
二
四
）
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
日
本
語
は
、
文
字
で
は
な
く
「
詞
」
に
意
味
の
あ
る
「
訓
語
」
で
あ
り
、「
文
字
を
見
ず
と
い
へ
共
、

詞
を
聞
ぬ
れ
ば
則
そ
の
語
意
心
に
通
達
す
」
る
が
、
中
国
語
は
「
文
字
を
見
て
始
て
其
意
義
を
知
る
」
こ
と
の
で
き
る
「
韻
語
」
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
訓
語
」
は
数
の
少
な
い
簡
単
な
文
字
で
十
分
な
の
に
、「
韻
語
」
は
多
く
の
文
字
が
な
け
れ
ば
意
味
が
通
じ
が
た
く
、
文
字

が
多
い
た
め
に
単
純
な
文
字
で
は
相
互
に
区
別
が
つ
か
な
い
か
ら
、「
筆
画
」
の
多
い
複
雑
な
文
字
と
な
る
。
し
か
も
、
日
本
語
は
「
手
に

は
一
音
に
、
各
別
の
語
意
と
な
る
」、
テ
ニ
ヲ
ハ
を
ち
ょ
っ
と
変
え
る
だ
け
で
意
味
を
区
別
で
き
る
た
め
、「
精
し
く
通
じ
や
す
」
い
（『
町
人

嚢
底
払
』（

（（
（

）。

と
こ
ろ
が
、
国
学
者
は
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
戦
略
を
採
ら
な
か
っ
た
。
表
音
文
字
の
表
意
文
字
化
・
表
語
文
字
化
を
目
指
し
た
国
学
者
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た
ち
が
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
の
伝
統
的
な
文
字
学
の
踏
襲
と
も
言
え
る
。
彼
ら
は
、
五
十
音
図
を
言
語
と
同
一
視
し
、
五
十
音
図

に
霊
妙
な
意
味
を
与
え
、
漢
字
に
匹
敵
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
表
意
的
・
表
語
的
機
能
を
五
十
音
図
か
ら
引
き
出
そ
う
と
し
た
。
そ

う
し
た
試
み
を
、
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

３　

契
沖
の
五
十
音

ま
ず
、
国
学
の
方
法
の
基
礎
を
築
い
た
と
し
て
評
価
さ
れ
る
契
沖
（
一
六
四
〇
─
一
七
〇
一
）
で
あ
る
。
契
沖
は
真
言
宗
の
僧
侶
で
あ
り
、

彼
の
語
学
説
に
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
梵
字
の
研
究
で
あ
る
仏
教
系
の
悉
曇
学
の
知
見
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
真
言
密
教
の
言

語
観
の
影
響
が
濃
厚
に
見
ら
れ
る
。

契
沖
は
、「
声
字
」
が
力
を
持
つ
こ
と
を
仏
教
の
経
典
を
引
き
な
が
ら
説
き
、
日
本
は
「
声
韻
最
寥
亮
詳
雅
、
能
通
華
梵
。
故
言
有
霊
験
、

祝
詛
各
従
其
所
欲
」（
声
韻
最
も
寥
亮
・
詳
雅
に
し
て
、
能
く
華
梵
に
通
ず
。
故
に
言
に
霊
験
有
て
、
祝
詛
各
々
其
の
欲
す
る
所
に
従
ふ
）、「
言コ

ト
タ
マ霊

之ノ

左サ

吉キ

播ハ

布フ

国ク
ニ

」「
事コ

ト
タ
マ霊

之ノ

所タ
ス
ク
ル佐

国ク
ニ

」
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
悉
曇
学
の
知
見
を
利
用
し
て
五
十
音
の
生
成
を
説
明
す
る
。

取
梵
文
配
和
語
、
其
要
有
十
四
音
。
謂
安
以
宇
江
遠
為
韻
、
加
左
太
奈
波
末
也
良
和
為
声
体
。
阿
雖
在
韻
、
兼
声
諸
音
本
源
。
九
声
四

韻
相
交
生
三
十
六
音
。
摠
五
十
音
以
括
天
下
声
韻
。（
梵
文
を
取
て
和
語
に
配
す
る
に
、
其
の
要
十
四
音
有
り
。
謂
は
く
、
ア
イ
ウ
エ
ヲ
を
韻
と

為
し
、
カ
サ
タ
ナ
ハ
マ
ヤ
ラ
ワ
を
声
体
と
為
す
。
ア
は
韻
に
在
り
と
雖
も
、
声
を
兼
て
諸
音
の
本
源
な
り
。
九
声
四
韻
相
ひ
交
り
て
三
十
六
音
を
生
ず
。

摠
て
五
十
音
、
以
て
天
下
の
声
韻
を
括
れ
り
。）（『
和
字
正
濫
鈔
』
序（

（（
（

）

ア
行
（「
韻
」）
と
ア
段
（「
声
体
」「
声
」）
が
掛
け
合
わ
さ
っ
て
五
十
音
が
生
じ
る
。
ア
に
「
諸
音
の
本
源
」
と
い
う
特
別
な
位
置
を
与
え
る
の

は
、
真
言
密
教
の
言
語
観
の
特
色
で
あ
る
。
こ
う
し
て
生
じ
た
声
や
文
字
は
、
単
な
る
記
号
で
は
な
い
。
五
十
音
は
、「
唯
人
間
の
み
な
ら

ず
。
上
は
仏
神
よ
り
、
下
は
鬼
畜
に
至
る
ま
で
」
ま
た
「
唯
有
情
の
み
に
あ
ら
ず
、
風
の
木
に
ふ
れ
、
水
の
石
に
触
る
ゝ
た
ぐ
ひ
の
、
非
情

の
声
ま
で
」
に
及
ぶ
、
普
遍
的
な
音
声
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
字
に
限
ら
ず
、「
声
字
の
下
に
必
ら
す
義
あ
り
」。
さ
ら
に
、「
諸
法
」
の
「
根
本
」
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に
あ
る
「
真
如
」
を
生
じ
る
の
は
「
陀
羅
尼
」
で
あ
り
、「
陀
羅
尼
」
は
「
す
な
は
ち
文
字
」
で
あ
る
（『
和
字
正
濫
鈔
』（

（（
（

）。
文
字
こ
そ
根
元
的

な
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
契
沖
に
と
っ
て
、
五
十
音
図
の
研
究
は
仏
教
的
世
界
観
の
表
現
で
あ
り
、
真
理
の
探
求
な
の
で
あ
っ
た
。

真
理
を
探
究
し
た
結
果
、
契
沖
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
発
見
し
、
五
十
音
図
の
ア
行
と
ワ
行
の
乱
れ
（「
い
」
と
「
ゐ
」、「
え
」
と
「
ゑ
」、「
お
」

と
「
を
」
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
五
十
音
図
が
普
通
だ
っ
た
）
を
正
し
た
（「
お
」
と
「
を
」
の
入
れ
替
わ
り
は
未
訂
正
）。
こ
う
し
て
、
契
沖
は
、
無
法

則
に
見
え
た
古
の
仮
名
遣
い
の
正
し
さ
を
証
明
し
、
五
十
音
図
の
秩
序
を
確
立
し
た（

（（
（

。

契
沖
は
五
十
音
図
の
霊
妙
な
働
き
の
探
求
に
貢
献
し
た
が
、
国
学
者
に
と
っ
て
は
い
く
つ
か
問
題
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
契
沖
が
悉
曇
学
に

依
拠
す
る
こ
と
で
あ
る
。
五
十
音
図
の
悉
曇
起
源
説
は
当
時
も
珍
し
く
な
か
っ
た
が
、
悉
曇
学
は
外
来
の
学
問
で
あ
る
。
し
か
も
、
契
沖
は

「
上
世
淳
朴
而
無
文
字
。
蓋
待
中
華
耶
」（
上
世
淳
朴
に
し
て
文
字
無
し
。
蓋
し
中
華
を
待
つ
か
）（『
和
字
正
濫
鈔
』
序（

（（
（

）
と
す
る
が
、
そ
れ
を
認
め

た
く
な
い
国
学
者
も
い
た
。
五
十
音
図
が
悉
曇
起
源
で
文
字
も
外
来
と
い
う
の
で
は
飽
き
足
ら
な
い
国
学
者
に
と
っ
て
、「
神
代
文
字
」
へ

の
誘
惑
は
抗
い
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
乱
れ
に
つ
い
て
、
契
沖
は
「
中
葉
以
来
、
学
識
倶
降
且
不
致
意
」（
中

葉
よ
り
以
来
、
学
識
倶
に
降
り
て
且
つ
意
を
致
さ
ず
）（
同
前（

（（
（

）
と
述
べ
る
が
、「
学
識
」
が
な
い
と
歴
史
的
仮
名
遣
い
が
乱
れ
る
の
な
ら
甚
だ
不
安

定
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
契
沖
の
五
十
音
図
で
は
「
お
」
と
「
を
」
の
所
属
問
題
が
未
解
決
で
あ
っ
た
。

４　

賀
茂
真
淵
の
「
天
つ
ち
の
お
の
づ
か
ら
な
る
い
つ
ら
の
音
」

仏
教
的
世
界
観
に
依
拠
す
る
契
沖
と
異
な
り
、
賀
茂
真
淵
（
一
六
九
七
─
一
七
六
九
）
は
〈
自
然
対
人
為
〉
の
枠
組
に
依
拠
す
る（

（（
（

。
中
国
語

が
数
が
多
く
複
雑
で
精
緻
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
語
は
数
が
少
な
く
単
純
で
あ
る
と
い
う
儒
学
者
の
事
実
認
定
に
、
真
淵
は
異
を
唱
え

な
い
。
代
わ
り
に
価
値
判
断
を
転
倒
さ
せ
る
。
中
国
語
は
人
為
的
で
、
単
純
な
日
本
語
こ
そ
天
地
自
然
に
適
っ
た
素
晴
ら
し
い
言
語
な
の
だ
。

こ
れ
の
日
出
る
国
は
し
も
、
人
の
心
な
ほ
か
れ
ば
、
事
少
く
、
言
も
し
た
が
ひ
て
す
く
な
し
。
事
も
言
も
少
な
か
れ
ば
、
惑
ふ
こ
と
な

く
忘
る
ゝ
時
な
し
。
故カ

レ

天
つ
ち
の
お
の
づ
か
ら
な
る
い
つ
ら
の
音コ

ヱ

の
み
に
し
て
た
れ
り
。
な
ぞ
も
人
の
作
れ
る
か
た
を
待
て
も
の
を
な

さ
め
や
。（『
語
意
考
』（

（（
（

）
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「
い
つ
ら
の
音
」
は
「
五
十
聯
音
」、「
か
た
」
は
文
字
で
あ
る
。
言
も
事
も
心
も
天
地
自
然
に
適
い
、
文
字
を
用
い
ず
と
も
天
地
自
然
の
五

十
音
で
足
り
る
こ
と
こ
そ
、
素
晴
ら
し
い
の
で
あ
る
。

真
淵
は
、「
中
華
の
言
語
」
の
特
殊
性
を
逆
手
に
と
る
。「
天
竺
」
は
「
五
十
字
」、「
お
ら
ん
だ
」
は
「
二
十
五
字
」
で
事
足
り
る
の
に
、

中
国
だ
け
が
「
三
万
八
千
」
と
も
言
わ
れ
る
数
多
く
の
漢
字
を
作
る
。「
唐
国
の
わ
づ
ら
は
し
く
、
あ
し
き
世
の
治
ら
ぬ
は
、
い
は
ん
か
た

も
さ
ら
な
り
」、「
わ
づ
ら
は
し
き
こ
と
を
つ
く
り
て
、代
も
を
さ
ま
ら
ず
、こ
と
も
不
便
な
り
」（『
国
意
考
』（

（（
（

）。
中
華
文
明
を
象
徴
す
る
文
字
は
、

中
国
の
無
秩
序
の
象
徴
な
の
だ
。

一
方
、真
淵
は
、天
竺
の
「
五
十
の
声
は
天
地
の
声
」
で
あ
り
、「
万
の
こ
と
を
云イ

フ
サ
マ様

、五
十
音
の
通
ふ
こ
と
な
ど
」
は
古
の
日
本
の
言
葉
と
「
同

じ
理
り
」
だ
と
す
る
（『
国
意
考
』（

（（
（

）。
し
か
も
、
天
竺
に
は
「
か
た
」
が
あ
る
が
日
本
だ
け
は
「
か
た
」
が
な
い
。
そ
こ
か
ら
五
十
音
図
の
悉

曇
起
源
説
も
出
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
真
淵
は
そ
れ
を
否
定
し
、「
こ
と
ゝ
ふ
は
天ア

メ

地ツ
チ

の
ち
ゝ
は
ゝ
の
教
」
で
あ
り
、
日
本
の
古
の
人
々

は
天
地
自
然
に
し
た
が
っ
て
言
葉
を
話
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
五
十
音
図
が
悉
曇
起
源
の
は
ず
が
な
い
と
す
る
。
真
淵
に
よ
れ
ば
、
日
本
の

古
の
言
葉
は
「
天ア

メ
ツ
チ地

の
神カ

ミ
ロ
ギ祖

の
教
へ
給
ひ
し
こ
と
［
言
］」
で
あ
り
、「
い
つ
ら
の
音
」
は
天
地
自
然
に
適
っ
た
「
神
祖
」
に
起
源
が
あ
る
五

十
音
図
な
の
だ
（『
語
意
考（

（（
（

』）。

真
淵
は
、
神
秘
的
な
五
十
音
図
に
従
っ
て
音
が
伸
縮
自
在
に
動
く
と
考
え
、「
延ノ

ベ
コ
ト言

」「
約ツ

ヾ
メ
コ
ト言

」「
転

ウ
ツ
シ

回
メ
グ
ラ
シ

通カ
ヨ
フ」「

略
ハ
ブ
ク

言
」
と
い
っ
た
手
法

を
駆
使
し
、
五
十
音
図
上
で
音
を
自
由
自
在
に
動
か
し
な
が
ら
言
葉
の
意
味
を
説
明
す
る
。
例
え
ば
、「
ち
」
は
「
つ
り
ば
り
」
が
五
十
音

図
上
を
動
い
て
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
る
（『
語
意
考
』（

（（
（

）。
こ
の
よ
う
に
、
真
淵
は
五
十
音
図
を
使
っ
て
表
音
文
字
の
背
後
に
意
味
を
見
出
す
。

五
十
音
図
は
意
味
を
生
み
出
す
表
意
的
・
表
語
的
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

真
淵
は
文
法
的
な
現
象
も
こ
れ
と
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
説
明
す
る
。
例
え
ば
、「
み
ま
し
」（「
見
た
い
」
の
意
）
は
〈「
見
る
」
の
未
然
形
＋
助

動
詞
「
ま
し
」〉
で
は
な
い
。
真
淵
に
よ
れ
ば
、「
み
む
」
の
「
む
」
が
「
ま
」
に
転
じ
て
「
み
ま
」
と
な
り
、
下
の
「
し
」
は
「
し
き
」
の

略
、「
し
き
」
は
「
繁シ

ゲ
キて

ふ
言
を
下
に
添
て
、
其
言
を
強
か
ら
し
む
る
」
も
の
で
、「
う
れ
し
き
」
を
「
う
れ
し
」
と
「
略
き
い
ふ
」
の
と
同

じ
で
あ
る
（『
語
意
考
』（

（（
（

）。
助
動
詞
「
ま
し
」
が
登
場
す
る
余
地
は
な
く
、
文
法
現
象
は
五
十
音
図
の
表
意
的
・
表
語
的
機
能
に
還
元
さ
れ
る
。

日
本
語
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
五
十
音
図
が
も
た
ら
す
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
、
五
十
音
図
を
金
科
玉
条
と
す
る
真
淵
の
語
学
説
を
起
点
と
し
て
、
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五
十
音
図
の
表
意
的
・
表
語
的
機
能
を
肥
大
化
さ
せ
る
議
論
が
広
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

真
淵
に
と
っ
て
の
難
題
は
、
日
本
の
文
字
は
い
つ
誕
生
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
文
字
が
人
為
の
産
物
な
ら
ば
、
漢
字
渡
来
以

前
に
文
字
が
な
く
て
も
問
題
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
天
地
自
然
の
五
十
音
が
神
祖
に
始
ま
り
、
漢
字
や
悉
曇
学
の
渡
来
以
前
か
ら

あ
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
記
す
文
字
が
な
い
の
で
は
不
満
も
残
る
。
真
淵
は
、
文
字
な
し
で
成
り
立
つ
の
が
天
地
自
然
に
適
っ
た
古

の
日
本
の
秩
序
だ
と
称
賛
し
、「
字
を
も
か
ら
で
、
よ
し
も
あ
し
も
、
や
す
く
い
は
れ
て
、
わ
づ
ら
ひ
な
し
」
と
言
い
つ
つ
も
、
天
竺
の
よ

う
に
「
皇

す
め
ら

御み

国く
に

も
、
い
か
な
る
字
様
か
は
あ
り
つ
ら
ん
を
、
か
の
か
ら
の
字
を
伝
へ
て
よ
り
、
あ
や
ま
り
て
、
か
れ
に
お
ほ
は
れ
て
、
今
、

む
か
し
の
詞
の
み
の
こ
れ
り
」（『
国
意
考
』（

（（
（

）
と
も
述
べ
る
。「
漢
字
以
前
の
文
字
」
へ
の
誘
惑
を
、
真
淵
は
断
ち
切
れ
な
い
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
真
淵
は
、「
お
」
と
「
を
」、「
い
」
と
「
ゐ
」、「
え
」
と
「
ゑ
」
は
、
古
に
は
音
の
区
別
が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
指
摘
し
て
い
る
（『
語

意
考
』（

（（
（

）。
同
音
の
書
き
分
け
で
は
な
く
、
音
が
違
う
か
ら
文
字
が
違
う
と
い
う
発
想
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
十
全
に
展
開
し
た
の
が

真
淵
の
弟
子
の
本
居
宣
長
で
あ
り
、
必
要
以
上
に
展
開
し
た
の
が
宣
長
の
没
後
門
人
で
あ
る
平
田
篤
胤
で
あ
る
。
但
し
、
宣
長
は
五
十
音
図

を
金
科
玉
条
と
す
る
語
学
説
に
は
冷
淡
で
あ
っ
た
。
五
十
音
図
の
神
秘
化
を
推
し
進
め
、
真
淵
の
難
題
を
軽
々
と
乗
り
越
え
る
「
神
代
文
字
」

の
論
を
展
開
し
た
の
は
、
平
田
篤
胤
で
あ
る
。

５　

平
田
篤
胤
の
神
代
文
字
と
五
十
音
図

平
田
篤
胤
（
一
七
七
六
─
一
八
四
三
）
の
「
転
訛
」
の
論
理
は
、
漢
字
文
献
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
学
者
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
消
す

る
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
で
あ
っ
た
。「
皇す

め
ら
お
お
み
く
に

大
御
国
」
は
世
界
で
最
初
に
生
ま
れ
た
「
万よ

ろ
ずの

国
」
の
「
本も

と

つ
御み

柱は
し
らた

る
御み

国く
に

」
で
あ
り
、
外

国
は
「
少

す
く
な

彦び
こ

名な
の

神か
み

」
と
「
大お

お
く
に国

主ぬ
し
の
か
み

神
」（
大お

お

名な

持も
ち
の
か
み

神
）
が
日
本
か
ら
渡
っ
て
造
っ
た
（『
霊
の
真
柱
』（

（（
（

）。
し
た
が
っ
て
、
日
本
か
ら
発
し
た
も
の

が
形
を
変
え
て
外
国
に
「
転
訛
」
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、「
外
来
」
と
は
そ
れ
が
日
本
に
戻
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
論
理
を
篤

胤
は
語
学
説
に
も
適
用
し
て
、
外
来
の
要
素
を
自
在
に
利
用
す
る
。

「
天
地
初
発
」
か
ら
「
天
孫
降
臨
」
に
至
る
神
話
を
手
掛
か
り
に
、
天あ

め
・
地つ

ち
・
泉よ

み
（
そ
れ
ぞ
れ
太
陽
・
地
球
・
月
を
指
す
）
の
生
成
を
論
じ
た
『
霊

の
真
柱
』
で
、
篤
胤
は
、
天
地
を
造
っ
た
「
高た

か

皇み

産む
す
び霊

・
神か

む

皇み

産む
す
び
の
か
み

霊
神
」
＝
「
神か

む

魯ろ

企ぎ

・
神か

む

魯ろ

美み
の
み
こ
と

命
」
が
、
天
孫
降
臨
の
際
、
自
ら
直
接
、
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天
孫
に
伝
え
た
「
天

あ
ま
つ

祝の
り
と詞

の
大ふ

と

詔の
り
と
ご
と

事
」
に
、
言
語
の
起
源
を
見
出
す
。
こ
れ
は
「
古
語
の
麗
し
く
、
世
の
人
の
声
音
も
言
語
も
雅
に
し
て
、

万
の
国
に
比
類
な
き
」
も
の
で
あ
り
、「
皇
国
と
同
じ
言
語
」
が
伝
わ
っ
て
外
国
の
言
語
と
な
っ
た
は
ず
で
、「
万
の
国
の
言
語
、
元
は
、
一

つ
な
る
べ
き
理
」
だ
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

『
古
史
徴
開
題
記
』「
神
世
文
字
の
論
」
で
「
神
世
字
」
の
存
在
を
主
張
し
た
篤
胤
は（

（（
（

、『
神か

む

字な

日ひ

文ふ
み

伝
』
で
「
日ひ

文ふ
み

四よ
そ
ぢ
ま
り
な
ヽ

十
七
音こ

ゑ

」
を
真
の

神
代
文
字
に
認
定
す
る（

（（
（

。「
日
文
」
は
、
縦
の
五
画
（「
母
」）
と
横
の
九
画
（「
父
」）
か
ら
な
る
、
母
音
と
子
音
を
組
み
合
わ
せ
た
文
字
で
あ

る（
（（
（

。
こ
の
造
字
法
は
ハ
ン
グ
ル
（「
諺
文
」）
に
似
て
い
る
が
、
篤
胤
は
、「
諺
文
」
こ
そ
、
神
代
文
字
を
利
用
し
て
朝
鮮
で
作
ら
れ
た
と
し
た
。

ハ
ン
グ
ル
の
造
字
法
は
、
文
字
生
成
以
前
の
言
語
の
生
成
に
関
す
る
考
察
へ
と
篤
胤
を
誘
っ
た
ら
し
く
、『
古
史
本
辞
経
』
は
、
天
地
生
成

神
話
と
相
即
的
に
言
語
の
生
成
に
つ
い
て
語
る
。

言
語
の
生
成
か
ら
五
十
音
図
の
形
成
に
至
る
道
筋
は
次
の
通
り
で
あ
る（

（（
（

。「
天
地
初
発
」
の
際
、「
陰メ

陽ヲ

構マ
グ
ハ
ヒ合

」
か
ら
始
ま
り
、
天
地
が
分

か
れ
て
行
く
一
連
の
過
程
を
、
天
地
の
生
成
者
と
し
て
目
の
当
た
り
に
目
撃
し
た
「
皇ミ

オ
ヤ
ガ
ミ

祖
神
等タ

チ

」
が
、
そ
の
「
形ア

リ

象カ
タ

」
を
「
声
」
に
「
形ア

ラ

」

わ
し
た
の
が
言
語
の
起
源
で
あ
り
、「
天
地
自
然
の
声
音
」
た
る
五
十
音
で
あ
る
。
五
十
音
に
は
「
音
義
」
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
活
用
」
し

な
が
ら
あ
ら
ゆ
る
言
語
が
生
ま
れ
て
ゆ
く
。
ま
た
、五
十
音
の
生
成
の
様
子
に
適
っ
た
「
神カ

ム

字ナ

」
が
作
ら
れ
、さ
ら
に
五
十
音
図
が
作
ら
れ
た
。

五
十
音
図
が
作
ら
れ
た
の
は
応
神
天
皇
の
時
代
で
あ
る
が
、
五
十
音
図
に
表
現
さ
れ
る
「
定
格
」
は
「
天
地
を
鎔
造
し
給
へ
る
神
の
大
御
言
」

に
元
か
ら
備
わ
っ
て
い
た
。

ま
た
、
篤
胤
に
よ
れ
ば
、
五
十
音
の
生
成
の
順
序
と
五
十
音
図
の
五
段
十
行
の
配
列
は
、
天
地
の
生
成
の
順
序
と
上
下
の
序
列
に
ぴ
っ
た

り
合
致
し
て
い
る（

（（
（

。
そ
し
て
、あ
ら
ゆ
る
言
語
は
、こ
う
し
て
生
ま
れ
た
五
十
音
を
二
つ
組
み
合
わ
せ
た「
二
言
」で
説
明
で
き
る
と
い
う（

（（
（

。「
皇

国
の
言
語
」も
、「
二
言
」を
組
み
合
わ
せ
た
五
十
×
五
十
の「
二
千
五
百
言
」が「
転
用
蔓
延
し
て
。
千
言
万
語
と
成
れ
る
物
」で
あ
る
か
ら
、「
二

千
五
百
言
」
と
そ
の
「
活
用
」
に
よ
っ
て
「
古
言
解
釈
の
定
式
」
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
て
、
基
本
と
な
る
「
二
言
」
の
「
音
義
」
は
天
地

生
成
と
と
も
に
生
ま
れ
た
「
五
十
音
」
の
「
音
義
」
と
そ
の
「
活
用
」
か
ら
明
ら
か
に
で
き
る
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
日
本
語
は
、
五
十
音
図
を

利
用
し
た
演
繹
的
な
推
論
に
よ
っ
て
説
明
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
篤
胤
は
、五
十
音
を
「
活
用
」
さ
せ
な
が
ら
適
宜
に
漢
字
と
組
み
合
わ
せ
、

仮
名
と
漢
字
の
間
を
自
在
に
往
復
し
な
が
ら
「
音
義
」
を
説
く
。
こ
れ
は
恣
意
的
な
語
呂
合
わ
せ
に
も
見
え
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
言
語
は
日
本



17 相原耕作【文字・文法・文明】

生
ま
れ
で
あ
っ
て
、
天
地
の
生
成
と
と
も
に
生
ま
れ
た
「
皇
国
の
言
語
」
は
、「
諸
の
外
国
に
も
。
普
ね
く
伝
用
せ
し
め
」
た
も
の
な
の
だ
。

皇
国
の
「
訓
語
」
が
中
国
で
「
音
語
」
に
訛
っ
た
の
だ
か
ら
、
漢
字
を
使
っ
て
皇
国
の
言
語
を
説
明
で
き
る
の
で
あ
り
、
時
に
は
漢
字
の
音

読
み
す
ら
、
日
本
の
「
古
言
」
が
伝
わ
っ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

ま
た
、
天
地
初
発
に
遡
っ
て
五
十
音
と
音
義
の
生
成
を
構
想
し
た
篤
胤
は
、
完
璧
な
五
十
音
図
を
手
に
入
れ
た（

（（
（

。
通
常
の
五
十
音
図
は
、

ア
行
の
イ
ウ
エ
、
ヤ
行
の
イ
エ
、
ワ
行
の
ウ
が
重
な
る
が
、
篤
胤
に
よ
れ
ば
、
ア
行
ヤ
行
ワ
行
は
異
な
る
段
階
で
生
成
し
た
音
で
あ
り
、
音

義
も
活
用
も
異
な
る
。「
い
と
微
」な
差
と
は
い
え
、元
々
は
異
な
る
音
で
、「
神
字
の
み
用
ひ
し
世
の
古
書
に
は
。
決
く
其
の
仮
字
の
差
別
有
」っ

た
は
ず
で
あ
る
。
神
代
の
五
十
音
は
五
十
音
が
き
ち
ん
と
分
か
れ
た
完
璧
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
。

以
上
の
よ
う
に
、
篤
胤
の
五
十
音
図
は
、
言
語
の
生
成
の
原
理
で
あ
り
、
天
地
・
宇
宙
の
反
映
で
あ
る
。
そ
し
て
、
天
地
初
発
に
遡
れ
ば

外
来
の
要
素
を
排
除
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
諺
文
や
漢
字
や
梵
語
を
包
摂
し
、
文
字
学
も
悉
曇
学
も
飲
み
込
ん
だ
語
学
説
が
構
想
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
篤
胤
以
降
、
こ
の
よ
う
に
肥
大
化
し
た
五
十
音
図
を
様
々
に
利
用
し
な
が
ら
、「
音
義
言
霊
派
」
が
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な

る（
（（
（

。
６　

本
居
宣
長
の
「
皇
国
ノ
正
音
」
と
「
て
に
を
は
」
論

五
十
音
図
は
漢
字
に
優
る
と
も
劣
ら
ぬ
表
意
的
・
表
語
的
機
能
を
獲
得
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
と
は
異
な
る
特
異
な
語
学
説
を
展
開
し
た

国
学
者
も
い
た
。
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
─
一
八
〇
一
）
で
あ
る（

（（
（

。

宣
長
は
、「
お
」
と
「
を
」
の
所
属
を
正
し
て
秩
序
正
し
い
五
十
音
図
を
完
成
さ
せ
る
と
、完
璧
な
日
本
語
の
音
韻
体
系
を
「
皇
国
ノ
正
音
」

と
呼
び
、
中
国
語
の
「
不
正
ノ
音
」
に
対
置
し
た
（『
漢
字
三
音
考
』「
皇
国
ノ
正
音
」（

（（
（

）。
他
方
、
宣
長
は
神
代
文
字
を
き
っ
ぱ
り
と
否
定
し
（『
古

事
記
伝
』「
文
体
の
事
」（

（（
（

）、
実
に
あ
っ
さ
り
と
五
十
音
図
の
悉
曇
起
源
説
を
肯
定
す
る
。「
彼ノ図
ハ
タ
マ
タ
マ
此
正
音
ノ
妙
用
ニ
符
合
セ
ル
故
ニ
。

コ
レ
ヲ
借リ用
ル
ノ
ミ
ニ
コ
ソ
ア
レ
。
彼
図
ニ
ヨ
リ
テ
此ノ妙
用
ア
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
」（『
漢
字
三
音
考
』「
皇
国
ノ
漢
呉
音
ノ
論
」（

（（
（

）。
五
十
音
図
が
あ

る
か
ら
日
本
語
が
機
能
す
る
の
で
は
な
い
。
日
本
語
の
機
能
を
説
明
す
る
の
に
都
合
が
い
い
か
ら
五
十
音
図
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
宣
長
は
、
天
地
自
然
が
正
の
価
値
を
持
つ
と
は
考
え
な
い
。「
人
ノ
声
音
ハ
其
郷
土
ノ
自
然
ニ
出
ル
」
か
ら
「
正
シ
キ
地
ハ
オ
ノ
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ヅ
カ
ラ
正
シ
ク
」「
正
シ
カ
ラ
ザ
ル
地
」
で
は
正
し
く
な
い
（『
漢
字
三
音
考
』「
漢
国
ニ
テ
漢
音
呉
音
ノ
事
」（

（（
（

）。
日
本
の
「
正
音
」
も
中
国
の
「
不

正
ノ
音
」
も
「
自
然
」
な
の
で
あ
っ
て
、
五
十
音
が
素
晴
ら
し
い
の
は
、「
自
然
」
だ
か
ら
で
は
な
く
「
正
音
」
だ
か
ら
な
の
だ
。「
正
音
」

の
根
拠
を
、宣
長
は
五
×
十
の
五
十
音
図
に
整
理
さ
れ
る
よ
う
な
秩
序
性
に
見
出
す
。
五
十
音
図
に
乗
る
音
は
、「
清
朗
」「
単
直
」「
純
粋
正
雅
」

で
乱
れ
る
こ
と
の
な
い
、
秩
序
あ
る
音
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
人
ノ
正
音
」
は
五
十
音
図
に
「
全
備
」
し
て
い
る
か
ら
（『
漢
字
三
音
考
』「
皇

国
ノ
正
音
」（

（（
（

）、
五
十
音
図
か
ら
は
み
出
る
音
は
「
不
正
ノ
音
」
で
あ
る
（『
漢
字
三
音
考
』「
外
国ノ音
正
シ
カ
ラ
ザ
ル
事
」（

（（
（

）。
宣
長
は
、「
不
正
ノ
音
」

が
古
の
日
本
語
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
「
皇
国
ノ
正
音
」
の
秩
序
性
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
と
同
時
に
、
中
国
を
始
め

と
す
る
外
国
の
音
は
「
溷
雑
不
正
ノ
音
」
で
「
鳥
獣
万
物
ノ
声
」
に
近
い
と
し
て
秩
序
性
を
剝
奪
す
る
（『
漢
字
三
音
考
』「
皇
国
ノ
正
音
」（

（（
（

）。
中

国
語
が
「
精
微
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
太
宰
春
台
に
対
す
る
、
痛
烈
な
反
撃
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
宣
長
は
、
古
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
、「
み
な
恒ツ

ネ

に
口ク

チ

に
い
ふ
語コ

ト
バ

の
音コ

ヱ

に
、
差ワ

キ
タ
メ別

あ
り
け
る
か
ら
、
物
に
書カ

ク

に
も
、
お
の
づ
か

ら
そ
の
仮カ

ナ字
の
差ワ

キ
タ
メ別

は
有リけ
る
な
り
」、
発
音
が
違
う
か
ら
文
字
が
違
う
の
だ
と
す
る
。
こ
れ
は
、
真
淵
の
指
摘
し
た
「
お
」
と
「
を
」、「
い
」

と
「
ゐ
」、「
え
」
と
「
ゑ
」
に
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、「
言
ふ
」
は
「
イ
フ
」
と
発
音
し
た
か
ら
「
言
ふ
」
と
書
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
後
世

に
音
が
次
第
に
「
乱
れ
て
」「
イ
ウ
」
と
発
音
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
仮
名
遣
い
の
問
題
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
同
音
の
書
き
分
け
で

は
仮
名
遣
い
を
厳
密
に
実
践
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
発
音
が
異
な
る
な
ら
発
音
通
り
に
書
く
だ
け
だ
か
ら
、
古
の
書
物
に
は
仮
名
遣
い

の
「
み
だ
れ
誤
り
た
る
こ
と
一ツも
な
し
」（『
古
事
記
伝
』「
仮
字
の
事
」（

（（
（

）。
こ
う
し
て
、
古
の
日
本
語
の
秩
序
は
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
宣
長
の
五
十
音
と
五
十
音
図
の
見
方
は
特
異
で
あ
る
が
、
文
法
の
論
じ
方
も
特
異
で
あ
る
。
宣
長
は
日
本
語
の
文
法
現

象
を
「
て
に
を
は
」
の
「
活
用
」
と
呼
び
、「
て
に
を
は
」
に
は
係
り
結
び
の
法
則
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
「
本
末
を
か
な
へ
あ
は
す
る
さ

だ
ま
り
」（『
詞
の
玉
緒
』（

（（
（

）が
あ
る
と
考
え
、上
下
の
呼
応
の
法
則
と
し
て
、一
貫
し
た
も
の
と
し
て
説
明
す
る
。
さ
ら
に
、「
て
に
を
は
」の「
活
用
」

と
い
う
文
法
体
系
と
「
皇
国
ノ
正
音
」
と
い
う
音
韻
体
系
と
を
関
連
づ
け
る
。「
用
ル
音
ハ
甚
少
ケ
レ
ド
モ
。
彼 

レ
 
レ此

相
連
ネ
テ
活
用
ス
ル
故
ニ
。

幾
千
万
ノ
言
語
ヲ
成
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
。
足タ

ラ

ザ
ル
事
ナ
ク
尽
ル
事
ナ
シ
」（『
漢
字
三
音
考
』「
皇
国
言
語
ノ
事
」（

（（
（

）。
音
の
数
は
少
な
く
て
も
無
限
の

「
活
用
」
に
よ
っ
て
豊
か
な
言
語
表
現
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
は
、
文
法
現
象
を
五
十
音
図
の
霊
妙
な
機
能
に
還
元
し
、

五
十
音
図
上
で
音
を
動
か
す
立
場
と
は
異
な
る
。
宣
長
は
、「
皇
国
ノ
正
音
」
が
不
動
の
秩
序
正
し
い
音
だ
か
ら
「
て
に
を
は
」
の
「
活
用
」
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の
法
則
が
成
り
立
つ
と
考
え
る
。「
皇
国
ノ
正
音
」
は
動
か
な
い
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
だ
。
宣
長
は
、
古
の
日
本
語
の
「
音
」
と
「
仮
字
」

は
「
死
物
」
で
あ
り
、「
死
物
の
音
、
又
死
物
の
仮
字
を
つ
ら
ね
て
言
語
と
な
り
た
る
所
に
、
活
用
は
あ
る
」
と
主
張
す
る
（『
呵か

刈が
い

葭か

』
上
、

第
十
四
條（

（（
（

）。「
死
物
」
で
あ
る
「
皇
国
ノ
正
音
」
を
前
提
に
「
て
に
を
は
」
の
「
活
用
」
の
法
則
は
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、〈
死

物
─
活
用
〉と
い
う
独
特
の
言
語
認
識
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、少
な
い
要
素
で
も
精
緻
で
複
雑
な
表
現
を
可
能
と
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。

そ
し
て
、
宣
長
は
、
漢
字
を
表
音
文
字
と
し
て
「
死
物
」
化
す
る
こ
と
に
徹
し
て
、『
古
事
記
』
に
使
わ
れ
た
漢
字
の
意
味
に
囚
わ
れ
ず
に
、

漢
字
の
背
後
に
あ
る
古
の
言
葉
を
読
み
取
ろ
う
と
し
た
。

上
述
の
よ
う
に
、太
宰
春
台
は
中
国
語
の
「
助
字
」
と
日
本
語
の
「
て
に
を
は
」
の
対
応
関
係
を
否
定
し
、「
定
法
」
を
批
判
し
て
「
活
法
」

を
提
示
し
た
が
、
こ
れ
は
意
図
せ
ず
し
て
宣
長
に
「
中
華
の
言
語
」
を
批
判
す
る
論
拠
を
提
供
し
た
と
思
わ
れ
る
。
宣
長
に
よ
れ
ば
、
中
国

語
の
「
助
字
」
に
は
「
て
に
を
は
」
と
違
っ
て
法
則
性
が
な
く
、
無
秩
序
な
「
不
正
ノ
音
」
で
は
「
活
用
」
が
成
り
立
た
な
い
か
ら
、
精
密

な
表
現
は
で
き
な
い
。
宣
長
は
、「
皇
国
ノ
言
ハ
生
言
。
異
国
ノ
言
ハ
皆
死
言
ノ
如
シ
」（『
漢
字
三
音
考
』「
漢
国
字
多
キ
ニ
過
テ
音
足
ザ
ル
事
」）

と
極
論
す
る（

（（
（

。
文
字
を
意
味
か
ら
切
り
離
し
て
五
十
音
図
の
表
音
的
機
能
を
徹
底
し
、
文
法
論
と
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
新
し
い
言
語
構
想

に
よ
っ
て
、
宣
長
は
、「
中
華
の
言
語
」
に
対
す
る
完
璧
な
る
勝
利
を
宣
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。

三　

蘭
学
者
の
苦
闘
─
─
文
字
か
ら
文
法
へ

１　

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
い
う
難
問

国
学
者
が
儒
学
者
の
言
語
構
想
に
反
撃
し
て
い
た
の
と
同
じ
頃
、
江
戸
で
蘭
学
が
興
っ
た
。
初
期
の
江
戸
の
蘭
学
者
は
、
長
崎
の
オ
ラ
ン

ダ
通
詞
と
異
な
っ
て
、
音
声
を
通
じ
た
言
語
学
習
を
す
る
機
会
が
限
定
さ
れ
る
な
か
、
苦
闘
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
。
古
典
中
国
語
や
古
典

日
本
語
も
音
声
を
通
じ
た
言
語
学
習
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
慣
れ
親
し
ん
だ
文
字
と
慣
習
的
な
発
音
を
使
っ
て
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
蘭
学
者
に
と
っ
て
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
非
常
に
奇
妙
な
文
字
で
あ
り
、
文
字
の
習
得
に
労
力
を
割
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た（

（（
（

。
ア



20政治思想における言語・会話・討議【政治思想研究 第13号／2013年５月】

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
如
何
な
る
意
味
で
難
問
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
ア
ベ
セ
デ
」
は
「
我
国
ニ
テ
ハ
阿
蘭
陀
伊
呂
波
ト
云
」
と
青
木
昆
陽
（
一
六
九
八
─
一
七
六
九
）
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
（『
和
蘭
文
字
略
考
』

巻
之
一（

（（
（

）、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
表
音
文
字
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
見
え
る
。
数
も
二
六
字
（
ｉ
と
ｊ
を
一
つ
と
し
て
二
五
字
と
数
え
る
場
合
も

多
い
）
と
少
な
く
、
マ
ス
タ
ー
す
る
の
は
容
易
に
見
え
る
。
例
え
ば
司
馬
江
漢
（
一
七
三
八
ま
た
は
一
七
四
七
─
一
八
一
八
）
は
、
形
音
義
三
位

一
体
の
漢
字
の
み
を
「
文
字
」
と
呼
び
、「
仮
名
」
の
よ
う
な
「
訓ク

ン

〈
ヨ
ミ
〉
ヲ
以
テ
字ジ

ト
ス
」
る
場
合
と
区
別
し
て
、「
文
字
」
は
学
ば
な

け
れ
ば
読
む
こ
と
が
出
来
ず
、「
素
読
」
が
で
き
て
も
先
生
に
意
味
を
聞
か
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
の
に
対
し
、「
訓
語
」
に
は
そ
う
い
う

「
迂ウ

遠エ
ン

〈
マ
ハ
リ
ト
ヲ
シ
〉」
な
こ
と
は
必
要
な
い
と
す
る
。
西
洋
の
国
々
も
「
訓
語
」
の
地
域
で
あ
る
。

彼
国
音
ヲ
以
テ
通
ズ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
天
理
・
地
理
ニ
通
暁
セ
ン
ト
欲
セ
バ
、
其
書
ヲ
視
コ
ト
日
本
ノ
仮
名
ヲ
読
ガ
ゴ
ト
シ
。
嘗
テ
雅
言
・

俗
語
ノ
差
別
ナ
シ
、
故
ニ
師
ナ
ク
シ
テ
天
地
ノ
理
ニ
モ
通
ズ
ル
也
。
其
簡
弁
カ
ク
ノ
ゴ
ト
シ
。（『
和
蘭
天
説
』「
凡
例
」（

（（
（

）

表
音
文
字
は
発
音
が
分
か
る
だ
け
で
は
意
味
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
無
視
し
た
、
お
気
楽
に
過
ぎ
る
発
言
で
あ
る
が（

（（
（

、
こ
れ
は
司
馬

江
漢
が
オ
ラ
ン
ダ
語
を
真
面
目
に
勉
強
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
は
、
初
期
の
江
戸
の
蘭
学
者
に
と
っ
て
、「
文
字
曲
釘
」（『
解

体
新
書
』
凡
例（

（（
（

）・「
科
斗
蚊
脚
」（
前
野
良
沢
『
和
蘭
訳
文
略
』（

（（
（

）
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
か
な
り
奇
妙
な
文
字
に
見
え
た
。

ま
ず
、
文
字
の
数
は
二
六
で
は
な
か
っ
た
。
大
文
字
・
小
文
字
の
他
、
様
々
な
字
体
が
あ
っ
た
。
漢
字
に
楷
書
・
行
書
・
草
書
な
ど
の
字

体
が
あ
る
の
と
同
様
の
現
象
だ
と
蘭
学
者
は
捉
え
て
い
る
が
、
見
慣
れ
ぬ
文
字
だ
け
に
習
熟
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
数
字
を
表
す
ロ
ー

マ
数
字
や
ア
ラ
ビ
ア
数
字
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
表
意
文
字
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
数
字
を
表
す
特
別
の
文
字
と
い
う
発
想
は
日
本
に
も

中
国
に
も
な
か
っ
た
か
ら
、
特
に
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
表
音
文
字
に
し
て
は
複
雑
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
文
字
の
名
称
と
発
音
が
一
致
し
な
い
。
ａ
は
「
ア
ー
」
と

い
う
名
称
だ
が
、
単
語
の
な
か
で
「
ア
ー
」
と
発
音
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
ｂ
の
名
称
は
「
ベ
ー
」
だ
が
、
単
語
の
な
か
で
「
ベ
ー
」
と
発

音
す
る
こ
と
は
な
い
。
漢
字
に
も
仮
名
に
も
存
在
し
な
い
奇
妙
な
現
象
で
あ
り
、
文
字
の
名
称
と
形
を
覚
え
た
だ
け
で
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
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を
マ
ス
タ
ー
し
た
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
こ
の
奇
妙
な
文
字
を
連
ね
る
と
単
語
が
で
き
る
。
杉
田
玄
白
（
一
七
三
三
─
一
八
一
七
）
は
、「
文
字

を
並
べ
、
一
語
を
認
候
事
を
「
ス
ペ
ル
ド
」
と
申
候
。
日
本
の
仮
名
づ
か
ひ
と
同
じ
事
に
て
御
座
候
」（『
和
蘭
医
事
問
答
』
巻
之
上
、　

斎
杉
田

先
生
答
書
）
と
述
べ
て
い
る
が（

（（
（

、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
綴
り
は
日
本
語
の
仮
名
遣
い
よ
り
遥
か
に
複
雑
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
同
じ
文
字
で
も

綴
り
方
に
よ
っ
て
発
音
が
変
わ
る
場
合
が
多
く
、
読
ま
な
い
文
字
す
ら
あ
る
な
ど
、
表
音
文
字
に
し
て
は
綴
り
と
発
音
の
乖
離
が
甚
だ
し
い

か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
習
熟
す
る
た
め
に
、
蘭
学
者
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
二
字
・
三
字
の
組
み
合
わ
せ
を
系
統
的
に
書
き
出

し
て
発
音
を
記
し（

（（
（

、
五
十
音
図
に
類
す
る
表
を
作
っ
て
綴
り
と
発
音
を
視
覚
的
に
捉
え
る
努
力
を
し（

（（
（

、
日
本
語
を
ロ
ー
マ
字
で
綴
る
練
習
を

し
た
。「
洋
字
を
以
て
国
語
を
書
す
る
」
の
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
習
得
す
る
た
め
の
手
段
だ
っ
た
。

文
字
を
習
得
し
、綴
り
と
発
音
に
注
意
し
な
が
ら
単
語
を
学
び
、語
彙
を
増
や
す
こ
と
は
、重
要
と
は
い
え
オ
ラ
ン
ダ
語
の
初
歩
に
止
ま
る
。

初
歩
を
身
に
つ
け
た
う
え
で
、
日
本
語
と
も
中
国
語
と
も
異
な
る
オ
ラ
ン
ダ
語
を
ど
の
よ
う
に
し
て
読
ん
だ
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

２　

蘭
文
直
読
か
蘭
文
訓
読
か

中
国
語
は
形
態
変
化
が
一
切
な
く
、
表
意
文
字
・
表
語
文
字
を
使
う
か
ら
、
表
音
文
字
を
使
い
語
形
が
変
化
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
は
、
中
国

語
よ
り
日
本
語
に
似
て
い
る
と
考
え
て
も
お
か
し
く
な
い
が
、
初
期
の
江
戸
の
蘭
学
者
は
中
国
語
に
な
ぞ
ら
え
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、

青
木
昆
陽
は
「
其
言
語
我
国
ノ
言
語
ニ
比
ス
レ
バ
甚
ダ
倒
シ
。
且
助
語
多
ク
シ
テ
、
会
得
シ
難
シ
」（『
和
蘭
話
訳
』）
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
日
本

語
と
語
順
が
逆
で
あ
る
と
い
う
捉
え
方
は
中
国
語
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
し
、「
助
語
」は
古
典
中
国
語
の
重
要
な
要
素
で
あ
る（

（（
（

。
名
詞
・
動
詞
・

形
容
詞
の
よ
う
な
実
質
的
な
意
味
を
持
た
な
い
あ
ら
ゆ
る
単
語
に
「
助
語
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
の
も
（
後
述
）、
古
典
中
国
語
の
場
合
と
同

様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
古
典
中
国
語
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
捉
え
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
ど
の
よ
う
に
読
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
荻
生
徂
徠
の
古
文
辞
学
が
蘭
学
者
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
徂
徠
は
漢
文
訓
読
を
否
定
し
て
漢
文
直
読

を
主
張
し
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
初
期
の
蘭
学
者
も
オ
ラ
ン
ダ
語
を
直
読
し
た
と
解
し
た
く
な
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
直
読
を
目
指
し
た

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
能
力
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
古
文
辞
学
の
立
場
を
確
立
し
た
徂
徠
は
訓
読
も
認
め
て
い
る
。
徂
徠
の
語
学
書
『
訳

文
筌
蹄
』
の
「
筌
蹄
」
と
は
、
魚
や
ウ
サ
ギ
を
捕
ら
え
る
ワ
ナ
で
あ
り
、
目
的
が
達
成
さ
れ
た
ら
捨
て
ら
れ
る
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
、
魚
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や
ウ
サ
ギ
を
捕
ら
え
る
前
に
捨
て
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
直
読
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
訓
読
も
必
要
な
手
段
な
の
で
あ
る
。
初

期
の
江
戸
の
蘭
学
者
た
ち
も
、
目
的
を
達
す
る
前
に
「
筌
蹄
」
を
捨
て
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、
訓
読
に
頼
り
続
け
た
。

例
え
ば
、『
訳
文
筌
蹄
』を
踏
襲
し
た
と
思
わ
れ
る
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
、前
野
良
沢（
一
七
二
三
─
一
八
〇
三
）の『
和
蘭
訳
筌
』が
紹
介
す
る「
蘭

化
亭
訳
文
式（

（（
（

」
は
、
漢
文
訓
読
な
ら
ぬ
蘭
文
訓
読
で
あ
る
。
単
語
の
下
に
漢
字
・
漢
語
で
「
訳
字
」
を
書
き
、
意
味
の
通
る
順
番
に
訓
点
を

振
っ
た
う
え
で
、
訳
文
を
示
す
の
で
あ
る
。「
助
辞
」
に
は
「
訳
字
」
を
つ
け
ず
「
○
」
を
付
け
る
の
は
、
漢
文
の
置
き
字
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
方
式
は
、
文
法
的
理
解
ぬ
き
に
、
単
語
レ
ベ
ル
の
逐
語
訳
を
う
ま
く
並
べ
替
え
て
文
の
理
解
に
つ
な
げ
る
方
式
で
あ
ろ
う
。
ど
こ
ま
で

正
確
な
理
解
に
到
達
で
き
る
の
か
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
が
、
文
法
的
理
解
が
及
ば
な
い
段
階
で
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
が
「
筌
蹄
」
と
し
て

有
効
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

興
味
深
い
の
は
、
最
初
の
段
階
で
日
本
語
を
使
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
日
本
語
の
特
質
に
関
わ
る
。
日
本
語
は
品
詞
に

よ
っ
て
単
語
の
形
態
が
異
な
る
う
え
、
用
言
は
次
に
つ
な
が
る
言
葉
と
の
関
係
で
活
用
形
が
異
な
る
か
ら
、
品
詞
も
単
語
同
士
の
つ
な
が
り

も
分
か
ら
な
い
段
階
で
は
日
本
語
の
単
語
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
漢
字
・
漢
語
は
文
脈
次
第
で
い

か
な
る
品
詞
に
も
な
り
う
る
し
、
形
態
変
化
も
な
い
か
ら
、
意
味
が
よ
く
分
か
ら
ず
、
文
法
的
理
解
も
で
き
な
い
段
階
で
、
と
り
あ
え
ず
逐

語
的
に
訳
す
に
は
、
漢
字
・
漢
語
が
便
利
な
の
だ
。
蘭
文
直
読
か
ら
は
二
重
三
重
に
遠
い
方
法
で
あ
る
が
、
文
法
的
に
理
解
で
き
な
い
以
上
、

仕
方
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、「
筌
蹄
」
と
し
て
の
蘭
文
訓
読
も
容
易
で
は
な
い
。
前
野
良
沢
は
甲
乙
丙
丁
な
ど
の
返
り
点
を
駆
使
し
て
訳
字
を
読
む
順
番
を

示
す
が
、
そ
の
煩
雑
さ
は
漢
文
訓
読
の
比
で
は
な
い
。
大
槻
玄
沢
（
一
七
五
七
─
一
八
二
七
）
に
よ
れ
ば
、
先
生
に
質
問
し
、
詳
し
く
教
え
を

受
け
て
も
、「
文
章
ノ
語
路
、
是
マ
デ
読
ミ
馴
レ
タ
ル
支
那
ノ
書
籍
ノ
趣
キ
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
初
学
ハ
容
易
ニ
暁
リ
難
シ
」、
そ
こ
で
、
先
生

に
教
え
て
も
ら
っ
た
「
訓
訳
ノ
全
文
」
を
「
幾
遍
ト
モ
無
ク
熟
読
・
暗
誦
ス
レ
バ
、
自
然
ニ
氷
釈
シ
テ
、
其
義
通
ズ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
す
る
。

迂
遠
に
見
え
る
が
、
文
法
的
に
理
解
で
き
な
い
以
上
、
そ
う
す
る
よ
り
仕
方
な
い
の
だ
ろ
う
。
こ
の
段
階
で
「
支
那
ノ
書
ヲ
和
読
ス
ル
」
の

と
同
様
の
「
顚
倒
」
を
用
い
る
の
は
、「
旧
染
」
で
は
あ
る
け
れ
ど
や
む
を
得
な
い
。
し
か
し
、「
功
ヲ
積
テ
、
助
語
ノ
意
ヲ
自
然
ニ
解
シ
得

レ
バ
、
顚
倒
セ
ズ
シ
テ
モ
発
悟
ス
ル
ナ
リ
」。
そ
う
す
る
と
、
漢
文
の
場
合
に
「
上
ヨ
リ
下
ヘ
順
直
ニ
読
ミ
下
シ
テ
、
其
義
通
ズ
ル
」
状
態
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に
な
る
の
と
同
様
、「
却
テ
其
義
ヲ
明
白
ニ
解
シ
得
ル
コ
ト
」
に
も
な
る
。「
蘭
語
ヲ
悉
ク
倭
語
・
漢
語
ト
ナ
シ
テ
読
ン
ト
ス
レ
バ
、
却
テ
其

義
ヲ
失
フ
コ
ト
多
」
い
か
ら
直
読
が
望
ま
し
い
の
だ
が
（『
蘭
学
階
梯
』
訳
章（

（（
（

）、
そ
う
な
る
ま
で
は
訓
読
を
用
い
、
古
文
辞
学
の
如
く
、
ひ
た

す
ら
模
倣
し
習
熟
し
て
、「
自
然
ニ
」
分
か
る
よ
う
に
な
る
ま
で
努
力
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

３　
「
助
語
」
と
文
法

蘭
文
理
解
の
一
つ
の
カ
ギ
に
な
る
ら
し
い
「
助
語
」
に
つ
い
て
、
大
槻
玄
沢
は
こ
う
解
説
し
て
い
る
。

助
語
ハ
蘭
語
「
リ
ッ
ト
ウ
ヲ
ー
ル
ド
」
ト
云
フ
。
其
数
ト
其
転
意
ト
甚
ダ
多
端
ナ
リ
。
能
ク
コ
レ
ヲ
会
得
セ
ザ
レ
バ
、其
書
貫
通
シ
難
シ
。

然
レ
ド
モ
、
前
後
文
章
ノ
応
接
ニ
随
テ
其
意
転
ズ
ル
ヲ
以
テ
、
一
定
ノ
義
ヲ
得
難
シ
。
順
直
ニ
読
ミ
下
ス
ト
キ
ハ
、
支
那
ノ
焉
・
矣
・
也
・

乎
ノ
如
ク
、
自オ

　

ラ
其
義
通
ズ
ベ
ケ
レ
ド
モ
、
和
語
・
漢
語
ヲ
以
テ
一
々
切
当
〈
ア
テ
〉
シ
難
シ
。
誦
読
数
遍
ニ
及
ベ
バ
、
自
ラ
其
旨
ヲ

会
得
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
。（『
蘭
学
階
梯
』
助
語（

（（
（

）

松
村
明
氏
は
、「
リ
ッ
ト
ウ
ヲ
ー
ル
ド
」
は
冠
詞
の
こ
と
だ
が
、
大
槻
玄
沢
が
「
助
語
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
も
の
に
は
「
冠
詞
の
ほ
か
、
前

置
詞
・
接
続
詞
・
副
詞
・
一
部
の
動
詞
な
ど
、
か
な
り
ひ
ろ
い
範
囲
の
語
が
含
ま
れ
る
」
と
し
て
い
る（

（（
（

。「
助
語
」
を
幅
広
く
設
定
す
る
の

は
古
典
中
国
語
の
場
合
と
同
様
で
あ
り
、「
支
那
ノ
焉
・
矣
・
也
・
乎
」
は
代
表
的
な
「
助
字
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
槻
玄
沢
は
、『
蘭
学

階
梯
』
に
記
し
た
「
学
問
ノ
大
要
」
を
よ
く
理
解
し
、「
務
テ
言
辞
数
語
ヲ
記
臆
シ
、
助
語
ノ
使
用
等
ニ
意
ヲ
用
ヒ
、
読
書
ヲ
倦
ザ
ル
ト
キ

ハ
、
類
ニ
触
レ
テ
自
然
ニ
活
法
ヲ
悟
リ
、
何
レ
ノ
書
、
何
レ
ノ
説
ト
云
フ
ト
モ
、
既
ニ
其
要
領
ヲ
得
テ
、
日
夜
尋
思
ス
レ
バ
、
霊
慧
自オ

　

ラ
発

シ
テ
、
卒ツ

イ

ニ
ハ
大
業
成
熟
シ
テ
、
其
功
必
大
ヒ
ナ
ラ
ン
」
と
述
べ
て
い
る
（『
蘭
学
階
梯
』
学
訓（

（（
（

）。
荻
生
徂
徠
は
初
期
に
は
「
助
語
」（
助
字
）

を
重
視
し
て
い
た
。
伊
藤
東
涯
や
太
宰
春
台
は
助
字
の
「
法
」
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
苦
し
み
、
春
台
は
「
活
法
」
を
提
示
す
る
に
至
っ
た
。

大
槻
玄
沢
の
「
助
語
」
に
関
す
る
議
論
は
古
学
派
の
古
典
中
国
語
研
究
を
忠
実
に
な
ぞ
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、「
活
法
」
に
関
わ
る
表
現
も
、

太
宰
春
台
『
倭
読
要
領
』「
倭
読
総
説
」
の
文
言
、「
只
要
領
ヲ
得
テ
、
其
規キ

ク矩
ニ
循シ

タ
ガハ

ヾ
、
類ル

イ

ニ
触フ

レ

テ
自
然
ニ
活
法
ヲ
悟
ル
ベ
シ
、
…
既
ニ
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要
領
ヲ
得
テ
、
日
夜
尋ジ

ン

思シ

ス
レ
バ
、
霊レ

イ
ケ
イ慧

自
オ
ノ
ヅ
カ
ラ

発
シ
テ
、
卒ツ

ヰ

ニ
大
体テ

イ

ヲ
得
ル
ナ
リ
」
を
見
事
に
踏
襲
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
春
台
は
中
国

語
の
「
助
字
」
と
日
本
語
の
「
て
に
を
は
」
の
違
い
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、「
助
字
」
の
概
念
を
安
直
に
オ
ラ
ン
ダ

語
に
適
用
し
た
こ
と
で
、
大
槻
玄
沢
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
法
現
象
を
文
法
現
象
と
し
て
捉
え
損
ね
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

後
年
の
大
槻
玄
沢
は
、「
後
々
ニ
ハ
、
毎
語
ニ
訳
字
ヲ
施
シ
、
順
逆
廻
環
ノ
訓
点
ヲ
為
セ
シ
ニ
モ
及
バ
ザ
レ
ド
モ
、
心
ニ
ハ
逆
読
顚
倒
ノ

意
ヲ
ナ
シ
テ
、
推
シ
テ
大
意
ヲ
得
シ
モ
ノ
ナ
リ
。
コ
レ
モ
、
草
創
ノ
時
ニ
ハ
優
レ
シ
カ
ナ
レ
ド
モ
、
実
ニ
靴
ヲ
隔
テ
ヽ
痒
ヲ
掻
ク
ガ
如
キ
コ

ト
多
カ
リ
シ
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。「
直
読
」
し
な
け
れ
ば
「
真
ノ
意
味
」
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
自
分
達
が
こ
れ
ま
で
「
彼
書
ヲ

推
解
シ
テ
、
其
助
語
等
、
其
正
式
ヲ
モ
知
ラ
ズ
シ
テ
、
仮
リ
ニ
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
ヲ
施
シ
、
ソ
ノ
訳
文
セ
シ
」
は
、
漢
文
を
「
順
逆
廻
環
シ
、

推
シ
テ
コ
レ
ヲ
解
シ
、
中
カ
ニ
ハ
也
矣
焉
ノ
類
、
方
言
ノ
訓
ヲ
施
シ
ガ
タ
キ
字
ハ
、
置
キ
字
ト
テ
読
ム
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
、
コ
レ
ヲ
解
了
シ
、

其
大
意
ヲ
失
ワ
ザ
ル
如
ク
」
に
し
て
き
た
の
と
よ
く
似
て
い
た
と
い
う
（『
蘭
訳
梯
航
』（

（（
（

）。

し
か
し
、
蘭
文
訓
読
式
と
は
異
な
る
「
正
式
」
の
文
法
学
習
が
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
出
身
の
中
野
柳
圃
（
志
筑
忠
雄
）（
一
七
六
〇
─
一
八
〇
六
）

や
馬
場
佐
十
郎
（
一
七
八
七
─
一
八
二
二
）
ら
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た（

（（
（

。
杉
田
玄
白
は
、
彼
ら
の
「
属
文
並
に
文
章
法
格
等
の
要
」
を
理

解
し
た
「
読
法
」
に
よ
っ
て
教
え
を
受
け
れ
ば
、「
其
真
法
を
得
て
、
正
訳
も
成
就
す
へ
し
」（『
蘭
学
事
始
』）
と
称
賛
し
て
お
り（

（（
（

、
玄
沢
の
長

男
、
大
槻
玄
幹
（
一
七
八
五
─
一
八
三
七
）
は
、「
蘭
学
の
真
面
目
を
得
る
」
は
中
野
柳
圃
を
始
め
と
し
、「
此
学
の
都
下
に
て
真
面
目
を
得
る
」

は
馬
場
佐
十
郎
よ
り
始
ま
っ
た
と
し
て
い
る
（「
蘭
学
事
始
附
記
」（

（（
（

）。
大
槻
玄
沢
も
、
こ
の
方
法
を
「
正
法
」「
正
式
」
と
呼
び
、「
即
今
都
下

ノ
旧
法
廃
シ
テ
、
新
法
正
式
ニ
一
変
セ
ル
ナ
リ
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
玄
沢
自
身
は
、「
旧
法
ニ
痼
ス
ル
ヲ
以
テ
」「
容
易
ニ

其
要
領
ヲ
得
ガ
タ
カ
ル
ベ
シ
」、「
未
ダ
学
バ
ザ
ル
所
ナ
レ
バ
、
詳
説
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
述
べ
て
お
り
、
つ
い
に
詳
細
な
文
法
学
習
に
は

及
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（『
蘭
訳
梯
航
』（

（（
（

）。

大
槻
玄
沢
は
、『
蘭
訳
梯
航
』
で
も
太
宰
春
台
の
『
倭
読
要
領
』
を
お
手
本
に
蘭
文
解
釈
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
が（

（（
（

、
漢
字
を
言
語
と

同
一
視
し
が
ち
で
文
法
研
究
が
あ
ま
り
発
展
し
な
か
っ
た
古
典
中
国
語
研
究
と
の
類
推
で
オ
ラ
ン
ダ
語
に
向
か
う
限
り
、
文
法
学
習
は
進
ま

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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四　

言
語
と
「
文
明
」

１　

儒
学

言
語
に
関
す
る
様
々
な
構
想
を
踏
ま
え
て
、
簡
単
に
「
文
明
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

儒
学
者
に
と
っ
て
、
形
音
義
を
備
え
、
数
万
に
も
及
ぶ
、
完
璧
な
文
字
で
あ
る
漢
字
は
、「
中
華
の
言
語
」
と
し
ば
し
ば
同
一
視
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
文
明
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
華
文
明
の
証
は
「
礼
」
で
あ
り
、
夷
狄
よ
り
も
倫
理
的
・
道
徳
的
に
優
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、「
夷
狄
の
言
語
」
を
使
う
無
文
字
社
会
で
あ
っ
た
古
の
日
本
は
、
太
宰
春
台
に
よ
れ
ば
、「
道
」
の
無
い
、
禽
獣
同
然
の
野

蛮
な
世
界
で
あ
っ
た
。

日
本
に
道
と
い
ふ
こ
と
無
き
証
拠
は
仁
義
礼
楽
孝
悌
の
字
に
和
訓
な
く
候
。
凡
日
本
に
元
来
あ
る
事
に
は
必
和
訓
有
レ

之
候
。
和
訓
な
き

は
日
本
に
元
来
此
事
無
き
故
に
て
候
。
礼
義
と
い
ふ
こ
と
無
か
り
し
故
に
、
神
代
よ
り
人
皇
四
十
代
の
頃
ま
で
は
、
天
子
も
兄
弟
叔
姪

夫
婦
に
な
り
給
ひ
候
。
其
間
に
異
国
と
通
路
し
て
、
中
華
の
聖
人
の
道
此
国
に
行
は
れ
て
、
天
下
の
万
事
皆
中
華
を
学
び
候
。
そ
れ
よ

り
此
国
の
人
礼
義
を
知
り
、
人
倫
の
道
を
覚
悟
し
て
、
禽
獣
の
行
ひ
を
な
さ
ず
、
今
の
世
の
賤
き
事
ま
で
も
、
礼
義
に
背
く
者
を
見
て

は
畜
類
の
如
く
に
思
ひ
候
は
、
聖
人
の
教
の
及
べ
る
に
て
候
。（『
弁
道
書
』（

（（
（

）

「
礼
」
と
い
う
漢
字
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
言
葉
す
ら
な
か
っ
た
古
の
日
本
は
、
倫
理
・
道
徳
の
存
在
し
な
い
、
野
蛮
そ
の

も
の
の
世
界
で
あ
っ
た
。
漢
字
を
伴
う
中
華
文
明
の
到
来
と
と
も
に
、
よ
う
や
く
日
本
は
野
蛮
な
状
態
を
抜
け
だ
し
、
人
倫
の
道
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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２　

国
学

古
の
日
本
を
理
想
と
す
る
国
学
者
は
こ
れ
に
ど
う
対
抗
す
る
の
か
。
賀
茂
真
淵
や
本
居
宣
長
は
、「
仁
義
」
な
ど
の
徳
目
に
対
応
す
る
言

葉
が
古
の
日
本
に
な
か
っ
た
の
は
事
実
だ
が
、
そ
れ
は
言
葉
に
す
る
ま
で
も
な
く
「
仁
義
」
な
ど
の
徳
目
が
実
現
し
て
い
た
か
ら
で
、
あ
っ

て
当
然
の
事
柄
に
わ
ざ
わ
ざ
名
目
を
設
け
て
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
中
国
が
乱
れ
た
国
柄
だ
か
ら
だ
、
と
反
撃
し
て
い
る（

（（
（

。

ま
た
、「
文
明
」の
点
で
日
本
が
中
国
に
適
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、価
値
判
断
を
転
倒
す
る
の
も
一
つ
の
や
り
方
で
あ
ろ
う
。
賀
茂
真
淵
は〈
自

然
対
人
為
〉
の
枠
組
を
使
っ
て
そ
れ
を
敢
行
す
る
。
中
華
文
明
の
象
徴
た
る
漢
字
は
人
為
の
典
型
で
あ
り
、
天
地
自
然
の
五
十
音
で
足
り
る

方
が
素
晴
ら
し
い
の
だ
。
真
淵
は
反
文
明
の
論
理
を
徹
底
し
て
、「
人
は
万
物
の
あ
し
き
も
の
と
か
い
ふ
べ
き
」
と
い
う
人
間
批
判
に
到
達

す
る
。「
今
鳥
獣
の
目
よ
り
は
、
人
こ
そ
わ
ろ
け
れ
、
か
れ
に
似
る
こ
と
な
か
れ
と
、
を
し
へ
ぬ
べ
き
も
の
」
な
の
だ
（『
国
意
考
』（

（（
（

）。
し
か
し
、

現
に
中
華
文
明
の
影
響
を
受
け
て
文
明
化
し
て
き
た
日
本
に
暮
ら
す
も
の
と
し
て
、
反
文
明
の
論
理
を
ど
こ
ま
で
説
得
力
を
も
っ
て
主
張
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
、文
法
を
「
発
見
」
し
た
本
居
宣
長
は
、日
本
語
は
中
国
語
よ
り
精
緻
・
精
密
だ
か
ら
素
晴
ら
し
い
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

反
文
明
の
立
場
に
立
つ
こ
と
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
宣
長
は
、

又
も
ろ
こ
し
の
国
な
と
は
、
諸
の
戎
の
中
に
て
は
殷
富
の
国
と
聞
え
た
れ
と
も
、
皇
国
に
比
す
れ
は
猶
お
と
れ
り
、
皇
国
は
彼レに
比
す

れ
は
、
境
域
は
こ
よ
な
く
小
狭
な
れ
共
、
田
地
甚
多
く
し
て
人
民
の
多
き
こ
と
、
彼
国
の
よ
く
及
ふ
所
に
あ
ら
す
、
彼
国
な
と
は
土
地

こ
そ
広
大
な
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
は
山
沢
曠
野
多
く
し
て
、
皇
国
に
く
ら
ぶ
れ
ば
田
地
甚
す
く
な
く
、
人
民
甚
稀
少
也
、
…
大
か
た
戸

口
稠
密
に
し
て
、
殷
富
隆
盛
な
る
こ
と
、
宇
内
に
於
て
皇
国
に
及
ふ
国
な
し
、（『
呵
刈
葭
』
下
、
第
二
條（

（（
（

）

と
主
張
す
る
。
日
本
は
、
中
国
ど
こ
ろ
か
世
界
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
の
繁
栄
を
実
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
平
田
篤
胤
は
、
日
本
は
文
明
の
発
信
地
で
あ
り
、
帰
着
地
で
も
あ
る
と
主
張
し
た
。
日
本
か
ら
外
国
に
「
転
訛
」
し
て
い
っ
た
だ
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け
で
な
く
、賢
し
ら
な
外
国
人
が
考
え
出
し
た
事
物
を
日
本
に
貢
ぐ
こ
と
で
「
皇
国
の
要
」
と
な
る
こ
と
も
多
い
。
こ
れ
も
元
を
正
せ
ば
「
大

名
持
・
少
彦
名
神
の
御
霊
」
の
恵
み
な
の
で
あ
る
（『
霊
の
真
柱
』（

（（
（

）。
篤
胤
は
、
漢
字
を
否
定
す
る
ど
こ
ろ
か
、「
神
の
御
心
」
に
よ
っ
て
、
さ

か
し
ら
が
得
意
な
「
漢
国
人
」
に
漢
字
を
作
ら
せ
た
う
え
で
、
そ
れ
を
日
本
に
「
貢
奉
ら
し
め
て
、
大
御
国
の
要
」
と
し
た
の
で
は
な
い
か

と
す
ら
推
測
す
る
（『
古
史
徴
開
題
記
』「
神
世
文
字
の
論
」（

（（
（

）。
こ
う
し
た
発
想
は
、
維
新
期
の
国
学
者
が
文
明
開
化
を
主
張
す
る
論
拠
に
も
な
り

う
る
も
の
で
あ
っ
た
。

３　

蘭
学

蘭
学
者
の
場
合
は
、
日
本
で
は
な
く
オ
ラ
ン
ダ
の
学
問
が
、「
中
華
」
な
ら
ぬ
「
支
那
」
に
勝
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
前

野
良
沢
は
、
日
本
の
言
語
状
況
に
も
触
れ
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

其
国
（「
ア
ジ
ヤ
」
の
国
々
を
指
す
：
引
用
者
注
）
各
文
字
ヲ
制
ス
。
独
吾
邦
、
支
那
ノ
文
字
ヲ
用
フ
。
今
国
字
ト
称
ス
ル
者
モ
、
亦
其
省

字
ナ
ル
ノ
ミ
。
是
則
礼
楽
・
刑
政
等
多
ク
、
其
法
ヲ
擬
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ガ
為
ナ
ル
コ
ト
、
予
ガ
贅
ス
ル
コ
ト
ヲ
須
ス
。
然
ル
ニ
、「
ヲ

ラ
ン
ド
」
ハ
「
ヱ
ウ
ロ
パ
」
ノ
一
小
国
、
大
州
ノ
中
、
最
モ
西
北
ニ
倚
リ
テ
、
吾
邦
ト
異
域
数
万
里
、
夐

ハ
ル
カ
ニ

隔
ル
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
其
術
芸
、

彼
ニ
取
ル
モ
ノ
頗
多
シ
。
其
余
、
邦
国
民
用
ニ
利
益
ア
ル
モ
ノ
亦
尠
カ
ラ
ズ
。
且
夫
、
支
那
ハ
聖
人
教
化
ノ
国
ト
称
ス
。
而
モ
私
ニ
思

フ
ニ
、
其
制
作
技
術
、
実
ニ
西
土
ヨ
リ
来
ル
モ
ノ
ア
リ
。
況
ヤ
「
ヲ
ラ
ン
ド
」
ノ
図
書
ニ
オ
ケ
ル
、
予
ヲ
以
コ
レ
ヲ
見
ル
ニ
、
其
善
美

ナ
ル
コ
ト
殆
ド
支
那
ニ
勝
レ
ル
者
ア
リ
。（『
和
蘭
訳
文
略
』「
総
説
」（

（（
（

）

オ
ラ
ン
ダ
と
「
支
那
」
の
学
問
の
優
劣
を
め
ぐ
っ
て
蘭
学
者
が
多
用
す
る
言
葉
は
「
精
密
」
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
学
問
が
「
精
」「
精
密
」

で
あ
る
の
に
対
し
て
「
支
那
」
の
学
問
は
「
疎
」「
疎
漏
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
う
し
た
優
劣
の
判
断
は
、
儒
学
的
な
枠
組
を

離
脱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
杉
田
玄
白
が
「
和
蘭
実
測
究
理
の
事
共
は
驚
入
り
し
事
は
か
り
な
り
」（『
蘭
学
事
始
』）

と
表
現
し
て
い
る
よ
う
に（

（（
（

、「
窮
理
」
と
い
う
儒
学
（
朱
子
学
）
的
な
枠
組
に
則
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
「
窮
理
」
の
特
徴
は
「
実
測
」「
実
験
」
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に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、「
支
那
」
の
空
疎
な
「
窮
理
」
よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
と
い
う
。
例
え
ば
、

「
支
那
」
の
医
書
が
「
憶
度
附
会
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の
医
書
が
正
確
で
あ
る
こ
と
は
、「
今
直
観
之
」（
今
直
ち
に
之
を
観
る
）、「
質

之
物
」（
之
を
物
に
質
す
）
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
っ
た
（
杉
田
玄
白
『
狂
医
之
言
』（

（（
（

）。

「
支
那
」
と
は
異
質
な
オ
ラ
ン
ダ
の
「
窮
理
」
の
「
精
密
」
さ
に
つ
い
て
、
大
槻
玄
沢
は
「
国
俗
」
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

凡
テ
彼
方
ノ
国
俗
、
人
ノ
知
巧
ノ
及
ブ
所
ハ
、
心
ヲ
潜ヒ

ソ

メ
、
力
ヲ
竭ツ

ク

シ
テ
、
千
緒
万
端
、
其
理
ノ
奥
妙
ヲ
究キ

ワ
メザ

ル
コ
ト
ナ
シ
。
彼
医
術

ノ
如
キ
モ
亦
復
タ
然
ナ
リ
。
…
啻
ニ
医
事
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
天
文
・
地
理
・
測
量
・
暦
算
等
ノ
諸
術
ニ
モ
、
其
法
、
其
説
、
精
詳
・
簡
便
・

微
妙
ノ
要
論
ア
ル
コ
ト
少
カ
ラ
ズ
。
…
其
ノ
土
俗
ノ
機
智
・
精
巧
、
固モ

ト

ヨ
リ
他
ニ
勝マ

サ

レ
ル
ノ
然
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
皆
万
邦
ノ
美
ヲ
聚ア

ツ

メ

タ
ル
ナ
リ
。
彼
ノ
俗
、
四
大
洲
方
ノ
互
市
〈
ア
キ
ナ
イ
〉、
以
テ
常
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
産
物
・
器
械
ヲ
求
メ
テ
射
利
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ノ
ミ
ナ

ラ
ズ
、
凡
テ
天
地
・
人
物
・
事
言
ニ
係カ

ヽ

ル
ノ
善
法
・
良
術
、
取
テ
世
ノ
裨
益
〈
タ
ス
ケ
〉
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ハ
、
皆
捜ソ

ウ
サ
ク索

〈
サ
グ
リ
モ
ト
メ
〉

シ
テ
以
テ
書
ニ
編
シ
、
器
ニ
造
リ
、
其
理
ヲ
窮キ

ワ

メ
、
其
巧
ヲ
竭ツ

ク

サ
ン
ト
欲
ス
ル
ガ
故
ナ
リ
。
コ
レ
ハ
、
和
漢
ト
モ
ニ
其
趣
キ
同
ジ
キ
ナ

リ
。
…
而
レ
ド
モ
、
和
蘭
ハ
其
俗
思
ヒ
ヲ
喜コ

ノ

ミ
、
且
ツ
其
経
歴
ス
ル
所
モ
亦
至
テ
広
キ
コ
ト
ナ
レ
バ
、
今
万
邦
ノ
美
ヲ
取
ン
ト
ナ
ラ
バ
、

彼
ノ
書
ヲ
読
ム
ニ
如シ

ク
ハ
ナ
シ
。
我
方
択エ

ラ

ン
デ
其
美
ヲ
取
リ
得
バ
、
天
下
ノ
功
益
鮮
少
ナ
ラ
ザ
ル
ベ
キ
ナ
リ
。（『
蘭
学
階
梯
』
精
詳（

（（
（

）

こ
う
し
た
議
論
は
中
華
文
明
を
相
対
化
す
る
視
点
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
中
国
の
こ
と
を
蘭
学
者
が
好
ん
で
「
支
那
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
地
」
が
「
一
大
球
」
で
あ
る
以
上
、「
中
土
」
な
ど
存
在
し
な
い
（
杉
田
玄
白
『
狂
医
之
言
』（

（（
（

）。「
我
ガ
居
ル
所

ヲ
自ミ

　

ラ
尊
称
」
し
て
「
中
土
・
中
原
、
中
華
・
中
国
」
な
ど
と
い
う
だ
け
の
話
で
あ
る
の
に
、
こ
ち
ら
か
ら
「
支
那
ノ
敖
称
ヲ
以
テ
中
華
ノ
国
」

な
ど
と
唱
え
る
の
は
「
何
ノ
イ
ワ
レ
ナ
ル
ゾ
ヤ
」（
大
槻
玄
沢
『
蘭
学
階
梯
』
禦
侮（

（（
（

）。

し
か
し
、
初
期
の
江
戸
の
蘭
学
者
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
「
窮
理
」
に
倣
っ
て
自
ら
「
窮
理
」
を
実
践
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
右
の
引
用

の
最
後
で
大
槻
玄
沢
が
「
彼
ノ
書
ヲ
読
ム
ニ
如シ

ク
ハ
ナ
シ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
蘭
学
者
の
「
窮
理
」
は
、
朱
子
学
の
窮
理
が
専
ら
経

典
を
対
象
と
し
て
い
る
の
と
同
じ
く
、オ
ラ
ン
ダ
の
書
物
を
読
む
こ
と
で
あ
っ
た
。「
和
蘭
実
測
究
理
の
事
」に
驚
嘆
し
た
杉
田
玄
白
ら
は
、「
若
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し
直
に
彼
国
書
を
和
解
し
見
る
な
ら
ハ
、
格
別
の
利
益
を
得
る
事
は
必
せ
り
」（『
蘭
学
事
始
』（

（（
（

）
と
考
え
た
。「
真
の
医
理
は
遠
西
阿
蘭
に
あ
る

こ
と
を
知
り
た
り
」（
杉
田
玄
白
『
形
影
夜
話
』（

（（
（

）。
自
ら
「
実
験
」
に
よ
っ
て
「
真
理
」
を
探
求
す
る
の
で
は
な
く
、「
実
験
」
に
よ
っ
て
既
に
「
真

理
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
書
物
を
読
み
、
翻
訳
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
何
よ
り
の
急
務
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か
れ
た
書
物
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
当
初
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
読

む
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
杉
田
玄
白
の
翻
訳
ぶ
り
は
、「
精
密
の
微
義
も
あ
る
へ
し
と
思
へ
る
所
も
、
解
し
か
た
き
所
は
、
疎
漏
な
り
と

知
り
な
か
ら
も
、
強
て
解
せ
す
。
唯
意
の
達
し
た
る
所
計
を
挙
置
け
る
の
ミ
な
り
」「
細
蜜
な
る
所
は
因
よ
り
弁
す
へ
き
様
も
な
し
」
と
い
っ

た
調
子
で
あ
る
（『
蘭
学
事
始
』（

（（
（

）。
オ
ラ
ン
ダ
の
学
問
の
「
精
密
」
さ
を
伝
え
る
書
物
を
「
精
密
」
に
読
む
こ
と
が
で
き
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
の
学

問
の
「
精
密
」
さ
を
支
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
オ
ラ
ン
ダ
語
を
「
精
密
」
に
理
解
で
き
な
い
の
は
、「
精
密
」
を
売
り
に
す
る
だ
け
に
深
刻
な

問
題
の
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
大
槻
玄
沢
に
至
っ
て
も
な
お
オ
ラ
ン
ダ
語
の
「
精
密
」
な
理
解
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
「
文
法
」
学
習
が
進
み
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
「
精
密
」
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
そ

の
驚
き
と
喜
び
は
一
段
と
深
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

（（
（

。
西
周
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
物
が
「
浩
大
」
で
あ
る
こ
と
と
学
術
が
「
精
微
」

で
あ
る
こ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、「
精
微
者
本
也
因
也
浩
大
者
末
也
果
也
」（
精
微
は
本
な
り
因
な
り
。
浩
大
は
末
な
り
果
な
り
）
と
指
摘
す
る
（『
致

知
啓
蒙
』
自
序（

（（
（

）。「
洋
字
を
以
て
国
語
を
書
す
る
の
論
」
で
も
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

僕
か
つ
て
謂
え
ら
く
、
欧
州
の
人
種
、
今
に
し
て
世
界
に
冠
た
り
。
し
こ
う
し
て
こ
れ
を
性
理
上
に
論
ず
れ
ば
、
か
の
人
種
、
物
を
観
る
、

い
っ
そ
う
細
密
、
し
こ
う
し
て
そ
の
細
小
部
分
を
積
ん
で
今
日
の
大
を
致
せ
り
。
天
体
の
渺
茫
を
察
す
る
も
一
林
檎
の
地
に
落
つ
る
に

あ
り
。
百
万
の
衆
を
左
右
す
る
も
、
一
卒
の
支
体
を
演
習
す
る
に
あ
り
。
汽
船
四
海
に
横
行
す
る
も
蒸
気
膨
脹
の
力
に
ほ
か
な
ら
ず
。

電
機
四
州
に
縦
横
す
る
も
紙
鳶
一
張
の
微
に
過
ぎ
ざ
る
が
ご
と
し
。
す
な
わ
ち
文
芸
、
学
術
の
世
界
に
冠
絶
す
る
も
、
ア
ベ
セ
二
十
六

字
の
前
後
相
継
ぐ
も
の
に
過
ぎ
ざ
る
な
り（

（（
（

。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
根
本
で
支
え
て
い
る
の
は
学
問
の「
精
密
」さ
で
あ
り
、さ
ら
に
そ
の
根
本
に
あ
る
の
は「
精
密
」な
言
語
の
存
在
で
あ
る
。
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そ
し
て
、言
語
の「
精
密
」さ
を
支
え
て
い
る
の
は
、ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
い
う
文
字
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
前
後
相
継
ぐ
」文
字
の
連
な
り
方
・

連
ね
方
で
あ
り
、「
精
密
」
な
「
文
法
」
の
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

結
び江

戸
時
代
の
言
語
を
め
ぐ
る
構
想
と
闘
争
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

形
音
義
三
位
一
体
の
漢
字
を
言
語
と
同
一
視
す
る
傾
向
の
下
で
は
、
数
が
多
い
か
ら
精
密
で
詳
し
い
と
い
う
論
理
に
表
音
文
字
が
対
抗
す

る
の
は
難
し
い
。
対
抗
す
る
に
は
、
価
値
判
断
を
転
換
す
る
か
、
五
十
音
図
の
表
意
性
・
表
語
性
を
肥
大
化
さ
せ
、
驚
異
的
な
造
語
能
力
を

主
張
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
本
居
宣
長
は
、
文
字
と
言
語
の
同
一
視
の
傾
向
の
中
で
見
逃
さ
れ
て
き
た
文
法
に
目
を
向
け
て
、
文
字
や
音
声
は
少
な
く
て
も

精
密
で
詳
し
い
表
現
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
言
語
の
意
味
を
担
う
の
は
文
字
（
だ
け
）
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
宣
長
は
、

表
意
性
・
表
語
性
を
重
視
す
る
文
字
学
的
な
見
方
を
覆
し
た
が
、
文
字
と
音
声
を
切
り
離
す
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
日
本
語
の
音
も
仮
名
も

死
物
だ
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
、
文
字
と
音
声
は
強
固
に
結
び
付
け
ら
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
、
五
十
音
図
に
関

す
る
国
学
者
の
研
究
は
、
仮
名
で
書
く
と
区
別
で
き
な
い
母
音
と
子
音
を
分
離
し
て
捉
え
る
と
い
う
注
目
す
べ
き
成
果
も
生
ん
だ
。

一
方
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
場
合
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
表
音
文
字
で
あ
り
、「
義
」
を
生
み
出
す
五
十
音
図
も
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
単
純

さ
で
は
な
く
「
精
密
」
を
売
り
と
す
る
の
が
蘭
学
で
あ
っ
た
。
既
存
の
言
語
構
想
に
対
抗
す
る
に
は
、
や
は
り
文
法
論
が
必
要
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
蘭
学
者
は
、
見
慣
れ
ぬ
文
字
に
手
こ
ず
っ
た
う
え
、
古
典
中
国
語
研
究
の
枠
組
に
囚
わ
れ
て
、
文
法
論
を
発
展
さ
せ

る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
他
方
で
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
表
音
文
字
と
し
て
あ
ま
り
に
不
完
全
で
あ
っ
た
た
め
、
文
字
と
音
声
が
切
り
離

さ
れ
る
可
能
性
が
開
か
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
西
周
の
「
洋
字
を
以
て
国
語
を
書
す
る
の
論
」
を
簡
単
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。
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西
周
が
文
法
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う（

（（
（

。
ま
ず
、
ロ
ー
マ
字
導
入
の
「
利
」
の
第
一
に
「
本
邦
の
語
学
立
つ
」
を
挙
げ
、

ま
た
、「
こ
れ
に
よ
り
て
国
語
の
学
は
じ
め
て
立
つ
こ
と
を
得
べ
し
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
改
革
を
実
施
す
る
た
め
の
「
次
序
」
と
し
て
、

「
第
七　

屈
曲
の
法
を
定
む
」「
第
八　

働
字
の
法
な
ら
び
に
時
を
定
む
」
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
、動
詞
の
語
形
変
化
、時
制
（
テ
ン
ス
）・
法
（
ア

ス
ペ
ク
ト
）
と
い
う
文
法
上
の
重
要
問
題
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
な
ぜ
ロ
ー
マ
字
を
導
入
す
る
と
「
語
学
」「
国
語
の
学
」
が
立
つ
の
だ
ろ
う
か
。
西
周
は
、「
和
字
の
制
、
子
母
音
相
合
す
。
そ
の

不
便
こ
れ
よ
り
大
な
る
は
な
し（

（（
（

」
と
指
摘
し
て
お
り
、
ロ
ー
マ
字
を
用
い
る
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
は
、
日
本
語
の
文
法
現
象
を
観
察
し
や
す
く

す
る
点
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
や
は
り
ロ
ー
マ
字
の
導
入
を
主
張
し
た
南
部
義
籌
（
一
八
四
〇
─
一
九
一
七
）
は
、「
書
く
」「
押
す
」
の
語

形
変
化
は
、
仮
名
で
書
け
ば
「
カ
カ
カ
キ
カ
ク
カ
ケ
」「
オ
サ
オ
シ
オ
ス
オ
セ
」
と
、「
カ
キ
ク
ケ
」「
サ
シ
ス
セ
」
と
大
き
く
変
わ
る
よ
う

に
見
え
る
が
、
ロ
ー
マ
字
で
書
け
ば
「kaka kaki kaku kake

」「osa osi osu ose

」
でaiue

と
変
わ
る
だ
け
で
あ
る
と
す
る（

（（
（

。
ロ
ー
マ

字
を
使
え
ば
動
詞
の
活
用
を
統
一
的
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
文
法
研
究
に
資
す
る
の
だ
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
僅
か
な
語
尾
の

変
化
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
の
語
形
変
化
に
類
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

改
革
の
「
次
序
」
で
、文
法
の
前
段
に
「
第
五　

綴
字
の
法
を
定
む
」「
第
六　

呼
法
を
定
む
」
を
置
い
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る（

（（（
（

。
西
周
は
、

日
本
語
の
雅
俗
の
調
和
を
図
る
た
め
に
「
綴
字
（
ス
ペ
ル
リ
ン
グ
）
の
法
と
呼
法
（
フ
ロ
ナ
ン
シ
エ
シ
ウ
ン
）
の
法
と
を
立
て
」
る
と
し
、「ikasam

a 

om
osirosi

」（
イ
カ
サ
マ
ヲ
モ
シ
ロ
シ
）
と
綴
っ
て
「
イ
カ
サ
マ
ヲ
モ
シ
ロ
イ
」
と
発
音
し
、「kore nite yosi

」（
コ
レ
ニ
テ
ヨ
シ
）
と
綴
っ
て

「
コ
レ
デ
ヨ
イ
」
と
発
音
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
提
唱
す
る（

（（（
（

。
意
味
不
明
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
イ
カ
サ
マ
ヲ
モ
シ
ロ
シ
」
を
「
イ

カ
サ
マ
ヲ
モ
シ
ロ
イ
」
と
発
音
す
る
よ
り
も
「ikasam

a om
osirosi

」
を
「
イ
カ
サ
マ
ヲ
モ
シ
ロ
イ
」
と
発
音
す
る
方
が
、
綴
り
と
発
音
の

乖
離
は
少
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
と
比
較
す
れ
ば
、
こ
の
程
度
の
乖
離
は
む
し
ろ
穏
当
で
あ
る
。
表
音
文
字
で
あ
っ
て
も
文
字
と
音
声

を
切
り
離
す
こ
と
は
可
能
な
の
だ
。
こ
う
し
た
手
続
き
を
経
て
、
西
周
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
明
的
な
言
語
に
匹
敵
す
る
日
本
語
の
文
法
を

構
築
す
る
準
備
を
整
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

西
周
は
、
日
本
語
文
法
書
で
あ
る
『
こ
と
ば
の　

い
し
ず
ゑ
』
を
残
し
て
い
る（

（（（
（

。
日
本
語
の
古
典
文
法
と
西
洋
語
の
文
法
を
折
衷
し
た
よ

う
な
議
論
で
あ
る
が
、
名
詞
の
格
、
数
詞
の
用
法
、
代
名
詞
の
用
法
な
ど
が
詳
し
い
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
に
特
徴
的
な
現
象
を
日
本
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語
に
当
て
は
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
動
詞
の
用
法
に
つ
い
て
、「
と
き
と　

さ
ま
と
の　

こ
と
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
上
記
「
次
序
」
の
第
七
・
第
八
に
挙
げ
て
い
た
動
詞
の
語
形
変
化
や
時
制
・
法
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
ろ
う
。「
と
き
の　

な
」

を
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
つ
に
分
け
た
う
え
で
、
さ
ら
に
「
あ
さ
き　

け
ん
ざ
い
」「
ふ
か
き　

け
ん
ざ
い
」「
あ
さ
き　

か
こ
」「
ふ
か

き　

か
こ
」「
あ
さ
き　

み
ら
い
」「
ふ
か
き　

み
ら
い
」「
か
さ
な
れ
る　

か
こ
」「
か
こ
み
ら
い
」
の
八
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
当
て
は

ま
る
助
動
詞
を
配
当
し
て
い
る（

（（（
（

。
こ
れ
は
、
西
洋
語
の
文
法
を
無
理
矢
理
、
日
本
語
に
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
も
の
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、

西
周
に
よ
れ
ば
、「
漢
土
ニ
テ
字
ニ
就
テ
義
ヲ
立
ル
ノ
風
ト
異
ナ
リ
テ
、
語
音
ニ
因
テ
法
ヲ
立
ツ
ル
〔
所
謂
用
言
ノ
変

レ
フ
レ
ツ
ク
シ
オ
ン

化
〕
ノ
風
」
と
い
う

点
で
日
本
語
は
西
洋
語
に
似
て
お
り
、「
辞
ノ
区
分
ナ
ト
モ
西
洋
ト
悉
ク
一
致
セ
ス
ト
雖
ト
モ
、
大
率
ハ
頗
ル
相
似
タ
ル
所
ア
ル
」（「
日
本
文

学
会
社
創
始
ノ
方
法
」（

（（（
（

）。
西
洋
語
文
法
を
モ
デ
ル
に
日
本
語
文
法
を
構
想
す
る
こ
と
は
決
し
て
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
必
要
な
こ

と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
江
戸
時
代
の
言
語
を
め
ぐ
る
構
想
と
闘
争
は
、
西
周
に
お
い
て
、
日
本
語
の
文
明
化
構
想
と
し
て
結
実
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
１
）『
本
居
宣
長
全
集
』
第
一
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
、
一
七
頁
。

（
２
）
但
し
、
宣
長
が
そ
う
主
張
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
な
お
、「
文
」
と
い
う
言
葉
の
伝
統
的
用
法
に
お
け
る
含
意
に
つ
い
て
は
、
河
野
有
理
『
明
六
雑

誌
の
政
治
思
想　

阪
谷
素
と
「
道
理
」
の
挑
戦
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
の
第
三
章
「
文
明
─
『
明
六
雑
誌
』
と
「
租
税
公
共
の
政
」」、
特

に
第
二
節
「
文
字
と
文
明
」
を
参
照
。
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
言
語
と
文
明
の
関
係
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、M

atsuda K
ōichirō, Social 

O
rder and the O

rigin of Language in T
okugaw

a Political T
hought, 

『
立
教
法
学
』
六
三
、二
〇
〇
三
年
、松
田
宏
一
郎
「「
文
明
」「
儒
学
」「
ダ
ー

ウ
ィ
ニ
ズ
ム
」」、『
江
戸
の
知
識
か
ら
明
治
の
政
治
へ
』、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
。

（
３
）
山
室
信
一
・
中
野
目
徹
（
校
注
）『
明
六
雑
誌
』
上
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
九
年
、
五
四
頁
。

（
４
）
西
村
茂
樹
「
開
化
の
度
に
因
て
改
文
字
を
発
す
べ
き
の
論
」（
第
一
号
）、清
水
卯
三
郎
「
平
仮
名
の
説
」（
第
七
号
）、阪
谷
素
「
質
疑
一
則
」（
第
十
号
）。

西
の
論
説
も
含
め
て
、
前
掲
『
明
六
雑
誌
』
上
所
収
。
文
字
と
文
明
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
争
は
同
時
代
的
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
河
野
前
掲
『
明

六
雑
誌
の
政
治
思
想
』、
イ
・
ヨ
ン
ス
ク
『「
国
語
」
と
い
う
思
想　

近
代
日
本
の
言
語
認
識
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
長
志
珠
絵
『
近
代
日
本
と
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国
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
参
照
。

（
５
）
西
周
の
ロ
ー
マ
字
論
を
、「
国
字
問
題
」
の
一
環
と
し
て
、
道
具
主
義
的
言
語
観
や
音
声
中
心
主
義
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
場
合
が
多
い
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
は
な
い
か
。

（
６
）『
漢
語
文
典
叢
書
』
第
五
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
、
二
九
一
頁
。

（
７
）
前
掲
『
漢
語
文
典
叢
書
』
第
五
巻
、
二
九
二
頁
、『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
二
巻
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
四
年
、
四
三
八
頁
。

（
８
）『
漢
語
文
典
叢
書
』
第
三
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
、
三
八
九
頁
。

（
９
）
同
前
、
三
九
二
頁
・
三
九
五
頁
。

（
10
）
同
前
、
三
九
三
頁
。

（
11
）
助
字
に
つ
い
て
は
、
相
原
耕
作
「
助
字
と
古
文
辞
学
：
荻
生
徂
徠
政
治
論
序
説
」、『
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
』
四
四
─
二
、
二
〇
〇
四
年
参
照
。

（
12
）
前
掲
『
漢
語
文
典
叢
書
』
第
三
巻
、
四
三
一
頁
。
四
二
六
頁
・
四
三
二
頁
も
参
照
。

（
13
）
古
文
辞
学
と
徂
徠
学
の
関
係
に
つ
い
て
の
筆
者
の
見
解
は
、
相
原
耕
作
「
古
文
辞
学
と
徂
徠
学
の
政
治
思
想
─
荻
生
徂
徠
『
弁
道
』『
弁
名
』
に
即
し

て
─
」、『
法
学
会
雑
誌
』
四
六
─
二
、
二
〇
〇
六
年
、「
古
文
辞
学
か
ら
徂
徠
学
へ
─
「
聖
人
命
名
説
」
と
荻
生
徂
徠
の
言
語
戦
略
」、
政
治
思
想
学
会
編

『
政
治
思
想
研
究
』
七
、
二
〇
〇
七
年
、「
古
文
辞
学
と
徂
徠
学
─
荻
生
徂
徠
『
弁
道
』『
弁
名
』
の
古
文
辞
学
的
概
念
構
成
─
」（
一
）
〜
（
六
）、『
法
学

会
雑
誌
』
四
八
─
二
〜
五
一
─
二
、
二
〇
〇
七
〜
二
〇
一
一
年
、「
荻
生
徂
徠
『
論
語
徴
』
の
古
文
辞
学
と
政
治
論
─
「
過
ぎ
た
る
は
猶
ほ
及
ば
ざ
る
が

ご
と
し
」
は
中
庸
の
勧
め
か
？
」、『
季
刊
日
本
思
想
史
』
七
九
、
二
〇
一
二
年
を
参
照
。

（
14
）
前
掲
『
漢
語
文
典
叢
書
』
第
三
巻
、
四
一
七
頁
・
四
三
五
頁
。

（
15
）
五
十
音
図
に
つ
い
て
は
、
馬
渕
和
夫
『
五
十
音
図
の
話
』、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
三
年
参
照
。

（
16
）『
日
本
思
想
大
系
59　

近
世
町
人
思
想
』、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
、
一
六
九
─
一
七
〇
頁
・
一
七
一
頁
。

（
17
）『
契
沖
全
集
』
第
十
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
一
〇
九
─
一
一
一
頁
。

（
18
）
同
前
、
一
一
四
─
一
一
五
頁
。

（
19
）『
和
字
正
濫
鈔
』
批
判
に
反
論
し
た
契
沖
『
和
字
正
濫
通
妨
抄
』
参
照
。
同
前
所
収
。

（
20
）
同
前
、
一
一
〇
頁
。

（
21
）
同
前
、
一
一
一
頁
。

（
22
）
賀
茂
真
淵
と
本
居
宣
長
つ
い
て
は
、
相
原
耕
作
「
本
居
宣
長
の
言
語
論
と
秩
序
像
」（
一
）
〜
（
三
）、『
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
』、
三
九
─
一
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〜
四
〇
─
一
、
一
九
九
八
〜
一
九
九
九
年
参
照
。

（
23
）『
日
本
思
想
大
系
39　

近
世
神
道
論　

前
期
国
学
』、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
三
九
五
頁
。

（
24
）
同
前
、
三
八
〇
頁
。

（
25
）
同
前
。

（
26
）
同
前
、
三
九
五
─
三
九
六
頁
。

（
27
）
同
前
、
四
一
一
頁
。

（
28
）
同
前
、
四
一
二
─
四
一
三
頁
。

（
29
）
同
前
、
三
八
〇
頁
。

（
30
）
同
前
、
三
九
八
─
三
九
九
頁
。

（
31
）
平
田
篤
胤
・
子
安
宣
邦
（
校
注
）『
霊
の
真
柱
』、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
八
年
、
一
二
頁
・
四
七
頁
・
四
九
─
五
〇
頁
・
一
〇
二
頁
。

（
32
）
同
前
、
一
二
六
─
一
二
八
頁
。

（
33
）
平
田
篤
胤
・
山
田
孝
雄
（
校
訂
）『
古
史
徴
開
題
記
』、
岩
波
文
庫
、
一
九
三
六
年
、
三
四
─
三
五
頁
・
四
八
─
七
六
頁
。

（
34
）
以
下
の
記
述
は
、『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
十
五
巻
、
名
著
出
版
、
一
九
七
八
年
、
一
九
三
─
一
九
四
頁
・
一
九
八
頁
・
一
八
三
─
一
八
四
頁
・
二

一
二
頁
な
ど
を
参
照
。

（
35
）
契
沖
は
、『
和
字
正
濫
鈔
』
で
、
母
音
と
子
音
を
組
み
合
わ
せ
る
た
め
に
、
漢
字
の
反
切
を
利
用
し
た
新
字
を
考
案
し
て
い
る
。
前
掲
『
契
沖
全
集
』

第
十
巻
、
一
一
九
─
一
二
〇
頁
。

（
36
）
以
下
の
記
述
は
、『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
七
巻
、
名
著
出
版
、
一
九
七
七
年
、
四
九
四
─
四
九
五
頁
・
四
八
八
頁
・
四
九
一
頁
・
四
二
四
─
四
二

五
頁
な
ど
を
参
照
。

（
37
）
同
前
、
四
三
八
─
四
四
一
頁
。

（
38
）
以
下
の
記
述
は
、
同
前
、
四
五
三
頁
・
四
七
一
─
四
七
五
頁
。

（
39
）
同
前
、
四
七
二
─
四
七
三
頁
・
五
六
〇
頁
。

（
40
）
以
下
の
記
述
は
、
同
前
、
四
八
二
─
四
八
四
頁
。

（
41
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
野
口
武
彦
「
五
十
音
図
と
言
霊
─
音
義
と
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
─
」、『
江
戸
思
想
史
の
地
形
』、
ぺ
り

か
ん
社
、
一
九
九
三
年
参
照
。
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（
42
）
本
居
宣
長
と
激
し
い
論
争
を
繰
り
広
げ
た
上
田
秋
成
（
一
七
三
四
─
一
八
〇
九
）
も
、
宣
長
と
は
違
っ
た
意
味
で
、
特
異
な
語
学
説
を
展
開
し
た
国

学
者
で
あ
る
。『
霊
語
通
』
で
、
秋
成
は
、「
自
然
の
妙
用
」
を
強
調
し
て
人
為
を
徹
底
的
に
排
し
、「
人
巧
の
私
物
」
に
過
ぎ
な
い
五
十
音
図
の
霊
妙
な

働
き
を
認
め
ず
、
正
し
い
仮
名
遣
い
と
い
う
発
想
も
認
め
な
か
っ
た
。
秋
成
は
、
文
字
で
は
な
く
「
口
舌
」
の
「
自
然
」
に
度
外
れ
た
信
頼
を
置
い
て
、

「
音
韻
言
語
」
が
「
国
」
を
単
位
と
し
て
「
太
古
」
よ
り
変
化
し
な
い
と
考
え
た
。『
霊
語
通
』
は
『
上
田
秋
成
全
集
』
第
六
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九

一
年
所
収
。

（
43
）『
本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
三
八
一
頁
。

（
44
）『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
、
一
七
頁
。

（
45
）
前
掲
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巻
、
三
九
五
頁
。

（
46
）
同
前
、
四
〇
八
─
四
〇
九
頁
。
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
議
論
は
、「
南
京
ノ
音
ハ
、
天
下
ノ
正セ

イ
イ
ン音

」
と
す
る
太
宰
春
台
『
倭
読
要
領
』「
倭
音
説
」

の
説
を
引
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
批
判
す
る
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
『
漢
語
文
典
叢
書
』
第
三
巻
、
三
九
一
頁
参
照
。

（
47
）
前
掲
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巻
、
三
八
一
─
三
八
二
頁
。

（
48
）
同
前
、
三
八
三
─
三
八
四
頁
。

（
49
）
同
前
、
三
八
二
頁
。

（
50
）
前
掲
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
二
六
頁
。
こ
の
こ
と
は
、
表
音
文
字
だ
か
ら
こ
そ
、
発
音
の
変
化
に
よ
っ
て
表
記
と
発
音
の
乖
離
が
発
生
す
る

こ
と
を
示
唆
す
る
。

（
51
）
前
掲
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巻
、
一
七
頁
。

（
52
）
同
前
、
三
八
二
頁
。

（
53
）『
本
居
宣
長
全
集
』
第
八
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
、
三
九
六
頁
。

（
54
）
前
掲
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巻
、
三
八
八
頁
。

（
55
）
但
し
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
江
戸
参
府
の
折
り
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
と
接
触
で
き
た
し
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
可
能
だ
っ
た
。

（
56
）『
日
本
思
想
大
系
64　

洋
学
上
』、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
、
三
四
頁
。

（
57
）
同
前
、
四
四
八
頁
。

（
58
）
杉
田
玄
白
『
和
蘭
医
事
問
答
』
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
理
解
を
め
ぐ
っ
て
、
司
馬
江
漢
の
お
気
楽
さ
と
は
対
照
的
な
問
答
が
行
わ
れ
て
い
る
。
同
前
、
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一
九
三
頁
・
二
〇
一
頁
。

（
59
）『
日
本
思
想
大
系
65　

洋
学
下
』、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
二
一
四
頁
・
三
二
一
頁
。

（
60
）
前
掲
『
洋
学
上
』、
六
九
頁
。「
科
斗
」
は
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
。

（
61
）
同
前
、
二
〇
一
頁
。

（
62
）
例
え
ば
青
木
昆
陽
『
和
蘭
文
字
略
考
』
の
「
和
蘭
文
字
寄
合
」。
同
前
、
三
九
─
四
一
頁
。

（
63
）
例
え
ば
前
野
良
沢
『
和
蘭
訳
筌
』。
同
前
、
九
四
─
九
五
頁
。

（
64
）
同
前
、
一
一
頁
。

（
65
）
古
典
中
国
語
で
は
、
助
字
・
助
辞
・
助
語
な
ど
は
同
じ
も
の
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
。

（
66
）
前
掲
『
洋
学
上
』、
一
二
〇
─
一
二
六
頁
。

（
67
）
同
前
、
三
五
九
頁
。

（
68
）
同
前
、
三
六
五
頁
。

（
69
）
同
前
、
三
六
四
─
三
六
五
頁
の
頭
注
。

（
70
）
同
前
、
三
六
九
頁
。

（
71
）
前
掲
『
漢
語
文
典
叢
書
』
第
三
巻
、
三
八
九
頁
。

（
72
）
太
宰
春
台
が
「
只
口ク

チ

ニ
ハ
倭
語
ノ
読
ヲ
ナ
ス
ト
モ
、目
ニ
テ
其
文
字
ヲ
看
テ
…
中
華
ノ
人
ノ
音コ

ヱ

ニ
テ
順
ニ
読
ク
ダ
ス
心
ニ
ナ
リ
テ
」（『
倭
読
要
領
』「
読

書
法
」）
と
主
張
す
る
の
に
対
し
、
本
居
宣
長
が
「
タ
ト
ヒ
口
ニ
ハ
直
読
ニ
シ
テ
モ
。
心
ニ
ハ
訓
読
セ
ザ
レ
バ
義
通
ゼ
ズ
」（『
漢
字
三
音
考
』「
皇
国
ニ
シ

テ
漢
字
音
ノ
始
」）
と
直
読
論
を
揶
揄
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、興
味
深
い
証
言
で
あ
る
。
前
掲
『
漢
語
文
典
叢
書
』
第
三
巻
、四
三
八
頁
、前
掲
『
本

居
宣
長
全
集
』
第
五
巻
、
三
八
九
頁
。

（
73
）
前
掲
『
洋
学
上
』、
三
八
八
─
三
九
〇
頁
。『
蘭
学
階
梯
』
は
一
七
八
八
年
刊
行
、『
蘭
訳
梯
航
』
は
一
八
一
六
年
成
立
。
な
お
、
大
槻
玄
沢
は
、
荻
生

徂
徠
や
富
士
谷
成
章
の
用
い
た
品
詞
分
類
用
語
を
用
い
、「
テ
ニ
ヲ
ハ
〈
助
声
〉」
に
も
言
及
し
て
い
る
。

（
74
）
松
村
明
「
近
世
の
オ
ラ
ン
ダ
語
学
─
昆
陽
以
前
の
一
、
二
の
問
題
─
」、
前
掲
『
洋
学
上
』
所
収
、
片
桐
一
男
『
阿
蘭
陀
通
詞
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
五
年
の
第
六
章
「
阿
蘭
陀
通
詞
の
オ
ラ
ン
ダ
語
学
と
そ
の
影
響
」、『
杉
本
つ
と
む
著
作
選
集
３　

日
本
語
研
究
の
歴
史
』、
八
坂
書
房
、
一
九
九

八
年
の
第
六
章
「
異
文
化
摂
取
と
対
照
言
語
研
究
─
中
野
柳
圃
と
蘭
語
学
の
樹
立
─
」・
第
八
章
「
国
語
学
と
蘭
語
学
と
の
交
渉
」
参
照
。
片
桐
氏
に
よ

る
と
、
中
野
柳
圃
は
「
和
学
」
に
詳
し
か
っ
た
ら
し
い
。
杉
本
氏
は
、
中
野
柳
圃
が
本
居
宣
長
の
文
法
論
を
参
照
し
た
と
推
測
し
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
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文
法
の
研
究
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
文
法
書
に
よ
っ
て
始
ま
る
が
、
国
学
者
の
文
法
研
究
と
の
接
点
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
杉
本
氏
は
、

荻
生
徂
徠
の
言
語
研
究
な
ど
、
漢
語
学
と
の
つ
な
が
り
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
75
）
杉
田
玄
白
・
片
桐
一
男
（
全
訳
注
）『
蘭
学
事
始
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
三
四
頁
。

（
76
）
同
前
所
収
。
二
二
〇
頁
。

（
77
）
前
掲
『
洋
学
上
』、
三
八
七
頁
・
三
九
二
頁
。

（
78
）
太
宰
春
台
『
倭
読
要
領
』「
読
書
法
」
を
下
敷
き
に
し
た
、「
心
」
と
「
目
」
に
よ
る
読
書
法
を
説
明
し
て
い
る
。
前
掲
『
洋
学
上
』、
三
九
六
頁
、
前

掲
『
漢
語
文
典
叢
書
』
第
三
巻
、
四
三
八
─
四
三
九
頁
。

（
79
）『
日
本
倫
理
彙
編
』
第
六
巻
、
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
〇
二
年
、
二
二
三
─
二
二
四
頁
。

（
80
）
賀
茂
真
淵
に
つ
い
て
は
『
国
意
考
』、
本
居
宣
長
に
つ
い
て
は
『
直
毘
霊
』
に
議
論
が
あ
る
。
相
原
前
掲
「
本
居
宣
長
の
言
語
論
と
秩
序
像
」（
二
）、

四
六
〇
頁
参
照
。

（
81
）
前
掲
『
前
期
国
学
』、
三
七
九
─
三
八
〇
頁
。

（
82
）
前
掲
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
八
巻
、
四
〇
五
─
四
〇
六
頁
。

（
83
）
前
掲
『
霊
の
真
柱
』、
四
九
─
五
〇
頁
・
一
〇
二
頁
。

（
84
）
前
掲
『
古
史
徴
開
題
記
』、
七
五
─
七
六
頁
。

（
85
）
前
掲
『
洋
学
上
』、
七
四
頁
。

（
86
）
前
掲
『
蘭
学
事
始
』、
一
〇
四
頁
。

（
87
）
前
掲
『
洋
学
上
』、
二
三
一
─
二
三
二
頁
・
二
四
〇
頁
。

（
88
）
同
前
、
三
三
二
─
三
三
三
頁
。

（
89
）
同
前
、
二
三
〇
頁
・
二
四
〇
頁
。

（
90
）
同
前
、
三
三
九
頁
。

（
91
）
前
掲
『
蘭
学
事
始
』、
一
〇
四
頁
。

（
92
）
前
掲
『
洋
学
上
』、
二
五
七
頁
。
荻
生
徂
徠
の
『
鈐
録
外
書
』
に
触
発
さ
れ
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
真
理
は
自
分
で
発
見
す

る
も
の
で
は
な
く
、
古
の
先
王
の
よ
う
な
誰
か
優
れ
た
先
人
が
、
既
に
発
見
し
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
93
）
前
掲
『
蘭
学
事
始
』、
一
二
〇
頁
。
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（
94
）
こ
の
点
、
全
く
検
討
が
で
き
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
95
）『
西
周
全
集
』
第
一
巻
、
宗
高
書
房
、
一
九
六
〇
年
、
三
八
六
─
三
八
八
頁
。

（
96
）
前
掲
『
明
六
雑
誌
』
上
、
五
〇
頁
。

（
97
）
以
下
は
、
同
前
、
三
七
頁
・
四
〇
頁
・
五
一
頁
。

（
98
）
同
前
、
三
二
頁
。

（
99
）
平
井
昌
夫
『
國
語
國
字
問
題
の
歴
史
』（
復
刻
版
）、
三
元
社
、
一
九
九
八
年
（
元
版
は
一
九
四
九
年
）、
一
七
八
頁
に
よ
る
。

（
100
）
前
掲
『
明
六
雑
誌
』
上
、
五
一
頁
。

（
101
）
同
前
、
四
一
─
四
五
頁
。

（
102
）『
西
周
全
集
』
第
二
巻
、
宗
高
書
房
、
一
九
六
一
年
所
収
。

（
103
）
同
前
、
六
七
七
─
六
八
〇
頁
。

（
104
）
同
前
、
五
八
二
頁
。

＊
本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
度
政
治
思
想
学
会
研
究
大
会
「
政
治
思
想
に
お
け
る
言
語
・
会
話
・
討
議
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
言
語
と
政
治
」
の
報
告
原
稿

に
修
正
を
加
え
た
も
の
で
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
わ
っ
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す
。
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一　

は
じ
め
に
─
─
哲
学
者
と
歴
史
家
の
間
で

私
た
ち
が
苦
心
し
て
練
り
あ
げ
る
テ
ク
ス
ト
解
釈
は
、
い
か
な
る
と
き
に
正
し
い
も
の
と
し
て
賞
賛
さ
れ
、
ま
た
ど
う
い
っ
た
場
合
に
間

違
っ
た
も
の
と
し
て
非
難
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
が
寸
暇
を
惜
し
ん
で
難
渋
な
テ
ク
ス
ト
と
格
闘
し
続
け
る
こ
と
を
自
ら
に

強
い
る
の
は
何
の
た
め
な
の
だ
ろ
う
か
。「
職
業
と
し
て
の
政
治
思
想
史
研
究
」
へ
の
献
身
か
ら
目
を
醒
ま
し
て
、
ふ
と
我
に
返
る
と
き
、

学
問
的
禁
欲
の
背
後
に
姿
を
隠
し
て
い
た
、
こ
の
よ
う
な
問
い
の
深
淵
が
顔
を
覗
か
せ
る
の
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
思
想
史
研
究
者
は
い

な
い
で
あ
ろ
う
。

本
論
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
問
い
か
け
、
す
な
わ
ち
い
か
な
る
「
道
を
辿
っ
て
（m

eta hodos

）」
私
た
ち
研
究
者
は
正
し
い
テ
ク
ス
ト

解
釈
へ
と
導
か
れ
る
の
か
と
い
う
方
法
論
的
な
問
い
に
対
し
て
、
ハ
ン
ス
＝
ゲ
オ
ル
グ
・
ガ
ー
ダ
マ
ー
が
提
唱
し
た
「
哲
学
的
解
釈
学

（philosophische H
erm

eneutik

）」
の
立
場
か
ら
一
つ
の
答
え
を
与
え
る
こ
と
を
探
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

ク
エ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー
に
よ
る
問
題
提
起
以
来
、
思
想
史
研
究
者
の
間
で
方
法
論
を
め
ぐ
る
論
争
が
活
発
に
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と

は
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
や
や
安
直
な
図
式
化
を
行
な
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
自
己
の
属
す
る
現
代
の
関
心
へ
と
ひ
き

つ
け
て
過
去
の
テ
ク
ス
ト
を
解
釈
す
る
立
場
と
、
異
な
っ
た
時
代
に
属
す
る
他
者
と
し
て
テ
ク
ス
ト
を
解
釈
す
る
立
場
─
─
リ
チ
ャ
ー
ド
・

「
解
釈
」を
解
釈
す
る

─
─
思
想
史
方
法
論
と
し
て
の
哲
学
的
解
釈
学

● 

─
─
加
藤
哲
理
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ロ
ー
テ
ィ
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
「
合
理
的
再
構
成
」
と
「
歴
史
的
再
構
成
」
と
い
う
叙
述
法
の
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル（

１
）─

─
の
拮
抗
は
、
あ

く
ま
で
堅
実
な
歴
史
研
究
で
あ
る
こ
と
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
政
治
思
想
史
と
、
規
範
的
意
識
を
も
っ
て
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
処
方
箋
を

提
供
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
政
治
理
論
と
い
う
二
つ
の
分
野
の
対
抗
へ
と
姿
を
変
え
て
継
続
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

私
た
ち
は
自
ら
が
政
治
思
想
上
の
根
本
問
題
に
解
答
を
与
え
ん
と
す
る
哲
学
者
で
あ
る
べ
き
な
の
か
。
そ
れ
と
も
あ
く
ま
で
過
去
の
偉
大
な

思
想
家
た
ち
の
真
意
を
解
明
す
る
こ
と
に
焦
点
を
絞
る
歴
史
家
で
あ
る
べ
き
な
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
い
は
、
政
治
思
想
史
研
究
を
志
す
全

て
の
人
々
に
と
っ
て
、
今
も
な
お
容
易
に
透
過
し
難
い
関
門
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
問
題
構
制
に
あ
っ
て
、
哲
学
的
読
解
に
も
歴
史
学
的
読
解
に
も
偏
る
こ
と
な
く
、
私
た
ち
が
生
き
る
現
在
の
地
平

と
先
哲
の
歩
ん
だ
過
去
の
地
平
を
対
話
さ
せ
る
こ
と
で
新
た
な
「
地
平
の
融
合
（H

orizontschm
erzung

）」
の
実
現
を
模
索
す
る
と
い
う
ガ
ー

ダ
マ
ー
が
呈
示
し
た
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
モ
デ
ル
は
、
思
想
史
・
理
論
研
究
者
の
間
で
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
感
覚
─
─
例
え
ば
優
れ
た
規
範

理
論
家
は
同
時
に
卓
越
し
た
思
想
史
家
で
も
あ
る
と
い
う
よ
う
な
─
─
を
概
念
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な

い（
２
）。

実
際
に
、
そ
の
主
著
『
真
理
と
方
法
（W

ahrheit und M
ethode

）』
に
お
け
る
以
下
の
よ
う
な
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
発
言
は
、
伝
承
さ
れ
た

テ
ク
ス
ト
に
向
き
合
う
際
に
研
究
者
が
等
し
く
則
る
べ
き
公
準
に
言
葉
を
与
え
た
も
の
と
し
て
読
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

伝
統
に
は
、
親
密
性
と
疎
遠
性
の
両
極
性
が
、
現
に
働
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
両
極
性
に
こ
そ
、
解
釈
学
の
任
務
は
基
礎
づ
け
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。〔
…
〕。
こ
こ
に
は
ま
た
緊
張
が
存
在
す
る
。
そ
の
緊
張
は
、
伝
承
が
私
た
ち
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
親
密
性
と

疎
遠
性
の
間
、
つ
ま
り
は
歴
史
学
的
に
考
え
ら
れ
た
隔
た
り
あ
る
対
象
性
と
伝
統
へ
の
帰
属
性
の
間
で
戯
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
間

の
う
ち
に
こ
そ
解
釈
学
の
真
の
場
が
あ
る
の
で
あ
る（

３
）。

こ
の
よ
う
な
「
理
解
（V

erstehen

）」
の
構
造
の
普
遍
的
な
性
格
を
彼
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
間
」
の
孕
む
緊
張
は
研
究
者
の
誰

し
も
が
経
験
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
確
か
に
全
て
の
思
想
史
家
は
ガ
ー
ダ
マ
ー
流
の
解
釈
学
を
遂
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
で
き
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
で
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
に
等
し
い
だ
ろ
う
。
本
稿
が
思
想
史
研
究
の
道
標
と
な
る
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
解
釈

の
方
法
論
の
一
つ
と
し
て
哲
学
的
解
釈
学
を
主
題
化
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
一
見
し
て
常
識
的
な
事
柄
を
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
─
─
そ
れ
ゆ
え
そ
の
輪
郭
が
明
確
に
把
握
さ
れ
な
い
ま
ま
に
頻
繁
に
援
用
さ
れ
る
─
─
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
解
釈
学
理
論
の

独
自
性
を
解
明
す
る
こ
と
で
、先
の
方
法
論
上
の
問
い
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る（

４
）。「

概
念
史（Begriffgeschichte

）」な
い
し「
観

念
の
歴
史
（history of ideas

）」、「
精
神
史
（Geistesgeschichte

）」、「
問
題
史
（Problem

geschichte

）」
な
ど
、
思
想
史
叙
述
の
方
法
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
先
例
は
数
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、「
活
動
史
（W

irkungsgeschichte

）」
と
い
う
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
哲
学
的
解
釈
学
を
象
徴
す

る
概
念
は
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
い
か
な
る
一
鎚
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
点
が
よ
り
厳
密
に
究
明
さ
れ
る
こ
と
が
待
た
れ
て
い

る
の
で
あ
る（

５
）。

本
稿
は
こ
の
よ
う
な
問
題
の
解
明
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
以
下
の
二
つ
の
課
題
を
設
定
し
て
い
る
。
第
一
に
ま
ず
私
た

ち
は
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
が
生
涯
を
通
じ
て
行
な
っ
た
他
の
理
論
家
た
ち
と
の
思
想
的
交
流
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
彼
の
哲
学
的
解
釈
学
を

基
軸
に
据
え
て
、「
解
釈
」
に
つ
い
て
の
多
様
な
立
場
を
解
釈
す
る
と
い
う
作
業
を
行
な
う
（
二
と
三
）。
そ
こ
で
は
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
解
釈
学

に
潜
在
し
て
い
る
、
既
存
の
政
治
思
想
史
や
規
範
理
論
の
方
法
論
に
対
す
る
批
判
的
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
本
稿

は
そ
う
し
て
ガ
ー
ダ
マ
ー
が
振
り
下
ろ
す
批
判
の
大
鉈
が
テ
ク
ス
ト
解
釈
に
つ
い
て
の
ガ
ー
ダ
マ
ー
自
身
の
い
か
な
る
態
度
か
ら
生
じ
て
い

る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
哲
学
的
解
釈
学
自
体
か
ら
ど
の
よ
う
な
政
治
思
想
史
研
究
の
方
法
論
が
生
じ
う
る
か
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
も
射
程
範
囲
に
含
め
る
（
四
）。
以
上
の
二
点
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
思
想
史
の
方
法
論
と
し
て
の
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
解

釈
学
の
独
創
性
に
光
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
稿
の
挑
戦
は
成
功
し
た
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

二　

二
つ
の
客
観
主
義
に
対
し
て

議
論
を
進
め
て
い
く
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
は
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
哲
学
的
解
釈
学
の
根
本
命
題
に
つ
い
て
簡
潔
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

『
真
理
と
方
法
』
に
お
い
て
彼
は
、「
先
行
判
断
（V

orurteil

）」、「
適
用
（A

pplikation

）」、「
活
動
史
」、「
地
平
の
融
合
」
な
ど
多
種
多
様
な
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概
念
装
置
を
操
り
な
が
ら
自
身
の
解
釈
学
理
論
を
披
瀝
し
て
い
る
。
そ
の
記
述
は
お
世
辞
に
も
体
系
的
と
は
言
え
な
い
代
物
で
あ
り
簡
単
に

要
約
を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
主
張
の
骨
髄
を
敢
え
て
端
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
理
解
や
解
釈
と
い
う

行
為
の
「
有
限
性
（E

ndlichkeit

）」
な
い
し
「
歴
史
性
（G

eschichtlichkeit

）」
と
い
う
言
葉
に
尽
き
る
。
実
際
に
彼
は
『
真
理
と
方
法
』
執

筆
の
動
機
を
以
下
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

本
書
の
問
い
は
、
人
間
の
世
界
経
験
と
生
活
実
践
の
全
体
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
カ
ン
ト
的
に
表
現
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
問

い
は
、
い
か
に
し
て
理
解
は
可
能
と
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。〔
…
〕。
そ
れ
が
描
く
の
は
、
現
存
在
の
有
限
性
（E

ndlichkeit

）
と

歴
史
性
（G

eschichtlichkeit
）
を
成
し
て
い
る
根
源
的
運
動
性
で
あ
り
、
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
現
存
在
の
世
界
経
験
の
全
体
を
包
括
し
て

い
る（

６
）。

こ
の
二
つ
の
概
念
は
、
本
稿
の
関
心
に
即
し
て
敷
衍
す
る
な
ら
ば
、
自
己
が
定
位
し
て
い
る
「
歴
史
」
的
な
文
脈
─
─
彼
の
言
葉
を
借
り

る
な
ら
ば
「
解
釈
学
的
状
況
（herm

eneutische Situation

）」
─
─
が
与
え
る
「
有
限
」
な
地
平
を
超
越
し
た
視
点
に
研
究
者
は
ど
う
あ
っ
て

も
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
事
実
へ
の
自
覚
と
反
省
を
強
く
促
す
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
最
初
に
本
稿
が
目
指
す
の
は
、
こ
の
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
駆
使
す
る
有
限
性
と
歴
史
性
の
剃
刀
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
思
想
史
研

究
の
方
法
に
対
し
て
、
い
か
な
る
批
判
的
知
見
が
導
き
出
さ
れ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ま
ず
は
前
世
紀
を
代
表
す
る

政
治
哲
学
者
の
一
人
で
あ
る
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
交
流
を
吟
味
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
よ
う
。

１　

哲
学
的
解
釈
学
と
政
治
哲
学
の
歴
史

二
十
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
を
支
配
し
た
精
神
史
的
気
分
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
に
よ
る
洗
礼
─
─
ガ
ー
ダ
マ
ー
と
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
い
う
二

人
の
哲
学
者
の
間
に
は
、
そ
の
思
想
形
成
の
背
景
に
お
い
て
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る（

７
）。

そ
れ
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、

事
実
と
価
値
の
峻
別
を
基
礎
と
す
る
「
科
学
」
や
「
実
証
主
義
」
の
方
法
論
の
席
巻
の
う
ち
に
近
代
の
危
機
の
要
因
を
見
出
し
、
そ
れ
に
抗
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す
る
た
め
に
古
典
的
政
治
哲
学
の
現
代
に
お
け
る
復
権
可
能
性
を
探
求
す
る
と
い
う
地
点
ま
で
は
、
両
者
は
戦
線
を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ

る（
８
）。で

は
一
体
二
人
は
ど
こ
で
袂
を
分
か
つ
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
岐
路
に
立
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
有
限
性
と
歴
史
性
を
め
ぐ

る
問
題
で
あ
る
。「
最
も
根
源
的
な
歴
史
主
義
者
」
と
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
呼
ん
だ
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
衣
鉢
を
継
承
し
な
が
ら
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
が

科
学
的
な
客
観
性
に
対
す
る
攻
撃
を
あ
ら
ゆ
る
真
理
の
歴
史
性
や
時
間
性
の
提
唱
に
ま
で
先
鋭
化
さ
せ
て
い
く
と
き
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
一

転
し
て
彼
の
批
判
者
と
な
る
の
で
あ
る
。

実
際
に
、『
真
理
と
方
法
』
を
め
ぐ
る
二
人
の
文
通
の
中
で
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
「
歴
史
主
義
（historicism

）」
を
自
壊
に
至
ら
し
め
た
の

と
同
じ
論
理
矛
盾
を
哲
学
的
解
釈
学
の
う
ち
に
も
見
て
と
り
、
そ
れ
が
招
く
こ
と
に
な
る
「
相
対
主
義
（relativism

）」
に
対
し
て
深
刻
な
懸

念
を
表
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
全
て
の
真
理
が
有
限
で
歴
史
的
で
あ
る
」
と
い
う
解
釈
学
の
根
本
命
題
が
そ
れ
自
身
に
適
用
さ
れ
る

と
き
、
解
釈
学
自
体
が
歴
史
上
の
一
産
物
と
し
て
相
対
化
さ
れ
る
こ
と
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る（

９
）。

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
よ

れ
ば
、
そ
の
帰
結
は
深
刻
な
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
解
釈
学
が
そ
の
立
場
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
れ
は

哲
学
者
が
探
求
す
る
べ
き
時
間
を
超
越
し
た
真
理
や
規
範
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
現
代
を
覆
う
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
歯
止
め
を

か
け
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
そ
れ
に
拍
車
を
駆
け
る
事
態
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
歴
史

に
よ
る
被
条
件
性
を
超
越
し
た
「
自
然
的
正
（natural right
）」
を
そ
の
考
察
の
対
象
と
し
て
い
た
古
典
的
な
政
治
哲
学
の
優
位
を
対
置
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
危
機
へ
の
対
抗
策
に
し
よ
う
と
試
み
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
主
張
に
対
し
、ガ
ー
ダ
マ
ー
は「
あ
ら
ゆ
る
認
識
が
歴
史
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
」と
い
う
命
題
と「
こ

の
認
識
が
無
条
件
的
に
妥
当
す
る
」
と
い
う
命
題
が
、
そ
も
そ
も
次
元
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
答
え
よ
う
と
す

る（
（（
（

。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
こ
の
二
つ
の
命
題
の
矛
盾
に
よ
っ
て
哲
学
的
解
釈
学
の
根
本
的
な
非
真
理
性
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

ガ
ー
ダ
マ
ー
に
よ
れ
ば
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
命
題
を
同
時
に
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
解
釈
者
は
自
身
の
歴
史
性
を
真
に
自
覚
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
人
間
が
遂
行
す
る
理
解
や
解
釈
は
常
に
有
限
な
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
無
限
に
異
な
っ
た
解
釈
が
永
遠
に
存
在
し

続
け
る
。
こ
の
有
限
と
無
限
の
相
即
す
る
矛
盾
を
あ
る
が
ま
ま
に
引
き
受
け
、「
解
釈
学
的
循
環
（herm

eneutischer Zirkel

）」
の
う
ち
に
踏
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み
止
ま
る
こ
と
こ
そ
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
に
よ
れ
ば
正
し
い
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
態
度
な
の
で
あ
る
。

逆
に
、
哲
学
を
生
業
と
す
る
人
間
が
自
ら
の
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
歴
史
性
に
対
し
て
無
反
省
で
い
る
こ
と
は
、
現
代
に
お
け
る
新
た
な
独
断

論
に
繋
が
り
か
ね
な
い
危
険
が
あ
る
と
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
応
酬
す
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
彼
は
以
下
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

一
九
五
六
年
に
出
版
さ
れ
た
論
文
「
歴
史
的
意
識
の
再
生
」
に
お
い
て
、「
歴
史
主
義
と
そ
の
敵
対
者
」
と
い
う
表
題
の
下
、テ
オ
ド
ー
ル
・

リ
ッ
ト
は
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
や
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
（
残
念
な
が
ら
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
で
は
な
い
が
）
と
の
激
し
い
論
争
を
公
に
し
て
い
る
が
、

〔
…
〕、
私
の
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
歴
史
に
対
す
る
哲
学
的
な
反
感
の
う
ち
に
新
た
な
独
断
論
の
危
険
を
見
て
取
っ
た
と
き
、
リ
ッ
ト

は
正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
行
為
を
促
さ
れ
た
人
に
方
向
を
示
し
て
く
れ
る
」
確
固
と
し
た
永
続
的
な
尺
度
へ
の
要
求
は
、
倫
理
的

─
政
治
的
判
断
の
混
乱
が
悪
し
き
帰
結
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
な
と
き
に
は
、
い
つ
で
も
強
い
説
得
力
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
正
義
や
真

実
の
国
家
へ
の
問
い
は
人
間
の
現
存
在
に
と
っ
て
の
基
本
的
な
要
求
で
も
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
要
な
の
は
、
そ
の
解
明
の
た

め
に
、
そ
の
よ
う
な
問
い
が
ど
の
よ
う
に
意
図
さ
れ
設
定
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

最
後
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
に
と
っ
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
哲
学
的
問
い
は
そ
れ
が
行
な
わ
れ
る
歴
史
的
文
脈
へ
と
定
位

さ
れ
て
初
め
て
有
意
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
従
う
の
で
あ
れ
ば
、普
遍
的
で
永
遠
性
を
も
っ
た
事
柄
に
関
わ
る
「
哲

学
的
な
問
い
か
け
」
と
個
別
的
で
時
間
的
な
事
柄
に
関
わ
る
「
歴
史
的
な
問
い
か
け
」
を
峻
別
し
、
前
者
の
う
ち
に
の
み
連
綿
と
続
く
政
治

哲
学
と
い
う
営
み
の
高
貴
さ
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
試
み
が
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る（

（（
（

。
哲
学
的
解

釈
学
に
よ
る
な
ら
ば
、
哲
学
者
の
み
が
探
求
の
対
象
に
し
て
き
た
よ
う
な
永
遠
の
問
題
な
ど
存
在
せ
ず
、
た
だ
解
釈
者
が
属
す
る
地
平
の
内

部
で
立
て
ら
れ
る
べ
き
そ
の
都
度
の
問
い
か
け
が
あ
る
の
み
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
問
い
に
繰
り
返
し
異
な
っ
た
答
え
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
十
分
に
相
対
主
義
も
ま
た
回
避
さ
れ
う
る
。
む
し
ろ
、

相
対
主
義
や
歴
史
主
義
に
対
す
る
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
過
度
な
嫌
悪
感
は
、
超
時
間
的
な
真
理
や
そ
れ
を
探
求
す
る
営
み
と
し
て
の
観
想
へ
の

執
着
か
ら
生
じ
て
く
る
も
の
で
あ
っ
て
、
有
限
性
の
自
覚
が
徹
底
さ
れ
る
な
ら
ば
消
失
す
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
ガ
ー
ダ
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マ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

い
ま
や
歴
史
性
と
は
、
真
理
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
理
性
の
要
求
へ
の
限
界
規
定
の
み
で
は
な
く
、
む
し
ろ
真
理
の
認
識
に
と
っ
て
も

肯
定
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
相
対
主
義
に
つ
い
て
の
い
か
な
る
論
証
も
、
全
て
の
実
際
上
の

基
礎
を
失
う
の
で
あ
る
。
絶
対
的
真
理
に
対
す
る
基
準
を
要
求
す
る
こ
と
が
、
抽
象
的
か
つ
形
而
上
学
的
な
偶
像
と
し
て
暴
き
出
さ
れ
、

そ
の
方
法
論
上
の
意
味
を
喪
失
す
る
。
歴
史
性
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
相
対
主
義
と
い
う
亡
霊
が
呼
び
起
こ
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
の

で
あ
る（

（（
（

。

裏
を
返
せ
ば
、
そ
の
よ
う
な
不
安
を
払
拭
で
き
な
い
限
り
に
お
い
て
、
な
お
も
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
方
法
論
は
、
自
ら
の
帰
属
す
る
地
平
を
離

れ
た
と
こ
ろ
に
真
理
基
準
を
求
め
る
客
観
主
義
の
陥
穽
を
免
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ゆ
え
に
ま
た
、最
後
に
付
言
し
て
お
く
な
ら
ば
、同
様
の
観
点
か
ら
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
、「
公
教
的
（exoteric

）」
な
言
説
と
「
秘
教
的
（esoteric

）」

な
言
説
を
区
別
し
、
後
者
の
う
ち
に
独
り
哲
学
者
の
み
が
発
見
し
う
る
よ
う
な
永
遠
の
真
理
を
解
読
し
よ
う
と
す
る
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
テ
ク

ス
ト
解
釈
の
手
法
に
対
し
て
も
懐
疑
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。
彼
の
展
開
す
る
技
法
の
委
細
に
本
稿
で
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が（

（（
（

、

結
局
の
と
こ
ろ
ガ
ー
ダ
マ
ー
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
何
ら
か
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
で
テ
ク
ス
ト
に
隠
さ
れ
た
歴
史
を
超
え
た
真
理

へ
の
扉
を
開
き
う
る
と
考
え
て
い
る
限
り
、
や
は
り
そ
こ
に
は
自
ら
の
有
限
性
や
歴
史
性
を
忘
却
し
た
哲
学
者
の
傲
岸
が
見
え
隠
れ
す
る
の

で
あ
る
。

２　

哲
学
的
解
釈
学
と
歴
史
学
と
し
て
の
政
治
思
想
史

ス
キ
ナ
ー
ら
に
代
表
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
が
政
治
思
想
史
研
究
の
方
法
論
と
し
て
一
つ
の
有
力
な
潮
流

を
形
成
し
て
い
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
厳
密
な
方
法
論
に
依
拠
し
な
が
ら
思
想
史
を
歴
史
学
と
し
て
確
立
し
よ
う

と
す
る
彼
ら
の
野
心
に
対
し
て
は
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
ど
の
よ
う
な
評
価
を
下
す
の
で
あ
ろ
う
か（

（（
（

。
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思
想
家
が
駆
使
す
る
概
念
や
言
語
が
そ
れ
の
用
い
ら
れ
る
歴
史
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
離
れ
て
は
理
解
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
点
で
、

ガ
ー
ダ
マ
ー
も
ス
キ
ナ
ー
も
と
も
に
「
言
語
論
的
転
回
（linguistic turn

）」
と
い
う
二
十
世
紀
の
一
つ
の
大
き
な
思
想
潮
流
の
圏
内
に
い
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ス
キ
ナ
ー
が
そ
の
方
法
論
に
お
い
て
、
後
期
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
祖
と
す
る
日
常
言
語
学
派
の
オ
ー
ス
テ
ィ

ン
や
そ
の
言
語
行
為
論
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
む
し
ろ
本
稿
が
目
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
テ
ク
ス
ト
の
歴
史
性
─
─
と
り
わ
け
コ
ン
テ
ク
ス
ト
概
念
─
─
を
め

ぐ
る
両
者
の
異
同
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
と
ス
キ
ナ
ー
の
間
に
活
発
な
思
想
的
交
流
が
あ
っ
た
痕
跡
は
見
出
す
こ
と
が
で
き

な
い
が
、
こ
こ
で
は
ガ
ー
ダ
マ
ー
が
エ
ミ
リ
オ
・
ベ
ッ
テ
ィ
や
Ｅ
・
Ｄ
・
ハ
ー
シ
ュ
と
の
間
で
行
な
っ
た
テ
ク
ス
ト
解
釈
を
め
ぐ
る
論
争
を

手
が
か
り
に
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
と
ス
キ
ナ
ー
の
距
離
を
測
定
す
る
こ
と
に
努
め
た
い
。

過
去
に
存
在
し
た
は
ず
の
著
者
の
「
意
図
（intention

）」
を
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
を
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
真
理
基
準
に
設
定
し
た
こ
と
こ

そ
伝
統
的
な
解
釈
学
の
根
本
的
な
欠
陥
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
『
真
理
と
方
法
』
に
お
け
る
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
大
胆
な
主
張
は
、
即
座
に
方

法
論
上
の
反
発
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
著
者
の
意
図
と
い
う
客
観
的
尺
度
を
手
放
し
て
し
ま
え
ば
、
残
さ
れ
る
の
は
主
観
的

解
釈
の
氾
濫
と
相
対
主
義
の
み
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

早
い
時
期
か
ら
こ
の
よ
う
な
批
判
の
急
先
鋒
に
立
っ
た
の
が
ベ
ッ
テ
ィ
と
ハ
ー
シ
ュ
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
ハ
ー
シ
ュ
は
、
過
去
の
時
代

に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
の
「
意
味
（m
eaning

）」
と
「
そ
の
意
味
の
現
代
の
状
況
に
対
す
る
意
義
（significance

）」
の
区
別
を
看
過
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
解
釈
学
の
難
点
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
ハ
ー
シ
ュ
は
、
時
代
の
中
で
変
化
し
て
い
く
後
者
で
は
な
く
、
変

わ
る
こ
と
の
な
い
前
者
を
確
実
に
把
握
す
る
こ
と
に
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
客
観
性
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
こ
で
確
か
に
ハ
ー
シ
ュ
と
ス
キ
ナ
ー
の
立
場
は
厳
密
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
ス
キ
ナ
ー
は
必
ず
し
も
著
者
の
意
図
の
み
を

コ
ン
テ
ク
ス
ト
確
定
の
唯
一
の
決
定
要
因
と
見
な
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い（

（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
過
去
の
テ
ク
ス
ト
を
あ
く
ま
で
過
去
の
閉

じ
ら
れ
た
歴
史
的
文
脈
に
即
し
て
読
解
す
る
こ
と
に
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
正
し
さ
を
求
め
る
態
度
は
、
双
方
に
共
通
し
た
も
の
で
あ
る
。
実
際

に
、
度
重
な
る
洗
練
を
経
た
後
で
あ
っ
て
も
、
ス
キ
ナ
ー
の
基
本
的
な
準
則
は
以
下
に
言
葉
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
批
判
に

応
え
る
」
と
表
さ
れ
る
論
文
の
一
節
で
あ
る
が
、
曰
く
、
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私
は
真
理
に
つ
い
て
一
般
的
に
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
時
代
の
人
々
は
、
そ
の
人
た
ち
が
真
理
と
考
え
た
こ

と
が
、
実
際
に
も
真
理
で
あ
っ
た
と
わ
れ
わ
れ
自
身
が
信
ず
る
か
否
か
に
は
か
か
わ
り
な
く
、
自
ら
の
観
点
か
ら
真
な
り
と
信
ず
る
正

当
な
理
由
と
し
て
い
か
な
る
理
由
を
有
し
て
い
た
の
か
─
─
こ
れ
に
つ
い
て
私
は
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。〔
…
〕。
こ
う
し
た
状
況
で

わ
れ
わ
れ
が
期
待
で
き
る
最
高
の
こ
と
は
、
当
該
の
信
条
を
、
そ
の
説
明
を
な
す
他
の
適
切
な
諸
信
条
の
中
に
お
く
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
結
果
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
間
違
い
な
く
、
な
ぜ
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
内
で
動
い
て
い
る
人
が
わ
れ
わ
れ
自
身
か
ら
す
れ
ば
理
解
不

可
能
な
命
題
に
賛
同
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
示
す
こ
と
が
期
待
で
き
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
ス
キ
ナ
ー
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
解
釈
学
や
さ
ら
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
で
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
な
脱
構
築
主
義
の
よ
う
に
、
過
去
に

存
在
し
た
著
者
の
意
図
や
信
条
や
行
為
と
の
結
び
つ
き
を
テ
ク
ス
ト
か
ら
払
拭
し
、
概
念
や
言
葉
の
意
味
連
関
や
対
話
の
中
に
一
切
を
解
消

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
学
的
な
学
問
が
成
立
し
う
る
期
待
や
可
能
性
を
全
面
的
に
退
け
よ
う
と
す
る
の
は
、
懐
疑
主
義
を
招
く
も
の
に

他
な
ら
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。

そ
れ
で
は
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
こ
の
よ
う
な
批
判
に
ど
の
よ
う
に
応
答
す
る
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
ガ
ー
ダ
マ
ー
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

ス
キ
ナ
ー
の
懸
念
の
う
ち
に
、
な
お
も
学
問
的
な
実
証
性
や
客
観
性
へ
の
固
執
を
見
出
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
哲
学
的
解
釈
学
の
立
場
に
よ
る

な
ら
ば
、
ど
れ
ほ
ど
方
法
論
上
の
熱
意
と
努
力
を
投
入
し
た
と
し
て
も
、
可
能
な
限
り
過
去
を
過
去
と
し
て
再
現
的
に
記
述
し
よ
う
と
す
る

歴
史
家
の
態
度
と
、そ
れ
を
現
在
へ
と「
適
用
」し
よ
う
と
す
る
哲
学
者
の
態
度
を
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
に
ベ
ッ
テ
ィ

に
対
し
て
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
以
下
の
よ
う
な
言
葉
を
返
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
私
の
試
み
の
意
味
は
、
解
釈
に
つ
い
て
の
一
般
理
論
や
そ
の
方
法
に
つ
い
て
の
様
々
な
詳
論
を
与
え
る
こ
と
で
は
な

く
〔
…
〕
あ
ら
ゆ
る
理
解
の
様
態
に
共
通
し
て
い
る
も
の
を
探
求
し
、
理
解
と
い
う
も
の
が
所
与
の
「
対
象
」
に
対
す
る
主
観
的
な
態

度
で
は
な
く
、
活
動
史
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
は
理
解
さ
れ
る
存
在
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
な
の
で
あ
る（

（（
（

。
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ガ
ー
ダ
マ
ー
が
述
べ
る
「
活
動
史
」
と
は
、
学
問
的
な
態
度
を
も
っ
て
対
象
と
し
て
眺
め
う
る
よ
う
な
過
去
の
歴
史
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

そ
の
概
念
に
含
意
さ
れ
て
い
る
の
は
、
研
究
に
従
事
す
る
者
自
身
が
、
歴
史
か
ら
「
働
き
（W

irkung

）」
か
け
ら
れ
、
歴
史
を
自
ら
の
も
の

と
し
て
継
承
し
な
が
ら
、
同
時
に
歴
史
に
働
き
か
け
る
も
の
と
し
て
参
与
し
て
い
る
と
い
う
事
態
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
に
立
つ

な
ら
ば
、
ハ
ー
シ
ュ
の
ご
と
く
過
去
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
の
意
味
を
確
定
す
る
こ
と
と
そ
の
現
代
的
意
義
を
問
う
こ
と
を
、
解
釈
す
る
主
体

の
側
の
方
法
論
的
な
工
夫
に
よ
っ
て
区
別
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
も
、
テ
ク
ス
ト
が
同
時
に
私
た
ち
の
地
平

を
構
成
す
る
も
の
で
も
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
解
釈
す
る
と
い
う
作
業
は
、
ど
れ
ほ
ど
学
問
的
な
手
続
き
を
踏
襲
し
、
客
観
性
の
体
裁
を
整
え

て
い
た
と
し
て
も
、
必
然
的
に
そ
の
現
在
へ
の
「
適
用
」
と
い
う
契
機
を
含
ま
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
哲
学
的
解
釈
学
が
重
要
視
す
る
の
は
、
歴
史
家
が
研
究
す
る
客
体
の
「
歴
史
性
」
─
─
あ
る
テ
ク
ス
ト
が
過
去
の
時
代
の
コ

ン
テ
ク
ス
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
─
─
で
は
な
く
、
解
釈
者
と
テ
ク
ス
ト
の
両
者
の
間
に
生
じ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
双
方

の
出
会
い
が
常
に
現
在
に
お
け
る
地
平
の
融
合
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
意
味
で
の
歴
史
性
な
の
で
あ
る
。

勿
論
の
こ
と
、
当
初
か
ら
ス
キ
ナ
ー
も
ま
た
思
想
史
的
研
究
の
も
つ
哲
学
的
な
意
義
を
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
曰
く
、
異
質
な

過
去
に
触
れ
る
こ
と
で
自
ら
の
立
場
の
偶
然
性
を
知
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
歴
史
叙
述
の
も
つ
価
値
と
は
、「
自
己
認
識
へ
の
鍵
そ
の
も
の

を
学
び
と
る
こ
と
」
な
の
で
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ガ
ー
ダ
マ
ー
と
の
距
離
が
最
も
縮
ま
る
地
点
に
お
け
る
ス
キ
ナ
ー
の
反
省
は
、

な
お
も
淡
白
で
不
徹
底
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る（

（（
（

。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
双
方
に
お
け
る
議
論
の
重
心
や
相
対
的
な
問
題
関
心
の
相
違
と
し
て
の
み
片
付
け
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
む

し
ろ
、
こ
こ
に
露
わ
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
研
究
者
が
そ
の
営
み
の
第
一
歩
に
お
い
て
進
ん
で
い
く
べ
き
方
向
性
に
お
け
る
決
定
的
な
相
違

な
の
で
あ
る
。
ガ
ー
ダ
マ
ー
が
研
究
者
に
一
義
的
に
要
請
す
る
の
は
、
過
去
を
的
確
に
対
象
化
す
る
た
め
の
洗
練
さ
れ
た
方
法
論
を
も
っ
た

歴
史
学
者
で
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
解
釈
学
者
が
遂
行
す
る
べ
き
は
、
過
去
に
対
し
て
そ
う
し
た
態
度
を
も
っ
て
接
近
し
よ
う
と
す

る
自
己
自
身
の
在
り
方
を
改
め
て
問
題
視
す
る
よ
う
な
「
メ
タ
方
法
論
」
的
な
問
い
か
け
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
以
下
の
よ
う

に
語
る
の
で
あ
る
。
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確
か
に
歴
史
記
述
や
歴
史
研
究
の
種
類
は
数
多
い
が
、
い
か
な
る
歴
史
学
的
な
（historische

）
関
心
も
、
活
動
史
的
な
反
省
の
意
識
的

な
実
行
の
う
ち
に
そ
の
根
拠
を
も
つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
の
だ
。〔
…
〕。活
動
史
的
な
反
省
の
権
勢
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
歴
史
叙
述
や
歴
史
研
究
を
、
究
極
的
に
ど
う
で
も
い
い
も
の
へ
と
還
元
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
解
釈
学
的
な
問
題

の
普
遍
性
は
、あ
ら
ゆ
る
種
類
の
歴
史
へ
の
関
心
の
背
後
へ
と
問
い
か
け
る
も
の
な
の
で
あ
り
、と
い
う
の
も
、そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
歴

史
学
的
な
問
い
」
の
根
底
に
あ
る
も
の
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
言
葉
に
よ
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
て
自
ら
の
歴
史
性
や
有
限
性
に
つ
い
て
の
透
徹
し
た
哲
学
的
反
省
へ
と
眼
差
し
を
転
回
し
な
い
限
り
、

ス
キ
ナ
ー
の
思
想
史
方
法
論
は
、
ど
れ
ほ
ど
微
細
に
精
緻
化
が
進
も
う
と
、
な
お
も
─
─
「
歴
史
的
（geschichtlich

）」
で
は
な
い
─
─
「
歴

史
学
的
（historisch

）」
な
客
観
主
義
に
囚
わ
れ
た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
や
は
り
ガ
ー
ダ
マ
ー
が
要
求
す
る
の
は
、
そ
の
よ

う
な
認
識
論
を
立
脚
地
と
し
た
過
去
の
テ
ク
ス
ト
と
の
関
係
の
あ
り
方
自
体
を
根
本
的
に
疑
い
、
自
ら
の
歴
史
性
に
対
す
る
無
自
覚
を
意
識

化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
学
と
は
、
そ
の
よ
う
な
存
在
論
的
自
覚
の
一
つ
の
派
生
態
な
い
し
亜
種
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
仮
に
そ
れ

に
従
事
す
る
人
々
が
真
に
歴
史
的
で
あ
る
こ
と
を
欲
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
脚
下
を
貫
い
て
い
る
自
己
の
存
在
の
歴
史
性
を
即
座
に
照
顧
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
よ
う
に
、
歴
史
的
世
界
に
氾
濫
し
て
い
る
多
種
多
様
な
「
意
見
（opinion

）」
を
、
永
遠
の
「
真
理

（truth

）」
に
つ
い
て
の
「
知
識
（know

ledge

）」
へ
と
置
き
換
え
て
い
く
政
治
哲
学
の
継
承
と
し
て
の
政
治
思
想
史
と
も
、ス
キ
ナ
ー
の
よ
う
に
、

方
法
論
的
な
手
練
手
管
を
用
い
て
過
去
を
過
去
と
し
て
再
構
成
す
る
こ
と
に
努
め
る
歴
史
学
と
し
て
の
政
治
思
想
史
と
も
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の

解
釈
学
が
相
容
れ
な
い
性
格
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ス
キ
ナ
ー
と
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
い
う
一
見
し
て
鋭
い
対
照
を
示
し
て
い
る
か
に
見
え
る
二
人
の
思
想
家
の
方
法
論
は
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
二
つ
な
が
ら
に
し
て
、
な
お
も
解
釈
の
正
し
さ
を
自
ら
の
属
す
る
地
平
や
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
外
部
に
求
め
よ
う
と
す
る
「
客

観
主
義
」
に
囚
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（（
（

。
一
方
に
お
い
て
前
者
が
、
歴
史
学
的
な
態
度
に
よ
っ
て
対
象
化
さ
れ
た
客
体
と
し
て
の

過
去
の
地
平
へ
と
移
入
す
る
こ
と
を
追
求
し
よ
う
と
し
─
─
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
ば
し
ば
「
概
念
史
」
や
「
観
念
史
」、「
精
神
史
」
に
も
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妥
当
す
る
だ
ろ
う（

（（
（

、
他
方
に
お
い
て
後
者
が
、
歴
史
的
な
地
平
を
超
越
し
た
普
遍
的
な
真
理
や
価
値
理
念
の
み
を
テ
ク
ス
ト
の
う
ち
に
読
み

込
も
う
と
す
る
と
き
、
そ
こ
で
は
、
と
も
に
思
想
史
研
究
を
遂
行
す
る
私
た
ち
自
身
の
歴
史
性
や
有
限
性
に
対
す
る
哲
学
的
反
省
が
等
閑
に

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　

二
つ
の
規
範
的
立
場
に
対
し
て

過
去
か
ら
伝
承
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
解
釈
す
る
過
程
に
お
け
る
現
在
へ
の
「
適
用
」
と
い
う
契
機
に
重
き
を
お
く
と
い
う
点
で
、
ガ
ー
ダ

マ
ー
の
解
釈
学
理
論
は
、
む
し
ろ
純
粋
な
歴
史
研
究
よ
り
は
政
治
理
論
の
方
法
論
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
本
稿
が
次
に
問
題
に
す
る
の
は
、
政
治
理
論
に
お
け
る
規
範
的
研
究
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
類
型
に
対
し

て
、
哲
学
的
解
釈
学
の
立
場
か
ら
い
か
な
る
批
判
的
知
見
が
導
き
出
さ
れ
う
る
か
で
あ
る
。
そ
の
際
に
参
考
に
な
る
の
は
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
が

他
の
現
代
思
想
の
代
表
的
潮
流
と
の
間
で
行
な
っ
た
交
流
で
あ
る
。
ま
ず
は
改
め
て
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
の
論
争
に
着
目
す
る
こ
と
か
ら
始
め

る
こ
と
に
し
よ
う
。

１　

哲
学
的
解
釈
学
と
批
判
理
論

「
討
議
（D

iskurs

）」
の
概
念
を
基
礎
に
し
て
旺
盛
に
政
治
理
論
を
展
開
し
て
い
る
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
カ
ー
ル
＝
オ
ッ
ト
ー
・

ア
ー
ペ
ル
が
、
と
も
に
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
哲
学
的
解
釈
学
の
批
判
的
継
承
を
通
じ
て
そ
の
思
想
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
が（

（（
（

、
こ
こ
で
の
目
的
は
、
彼
ら
の
間
の
論
争
の
委
細
に
立
ち
入
る
こ
と
で
は
な
く
、
歴
史
性
に
対
す
る
両
陣
営
の
態
度
の
違
い
か
ら
、
テ

ク
ス
ト
解
釈
に
関
す
る
哲
学
的
解
釈
学
と
批
判
理
論
の
隔
絶
を
導
き
出
す
こ
と
で
あ
る
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
も
ア
ー
ペ
ル
も
実
証
主
義
に
対
抗
す
る
武
器
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
は
、
等
し
く
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
哲
学
上
の
功
績
を
評

価
し
て
い
る
。
哲
学
的
解
釈
学
が
繰
り
返
し
強
調
し
て
き
た
歴
史
性
や
有
限
性
へ
の
認
識
は
、
社
会
科
学
に
お
い
て
支
配
的
で
あ
る
素
朴
な

科
学
的
客
観
主
義
を
打
破
す
る
た
め
に
は
極
め
て
有
効
な
道
具
立
て
な
の
で
あ
る（

（（
（

。
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し
か
し
な
が
ら
、
理
解
の
歴
史
性
を
素
朴
な
事
実
と
し
て
強
調
す
る
の
み
で
は
、
社
会
科
学
の
方
法
論
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う

の
が
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
ア
ー
ペ
ル
の
批
判
の
要
旨
で
あ
る
。
研
究
者
や
理
論
家
の
行
な
う
理
解
や
解
釈
が
歴
史
的
文
脈
の
拘
束
性
か
ら
免

れ
ら
れ
な
い
と
い
う
命
題
を
絶
対
視
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
営
為
を
歴
史
の
う
ち
へ
と
無
批
判
に
埋
没
さ
せ
、
継
承
さ
れ
た
伝
統
を
補
強
す

る
だ
け
の
保
守
主
義
か
、
あ
る
い
は
相
対
主
義
を
招
来
す
る
危
険
が
あ
る
と
二
人
は
指
摘
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

そ
れ
に
対
し
て
、「
理
想
的
発
話
状
況
」
や
「
超
越
論
的
語
用
論
」
と
用
い
る
語
彙
に
相
違
が
あ
る
が
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
ア
ー
ペ
ル
の

目
指
す
と
こ
ろ
は
一
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
性
と
い
う
事
実
に
立
脚
す
る
地
点
に
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
哲
学
的
解
釈
学
か
ら
一
歩
進

ん
で
、
彼
ら
は
い
か
な
る
解
釈
行
為
に
お
い
て
も
当
為
と
し
て
妥
当
し
う
る
よ
う
な
普
遍
的
な
理
念
を
再
構
成
す
る
こ
と
を
社
会
科
学
の
射

程
へ
と
収
め
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
か
ら
案
出
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
合
理
性
に
つ
い
て
の
彼
ら
の
論
証
に
深
入
り
す
る
こ
と
は
こ

こ
で
は
避
け
る
が
、
本
稿
と
の
関
連
で
重
要
な
の
は
、
こ
こ
で
理
論
的
に
要
請
さ
れ
る
価
値
理
念
が
、
同
時
に
ま
た
、
過
去
の
歴
史
や
テ
ク

ス
ト
に
向
き
合
う
際
の
理
論
家
の
態
度
に
お
い
て
も
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
精
神
科
学
の
担
う
べ
き
役
割
に

つ
い
て
の
ア
ー
ペ
ル
の
言
葉
を
一
つ
引
用
し
て
み
よ
う
。

人
間
の
文
化
的
進
化
を
そ
の
進
歩
と
退
歩
と
の
価
値
評
価
と
い
う
意
味
に
お
い
て
批
判
的
に
再
構
成
す
る
こ
と
が
理
解
に
よ
る
精
神
科

学
の
任
務
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
以
下
の
こ
と
が
そ
こ
で
主
題
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
か
に
し
て
科
学
的
な
合
理
性
に
基

づ
く
討
議
の
ア
プ
リ
オ
リ
が
洞
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
精
神
史
の
う
ち
で
事
実
と
し
て
登
場
し
た
か
と
い
う
こ
と
が
そ
れ
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
批
判
的
に
価
値
判
断
を
下
す
精
神
科
学
は
、
自
身
の
合
理
性
と
い
う
前
提
を
精
神
史
の
準
目
的
と
し
て
理
解
し
、

批
判
的
理
解
の
規
範
的
尺
度
と
し
て
扱
う
べ
き
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る（

（（
（

。

こ
こ
で
精
神
科
学
の
任
務
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
過
去
の
歴
史
に
審
判
を
下
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
先
験
的
な
理
念
を
根
拠
に
し
な
が
ら
、

そ
の
普
遍
的
規
範
の
発
展
史
と
し
て
過
去
の
歴
史
を
批
判
的
に
再
構
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
に
触
れ
る
と
き
、
ピ
ア
ジ
ェ

と
コ
ー
ル
バ
ー
グ
の
道
徳
的
な
発
展
段
階
論
を
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
ア
ー
ペ
ル
が
と
も
に
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
自
ず
と
想
起
さ
れ
る
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が（
（（
（

、
そ
れ
に
対
し
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
哲
学
的
解
釈
学
は
自
ら
の
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
妥
当
性
に
究
極
的
基
礎
づ
け
を
与
え
う
る
普
遍
的
公

準
を
欠
い
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
体
系
的
な
欠
陥
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
す
る
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
応
答
は
、
再
び
歴
史
性
と
有
限
性
と
い
う
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

彼
に
よ
れ
ば
、
何
ら
か
の
道
徳
的
規
範
や
価
値
理
念
を
手
が
か
り
に
し
て
、
テ
ク
ス
ト
解
釈
か
ら
生
じ
る
べ
き
真
理
を
先
取
す
る
よ
う
な
や

り
方
は
、
自
ら
の
歴
史
性
に
対
す
る
理
論
家
の
盲
目
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
態
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
ア
ー

ペ
ル
が
と
も
に
─
─
あ
た
か
も
神
の
言
葉
に
特
権
的
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
の
で
き
る
天
使
の
よ
う
に
─
─
歴
史
を
超
越
し
た
視
点
か
ら
歴
史

の
全
体
に
反
省
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
立
っ
て
い
る
と
錯
覚
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
批
判
す
る（

（（
（

。
哲

学
的
解
釈
学
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
現
代
の
規
範
意
識
や
価
値
理
念
が
歴
史
か
ら
抽
象
さ
れ
て
普
遍
的
規
則
と
な
り
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
テ

ク
ス
ト
解
釈
の
目
的
に
ま
で
投
影
さ
れ
る
と
き
、
そ
こ
か
ら
垣
間
見
え
て
く
る
の
は
、
自
ら
の
信
奉
す
る
規
範
が
歴
史
的
で
有
限
な
も
の
に

過
ぎ
な
い
こ
と
に
対
す
る
無
自
覚
な
の
で
あ
る
。

少
し
角
度
を
変
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
超
歴
史
的
な
価
値
理
念
と
そ
の
展
開
と
し
て
過
去
の
歴
史
を
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
ハ
ー

バ
ー
マ
ス
や
ア
ー
ペ
ル
の
態
度
は
、
か
つ
て
新
カ
ン
ト
派
の
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
が
体
系
化
し
た
「
問
題
史
」
と
同
じ
陥
穽
に
落
ち
込
ん
で

い
る
と
い
え
よ
う
。
人
間
の
歴
史
的
発
展
を
価
値
や
規
範
の
意
識
化
と
進
歩
と
し
て
把
握
し
な
が
ら
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
は
以
下
の
よ
う
に

語
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
哲
学
史
に
お
い
て
は
主
要
な
諸
問
題
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
主
要
な
解
決
の
方
向
も
ま
た
反
復
さ
れ
る
。
ま
さ
に

こ
の
あ
ら
ゆ
る
変
移
の
中
の
恒
常
性
こ
そ
〔
…
〕
や
は
り
哲
学
の
諸
問
題
が
人
間
の
精
神
に
と
っ
て
逃
れ
が
た
い
課
題
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
も
の
で
あ
る（

（（
（

」。

し
か
し
な
が
ら
、哲
学
的
解
釈
学
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、「
自
由
」
や
「
平
等
」
で
あ
れ
、「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
や
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
で
あ
れ
、

現
代
に
お
い
て
政
治
哲
学
上
の
関
心
を
引
き
つ
け
て
い
る
問
題
を
同
一
の
永
遠
な
価
値
を
も
っ
た
問
題
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
自
体
が
果
た

し
て
妥
当
か
否
か
が
、
ま
ず
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ゆ
え
に
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
史
に
対
す
る
根
本
的

な
懐
疑
を
投
げ
か
け
る
。
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も
し
問
題
の
同
一
性
を
空
虚
な
抽
象
で
あ
る
と
認
識
し
問
題
設
定
に
お
け
る
変
遷
を
承
認
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
に
の
み
問
題
史
は

初
め
て
歴
史
と
な
る
だ
ろ
う
。
歴
史
上
の
解
決
の
試
み
の
変
遷
の
う
ち
に
あ
る
問
題
の
同
一
性
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
歴
史

の
外
部
の
地
点
な
ど
存
在
し
な
い
。〔
…
〕。
歴
史
学
上
の
近
視
眼
に
よ
っ
て
の
み
、
私
た
ち
は
問
題
を
同
じ
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
が
、
問
題
の
真
の
同
一
性
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
視
点
を
超
え
た
視
点
な
ど
、
完
全
な
幻
想
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

そ
も
そ
も
「
問
題
史
の
弱
点
は
、
私
た
ち
自
身
の
洞
察
の
限
界
を
露
わ
に
し
て
く
れ
る
批
判
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
で
は
な
く
、
自
ら

の
問
題
へ
の
洞
察
を
確
証
す
る
も
の
と
し
て
し
か
哲
学
の
歴
史
を
読
解
で
き
な
い
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る（

（（
（

」。
そ
し
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
そ

の
よ
う
な
態
度
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
や
ア
ー
ペ
ル
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
自
ら
が
啓
蒙
さ
れ
た
意
識
と
し
て
普
遍
的
な
理
念
の
擁
護
者

で
あ
る
と
自
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
が
依
拠
し
て
い
る
規
範
的
立
場
を
自
明
視
し
な
が
ら
テ
ク
ス
ト
に
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て

生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

２　

哲
学
的
解
釈
学
と
脱
構
築

そ
れ
で
は
デ
リ
ダ
流
の
脱
構
築
的
な
テ
ク
ス
ト
解
釈
に
対
し
て
は
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
い
か
な
る
態
度
を
取
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
八
一

年
の
パ
リ
で
の
出
会
い
に
よ
っ
て
生
じ
た
ガ
ー
ダ
マ
ー
と
デ
リ
ダ
の
間
の
論
争
は
、
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
表
題
の
通
り
「
テ
ク
ス
ト
と
解

釈
」
を
め
ぐ
っ
て
の
も
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。

デ
リ
ダ
が
ガ
ー
ダ
マ
ー
へ
投
げ
か
け
た
疑
念
の
う
ち
、
着
目
す
る
べ
き
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
概
念
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
デ
リ
ダ
の
理

解
に
よ
れ
ば
、
哲
学
的
解
釈
学
と
は
過
去
と
現
在
の
二
つ
の
地
平
の
間
の
歴
史
的
連
続
性
を
発
見
す
る
こ
と
で
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
絶
え
ず
再

構
築
し
て
い
こ
う
と
す
る
努
力
な
の
で
あ
る
が
、
デ
リ
ダ
が
憂
慮
す
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
営
み
に
、
そ
の
連
関
か
ら
排
除
さ
れ
る
よ
う
な

テ
ク
ス
ト
解
釈
の
可
能
性
を
隠
蔽
す
る
暴
力
が
必
然
的
に
付
随
す
る
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。

そ
の
よ
う
な
哲
学
的
解
釈
学
の
難
点
を
克
服
す
る
べ
く
、
デ
リ
ダ
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
ニ
ー
チ
ェ
解
釈
に
対
す
る
批
判
と
い
う
婉
曲
的
な
仕

方
で
自
ら
の
読
解
手
法
を
示
そ
う
と
す
る
。
ニ
ー
チ
ェ
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
統
一
的
な
解
釈
を
施
そ
う
と
い
う
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
態
度
を
論
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難
し
て
彼
は
こ
う
述
べ
る
の
で
あ
る
。

あ
る
人
が
唯
一
の
名
前
を
担
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
な
ど
と
誰
が
言
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ニ
ー
チ
ェ
は
確
実
に
そ
ん
な
こ
と
は
言
っ
て

は
い
な
い
。〔
…
〕。
ニ
ー
チ
ェ
こ
そ
は
、
自
身
の
名
前
を
複
数
化
し
、
複
数
の
署
名
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
仮
面
に
よ
っ
て
戯
れ
た

数
少
な
い
人
間
の
一
人
で
は
な
か
っ
た
の
か（

（（
（

。

こ
の
デ
リ
ダ
の
言
葉
に
従
え
ば
、
何
ら
か
の
テ
ク
ス
ト
解
釈
が
正
し
い
の
は
、
対
話
に
よ
っ
て
テ
ク
ス
ト
と
の
間
に
合
意
を
形
成
し
、
過

去
の
思
想
家
の
う
ち
に
私
た
ち
の
地
平
と
融
合
し
う
る
よ
う
な
一
つ
の
体
系
的
な
相
貌
を
発
見
で
き
た
か
ら
で
は
な
い
。
む
し
ろ
反
対
に
テ

ク
ス
ト
読
解
が
目
指
す
べ
き
は
、
複
数
の
異
な
っ
た
解
釈
や
分
裂
を
次
々
と
創
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
隠
さ
れ
て
い
た
差
異
を
救
済
す
る

こ
と
な
の
で
あ
る
。
逆
に
、哲
学
的
解
釈
学
は
こ
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
断
絶
や
解
釈
の
多
元
化
と
し
て
の
「
散
種
（D

issem
ination

）」

へ
の
方
向
性
を
欠
い
て
い
る
が
ゆ
え
に
デ
リ
ダ
の
格
好
の
攻
撃
対
象
と
な
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
非
難
に
対
し
て
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
、
デ
リ
ダ
の
志
向
す
る
脱
構
築
的
な
解
釈
そ
の
も
の
が
歴
史
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
寄
生
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
可
能
と
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
で
応
戦
し
て
い
る
。
テ
ク
ス
ト
読
解
の
な
か
で
次
々
と
異
な
っ
た
解
釈
が

産
出
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
哲
学
的
解
釈
学
も
当
然
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が（

（（
（

、
そ
れ
で
も
な
お
現
在
と
過
去
の
地
平
の
間
に
一
貫
性
が
存
在

し
て
お
り
、
私
た
ち
が
そ
こ
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
こ
そ
理
解
や
解
釈
の
根
本
的
な
前
提
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

で
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
デ
リ
ダ
が
テ
ク
ス
ト
読
解
に
お
け
る
差
異
や
ず
れ
の
創
造
に
殊
更
に
加
担
す
る
態
度
を
取
る
の
は
何
故
な

の
だ
ろ
う
か
。
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
見
立
て
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
デ
リ
ダ
が
結
局
の
と
こ
ろ
、
形
而
上
学
批
判
を
先
鋭
化
す
る
こ
と
で
、
か
え
っ

て
生
成
を
実
体
化
し
て
し
ま
っ
た
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
圏
内
を
脱
し
き
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
─
─
こ
の
点
で
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
ハ

イ
デ
ガ
ー
の
ニ
ー
チ
ェ
批
判
を
踏
襲
す
る（

（（
（

。「
事
実
な
ど
存
在
し
な
い
。
た
だ
解
釈
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
」。
ニ
ー
チ
ェ
の
本
来
の
意
図
は
ど

う
あ
れ
、
こ
の
著
名
な
言
葉
が
金
科
玉
条
と
し
て
礼
賛
さ
れ
る
と
き
、
無
数
の
解
釈
が
生
成
さ
れ
続
け
る
こ
と
自
体
が
普
遍
的
な
価
値
を
有

す
る
も
の
と
し
て
自
己
目
的
化
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
チ
ェ
的
な
解
釈
概
念
を
継
承
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
と
し
て
デ
リ
ダ
は
歴
史
的
文
脈
を
無
視
し
た
超
越

的
な
規
範
と
し
て
、
メ
シ
ア
的
に
差
異
を
救
済
す
る
脱
構
築
的
な
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
普
遍
性
を
称
揚
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

ガ
ー
ダ
マ
ー
の
見
方
に
よ
れ
ば
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
や
ア
ー
ペ
ル
を
導
い
て
い
た
そ
れ
と
は
正
反
対
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
過
去
の
テ
ク
ス

ト
に
対
す
る
デ
リ
ダ
の
そ
の
よ
う
な
態
度
に
は
、
暗
黙
に
転
倒
し
た
普
遍
主
義
が
働
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
自
ら

の
規
範
的
関
心
が
先
行
す
る
か
た
ち
で
テ
ク
ス
ト
が
解
釈
さ
れ
る
と
き
、
そ
こ
で
発
生
し
て
い
る
の
は
、
ま
た
も
解
釈
者
の
歴
史
性
や
有
限

性
へ
の
無
自
覚
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
む
し
ろ
ガ
ダ
マ
ー
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
そ
の
よ
う
に
差
異
を
物
語
る
こ
と
自
体
が
、
歴
史
性
を

背
負
っ
た
解
釈
学
的
対
話
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
う
ち
で
の
み
意
味
を
も
ち
う
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る（

（（
（

。
逆
に
、
あ
ら
ゆ
る
解
釈
は
、
そ

れ
が
ど
れ
ほ
ど
創
造
的
で
興
趣
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
政
治
的
変
革
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
真
摯
な
存
在
論
的

探
求
か
ら
研
究
者
の
目
を
逸
ら
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
二
つ
の
論
争
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
、
過
去
の
歴
史
か
ら
普
遍
的
規
範
を
批
判
的
に
再
構
成
す
る
も
の
と
、
歴
史
に
埋
も

れ
た
異
な
っ
た
系
譜
を
叙
述
す
る
こ
と
で
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
偶
然
性
を
暴
き
抑
圧
さ
れ
た
差
異
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
い
ず
れ
の
テ

ク
ス
ト
解
釈
の
態
度
か
ら
も
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
哲
学
的
解
釈
学
は
隔
た
っ
た
位
置
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
の
が
極
端
化

さ
れ
た
二
つ
の
類
型
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
観
点
に
よ
る
な
ら
ば
、
そ
の
双
方
は
、
一
見
し
て
普
遍
と
特
殊
と
い

う
真
逆
の
方
向
性
を
志
向
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
自
身
が
擁
護
し
よ
う
と
す
る
規
範
的
立
場
の
絶
対
性
と
い
う
視
座
か
ら
テ
ク
ス

ト
解
釈
の
目
指
す
べ
き
目
的
を
先
取
す
る
こ
と
で
、
テ
ク
ス
ト
解
釈
者
の
有
限
性
を
忘
却
し
て
し
ま
っ
て
い
る
点
で
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ

る
。四　

存
在
論
と
し
て
の
政
治
思
想
史
へ
向
け
て

こ
こ
ま
で
の
探
求
に
お
い
て
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
哲
学
的
解
釈
学
に
潜
在
し
て
い
た
破
壊
力
が
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
こ
こ
で
改
め
て
私
た
ち
は
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
あ
れ
で
も
な
く
こ
れ
で
も
な
い
。
こ
の
否
定
の
道
の
向
こ
う
側
に
、
果
た
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し
て
何
が
見
え
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
頑
固
と
い
え
る
ま
で
の
他
の
思
想
家
に
対
す
る
拒
絶
を
ガ
ー
ダ
マ
ー
に
貫
か
せ
る
こ
と
を
可
能
と
し

て
い
る
核
心
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
批
判
的
態
度
の
根
底
に
あ
る
テ
ク
ス
ト
解
釈
に
つ
い
て
の
ガ
ー
ダ
マ
ー
自
身

の
規
範
的
根
拠
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
が
鮮
明
に
な
ら
な
い
限
り
本
稿
は
無
責
任
の
誹
り
を
免
れ
え
な
い
だ

ろ
う
。

こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
改
め
て
私
た
ち
が
出
発
点
と
す
る
べ
き
は
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
解
釈
学
が
、
テ
ク
ス
ト
読
解
の
た
め
の
技
術
論

で
あ
っ
た
伝
統
的
解
釈
学
と
は
異
な
り
、
理
解
や
解
釈
と
い
う
行
為
を
人
間
の
根
源
的
な
存
在
様
式
と
し
て
捉
え
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在
論

的
解
釈
学
の
系
譜
に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
に
立
つ
な
ら
ば
、
哲
学
的
解
釈
学
か
ら
思
想
史
研
究
の
方
法

論
を
編
み
出
そ
う
と
す
る
私
た
ち
の
試
み
は
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
存
在
論
的
問
い
へ
と
探
求
の
射
程
を
拡
大
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
る
。

で
は
ガ
ー
ダ
マ
ー
に
お
い
て
「
存
在
す
る
」
と
は
何
の
謂
い
な
の
だ
ろ
う
か
。「
私
た
ち
の
存
在
そ
の
も
の
と
し
て
の
対
話
」
と
い
う
ヘ

ル
ダ
ー
リ
ン
の
言
葉
を
た
び
た
び
彼
が
引
用
す
る
よ
う
に
、「
言
葉
を
も
っ
た
動
物
」
と
し
て
人
間
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
で
も

な
く
対
話
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
が
古
典
文
献
学
者
と
し
て
の
長
年
の
プ
ラ
ト
ン
研
究
か
ら
練
り
上
げ
た
知

見
に
よ
る
な
ら
ば（

（（
（

、
対
話
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
「
問
答
法
（D

ialektik

）」
と
い
う
論
理
に
よ
っ
て
運
動
し
て
い
く
解
釈
学
的
循

環
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。
こ
の
点
を
確
認
し
て
、
ま
ず
は
こ
の
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
解
釈
学
に
お
い
て
言
語
の
本
質
を

成
し
て
い
る
問
答
法
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
考
察
を
始
め
な
お
す
こ
と
に
し
よ
う
。

１　

問
い
と
答
え
の
論
理

ガ
ー
ダ
マ
ー
に
よ
れ
ば
、
テ
ク
ス
ト
の
理
解
や
解
釈
は
、
い
つ
で
も
解
釈
者
と
テ
ク
ス
ト
の
対
話
と
し
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
対
話
の
時
空
間
に
お
い
て
は
「
問
い
と
答
え
の
論
理
（D

ie D
ialektik von Frage und A

ntw
ort

）」
が
常
に
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
構
造
は
い
か
な
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
彼
は
、
研
究
者
が
出
会
う
過
去
の
テ
ク
ス
ト
と
は
彼
ら
が
「
問
い
」
う
る
こ

と
を
限
定
す
る
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
伝
承
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
の
総
体
で
あ
る
歴
史
の
連
関
に



57 加藤哲理【「解釈」を解釈する】

帰
属
す
る
こ
と
で
、
初
め
て
私
た
ち
は
何
ら
か
の
問
い
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

伝
承
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
が
解
釈
の
対
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
即
ち
、
そ
れ
が
解
釈
者
に
対
し
て
問
い
を
立
て
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
あ
る
人
に
立
て
ら
れ
る
問
い
と
の
本
質
的
な
関
係
が
解
釈
に
は
常
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
テ
ク
ス
ト
を
理
解
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
問
い
を
理
解
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。

善
き
生
と
は
何
か
、
正
し
い
政
治
秩
序
と
は
何
か
。
私
た
ち
が
抱
く
も
の
と
は
異
質
な
答
え
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
問
い
を
と
も
に
遂

行
す
る
対
話
者
と
し
て
、
私
た
ち
は
様
々
な
形
で
テ
ク
ス
ト
と
邂
逅
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
し
て
彼
は
「
問
い
の
地
平
（F
ragehrizont

）」
の
取
得
と
名
付
け
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
テ
ク
ス
ト
が
「
答
え

（A
ntw

ort

）」
で
は
な
く
「
問
い
（F

rage
）」
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の

概
念
に
は
、
解
釈
者
自
身
が
テ
ク
ス
ト
の
向
き
合
っ
て
い
る
「
問
い
」
を
─
─
抽
象
的
な
「
問
題
」
と
し
て
で
は
な
く
─
─
あ
る
歴
史
的
状

況
に
お
い
て
己
自
身
の
も
の
と
し
て
引
き
受
け
、
自
ら
の
手
で
新
た
な
答
え
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
に
し
て
、
研
究
者
自
身
が
解
釈
学
的
対
話
の
論
理
に
従
い
な
が
ら
新
た
な
解
釈
を
追
求
す
る
こ
と
で
、
テ
ク
ス
ト
と
そ
の
解
釈
の
蓄

積
か
ら
な
る
活
動
史
の
一
部
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
活
動
史
の
展
開
過
程
に
は
、
本
質
的
に
永
遠
に
終
わ
り
は
存
在
し
な
い
。「
理
解
す
る
と
は
常
に
異
な
っ
て
理
解
す
る
こ
と

で
あ
る（

（（
（

」
と
い
う
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
言
葉
が
示
す
と
お
り
、
解
釈
学
的
状
況
が
刻
一
刻
と
異
な
っ
た
も
の
と
な
り
、
そ
こ
で
遂
行
さ
れ
る
テ
ク

ス
ト
と
の
対
話
か
ら
発
生
す
る
答
え
が
、
い
つ
で
も
歴
史
的
で
有
限
な
も
の
に
と
ど
ま
る
以
上
、
こ
の
問
い
と
答
え
は
交
錯
し
な
が
ら
終
わ

る
こ
と
の
な
い
無
限
の
循
環
の
プ
ロ
セ
ス
を
形
作
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

ガ
ー
ダ
マ
ー
の
哲
学
的
解
釈
学
の
代
名
詞
と
も
言
わ
れ
る
「
活
動
史
」
は
こ
の
よ
う
に
し
て
問
答
法
の
論
理
に
従
っ
て
運
動
す
る
も
の
で

あ
り
、
ま
た
「
地
平
の
融
合
」
は
そ
の
円
環
の
う
ち
で
絶
え
間
な
く
発
生
し
続
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
少
し
長
く
な
る
が
、

彼
自
身
の
言
葉
を
こ
こ
に
引
用
し
て
お
き
た
い
。
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さ
て
、
解
釈
学
的
経
験
の
構
造
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
た
問
い
と
答
え
の
問
答
法
（D

ie D
ialektik von Frage und A

ntw
ort

）
は
、
活
動

史
的
意
識
が
ど
う
い
っ
た
種
類
の
意
識
で
あ
る
の
か
を
、
よ
り
詳
細
に
規
定
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
。
と
い
う
の
も
、
私
た
ち
の
示

し
た
問
い
と
答
え
の
問
答
法
は
、理
解
に
お
け
る
関
係
を
、あ
る
種
の
対
話
的
な
相
互
関
係
と
し
て
、明
ら
か
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。〔
…
〕。

そ
の
意
識
の
遂
行
様
式
は
テ
ク
ス
ト
と
解
釈
者
を
媒
介
す
る
理
解
に
お
け
る
地
平
の
融
合
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
。
今
や
、
以
下
の
論
究

を
導
い
て
い
く
考
え
は
、
理
解
の
う
ち
で
起
こ
る
地
平
の
融
合
が
、
本
来
的
に
言
語
の
所
産
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

有
限
性
と
歴
史
性
こ
そ
が
解
釈
学
を
導
く
根
本
命
題
で
あ
る
と
し
て
、
本
稿
は
議
論
を
進
め
て
き
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
そ

れ
ら
の
性
質
に
は
、
テ
ク
ス
ト
を
解
釈
す
る
営
み
が
言
語
性
を
も
つ
こ
と
、
つ
ま
り
は
問
答
法
と
い
う
論
理
で
進
展
す
る
解
釈
学
的
循
環
を

逃
れ
え
な
い
こ
と
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
問
答
法
の
構
造
が
素
描
さ
れ
る
と
き
、
先
に
ガ
ー
ダ
マ
ー
が
い
か
な
る
根
拠
に
よ
っ
て
他
の
立
場
を
拒
絶
し
て
い
た
の

か
も
同
時
に
ま
た
鮮
明
と
な
る
。
本
稿
が
取
り
上
げ
た
い
く
つ
か
の
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
方
法
論
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
理
解
の
循
環
に
正
し
く

入
り
込
も
う
と
し
な
い
か
ら
こ
そ
、
彼
の
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ガ
ー
ダ
マ
ー
に
よ
れ
ば
、
何
ら
か
の
方
法
論
を
も
っ
て
こ
の

解
釈
学
的
対
話
の
歴
史
的
循
環
の
外
部
に
脱
し
よ
う
と
試
み
た
り
、
自
身
の
規
範
的
意
識
に
即
し
て
一
つ
の
答
え
に
そ
れ
を
収
斂
さ
せ
た
り

し
よ
う
と
す
る
こ
と
こ
そ
、
最
も
回
避
さ
れ
る
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が
存
在
論
上
の
自
己
錯
誤
に
陥
り
た
く
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
あ
く
ま
で
も
自
ら
の
遂
行
す
る
理
解
や
解
釈
を
「
私
た
ち
の
存
在
そ
の
も
の
で
あ
る
対
話
」
の
内
部
で
生
じ
る
一
つ
の
「
出
来

事
（G

eschehen

）」
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
観
想
」
と
は
、
こ
の
出
来
事
か
ら
な
る
「
実
践
」
の
世
界
を
何

ら
か
の
方
法
や
形
而
上
学
的
理
念
に
よ
っ
て
超
越
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
有
限
性
と
歴
史
性
と
い
う
そ
の
世
界
の
根
底
で
働
く
論
理

を
徹
底
し
て
究
明
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

２　

問
い
の
エ
ー
ト
ス

そ
れ
で
は
、
こ
の
問
い
と
答
え
の
間
を
循
環
し
て
い
く
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
運
動
の
う
ち
に
あ
っ
て
理
論
家
や
研
究
者
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
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方
法
論
上
の
態
度
と
は
具
体
的
に
い
か
な
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
テ
ク
ス
ト
と
の
解
釈
学
的
対
話
が
繰
り
返
し
行
な
わ
れ
さ
え
す
れ
ば「
何

で
も
あ
り
（anything goes

）」
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
い
か
な
る
規
範
も
存
在
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト

と
の
交
流
は
誰
し
も
が
日
常
的
に
遂
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
理
論
家
の
み
に
要
求
さ
れ
る
特
殊
な
態
度
な
ど
そ
こ
に
は
不
要

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
哲
学
的
解
釈
学
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
問
い
か
け
に
究
極
的
な
答
え
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
は

ソ
ク
ラ
テ
ス
で
あ
る
。

問
答
法
に
つ
い
て
の
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
議
論
を
さ
ら
に
追
跡
し
な
が
ら
、
そ
の
点
に
迫
っ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
問
い
は
答
え
よ
り
も
存

在
論
的
に
優
位
に
あ
る
。『
真
理
と
方
法
』
に
お
い
て
、
彼
は
そ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
問
う
こ
と
の
み
が
、
私
た
ち
が

抱
い
て
い
る
答
え
を
繰
り
返
し
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
を
媒
介
に
し
た
新
た
な
問
い
を
解
放
し
、
問
答
法
の
循
環
を
動
か
し

て
い
く
原
理
と
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
曰
く
、

問
答
法
と
は
、
対
話
を
導
い
て
い
く
術
で
あ
り
、
あ
る
人
を
支
配
し
て
し
ま
っ
て
い
る
思
い
込
み
の
不
相
応
さ
を
、
問
い
続
け
て
い
く

こ
と
の
結
果
と
し
て
、
明
ら
か
に
す
る
技
術
に
他
な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
、
こ
こ
に
お
い
て
問
答
法
は
否
定
的
な
も
の

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
そ
れ
は

思
い
込
み
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
揺
さ
ぶ
り
は
、
同
時
に
浄
化
で
も
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ

は
事
象
へ
の
適
切
な
眼
差
し
を
解
放
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

人
間
が
有
限
で
歴
史
的
な
存
在
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
解
釈
上
の
答
え
に
永
遠
に
執
着
し
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
避
け
る
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
歴
史
の
変
遷
の
な
か
で
何
度
で
も
新
た
な
問
い
が
浮
上
し
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
釈
学

的
循
環
は
無
限
の
広
が
り
へ
と
開
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
問
い
は
、
人
間
存
在
の
有
限
性
と
、
そ
れ
に
相
即
す
る
も

の
と
し
て
の
歴
史
に
潜
在
す
る
真
理
の
無
限
性
と
い
う
二
つ
に
し
て
一
つ
の
存
在
の
事
実
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、ガ
ー
ダ
マ
ー

に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
問
い
を
喚
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
話
を
先
へ
と
導
き
、
か
く
な
る
真
実
に
眼
を
開
か
せ
る
術
と
し
て
の
問
答
法

は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
お
け
る
「
無
知
の
知
」
に
最
も
明
確
に
結
晶
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
よ
う
。
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問
い
と
い
う
論
理
上
の
形
式
と
そ
こ
に
内
在
し
て
い
る
否
定
性
は
、
根
源
的
否
定
性
と
し
て
の
無
知
の
知
（dem

 W
issen des 

N
ichtw

issens

）
に
お
い
て
完
成
す
る
。
ア
ポ
リ
ア
と
い
う
最
高
度
の
否
定
性
に
お
い
て
、
問
う
こ
と
の
持
っ
て
い
る
真
の
優
位
を
解
明

し
た
の
が
、
か
の
有
名
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
る
無
知
の
知
（docta ignorantia

）
だ
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
う
し
て
、
問
答
法
的
に
進
展
し
て
い
く
活
動
史
の
流
れ
の
う
ち
に
あ
り
な
が
ら
、
異
質
な
テ
ク
ス
ト
と
の
対
話
を
続
け
、
そ
れ
ま
で
の

自
己
が
何
度
も
否
定
さ
れ
る
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
知
の
知
と
い
う
境
地
を
体
得
し
て
い
く
こ
と
が
、
思
想
史
研
究

者
に
は
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
テ
ク
ス
ト
と
対
話
を
続
け
て
い
く
こ
と
以
外
に
、
解
釈
学
的
対
話
に
は
己
の

根
源
的
な
無
知
を
徹
見
す
る
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
到
達
地
点
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

プ
ラ
ト
ン
の
描
写
に
お
い
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
導
い
て
い
く
対
話
に
は
、
ア
ポ
リ
ア
と
い
う
も
う
一
つ
の
目
標
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
そ
の

都
度
新
た
に
善
に
向
け
て
問
う
て
い
く
衝
動
を
呼
び
覚
ま
す
も
の
で
あ
る
。
無
知
こ
そ
が
、
プ
ラ
ト
ン
に
よ
る
と
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
問

い
に
あ
る
唯
一
の
本
来
的
な
答
え
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
こ
で
は
哲
学
的
解
釈
学
の
核
心
で
あ
る
理
解
の
有
限
性
や
歴
史
性
は
、
い
か
な
る
事
象
へ
の
問
い
に
お
い
て
も
人
間
は
究
極
的
な
答
え

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
常
に
無
知
に
と
ど
ま
り
、
絶
え
ず
そ
こ
へ
と
向
か
っ
て
い
く
問
い
か
け
と
し
て
の
み
し
か
存
在
で
き
な
い
と

い
う
根
源
的
な
事
実
性
を
表
す
も
の
と
し
て
解
釈
し
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
に
研
究
者
が
依
拠
す
る
べ
き
唯
一
の
規

範
と
は
、
正
し
い
テ
ク
ス
ト
解
釈
を
確
証
す
る
方
法
論
で
は
な
く
、
解
釈
学
的
対
話
と
い
う
自
ら
の
本
来
的
な
存
在
様
式
に
忠
実
で
あ
る
こ

と
と
し
て
の
「
問
い
の
エ
ー
ト
ス
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

い
か
な
る
「
道
を
辿
っ
て
（m

eta hodos

）」
正
し
い
解
釈
へ
と
行
き
着
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
問
い
を
も
っ

て
本
稿
の
探
求
を
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
歩
ん
だ
「
道
（W

eg

）」
を
辿
っ
て
で
あ
る
─
─
そ
の
問
い
に
対
す
る
ガ
ー
ダ
マ
ー

の
答
え
は
い
ま
や
あ
ま
り
に
も
明
白
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
解
釈
を
無
限
へ
と
開
い
て
い
く
「
問
い
」
と
、
そ
の
都
度
与
え
ら
れ
る
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有
限
な「
答
え
」の
間
で
展
開
し
て
い
く
活
動
史
の
論
理
に
正
し
く
則
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
解
釈
者
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、

そ
の
循
環
か
ら
抜
け
出
る
た
め
の
方
法
論
や
普
遍
妥
当
的
な
答
え
を
先
験
的
に
判
別
す
る
基
準
を
確
立
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
新
た
な
解
釈

が
存
在
す
る
可
能
性
へ
の
「
開
か
れ
た
態
度
（O

ffenheit

）」
や
、
問
答
法
を
導
く
問
い
の
エ
ー
ト
ス
を
、
テ
ク
ス
ト
と
の
対
話
の
経
験
そ
の

も
の
に
よ
っ
て
事
上
に
磨
錬
し
て
い
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
個
々
の
研
究
者
が
─
─
そ
れ
が
専
門
分
化
し
た
現
代
の
大
学
に
お
い
て
過
大
な
要
求
で
あ
る
か
否
か
は
さ
て
お
い
て
も（

（（
（

─
─
存
在
論
的
な
自
己
究
明
の
過
程
と
し
て
思
想
史
研
究
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い（

（（
（

。
思
想
史
研
究
が
真
に
歴
史
的
探
求
で
あ

り
う
る
の
は
、
そ
れ
が
、
歴
史
的
世
界
に
生
き
る
人
間
が
自
ら
の
存
在
の
本
来
的
な
真
実
相
を
自
覚
し
て
い
く
道
程
の
、
一
つ
の
純
化
さ
れ

た
可
能
性
で
あ
る
と
き
の
み
で
あ
る
（
そ
の
と
き
哲
学
か
歴
史
か
と
い
う
不
毛
な
二
者
択
一
は
消
滅
す
る
）。
そ
し
て
、
そ
の
徹
底
し
た
自
覚
の
プ

ロ
セ
ス
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト
解
釈
が
最
後
に
辿
り
着
く
べ
き
地
点
、
そ
れ
が
受
肉
し
た
ロ
ゴ
ス
と
し
て
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
な
る
こ
と
な
の
で

あ
る
。
で
は
最
後
に
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
こ
こ
ま
で
の
考
察
を
締
め
く
く
る
こ
と
に
し
よ
う
。

無
知
の
知
と
は
、
普
遍
妥
当
的
な
科
学
的
命
題
を
立
て
よ
う
と
す
る
研
究
者
の
態
度
で
は
な
く
、
倫
理
的
な
己
事
究
明
（sittliche 

Selbsterforschung

）
と
自
己
認
識
の
模
範
な
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
は
対
話
に
よ
っ
て
の
み
築
き
上
げ
ら
れ
、
対
話
の
う

ち
で
の
み
働
く
も
の
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
教
説
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
プ
ラ
ト
ン
は
は
っ
き
り
と
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

五　

お
わ
り
に
─
─
解
釈
の
葛
藤
を
超
え
て

こ
こ
で
本
稿
の
末
尾
に
あ
た
っ
て
、
西
洋
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
徹
底
し
た
批
判
者
で
あ
っ
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
は
異
な
り
、
ガ
ー

ダ
マ
ー
が
人
文
主
義
の
伝
統
の
継
承
者
を
自
認
し
て
い
た
こ
と
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
「
共
通
感
覚
（sensus 

com
m

unis

）」
や
「
判
断
力
（U

rteilskraft

）」
な
ど
人
文
主
義
を
導
く
根
本
概
念
を
擁
護
す
る
こ
と
か
ら
『
真
理
と
方
法
』
の
叙
述
を
始
め

て
い
る
が
、
と
り
わ
け
注
目
し
た
い
の
は
「
教
養
（Bildung

）」
の
概
念
で
あ
る
。



62政治思想における言語・会話・討議【政治思想研究 第13号／2013年５月】

精
神
科
学
を
学
問
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
は
、
近
代
科
学
の
方
法
理
念
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
教
養
概
念
の
伝
統
か
ら
理
解
さ
れ
う

る
の
で
あ
る
。
私
た
ち
が
振
り
返
っ
て
み
る
べ
き
は
、
人
文
主
義
の
伝
統

0

0

0

0

0

0

0

な
の
で
あ
る（

（（
（

。

彼
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
思
想
に
お
け
る
教
養
概
念
の
重
要
性
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
に
論
じ
ら
れ

た
存
在
論
と
し
て
の
政
治
思
想
史
が
、
同
時
に
ま
た
教
養
と
し
て
の
政
治
思
想
史
と
し
て
の
側
面
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

１　

教
養
と
し
て
の
政
治
思
想
史

し
ば
し
ば
「
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
者
」
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に（

（（
（

、「
問
答
法
」
の
実
践
に
よ
る
存
在
論
的
な
自
覚
の
過
程

と
し
て
思
想
史
研
究
を
捉
え
よ
う
と
す
る
ガ
ー
ダ
マ
ー
と
、
他
者
と
の
邂
逅
に
よ
る
精
神
の
「
弁
証
法
」
的
な
現
象
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
歴

史
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
間
に
は
多
く
の
類
似
点
が
存
在
し
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
と
同
じ
く
「
愚
行
の
回
廊
」
と
揶
揄
さ
れ
る

よ
う
な
陳
列
的
な
学
説
史
を
ガ
ー
ダ
マ
ー
が
拒
否
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が（

（（
（

、
そ
れ
以
上
に
彼
は
ま
た
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
提
唱
し
た
教
養
の

理
念
を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
曰
く
、

ヘ
ー
ゲ
ル
は
ま
た
「
哲
学
が
存
在
す
る
た
め
の
条
件
は
教
養
の
う
ち
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
見
て
と
っ
て
い
た
が
、
私
た
ち
は
そ
れ

と
と
も
に
精
神
科
学
も
付
け
加
え
た
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
精
神
の
存
在
は
、
本
質
的
に
教
養
の
理
念
と
結
び
つ
い
て
い
る
か

ら
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
信
念
に
従
う
の
で
あ
れ
ば
、
哲
学
的
解
釈
学
に
従
事
す
る
人
々
が
第
一
に
体
得
す
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
は
、

「
完
成
さ
れ
た
教
養
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
理
論
家
や
思
想
史
研
究
者
に
要
求
さ
れ
る
の
は
、
学
問
的
な
方
法
論
に
通
暁
し
て
い
る
こ
と

で
は
な
く
、
テ
ク
ス
ト
を
題
材
と
し
て
、「
異
質
な
も
の
の
う
ち
に
自
ら
の
も
の
を
認
識
し
、
そ
の
う
ち
に
慣
れ
親
し
む
」
と
い
う
「
精
神

の
根
源
的
運
動
」
を
反
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
養
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。
再
び
彼
の
言
葉
を
借
り
る
の
で
あ
れ
ば
、「
精



63 加藤哲理【「解釈」を解釈する】

神
科
学
が
前
提
と
し
て
い
る
の
は
、
学
問
的
意
識
が
す
で
に
教
養
を
も
っ
た
意
識
と
な
り
、
ゆ
え
に
学
習
し
た
り
模
倣
し
た
り
す
る
こ
と
の

不
可
能
な
機
知
を
手
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
機
知
だ
け
が
精
神
科
学
に
お
け
る
判
断
の
形
成
や
認
識
の
在
り

方
を
基
盤
の
よ
う
に
支
え
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

」。

た
だ
し
、
完
成
さ
れ
た
教
養
と
い
う
と
き
、
そ
こ
に
ヘ
ー
ゲ
ル
と
は
異
な
っ
た
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、ガ
ー
ダ
マ
ー
に
お
け
る
教
養
と
は
、ヘ
ー
ゲ
ル
の
よ
う
に
絶
対
知
に
よ
っ
て
完
結
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
普
遍
性
へ
と
自
ら
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
の
教
養
こ
そ
人
間
の
任
務
で
あ
る
」。
こ
の
よ
う
に
ガ
ー
ダ
マ
ー
が
語
る
と
き
、
そ
こ
に
含

意
さ
れ
る
の
は
、
全
く
逆
に
、
こ
の
教
養
形
成
の
過
程
に
終
わ
り
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る（

（（
（

。
あ
る
い
は
、
矛
盾
を
孕
ん
だ
言
い
方

を
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
無
限
に
終
わ
る
こ
と
の
な
い
解
釈
学
的
循
環
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
─
─
人
間
存
在
の
有

限
性
や
歴
史
性
や
言
語
性
─
─
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
と
の
解
釈
学
的
対
話
へ
と
開
か
れ
た
態
度
を
獲

得
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
完
成
さ
れ
た
教
養
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
い
つ
で
も
「
他
者
や
自
分
と
は
異
な
っ
た
よ
り
普
遍
的
な
視

点
に
い
つ
で
も
開
か
れ
た
ま
ま
で
い
る
」
こ
と
と
し
て
の
教
養
を
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
「
普
遍
的
感
覚
（allgem

einer Sinn

）」
と
し
て
称
揚
し

て
い
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
叙
述
す
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
問
う
人
と
し
て
求
道
者
の
風
貌
を
も
ち
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

伝
統
的
な
人
文
主
義
的
教
養
の
体
現
者
で
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
し
て
ま
た
、
哲
学
的
解
釈
学
か
ら
帰
結
し
た
存
在
論
的
な
問

い
か
け
と
し
て
の
政
治
思
想
史
は
、
同
時
に
教
養
と
し
て
の
政
治
思
想
史
と
い
う
側
面
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ

う
。

２　

複
数
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
前
に

と
こ
ろ
で
、
政
治
思
想
史
と
い
う
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
連
鎖
の
始
ま
り
に
、
長
く
プ
ラ
ト
ン
の
対
話
篇
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
つ

い
て
、
多
く
の
思
想
史
研
究
者
は
異
論
を
挟
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
解
釈
学
も
そ
の
プ
ラ
ト
ン
読
解
に
新
た
な
一

頁
を
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
こ
こ
で
一
種
の
困
惑
が
生
じ
て
く
る
。
と
い
う
の
も
、
先
に
論
じ
た
他
の
多
く
の
思
想
家
も
ま
た
独
自
の
ソ

ク
ラ
テ
ス
解
釈
を
通
し
て
自
身
の
哲
学
的
立
場
を
擁
護
し
て
い
る
の
を
私
た
ち
は
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ー
ペ
ル
に
と
っ
て
ソ
ク
ラ

テ
ス
こ
そ
は
西
欧
世
界
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
合
理
性
を
初
め
て
具
現
化
し
た
人
物
で
あ
っ
た
し
、
デ
リ
ダ
が
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』

篇
の
独
創
的
な
解
釈
を
通
し
て
プ
ラ
ト
ン
哲
学
自
体
の
中
か
ら
パ
ロ
ー
ル
と
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
関
係
の
逆
転
を
引
き
出
し
て
く
る
際
の
筆

致
の
鮮
や
か
さ
を
想
起
す
る
こ
と
も
で
き
る（

（（
（

。
あ
る
い
は
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
こ
そ
人
間
の
自
然
本
性
を
問
う
た
初
め
て

の
政
治
哲
学
者
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
ス
キ
ナ
ー
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
始
ま
る
既
存
の
思
想
史
叙
述
の
「
不
倶
戴
天
の
敵
」
を
自
称
し
て
い

た
こ
と
思
い
起
こ
せ
ば
、
彼
に
お
い
て
は
敢
え
て
主
題
化
さ
れ
な
い
と
い
う
逆
説
的
な
形
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
対
す
る
態
度
が
顕
在
化
さ
れ
て

い
る
と
言
え
な
く
は
な
い
だ
ろ
う（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
複
数
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
を
前
に
す
る
と
き
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
も
ま
た
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
研
究
対
象
の
う
ち
に
存
在
や
真
理

に
つ
い
て
の
一
つ
の
恣
意
的
な
世
界
像
を
読
み
こ
ん
で
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
疑
念
が
生
じ
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
。

私
た
ち
は
「
職
業
と
し
て
の
思
想
史
研
究
」
を
遂
行
す
る
も
の
と
し
て
の
本
分
を
超
え
て
、
自
ら
の
日
常
的
営
為
の
意
味
へ
と
試
み
に
問
い

を
た
て
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
「
神
々
の
闘
争
」
が
不
可
避
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
研
究
者
に

求
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
実
存
的
問
い
に
対
す
る
最
低
限
の
禁
欲
な
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
こ
の
「
解
釈
の
葛
藤
」

を
最
終
的
に
共
約
可
能
と
す
る
よ
う
な
普
遍
的
尺
度
を
示
す
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
い
う
、
こ
の
禁
欲
の
背
後
に
あ
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
克
服

す
る
こ
と
は
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
も
は
や
不
可
能
ご
と
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

し
か
し
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
答
え
は
否
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
よ
う
な
複
数
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
存
在
し
て
き
た
─
─
そ
し
て
こ
れ

か
ら
も
存
在
し
て
い
く
だ
ろ
う
─
─
と
い
う
事
態
、
各
々
の
研
究
者
の
「
問
い
」
か
け
の
中
で
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
そ
の
人
が
絶
え
ず
相
貌
を
改

め
な
が
ら
、
歴
史
の
中
で
一
つ
の
「
答
え
」
と
し
て
繰
り
返
し
登
場
し
て
く
る
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
、
伝
統
の
近
さ
と
遠
さ
、
問
い
と

答
え
の
間
で
実
践
さ
れ
る
無
限
な
る
循
環
と
し
て
の
解
釈
学
的
対
話
こ
そ
が
、
テ
ク
ス
ト
解
釈
が
遂
行
さ
れ
る
べ
き
真
実
の
存
在
様
式
で
あ

る
こ
と
─
─
そ
し
て
そ
の
論
理
を
体
現
し
た
姿
こ
そ「
真
実
の
」ソ
ク
ラ
テ
ス
像
で
あ
る
こ
と
─
─
を
示
唆
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ガ
ー
ダ
マ
ー
に
と
っ
て
研
究
者
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
「
実
在
（Sache

）」
へ
の
パ
ト
ス
と
は
、
対
象
か
ら
距
離
を
取
ろ
う
と
す
る
「
客
観
性
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（Sachlichkeit

）」
へ
の
執
着
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
こ
の
実
在
の
真
の
姿
へ
と
自
ら
を
近
づ
け
て
い
こ
う
と
す
る
哲
学
と
求
道
へ
の
エ
ロ
ー

ス
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
─
─
そ
れ
は
自
ら
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
よ
う
に
善
く
生
き
る
こ
と
選
ぶ
こ
と
に
等
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
究

極
的
に
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
、
テ
ク
ス
ト
解
釈
を
生
業
と
す
る
人
々
に
対
し
て
、
最
後
に
は
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
を
捨
て
る
こ
と
す
ら
要
求
す
る

の
で
あ
る
。

プ
ラ
ト
ン
の
対
話
篇
は
哲
学
的
、
詩
人
的
芸
術
の
偉
大
な
る
名
手
に
よ
っ
て
書
き
落
と
さ
れ
た
対
話
な
の
で
あ
る
が
、
私
た
ち
が
か
の

有
名
な
『
第
七
書
簡
』
に
よ
っ
て
プ
ラ
ト
ン
自
身
か
ら
知
ら
さ
れ
る
の
は
、
彼
が
自
身
の
真
実
の
教
え
を
文
字
で
表
現
し
た
も
の
を
後

に
残
さ
な
か
っ
た
し
、
そ
う
す
る
こ
と
も
欲
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
は
、
模
倣
に
よ
っ
て
二
重
化
さ

れ
た
も
の
、
つ
ま
り
は
文
字
に
さ
れ
た
対
話
を
手
段
に
し
て
、
思
索
が
自
ら
で
言
葉
を
発
見
し
て
い
く
よ
う
な
─
─
そ
れ
は
決
し
て
答

え
の
与
え
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
任
務
で
は
あ
る
が
─
─
言
葉
で
話
さ
れ
る
対
話
へ
突
き
抜
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
性
の
前
に
、

は
っ
き
り
と
私
た
ち
を
立
た
せ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

ガ
ー
ダ
マ
ー
が
遺
し
た
こ
の
言
葉
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
思
想
史
研
究
者
に
よ
っ
て
学
問
的
に
継
承
さ
れ
て
い
く
べ
き
は
、

正
し
い
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
方
法
論
で
は
な
く
、
テ
ク
ス
ト
解
釈
を
通
し
て
鍛
え
あ
げ
ら
れ
た
正
し
い
生
き
方
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。「
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
教
養
を
前
提
と
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
手
続
や
態
度
の
問
題
で
は
な
く
、
エ
ー
ト
ス
の
問
題
な
の
で

あ
る（

（（
（

」。
そ
れ
が
冒
頭
に
掲
げ
た
問
い
に
対
し
て
哲
学
的
解
釈
学
が
与
え
う
る
唯
一
の
解
答
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
一
見
し
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
訴
え
か
け
か
ら
生
ま
れ
る
姿
勢
が
、
結
局
は
政
治
思
想
史
と
政
治
理
論
と
い
う
二
つ
の

態
度
の
均
衡
や
思
想
史
研
究
を
通
じ
た
教
養
形
成
と
い
う
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
が
陰
に
陽
に
分
か
ち
も
っ
て
い
る
共
通
感
覚
に
帰
着
す
る

も
の
に
過
ぎ
な
い
に
し
て
も
、
邪
道
へ
と
転
落
し
て
い
く
危
険
性
を
絶
え
ず
警
戒
し
な
が
ら
、
そ
の
常
識
を
常
識
と
し
て
徹
底
し
て
反
省
し

抜
き
、
思
想
史
研
究
者
が
踏
み
行
な
う
べ
き
正
道
と
中
庸
を
敢
え
て
明
確
に
意
識
化
し
て
み
せ
た
と
い
う
点
に
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
哲
学
的
解

釈
学
の
独
創
性
は
認
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
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（
１
）
Ｒ
・
ロ
ー
テ
ィ
『
連
帯
と
自
由
の
哲
学
：
二
元
論
の
幻
想
を
超
え
て
』、
冨
田
恭
彦
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
一
〇
五
─
一
一
八
頁
。

（
２
）
近
年
の
例
と
し
て
以
下
を
挙
げ
て
お
く
。
松
本
礼
二
『
ト
ク
ヴ
ィ
ル
で
考
え
る
』、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
二
─
五
頁
。
過
去
の
歴
史
的
文
脈

の
一
契
機
と
し
て
古
典
を
考
証
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
う
ち
に
歴
史
を
超
え
た
価
値
も
発
見
す
る
と
い
う
、
こ
こ
で
松
本
が
教
示
し
て
い
る
中
間
的
態
度

は
、
思
想
史
研
究
者
に
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
良
識
で
あ
ろ
う
。

（
３
）H

ans-Georg Gadam
er, G

esam
m

elte W
erke 1: H

erm
eneutik I: W

ahrheit und M
ethode: G

rundzüge einer philosophischen 
H

erm
eneutik, J. C. B. M

ohr

（Paul Siebeck

）, 1999, S. 300

（
轡
田
収
他
訳
『
真
理
と
方
法
』、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
・
二
〇
〇
八
・
二

〇
一
二
年
、
四
六
三
頁
）.
こ
の
箇
所
を
政
治
思
想
史
の
叙
述
に
援
用
し
た
も
の
と
し
て
、
山
岡
龍
一
『
西
洋
政
治
理
論
の
伝
統
』、
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、

二
〇
〇
九
年
、
二
五
─
二
六
頁
。
そ
の
他
に
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
諸
概
念
に
方
法
論
の
文
脈
で
言
及
し
た
も
の
と
し
て
小
野
紀
明
『
精
神
史
と
し
て
の
政
治
思

想
史
：
近
代
的
政
治
思
想
成
立
の
認
識
論
的
基
礎
』、
行
人
社
、
一
九
八
八
年
、
一
六
─
一
七
頁
が
あ
る
。

（
４
）
例
え
ば
藤
原
保
信
も
ま
た
、
歴
史
を
超
え
た
価
値
の
探
求
と
過
去
の
歴
史
的
再
構
成
と
い
う
思
想
史
研
究
の
二
つ
の
方
向
性
を
媒
介
す
る
第
三
の
道

と
し
て
の
哲
学
的
解
釈
学
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
思
想
に
内
在
し
な
が
ら
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
到
っ
て
い
な
い
。

藤
原
保
信
・
白
石
正
樹
・
渋
谷
浩
編
『
政
治
思
想
史
講
義
』、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
一
年
、
六
─
七
頁
。

（
５
）
こ
の
点
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
以
下
の
論
文
を
挙
げ
て
お
く
。Chris Law

n, Gadam
er and the D

ialogue betw
een Philosophy and 

Its H
istory, in A

ndrzej W
ierciński

（Ed.

）, G
adam

er ’s H
erm

eneutics and the A
rt of Conversation, LIT

 V
erlag, 2011, pp. 505-512.

（
６
）H

ans-Georg Gadam
er, G

esam
m

elte W
erke 2: H

erm
eneutik II: W

ahrheit und M
ethode: E

rgänzungen, J. C .B. M
ohr 

（Paul 
Siebeck

）, 1999, S. 439f.

（
邦
訳
xii
頁
）.

（
７
）
両
者
の
個
人
的
交
流
に
つ
い
て
は
以
下
の
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
回
想
を
参
照
。H

ans-Georg Gadam
er, Gadam

er on Strauss, in Interpretation, 
V

ol. 12, N
o. 1

（1984

）pp. 1-12. 

ま
た
各
々
の
伝
記
的
生
涯
に
つ
い
て
はJean Grondin, H

ans-G
eorg G

adam
er: E

ine Biographie, J. C. 
B. M

ohr 

（Paul Siebeck

）, 2000, Steven B. Sm
ith, Leo Strauss: T

he O
utline of a Life, in C

am
bridge C

om
panion to L

eo Strauss, 
Cam

bridge U
niversity Press, 2009, pp. 13-40.

（
８
）
政
治
科
学
に
対
す
る
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
『
政
治
哲
学
と
は
何
か
：
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
政

治
哲
学
論
集
』、
石
崎
嘉
彦
訳
、
昭
和
堂
、
一
九
九
二
年
、
二
三
二
─
二
七
五
頁
を
参
照
。

（
９
）H

ans-Georg Gadam
er, Leo Strauss, Correspondence Concerning W

ahrheit und M
ethode, in Independent Journal of Philosophy, 
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V
ol. 2

（1978

）p. 7.
（
10
）
こ
の
よ
う
な
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
は
、
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
『
自
然
権
と
歴
史
』、
塚
崎
智
・
石
崎
嘉
彦
訳
、
昭
和
堂
、
一
九
八

八
年
、
一
三
三
─
一
七
九
頁
を
参
照
。

（
11
）Gadam

er, G
esam

m
elte W

erke 2, S. 416

（
邦
訳
八
八
九
頁
）.

（
12
）Ebenda, S. 423

（
邦
訳
八
九
九
頁
）.

（
13
）
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
『
政
治
哲
学
と
は
何
か
』、
八
三
頁
。

（
14
）Gadam

er, G
esam

m
elte W

erke 2, S. 103.

（
15
）
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
独
特
の
テ
ク
ス
ト
解
釈
に
つ
い
て
はLeo Strauss, Persecution and the A

rt of W
riting, T

he U
niversity of Chicago 

Press, 1952. 

ま
た
飯
島
昇
蔵
「
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
政
治
哲
学
の
歴
史
」、
田
中
浩
編
『
思
想
史
学
の
現
在
と
未
来
』
所
収
、
未
來
社
、
二
〇
〇
九

年
、
一
七
七
─
一
九
七
頁
も
参
照
。

（
16
）
Ｊ
・
Ｃ
・
Ａ
・
ポ
ー
コ
ッ
ク
や
ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
な
ど
他
の
代
表
的
理
論
家
と
ス
キ
ナ
ー
と
の
厳
密
な
相
違
ま
で
を
踏
ま
え
て
議
論
を
展
開
す
る
こ
と

は
残
念
な
が
ら
本
稿
の
手
に
余
る
。
彼
ら
の
間
の
看
過
す
べ
き
で
な
い
差
異
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
堤
林
剣
「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
批

判
的
継
承
の
可
能
性
に
関
す
る
一
考
察
（
一
）（
二
・
完
）」、『
法
学
研
究
』
第
七
二
巻
・
第
十
一
号
、
第
七
三
巻
・
第
三
号
、
一
九
九
九
年
・
二
〇
〇
〇

年
、
四
一
─
一
〇
二
頁
・
三
三
─
六
七
頁
。
さ
ら
に
森
直
人
「
Ｑ
・
ス
キ
ナ
ー
と
Ｊ
・
Ｃ
・
Ａ
・
ポ
ー
コ
ッ
ク
─
─
方
法
論
的
比
較
」、『
経
済
論
叢
別
冊
： 

調
査
と
研
究
』、
第
二
五
号
、
二
〇
〇
二
年
、
八
五
─
九
九
頁
。

（
17
）H

irsch, E. D
., V

alidity in Interpretation, Y
ale U

niversity Press, 1967, p. 255. 

ベ
ッ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
以
下
の
著
作
を
参
照
。Em

ilio 
Betti, A

llgem
eine A

uslegungslehre als M
ethodik der G

esitesw
issenschaften, J. C. B. M

ohr, 1967.

（
18
）
ク
エ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー
『
思
想
史
と
は
何
か
：
意
味
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト
』、
半
澤
孝
麿
・
加
藤
節
編
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
三
三
〇
頁
。

ス
キ
ナ
ー
の
方
法
論
の
発
展
の
委
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
稿
を
参
照
。
関
口
正
司
「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
閉
じ
る
と
い
う
こ
と
：
ク
エ
ン
テ
ィ
ン
・
ス

キ
ナ
ー
と
政
治
思
想
史
」、『
法
政
研
究
』
第
六
一
巻
、
第
三
・
四
号
、
六
五
三
─
七
二
三
頁
。M

asashi Sekiguchi, Conventions and Intentions: 
T

he Problem
 of Closing Context in Q

uentin Skinner ’s M
ethodology of the H

istory of Political T
hought, in International Journal of 

Public A
ffairs

（R
esearch Center on Public A

ffairs for Sustainable Society, Chiba U
niversity

）, V
ol. 2 pp. 29-37, 04/2006.

（
19
）
ス
キ
ナ
ー
前
掲
書
、
三
〇
四
頁
。

（
20
）
同
上
書
、
三
三
六
─
三
三
七
頁
。「
作
者
の
死
」
を
容
認
す
る
か
否
か
の
対
立
に
ス
キ
ナ
ー
と
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
と



68政治思想における言語・会話・討議【政治思想研究 第13号／2013年５月】

し
て
、
半
澤
孝
麿
「
政
治
思
想
史
研
究
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
の
自
律
性
の
問
題
（
一
）：
Ｑ
・
ス
キ
ナ
ー
を
め
ぐ
る
方
法
論
々
争
を
め
ぐ
っ
て
」、『
東
京

都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
』
第
二
九
巻
、
第
一
号
、
一
九
八
八
年
、
四
〇
─
四
一
頁
。

（
21
）Gadam

er, G
esam

m
elte W

erke 2, S. 441

（
邦
訳
一
五
頁
）.

（
22
）
ス
キ
ナ
ー
前
掲
書
、
一
一
九
─
一
二
一
頁
。

（
23
）
例
え
ば
ガ
ー
ダ
マ
ー
と
ス
キ
ナ
ー
は
と
も
に
Ｒ
・
Ｇ
・
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
の
「
問
い
と
答
え
の
論
理
学
（the logic of question and answ

er

）」

を
高
く
評
価
す
る
点
で
共
通
す
る
が
、
佐
々
木
毅
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
ス
キ
ナ
ー
は
「
各
世
代
は
自
ら
の
仕
方
で
歴
史
を
書
き
改
め
る
と
い
う
コ
リ
ン

グ
ウ
ッ
ド
の
主
張
を
全
く
継
承
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
ガ
ー
ダ
マ
ー
に
対
す
る
ス
キ
ナ
ー
の
無
関
心
と
結
び

つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
佐
々
木
毅
「
政
治
思
想
史
の
方
法
と
解
釈
：
Ｑ
・
ス
キ
ナ
ー
を
め
ぐ
っ
て
」、『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
九
十
四
巻
、
第
七
・
八

号
、
一
九
八
一
年
、
五
七
八
─
五
七
九
頁
。
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
の
二
人
へ
の
影
響
を
比
較
し
た
研
究
と
し
てK

enneth B. M
cIntyre, H

istoricity as 
M

ethodology or H
erm

eneutics: Collingw
ood ’s Influence on Skinner and Gadam

er, in Journal of the H
istory of Philosophy, V

ol. 2, 
N

o. 2

（2008

）pp. 138-166.

（
24
）Gadam

er, G
esam

m
elte W

erke 2, S. 442

（
邦
訳
xvi
頁
）.

（
25
）
こ
の
よ
う
な
指
摘
に
つ
い
て
は
、
山
田
正
行
「
ハ
ン
ス
＝
ゲ
オ
ル
グ
・
ガ
ー
ダ
マ
ー
」、
小
笠
原
弘
親
・
飯
島
昇
蔵
編
『
政
治
思
想
史
の
方
法
』
所
収
、

早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
〇
年
、
一
八
五
頁
。

（
26
）「
概
念
史
」
や
「
観
念
史
」
も
ま
た
、
そ
れ
が
概
念
や
観
念
の
間
の
歴
史
的
連
関
を
た
だ
過
去
に
存
在
し
た
も
の
と
し
て
素
朴
に
研
究
し
よ
う
と
す

る
と
き
に
は
同
様
の
弊
を
免
れ
難
い
。
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
弟
子
で
あ
り
ド
イ
ツ
に
お
け
る
概
念
史
的
研
究
の
泰
斗
で
あ
る
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
コ
ゼ
レ
ッ
ク
と

の
や
り
取
り
が
こ
の
点
に
つ
い
て
は
示
唆
的
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
『
存
在
と
時
間
』
で
使
っ
た
実
存
論
的
範
疇
を
「
歴
史
学
（H

istorik

）」
へ
と

応
用
し
よ
う
と
す
る
コ
ゼ
レ
ッ
ク
に
対
し
、
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
、
歴
史
家
も
含
め
て
私
た
ち
が
歴
史
の
う
ち
で
自
己
を
再
認
識
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
し

て
の
理
解
の
存
在
論
こ
そ
哲
学
的
解
釈
学
の
考
察
対
象
で
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
で
関
心
の
相
違
を
表
明
し
て
い
る
。H

ans-Georg Gadam
er, H

istorik 
und H

erm
eneutik, in Reinhart K

oselleck, Zeitschichten: Studien zur H
istorik, Suhrkam

pV
erlag, 2003, S. 119-127. 

メ
ル
ヴ
ィ
ン
・
リ

ヒ
タ
ー
の
以
下
の
端
的
な
指
摘
も
参
照
。「
ハ
イ
デ
ガ
ー
や
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
哲
学
的
に
概
念
史
の
一
種
を
実
践
し
て
い
る
が
、
彼
ら
の
言
語
へ
の
関
心
は

主
と
し
て
存
在
論
的
な
も
の
で
あ
る
」。M

elvin Richter, T
he H

istory of Political and Social Concepts: A
 Critical Introductiuon, O

xford 
U

niversity Press, 1995, p. 35. 

ま
た
デ
ィ
ル
タ
イ
流
の
「
精
神
史
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ガ
ー
ダ
マ
ー
に
よ
れ
ば
デ
ィ
ル
タ
イ

が
「
著
者
が
自
己
自
身
を
理
解
し
た
よ
り
も
よ
く
著
者
を
理
解
す
る
こ
と
」
を
解
釈
学
上
の
格
律
と
し
て
掲
げ
る
と
き
、
結
局
デ
ィ
ル
タ
イ
は
現
在
か
ら
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過
去
へ
の
「
感
情
移
入
」
を
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
方
法
論
上
の
客
観
的
規
準
に
し
よ
う
と
い
う
願
望
か
ら
逃
れ
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
に
対

す
る
彼
の
批
判
に
つ
い
て
は
、Gadam

er, G
esam

m
elte W

erke 1, S. 222-246

（
邦
訳
三
五
四
─
三
八
七
頁
）
を
参
照
。

（
27
）
以
下
の
論
文
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
を
参
照
。K

arl-O
tto A

pel et al., H
erm

eneutik und Ideologiekritik, Suhrkam
p V

erlag, 1971.

（
28
）Jürgen H

aberm
as, D

er U
niversalitätanspruch der H

erm
eneutik, in H

erm
eneutik und Ideologiekritik, S. 127 

ま
た
はK

arl-O
tto 

A
pel, Szientistik, H

erm
eneutik, Ideologiekritik: E

ntw
urf einer W

issenschaftslehre in erkenntnisanthropologischer Sicht, in 
H

erm
eneutik und Ideologiekritik, S. 32.

（
29
）Jürgen H

aberm
as, Zu Gadam

ers ›W
ahrheit und M

ethode‹, in H
erm

eneutik und Ideologiekritik, S. 48.

（
30
）K

arl-O
tto A

pel, D
as Selbsteinholungsprinzip der kritisch-rekonstruktiven Geistensw

issenschaften, in Sim
one D

ietz/H
einer 

H
astedt/Geert K

eil/A
nke T

hyen

（H
rsg.

）, Sich im
 D

enken orientieren: Für H
erbert Schnädelbach, Suhrkam

p V
erlag, 1996, S. 

28ff..

（
31
）Jürgen H

aberm
as, M

oralbew
ußtsein und kom

m
unikatives H

andeln, Suhrkam
p V

erlag, 1983, S. 130-43

（
三
島
憲
一
他
訳
『
道
徳
意

識
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
』、
未
來
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
八
九
─
二
一
〇
頁
）. 

及
びK

arl-O
tto A

pel, D
iskurs und V

erantw
ortung: D

as 
Problem

 des Ü
bergangs zur postkonventionellen M

oral, Suhrkam
p V

erlag, 1992, S. 306-369

を
参
照
。

（
32
）Gadam

er, G
esam

m
elte W

erke 2, S. 266.

（
33
）
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
『
一
般
哲
學
史
』、
井
上
忻
次
訳
、
第
一
書
房
、
一
九
四
一
年
、
三
三
─
三
四
頁
。
新
カ
ン
ト
派
の
方
法
論
を
基
礎
に
し
た
思
想

史
記
述
と
し
て
古
く
は
南
原
繁
『
政
治
理
論
史
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
が
あ
る
。

（
34
）Gadam

er, G
esam

m
elte W

erke 1, S. 381

（
邦
訳
五
八
〇
頁
）.

（
35
）Gadam

er, G
esam

m
elte W

erke 2, S. 113.

（
36
）
こ
の
論
争
の
経
緯
は
以
下
に
ま
と
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。Philippe Forget 

（H
rsg.

）, T
ext und Interpretation, W

ilhelm
 Fink 

V
erlag, 1984

（
轡
田
収
・
三
島
憲
一
訳
『
テ
ク
ス
ト
と
解
釈
』、
産
業
図
書
、
一
九
九
〇
年
）.

（
37
）Jacques D

errida, Guter W
ille zur M

acht 

（I

）, in T
ext und Interpretation, S. 57

（
邦
訳
九
五
─
九
七
頁
）.

（
38
）Jacques D

errida, Guter W
ille zur M

acht 

（II

）, in T
ext und Interpretation, S. 72

（
邦
訳
一
二
六
─
一
二
八
頁
）.

（
39
）「
散
種
」
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。Jacques D

errida, Position, Les Éditions de M
inuit, 1972, pp. 61-62

（
高
橋
允
昭
訳
『
ポ
ジ
シ
ョ
ン
』、

青
土
社
、
一
九
八
一
年
、
六
六
─
六
七
頁
）.
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（
40
）H

ans-Georg Gadam
er, G

esam
m

elte W
erke 10: H

erm
eneutik im

 R
ückblick, 1999, J. C. B. M

ohr 

（Paul Siebeck

）, S. 137

を
参
照
。

（
41
）H

ans-Georg Gadam
er, U

nd dennoch: M
acht des guten W

illens, in T
ext und Interpretation, S. 61

（
邦
訳
一
〇
三
頁
）.

（
42
）Gadam

er, G
esam

m
elte W

erke 10, S. 127.

（
43
）Ebenda, S. 158f..

（
44
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
実
践
哲
学
の
継
承
者
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
ガ
ー
ダ
マ
ー
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
彼
の
思
想
の
独
創
性
は
、
彼
特
有

の
プ
ラ
ト
ン
解
釈
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
改
め
て
強
調
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
以
下
を
参
照
。D

onatella D
i Cesare, G

adam
er: E

in 
philosophisches Porträt, M

ohr Siebeck, 2009, S. 2.

（
45
）Gadam

er, G
esam

m
elte W

erke 1, S. 375

（
邦
訳
五
七
一
頁
）.

（
46
）Gadam

er, G
esam

m
elte W

erke 10, S. 141.

（
47
）
例
え
ばH

ans-Georg Gadam
er, G

esam
m

elte W
erke 8: Ä

sthetik und Poetik I: K
unst als A

ussage, J. C. B. M
ohr

（Paul Siebeck

）, 
1999, S. 243f.

を
参
照
。

（
48
）Gadam

er, G
esam

m
elte W

erke 1, S. 383

（
邦
訳
五
八
二
─
五
八
三
頁
）.

（
49
）Ebenda, S. 468

（
邦
訳
七
九
七
頁
）.

（
50
）Ebenda, S. 368

（
邦
訳
五
六
〇
頁
）.

（
51
）H

ans-Georg Gadam
er, G

esam
m

elte W
erke 7: G

riechische Philosophie III: Plato im
 D

ialog, J. C. B. M
ohr

（Paul Siebeck

）, 1999, S. 
106.

（
52
）
晩
年
に
ガ
ー
ダ
マ
ー
は
以
下
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。「〔
対
話
と
い
う
教
育
が
現
代
の
大
学
で
可
能
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
〕
い
い
質
問

で
す
ね
、
た
だ
し
こ
う
問
い
か
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
現
代
の
大
学
は
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
。
私
に
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

私
は
五
十
年
や
六
十
年
以
上
も
活
動
的
な
教
育
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
私
は
こ
う
言
い
た
い
で
す
、
哲
学
に
よ
る
真
実
の
教
育
は
い
つ

で
も
対
話
で
あ
る
と
」。H

ans-Georg Gadam
er, Interview

: H
ans-Georg Gadam

er: “W
ithout Poets T

here Is N
o Philosophy ”, in R

adical 
Philosophy, N

o. 69

（1995

）p. 27.

（
53
）
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在
論
を
政
治
思
想
史
の
方
法
論
へ
援
用
し
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
は
、
小
野
紀
明
「『
精
神
史
と
し
て
の
政
治
思
想
史
』
と
い
う

方
法
を
め
ぐ
っ
て
」、田
中
浩
編
『
思
想
史
学
の
現
在
と
未
来
：
現
代
世
界
─
そ
の
思
想
と
歴
史
（
１
）』
所
収
、未
來
社
、二
〇
〇
九
年
、八
九
─
九
二
頁
。

（
54
）H

ans-Georg Gadam
er, G

esam
m

elte W
erke 4: N

euere Philosophie II: Problem
e G

estalten, J. C. M
ohr

（Paul Siebeck

）, 1999, S. 
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210.
（
55
）Gadam

er, G
esam

m
elte W

erke 1, S. 23

（
邦
訳
二
四
頁
）.

（
56
）
例
え
ばGianni V

attim
o, V

ocazione e responsibilitá del filosofo, Il m
elangolo, 2000, pp. 53-60

（
上
村
忠
男
訳
『
哲
学
者
の
使
命
と
そ
の

責
任
』、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
一
年
、
一
〇
─
二
二
頁
）.

（
57
）
ヘ
ー
ゲ
ル
『
ヘ
ー
ゲ
ル
全
集
十
一
：
哲
学
史
上
巻
』、
武
市
健
人
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
、
三
七
頁
。

（
58
）Gadam

er, G
esam

m
elte W

erke 1, S. 17

（
邦
訳
一
六
頁
）。

（
59
）Ebenda, S. 20

（
邦
訳
二
〇
頁
）.

（
60
）Edenda, S. 20

（
邦
訳
二
〇
頁
）.

（
61
）Ebenda, S. 22f.

（
邦
訳
二
三
─
二
四
頁
）.

（
62
）K

arl-O
tto A

pel, D
as Sokratische Gespräch und die gegenw

ärtige T
ransform

ation der Philosophie, in D
ieter K

rohn/D
etlef 

H
orster/Jürgen H

einen-T
enrich

（H
rsg.

）, D
as Sokratische G

espräch: E
in Sym

posion, Junius V
erlag, 1989, S. 55-77, Jacques 

D
errida, La dissem

ination, Les Éditions du Seuil, 1972, pp. 69-198. 

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
な
プ
ラ
ト
ン
解
釈
の
多
様
性
に
つ
い
て
はCatherine H

. 
Zuckert, Postm

odern Platos: N
ietzsche, H

eidegger, G
adam

er, Strauss, D
errida, T

he U
niversity of Chicago Press, 1996.

（
63
）
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
『
自
然
権
と
歴
史
』、
一
三
三
頁
、
ス
キ
ナ
ー
前
掲
書
、
三
五
八
頁
。

（
64
）Gadam

er, G
esam

m
elte W

erke 10, S. 351f..

（
65
）Gadam

er, G
esam

m
elte W

erke 1, S. 22

（
邦
訳
二
三
頁
）. 
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
教
養
の
理
念
の
護
持
の
み
が
非
政
治
的
な
学
者
の
存
在
が
担
い

う
る
唯
一
の
政
治
的
役
割
で
あ
る
と
ガ
ー
ダ
マ
ー
が
考
え
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
言
葉
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。「
私
は
、
非
常
に
尊
敬

し
て
い
る
こ
の
賞
の
受
賞
者
、
カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
が
そ
う
し
た
よ
う
に
、
政
治
的
現
実
に
お
け
る
出
来
事
に
対
し
て
、
そ
の
都
度
明
確
に
立
場
を
取

る
こ
と
へ
の
い
か
な
る
特
別
な
使
命
感
も
も
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
私
は
確
信
し
て
い
る
の
だ
。
考
え
、
ま
た
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
な
判
断
力
を

行
使
し
、
ま
た
他
者
の
う
ち
に
そ
の
判
断
力
を
喚
起
す
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
卓
越
し
た
政
治
的
行
為
で
あ
る
、
と
」。Gadam

er, 
G

esam
m

elte W
erke 10, S. 331.



初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
会
話
・
交
際
・
社
交

● 

─
─
木
村
俊
道

‘Som
e m

aintain, that the true A
rt of Conversing, is to do it w

ithout A
rt ’

（Gracian, 

T
he A

rt of Prudence, London, 1702, p. 151

）. 

は
じ
め
に

政
治
と
い
う
営
為
は
、
権
力
や
理
性
や
利
益
な
ど
に
よ
っ
て
一
義
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
人
と
人
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
可
能
に
な
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
の
初

期
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
り
わ
け
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
治
思
想
の
歴
史
を
改
め
て
振
り
返
る
こ
と
に
あ
る（

１
）。

以
下
に
お
け
る
考
察
の
軸
と
な
る
言
葉
は
、「
会
話
・
交
際
・
社
交
」
を
広
く
意
味
す
るconversation

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の

課
題
の
一
つ
は
、
こ
のconversation

を
め
ぐ
っ
て
交
わ
さ
れ
た
議
論
の
一
部
を
再
現
し
、
そ
の
歴
史
的
な
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

あ
る（

２
）。

た
だ
し
、conversation

は
言
葉
の
み
で
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
く
に
同
時
代
の
宮
廷
社
会
を
舞
台
と
し
たconversation
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に
お
い
て
は
、
表
情
や
仕
草
や
物
腰
な
ど
の
身
体
的
・
外
面
的
な
振
舞
い
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
は
、
他
者
と
の

conversation

を
成
立
さ
せ
る
作
法
と
し
て
のcourtesy, civility, politeness, m

anners, decency

と
い
っ
た
語
彙
群
に
も
併
せ
て
着
目

す
る（

３
）。

な
か
で
も
、
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィcivility

は
文
明
と
同
義
で
あ
り
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
に
流
布
す
るcivilization

以
前
に
お
け
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
文
明
や
政
治
の
原
像
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
初
期
近
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
間
に
対
す
る
関
心
は
、
と
り
わ
け
近
年
に
お
い
て
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
『
公
共
性

の
構
造
転
換
』
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、彼
が
一
八
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
見
出
し
た
、新
聞
や
雑
誌
、あ
る
い
は
コ
ー
ヒ
ー
・

ハ
ウ
ス
を
媒
介
と
し
た
理
性
的
な
討
論
に
よ
っ
て
成
立
す
る
市
民
的
公
共
性
（
公
共
圏
）
に
つ
い
て
は
、
歴
史
研
究
の
面
か
ら
も
す
で
に
多
く

の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る（

４
）。

そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
の
第
二
の
課
題
は
、
市
民
的
公
共
性
の
観
点
か
ら
は
見
え
て
こ
な
いconversation

の
世
界

の
一
端
を
描
く
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
同
時
代
に
お
け
る
政
治
と
社
交
の
中
心
で
あ
っ
た
「
囲
わ
れ
た
」
空
間
と
し
て

の
宮
廷court

で
あ
る（

５
）。

そ
れ
は
ま
た
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
を
含
め
た
公
共
性
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
、「
私
的
な
感

情
」
や
「
主
観
的
な
も
の
」
を
「
仮
面
の
下
」
に
隠
し
た
代
表
的
具
現
の
「
世
界
」world

と
も
言
え
る
だ
ろ
う（

６
）。

本
稿
で
は
ま
た
、
こ
れ
ら
のconversation, civility, court

を
め
ぐ
る
政
治
思
想
の
歴
史
的
な
意
義
を
、
と
く
に
人
文
主
義
と
の
関
連
に

お
い
て
理
解
し
た
い
。
こ
こ
で
ま
ず
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、実
践
哲
学
の
復
権
の
な
か
で
、か
つ
て
ガ
ダ
マ
ー
が
着
目
し
た
教
養
や
コ
モ
ン
・

セ
ン
ス
（
共
通
感
覚
）
な
ど
を
主
導
概
念
と
す
る
人
文
主
義
の
系
譜
で
あ
る（

７
）。

も
っ
と
も
、
解
釈
学
の
観
点
か
ら
認
識
と
真
理
の
問
題
に
取
り

組
ん
だ
ガ
ダ
マ
ー
の
関
心
は
、
芸
術
や
歴
史
や
言
語
な
ど
を
含
む
精
神
科
学
全
体
に
向
け
ら
れ
、
政
治
思
想
史
に
お
け
る
人
文
主
義
的
伝
統

の
意
味
が
改
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
初
期
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
思
想
史
研
究
に
お
い
て
は
、
ポ
ー
コ
ッ

ク
や
ス
キ
ナ
ー
を
中
心
と
し
た
市
民
的
人
文
主
義
や
共
和
主
義
の
言
説
の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（

８
）。

し
か
し
、
本
稿
で
注
目
す
る
人
文
主
義
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』
で
は
な
く
、
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
の
『
宮
廷
人
』

か
ら
チ
ェ
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
『
息
子
へ
の
手
紙
』
に
至
る
一
連
の
「
作
法
書
」courtesy books

や
、
あ
る
い
は
ベ
イ
コ
ン
や
ヒ
ュ
ー

ム
を
は
じ
め
と
す
る
一
群
の
「
エ
ッ
セ
イ
」essay

を
通
じ
て
育
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
同
時
代
の
宮
廷
（
あ
る
い
は
文
明
社
会
）
を
中
心
と

す
る
人
文
主
義
で
あ
る
。
以
下
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
初
期
近
代
に
お
け
るconversation
を
可
能
に
し
た
教
養
や
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
、



74政治思想における言語・会話・討議【政治思想研究 第13号／2013年５月】

あ
る
い
は
レ
ト
リ
ッ
ク
や
思
慮
な
ど
を
め
ぐ
る
議
論
の
蓄
積
は
、
む
し
ろ
、
こ
の
宮
廷
の
人
文
主
義
に
お
い
て
豊
か
に
見
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
し
か
も
、
そ
れ
は
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
宮
廷
を
舞
台
と
し
た
君
主
や
顧
問
官
、
外
交
使
節
と
い
っ
た
ア
ク
タ
ー
だ
け
で
な
く
、

た
と
え
ば
「
男
性
と
女
性
」
や
「
外
国
人
」
と
い
っ
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
を
異
に
す
る
「
他
者
」
と
のconversation

を

可
能
に
す
る
「
技
術
」art

と
し
て
の
、
い
わ
ば
政
治
的
教
養
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
史
に
お
け
る
政
治
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
っ
と
も
、
初
期
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
思
想
史
は
、
他
方
で
ま
た
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
自
由
な
ど
の
理
念
を
中
心
と
す
る
近
代
政
治

原
理
の
成
立
に
至
る
「
前
史
」
と
し
て
も
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
作
業
か
ら
抽
出
さ
れ
た
個
々
の
学
説
か
ら
は
、
た
と
え

ば
ホ
ッ
ブ
ズ
や
ロ
ッ
ク
や
ル
ソ
ー
が
、
彼
ら
が
生
き
た
時
代
の
な
か
で
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
仕
草
で
他
者
と
会
話
し
、
交
際
し
、
あ
る
い

は
相
互
に
契
約
を
結
ん
で
い
た
の
か
を
想
像
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
な
い
。

と
は
い
え
、
彼
ら
の
議
論
が
、
他
者
と
のconversation

に
対
す
る
深
い
関
心
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
。
た
と
え
ば

ホ
ッ
ブ
ズ
は
、「
世
事
」business of the w

orld
に
よ
っ
て
「
交
際
」conversation

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
々
と
、
い
か
に
し
て
「
政
治

的
な
友
好
」civil am

ity

を
保
て
る
の
か
を
考
え
た（

９
）。

し
か
し
、こ
れ
に
対
し
て
、ロ
ッ
ク
の
薫
陶
を
受
け
つ
つ
も
ホ
ッ
ブ
ズ
を
批
判
し
た
シ
ャ

フ
ツ
ベ
リ
に
よ
れ
ば
、「
自
分
が
狼
で
あ
る
こ
と
を
実
際
に
発
見
し
た
者
が
、そ
う
し
た
発
見
を
伝
え
よ
うcom

m
unicate

と
骨
を
折
る
こ
と
」

は
あ
り
得
な
い（

（（
（

。
あ
る
い
は
ま
た
、「
あ
り
の
ま
ま
の
自
己
」
を
隠
し
た
社
交
界
の
偽
善
に
対
す
る
ル
ソ
ー
の
批
判
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

彼
の
『
学
問
芸
術
論
』
の
表
題
頁
に
掲
げ
ら
れ
た
、「
こ
の
地
で
私
は
、人
々
に
理
解
さ
れ
な
い
ゆ
え
に
異
邦
人
な
の
だ
」
と
す
る
オ
ヴ
ィ
デ
ィ

ウ
ス
の
一
節
は
、
他
者
と
のconversation

が
今
も
昔
も
困
難
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る（

（（
（

。
だ
と
す
れ
ば
、
も
し
仮
に
、
生
ま
れ
や
育

ち
を
異
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
お
そ
ら
く
共
約
可
能
性
の
低
い
意
見
を
有
す
る
彼
ら
が
、
た
と
え
ば
顧
問
官
や
外
交
使
節
と
し
て
一
堂
に
会

し
た
場
合
、
そ
こ
で
のconversation

は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
なconversation

と
い
う
観
点
か
ら
改
め
て
振
り
返
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
政
治
思
想
の
歴
史
の
な
か
に
、
国
家
や
権
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力
を
め
ぐ
る
原
理
的
な
考
察
と
は
異
な
る
（
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
の
議
論
が
生
み
出
さ
れ
、
受
容
さ
れ
、
批
判
さ
れ
る
と
い
っ
た
一
連
の
過
程
の
前
提
と

な
る
）、
他
者
と
の
会
話
や
交
際
、
そ
し
て
社
交
を
可
能
に
す
る
人
文
主
義
的
教
養studia hum

anitatis

や
、
あ
る
い
は
学
芸
や
技
芸
な
ど

を
広
く
意
味
す
るart

に
関
す
る
議
論
の
系
譜
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
ト
マ
ス
・
モ
ア
の
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
に
も
見
ら
れ
る

一
連
の
対
話
形
式
の
作
品
は
、
そ
の
一
つ
の
起
点
が
プ
ラ
ト
ン
の
問
答
法
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
と
も
に
見
逃
せ
な
い

の
は
、
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
キ
ケ
ロ
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
の
教
養
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
れ
ば
、「
互

い
に
説
得
し
、
ま
た
欲
す
る
と
こ
ろ
の
こ
と
に
つ
い
て
自
分
自
身
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
わ
れ
わ
れ

は
野
獣
の
生
活
か
ら
訣
別
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
集
ま
っ
て
城
市
を
建
設
し
法
律
を
立
て
技
術
を
発
明
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

」。
そ
し
て
、
キ
ケ

ロ
も
ま
た
、
同
様
の
議
論
を
繰
り
返
し
、
レ
ト
リ
ッ
ク
が
「
人
間
性
」hum

anitas

に
不
可
欠
な
教
養
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
彼
に
よ

れ
ば
、フ
ォ
ル
ム
や
法
廷
や
演
壇
や
議
事
堂
、そ
し
て
談
話
に
お
い
て
「
互
い
に
言
葉
を
交
わ
し
、感
じ
た
こ
と
、思
っ
た
こ
と
を
言
論
に
よ
っ

て
表
現
で
き
る
と
い
う
、
ま
さ
に
そ
の
一
点
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
人
間
が
獣
に
ま
さ
る
最
大
の
点
」
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
れ
ら
の
古
典
的
な
教
養
に
育
ま
れ
たconversation

は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
を
経
た
初
期
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
活
動
的
生
活
」

vita activa

に
お
い
て
再
生
さ
れ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、た
と
え
ば
ジ
ェ
イ
ム
ズ
一
世
の
顧
問
官
と
な
る
ベ
イ
コ
ン
は
、『
学

問
の
進
歩
』1605

の
な
か
で
レ
ト
リ
ッ
ク
を
「
活
動
的
生
活
に
お
い
て
有
力
」
な
「
学
芸
の
な
か
の
学
芸
」the arts of arts

の
一
つ
と
し

て
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、『
政
治
道
徳
論
集
』1597

に
お
け
る
エ
ッ
セ
イ
「
助
言
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
、
顧
問
会
議
に
お
け
る
審
議

の
心
得
を
説
い
た（

（（
（

。
ま
た
、
内
乱
期
に
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
し
、
の
ち
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
顧
問
官
と
な
っ
た
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
伯
は
、
失
脚

後
に
モ
ン
ペ
リ
エ
で
記
し
た
エ
ッ
セ
イ
の
な
か
で
、「
助
言
と
交
際
」
を
「
第
二
の
教
育
」
と
し
て
位
置
づ
け
る（

（（
（

。
し
か
も
、
彼
の
「
教
育

に
つ
い
て
の
対
話
」
に
は
、
宮
廷
人
や
法
律
家
、
兵
士
、
カ
ン
ト
リ
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
、
長
老
参
事
会
員
、
主
教
と
い
っ
た
多
く
の
人
物

が
登
場
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
同
時
代
の
活
動
的
生
活
に
お
け
るconversation
の
多
様
な
展
開
を
示
唆
す
る（

（（
（

。
あ
る
い
は
、
ク
ラ
レ
ン
ド

ン
と
は
逆
に
、
同
時
期
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
亡
命
し
た
サ
ン
・
テ
ブ
ル
モ
ン
は
、「
学
問
と
交
際
」
を
主
題
と
し
た
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
両

者
の
結
び
つ
き
を
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
、「
交
際
」
は
「
人
間
に
特
有
の
利
点
」
や
「
社
会
の
紐
帯
」
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

学
問
を
「
実
地
に
応
用
し
て
洗
練
さ
せ
る
」
が
ゆ
え
に
、「
学
識
者
を
完
全
な
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
へ
と
仕
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
」
の
で
あ
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る（
（（
（

。し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
教
養
あ
る
政
治
的
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
助
言
や
対
話
が
展
開
さ
れ
た
の
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
よ
っ
て
理
想
化
さ
れ

た
、
公
論
に
よ
っ
て
成
立
す
る
市
民
的
公
共
圏
で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
。
時
代
は
下
る
が
、
ゲ
ー
テ
の
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー

の
修
業
時
代
』1796

に
は
、「
あ
る
が
ま
ま
の
」
個
人
や
市
民
で
は
な
く
、「
光
り
輝
く
こ
と
」
が
許
さ
れ
た
貴
族
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
世
界
を
描
い
た
以
下
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

「
市
民
で
も
功
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
必
要
に
せ
ま
ら
れ
れ
ば
、
精
神
を
陶
冶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
人
品
と
な
る
と
、

ど
う
あ
が
い
て
み
て
も
な
ん
と
も
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
高
貴
な
ひ
と
び
と
と
も
つ
き
合
う
貴
族
に
と
っ
て
は
、
端
正
な
態
度
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
義
務
と
な
る
。〔
…
…
〕
貴
族
は
公
的
な
人
格
だ
。
そ
の
身
ご
な
し
が
洗
練
さ
れ
、
そ
の
声
が
よ
く
透
り
、
そ
の
態
度
全

体
が
冷
静
で
沈
着
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
彼
は
よ
り
完
全
に
な
る（

（（
（

」。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
こ
の
ゲ
ー
テ
の
一
節
に
、
そ
れ
ま
で
の
宮
廷
社
会
を
中
心
と
し
た
代
表
的
具
現
の
公
共
性
の
終
末
を
見
出
し
た（

（（
（

。
し

か
し
、こ
の
こ
と
は
逆
に
、初
期
近
代
に
お
け
る
政
治
と
社
交
の
空
間
が
、言
葉
に
よ
る
会
話
や
討
議
だ
け
で
は
な
く
、「
端
正
な
態
度
」
と
い
っ

た
身
体
的
な
要
素
や
、
あ
る
い
は
位
章
や
風
貌
、
挙
措
、
話
法
な
ど
の
「
厳
格
な
作
法
」
に
よ
っ
て
成
立
す
る
一
種
の
演
劇
的
な
世
界
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
市
民
的
公
共
性
に
関
心
を
向
け
る
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
と
っ
て
、
国
王
や
貴
族
の
威
厳
が
可
視
化
さ
れ

た
中
世
以
来
の
祝
祭
的
な
空
間
は
、「
も
は
や
政
治
的
意
思
疎
通
の
行
な
わ
れ
る
生
活
圏
で
は
な
い（

（（
（

」。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
で
明
ら
か
に

な
る
よ
う
に
、
初
期
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
は
む
し
ろ
、
カ
ン
ト
的
な
理
性
の
公
的
使
用
と
い
う
よ
り
は
、
宮
廷
を
主
な
舞
台
と
し
た
教

養
や
作
法
、
あ
る
い
は
役
割
演
技
を
通
じ
た
社
交
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二　

宮
廷
の
人
文
主
義
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１　

宮
廷
と
い
う
舞
台

ポ
ー
コ
ッ
ク
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
初
期
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
思
想
は
、
た
と
え
ば
自
然
法
や
自
然
権
と
い
っ
た
法
学
的
な
言

語
や
、
あ
る
い
は
王
権
神
授
説
な
ど
を
め
ぐ
る
神
学
的
な
議
論
と
い
っ
た
複
数
の
言
説
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
そ
の
な
か

で
も
、「
人
間
性
」
を
涵
養
す
る
古
代
以
来
の
教
養
の
伝
統
を
、
と
く
に
会
話
や
交
際
の
作
法
に
お
い
て
洗
練
さ
せ
た
の
が
宮
廷
の
人
文
主

義
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
も
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、「
人
文
主
義
の
教
養
世
界
は
、
ま
ず
宮
廷
生
活
に
統
合
さ
れ
る
」
の
で
あ
る（

（（
（

。
も
っ

と
も
、
古
典
や
歴
史
の
教
養
を
基
礎
と
し
て
、
情
況
に
応
じ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
や
思
慮
、
あ
る
い
は
作
法
と
い
っ
た
実
践
的
な
知
識
を
重
視
す

る
人
文
主
義
の
政
治
思
想
を
、
体
系
的
な
学
説
や
教
義
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
下
で
は
ま
ず
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
や
マ
ン
ト
ヴ
ァ
や

フ
ェ
ラ
ー
ラ
と
い
っ
た
宮
廷
都
市
や
、あ
る
い
は
北
方
の
君
主
国
を
中
心
に
育
ま
れ
た
人
文
主
義
の
特
徴
を
、と
く
に
（
１
）
宮
廷court

、（
２
）

シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィcivility

、（
３
）
交
際conversation

の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
そ
の
際
に
、
都
市
共
和
国
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

か
ら
一
八
世
紀
の
大
西
洋
圏
へ
と
受
け
継
が
れ
た
（
と
さ
れ
る
）
市
民
的
人
文
主
義
や
共
和
主
義
と
の
異
同
に
注
目
す
る
と
と
も
に
、
本
稿
で

は
と
く
に
、
そ
れ
ら
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
関
連
し
た
「
他
者
」
を
め
ぐ
る
緊
張
を
孕
ん
で
い
た
こ
と
を
併
せ
て
強
調
し
て

み
た
い
。

ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
初
期
近
代
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宮
廷
は
、
祝
典
や
記
念
行
事
、
晩
餐
会
や
舞
踏
会
な
ど
の
機
会
に
「
多
様
な
国

や
土
地
か
ら
の
多
数
の
人

（々
（（
（

」
が
集
ま
る
人
間
関
係
の
結
節
点
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
君
主
自
身
が
「
女

性
」
や
「
外
国
人
」
で
あ
る
例
が
続
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
、
定
例
議
会
や
官
僚
制
の
発
達
が
見
ら
れ
な
い
当
時
、
宮
廷
は
ま

た
、
顧
問
官
や
外
交
使
節
な
ど
が
日
常
的
に
出
入
り
す
る
政
治
的
な
セ
ン
タ
ー
で
も
あ
っ
た
。「
礼
節
」courtesy

と
い
う
言
葉
に
も
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、政
治
と
社
交
が
密
接
に
関
連
す
る
宮
廷court

で
は
他
者
と
の
交
際
の
作
法
が
高
度
に
洗
練
さ
れ
る
。
エ
リ
ア
ス
に
よ
れ
ば
、

宮
廷
は
「
人
間
の
行
動
様
式
の
モ
デ
ル
を
鋳
造
す
る
場
所
」
で
あ
り
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
様
式
を
形
づ
く
る
真
の
中
心
」
と
な
っ
た（

（（
（

。
そ
し
て
、

同
時
代
に
お
い
て
も
実
際
に
、
た
と
え
ば
サ
ン
・
テ
ブ
ル
モ
ン
に
よ
れ
ば
、「
全
王
国
の
縮
図
」
で
あ
る
宮
廷
は
、「
卓
抜
な
も
の
や
上
品
な

も
の
が
す
べ
て
完
全
な
形
で
見
ら
れ
る
」
場
所
と
み
な
さ
れ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
ま
た
、「
最
も
優
れ
た
会
話
の
マ
ナ
ー
だ
け
で
な
く
、
最
も
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洗
練
さ
れ
た
モ
ー
ド
や
物
腰
、
そ
し
て
紳
士
的
な
態
度
」
が
、「
宮
廷
と
い
う
土
壌
か
ら
自
然
に
育
つ
」
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
れ
と
同
様
に
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
の
「
教
育
に
つ
い
て
の
対
話
」
の
な
か
で
も
、「
宮
廷
は
最
善
の
マ
ナ
ー
ズ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場

所
」
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
る
。
し
か
も
、
外
国
か
ら
の
使
節
を
迎
え
る
宮
廷
で
は
「
外
国
人
の
言
語
や
マ
ナ
ー
ズ
」
を
身
に
つ
け
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
宮
廷
や
都
市
を
巡
っ
て
「
資
質
や
知
識
を
改
善
」
し
、「
マ
ナ
ー
ズ
や
欠
点
を
修
正
」
す
る
大
陸
旅
行

の
重
要
性
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
も
っ
と
も
、「
教
育
に
つ
い
て
の
対
話
」
の
登
場
人
物
が
宮
廷
人
だ
け
で
な
い
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

会
話
や
交
際
の
舞
台
は
、
も
ち
ろ
ん
同
時
代
の
宮
廷
に
限
ら
れ
な
い（

（（
（

。
と
り
わ
け
、
ロ
ン
ド
ン
の
法
学
院Inns of Court

は
、
た
と
え
ば
一

五
世
紀
の
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
っ
て
、「
貴
族
を
育
て
上
げ
る
あ
ら
ゆ
る
作
法m

orum

に
つ
い
て
の
一
種
の
学
園
」
と
み
な
さ
れ
た（

（（
（

。

し
か
し
、「
教
育
に
つ
い
て
の
対
話
」
に
よ
れ
ば
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
だ
け
で
な
く
音
楽
や
ダ
ン
ス
を
学
ぶ
場
で
も
あ
っ
た
法
学
院
は
、
同
時

に
ま
た
、
宮
廷
の
「
外
苑
」suburbs
で
も
あ
っ
た（

（（
（

。
宮
廷
と
い
う
「
囲
わ
れ
た
」
空
間
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ロ
ン
ド
ン
と
い
っ
た
外
の
世

界
に
も
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
規
準
の
宮
廷
と
い
う
舞
台
で
育
ま
れ
た
人
文
主
義
は
、
同
じ
古
典
古
代
を
知
的
基
盤
と
し
な
が
ら
も
、
祖

国
へ
の
献
身
や
徳
の
重
要
性
を
強
調
す
る「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」の
共
和
主
義
と
少
な
か
ら
ぬ
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

「
教
育
に
つ
い
て
の
対
話
」
の
な
か
で
も
、
登
場
人
物
の
法
律
家
と
カ
ン
ト
リ
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
は
と
も
に
、
故
国country

へ
の
奉
仕
に

は
「
国
内
で
の
養
育
」inland breeding

で
充
分
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
サ
ン
・
テ
ブ
ル
モ
ン
に
よ
れ
ば
、「
人

を
喜
ば
せ
る
こ
と
」
が
学
ば
れ
る
宮
廷
に
対
し
て
、
都
会
や
共
和
国
で
は
「
生
活
の
切
り
盛
り
に
追
わ
れ
る
た
め
」、
他
者
へ
の
配
慮
は
「
後

回
し
」
と
な
る（

（（
（

。
そ
し
て
、こ
の
よ
う
な
「
他
者
」
を
意
識
す
る
宮
廷
の
人
文
主
義
を
育
ん
だ
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、「
辺
境
」
の
「
島
国
」
で
あ
っ

た
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
で
も
繰
り
返
し
読
ま
れ
た
の
が
、
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
の
『
宮
廷
人
』1528

や
エ
ラ
ス
ム
ス
の
『
少
年
礼
儀
作
法
論
』

1530

、
デ
ッ
ラ
・
カ
ー
サ
『
ガ
ラ
テ
ー
オ
』1558

、
グ
ア
ッ
ツ
ォ
『
洗
練
さ
れ
た
交
際
』1574

を
は
じ
め
と
す
る
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
「
作

法
書
」courtesy books

で
あ
っ
た（

（（
（

。

な
か
で
も
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
や
マ
ン
ト
ヴ
ァ
を
中
心
に
活
躍
し
た
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
の
『
宮
廷
人
』
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
、

英
語
、
ド
イ
ツ
語
な
ど
の
各
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、
一
六
世
紀
末
ま
で
に
一
〇
〇
版
を
超
え
る
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
流
通
し
た（

（（
（

。
彼
は
ま
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た
、
同
時
代
の
イ
タ
リ
ア
が
列
強
に
蹂
躙
さ
れ
る
な
か
で
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
と
同
様
に
外
交
使
節
を
何
度
も
務
め
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
含

む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
派
遣
さ
れ
た
経
験
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
君
主
論
』
や
『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』
に
お
い
て
力
量
あ
る
君
主
や
ロ
ー

マ
型
の
拡
大
共
和
国
を
構
想
し
た
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
と
は
異
な
り
、
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
が
『
宮
廷
人
』
の
舞
台
と
し
た
の
は
、「
イ
タ
リ

ア
中
で
も
っ
と
も
美
し
い
と
い
わ
れ
る
」
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
宮
殿
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、そ
こ
で
の
サ
ロ
ン
を
主
宰
し
た
の
は
公
妃
エ
リ
ザ
ベ
ッ

タ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
宮
廷
は
ま
た
、
女
性
を
中
心
に
秩
序
あ
る
自
由
が
保
た
れ
、「
愉
し
い
会
話
と
品
の
よ
い
冗
談
」

や
「
き
わ
め
て
自
由
で
、
し
か
も
心
の
こ
も
っ
た
会
話
」
が
交
わ
さ
れ
た
「
歓
喜
の
館
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

『
宮
廷
人
』
で
は
こ
う
し
て
、
人
文
主
義
的
な
教
養
を
身
に
付
け
た
一
九
人
の
紳
士
と
四
人
の
貴
婦
人
に
よ
る
洗
練
さ
れ
た
会
話
が
展
開

さ
れ
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、「
完
全
な
宮
廷
人
」
や
「
愛
の
イ
デ
ア
」
を
め
ぐ
る
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
と
は
位
相
を
異
に
す
る
宮
廷

的
な
人
文
主
義
の
言
説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
な
か
で
も
重
視
さ
れ
た
の
が
、「
そ
の
動
作
、
身
の
こ
な
し
、
態
度
、
要
す
る
に
す
べ
て
の
行
動
」

に
お
い
て
必
要
な
「
気
品
」grazia

と
「
さ
り
げ
な
さ
」sprezzatura

で
あ
っ
た
。
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
に
よ
れ
ば
、「
さ
り
げ
な
さ
」
と

は
「
技
巧
が
表
に
あ
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、何
の
苦
も
な
く
、あ
た
か
も
考
え
も
せ
ず
言
動
が
な
さ
れ
た
よ
う
に
見
せ
る
こ
と
」
で
あ
り
、

「
こ
の
こ
と
か
ら
大
い
に
気
品
が
生
じ
る
」。
し
か
も
、
彼
に
よ
れ
ば
ま
た
、「
完
全
な
宮
廷
人
」
は
、
こ
の
よ
う
な
「
技arte

と
は
見
え
ぬ

真
の
技
」
に
よ
っ
て
「
わ
ざ
と
ら
し
さ
」affettazione
を
回
避
す
る
と
と
も
に
、
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
「
何
を
行
な
い
、
何
を
言
う
か
、

ど
こ
で
そ
れ
を
す
る
か
、
誰
の
前
で
す
る
か
、
い
つ
す
る
か
」
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。

２　

シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
と
徳

こ
の
よ
う
な
「
技
と
は
見
え
ぬ
真
の
技
」
と
し
て
の
宮
廷
の
作
法
は
、
エ
リ
ア
ス
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
世
以
来
の
「
礼
節
」

courtesy

に
加
え
、
と
り
わ
け
ル
ネ
サ
ン
ス
期
以
降
は
「
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
」civility, civilitas, civilité, civilità

の
概
念
を
通
じ
て
各
国
に

浸
透
し
た（

（（
（

。
ま
た
、
こ
こ
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、「
礼
儀
」
や
「
丁
寧
さ
」
を
意
味
す
る
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
が
、
野
蛮
や
未
開
に
対
す
る
「
文

明
」
と
同
義
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
『
英
語
辞
典
』1755
に
よ
れ
ば
、
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
に
は
、「
上
品
さ

politeness

、
愛
想
の
良
さ
、
振
舞
い
の
華
麗
さ
」、
あ
る
い
は
「
適
性
の
規
則
、
上
品
さ
の
実
践
」
の
他
に
、「
野
蛮
か
ら
の
自
由
、
文
明
化



80政治思想における言語・会話・討議【政治思想研究 第13号／2013年５月】

さ
れ
た
状
態
」
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た（

（（
（

。
産
業
化
を
経
てcivilization

の
概
念
が
定
着
す
る
以
前
の
初
期
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
明
は
、

蒸
気
機
関
や
電
信
な
ど
の
産
業
技
術
の
進
歩
で
は
な
く
、
人
間
の
身
体
的
な
振
舞
い
を
主
な
指
標
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
八
世
紀
に
至
っ

て
も
な
お
、
こ
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
「
行
儀
の
良
さ
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
に
書
か
れ
た
最
善
の
書
物
」
に
挙
げ
た
の
が
、
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ

の
『
宮
廷
人
』
で
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
明
化
を
促
進
し
た
教
材
と
し
て
、『
宮
廷
人
』
と
と
も
に
広
く
読
ま
れ
た
の
が
エ

ラ
ス
ム
ス
の
『
少
年
礼
儀
作
法
論
』
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
な
か
で
彼
は
、「
自
由
学
芸
で
精
神
を
修
練
す
る
者
た
ち
は
、
す
べ
て
の
こ
と

に
対
し
て
卓
越
す
る
」
と
い
う
人
文
主
義
の
立
場
か
ら
、
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
習
得
を
少
年
教
育
の
一
つ
の
柱
と
し
た（

（（
（

。
彼
に
よ
れ
ば
、
シ
ヴ
ィ

リ
テ
ィ
は
「
好
意
を
獲
得
し
た
り
、
ま
た
人
間
の
眼
に
光
輝
あ
る
知
性
を
宿
ら
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
大
変
役
立
つ
」。
な
か
で
も
重
要
な

の
は
「
自
分
が
誤
っ
た
こ
と
を
ま
っ
た
く
行
な
っ
て
い
な
く
と
も
、
他
の
人
の
過
失
を
快
く
許
す
こ
と
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
粗
雑
な

流
儀
を
持
つ
者
で
は
あ
っ
て
も
、
愛
す
べ
き
仲
間
に
し
て
お
く
べ
き
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
彼
は
、
他
方
で
宗
教
改

革
が
進
行
す
る
な
か
で
、
異
教
徒
で
あ
る
ト
ル
コ
人
に
対
し
て
も
「
敬
意
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
に
対
し
て
は
敬
意
を
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
規
則
を
説
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
人
文
主
義
的
な
作
法
書
の
な
か
で
は
ま
た
、
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
な
ど
の
作
法
が
伝
統
的
な
徳
論
と
緊
張
関
係
に
あ
る

こ
と
も
意
識
さ
れ
て
い
た
。
エ
ラ
ス
ム
ス
も
言
及
し
て
い
た
よ
う
に
、
外
面
的
な
礼
儀
作
法
は
し
ば
し
ば
、
徳
と
異
な
る
だ
け
で
な
く
、「
哲

学
の
極
め
て
粗
野
な
一
部
門
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
し
か
も
ま
た
、次
章
で
も
触
れ
る
よ
う
に
、徳
と
作
法
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

や
「
性
」
の
観
点
か
ら
も
対
比
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
と
り
わ
け
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
よ
っ
て
読
み
替
え
ら
れ
た
「
力
量
」
の
概
念
に
端
的

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、運
命
の
女
神
を
御
し
、あ
る
い
は
祖
国
に
奉
仕
す
る
徳
は
「
男
性
」
的
と
さ
れ
、そ
の
一
方
で
、宮
廷
の
作
法
は
「
柔
弱
」

で
「
女
性
」
的
な
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
ば
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
の
『
宮
廷
人
』
で
は
逆
に
、
徳virtù

は
女
性
名
詞
で
あ
り
、
悪
徳vicio

は
男
性
名
詞
で
あ
る
と
し
て
、
女
性
の
能
力
が
男
性
よ
り
も
「
劣
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
優
れ
て
い
る
」
と

い
う
反
論
も
な
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
人
文
主
義
に
お
け
る
徳
と
作
法
の
緊
張
は
、
一
八
世
紀
の
文
明
社
会
に
至
る
前
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
宮
廷
社
会
に
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お
い
て
す
で
に
顕
在
化
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
に
仕
え
、
の
ち
に
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
大
司
教
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大

使
と
な
っ
た
デ
ッ
ラ･

カ
ー
サ
も
ま
た
、『
ガ
ラ
テ
ー
オ
』
の
な
か
で
「
礼
儀
作
法
」costum

i 

を
主
題
と
し
、「
日
々
の
交
友com

une 

conversazione

に
当
た
っ
て
取
る
べ
き
、
ま
た
避
け
る
べ
き
態
度
」
を
論
じ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、「
他
人
と
話
を
交
わ
し
、
付
き
合
っ
て
ゆ

く
う
え
で
、
ど
う
す
れ
ば
身
だ
し
な
み
良
く
、
楽
し
く
折
り
目
正
し
い
人
間
で
い
ら
れ
る
か
」
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
礼
儀
作
法
に
は
中
庸
や
節
度
が
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
自
分
勝
手
な
考
え
を
捨
て
、
交
遊
相
手
な
り
仕
え
る
べ
き
人
が
、

何
を
喜
び
と
し
て
く
れ
る
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
あ
な
た
自
身
の
態
度
を
控
え
、
ま
た
処
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。
さ
ら
に
、

「
身
だ
し
な
み
の
よ
い
人
は
、
歩
い
て
い
て
も
立
っ
て
い
て
も
、
腰
掛
け
て
い
て
も
、
そ
の
一
挙
一
動
の
態
度
に
、
服
装
や
言
葉
遣
い
の
端
々

に
も
、
さ
ら
に
は
黙
っ
て
い
て
も
休
息
の
と
き
も
、
仕
事
の
と
き
も
」
節
度
を
保
つ
べ
き
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

も
っ
と
も
、
の
ち
に
「
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
偉
大
な
マ
ス
タ
ー（

（（
（

」
と
も
呼
ば
れ
た
デ
ッ
ラ
・
カ
ー
サ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
礼
儀
作
法
は
、

た
し
か
に
雅
量
や
不
動
心
や
高
潔
な
ど
と
比
べ
る
と
高
く
称
賛
さ
れ
る
徳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
う
え
で
彼
は
、
日
常
的
に
用
い
ら
れ

る
礼
儀
作
法
の
方
が
、「
ご
く
稀
に
し
か
」
発
揮
さ
れ
な
い
徳
よ
り
も
「
度
数
や
頻
度
」
の
点
で
優
る
こ
と
を
指
摘
し
、
伝
統
的
な
徳
論
を

批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
身
だ
し
な
み
の
良
さ
、
礼
儀
作
法
、
上
品
な
言
葉
遣
い
を
身
に
付
け
た
人
は
、
度
量
の
広
さ
や
自
負
心
を
具
え

た
人
と
較
べ
て
、
負
け
ず
劣
ら
ず
役
に
立
つ
」。
な
ぜ
な
ら
、「
私
た
ち
誰
も
が
日
も
夜
も
人
々
と
付
き
合
い
、
話
を
交
わ
す
必
要
が
生
じ
る
」

た
め
、礼
儀
作
法
を
「
日
に
幾
度
と
な
く
用
い
る
」
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
正
義
」
や
「
堅
忍
不
抜
」
と
い
っ
た
「
偉

大
な
徳
性
」
の
方
は
「
ご
く
稀
に
し
か
」
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
う
し
た
デ
ッ
ラ
・
カ
ー
サ
の
判
断
に
は
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
よ
り
も
現
実
を
志
向
し
た
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
と
同
様
の
リ
ア
リ
ズ
ム
が
働
い
て

い
る
。
し
か
し
、繰
り
返
し
指
摘
す
れ
ば
、の
ち
に
『
洗
練
さ
れ
た
宮
廷
人
』1663

と
も
英
訳
さ
れ
た
『
ガ
ラ
テ
ー
オ
』
が
目
指
し
た
も
の
は
、

危
機
を
克
服
す
る
た
め
の
力
量
を
強
調
し
た
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
や
、
あ
る
い
は
市
民
の
徳
を
求
め
る
共
和
主
義
の
言
説
と
は
異
な
り
、
他
者

と
の
日
常
的
なconversation

を
可
能
に
す
る
た
め
の
作
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
宮
廷
の
人
文
主
義
と
共
和
主
義
と
の
緊
張
は
、
時
代
を
下
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
中
心
で
あ
っ
た
「
大
陸
」
の
モ
ン
テ

ス
キ
ュ
ー
や
ル
ソ
ー
の
議
論
に
も
引
き
継
が
れ
た
。
た
と
え
ば
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
法
の
精
神
』1748

で
は
、
名
誉
と
と
も
に
「
上
品
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さ
」politesse

が
求
め
ら
れ
る
君
主
政
体
と
、
祖
国
と
平
等
を
愛
す
る
政
治
的
な
徳
を
原
理
と
す
る
共
和
政
体
と
が
対
比
さ
れ
る
。
彼
に
よ

れ
ば
、
礼
儀
正
し
さ
は
人
間
の
共
同
生
活
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
「
上
品
さ
は
宮
廷
で
自
然
な
も
の
と
な
る
」。
し
か
し
、

人
間
が
礼
儀
正
し
く
す
る
の
は
「
自
分
を
目
立
た
た
せ
た
い
と
す
る
」
自
尊
心
の
た
め
で
も
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
宮
廷
で
は
「
借
り
も
の
の

偉
大
さ
の
た
め
に
自
分
の
固
有
の
偉
大
さ
を
棄
て
る
こ
と
」
に
な
る（

（（
（

。
あ
る
い
は
、
ル
ソ
ー
の
『
学
問
芸
術
論
』
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
文
明
は
、
学
問
と
社
交
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
「
自
然
に
し
て
配
慮
あ
る
態
度
」
と
い
っ
た
「
上
品
さ
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
彼
に
と
っ
て
そ
れ
は
ま
た
、「
あ
り
の
ま
ま
の
自
己
」
を
隠
し
た
「
画
一
で
偽
り
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
で
あ
り
、「
い
か
な
る
徳
を
も
そ

な
え
ず
し
て
、
い
っ
さ
い
の
徳
を
そ
な
え
て
い
る
よ
う
な
外
観
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。

３　

洗
練
さ
れ
た
交
際

も
っ
と
も
、先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、宮
廷
の
人
文
主
義
は
、ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
キ
ケ
ロ
な
ど
の
古
典
や
歴
史
に
依
拠
す
る
点
に
お
い
て
、

市
民
的
人
文
主
義
や
共
和
主
義
と
共
通
の
知
的
基
盤
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、
徳
あ
る
市
民
や
勇
敢
な
兵
士
、

あ
る
い
は
自
由
・
独
立
・
平
等
の
個
人
で
は
な
く
、
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
を
通
じ
て
他
者
と
共
存
す
る
相
互
依
存
的
な
人
間
で
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
デ
ッ
ラ･

カ
ー
サ
に
よ
れ
ば
、「
人
間
誰
し
も
荒
野
や
隠
遁
地
に
身
を
隠
し
て
生
き
る
よ
う
に
は
で
き
て
お
ら
ず
、
街
な
か
で
他
人
と
交
わ

り
つ
つ
暮
ら
す
よ
う
に
で
き
て
い
る
」。
す
な
わ
ち
、「
優
雅
で
好
ま
し
い
身
だ
し
な
み
」
が
必
要
と
さ
れ
る
理
由
は
、
人
間
が
孤
立
的
で
は

な
く
、
相
互
に
依
存
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
「
あ
る
が
ま
ま
」
の
自
己
よ
り
も
他
者
の
存
在
を
重
視
す
るconversation

の
思
想
史
的
な
意
義
は
、
マ
ン
ト
ヴ
ァ
の
ゴ

ン
ザ
ー
ガ
家
に
仕
え
た
宮
廷
人
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
や
ロ
ー
マ
に
外
交
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
経
験
も
あ
る
グ
ア
ッ
ツ
ォ
の
『
洗
練
さ

れ
た
交
際
』
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
作
品
は
ま
た
、
会
話
と
交
際
を
と
も
に
意
味
し
、
身
体
的
な
作
法
を
伴
うconversazione, 

conversation

を
初
め
て
題
名
に
用
い
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
る（

（（
（

。
し
か
も
、
他
者
に
よ
っ
て
成
立
す
るconversation

の
対
象
は
、

お
の
ず
と
多
様
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
交
際
の
成
果
」を
述
べ
る
第
一
巻
に
続
け
て
、こ
の
作
品
の
第
二
巻
と
第
三
巻
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、

「
若
者
と
年
配
者
、
貴
族
と
庶
民
、
主
君
と
私
人
、
学
識
者
と
無
学
者
、
市
民
と
外
国
人
、
宗
教
者
と
俗
人
、
男
性
と
女
性
」、
そ
し
て
「
夫
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と
妻
、
父
と
子
、
兄
弟
、
主
人
と
使
用
人
」
と
い
っ
た
「
あ
ら
ゆ
る
人
々
」
に
お
け
る
「
交
際
の
流
儀
」
で
あ
っ
た（

（（
（

。
さ
ら
に
、
そ
の
第
四

巻
で
は
、
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
の
『
宮
廷
人
』
と
同
様
に
、
六
人
の
紳
士
と
四
人
の
貴
婦
人
に
よ
る
理
想
的
な
社
交
が
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。

グ
ア
ッ
ツ
ォ
に
よ
れ
ば
、
作
品
の
題
名
で
も
あ
る
「
洗
練
さ
れ
た
交
際
」civil conversazione

は
、「
誠
実
か
つ
称
賛
さ
れ
る
有
徳
な
生

活
を
営
む
こ
と
」
を
意
味
し
た（

（（
（

。
同
時
代
に
お
い
て
広
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
の
概
念
は
、
初
期
近
代
に
お
け
るconversation

が

文
明
や
礼
儀
の
指
標
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
所
在
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
ブ
リ
ス
ケ
ッ
ト
の
『
文
明
的
な
生
活
』1606

で
は
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
を
「
洗
練
さ
れ
た
交
際
に
ふ
さ
わ
し
く
成

型
さ
せ
る
こ
と
」
が
目
指
さ
れ
、
あ
る
い
は
デ
ッ
ラ
・
カ
ー
サ
の
英
訳
版
『
洗
練
さ
れ
た
宮
廷
人
』
で
は
、「
洗
練
さ
れ
た
交
際
に
潜
在
す

る
不
作
法
の
矯
正
」
が
副
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
し
か
も
、
グ
ア
ッ
ツ
ォ
に
よ
れ
ば
、「
精
神
的
な
資
質
」
に
関
わ
る
「
洗
練
さ
れ
た
交
際
」

の
対
象
は
、civil

の
語
源
で
あ
る
都
市città

の
住
民
に
限
定
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
人
々
」
に
開
か
れ
た
「
交
際
」

に
は
、「
洗
練
さ
れ
た
生
活
を
営
む
」
た
め
の
「
礼
儀
作
法
」costum

i

や
「
流
儀
」m

aniere

が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

そ
の
う
え
で
ま
ず
、『
洗
練
さ
れ
た
交
際
』
の
第
一
巻
で
強
調
さ
れ
た
の
が
、
デ
ッ
ラ
・
カ
ー
サ
と
同
様
に
、
孤
独
な
生
活
と
対
比
さ
れ

る
他
者
と
の
交
際
の
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
の
活
動
的
生
活
論
が
展
開
さ
れ
る
な
か
で
、
最
初
に

議
論
さ
れ
た
の
が
宮
廷
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
多
様
な
国
や
土
地
か
ら
の
多
数
の
人
々
」
が
集
ま
る
宮
廷
で
は
、「
他
者
が
話
す
こ
と
を
理

解
し
、
適
切
な
回
答
を
用
意
し
、
人
々
の
資
質
や
自
己
の
立
場
が
要
請
す
る
雰
囲
気
に
従
う
」
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、こ
の
よ
う
な
宮
廷
生
活
は
「
苦
難
と
隷
従
」
に
他
な
ら
な
い
と
し
て
、孤
独
な
生
活
を
礼
賛
す
る
議
論
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

こ
れ
に
対
し
て
グ
ア
ッ
ツ
ォ
は
、
ポ
リ
ス
を
前
提
と
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
議
論
を
同
時
代
の
宮
廷
社
会
に
読
み
替
え
、
こ
れ
に
反
論
す

る
。
す
な
わ
ち
、「
人
間
は
社
会
的
な
動
物
で
あ
り
、
他
者
と
の
行
動
を
お
の
ず
と
愛
す
る
」
の
で
あ
り
、
こ
れ
と
は
逆
に
「
孤
独
な
人
物

に
は
獣
か
暴
君
の
名
が
ふ
さ
わ
し
い
」
の
で
あ
る（

（（
（

。

グ
ア
ッ
ツ
ォ
は
さ
ら
に
、
他
者
と
の
交
際
が
「
人
間
の
完
成
」
に
必
要
な
こ
と
を
主
張
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
他
者
を
相
手
に
「
物
事
を

教
え
、
求
め
、
相
談
し
、
取
り
引
き
し
、
助
言
し
、
訂
正
し
、
論
争
し
、
判
断
し
、
わ
れ
わ
れ
の
気
持
ち
を
表
現
す
る
」
こ
と
で
、「
人
々

は
互
い
に
愛
し
合
い
、
と
も
に
繋
が
る
よ
う
に
な
る
」。
し
か
も
、「
人
間
は
他
者
の
役
に
立
つ
よ
う
に
生
ま
れ
た
」
の
で
あ
り
、「
共
通
の
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利
益
」
の
た
め
に
「
互
い
に
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
あ
る
い
は
ま
た
、「
洗
練
さ
れ
た
交
際
」
に
お
い
て
「
多
く
の
人
々
か
ら
助

言
や
非
難
や
叱
責
を
受
け
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、「
共
通
の
意
見
に
従
う
よ
う
に
同
意
し
、
自
分
に
あ
る
不
完
全
な
と
こ
ろ
に
気
づ
く
に
至

る
」。
す
な
わ
ち
、「
人
々
は
、
他
者
の
判
断
に
従
っ
て
自
己
を
成
型
し
、
多
く
の
事
柄
を
行
な
い
、
そ
の
ま
ま
に
し
、
変
更
し
、
訂
正
す
る
」

の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
う
し
て
、宮
廷
の
人
文
主
義
に
お
い
て
は
、他
者
を
必
要
と
す
る
社
交
の
技
術art of conversation

が
洗
練
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、サ
ン
・

テ
ブ
ル
モ
ン
に
よ
れ
ば
、conversation

に
お
い
て
成
功
す
る
「
最
大
の
秘
密
」
は
、「
称
賛
を
少
な
く
傾
聴
を
多
く
し
」、「
自
分
自
身
の
理

性
を
常
に
、
そ
し
て
時
に
は
友
人
の
理
性
を
信
じ
る
こ
と
な
く
、
他
者
の
そ
れ
を
で
き
る
限
り
表
出
さ
せ
る
こ
と
」
に
あ
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
社
交
の
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、「
君
主
と
臣
民
」
を
ア
ク
タ
ー
と
す
る
政
治
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
も
必
要
と
さ
れ
た
。
外
交
使
節
の

謁
見
な
ど
と
と
も
に
、そ
の
一
つ
の
重
要
な
場
面
と
な
る
の
が
、君
主
に
対
す
る
助
言
や
顧
問
官
に
よ
る
審
議
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、カ
ス
テ
ィ

リ
オ
ー
ネ
に
よ
れ
ば
、「
完
全
な
宮
廷
人
の
目
的
」
は
、「
君
主
の
寵
愛
」
を
獲
得
し
て
助
言
や
諫
言
を
行
な
い
、「
ど
ん
な
こ
と
で
も
自
由
に
は
っ

き
り
述
べ
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
道
へ
と
導
く
」
こ
と
に
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
に
よ
れ
ば
、
君
主
の
顧
問
官
は
「
他
者

と
の
会
話
や
助
言
」
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、そ
れ
ゆ
え
、年
齢
の
異
な
る
顧
問
官
を
加
え
る
こ
と
が
「
永
遠
に
知
恵
を
獲
得
す
る
」

た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

三　

初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
会
話
・
交
際
・
社
交

１　

交
際
の
政
治
学

こ
の
よ
う
に
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
作
法
書
を
通
じ
て
育
ま
れ
た
宮
廷
の
人
文
主
義
に
お
い
て
は
、
共
和
主
義
と
は
対
照
的
な
、
シ
ヴ
ィ

リ
テ
ィ
に
よ
る
他
者
と
のconversation

が
洗
練
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、
以
下
で
は
改
め
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
辺
境
」

の
「
島
国
」
で
あ
っ
た
、
初
期
近
代
の
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
に
お
け
る
宮
廷
を
舞
台
と
し
た
人
文
主
義
の
展
開
を
、
ベ
イ
コ
ン
や
ヒ
ュ
ー
ム
、
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そ
し
て
チ
ェ
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
を
中
心
に
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
と
く
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
問
題
に

加
え
て
、
エ
ッ
セ
イ
と
い
う
形
式
に
も
関
心
を
向
け
て
み
た
い
。

こ
こ
で
ま
ず
、同
時
代
に
お
け
る
政
治
と
社
交
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、ベ
イ
コ
ン
が
、諸
学
の
現
状
を
診
断
し
た
『
学
問
の
進
歩
』

1605

の
な
か
でconversation

の
重
要
性
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
新
た
に
政
治
学civil know

ledge

の
な
か
に
組
み
入
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

彼
に
よ
れ
ば
、「
振
舞
い
」behaviour

の
知
恵
は「
徳
に
劣
り
、思
索
の
敵
で
あ
る
」と
し
て「
た
い
て
い
の
学
者
に
よ
っ
て
軽
蔑
さ
れ
て
い
る
」。

し
か
し
、
そ
れ
は
言
葉
や
行
為
の
力
、
ひ
い
て
は
統
治governm

ent

や
実
務business

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、「
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
も

い
け
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
軽
蔑
し
て
も
い
け
な
い
」。
こ
の
こ
と
を
彼
は
、「
戸
を
開
い
て
い
て
も
顔
つ
き
を
閉
ざ
し
て
い
て
は
役
に
立
た

な
い
」
と
す
る
キ
ケ
ロ
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
用
い
て
説
明
す
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
ベ
イ
コ
ン
は
こ
こ
で
、
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の
『
ロ
ー
マ
建
国
史
』

の
一
節
か
ら
、
共
和
主
義
の
歴
史
的
な
教
訓
で
は
な
く
、
行
儀
の
要
点
は
「
他
人
の
自
由
を
犯
す
こ
と
な
し
に
自
分
の
尊
厳
を
保
つ
こ
と
」

に
あ
る
と
い
う
洞
察
を
導
き
出
す
の
で
あ
る（

（（
（

。

も
っ
と
も
、
ベ
イ
コ
ン
は
一
方
で
、「
交
際
の
知
恵
」wisdom

 of conversation

の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
こ
れ
ま
で
見
事
に
扱
わ
れ
て
い

る
」
と
判
断
し
て
多
く
を
語
っ
て
は
い
な
い（

（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
逆
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
作
法
書
の
流
通
を
物
語
っ
て
い
る
。

実
際
に
、『
少
年
礼
儀
作
法
論
』
は
一
五
三
二
年
、『
宮
廷
人
』
は
一
五
六
一
年
、『
ガ
ラ
テ
ー
オ
』
は
一
五
七
六
年
、『
洗
練
さ
れ
た
交
際
』

は
一
五
八
一
年
に
英
訳
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
版
を
重
ね
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
作
法
書
の
翻
訳
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
文
主
義
と
大
陸
の

文
明
を
受
容
す
る
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
水
準
の
洗
練
さ
れ
た
交
際
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
し
か
も
、
こ
の
当
時
、
イ

タ
リ
ア
か
ら
亡
命
し
、
の
ち
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
欽
定
講
座
担
当
教
授
と
な
っ
た
ジ
ェ
ン
テ
ィ
リ
の
『
使
節
論
』1585

に
よ
れ
ば
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
キ
ケ
ロ
な
ど
と
と
も
に
、
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
、
デ
ッ
ラ
・
カ
ー
サ
、
グ
ア
ッ
ツ
ォ
を
読
む
こ
と
は
外
国
に
派
遣
さ
れ

る
大
使
や
使
節
に
不
可
欠
と
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

ま
た
、こ
れ
ら
の
作
法
書
と
と
も
に
、conversation

の
観
点
か
ら
見
逃
せ
な
い
の
が
、ベ
イ
コ
ン
が『
政
治
道
徳
論
集
』で
採
用
し
た「
エ
ッ

セ
イ
」
と
い
う
形
式
で
あ
る
。
当
時
の
皇
太
子
ヘ
ン
リ
に
向
け
て
書
か
れ
た
献
呈
書
簡
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
、
ベ
イ
コ
ン
の
活
動
的
生

活
と
観
想
的
生
活
と
の
「
果
実
」
で
あ
り
、「
書
物
」
で
は
な
く
「
経
験
」
の
な
か
に
見
つ
か
る
よ
う
な
、
人
生
に
お
い
て
「
最
も
よ
く
知



86政治思想における言語・会話・討議【政治思想研究 第13号／2013年５月】

ら
れ
て
い
る
」conversant

事
柄
を
扱
っ
た
「
短
い
覚
え
書
の
よ
う
な
も
の
」
で
あ
る
。
し
か
も
、こ
の
『
政
治
道
徳
論
集
』
の
な
か
で
彼
は
、

そ
の
原
題T

he E
ssayes or Counsels, Civill and M

orall

が
示
す
よ
う
に
、
助
言
や
礼
儀
と
い
っ
た
人
間
交
際
に
関
す
る
多
く
の
エ
ッ

セ
イ
を
執
筆
し
た
。
た
と
え
ば
、「
も
の
ご
と
が
忠
告
の
論
議
に
か
け
て
揉
ま
れ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
運
命
の
波
に
翻
弄
さ
れ
、
支
離
滅
裂

に
な
り
、
酔
っ
ぱ
ら
い
の
千
鳥
足
の
よ
う
に
、
行
っ
た
り
戻
っ
た
り
す
る
で
あ
ろ
う
」。
あ
る
い
は
、
彼
は
ま
た
、
デ
ッ
ラ
・
カ
ー
サ
と
同

様
に
、「
何
か
大
き
な
徳
を
示
す
機
会
」
は
滅
多
に
な
い
が
、
こ
れ
に
対
し
て
「
立
派
な
動
作
の
型
」good form

s

は
、
評
判
を
高
め
る
「
不

断
の
推
薦
状
の
よ
う
な
も
の
」
と
い
う
判
断
を
示
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
交
際
の
知
恵
」
を
伝
え
る
「
エ
ッ
セ
イ
」
と
い
う
形
式
は
、

の
ち
に
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
や
ヒ
ュ
ー
ム
に
よ
っ
て
も
採
用
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

人
文
主
義
的
な
教
養
を
基
調
と
す
るconversation

に
対
す
る
関
心
は
、
こ
れ
ら
の
作
法
書
の
翻
訳
や
エ
ッ
セ
イ
を
通
じ
て
再
生
産
さ
れ

た
。
た
と
え
ば
、一
七
世
紀
を
通
し
て
版
を
重
ね
、の
ち
に
少
年
時
代
の
ワ
シ
ン
ト
ン
に
も
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る『
若
者
の
振
舞
い
』は「
交

際
に
お
け
る
適
正decency

」
を
副
題
と
す
る（

（（
（

。
ま
た
、
ベ
イ
コ
ン
の
影
響
が
随
所
に
見
ら
れ
る
ク
レ
ラ
ン
ド
の
『
貴
族
の
子
弟
教
育
論
』

1607

で
は
、「
洗
練
さ
れ
た
交
際
」
を
主
題
と
し
た
第
五
巻
に
お
い
て
「
交
際
に
お
い
て
人
を
有
徳
に
し
、
か
つ
洗
練
さ
せ
る
た
め
」
の
「
思

慮
」
が
示
さ
れ
た（

（（
（

。
あ
る
い
は
ま
た
、
匿
名
作
者
Ｄ
・
Ａ
は
『
会
話
の
技
術
の
す
べ
て
』1683

の
な
か
で
、「
洗
練
さ
れ
た
交
際
」
を
行
為

と
議
論
の
二
つ
の
側
面
に
分
け
、
と
く
に
後
者
の
会
話
に
つ
い
て
「
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
」
に
基
づ
い
た
「
不
変
で
、
時
代
や
場
所
に
制
限
さ

れ
な
い
」
規
則
を
提
示
し
た（

（（
（

。
こ
う
し
て
、
一
八
世
紀
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
、『
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
交
際
』

1738

に
お
い
て
、「
交
際
は
、人
生
の
大
き
な
部
分
を
占
め
、ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
部
分
に
影
響
を
及
ぼ
す
」
ゆ
え
に
、「
交
際
の
適
切
な
方
法
」

に
関
す
る
考
察
が
「
大
き
な
重
要
性
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
し
か
も
、
彼
は
ま
た
、
言
論
を
「
人
間
性
」
に
固
有
の
も
の
と

す
る
キ
ケ
ロ
の
一
節
を
表
題
頁
に
掲
げ
る
と
と
も
に
、
談
論discourse
や
身
ぶ
りaction

な
ど
に
関
す
る
ベ
イ
コ
ン
の
エ
ッ
セ
イ
を
繰
り

返
し
引
用
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

も
っ
と
も
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
他
者
と
のconversation
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
よ
っ
て
理
想
化
さ
れ
た
市
民
的
公

共
圏
に
お
い
て
洗
練
さ
れ
た
訳
で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た（

（（
（

。
む
し
ろ
、
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
論
争
は
、
会
話
を
堕
落
さ
せ
、
騒
動

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
男
性
を
中
心
と
す
る
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
に
は
、
か
つ
て
の
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
宮
廷
と
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は
異
な
り
、
女
性
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
た
と
え
ば
、
同
時
代
の
誰
よ
り
も
「
訪
問
と
集
ま
り
に
時
間
を
費

や
し
」、「
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
け
る
会
話
の
改
善
や
洗
練
」
に
努
め
た
こ
と
を
自
負
す
る
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
会
話
の
目
的
は
「
わ
れ
わ
れ
の
周
り
に
い
る
人
々
を
喜
ば
せ
、
切
磋
琢
磨
し
、
そ
の
利
益
を
み
ず
か
ら
享
受
す
る
」
こ

と
に
あ
る（

（（
（

。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
一
方
で
ま
た
、「
ウ
ィ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
物
書
き
た
ち
が
「
仰
々
し
い
態
度
」
で
振
舞
い
、
自
分
の
作
品

を
「
諸
王
国
の
運
命
」
が
か
か
っ
た
「
人
間
性
の
最
も
高
貴
な
成
果
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
当
時
の
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
を
批

判
し
た（

（（
（

。
し
か
も
、
彼
に
よ
れ
ば
、
言
語
や
会
話
の
洗
練
に
は
、
他
者
と
し
て
の
女
性
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
婦
人
と

の
会
合
」
は
「
わ
れ
わ
れ
を
必
ず
正
し
い
道
へ
と
導
き
、
そ
こ
に
留
ま
ら
せ
て
く
れ
る
」
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

２　

社
交
の
技
術

こ
の
よ
う
に
、
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
るconversation

は
、
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
の
喧
騒
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
「
男
性
と

女
性
」
と
い
っ
た
他
者
と
の
交
際
に
よ
っ
て
洗
練
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
哲
学
」
を
「
ク
ラ
ブ
や
集
会
や
茶
会
、そ
し
て
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
」

に
持
ち
込
む
こ
と
を
試
み
た
『
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
』
の
論
説
（1711. 5. 5

）
に
お
い
て
も
、「
近
年
のconversation

に
忍
び
込
ん
だ
党
派
的

な
激
情
」
と
い
う
、「
た
く
さ
ん
の
怒
り
や
狂
乱
」
か
ら
生
ま
れ
た
「
男
性
的
な
悪
徳
」
を
抑
え
、「
人
類
を
穏
や
か
に
し
、
優
し
さ
や
情
愛

へ
と
和
ら
げ
る
」
役
割
が
「
女
性
」
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
そ
し
て
ま
た
、「
男
性
」
的
な
徳
と
は
異
な
り
、
こ
の
よ
う
な
他
者
と
の

conversation

を
可
能
に
す
る
技
術
と
さ
れ
た
の
が
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、『
若
者
の
振
舞
い
』
で
は
、「
交
際
に
お
け
る

適
正
」
と
し
て
、「
世
界w

orld

の
視
線
の
な
か
で
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
活
動
に
は
、
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
対
し
て
抱
く
敬

意
が
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
「
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
一
般
原
理
」
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
と
同
様
に
、
ル
イ
一
四
世
期
の
フ
ラ
ン
ス
で

広
く
読
ま
れ
、
同
時
代
に
繰
り
返
し
英
訳
さ
れ
た
ク
ー
ル
タ
ン
の
『
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
規
則
』1671

に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
あ
ら
ゆ
る
人
が

言
葉
や
行
動
に
お
い
て
守
る
べ
き
節
度m

odesty

と
適
正decorum

」
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

あ
る
い
は
ま
た
、
一
七
世
紀
末
ま
で
に
六
版
を
数
え
た
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
『
教
育
論
』1672
に
よ
れ
ば
、
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
と
は
、
多
く
の
人

間
が
集
ま
る
「
都
市
」
や
「
宮
廷
」
に
お
い
て
「
第
一
に
学
習
さ
れ
、
実
践
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
」
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
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対
象
に
は
、「
日
々
の
行
為
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
看
過
さ
れ
て
い
る
多
く
の
事
柄
」に
気
づ
く「
外
国
人
」も
含
ま
れ
る
。
そ
の
う
え
で
彼
は
、

世
間
で
のconversation

の
経
験
か
ら
導
か
れ
る
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
要
点
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。
す
な
わ
ち
、「
行
動
や
言
動
に
よ
っ

て
、
他
者
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
侮
辱
や
軽
蔑
、
攻
撃
、
あ
る
い
は
軽
視
も
表
に
出
さ
な
い
こ
と
」、「
他
者
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
善
き
行
な

い
を
な
し
、
常
に
親
切
で
あ
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
こ
と
」、「
他
者
か
ら
ど
の
よ
う
な
侮
辱
や
攻
撃
も
受
け
な
い
こ
と（

（（
（

」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
『
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
交
際
』
に
よ
れ
ば
、「
異
な
る
意
見
を
表
明
す
る
自
由
」
は
交
際
の
活
性
化
に
必
要
で
あ
る
が
、

宗
教
論
争
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
感
情
の
対
立
」
は
「
思
い
つ
く
限
り
す
べ
て
の
、
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
寛
大
さ
に
よ
っ
て
和
ら
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」。
そ
し
て
、
そ
の
う
え
で
彼
は
、「
徳
や
思
慮
さ
え
も
、
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
要
点
に
則
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
あ
た
か
も
外
国
語
の

よ
う
に
一
般
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
す
る
ベ
イ
コ
ン
の
議
論
を
引
用
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
を
は
じ
め
と
す
る
作
法
の
必
要
は
、
ポ
ー
コ
ッ
ク
や
ク
ラ
イ
ン
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
と
く
に
一
八
世

紀
に
お
い
て
は
「
上
品
さ
」politeness
や
「
マ
ナ
ー
ズ
」m

anners

、
あ
る
い
は
「
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
」com

m
on sense

な
ど
の
語
彙
群

と
と
も
に
繰
り
返
し
説
か
れ
た（

（（
（

。
た
と
え
ば
、
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
の
『
セ
ン
ス
ス
・
コ
ム
ー
ニ
ス
』1709

や
『
諸
相
論
』1711

に
よ
れ
ば
、
コ

モ
ン
・
セ
ン
ス
と
は
「
公
共
の
福
祉
と
共
通
の
利
益
に
関
す
る
感
覚
、
共
同
体
や
社
会
に
対
す
る
愛
情
、
慈
愛
の
本
性
、
人
間
性
、
親
切
心
」

を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ま
た
「
人
間
に
共
通
す
る
諸
権
利
や
同
じ
人
類
の
間
に
自
然
に
存
す
る
平
等
に
対
す
る
正
し
い
感
覚
」
か

ら
生
じ
る
「
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
感
覚
」
で
も
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
ま
た
、「
上
品
さ
は
す
べ
て
自
由
に
負
っ
て
い
る
」
の
で
あ
り
、「
冗
談

の
自
由
」、「
丁
寧
な
言
葉
で
あ
ら
ゆ
る
疑
問
を
呈
す
る
こ
と
の
自
由
」、
そ
し
て
「
論
者
を
攻
撃
せ
ず
に
ど
ん
な
議
論
に
も
検
討
を
加
え
、

異
議
を
唱
え
る
こ
と
の
許
容
」
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
「
上
品
さ
」
や
「
技
芸
や
洗
練
さ
れ
た
嗜
み
」
は
、「
つ
い
最
近

ま
で
野
蛮
な
状
態
に
あ
っ
た
」
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、「
海
外
」
の
「
宮
廷
や
国
家
や
ア
カ
デ
ミ
ー
」
な
ど
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ

れ
ゆ
え
に
彼
は
、「
可
能
な
限
り
海
外
へ
目
を
向
け
な
い
」
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
育
を
批
判
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
大
陸
旅
行
を
支
持
し

た
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
う
し
た
な
か
、
エ
ッ
セ
イ
形
式
の
『
道
徳
・
政
治
・
文
芸
論
集
』
に
お
い
て
、
学
問
と
社
交
の
世
界
を
結
び
つ
け
る
と
と
も
に
、「
社

交
の
技
術
」art of conversation

と
し
て
の
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
を
論
じ
た
の
が
ヒ
ュ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
と
く
に
「
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
こ
と
に
つ
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い
て
」1742

の
な
か
で
彼
が
問
題
と
し
た
の
は
、「
学
者
」the learned

の
世
界
と「
社
交
的
な
人
々
」the conversable

の
世
界
と
の「
分
離
」

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
優
雅
な
種
類
」
の
人
間
に
適
し
た
会
話
は
「
歴
史
や
詩
や
政
治
」、そ
し
て
「
哲
学
の
諸
原
理
」
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
り
、

他
方
で
ま
た
、「
社
交
」
の
経
験
を
欠
い
た
学
問
や
学
芸
は
「
粗
野
」
に
陥
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
両
者
の
世
界
を
結
び
つ
け

る
う
え
で
「
エ
ッ
セ
イ
ほ
ど
有
益
な
も
の
は
な
い
」。
し
た
が
っ
て
彼
は
、『
道
徳
・
政
治
・
文
芸
論
集
』
に
お
い
て
、「
学
問
」
の
国
か
ら
「
社

交
」conversation
の
国
に
派
遣
さ
れ
た
「
大
使
」
の
役
割
を
演
じ
、「
相
互
に
大
き
く
依
存
す
る
二
つ
の
国
家
の
良
好
な
通
信
を
促
進
す
る

こ
と
」
を
「
わ
た
し
の
不
断
の
義
務
」
と
す
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
彼
は
、「
社
交
の
帝
国
」
の
「
主
権
者
」
と
し
て
、「
す
べ
て
の
洗
練
さ

れ
た
著
述
の
は
る
か
に
優
れ
た
判
定
者
」
で
あ
る
「
女
性
」
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

ヒ
ュ
ー
ム
に
と
っ
て
、
こ
の
当
時
、「
社
交
の
技
術
」
を
「
ほ
ぼ
完
成
」
さ
せ
て
い
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
の
ち

に
大
使
の
秘
書
と
し
て
パ
リ
に
滞
在
す
る
こ
と
に
も
な
る
彼
は
、
エ
ッ
セ
イ
「
技
芸
と
学
問
の
生
成
・
発
展
に
つ
い
て
」1742

の
な
か
で
、

「
女
性
」
を
不
可
欠
と
す
る
「
社
交
の
技
術
」
と
し
て
の
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
必
要
を
以
下
の
よ
う
に
説
い
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
、「
社

交
の
技
術
」
の
な
か
で
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
ほ
ど
「
人
に
喜
ば
れ
る
」
も
の
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
「
わ
れ
わ
れ
自
身
の
性
向
を
相
手
に

譲
り
、
人
間
の
心
に
生
得
的
な
あ
の
尊
大
さ
と
傲
慢
を
抑
制
し
隠
す
よ
う
に
さ
せ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
彼
に
よ
れ
ば
ま
た
、
洗
練

さ
れ
た
礼
儀
作
法
は
、
人
と
人
と
のconversation
を
「
一
層
円
滑
で
快
適
な
も
の
に
す
る
た
め
」
に
発
明
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
悪
徳
に
向

か
う
人
間
の
傾
向
を
「
反
対
方
向
に
向
け
」、「
彼
ら
が
自
然
に
抱
き
が
ち
な
感
情
と
は
異
な
る
感
情
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
外
観
を
、
彼
ら

の
行
動
す
べ
て
に
お
い
て
維
持
す
べ
き
こ
と
を
教
え
て
き
て
い
る
」。
そ
れ
ゆ
え
、「
上
品
な
人
物
」
は
、「
交
際
相
手
に
対
し
敬
意
を
払
っ

て
譲
り
、
社
会
の
日
常
的
な
事
柄
に
つ
い
て
は
優
位
を
譲
る
こ
と
」
を
学
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
マ
ナ
ー
ズ
の
学
校
」
と
し

て
は
、「
有
徳
な
女
性
と
の
交
友
ほ
ど
優
れ
た
も
の
は
な
い
」
の
で
あ
る（

（（
（

。

３　

文
明
の
世
界

こ
う
し
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
ま
た
、
エ
ッ
セ
イ
「
奢
侈
に
つ
い
て
」1752

（
の
ち
に
「
技
芸
の
洗
練
に
つ
い
て
」
と
改
題
）
の
な
か
で
、
技
芸

arts

と
社
交conversation

が
人
間
性
を
向
上
さ
せ
る
文
明
社
会civil society

の
生
活
様
式
を
描
い
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
、「
洗
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練
さ
れ
た
技
芸
」
が
進
歩
す
る
ほ
ど
人
間
は
「
社
交
的
」social

と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、学
問
と
会
話
が
豊
か
で
あ
れ
ば
、「
孤
独
」
で
「
野
蛮
」

な
生
活
を
送
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
明
の
世
界
で
は
、ク
ラ
ブ
や
協
会
が
設
立
さ
れ
、男
女
は
気
軽
に
会
合
し
、

振
舞
い
や
気
質
が
洗
練
さ
れ
る
。
人
び
と
は
、「
知
識
や
学
芸liberal arts

」
に
加
え
て
、「
た
が
い
に
会
話
し
、
快
楽
と
愉
楽
に
寄
与
す
る

と
い
う
習
慣
そ
の
も
の
か
ら
人
間
性
の
高
ま
り
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
」
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
学
問
と
社
交
が
結
び
つ
い
た
「
文
明
化
さ
れ
た
時
代
」
に
お
い
て
は
、
統
治
の
技
術
に
も
人
間
性
が
現
れ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
に

よ
れ
ば
、「
党
争
は
宿
怨
を
減
じ
、
革
命
は
よ
り
悲
惨
で
な
く
な
り
、
権
威
は
苛
酷
さ
を
減
じ
、
騒
乱
は
よ
り
稀
に
な
る
」。
し
か
も
、
彼
は

ま
た
、「
議
会
の
独
立
に
つ
い
て
」1741

の
な
か
で
、
教
養
や
作
法
が
党
派
対
立
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
政

権
党
（
コ
ー
ト
）
がconversation
に
お
い
て
一
般
的
に
穏
和
で
あ
る
点
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
反
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
の
論
陣
を
張
っ
た
ボ
ー

リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
を
一
例
と
し
て
、「
教
養
あ
る
人
物
は
、
ど
の
よ
う
な
党
派
に
属
し
て
い
て
も
、
そ
の
行
儀
の
良
さgood-breeding

と
品

の
良
さdecency

に
よ
っ
て
、
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
お
の
ず
と
現
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
れ
に
加
え
て
、
共
和
主
義
と
の
対
比
と
い
う
観
点
か
ら
も
見
逃
せ
な
い
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
洗
練
さ
れ
た
政
治
と
社
交
の
モ
デ
ル

の
一
つ
と
し
て
、
君
主
国
の
宮
廷
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ヒ
ュ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、
議
論
が
自
由
な
共
和
国
で
は
「
学
問
」

sciences

が
成
長
す
る
が
、文
明
化
さ
れ
た
君
主
国
で
は
他
者
と
の
関
係
を
強
く
意
識
し
た
「
洗
練
さ
れ
た
技
芸
」polite arts

が
発
達
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
一
方
で
、
共
和
国
に
お
い
て
は
「
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
洗
練
が
一
般
に
行
わ
れ
る
傾
向
は
ま
ず
見
ら
れ
な
い
」。
な
ぜ
な
ら
、

権
力
が
民
衆
に
由
来
す
る
共
和
国
で
は
、
全
体
が
平
準
化
さ
れ
、
構
成
員
が
相
互
に
独
立
し
て
い
る
た
め
に
「
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
洗
練
が
ほ

と
ん
ど
な
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、「
文
明
化
さ
れ
た
」
君
主
国
で
は
、
君
主
か
ら
小
作
人
に

至
る
「
長
い
従
属
・
依
存
関
係
の
連
鎖
」
が
存
在
す
る
た
め
に
、「
態
度
や
振
舞
い
の
洗
練politeness of m

anners

は
、
君
主
政
体
と
宮

廷
に
お
い
て
最
も
自
然
な
形
で
生
じ
」
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い
う
文
明
の
世
界
で
は
、
君
主
の
宮
廷
を
中
心
と
し
て
、
学
問
と
社
交
、
そ
し
て
政
治
の
世

界
が
そ
れ
ぞ
れ
、「
他
者
」
と
のconversation

を
意
識
し
な
が
ら
相
互
に
連
鎖
し
て
い
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、ヒ
ュ
ー
ム
の
友
人
で
も
あ
っ

た
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、『
道
徳
感
情
論
』1759

の
な
か
で
、『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
業
時
代
』
に
も
見
ら
れ
た
、
市
民
的
公



91 木村俊道【初期近代イングランドにおける会話・交際・社交】

共
圏
と
は
対
照
的
な
代
表
的
具
現
の
世
界
を
描
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
あ
ら
ゆ
る
言
葉
や
動
作
が
注
目
さ
れ
て
い
る
」
君
主
や
貴
族
は
、「
日

頃
の
振
舞
い
の
あ
ら
ゆ
る
情
況
を
習
慣
的
に
考
慮
す
る
こ
と
を
学
び
」、「
最
も
的
確
で
適
切
な
仕
方
で
、
す
べ
て
の
細
か
な
義
務
を
遂
行
す

る
こ
と
を
学
習
」
す
る
。
し
か
も
、
他
者
の
視
線
を
常
に
意
識
し
た
彼
ら
の
「
雰
囲
気
」
や
「
マ
ナ
ー
」
や
「
物
腰
」
は
、「
自
由
」
や
「
気

高
さ
」
を
伴
う
だ
け
で
な
く
、
人
々
を
権
威
に
服
従
さ
せ
る
た
め
の
「
技
術
」
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
ば
ル
イ
一
四
世
の
「
些

細
な
嗜
み
」
の
前
で
は
、「
知
識
、
勤
勉
、
武
勇
、
慈
恵
」
と
い
っ
た
ど
ん
な
徳
も
「
ふ
る
え
、
赤
面
し
、
あ
ら
ゆ
る
威
厳
を
失
っ
た
」
の

で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
演
劇
的
な
宮
廷
の
世
界
を
、
政
治
的
な
教
養
や
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
「
最
善
の
学
校
」（1748. 4. 15; 177

（
（（
（3

）
と
し
て

評
価
し
た
人
物
の
一
人
が
、
第
四
代
チ
ェ
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
伯
で
あ
っ
た
。
当
時
を
代
表
す
る
宮
廷
人
の
一
人
で
あ
り
、
ハ
ー
グ
駐
在
大

使
や
王
室
長
官
、
国
務
大
臣
と
い
っ
た
要
職
を
歴
任
し
た
彼
は
、
同
時
に
ま
た
、『
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
』
や
『
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
』
な
ど
に
寄

稿
し
た
論
説
や
『
息
子
へ
の
手
紙
』1774
な
ど
を
通
じ
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
の
宮
廷
の
人
文
主
義
の
伝
統
を
具
現
し
た
人
物
で
も
あ
っ

た（
（（
（

。
た
と
え
ば
、『
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
』
の
論
説
（55. 10. 30

）
に
よ
れ
ば
、
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
「
真
の
定
義
」
は
「
他
者
の
自
己
愛
の
た
め
に

自
身
の
自
己
愛
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、「
行
儀
の
良
さ
」good-breeding

は
「
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
を
何
気
な
く
、適
切
に
、気
品
を
も
っ

て
実
行
す
る
こ
と
」
に
存
す
る
。
し
か
も
、
こ
の
「
行
儀
の
良
さ
」
は
「
徳
」
の
不
足
を
補
い
、「
愛
情
」
や
「
友
情
」
に
代
わ
る
社
会
の

紐
帯
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
行
儀
の
良
さ
」
は
「
人
を
結
び
つ
け
、
引
き
寄
せ
、
正
し
い
自
由
を
享
受
さ
せ
る
と
同
時
に
、conversation

に
お
け
る
下
品
な
放
埓
さ
を
抑
制
す
る
」
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

チ
ェ
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
は
ま
た
、死
後
に
出
版
さ
れ
、ド
イ
ツ
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
に
も
翻
訳
さ
れ
る
な
ど
当
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

た
『
息
子
へ
の
手
紙
』
の
な
か
で
、
ヒ
ュ
ー
ム
と
同
様
に
、「
学
問
の
世
界
」
と
「
上
品
な
世
界
」
を
結
び
つ
け
、「
学
者
の
す
べ
て
の
知
識

を
宮
廷
人
の
マ
ナ
ー
と
統
合
さ
せ
る
こ
と
」（48. 5. 10

）
を
試
み
た
。
彼
は
そ
こ
で
、「
何
事
に
お
い
て
も
マ
ナ
ー
が
す
べ
て
で
あ
る
」（51. 3. 

18

）
と
い
う
観
点
か
ら
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
宮
廷
や
都
市
を
訪
れ
て
い
た
彼
の
息
子
に
対
し
て
、「
完
全
な
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
と
し
て
「
光

り
輝
く
」
た
め
に
必
要
な
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
を
説
く
。
な
か
で
も
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い
「
義
務
」
や
「
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
し
て

想
定
さ
れ
た
の
が
「
大
使
」
と
「
議
員
」
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宮
廷
に
派
遣
さ
れ
る
大
使
に
は
「
世
界
の
完
全
な
知
識
」
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や
「
上
品
な
マ
ナ
ー
ズ
」
に
加
え
て
、「
人
を
惹
き
つ
け
る
態
度
」
が
「
絶
対
に
必
要
」
で
あ
る
（51. 3. 25

）。
ま
た
、
議
会
に
お
い
て
は
「
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
や
王
立
協
会
、
二
つ
の
大
学
を
合
わ
せ
た
す
べ
て
の
学
問
」
よ
り
も
、
他
者
を
説
得
す
る
た
め
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
重
要
に
な

る
（51. 3. 1

（
（（
（8

）。
そ
れ
ゆ
え
、ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
よ
っ
て
「
上
院
で
の
最
善
の
雄
弁
家（

（（
（

」
と
も
評
さ
れ
た
チ
ェ
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ
れ
ば
、「
公

の
演
説
者
が
最
も
配
慮
す
べ
き
事
柄
」
は
「
言
葉
の
純
正
、文
体
の
優
美
、文
節
の
調
和
、心
地
よ
い
発
話
、気
品
あ
る
動
作
」
な
の
で
あ
る
（49. 

12. 5

（
（（
（

）。
チ
ェ
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
に
と
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
政
治
と
社
交
の
拠
点
と
な
る
の
が
宮
廷
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
と
り
わ
け
共
和

主
義
の
言
説
に
お
い
て
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
宮
廷
は
他
方
で
、
腐
敗
と
堕
落
の
温
床
と
し
て
強
い
批
判
を
浴
び
て
き
た
。
た
と
え
ば
、

前
述
の
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
宮
廷
で
は
「
堅
固
で
男
性
的
な
諸
徳
」
よ
り
も
「
社
交
界
の
人
と
呼
ば
れ
る
お
門
違
い
で
馬
鹿
げ
た
代
物
の
、

外
面
的
な
気
品
や
些
細
な
嗜
み
」
が
称
賛
さ
れ
る（

（（
（

。
あ
る
い
は
、プ
ラ
ト
ン
や
キ
ケ
ロ
以
来
の
、「
上
品
な
」
対
話
形
式
を
採
用
し
た
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ハ
ー
ド
の
『
外
国
旅
行
に
つ
い
て
の
対
話
』1764

で
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
へ
の
大
陸
旅
行
を
支
持
す
る
登
場
人
物
「
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
」

に
対
し
て
、
同
じ
く
登
場
人
物
「
ロ
ッ
ク
」
が
反
論
を
加
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
ロ
ッ
ク
」
に
よ
れ
ば
、
祖
国
で
あ
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」

の
「
市
民
」
に
求
め
ら
れ
る
の
は
「
男
性
」
的
な
公
共
精
神
で
あ
り
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
宮
廷
に
お
け
る
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
で
は
な
い
の
で

あ
る（

（（
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、チ
ェ
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
も
一
方
で
、「
す
べ
て
の
宮
廷
」
に
お
い
て
「
女
性
」
が
影
響
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
や
（48. 9. 

5

）、フ
ラ
ン
ス
と
比
較
し
て
「
わ
た
し
の
生
ま
れ
故
郷
」
が
「
お
そ
ら
く
行
儀
の
良
さ
の
最
も
完
全
な
拠
点
で
は
な
い
」
こ
と
を
認
め
て
い
た
。

し
か
し
、
彼
が
求
め
る
の
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
固
有
の
「
男
性
」
的
な
徳
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
悪
徳
や
欺
瞞
の
跳
梁
と
跋
扈
を
和

ら
げ
る
」
た
め
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
水
準
の
「
行
儀
の
良
さ
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、「
人
や
場
所
や
事
柄
の
無
限
の
多
様
性
に
応
じ
た

言
葉
や
動
作
、
そ
し
て
容
姿
ま
で
も
含
ん
だ
適
切
さ
」
に
よ
っ
て
、「
暴
力
」
や
「
情
念
」
を
抑
制
し
、
敵
対
す
る
他
者
と
の
交
際
を
可
能

に
す
る
た
め
の
「
モ
ー
ド
」
で
あ
る（

（（
（

。
こ
う
し
て
彼
は
、「
万
人
に
よ
る
万
人
の
戦
い
」
を
回
避
し
、
女
性
や
外
国
人
と
も
共
存
す
る
た
め

の
宮
廷
の
政
治
学
を
、『
息
子
へ
の
手
紙
』
や
『
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
』
の
な
か
で
繰
り
返
し
説
い
た
の
で
あ
る
。
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「
宮
廷
は
疑
い
な
く
行
儀
の
良
さ
の
拠
点
で
あ
り
、
必
ず
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
な
け
れ
ば
、
宮
廷
は
虐
殺
と
荒
廃
の
場

と
化
す
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
す
べ
て
の
情
念
が
最
高
度
に
沸
き
返
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
者
が
、
僅
か
な
者
し
か
入
手
で
き
な
い
も

の
を
追
い
求
め
、
多
く
の
者
が
、
た
だ
一
人
し
か
享
受
で
き
な
い
も
の
を
欲
す
る
。
行
儀
の
良
さ
の
み
が
そ
れ
ら
の
行
き
過
ぎ
を
抑
制

す
る
。
そ
こ
で
は
、
敵
同
士
に
よ
る
抱
擁
が
な
け
れ
ば
、
互
い
に
突
き
刺
す
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
涙
を
隠
す
た
め
に
、
し
ば
し

ば
微
笑
が
な
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
互
い
の
相
手
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
企
て
ら
れ
て
い
る
間
に
、
相
互
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
公

言
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
ヘ
ビ
の
狡
猾
さ
が
ハ
ト
の
穏
和
さ
を
模
倣
す
る
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
誠
実
さ
を
犠
牲
に

し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
社
会
の
交
際social intercourse

に
お
け
る
一
般
的
な
利
益
と
な
る
の
で
あ
る（

（（
（

」。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
初
期
近
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
、
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
の
『
宮
廷
人
』
か
ら
チ
ェ
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
『
息
子
へ

の
手
紙
』
へ
と
至
る
作
法
書
や
、
ベ
イ
コ
ン
や
ヒ
ュ
ー
ム
の
エ
ッ
セ
イ
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
、conversation

を
め
ぐ
る
人
文
主
義
的
な
教

養
の
系
譜
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
重
視
さ
れ
た
他
者
と
の
共
存
は
、
共
和
主
義
的
な
徳
や
、
あ
る
い
は
理
性
の
公
的
使
用
よ
り

は
む
し
ろ
、
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィcivility

を
は
じ
め
と
す
る
洗
練
さ
れ
た
作
法
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
政

治
と
文
明
の
中
心
は
宮
廷court

で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
少
な
く
と
も
顧
問
官
や
外
交
使
節
と
い
っ
た
政
治
的
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
よ
っ
て
理
想
化
さ
れ
た
市
民
的
公
共
圏
と
は
異
な
る
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
や
「
女
性
」
に
も
一
定
程

度
開
か
れ
た
演
劇
的
な
宮
廷
を
舞
台
と
し
て
高
度
に
発
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、conversation

が
成
立
す
る
世
界
は
、
初
期
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宮
廷
社
会
だ
け
に
限
定
さ
れ
な
い
。
ヒ
ュ
ー
ム
に
よ
れ
ば
ま

た
、「
す
べ
て
の
洗
練
さ
れ
た
国
」
で
は
、「
外
来
者
」
や
「
外
国
人
」
は
「
最
高
の
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
」
に
よ
っ
て
も
て
な
さ
れ
、「
あ
ら
ゆ

る
会
合
で
最
上
席
を
与
え
ら
れ
る（

（（
（

」。
そ
の
な
か
に
は
、
お
そ
ら
く
同
時
代
の
「
日
本
」
や
「
琉
球
」
も
含
ま
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
視
点
か
ら
見
た
日
本
は
、「
偉
大
な
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
」（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ズ（

（（
（

）
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
「
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
と
良
き
マ
ナ
ー
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ズ
の
学
校
」（
ケ
ン
ペ
ル（

（（
（

）
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、琉
球
を
訪
れ
た
ベ
イ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
は
、そ
こ
で
「
上
品
さ
」
や
「
気

品
あ
る
振
舞
い
」
と
い
っ
た
「
文
明
的
な
諸
国
民
」
と
同
様
の
「
交
際
の
型
」form

 of intercourse

を
見
出
し
た（

（（
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
ま
た
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
「
文
明
」
の
世
界
は
大
き
く
変
容
す
る
。
政
治
の
中
心
は
宮
廷
か
ら
内
閣
や
議

会
へ
と
移
り
、
産
業
技
術
の
進
歩
が
文
明civilization

の
新
た
な
指
標
と
な
る
。
ま
た
、
自
然
科
学
の
発
達
の
一
方
で
、
そ
れ
ま
で
の
人
文

主
義
的
な
教
養
の
伝
統
は
、
内
面
を
重
視
す
るculture

やBildung

へ
と
様
変
わ
り
し
、
外
面
的
な
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
は
後
景
に
退
く
よ
う
に

な
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
た
と
え
ば
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
一
七
六
三
年
の
修
辞
学
講
義
の
な
か
で
「
い
つ
も
同
じ
儀
礼decorum

の
規

則
」
を
守
る
上
院
と
、「
非
常
に
い
い
加
減
な
マ
ナ
ー
や
、
し
ば
し
ば
野
次
や
毒
舌
が
大
幅
に
許
容
」
さ
れ
て
い
る
下
院
と
の
違
い
を
指
摘

し
た（

（（
（

。
ま
た
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
『
道
徳
・
政
治
・
文
学
論
集
』
に
お
い
て
も
、
党
派
対
立
を
緩
和
さ
せ
る
教
養
と
作
法
に
言
及
し
た
「
議
会
の

独
立
に
つ
い
て
」
の
一
節
は
後
に
削
除
さ
れ
、
一
七
七
七
年
の
最
後
の
改
訂
版
で
は
「
言
論
・
出
版
の
自
由
」
の
行
き
過
ぎ
が
懸
念
さ
れ
る

よ
う
に
な
る（

（（
（

。

さ
ら
に
、
一
九
世
紀
に
な
る
と
、
た
と
え
ば
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、『
イ
ギ
リ
ス
国
制
論
』1867

の
な
か
で
、
宮
廷
が
統
治
の

た
め
の
「
偉
大
な
資
格
」
を
有
す
る
こ
と
を
他
方
で
認
め
な
が
ら
も
、「
偽
装
さ
れ
た
共
和
国
」
に
お
け
る
政
治
と
社
交
の
断
絶
を
観
察
す
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、「
マ
ナ
ー
」
や
「
気
品
」
と
い
っ
た
「
芸
術
」fine arts

を
身
に
つ
け
た
貴
族
は
「
毎
日
の
よ
う
に
、
会
社
、
鉄
道
、
社
債
、

株
券
」
な
ど
に
取
り
囲
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宮
廷
を
舞
台
と
し
た
政
治
と
社
交
の
歴
史
的
な
関
連
は
「
偶
然
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、

conversation

を
目
的
と
し
た
「
社
交
界
」society

は
、
本
来
、
政
治
や
国
家
と
は
「
何
の
関
係
も
な
い
」。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
「
偉
大
な

政
治
指
導
者
」
の
な
か
に
、ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
よ
う
な
「
得
体
の
知
れ
な
い
人
物
」
や
、ナ
ポ
レ
オ
ン
の
よ
う
な
「
無
愛
想
な
者
」、ウ
ォ
ル
ポ
ー

ル
の
よ
う
な
「
礼
儀
知
ら
ず
の
粗
野
な
人
間
」
を
含
め
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

丸
山
眞
男
は
か
つ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
常
生
活
を
「
作
品
」
に
ま
で
高
め
た
「
社
交
的
精
神
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
「
わ
れ
わ
れ
相
互

の
会
話

0

0

を
出
来
る
だ
け
普
遍
性
が
あ
っ
て
、
し
か
も
豊
饒
な
も
の
に
す
る
た
め
の
心
構
え
を
各
人
が
不
断
に
持
っ
て
い
る
こ
と
」
と
説
明
し

た
。
そ
れ
は
ま
た
、「
暴
力
」
に
よ
ら
ず
に
「
会
議
」
を
成
立
さ
せ
る
「
政
治
的
精
神
」
に
照
応
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
文
明
的
な
政
治
を
支
え
た
社
交
の
精
神
は
、
日
本
と
西
洋
と
の
「
外
国
交
際
」
が
再
開
さ
れ
た
一
九
世
紀
の
「
開
国
」
の
時
点
で
す
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で
に
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
そ
し
て
帝
国
主
義
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
「
西
」
の
世
界
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の

で
あ
る（

（（
（

。

（
１
）本
稿
は
、拙
著『
文
明
の
作
法
─
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
政
治
と
社
交
─
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、二
〇
一
〇
年
）で
扱
っ
た
内
容
や
素
材
を
、

本
号
の
統
一
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
、
新
た
にconversation

の
観
点
か
ら
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
と
く
に
第
二
章
と
第
三
章
の
記
述

に
少
な
か
ら
ぬ
重
複
が
あ
る
。
他
方
で
、
註
は
多
く
を
割
愛
し
て
最
小
限
に
留
め
た
。
本
稿
は
ま
た
、
二
〇
一
二
年
五
月
の
政
治
思
想
学
会
に
お
け
る
報

告
を
、
そ
の
後
の
質
疑
な
ど
を
踏
ま
え
、
と
く
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
、
エ
ッ
セ
イ
の
観
点
を
新
た
に
加
え
て
書
き
直
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

（
２
）
そ
の
簡
潔
な
見
通
し
と
し
て
、Peter Burke, ‘T

he A
rt of Conversation in Early M

odern Europe ’, in his T
he A

rt of Conversation, 
Polity Press, 1993, pp. 89-122. L. E. K

lein, ‘Enlightenm
ent as Conversation ’, in K

. M
. Baker and P. H

. Reill

（eds.

）, W
hat ’s Left of 

E
nlightenm

ent? A
 Postm

odern Q
uestion, Stanford U

niversity Press, 2001, pp. 148-192.

（
３
）
近
年
の
代
表
的
な
研
究
例
と
し
て
、Anna Bryson, From

 Courtesy to Civility: Changing Codes of Conduct in E
arly M

odern E
ngland, 

Clarendon Press, 1998. Jennifer Richards
（ed.
）, E

arly M
odern Civil D

iscourses, Palgrave M
acm

illan, 2003. M
arkku Peltonen, T

he 
D

uel in E
arly M

odern E
ngland: Civility, Politeness and H

onour, Cam
bridge U

niversity Press, 2003; ‘Politeness and W
higgism

, 
1688-1732 ’, T

he H
istorical Journal, V

ol. 48, N
o. 2

（2005
）, pp. 391-414.

（
４
）
近
年
の
研
究
例
と
し
て
、Peter Lake and Steven Pincus
（eds.

）, T
he Politics of the Public Sphere in E

arly M
odern E

ngland, 
M

anchester U
niversity Press, 2007. 

大
野
誠
編
『
近
代
イ
ギ
リ
ス
と
公
共
圏
』、
昭
和
堂
、
二
〇
〇
九
年
。

（
５
）「
廷
」もcourt

も「
囲
わ
れ
た
」空
間
を
意
味
す
る
。
樺
山
紘
一『
宮
廷
び
と
の
生
活
術
─
本
格
派
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
入
門
─
』、王
国
社
、一
九
九
七
年
、

一
〇
頁
。
他
方
で
ア
レ
ン
ト
も
ま
た
、「
た
だ
囲
い
込
み
だ
け
が
政
治
的
で
あ
っ
た
」
と
し
て
、
ポ
リ
ス
な
ど
の
都
市
の
原
義
が
周
り
を
取
り
囲
む
壁
を

意
味
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
を
向
け
る
。
ア
レ
ン
ト
『
人
間
の
条
件
』
志
水
速
雄
訳
、ち
く
ま
学
芸
文
庫
、一
九
九
四
年
、九
三
、一
二
六
（
注
六
四
）
頁
。

（
６
）
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
『
公
共
性
の
構
造
転
換
』
第
二
版
、
細
谷
貞
雄
・
山
田
正
行
訳
、
未
來
社
、
一
九
九
四
年
、
ⅷ
頁
。
阿
部
謹
也
『「
教
養
」
と
は
何
か
』、

講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
七
年
、
第
一
章
。

（
７
）
ガ
ダ
マ
ー
『
真
理
と
方
法
Ⅰ
』
轡
田
収
他
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
、
第
一
部
第
一
章
第
一
節
。

（
８
）
最
新
の
学
界
展
望
と
し
て
、
竹
澤
祐
丈
「
ハ
リ
ン
ト
ン
を
中
心
と
す
る
近
世
共
和
主
義
思
想
に
関
す
る
研
究
動
向
と
そ
の
展
望
」、『
イ
ギ
リ
ス
哲
学
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研
究
』
第
三
五
号
、二
〇
一
二
年
、一
二
五
─
一
三
九
頁
。
も
っ
と
も
、本
稿
で
は
「
共
和
主
義
」
の
定
義
を
め
ぐ
る
錯
綜
し
た
議
論
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

（
９
）T

hom
as H

obbes, Leviathan,

（ed.

）, Richard T
uck, Cam

bridge U
niversity Press, 1991, p. 483

（
水
田
洋
訳
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』（
四
）、

岩
波
文
庫
、
一
九
八
五
年
、
一
五
七
─
一
五
八
頁
）.

（
10
）A

nthony A
shley Cooper, 3rd Earl of Shaftesbury, Sensus C

om
m

unis, an E
ssay on the Freedom

 of W
it and H

um
our in a 

Letter to a Friend, in his Characteristics of M
en, M

anners, O
pinions, T

im
es,（ed.

）, L. E. K
lein, Cam

bridge U
niversity Press, 1999, p. 

44.

（
11
）
ル
ソ
ー
『
学
問
芸
術
論
』
山
路
昭
訳
（『
ル
ソ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

文
明
』、
白
水
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
六
、
七
頁
。

（
12
）
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
『
弁
論
集
１
・
２
』
小
池
澄
夫
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
八
、
二
〇
〇
二
年
。『
弁
論
集
１
』
四
一
頁
。『
弁
論
集
２
』

二
三
六
頁
。

（
13
）
キ
ケ
ロ
ー
『
弁
論
家
に
つ
い
て
』（
上
）
大
西
英
文
訳
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
、
二
六
─
二
七
頁
。

（
14
）Francis Bacon, T

he A
dvancem

ent of L
earning, in his T

he O
xford Francis Bacon, vol. 4,

（ed.

）, M
ichael K

iernan, Clarendon 
Press, 2000, pp. 127, 59

（
ベ
ー
コ
ン
『
学
問
の
進
歩
』
服
部
英
次
郎
・
多
田
英
次
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
四
年
、
二
四
九
、
一
二
一
頁
）; ‘O

f 
Counsell ’, in his T

he E
ssayes or C

ounsels, C
ivill and M

orall, in T
he O

xford Francis B
acon, vol. 15,

（ed.

）, M
ichael K

iernan, 
Clarendon Press, 1985; 2000, pp. 63-68

（
ベ
ー
コ
ン
『
ベ
ー
コ
ン
随
想
集
』
渡
辺
義
雄
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
、
九
五
─
一
〇
一
頁
）.

（
15
）Clarendon, ‘O

f Counsel and Conversation
’, in his T

he M
iscellaneous W

orks of the R
ight H

onorable E
dw

ard, E
arl of Clarendon, 

London, 2nd ed., 1751, p. 137.

（
16
）Clarendon, T

w
o D

ialogues: O
f the W

ant of R
espect due to A

ge and concerning E
ducation, 1751; W

illiam
s A

ndrew
s Clark 

M
em

orial Library, 1984. 

（
17
）St. Everm

ont, ‘O
f Study and Conversation ’, in his T

he W
orks of M

r de St. E
vrem

ont, 2 vols, London, 1700, vol. 1, pp. 310, 313.

（
18
）
ゲ
ー
テ
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
業
時
代
』（
中
）
山
崎
章
甫
訳
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
四
八
─
一
五
〇
頁
。

（
19
）
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
『
公
共
性
の
構
造
転
換
』
二
三
─
二
六
頁
。

（
20
）
同
、
一
九
頁
。
そ
れ
ゆ
え
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
一
九
九
〇
年
新
版
の
序
言
の
な
か
で
、
役
割
演
技
の
公
共
性
を
強
調
す
る
セ
ネ
ッ
ト
を
次
の
よ
う

に
批
判
す
る
。「
私
的
な
感
情
や
、
一
般
的
に
い
っ
て
主
観
的
な
も
の
を
、
仮
面
の
下
に
隠
し
て
公
共
の
場
に
人
が
登
場
す
る
の
は
、
代
表
具
現
的
公
共

圏
の
き
わ
め
て
典
型
的
な
枠
組
に
属
す
こ
と
で
あ
る
」。
同
、
ⅷ
頁
。
し
か
し
な
が
ら
、
セ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
「
仮
面
を
被
る
こ
と
」
は
「
シ
ヴ
ィ
リ
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テ
ィ
の
真
髄
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
純
粋
な
社
交
性sociability

を
可
能
に
す
る
」。Richard Sennett, T

he Fall of Public M
an, 1974; V

intage 
Books, 1978, p. 264

（
北
山
克
彦
・
高
階
悟
訳
『
公
共
性
の
喪
失
』、
晶
文
社
、
一
九
九
一
年
、
三
六
八
頁
）.

（
21
）Pocock, V

irtue, Com
m

erce, and H
istory, Cam

bridge U
niversity Press, 1985

（
田
中
秀
夫
訳
『
徳
・
商
業
・
歴
史
』、
み
す
ず
書
房
、
一

九
九
三
年
）。 

（
22
）
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
『
公
共
性
の
構
造
転
換
』
二
〇
頁
。

（
23
）Stefano Guazzo, La civil conversazione, a cura di A

m
edeo Q

uondam
, M

odena, 1993, p.15; Steeven Guazzo, T
he Civile Conversation, 

2 vols.,

（ed.

）, Sir Edw
ard Sullivan, A

M
S Press, 1967, vol. 1, p. 17.

（
24
）
エ
リ
ア
ス
『
文
明
化
の
過
程
』（
下
）
波
田
節
夫
他
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
八
年
、
五
─
六
頁
。

（
25
）St. Evrem

ont, T
he W

orks, vol. 2, p. 426. 

他
に
も
、Jam

es H
ow

ell, A
 D

iscourse concerning the Precedency of K
ings, London, 1664, p. 

47. 

（
26
）Clarendon, T

w
o D

ialogues, pp. 327, 336, 340. 

同
時
代
の
大
陸
旅
行
論
に
つ
い
て
は
、
木
村
『
文
明
の
作
法
』
第
三
章
。
小
林
麻
衣
子
「
英
国

人
の
グ
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
─
そ
の
起
源
と
歴
史
的
発
展
─
」『
文
化
観
光　
「
観
光
」
の
リ
マ
ス
タ
リ
ン
グ
』、
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、
二
〇

一
〇
年
、
三
六
─
五
〇
頁
。

（
27
）
た
と
え
ば
、B. J. Shapiro, Political Com

m
unication and Political Culture in E

ngland, 1558-1688, Stanford U
niversity Press, 

2012. 

と
く
に
「
市
民
」
の
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、Jonathan Barry, ‘Civility and Civic Culture in Early M

odern England: T
he 

M
eanings of U

rban Freedom
’, in Peter Burke, Brian H

arrison, and Paul Slack

（eds.

）, C
ivil H

istories: E
ssays presented to Sir 

K
eith T

hom
as, O

xford U
niversity Press, 2000, pp. 181-196

（
バ
ー
ク
他
編
『
市
民
と
礼
儀
─
初
期
近
代
イ
ギ
リ
ス
社
会
史
─
』
木
邨
和
彦
訳
、

牧
歌
舎
、
二
〇
〇
八
年
、
二
三
五
─
二
五
五
頁
）. Jennifer Richards, R

hetoric and Courtliness in E
arly M

odern Literature, Cam
bridge 

U
niversity Press, 2003. Phil W

ithington, T
he P

olitics of C
om

m
onw

ealth: C
itizens and Freem

en in E
arly M

odern E
ngland, 

Cam
bridge U

niversity Press, 2005, ch. 5. 

あ
る
い
は
、「
完
全
な
市
民
」
を
論
じ
た
同
時
代
の
テ
ク
ス
ト
の
例
と
し
て
、W

illiam
 Scott, A

n 
E

ssay of D
rapery 1635,

（intro.

）, S. L. T
hrupp, Baker Library, 1953. 

し
か
し
、「
す
べ
て
の
人
を
喜
ば
せ
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
の
作
品

の
内
容
は
、「
徳
」
よ
り
も
「
礼
節
」courtesie

を
重
視
す
る
な
ど
、
宮
廷
の
人
文
主
義
と
大
き
く
異
な
ら
な
い
（pp. 29, 27

）。

（
28
）John Fortescue, D

e Laudibus Legum
 A

nglie,

（ed.

）, S. B. Chrim
es, 1942; Cam

bridge U
niversity Press, 2011, pp. 118-119

（
北
野

か
ほ
る
・
小
山
貞
夫
・
直
江
眞
一
訳
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
礼
賛
に
つ
い
て
（
三
・
完
）」、『
法
学
』
第
五
四
巻
第
一
号
、
一
九
九
〇
年
、
一
五
四
頁
）. 
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（
29
）Clarendon, T

w
o D

ialogues, p. 331.
（
30
）St. Evrem

ont, T
he W

orks, vol. 2, p. 426.
（
31
）
よ
り
詳
し
く
は
、
木
村
『
文
明
の
作
法
』
第
二
章
。

（
32
）Peter Burke, T

he Fortunes of the Courtier, Polity Press, 1995, A
ppendix 1.

（
33
）
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
『
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
宮
廷
人
』
清
水
純
一
他
訳
、
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
、
二
三
、
二
九
頁
。
こ
の
日
本
語
版
は

Il libro del Cortegiano, V
enetia, 1528

と
の
対
訳
版
で
あ
る
が
、以
下
で
は
邦
訳
の
頁
数
を
記
す
。
な
お
、当
時
の
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
宮
廷
に
つ
い
て
は
、

下
村
寅
太
郎
『
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
的
人
間
像
─
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
宮
廷
を
め
ぐ
っ
て
─
』、
岩
波
新
書
、
一
九
七
五
年
。

（
34
）
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
『
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
宮
廷
人
』
八
五
、
九
一
、
二
〇
五
頁
。

（
35
）
エ
リ
ア
ス
『
文
明
化
の
過
程
』（
上
）
赤
井
慧
爾
他
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
七
年
、
第
二
部
第
一
章
。
ち
な
み
に
、
ド
イ
ツ
語
のZivilität

は
他
と
比
べ
て
定
着
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
（
一
四
一
頁
）。

（
36
）Sam

uel Johnson, A
 D

ictionary of the E
nglish Language, 1755; Y

ushodo, 1983. 

（
37
）Sam

uel Johnson and Jam
es Bosw

ell, A
 Journey to the W

estern Islands of Scotland and T
he Journal of a T

our to the H
ebrides,

（ed.

）, Peter Levi, Penguin Classics, 1984, p. 327.

（
38
）Erasm

us, D
e Civilitate M

orvn Pverilium
, London, 1532, A

2
v

（
中
城
進
訳
『
子
供
の
礼
儀
作
法
に
つ
い
て
の
覚
書
』（
同
訳
『
エ
ラ
ス
ム
ス

教
育
論
』
二
瓶
社
、
一
九
九
四
年
）
一
四
八
頁
）.

（
39
）Erasm

us, D
e Civilitate, A

2
v, D

3
r, C6

v

（『
子
供
の
礼
儀
作
法
に
つ
い
て
の
覚
書
』
一
四
八
、
一
八
六
、
一
七
九
頁
）.

（
40
）Erasm

us, D
e Civilitate, A

2
v. 

た
だ
し
、
こ
こ
で
は
『
子
供
の
礼
儀
作
法
に
つ
い
て
の
覚
書
』
一
四
八
頁
に
加
え
、D

esiderii Erasm
i 

Roterodam
i, O

pera O
m

nia, T
om

us I, 1703; Georg O
lm

s V
erlagsbuchhandlung, 1961, col. 1033 

お
よ
びCollected W

orks of E
rasm

us, 
vol. 25,

（ed.

）, J. K
. Sow

ards, U
niversity of T

oronto Press, 1985, p. 273

に
従
っ
た
。

（
41
）
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
『
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
宮
廷
人
』
四
一
七
頁
。

（
42
）Giovannni della Casa, G

alateo: O
vvero de ’ Costum

i, a cure di Pietro Pancrazi, Fecice le M
onnier, 1949, pp. 23, 26, 30, 167

（
池
田

廉
訳
『
ガ
ラ
テ
ー
オ
』（
池
上
俊
一
監
修
『
原
典 

イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
人
文
主
義
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
八
五
九
、
八
六
一
、

九
〇
九
頁
）.

（
43
）O

badiah W
alker, O

f E
ducation especially of Y

oung G
entlem

en, O
xford, 1673

［1672
］; M

enston: T
he Scolar Press, 1970, p. 228.
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（
44
）D

ella Casa, G
alateo, pp. 26-27

（『
ガ
ラ
テ
ー
オ
』
八
六
〇
頁
）.

（
45
）
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
『
法
の
精
神
』（
上
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し
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（p. 172

）。
な
お
、
両
者
の
関
連
に
つ
い
て
は
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損
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す
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さ
れ
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ergence of the British Coffeehouse, Y
ale U

niversity Press, 2005. 

小
林
章
夫
『
コ
ー
ヒ
ー
・

ハ
ウ
ス
─
18
世
紀 

ロ
ン
ド
ン
、
都
市
の
生
活
史
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〇
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。
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〇
頁
。
同
『
ヒ
ュ
ー
ム 

希
望
の
懐
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ヒ
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。
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）, K
nud H

aakonssen, Cam
bridge U

niversity Press, 1994, pp. 53, 69-70, 73, 75
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。
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流
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採
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入
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す
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彼
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す
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受
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Ｓ
・

ジ
ョ
ン
ズ
に
な
ら
っ
て
リ
ベ
ラ
ル
（
自
由
党
支
持
層
）
に
位
置
づ
け
る（

２
）。

こ
の
リ
ベ
ラ
ル
は
、
名
望
家
支
配
の
維
持
を
原
則
と
し
て
時
代
に
適

合
的
な
政
治
エ
リ
ー
ト
の
創
出
を
め
ざ
す
ウ
ィ
ッ
グ
と
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
実
現
を
目
的
と
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
わ
か
れ
て
論
争
し
た
。
本

稿
で
は
、
こ
の
動
き
の
中
で
有
権
者
層
を
指
導
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
急
速
に
注
目
が
集
ま
っ
た
政
党
と
政
治
エ
リ
ー
ト
な
ら
び
に
民
衆

と
の
あ
る
べ
き
関
係
に
関
す
る
議
論
を
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
多
種
多
様
な
政
治
主
体
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
当
時
に
お
け
る
、
適
切

な
政
治
的
決
定
方
法
を
め
ぐ
る
論
争
を
、
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的
な
政
治
手
法
と
さ
れ
た
「
妥
協
（com

prom
ise

）」
概
念
に
焦
点
を
当
て
考
察

す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
そ
の
際
、ラ
デ
ィ
カ
ル
と
ウ
ィ
ッ
グ
双
方
の
議
論
を
採
り
上
げ
る
が
、「
妥
協
」概
念
に
着
目
す
る
よ
う
に
、

本
稿
に
お
い
て
は
、
言
う
な
れ
ば
「
多
数
決
」
が
政
治
的
決
定
の
根
幹
を
な
す
ラ
デ
ィ
カ
ル
の
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
議
論
で
は
な
く
、
名

妥
協
を
め
ぐ
る
政
治
思
想

─
─
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
後
期
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
・
政
党
・
政
治
的
決
定

● 

─
─
遠
山
隆
淑
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望
家
支
配
を
志
向
す
る
ウ
ィ
ッ
グ
の
政
治
的
思
考
を
解
明
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
。

政
治
エ
リ
ー
ト
と
民
衆
の
政
治
的
関
係
に
つ
い
て
、リ
ベ
ラ
ル
は
一
つ
の
共
通
理
解
を
前
提
と
し
て
い
た
。
そ
の
理
解
と
は
、政
治
的
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
の
政
治
的
機
能
の
相
違
に
基
づ
く
政
治
エ
リ
ー
ト
と
有
権
者
層
の
役
割
分
担
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
う

し
た
役
割
分
担
の
必
要
性
は
明
確
に
意
識
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
リ
ベ
ラ
ル
の
中
で
も
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
（
一
八
〇
六
─
七
三
年
）
や
Ｊ
・
モ
ー

リ
ー
（
一
八
三
八
─
一
九
二
三
年
）
と
い
っ
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
の
知
識
人
と
Ｗ
・
バ
ジ
ョ
ッ
ト
（
一
八
二
六
─
七
七
年
）
や
Ｈ
・
メ
イ
ン
（
一
八
二
二

─
八
八
年
）
ら
ウ
ィ
ッ
グ
の
知
識
人
と
で
は
見
解
が
異
な
る（

３
）。

す
な
わ
ち
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
は
役
割
の
相
違
の
重
要
性
を
論
じ
つ
つ
、
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
確
立
を
終
極
的
な
目
標
に
設
定
し
、
ウ
ィ
ッ
グ
は
、
そ
う
し
た
潮
流
に
対
抗
す
べ
く
既
存
の
政
治
エ
リ
ー
ト
の
立
て
直
し
を
図
っ
た
。

前
者
に
お
い
て
は
、
膨
大
な
数
に
上
る
有
権
者
層
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
指
導
す
る
の
か
と
い
う
難
問
へ
の
回
答
が
、
後
者
の
場
合
は
、
政

治
的
民
主
化
と
い
う
圧
倒
的
な
激
流
の
中
で
ど
の
よ
う
に
エ
リ
ー
ト
を
復
権
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
か
、
と
い
う
難
問
の
解
決
が
課
題
と
な
る
。

第
一
節
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
の
、
リ
ベ
ラ
ル
内
部
に
お
け
る
こ
れ
ら
二
系
列
間
の
論
争
に
着
目
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
相
違
を
明
確
に
す
る
。

第
二
節
で
は
、
民
衆
の
数
を
背
景
に
個
々
の
政
治
家
に
大
き
な
影
響
力
を
行
使
し
つ
つ
あ
っ
た
政
党
、
特
に
「
コ
ー
カ
ス
」
に
関
す
る
ラ

デ
ィ
カ
ル
と
ウ
ィ
ッ
グ
の
論
争
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
知
識
人
と
民
衆
」
問
題
に
直
面
し
て
、
当
時
の
知
識
人
た
ち
が
考
え

た
政
治
エ
リ
ー
ト
と
有
権
者
層
と
の
あ
る
べ
き
関
係
に
つ
い
て
、
政
治
的
な
役
割
分
担
を
明
示
す
る
「
独
立
（independence

）」
と
い
う
概

念
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
。
Ｊ
・
バ
ロ
ウ
に
よ
れ
ば
、「
独
立
か
ら
個
性
へ
」
と
題
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
独
立
」
は
、

一
八
世
紀
ま
で
の
静
態
的
な
社
会
状
態
に
お
け
る
カ
ン
ト
リ
ー
側
の
「
政
治
」
的
価
値
を
示
す
用
語
で
あ
っ
て
、一
九
世
紀
に
は
動
態
的
「
社

会
」
に
適
合
的
な
「
性
格
（character

）」
が
こ
れ
に
代
わ
り
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

４
）。

し
か
し
、
共
和
主
義
的
な
価
値
意
識
を
多
分

に
含
む
こ
の
言
葉
は
、
後
で
論
じ
る
よ
う
に
、
個
人
主
義
的
価
値
意
識
が
急
速
に
広
ま
っ
た
当
時
に
お
い
て
も
、
バ
ー
ク
的
な
国
民
代
表
観

の
意
味
合
い
を
保
ち
な
が
ら
、
様
々
な
文
献
の
中
に
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
概
念
は
、
政
党
と
政
治
家
と
の
理
想
的
な
関
係
の
み
な
ら
ず
、
政

党
組
織
が
発
達
し
て
い
く
過
程
で
、
政
党
と
有
権
者
、
さ
ら
に
は
あ
る
べ
き
有
権
者
像
の
提
示
を
通
じ
た
政
治
と
国
民
と
の
関
係
の
考
察
に

ま
で
広
が
り
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
意
味
で
「
独
立
」
は
、
当
時
の
政
治
的
思
考
に
お
け
る
鍵
概
念
だ
と
見
な
す
こ
と
が
で
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き
る
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
区
別
の
思
想
的
な
あ
り
方
を
解
明
す
る
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
。
近
年
、
コ
ー
カ
ス
か
ら
の
有

権
者
の
独
立
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
節
で
論
じ
る
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
特
に
ウ
ィ
ッ
グ
の
立
論
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
政
治
エ
リ
ー
ト
の
政
党
あ
る
い
は
コ
ー
カ
ス
か
ら
の
独
立
に
関
す
る
議
論
に
注
目
す
る
。

第
三
節
で
は
、「
独
立
」
に
よ
っ
て
相
互
に
分
断
さ
れ
た
諸
集
団
を
統
合
す
る
方
策
と
し
て
の
「
妥
協
」
に
関
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
と
ウ
ィ
ッ

グ
の
評
価
の
相
違
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
、
政
治
的
決
定
方
法
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
当
時
の
論
争
を
描
く
。
政
治
に
お
け
る
妥
協
の
方
策

は
、
ウ
ィ
ッ
グ
的
思
考
に
お
い
て
伝
統
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、「
進
歩
」
を
重
視
す
る
一
九
世
紀
に
は
日
和
見
主
義
的
な
弥
縫
策

に
過
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
、
そ
の
政
治
的
価
値
が
失
わ
れ
て
き
た
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る（

５
）。

た
し
か
に
、
討
論
を
粘
り
強
く
継
続
す
れ
ば
人
々

は
同
じ
結
論
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
流
に
言
え
ば
「
一
般
意
志
」
な
る
も
の
に
到
達
し
う
る（

６
）と

考
え
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
は
、
理
性
主
義
的
な
観
点

か
ら
妥
協
的
方
策
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
他
方
で
ウ
ィ
ッ
グ
に
よ
れ
ば
、
多
様
な
政
治
主
体
間
の
対
立
は
、
討
論
の
み
を
通
じ
て
解
消
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
国
民
の
す
べ
て
の
政
治
的
立
場
を
、
理
性
の
行
使
と
し
て
の
討
論
の
ア
リ
ー
ナ
に
乗
せ
る
こ
と
は
不
可

能
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
共
約
不
可
能
な
国
民
内
部
の
断
絶
を
国
民
的
規
模
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、政
治
は「
妥
協
」

点
を
探
る
営
み
と
し
て
立
ち
現
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
両
陣
営
の
こ
の
よ
う
な
妥
協
観
の
相
違
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
政
治
的
決
定
の
ア
リ
ー
ナ
を
理
性
的
な
討
論
空
間
に
限
定
し
な
い
ウ
ィ
ッ
グ
の
政
治
的
決
定
観
を
解
明
し
た
い
。

二　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ

本
節
で
は
、
政
治
家
や
知
識
人
た
ち
政
治
エ
リ
ー
ト
と
、
投
票
と
い
う
方
法
を
通
じ
て
国
政
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
っ
た
有
権
者
層

と
の
あ
る
べ
き
政
治
的
関
係
を
め
ぐ
っ
て
交
わ
さ
れ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
後
期
の
リ
ベ
ラ
ル
の
議
論
を
検
討
す
る
。
当
時
に
お
い
て
は
、

選
挙
権
拡
大
に
反
対
し
、
伝
統
的
支
配
者
層
を
中
心
に
し
た
政
治
支
配
の
維
持
を
支
持
す
る
知
識
人
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
選
挙
制
度
の
抜
本

的
な
改
革
に
よ
る
普
通
選
挙
の
実
現
を
唱
え
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
た
ち
も
、
庶
民
院
を
中
心
に
行
わ
れ
る
討
論
を
通
じ
た
政
治
的
決
定
権
の
発
動

と
選
挙
権
の
行
使
が
別
次
元
の
政
治
的
行
為
で
あ
る
と
考
え
、
有
権
者
層
の
政
治
的
決
定
へ
の
介
入
に
つ
い
て
否
定
的
な
見
解
を
示
し
た
。
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こ
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
の
政
治
的
機
能
の
区
別
を
認
識
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
第
二
次

選
挙
法
改
正
後
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
の
中
心
的
な
知
識
人
で
あ
っ
た
Ｆ
・
ハ
リ
ソ
ン
（
一
八
三
一
─
一
九
二
三
年
）
は
次
の
よ
う
に
明
確
に
論
じ
て

い
る（

７
）。一

方
で
は
支
配
す
る
（governing

）
と
い
う
営
為
が
あ
る
。
し
か
し
、
有
権
者
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
一
つ
の
階
級
が
支
配
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
す
る
べ
き
で
も
な
い
。
投
票
す
る
こ
と
（electing

）、
あ
る
い
は
政
府
に
対
す
る
間
接
的
な
承
認
を
与
え
る
こ

と
は
、［
支
配
す
る
こ
と
と
は
］
別
物
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
資
質
が
要
求
さ
れ
る（

８
）。

こ
の
議
論
に
対
し
て
は
、
ハ
リ
ソ
ン
の
盟
友
で
あ
り
、
ま
た
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
愛
弟
子
で
『
フ
ォ
ー
ト
ナ
イ
ト
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
』
の
編
集

者
を
務
め
た
Ｊ
・
モ
ー
リ
ー
も
賛
意
を
表
し
て
い
る（

９
）。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
の
機
能
の
こ
の
よ
う
な
截
然
と
し
た
区
別

と
そ
れ
ら
の
相
互
補
完
的
な
性
質
の
認
識
は
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
政
治
的
立
場
を
問
わ
ず
、
代
議
政
治
の
適
切
な
運
営
の
た
め
の

自
明
の
前
提
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
区
別
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
選
挙
権
拡
大
を
通
じ
て
、
政
治
的
知
識
や
経
験
に
乏
し
い
民
衆
が
、
暴

力
を
背
後
に
忍
ば
せ
た
「
数
」
を
頼
み
に
、
政
治
的
決
定
に
介
入
す
る
こ
と
に
対
す
る
知
識
人
た
ち
の
危
惧
が
主
要
な
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
実
際
、

第
二
次
選
挙
法
改
正
の
前
後
に
は
、
議
会
外
の
様
々
な
政
治
勢
力
が
庶
民
院
や
政
権
運
営
に
対
し
て
強
い
影
響
力
を
持
つ
こ
と
と
な
り
、
ま

た
特
に
第
二
次
改
正
後
に
は
政
党
の
全
国
組
織
化
が
進
む
中
で
、
政
党
指
導
者
た
ち
は
議
会
で
で
は
な
く
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
ミ
ド
ロ
ジ

ア
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
街
頭
で
直
接
有
権
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
手
法
を
重
視
し
は
じ
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況

を
反
映
し
て
、
第
二
次
改
正
後
に
は
、
歴
史
に
残
る
よ
う
な
有
名
な
演
説
は
す
べ
て
、
議
会
外
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
第
二
次
改
正
以
後
、
政
党
指
導
者
と
民
衆
が
議
会
を
通
さ
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
新
た
な
政
治
手
法

が
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
後
期
の
リ
ベ
ラ
ル
の
知
識
人
た
ち
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
と
有
権
者
の
機
能
の
相
違
に
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基
づ
く
役
割
分
担
の
必
要
性
を
口
を
そ
ろ
え
て
強
調
し
な
が
ら
も
、
選
挙
権
の
拡
大
を
通
じ
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
実
現
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て

鋭
く
対
立
し
て
い
た
。
こ
の
対
立
は
、
膨
大
な
数
の
有
権
者
層
が
リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
従
前
の
関
係
を
維
持
す
る
か
否
か
、
換
言
す

れ
ば
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
体
制
下
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
有
効
に
機
能
す
る
か
否
か
、
と
い
う
問
題
に
対
す
る
見
通
し
の
相
違
に
基
づ
い
て

い
る
。

リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
役
割
分
担
の
維
持
の
た
め
に
有
用
だ
と
当
時
の
知
識
人
た
ち
が
見
な
し
た
の
が
、
社
会
的
上
位
者
に
対
す
る

下
位
者
の
敬
意
に
基
づ
く
政
治
的
服
従
の
態
度
、
す
な
わ
ち
「
信
従
心
（deference

）」
で
あ
っ
た
。
こ
の
概
念
は
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
『
イ
ギ

リ
ス
国
制
論
（T

he E
nglish C

onstitution

）』（
一
八
六
五
─
七
年
）
に
お
け
る
議
論
が
特
に
有
名
で
あ
る
が
、
論
者
に
よ
っ
て
はreverence

やrespect

も
用
い
ら
れ
て
広
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
は
、『
代
議
政
治
論
』（
一
八
六
一
年
）
に
お
い
て
、
政
治

的
平
等
を
基
盤
と
す
る
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
が
「
社
会
に
存
在
す
る
崇
敬
の
主
要
な
学
校

0

0

（the principai school of reverence

）」
を
「
閉
鎖
」

す
る
と
い
う
問
題
点
を
指
摘
し
た
上
で
「
複
数
投
票
制
」
の
導
入
を
主
張
し
て
い
る（

（（
（

。

ラ
デ
ィ
カ
ル
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
下
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
継
続
に
つ
い
て
肯
定
的
な
評
価
を
下
し
た
。
こ
の
判
断
は
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
、

こ
の
場
合
に
は
労
働
者
階
級
が
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
対
し
て
、
政
治
的
知
性
の
レ
ベ
ル
で
信
従
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
確
認
済
み
だ
と

い
う
理
由
に
基
づ
く
。
た
と
え
ば
、
先
述
し
た
よ
う
に
「
支
配
」
と
「
投
票
」
の
区
別
を
明
示
し
た
ハ
リ
ソ
ン
は
、「
労
働
者
階
級
こ
そ
が

国
民
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
か
ら
さ
ら
な
る
改
正
の
必
要
を
訴
え
て
い
る
。

そ
の
［
有
権
者
に
必
要
な
］
資
質
と
は
、
道
徳
的
な
も
の
で
あ
っ
て
知
的
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
経
験
的
な
も
の
で
あ
っ
て
特
別
な

才
能
で
は
な
い
。
才
能
と
い
う
言
葉
で
説
明
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
と
て
も
あ
り
ふ
れ
て
い
て
誰
で
も
が
持
ち
う
る
よ
う
な
才
能

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
社
会
的
な
共
感
の
力
で
あ
り
正
義
の
感
覚
で
あ
る
。
そ
し
て
、
無
私
の
性
質
で
あ
り
純
粋
な
性
格
で
あ
る
。

最
後
に
、
活
動
的
な
習
慣
の
保
持
と
社
会
的
な
悲
劇
に
対
す
る
具
体
的
な
知
識
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
人
間
を
調
停
者
に
す
る

の
に
適
し
た
資
質
、
あ
る
い
は
政
治
権
力
（
を
機
能
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
だ
け
れ
ど
も
）
の
究
極
の
源
泉
で
あ
る（

（（
（

。
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こ
の
よ
う
に
、
ハ
リ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
道
徳
面
で
優
れ
た
資
質
を
持
つ
労
働
者
階
級
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
、
彼
ら
の
道
徳
心
が
国
政
の
基

本
方
針
と
な
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
議
論
に
「
支
配
」
と
「
投
票
」
の
区
別
に
関
す
る
先
の
主
張
を
加
味
す
る
な
ら
、
彼
は
労
働
者
階
級

が
選
挙
権
を
得
た
場
合
に
も
、
自
ら
の
道
徳
心
に
基
づ
い
て
フ
ォ
ロ
ワ
ー
と
し
て
の
有
権
者
の
立
場
を
貫
く
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
た
と

理
解
で
き
る
。

ま
た
モ
ー
リ
ー
は
、
第
三
次
選
挙
法
改
正
に
至
る
論
争
の
中
で
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
批
判
を
通
じ
て
選
挙
権
拡
大
反
対
論
を
唱
え
た
メ
イ
ン
の

『
民
衆
統
治
（P

opular G
overnm

ent

）』（
一
八
八
三
─
五
年
）
に
対
す
る
書
評
の
中
で
、
メ
イ
ン
の
労
働
者
階
級
観
を
次
の
よ
う
な
観
点
か
ら

批
判
し
て
い
る
。

サ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ
ン
が
「
乱
暴
者
ど
も
（roughs

）」
と
呼
ぶ
と
き
、
そ
れ
は
都
市
の
職
工
（artisans

）
を
意
味
し
て
い
る
。
こ

の
呼
び
方
は
、
ま
っ
た
く
適
切
で
は
な
い
し
、
時
代
遅
れ
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、［
メ
イ
ン
が
そ
う
呼
ん
で
い
る
］
乱
暴
者
や
無
骨
者
が
、

市
民
に
ふ
さ
わ
し
い
人
々
（capable citizens
）
に
な
っ
た
こ
と
は
、
今
で
は
ト
ー
リ
ー
党
員
も
自
由
党
員
も
と
も
に
認
め
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
…
…
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
は
、
ア
ー
サ
ー
・
バ
ル
フ
ォ
ア
氏
や
サ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ロ
ス
コ
ー
、
…
…
リ
ー
ズ
で
は
、
ブ
ラ

イ
ト
氏
や
ラ
ン
ド
ル
フ
卿
、
あ
る
い
は
他
の
大
都
市
の
そ
う
し
た
人
物
［
の
演
説
］
に
、
彼
ら
は
聞
き
耳
を
立
て
て
い
る
。
職
工
た
ち
の

大
集
会
は
、
主
教
区
会
議
や
貴
族
院
よ
り
も
乱
暴
な
集
会
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い（

（（
（

。

さ
ら
に
当
時
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
の
理
論
的
支
柱
で
あ
っ
た
ミ
ル
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
実
現
を
終
局
的
な
政
治
目
的
に
掲
げ
て
い
た
こ
と
は
あ

ま
り
に
も
有
名
で
あ
る（

（（
（

。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
議
論
を
落
ち
着
い
て
聴
い
て
い
る
と
い
う
描
写
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
モ
ー
リ
ー

が
、
リ
ー
ダ
ー
に
対
す
る
労
働
者
階
級
の
服
従
の
根
拠
を
、
議
論
と
い
う
理
性
的
な
性
質
の
行
為
に
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
地
方
の
ラ

デ
ィ
カ
ル
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
対
す
る
民
衆
の
服
従
の
事
実
は
、
現
代
の
歴
史
研
究
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ｖ
・
ハ
ー

ト
は
、
Ｊ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
指
導
し
た
有
名
な
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
自
由
党
に
お
け
る
党
指
導
者
層
に
対
す
る
支
持
者
た
ち
の
「
信
従
」
の



110政治思想における言語・会話・討議【政治思想研究 第13号／2013年５月】

様
子
を
描
い
て
い
る
。
コ
ー
カ
ス
型
政
治
シ
ス
テ
ム
の
先
駆
け
の
役
割
を
果
た
し
た
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
自
由
党
を
支
持
す
る
民
衆
の
行
動
は
、

指
導
に
対
す
る
受
動
的
な
反
応
の
形
で
現
れ
、
政
治
改
革
を
進
め
る
際
に
民
衆
サ
イ
ド
が
主
導
権
を
握
る
こ
と
は
な
く
、
民
衆
は
一
貫
し
て

「
追
随
者
（rank and file

）」
と
い
う
立
場
を
超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

（（
（

。

フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
こ
う
し
た
服
従
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
政
治
的
「
知
性
」
や
政
治
的
「
能
力
」
に
対
す
る
「
信
従
心
」
に
基
づ
い
て
お
り
、
ま

た
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
選
挙
権
の
大
幅
な
拡
大
の
後
も
、
知
的
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
指
導
が
継
続
さ

れ
る
た
め
、
質
の
高
い
議
会
運
営
が
可
能
だ
と
判
断
し
た（

（（
（

。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
ミ
ル
は
先
述
し
た
よ
う
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
よ
る
敬

意
の
消
滅
の
問
題
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
、「
社
会
的
地
位
」
に
向
け
ら
れ
た
伝
統
的
敬
意
の
衰
退
に
は
好
意
的
で
あ
り
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
、

「
選
挙
人
の
義
務
の
明
白
な
規
則
」
と
し
て
「
知
的
優
越
に
対
す
る
信
従
心
（deference

）」
が
重
要
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る（

（（
（

。

他
方
で
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、『
イ
ギ
リ
ス
国
制
論
』
に
お
い
て
、
労
働
者
階
級
へ
の
選
挙
権
付
与
に
次
の
よ
う
に
反
対
し
て
い
る
。

現
在
イ
ギ
リ
ス
で
、
無
教
養
な
大
衆
に
、「
さ
あ
、
あ
な
た
が
た
の
支
配
者
を
選
び
な
さ
い
」
な
ど
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ

な
ら
そ
の
場
合
、
彼
ら
は
狂
乱
状
態
に
陥
り
、
彼
ら
の
想
像
力
は
非
現
実
的
な
危
険
を
妄
想
し
て
、
選
挙
の
試
み
は
、
結
局
は
力
任
せ

に
よ
る
主
権
の
強
奪
に
…
…
陥
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
当
時
は
ま
だ
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
下
層
労
働
者
階
級
に
ま
で
選
挙
権
が
拡
大
さ
れ
た
場
合
に
は
、
信
従
心
が

消
滅
し
て
、
こ
の
階
級
は
フ
ォ
ロ
ワ
ー
と
し
て
の
有
権
者
の
立
場
を
超
え
、
主
権
を
奪
い
取
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
バ
ジ
ョ
ッ

ト
は
選
挙
権
の
拡
大
に
反
対
し
た（

（（
（

。

『
民
衆
統
治
』
の
著
者
Ｈ
・
メ
イ
ン
も
バ
ジ
ョ
ッ
ト
と
同
様
の
観
点
に
立
ち
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
批
判
し
て
い
る
。
メ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、

民
主
化
が
進
む
中
で
、「
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
」
と
「
政
治
的
フ
ォ
ロ
ワ
ー
（political follow

ers

）」
と
の
関
係
が
二
重
の
意
味
で
変
化
し
た
。

す
な
わ
ち
第
一
に
、
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
「
凡
人
た
ち
に
対
す
る
未
曾
有
の
支
配
力
を
持
つ
」
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
う
し
た
新
た
な
関
係
に

よ
っ
て
、
逆
説
的
に
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
、「
低
級
な
知
性
か
ら
発
せ
ら
れ
る
提
案
に
」「
神
経
質
に
聞
き
耳
を
立
て
」
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ



111 遠山隆淑【妥協をめぐる政治思想】

ら
に
第
二
に
、「
フ
ォ
ロ
ワ
ー
た
ち
」
が
、「
代
表
者
た
ち
の
討
論
に
い
ら
だ
ち
を
覚
え
」
た
結
果
、
議
会
で
の
討
論
を
経
由
せ
ず
に
政
治
的

決
定
に
直
接
関
与
す
る
傾
向
に
あ
る（

（（
（

。
メ
イ
ン
と
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
議
論
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
の
は
、
労
働
者
階
級
へ
の
選
挙
権
の
付
与
が

リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
関
係
を
破
壊
し
、
従
前
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
政
治
的
決
定
過
程
に
介
入
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
見
通
し
で
あ
り
、

そ
の
帰
結
と
し
て
の
「
低
級
な
知
性
」
に
よ
る
政
治
的
決
定
権
の
独
占
に
対
す
る
危
惧
で
あ
っ
た
。

バ
ジ
ョ
ッ
ト
や
メ
イ
ン
ら
ウ
ィ
ッ
グ
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
下
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
継
続
に
悲
観
的
な
見
解
を
示
し
た
理
由
は
、

リ
ー
ダ
ー
─
フ
ォ
ロ
ワ
ー
関
係
が
理
性
的
、
合
理
的
性
質
の
も
の
に
よ
り
、
す
な
わ
ち
、
リ
ー
ダ
ー
の
政
治
的
「
能
力
」
や
議
論
の
論
理
的

な
正
確
さ
を
根
拠
に
成
立
す
る
も
の
と
い
う
ラ
デ
ィ
カ
ル
の
立
場
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
た
と
え
ば
メ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
人
口

研
究
に
由
来
す
る
「
あ
ら
ゆ
る
政
治
経
済
学
」
と
そ
れ
を
一
般
化
し
た
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
氏
」
の
「
最
適
者
生
存
の
原
理
」
が
「
群
衆
（m

ultitude

）

に
よ
っ
て
あ
か
ら
さ
ま
に
嫌
悪
さ
れ
て
い
る
」
事
実
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
「
民
衆
の
意
見
（dem

ocratic opinion

）
と
学
問
的

真
理
（scientific truth

）
と
の
間
に
は
著
し
い
対
立
が
存
在
し
て
い
る
」。
こ
の
よ
う
に
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
学
問
（science

）
と
は
正
反
対
」

の
性
質
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
学
識
あ
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
（instructed leaders

）
の
優
越
」
に
よ
る
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
対
す
る
指

導
権
の
発
揮
に
期
待
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
、
と
メ
イ
ン
は
論
じ
る（

（（
（

。

同
様
に
バ
ジ
ョ
ッ
ト
も
、『
イ
ギ
リ
ス
国
制
論
』
に
お
い
て
、
信
従
心
の
非
合
理
的
性
質
を
強
調
し
て
い
る
。

実
際
、
イ
ギ
リ
ス
民
衆
の
大
多
数
は
、
…
…
我
々
が
、
社
会
の
劇
場
的
見
せ
物

0

0

0

0

0

0

と
呼
ぶ
も
の
に
信
従
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
荘
厳
な
身

な
り
を
し
た
人
々
が
、
彼
ら
の
前
を
通
っ
て
い
く
。
高
貴
な
男
性
た
ち
の
華
麗
な
行
列
、
美
し
い
女
性
た
ち
の
壮
麗
な
光
景
、
富
や
享

楽
の
す
て
き
な
情
景
が
目
の
前
で
展
開
さ
れ
る
と
、彼
ら
は
そ
れ
に
圧
倒
さ
れ
る
。
彼
ら
の
想
像
力
が
、彼
ら
を
屈
服
さ
せ
る
。
彼
ら
は
、

目
の
前
に
示
さ
れ
た
［
高
貴
な
人
々
の
］
生
活
が
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。
哲
学
者
た
ち
は
、
な
に
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

な
い
が
、
宮
廷
や
貴
族
は
、
大
衆
を
支
配
す
る
偉
大
な
資
質
を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
目
を
惹
き
つ
け
る
資
質
を
持
っ
て
い
る
。

…
…哲

学
者
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
迷
信
を
嘲
笑
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
に
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る（

（（
（

。
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バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
信
従
心
と
は
こ
の
よ
う
に
非
理
性
的
な
性
質
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
た
め
、「
た
と
え
率
直
な
議
論
が
効
果
的
に
、

公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
教
養
あ
る
少
数
者
の
支
配
を
、
合
理
的
に
論
証
し
て
納
得
さ
せ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
」

だ
と
断
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
「
大
衆
が
無
知
で
あ
る
が
信
従
心
を
持
っ
て
い
る
場
合
」、
選
挙
権
を
与
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
「
こ
の
無
知
な
階
級
に
ひ
と
た
び
支
配
権
を
与
え
る
と
永
久
に
信
従
心
は
戻
っ
て
こ
な
い
」
と
予
測
し
、
選
挙
権
の
大
幅
な

拡
大
を
求
め
る
議
論
を
強
く
批
判
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
後
期
の
知
識
人
た
ち
は
、
数
に
基
づ
き
影
響
力
を
否
応
な
く
発
揮
す
る
民
衆
の
政
治
的
扱
い
と
い
う

課
題
へ
の
対
処
に
迫
ら
れ
る
中
で
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
政
治
的
機
能
が
異
な
る
こ
と
、
そ
の
帰
結
と
し
て
両
者
の
役
割
が

明
確
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
共
通
了
解
の
上
で
、
選
挙
権
の
拡
大
を
通
じ
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
成

立
の
可
否
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
対
立
軸
が
存
在
し
て
い
た
。
一
方
で
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
は
、
選
挙
権
の
獲
得
を
通
じ
て
、

労
働
者
階
級
の
人
々
が
、
議
論
を
通
じ
た
理
性
的
な
政
治
的
関
係
に
入
る
が
ゆ
え
に
、
政
治
的
優
越
者
と
の
信
従
関
係
が
成
立
す
る
、
と
い

う
見
通
し
を
立
て
た
。
そ
の
上
で
、
モ
ー
リ
ー
が
ラ
デ
ィ
カ
ル
の
知
識
人
に
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
フ
の
役
割
を
期
待
し
た
よ
う
に
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
は

選
挙
権
の
大
幅
な
拡
大
に
知
的
エ
リ
ー
ト
の
指
導
に
基
づ
く
政
治
改
革
の
可
能
性
を
見
い
だ
し
た（

（（
（

。
こ
れ
に
対
し
、
選
挙
権
の
拡
大
に
否
定

的
な
立
場
の
メ
イ
ン
や
バ
ジ
ョ
ッ
ト
ら
ウ
ィ
ッ
グ
は
、
労
働
者
階
級
の
服
従
根
拠
が
非
理
性
的
な
も
の
に
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
選
挙
権
の

獲
得
が
政
治
支
配
者
層
へ
の
服
従
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
む
し
ろ
従
前
の
リ
ー
ダ
ー
─
フ
ォ
ロ
ワ
ー
関
係
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
る
と
力
説
し

た
。
次
節
で
は
、
こ
う
し
た
見
解
の
相
違
が
あ
る
中
で
、
第
二
次
選
挙
法
改
正
後
に
進
む
政
党
の
全
国
組
織
化
、
さ
ら
に
コ
ー
カ
ス
の
発
達

が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三　

政
党
と
独
立

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
後
期
の
も
っ
と
も
特
徴
的
な
政
治
状
況
の
変
化
の
一
つ
に
、
政
党
の
組
織
化
と
全
国
規
模
へ
の
拡
大
が
挙
げ
ら
れ
る
。

政
党
の
こ
う
し
た
変
容
は
、
前
節
で
論
じ
た
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
役
割
の
明
確
化
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
く
る
の
だ
ろ
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う
か
。
本
節
で
は
、「
独
立
（independence

）」
と
い
う
概
念
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
党
と
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
や
フ
ォ
ロ
ワ
ー
そ
れ

ぞ
れ
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
た
議
論
を
検
討
す
る
。

従
来
多
く
の
研
究
で
は
見
落
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、「
古
き
腐
敗
」
論
と
結
び
つ
い
た
伝
統
的
な
政
治
批
判
な
ら
び
に
そ
の
批

判
と
表
裏
を
な
す
「
独
立
」
概
念
の
重
要
視
は
、
政
党
の
全
国
組
織
化
が
進
展
す
る
中
で
廃
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
こ
れ
ら
は
、
政
治
的
思
考
に
お
け
る
中
心
的
な
概
念
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
、
実
は
一
九
世
紀
後
半
に
お
い
て
も
政
治
的
立
場
を

超
え
て
脈
々
と
引
き
継
が
れ
、
宮
廷
や
王
権
、
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
か
ら
の
距
離
を
強
調
す
る
候
補
者
た
ち
の
主
張
が
有
権
者
層
に
対
す
る
大
き

な
ア
ピ
ー
ル
力
を
有
し
て
い
た（

（（
（

。

政
党
に
つ
い
て
は
、
特
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
後
期
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
な
ら
、
政
党
組
織
の
変
容
の
中
で
、
選
挙
マ
シ
ー
ン
と
し
て

そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
つ
つ
あ
っ
た
コ
ー
カ
ス
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
り
様
々
な
議
論
が
現
れ
た
。
一
八

七
四
年
の
総
選
挙
の
大
敗
を
受
け
て
自
由
党
が
整
備
を
進
め
た
全
国
自
由
党
連
盟
（the N

ational Liberal Federation: N
LF

）
は
、
そ
の
中

枢
部
が
選
挙
運
営
を
一
手
に
担
う
コ
ー
カ
ス
の
代
表
格
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
近
年
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
Ｎ
Ｌ

Ｆ
は
ご
く
少
数
の
指
導
部
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
で
民
衆
を
組
織
的
に
統
轄
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
が
理
想
と
し
た
「
ア

テ
ナ
イ
の
民
会
」
の
よ
う
な
有
権
者
個
々
人
の
自
由
な
参
加
や
討
論
の
あ
り
方
を
め
ざ
し
て
い
た
。
ま
た
実
際
の
組
織
形
態
と
し
て
も
、
Ｎ

Ｌ
Ｆ
自
体
の
収
入
は
非
常
に
乏
し
く
、
加
え
て
院
内
幹
事
（w

hip
）
と
は
財
政
基
盤
を
共
有
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
財
政
面
で
脆
弱
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
全
国
各
地
の
地
方
コ
ー
カ
ス
に
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
中
央
の
コ
ー
カ
ス
に
関
し
て
は
、

そ
の
目
的
、
組
織
の
あ
り
方
と
も
に
、
自
由
党
全
体
を
す
み
ず
み
ま
で
支
配
す
る
組
織
で
あ
っ
た
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い（

（（
（

。

し
か
し
、
地
方
の
コ
ー
カ
ス
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
中
央
の
そ
れ
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
地
方
に
お
け
る
コ
ー

カ
ス
の
形
成
と
指
導
の
役
割
は
、
主
と
し
て
地
方
の
労
働
組
合
が
担
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
方
の
労
働
組
合
の
幹
部
が
同
時
に
コ
ー

カ
ス
の
指
導
層
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
、
特
に
強
力
な
労
働
組
合
が
存
在
す
る
地
域
に
お
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
前
節
で

論
じ
た
よ
う
に
、
一
般
の
労
働
者
／
組
合
員
個
々
人
は
追
随
的
（rank and file

）
な
態
度
を
と
り
続
け
た
も
の
の
、
労
働
者
階
級
と
コ
ー
カ

ス
と
は
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
り
、
コ
ー
カ
ス
は
非
常
に
大
き
な
政
治
的
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ー
カ
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ス
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
後
期
に
は
、
そ
の
指
導
層
が
有
権
者
層
の
投
票
行
動
の
掌
握
を
通
じ
て
候
補
者
の
選
定
や
行
動
を
意
の
ま
ま
に

操
る
「
黒
幕
（w

irepuller

）」
で
あ
っ
た
、
と
い
う
一
義
的
な
解
釈
に
は
無
理
が
あ
る
。
近
年
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
コ
ー
カ
ス
は
、

地
方
の
特
殊
事
情
に
し
た
が
っ
て
多
様
な
形
態
を
と
っ
て
お
り
、
ま
た
中
央
（
Ｎ
Ｌ
Ｆ
）
に
お
い
て
は
、
黒
幕
で
は
な
く
む
し
ろ
、
古
代
か
ら

の
「
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
な
精
神
に
基
づ
い
て
恒
常
的
に
熟
議
す
る
デ
モ
ス
、
と
い
う
理
想
の
具
体
化
」
を
め
ざ
し
て
い
た
と
解
釈
す
る
の
が
実
情

に
近
い（

（（
（

。

労
働
者
階
級
を
直
接
率
い
て
政
治
改
革
を
進
め
る
立
場
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
コ
ー
カ
ス
と
労
働
者
階
級
と
の
民
主
的
な
関
係
を
強
調
し
て
、

コ
ー
カ
ス
を
こ
の
階
級
の
、
さ
ら
に
は
国
民
全
体
の
政
治
目
的
を
実
現
さ
せ
る
公
的
性
格
の
色
濃
い
組
織
と
し
て
擁
護
し
た
。
た
と
え
ば
、

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
コ
ー
カ
ス
で
あ
る
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
自
由
党
協
会
は
、
労
働
者
改
革
連
盟
と
聖
ジ
ョ
ー
ジ
改
革
連
盟
が
地
方
の
自
由
党
と
合

併
す
る
こ
と
に
よ
り
誕
生
し
た
が
、
そ
の
指
導
者
Ｊ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（
一
八
三
六
─
一
九
一
四
年
）
は
、
コ
ー
カ
ス
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

論
じ
て
い
る
。

一
般
党
員
に
よ
る
一
年
ご
と
の
改
選
を
行
う
［
コ
ー
カ
ス
と
い
う
］
団
体
は
、
我
が
国
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
代
議
機
関
よ
り
も
党
員
に
対
し

て
…
…
大
き
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
代
表
委
員
会
の
す
べ
て
の
会
議
を
報
道
す
る
機
関
誌
の
存
在
は
、
委
員
会
が
影
響
力
と
存
在
価

値
を
保
ち
続
け
る
条
件
で
あ
り
、
…
…
強
力
さ
の
源
泉
を
え
る
た
め
に
必
要
な
公
開
性
（publicity

）
を
与
え
て
い
る（

（（
（

。

コ
ー
カ
ス
と
は
こ
の
よ
う
に
、「
民
衆
が
自
ら
の
事
柄
を
よ
り
現
実
に
即
し
て
、
よ
り
直
接
的
に
、
よ
り
継
続
的
に
取
り
扱
え
る
よ
う
に
す
る
」

民
主
的
な
組
織
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
我
が
国
の
制
度
を
ア
メ
リ
カ
化
す
る
」
組
織
だ
と
す
る
否
定
的
な
コ
ー
カ
ス
観
は
、
実
情
を
無
視

し
た
偏
見
に
満
ち
て
お
り
、「
民
衆
に
よ
る
自
治
（popular self-govenm

ent
）
の
将
来
」
に
敵
意
を
抱
き
「
民
衆
に
対
す
る
不
信
」
を
「
先

天
的
」
に
抱
く
「
自
称
リ
ベ
ラ
ル
の
人
々
の
一
部
」
に
よ
る
も
の
と
断
じ
ざ
る
を
え
な
い（

（（
（

。
ま
た
同
コ
ー
カ
ス
に
対
し
て
は
、
Ｊ
・
ブ
ラ
イ

ト
（
一
八
一
二
─
八
九
年
）
も
「
地
域
全
体
の
代
表
」
で
あ
り
同
市
に
お
け
る
自
由
党
そ
の
も
の
だ
と
し
て
、
そ
の
民
主
的
性
格
を
強
調
し
て

い
る（

（（
（

。
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し
か
し
な
が
ら
、
コ
ー
カ
ス
の
実
情
は
ど
う
あ
れ
、「
市
民
の
独
立
」
を
基
盤
に
し
た
理
性
的
で
自
由
な
討
論
の
実
現
と
い
う
共
和
主
義

的
な
理
念
の
広
ま
り
の
中
で
、
コ
ー
カ
ス
に
対
し
て
は
「
黒
幕
」
が
政
党
や
有
権
者
を
専
制
的
に
操
る
た
め
の
選
挙
マ
シ
ー
ン
で
あ
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
否
定
的
な
評
価
が
主
流
を
な
し
た
。
Ｈ
・
リ
ー
ヴ
（
一
八
一
三
─
九
五
年
）
は
、『
エ
ジ
ン
バ
ラ
・
レ
ビ
ュ
ー
』
に
お

い
て
、
自
由
党
が
勝
利
し
た
一
八
八
五
年
一
一
月
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
た
び
の
選
挙
が
、
自
由
党
の
候
補
者
と
自
由
主
義
的
な
見
解
と
に
圧
倒
的
な
支
持
を
与
え
た
主
た
る
理
由
は
、
有
権
者
の
道
義
面

で
の
独
立
（conscientious independence

）
に
あ
る
。
彼
ら
は
自
ら
の
選
挙
権
に
誇
り
を
持
ち
、
ほ
と
ん
ど
の
事
例
に
お
い
て
、
彼
ら

の
支
持
を
も
っ
と
も
価
値
あ
る
も
の
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
候
補
者
た
ち
を
選
出
す
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
大
家
門
と

い
う
魔
力
に
影
響
さ
れ
ず
、
実
直
な
性
格
を
持
ち
し
か
る
べ
き
地
位
と
教
育
を
有
す
る
人
々
を
代
表
者
と
し
て
選
出
す
る
の
に
熱
心
で

あ
っ
た
。
政
党
で
さ
え
、
そ
れ
は
非
常
に
強
力
な
も
の
で
は
あ
る
の
だ
が
、
自
ら
の
影
響
力
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
概

し
て
、
有
権
者
た
ち
は
、
独
裁
的
な
命
令
を
発
す
る
よ
う
な
組
織
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
恣
意
的
な
妨
害
を
拒
絶
し
た
。
産
業
と
知
性
の
大

集
積
地
［
大
都
市
］
で
は
、［
有
権
者
層
と
い
う
］
こ
れ
ら
の
大
き
な
そ
し
て
知
的
な
集
団
を
コ
ー
カ
ス
の
奴
隷
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
自
ら
の
た
め
に
判
断
し
行
動
す
る
こ
と
を
心
に
決
め
た
。
…
…
選
挙
結
果
は
全
体
と
し
て
、
イ
ギ

リ
ス
の
有
権
者
に
と
っ
て
最
高
度
に
誇
れ
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
民
衆
統
治
が
民
主
的
な
基
礎
の
上
に
永
続
的
な
成
功
を
勝
ち
取
り

続
け
る
な
ら
ば
、［
有
権
者
と
い
う
］
自
ら
の
地
位
に
責
任
を
感
じ
、
国
を
愛
す
る
気
持
ち
（patriotic m

otives

）
に
支
え
ら
れ
た
現
在
の

有
権
者
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
。
こ
の
政
党
が
勝
つ
か
あ
の
政
党
が
勝
つ
か
、
と
い
う
直
近
の
選
挙
結
果
は
選
挙
人
団
の

誠
実
さ
と
独
立
の
精
神
（the spirit of integrity and independence
）
に
比
べ
れ
ば
ま
っ
た
く
も
っ
て
重
要
で
は
な
い（

（（
（

。

コ
ー
カ
ス
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
認
識
の
中
で
、
候
補
者
た
ち
は
自
ら
が
い
か
に
政
党
の
束
縛
か
ら
自
由
で
「
独
立
」
し
た
候
補
者
で
あ
り
、

対
立
候
補
が
い
か
に
政
党
の
奴
隷
で
あ
る
か
を
示
す
こ
と
が
、
選
挙
演
説
に
お
け
る
常
套
句
と
な
っ
て
い
た（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
有
権
者
に
対
す
る
コ
ー
カ
ス
の
一
方
的
な
支
配
の
関
係
が
批
判
的
に
論
じ
ら
れ
た
こ
と
に
加
え
て
、
政
治
家
個
々
人
に
対
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す
る
コ
ー
カ
ス
の
影
響
力
に
対
し
て
も
強
い
懸
念
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
提
出
さ
れ
た
議
論
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。

第
一
の
タ
イ
プ
は
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
の
知
識
人
た
ち
に
看
取
で
き
る
議
論
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ミ
ル
は
、
政
党
や
コ
ー
カ
ス
に
対
す
る
ま
と
ま
っ

た
議
論
を
残
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
Ｔ
・
ヘ
ア
（
一
八
〇
六
─
九
一
年
）
の
比
例
代
表
制
を
扱
っ
た
著
作
の
中
で
、「
地
方
の
名
士
（som

e 

local grandee
）」、「
地
方
の
半
ダ
ー
ス
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
」
の
影
響
力
の
下
で
議
員
を
選
出
し
て
い
る
よ
う
な（

（（
（

、
す
な
わ
ち
、「
当
選
で
き
る

の
は
、
地
方
に
お
い
て
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
金
銭
を
ば
ら
ま
い
て
自
ら
の
道
を
切
り
拓
く
人
、
ま
た
は
あ
ら
ゆ
る
状
況
下

で
も
政
党
の
方
針
に
賛
成
票
を
投
じ
る
人
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
ク
ラ
ブ
か
ら
二
大
政
党
に
よ
っ
て
送
り
込
ま
れ
た
…
…
人
」
で
あ
る
よ
う
な

現
行
の
選
挙
制
度
を
批
判
し
て
、
ヘ
ア
の
構
想
に
よ
り
、
地
方
に
影
響
力
を
持
た
ず
「
政
党
に
対
す
る
忠
誠
心
の
な
い
」、「
独
立
し
た
考
え

（independent thoughts

）
を
有
す
る
何
百
も
の
有
能
な
人
々
」
を
議
会
に
送
り
込
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
論
じ
、
同
構
想
の
実
現
に
期
待

を
寄
せ
て
い
る（

（（
（

。

同
様
に
モ
ー
リ
ー
も
、
コ
ー
カ
ス
に
よ
る
候
補
者
の
選
定
に
よ
り
、
有
能
な
人
材
の
政
界
入
り
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
政
党
の
「
緊
急
要
請
（exigency

）」
に
し
た
が
っ
て
政
策
が
決
定
さ
れ
る
だ
け
の
「
質
の
低
い
」
政
治
が
行
わ
れ
て
い

る
状
況
と
に
不
満
を
表
明
し
て
い
る（

（（
（

。
す
ぐ
後
に
述
べ
る
メ
イ
ン
や
バ
ジ
ョ
ッ
ト
と
の
対
比
で
こ
れ
ら
の
議
論
の
特
徴
を
挙
げ
る
な
ら
、
次

の
二
点
を
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ル
や
モ
ー
リ
ー
は
、
政
党
あ
る
い
は
コ
ー
カ
ス
の
指
導
者
が
旧
来
型
の
地
主
貴
族
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
政
党
や
コ
ー
カ
ス
か
ら
の
「
独
立
」
は
、
伝
統
的
な
地
主
支
配
体
制

か
ら
の
脱
却
と
同
義
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
第
二
の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
ウ
ィ
ッ
グ
の
議
論
で
は
、
コ
ー
カ
ス
に
つ
い
て
、
民
衆
と
の
緊
密
な
関
係
が
特
に
着
目
さ
れ
、

民
衆
と
一
体
化
し
た
コ
ー
カ
ス
か
ら
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
「
独
立
」
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
代
議
政
治
に
お
い

て
は
、「
政
党
が
そ
の
核
心
」
で
あ
り
「
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
背
骨
、
命
」
だ
と
論
じ
る
。
た
だ
し
、
政
党
が
そ
う
し
た
枢
要
な
役
割
を

果
た
し
う
る
た
め
に
は
、
外
す
こ
と
の
で
き
な
い
条
件
が
存
在
す
る
と
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
考
え
る
。
そ
の
条
件
と
は
、
政
党
が
送
り
出
す
議
員

た
ち
の
「
穏
健
さ
／
中
庸
（m

oderation

）」
の
態
度
に
基
づ
く
政
党
の
穏
健
な
政
治
姿
勢
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
不
可
欠
だ
と
さ
れ
た
の
が
、

有
権
者
層
と
政
党
か
ら
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
「
独
立
」
で
あ
っ
た
。
有
権
者
と
政
党
お
よ
び
庶
民
院
議
員
の
関
係
に
つ
い
て
、
バ
ジ
ョ
ッ
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ト
は
『
イ
ギ
リ
ス
国
制
論
』
で
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る（

（（
（

。

代
表
者
に
よ
る
公
的
な
集
会
（A

 representative public m
eeting

）
は
、
他
の
種
類
の
公
的
な
集
会
よ
り
以
上
に
一
つ
の
欠
点
に
陥
り

や
す
い
。
つ
ま
り
、
独
立
性
（independent

）
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
選
挙
民
は
、
そ
の
集
会
を
放
っ
て
お
か
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
放
っ
て
お
か
な
い
場
合
に
は
、
政
党
組
織
の
弊
害
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
防
御
策
［
穏
健
な
姿
勢
を
生
み
出

す
方
策
］
が
無
に
帰
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
選
挙
民
の
感
情
が
支
配
政
党
の
感
情
と
な
り
、
地
方
の
政
治
活
動
家
に
よ
っ
て
誘
導
さ
れ

刺
激
さ
れ
、
と
き
に
は
つ
く
り
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
見
解
が
穏
健
で
あ
る
は
ず
が
な
く
、
価
値
の
あ
る
討
論
に
従
う
よ
う

な
も
の
で
あ
る
は
ず
が
な
い（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
有
権
者
と
政
党
の
密
接
な
関
係
を
描
き
出
し
、
そ
れ
か
ら
の
候
補
者
あ
る
い
は
議
員
の
独
立
の
維
持
が
政
党

政
治
に
は
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
こ
と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
困
難
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

政
党
に
基
づ
く
代
議
政
治
が
「
徒
党
政
治
（sectarian governm

ent

）」
に
陥
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
コ
ー
カ
ス
の
登
場
と
い
う

状
況
下
で
は
さ
ら
に
困
難
な
営
み
と
な
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
ミ
ル
と
は
正
反
対
に
、
全
国
か
ら
自
由
に
選
挙
区
を
設
定
す
る
比
例
代
表
制

こ
そ
が
、「
コ
ー
カ
ス
」
や
「
黒
幕
（w

irepuller

）」
に
よ
る
議
員
の
支
配
を
強
化
す
る
も
の
だ
と
し
て
、
ヘ
ア
の
議
論
を
詳
細
に
吟
味
し
批

判
し
て
い
る
。

［
ヘ
ア
の
］
プ
ラ
ン
が
採
用
さ
れ
れ
ば
、
庶
民
院
は
政
党
の
委
員
会
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
そ
の
委
員
会
の
鎖
に
つ
な
が
れ
、
抑
圧
的
な
政

党
に
忠
誠
を
誓
っ
た
党
派
政
治
家
（party politicians

）
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
全
土
か
ら
の

あ
ら
ゆ
る
「
主
義
（ism

）」
を
そ
れ
ぞ
れ
に
代
弁
し
、
独
特
の
個
性
を
持
ち
、
そ
れ
ゆ
え
に
穏
健
さ
を
欠
い
て
い
る
。［
ヘ
ア
の
プ
ラ
ン
の

採
用
に
よ
っ
て
我
々
は
］
穏
健
で
分
別
の
あ
る
人
々
か
ら
な
る
熟
議
の
集
会
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
暴
力
の
雑
多
な
集
会
を
持
つ

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
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議
員
個
々
人
の
「
独
立
」
や
「
穏
健
さ
」
に
基
づ
く
議
会
政
治
の
対
照
を
な
す
も
の
と
し
て
バ
ジ
ョ
ッ
ト
が
批
判
し
た
コ
ー
カ
ス
に
よ
る
「
徒

党
政
治
」
は
、
各
政
党
全
体
が
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
も
含
め
て
「
現
実
」
と
は
無
関
係
に
成
立
す
る
「
主
義
」
や
「
理
論
」、「
明
確
で
融
通
の
利

か
な
い
政
治
的
教
条
（creed

）」
に
染
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
特
徴
が
あ
る（

（（
（

。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
性
格
を
持
つ
諸
政
党
に

よ
り
行
わ
れ
る
代
議
政
治
は
、
他
の
政
党
の
議
論
に
対
す
る
理
解
力
も
、
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
す
ら
も
欠
き
、
暴
力
を
背
後
に
隠
し
た

教
条
主
義
に
よ
る
政
治
に
帰
結
す
る
。

メ
イ
ン
が
描
き
出
す
コ
ー
カ
ス
政
治
は
、
代
議
政
治
成
立
の
可
能
性
に
関
し
て
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
そ
れ
よ
り
も
よ
り
一
層
悲
観
的
で
あ
る
。

バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
場
合
に
は
、
各
政
党
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
教
条
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
政
治
闘
争
を
繰
り
広
げ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
妥
当
な

教
条
を
奉
じ
る
政
党
が
勝
ち
残
れ
ば
、
現
状
の
改
善
が
図
ら
れ
る
余
地
が
皆
無
で
は
な
い
と
言
え
る
。
し
か
し
、
メ
イ
ン
の
場
合
に
は
、
コ
ー

カ
ス
政
治
が
成
立
す
れ
ば
、
政
党
は
自
ら
の
教
条
す
ら
喪
失
し
て
し
ま
い
、
む
き
出
し
の
闘
争
心
の
衝
突
の
み
が
政
治
の
世
界
を
支
配
す
る

こ
と
に
な
る
、
と
い
う
予
測
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
メ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
機
能
す
る
た
め
に
は
「
政
党
」
が
不
可
欠
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
党
ほ
ど
こ
れ
ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
も
の
は
な
い
。
メ
イ
ン
は
、
政
党
と
は
、
人
間
本
性
に
根
ざ
す
「
党
派
感

情
（party feeling

）」
あ
る
い
は
「
人
類
の
原
始
的
な
好
戦
性
」
の
「
名
残
で
あ
り
結
果
」
で
あ
る
と
論
じ
、政
策
や
主
義
を
同
じ
く
す
る
人
々

の
集
団
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
相
争
う
人
間
本
性
に
起
源
を
持
つ
よ
う
な
性
格
の
集
団
と
し
て
特
徴
づ
け
た
。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
て

ば
、
政
党
間
の
闘
争
は
、
純
粋
な
権
力
獲
得
競
争
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
メ
イ
ン
は
、「
政
党
の
論
争
は
、
本

来
的
に
貴
族
た
ち
の
仕
事
で
あ
る
。
彼
ら
が
論
争
に
参
加
す
る
の
は
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も
の
が
好
き
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
、
政
党

に
よ
る
闘
争
の
自
己
目
的
的
な
性
格
を
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。

メ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
体
制
下
で
は
、
次
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
り
、
政
党
間
の
権
力
闘
争
は
よ
り
そ
の
権
力
追
求
志
向
を

増
大
さ
せ
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
、
徹
底
的
に
細
分
化
さ
れ
た
権
力
が
個
々
人
に
所
有
さ
れ
る
統
治
形
態
で
あ
る
た
め
、
民
衆
は
権
力
行

使
に
対
し
て
「
無
関
心
」
に
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
政
党
指
導
者
は
、
有
権
者
の
支
持
獲
得
の
た
め
「
黒
幕
（the W

ire-puller

）」
と

化
し
て
票
の
買
収
に
走
り
、「
党
派
感
情
」
と
い
う
人
間
本
性
に
訴
え
か
け
る
こ
と
で
、
政
策
や
党
の
理
念
と
は
関
係
の
な
い
有
権
者
の
「
怒

り
の
感
情
を
あ
お
り
立
て
る
」
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
純
粋
な
闘
争
心
に
満
た
さ
れ
る
こ
と
で
、
各
政
党
の
性
格
が
似
通
っ
た
も
の
に
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な
り
、
政
党
独
自
の
政
治
目
標
や
政
策
を
欠
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

「
独
立
」
と
い
う
言
葉
こ
そ
使
用
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
、
民
衆
の
党
派
心
を
結
合
原
理
と
す
る
政
党
や
コ
ー
カ

ス
の
登
場
に
よ
っ
て
、
政
党
そ
れ
自
体
や
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
民
衆
か
ら
の
政
治
的
独
立
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
、
メ
イ
ン
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
問
題
性
を
見
い
だ
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
す
な
わ
ち
メ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
い
て
は
、
政
党
や
コ
ー
カ
ス
か

ら
の
有
権
者
個
々
人
の
独
立
は
成
立
せ
ず
、
ま
た
政
党
指
導
者
で
す
ら
有
権
者
か
ら
の
独
立
は
お
ろ
か
政
党
か
ら
の
独
立
す
ら
維
持
で
き
な

い
た
め
、
党
派
心
と
い
う
政
策
的
な
内
実
を
欠
い
た
フ
ォ
ロ
ワ
ー
た
ち
の
感
情
と
一
体
化
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
諸
政
党
間
の
差
異
す
ら

失
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
進
行
す
る
結
果
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
下
の
政
党
政
治
は
、
国
政
全
体
が
政
治
目
的
の
欠
如
し
た
単
な
る
権
力

闘
争
の
場
と
化
す
と
い
う
危
機
的
な
状
況
に
陥
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
政
党
か
ら
の
「
独
立
」
は
、
選
挙
権
が
拡
大
さ
れ
て
、
よ
り
多
く
の
民
衆
が
政
治
参
加
を
果
た
し
、
政
治
家
や
議
会
、

政
党
な
ど
の
政
治
的
な
関
係
が
複
雑
化
し
て
い
く
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
後
期
に
お
い
て
も
な
お
、
代
議
政
治
が
健
全
に
運
営
さ
れ
る
た
め
に

は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
条
件
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
、
モ
ー
リ
ー
が
反
地
主
の
立
場
か
ら
の
民
衆
と
知
的
エ
リ
ー
ト
の
同
盟
関

係
を
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
は
、
伝
統
的
な
支
配
階
級
こ
そ
が
コ
ー
カ
ス
の
指
導
層
で
あ
る
と
見
な
し
、
彼
ら
地
主
貴
族
の
利
益

を
追
求
す
る
密
室
政
治
か
ら
脱
却
し
て
市
民
に
よ
る
自
由
な
討
論
に
基
づ
い
た
代
議
政
治
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
コ
ー
カ
ス
か
ら
の
独
立

が
重
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ラ
デ
ィ
カ
ル
の
こ
う
し
た
議
論
の
前
提
に
は
、
前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
な
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
知
的

エ
リ
ー
ト
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
と
が
理
性
的
で
自
由
な
討
論
と
い
う
共
通
の
基
盤
に
立
っ
て
意
見
形
成
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
可
能
な
こ

と
だ
と
い
う
想
定
が
あ
る（

（（
（

。
他
方
で
、
メ
イ
ン
や
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
民
主
化
の
進
展
の
中
で
、
政
党
あ
る
い
は
コ
ー
カ
ス
と
民
衆
と
の
一
体

性
を
強
調
し
、
庶
民
院
で
有
効
な
議
論
が
確
保
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
か
ら
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
独
立
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と

主
張
し
た
。
彼
ら
の
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
民
衆
の
合
理
性
を
欠
い
た
行
動
に
よ
り
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
よ
る
政
治
的
決
定
の
作
成
過

程
が
浸
食
さ
れ
る
こ
と
を
あ
く
ま
で
も
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
危
機
感
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
政
党
と
独
立
と
い
う
概
念
は
、
各
知
識
人
た
ち
が
想
定
す
る
政
治
社
会
の
対
立
軸
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
で
は
、「
独

立
」
を
重
視
す
る
知
識
人
た
ち
は
、
そ
う
し
た
対
立
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
討
論
を
不
可
欠
の
要
素
と
す
る
代
議
政
治
に
お
い
て
、
ど
の
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よ
う
な
過
程
を
経
て
単
一
の
政
治
的
決
定
へ
と
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
か
。
次
節
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

四　

政
治
に
お
け
る
妥
協
の
価
値

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
の
役
割
分
担
、
さ
ら
に
政
党
／
コ
ー
カ
ス
を
媒
介
と
し
た
政
治
的

リ
ー
ダ
ー
と
有
権
者
層
と
の
あ
る
べ
き
関
係
に
関
す
る
議
論
を
下
じ
き
に
し
て
、
本
節
で
は
、
あ
る
べ
き
政
治
的
決
定
方
法
を
め
ぐ
っ
て
交

わ
さ
れ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
後
期
の
論
争
を
、多
様
な
政
治
主
体
間
の
「
妥
協
（com

prom
ise

）」
と
い
う
概
念
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
す
る
。

当
時
、「
妥
協
」
は
、
伝
統
的
な
ウ
ィ
ッ
グ
政
治
を
象
徴
す
る
政
治
的
決
定
方
法
だ
と
い
う
評
価
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
ラ
デ
ィ

カ
ル
の
知
識
人
た
ち
は
、
理
性
主
義
的
立
場
か
ら
合
理
的
推
論
の
役
割
を
軽
視
す
る
「
妥
協
」
を
そ
の
場
し
の
ぎ
の
弥
縫
策
に
す
ぎ
な
い
決

定
法
と
し
て
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ウ
ィ
ッ
グ
の
知
識
人
た
ち
は
「
妥
協
」
を
擁
護
し
た
。
彼
ら
が
そ
の
政
治
的
有
効
性
を
主
張
し
た

理
由
は
、
政
治
的
決
定
を
理
性
的
な
討
論
空
間
に
限
定
す
る
一
元
的
な
政
治
的
思
考
の
危
険
性
を
強
く
意
識
し
て
、
討
論
だ
け
で
は
決
定
に

到
達
で
き
な
い
と
考
え
、
政
治
的
決
定
に
は
、
討
論
に
の
み
集
約
さ
れ
な
い
よ
り
多
様
な
要
素
の
検
討
が
不
可
欠
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
っ

た
。こ

の
検
討
課
題
に
関
し
て
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
の
立
場
の
代
表
と
し
て
考
察
す
る
の
は
、
モ
ー
リ
ー
の
議
論
で
あ
る
。
モ
ー
リ
ー
は
、
自
ら
が

編
集
者
を
務
め
た
『
フ
ォ
ー
ト
ナ
イ
ト
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
』
に
お
い
て
一
八
七
四
年
に
『
妥
協
論
（O

n C
om

prom
ise

）』
を
連
載
し
、
同
年

単
行
本
に
ま
と
め
出
版
し
て
い
る
。
同
書
に
お
い
て
彼
は
、
政
治
的
な
も
の
も
含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
決
定
が
行
わ
れ
る
際
に
「
妥
協
」
と
い

う
方
策
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
哲
学
的
見
地
か
ら
全
面
的
に
否
定
し
た
。
な
ぜ
な
ら
妥
協
と
は
、「
大
い
な
る
真
理
（the great truth

）」
の

発
見
と
い
う
多
大
な
努
力
を
要
す
る
営
為
か
ら
人
々
を
遠
ざ
け
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

既
存
の
状
態
に
対
す
る
、
あ
る
い
は
す
ぐ
に
実
行
可
能
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
…
…
無
気
力
な
信
従
か
ら
生
じ
る
不
誠
実
ま
た
は
自
己

幻
想
は
、
意
見
を
形
成
し
保
持
す
る
際
に
真
実
を
ね
じ
曲
げ
て
し
ま
う
こ
と
（com

prom
ising truth

）
の
結
果
で
あ
る
。
…
…
優
柔
不
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断
ま
た
は
信
念
の
欠
如
は
、
行
動
と
実
現
の
領
域
に
お
け
る
不
当
な
妥
協
に
属
す
る
悪
徳
で
あ
る
。
…
…
こ
う
し
た
こ
と
が
、［
人
々
の
］

ふ
る
ま
い
や
性
格
の
深
部
に
根
を
は
っ
て
お
り
、［
イ
ギ
リ
ス
社
会
全
体
の
］
現
在
の
雰
囲
気
の
鍵
に
な
っ
て
い
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
モ
ー
リ
ー
は
、
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
政
党
政
治
を
糾
弾
し
た
。
す
な
わ
ち
政
党
が
中
心
に
な
っ
て
政
治
的
決

定
を
行
う
場
合
に
は
、
い
く
つ
も
の
グ
ル
ー
プ
の
譲
歩
の
上
で
相
争
う
利
害
の
均
衡
を
と
る
、
と
い
う
意
味
で
の
「
妥
協
」
あ
る
い
は
「
経

営
（m

anagem
ent

）」
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
モ
ー
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
の
際
政
党
の
指
導
者
た
ち
が
示
す
態
度
は
、
知
的
な
不
誠
実

で
あ
り
道
徳
的
偽
善
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
現
今
の
人
々
は
、
自
然
科
学
は
正
確
な
推
論
と
明
確
な
結
論
が
存
在
す

る
分
野
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
用
意
が
あ
る
が
、
道
徳
や
政
治
学
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
分
野
が
そ
れ
自
体
で
有
す
る
論
理
（logos

）
を

同
じ
よ
う
に
認
め
る
の
で
は
な
く
、
我
々
は
あ
ら
ゆ
る
第
一
原
理
の
存
在
に
疑
い
の
目
を
向
け
沈
黙
し
て
し
ま
う
」
け
れ
ど
も
、
後
者
も
本

来
は
、
物
理
的
法
則
の
真
理
と
同
様
の
実
証
的
基
盤
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
だ
か
ら
こ
そ
、
政
治
的
真
理
の
探
究
を
断
念
す
る
妥
協

や
そ
う
し
た
方
法
を
必
然
的
に
生
み
出
す
政
党
政
治
は
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
モ
ー
リ
ー
は
主
張
す
る
。

具
体
的
に
は
モ
ー
リ
ー
は
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
政
権
の
教
育
改
革
を
念
頭
に
お
い
て
、
特
に
、
教
育
に
対
す
る
国
教
会
の
関
与
を
強
め
よ

う
と
す
る
党
派
政
治
的
で
ウ
ィ
ッ
グ
的
な
色
彩
の
濃
い
改
革
と
し
て
同
改
革
を
批
判
す
る
た
め
に
、『
妥
協
論
』
を
連
載
し
た（

（（
（

。
そ
の
際
彼
は
、

理
論
的
な
参
謀
の
立
場
か
ら
、
Ｊ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
を
支
持
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
モ
ー
リ
ー
宛
書
簡
の
中
で
、

自
由
党
に
お
け
る
「
穏
健
派
（m

oderates

）
─
─
ウ
ィ
ッ
グ
の
お
歴
々
─
─
の
権
力
を
破
壊
し
ト
ー
リ
ズ
ム
と
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
を
直
接
対

峙
さ
せ
る
」
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
ウ
ィ
ッ
グ
の
顕
著
な
特
徴
に
「
妥
協
」
の
政
治
手
法
を
見
い
だ
し
て
そ
れ
を

批
判
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
ア
ク
ト
ン
も
「
ウ
ィ
ッ
グ
は
妥
協
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
、
リ
ベ
ラ
ル
は
観
念
に
よ
る
支
配
に
着
手
す
る
」
と

述
べ
、「
ウ
ィ
ッ
グ
を
リ
ベ
ラ
ル
か
ら
判
別
す
る
方
法
─
─
一
方
は
実
際
的
、
漸
次
的
に
妥
協
の
用
意
が
あ
り
、
他
方
は
哲
学
的
方
法
で
一

つ
の
原
理
を
練
り
上
げ
る
。
一
方
は
哲
学
を
め
ざ
し
た
政
策
で
あ
り
、
他
方
は
政
策
を
引
き
出
す
哲
学
で
あ
る
」
と
記
述
し
て
い
る（

（（
（

。

以
上
の
議
論
か
ら
、
政
治
的
決
定
は
、
理
性
的
な
討
論
を
熱
意
を
も
っ
て
根
気
強
く
進
め
た
結
果
発
見
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
政
治
的
「
真
理
」

に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
想
定
が
モ
ー
リ
ー
に
は
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
あ
る
べ
き
政
治
的
決
定
方
法
に
対
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す
る
こ
う
し
た
見
方
か
ら
、
モ
ー
リ
ー
は
、「
善
き
統
治
」
を
実
現
す
る
政
治
的
／
知
的
真
摯
さ
に
欠
け
た
不
十
分
き
わ
ま
り
な
い
「
妥
協
」

に
満
ち
た
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
や
社
会
的
雰
囲
気
全
般
を
憂
慮
し
た
。
す
な
わ
ち
彼
に
よ
れ
ば
、「
討
論
」
が
、
真
理
を
引
き
出
す
た
め

に
で
は
な
く
「
民
衆
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
仕
向
け
ら
れ
た
唯
一
の
プ
ロ
セ
ス
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
の
で
あ
る（

（（
（

。
本
稿
の
こ

れ
ま
で
の
議
論
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
真
理
を
理
性
的
推
論
を
通
じ
て
発
見
す
る
こ
と
は
、
モ
ー
リ
ー
ら
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
と
っ

て
は
、
も
ち
ろ
ん
知
的
エ
リ
ー
ト
の
役
割
で
あ
っ
て
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
と
し
て
の
有
権
者
一
般
の
役
割
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
正
確
な
推
論
」

を
行
う
決
定
作
成
過
程
は
、あ
ら
ゆ
る
人
々
に
開
か
れ
た
理
性
の
行
使
と
い
う
営
為
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、す
べ
て
の
有
権
者
が「
独

立
」
の
立
場
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
討
論
を
基
盤
と
す
る
共
通
の
政
治
空
間
に
お
い
て
政
治
的
決
定
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
モ
ー
リ
ー
の
政
治
的
決
定
観
を
彼
の
妥
協
批
判
か
ら
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
で
、
メ
イ
ン
や
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
と
っ
て
妥
協
は
、
政
治
的
決
定
の
要
諦
を
な
す
方
法
で
あ
っ
た
。
メ
イ
ン
の
場
合
に
は
、
妥
協
そ
れ

自
体
の
政
治
的
有
効
性
が
直
接
論
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
妥
協
を
否
認
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
の
政
治
観
の
危
険
性
が
、
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
批
判
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
多
数
者
と
い
う
単
一
の
団
体
が
支
配
す
る
「
逆
立
ち
し

た
君
主
制
（inverted M

onarchy

）」
だ
と
い
う
意
味
で
通
常
の
君
主
制
と
同
種
の
支
配
形
態
に
属
し
て
お
り（

（（
（

、
双
方
と
も
に
次
の
よ
う
な
特

質
を
有
す
る
。

君
主
制
（M

onarchy

）
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
極
端
な
支
配
形
態
に
は
、
立
憲
王
政
（K

ingship

）
や
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
妥

協
（com

prom
ise

）
に
基
礎
を
お
く
よ
り
調
和
の
と
れ
た
政
治
制
度
に
は
な
い
特
殊
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
［
君
主
制
と
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
］
は
、
絶
対
的
に
完
全
な
状
態
と
し
て
設
立
さ
れ
る
と
非
常
に
破
壊
的
に
な
る
の
で
あ
る
。
…
…
新
た
な
支
配
者
た
ち
は
、
あ

ら
ゆ
る
事
柄
が
彼
ら
が
統
轄
す
る
政
治
制
度
の
中
心
原
理
に
厳
密
に
一
致
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
厳
命
を
下
す
。
そ
し
て
、
理
想
的
な
改
革

だ
と
い
う
空
想
…
…
に
基
づ
い
て
、
旧
来
の
原
理
を
嫌
悪
す
る
多
く
の
人
々
か
ら
支
持
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
メ
イ
ン
は
、
単
一
の
原
理
に
基
礎
を
お
く
、
換
言
す
れ
ば
「
ア
・
プ
リ
オ
リ
」
な
原
理
を
出
発
点
に
す
る
が
ゆ
え
の
非
妥
協
的
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な
性
格
を
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
見
た（

（（
（

。
た
だ
し
メ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
単
一
の
決
定
権
力
に
よ
る
原
理
の
追
求
は
長
続
き

し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
前
節
ま
で
に
論
じ
た
よ
う
な
民
衆
の
反
科
学
的
偏
見
と
「
党
派
感
情
」
の
結
果
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
「
非
妥
協
的
な

（irreconcilable

）」
諸
集
団
の
熾
烈
な
対
立
の
様
相
を
呈
し
、
一
切
の
対
話
を
拒
否
す
る
民
衆
に
よ
る
政
治
目
的
を
欠
い
た
非
妥
協
的
見
解
の

衝
突
は
、「
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
の
爆
弾
と
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
」
の
行
使
に
帰
結
す
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

メ
イ
ン
の
こ
の
よ
う
な
議
論
か
ら
は
、
一
元
的
な
原
理
に
基
づ
く
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
政
治
的
決
定
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
判

断
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
政
治
的
決
定
へ
の
到
達
に
つ
い
て
、
政
治
的
妥
協
論
の
視
点
か
ら
、
よ
り
豊
か
な
考
察
を
行
っ

て
い
る
の
が
バ
ジ
ョ
ッ
ト
で
あ
る
。
別
の
と
こ
ろ
で
論
じ
た
よ
う
に（

（（
（

、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
と
っ
て
は
、
国
家
と
い
う
巨
大
な
集
団
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
庶
民
院
と
い
う
「
雑
多
な
集
団
」
が
政
治
的
決
定
を
行
え
る
こ
と
自
体
が
「
奇
妙
な
こ
と
」
だ
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

実
際
、
我
々
は
、
そ
の
よ
う
に
［
庶
民
院
に
よ
っ
て
］
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
慣
れ
き
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
が
奇
妙
で
あ
る
な
ど
と

は
感
じ
な
い
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
奇
妙
な
支
配
形
態
の
中
で
、
事
実
も
っ
と
も
奇
妙
な
支
配
形
態
と
は
、
公
衆
の
集
会

0

0

0

0

0

（a public 

m
eeting

）
に
よ
る
支
配
で
あ
る
。
そ
こ
［
庶
民
院
］
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
中
か
ら
集
め
ら
れ
た
六
五
八
名
の
人
間
が
い
る
。
彼
ら
は
、
本
性

や
利
害
、
容
貌
や
言
語
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
。
も
し
、
我
々
が
、
イ
ギ
リ
ス
と
は
ど
の
よ
う
な
帝
国
で
あ
り
、
ど
れ
ほ
ど
多
様
な

構
成
要
素
を
持
っ
て
お
り
、
ど
れ
ほ
ど
頻
繁
に
心
配
事
が
変
化
し
、
政
策
を
練
る
に
も
ど
れ
ほ
ど
歴
史
的
要
因
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
に
思
い
を
い
た
す
な
ら
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
帝
国
の
支
配
者
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
広
範
な
情
報
や
、
ど
れ
ほ
ど
の
卓
越
し
た
判

断
や
不
屈
の
意
志
が
必
要
な
の
か
に
思
い
を
い
た
す
な
ら
、
現
実
の
彼
ら
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
、
驚
き
が
絶
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
彼
ら
は
雑
多
な
集
団
で
あ
る
。
と
き
に
は
大
勢
で
あ
っ
た
り
、
と
き
に
は
少
数
で
あ
っ
た
り
し
て
、
一
時
間
ほ
ど
の
間
も
一
定
で

は
な
く
常
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
と
き
に
は
興
奮
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
活
気
が
な
く
、
半
分
は
く
た
び
れ
て
い
る
。

彼
ら
は
、
い
ら
い
ら
し
な
が
ら
演
説
を
聞
い
て
い
る
た
め
、
ど
ん
な
冗
談
に
で
も
ホ
ッ
と
し
て
飛
び
つ
く
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
や
ポ
リ
ネ
シ
ア
や
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
大
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国
を
支

配
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
人
々
な
の
で
あ
る（

（（
（

。
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こ
の
よ
う
な
無
規
律
な
集
団
に
結
束
を
も
た
ら
す
の
が
政
党
な
の
で
あ
る
が
、政
党
が
「
永
続
的
に
機
能
す
る
」
た
め
に
は
、政
治
家
個
々

人
が
、
民
衆
や
黒
幕
と
い
っ
た
専
制
的
な
決
定
者
や
「
融
通
の
き
か
な
い
政
治
的
信
条
」
か
ら
「
独
立
」
し
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
信
条
は
、「
党
員
に
押
し
つ
け
ら
れ
、
常
識
で
は
あ
り
え
な
い
よ
う
な
質
の
低
い
結
論
（im

possible 

conclusions
）
に
達
す
る
」。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
信
条
は
、
多
様
な
政
治
主
体
の
存
在
を
前
提
に
し
て
、「
実
現
可
能
性
（practicality

）」

を
に
ら
み
な
が
ら
つ
く
り
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
「
構
成
要
素
」
に
は
、
熟
練
労
働
者
特
有
の
見
解
も
、
ま
た
未
熟

練
労
働
者
と
い
う
非
合
理
的
要
素
も
数
え
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
と
っ
て
考
慮
に
入
れ
る

べ
き
多
様
性
は
、
理
性
的
討
論
の
中
に
集
約
さ
れ
る
性
質
の
も
の
に
限
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
、
政
治
的
決
定
過
程
に
含
め
る
べ
き

要
素
の
共
約
不
可
能
性
を
強
く
意
識
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、「
妥
協
」
に
よ
っ
て
の
み
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
た
。
す
な

わ
ち
、「
独
立
」
し
た
政
治
主
体
が
、「
雑
多
な
（m

iscellaneous

）」
構
成
要
素
間
の
深
い
断
絶
な
ら
び
に
、
そ
う
し
た
意
味
に
お
け
る
他
者

の
厳
格
な
他
者
性
を
前
提
に
結
論
へ
の
到
達
を
め
ざ
す
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、「
現
実
（reality

）」
あ
る
い
は
「
実
生
活
（real life

）」
と
接

続
し
た
「
よ
く
練
ら
れ
た
理
屈
に
合
わ
な
い
中
庸
の
方
策
」
あ
る
い
は
「
中
道
策
」
と
し
て
の
「
妥
協
」
が
可
能
と
な
り
、
単
な
る
弥
縫
策

と
は
異
な
る
「
経
営
（m

anagem
ent

）」
的
視
点
に
立
つ
包
括
性
を
有
す
る
政
治
的
決
定
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

た
だ
し
、妥
協
的
方
策
を
重
視
し
な
が
ら
も
、バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
政
治
的
決
定
過
程
に
お
け
る
「
討
論
」
を
不
要
な
も
の
と
は
見
な
さ
な
か
っ

た
。
む
し
ろ
「
討
論
に
よ
る
政
治
」
と
し
て
の
代
議
政
治
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
的
成
功
の
要
に
位
置
づ
け
ら
れ
る（

（（
（

。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
る

な
ら
ば
、
政
治
的
決
定
は
討
論
能
力
を
有
す
る
政
治
エ
リ
ー
ト
の
専
権
事
項
と
な
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
が
こ
の
こ
と
を
政

治
支
配
者
層
に
よ
る
利
益
の
独
占
を
意
味
す
る
も
の
と
は
捉
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
庶
民
院
の
重
要
な
機
能

と
し
て
「
表
出
機
能
（an expressive function

）」
を
掲
げ
る
。
こ
れ
は
、「
国
民
の
全
階
級
の
感
情
、
利
益
、
意
見
、
偏
見
、
願
望
」
を
庶

民
院
の
議
題
に
採
り
上
げ
る
機
能
で
あ
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
判
断
で
は
、
こ
の
機
能
の
確
保
に
は
、
第
一
次
選
挙
法
改
正
（
一
八
三
二
年
）
以

前
に
は
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
、
選
挙
区
ご
と
に
選
挙
権
保
持
の
資
格
が
異
な
る
多
様
な
選
挙
制
度
の
復
活
が
必
要
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

全
国
一
律
の
選
挙
資
格
に
基
づ
く
選
挙
制
度
で
は
む
し
ろ
、
選
挙
の
過
程
で
多
数
派
の
政
治
的
利
益
の
み
が
選
抜
さ
れ
多
様
な
利
益
が
庶
民

院
の
議
題
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
比
例
代
表
制
に
対
す
る
彼
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
前
節
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
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に
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
労
働
者
階
級
の
利
益
も
含
め
て
い
く
つ
も
の
多
種
多
様
な
利
益
を
取
り
込
ん
で
こ
そ
、
十
全
な
政
治
的
決
定
に
到
達
で

き
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
そ
う
し
た
諸
要
素
を
理
解
、
受
容
し
、
議
論
形
式
に
通
訳
し
て
討
論
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
政
治
的
リ
ー

ダ
ー
に
固
有
の
役
割
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。

「
妥
協
」
に
よ
る
政
治
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
後
期
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
対
立
す
る
代
議
政
治
像

が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
当
否
を
め
ぐ
る
論
争
の
中
で
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
Ｊ
・
バ
ロ
ウ
や
Ｈ
・
Ｓ
・
ジ
ョ
ン
ズ
は
、
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
時
代
の
政
治
思
想
に
お
け
る
「
多
様
性
（variety

）」
の
価
値
の
決
定
的
な
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
が（

（（
（

、
本
節
の
最
後
に
こ
の
概

念
に
着
目
し
て
、
あ
る
べ
き
政
治
的
決
定
方
法
に
関
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
と
ウ
ィ
ッ
グ
双
方
の
議
論
を
整
理
し
た
い
。
た
と
え
ば
、
様
々
な
著

作
で
政
治
に
お
け
る
多
様
性
の
価
値
を
説
い
た
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
が
『
自
由
論
』
に
お
い
て
、「
討
論
」
の
効
用
と
は
、「
人
間
の
理
性
」
を
最

大
限
に
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
り
発
見
さ
れ
る
「
よ
り
優
れ
た
真
理
（a better truth

）」
へ
の
到
達
だ
と
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
こ
れ
ま

で
に
検
討
し
た
モ
ー
リ
ー
の
妥
協
批
判
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
政
治
主
体
の
多
様
性
は
、
討
論
を
通
じ
て
「
真
理
」
へ
向
け
て
収
斂
さ
せ
て

い
く
べ
き
だ
と
ラ
デ
ィ
カ
ル
は
考
え
る（

（（
（

。
そ
う
し
た
意
味
で
、
彼
ら
が
想
定
し
て
い
る
政
治
空
間
は
、
理
性
を
使
用
し
た
討
論
の
空
間
で
あ

る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
政
治
的
立
場
で
あ
っ
て
も
、
多
様
な
政
治
主
体
の
す
べ
て
の
立
場
は
合
理
的
な
議
論
形
式
に
共
約
可

能
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
共
約
と
討
論
と
い
う
理
性
の
行
使
を
放
棄
す
る
「
妥
協
」
的
方
策
は
、
知
的
・
政
治
的
な

怠
惰
で
あ
り
不
誠
実
と
し
て
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
メ
イ
ン
や
バ
ジ
ョ
ッ
ト
ら
ウ
ィ
ッ
グ
に
お
い
て
は
、
多
様
な
政
治
主

体
は
対
話
空
間
の
よ
う
な
共
通
の
ア
リ
ー
ナ
を
持
た
な
い
。
つ
ま
り
、
多
様
な
存
在
は
、
各
々
が
そ
の
ま
ま
共
約
不
可
能
な
状
態
で
存
在
す

る
の
で
あ
る
。
政
治
と
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
非
合
理
性
を
も
内
包
し
た
多
様
な
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
言
葉
を
使
え
ば
「
雑
多
な
」
政
治
主

体
間
に
お
け
る
決
定
形
成
の
場
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
妥
協
」
を
通
じ
て
の
み
政
治
的
対
立
は
解
消
へ
と
向
か
い
政
治
的
決
定
が
可
能
と
な

る
の
だ
と
彼
ら
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
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五　

む
す
び
─
─
改
革
と
妥
協
、
あ
る
い
は
政
治
の
目
的

「
妥
協
」
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
と
ウ
ィ
ッ
グ
の
政
治
的
思
考
の
相
違
は
、
多
数
の
民
衆
を
政
治
支
配
の
対
象
に
組
み
込

ま
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
後
期
に
お
い
て
、
政
治
的
決
定
に
よ
っ
て
何
を
行
お
う
と
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
関
す

る
知
識
人
た
ち
の
回
答
の
相
違
に
帰
着
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
後
に
、政
治
的
決
定
に
よ
っ
て
め
ざ
さ
れ
る
現
状
の
変
更
、す
な
わ
ち「
改

革
」
と
い
う
観
点
か
ら
全
体
の
議
論
を
考
察
し
た
い
。

政
治
的
妥
協
を
正
面
か
ら
否
定
し
た
Ｊ
・
モ
ー
リ
ー
に
お
け
る
、
め
ざ
す
べ
き
政
治
的
方
向
性
と
は
、
政
治
的
「
真
理
」
の
発
見
と
そ
の

真
理
へ
と
向
け
ら
れ
た
改
革
で
あ
り
、
彼
に
よ
れ
ば
そ
れ
こ
そ
が
「
進
歩
」
で
あ
る
。
そ
う
し
た
真
理
の
発
見
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
述
べ
た

よ
う
に
、
知
的
エ
リ
ー
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
エ
リ
ー
ト
は
、「
環
境
か
偶
然
に
よ
っ
て
優
れ
た
洞
察
力
を
持
っ
た
」「
一
人
の
人
間

か
小
さ
な
集
団
」
で
あ
り
、
彼
ら
は
「
た
だ
明
快
な
言
葉
（speech

）
だ
け
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
欲
求
を
明
確
化
で
き
な
い
人
々
の
欲
求
を

明
ら
か
に
す
る
」。
こ
の
よ
う
な
発
見
は
、
真
理
の
発
見
で
あ
り
、「
ベ
イ
コ
ン
曰
く
、
真
理
は
時
間
の
娘
（the daughter of T

im
e

）」
で
あ

る
が
ゆ
え
に
必
然
的
に
民
衆
の
「
到
達
点
（goal

）」
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
モ
ー
リ
ー
に
と
っ
て
政
治
改
革
と
は
、
理
性
の
使
用
に
よ
っ

て
す
べ
て
の
民
衆
に
自
ず
か
ら
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
真
理
へ
の
到
達
を
目
標
に
す
え
進
め
ら
れ
る
べ
き
営
為
で
あ
る（

（（
（

。
既
存
の
体
制
に

お
け
る
既
得
権
益
を
持
た
な
い
か
ら
こ
そ
、
民
衆
は
「
真
理
」
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、

真
理
の
発
見
者
で
あ
る
モ
ー
リ
ー
ら
ラ
デ
ィ
カ
ル
の
知
識
人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
潜
在
的
な
支
持
者
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
政
治
目
的
を
欠
い
た
民
衆
の
党
派
心
の
衝
突
と
い
う
、「
真
理
」
の
追
求
と
は
お
よ
そ
か
け
離
れ
た
結

果
に
陥
る
、と
メ
イ
ン
は
論
じ
る
。
そ
の
際
に
、こ
の
衝
突
の
推
進
力
と
な
る
の
は
、政
治
的
変
革
に
対
す
る
民
衆
の
「
期
待
（expectation

）」

で
あ
り
「
熱
狂
（zeal

）」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
科
学
」
そ
れ
自
体
は
忌
避
し
つ
つ
も
「
科
学
的
雰
囲
気
（the scientific air

）」
の
中
で
進
歩

的
な
る
も
の
に
飛
び
つ
く
民
衆
が
主
権
を
握
る
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
は
、
改
革
が
永
続
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
政
治
体
制
を
意
味
す
る
。
こ

の
「
改
革
そ
の
も
の
を
喜
ぶ
群
衆
」
を
前
に
、
政
治
家
た
ち
は
改
革
の
チ
キ
ン
・
ゲ
ー
ム
に
乗
り
出
す
。
な
ぜ
な
ら
、
民
衆
統
治
は
「
高
度
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に
衆
目
の
興
味
を
引
く
」
も
の
で
あ
る
た
め
、「
公
的
討
論
の
絶
え
間
な
い
噴
出
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
政
治
的
イ
ベ
ン
ト
と
大
勢
の
政
治

関
係
者
た
ち
が
織
り
な
す
世
界
が
壮
観
を
呈
し
」、
政
治
家
た
ち
は
他
の
政
党
を
出
し
抜
く
た
め
に
、
演
説
に
お
い
て
「
立
法
の
お
話
（tale

）

の
長
さ
」
を
競
う
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
メ
イ
ン
は
、「
人
間
の
肉
体
は
あ
る
高
さ
の
熱
ま
で
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
ど
の
よ

う
な
熱
に
も
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
と
同
様
、
昔
い
く
つ
か
の
改
革
が
成
功
し
た
か
ら
、［
今
後
も
］
あ
ら
ゆ

る
改
革
が
成
功
す
る
と
論
じ
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
述
べ
、
政
治
的
民
主
化
の
中
で
改
革
の
内
容
を
不
問
に
付
し
、
た
だ
改
革
の
み
を
追

い
求
め
る
傾
向
が
進
む
当
時
の
政
治
状
況
を
深
く
憂
慮
し
て
い
る（

（（
（

。

バ
ジ
ョ
ッ
ト
も
同
様
の
観
点
か
ら
、「
民
衆
統
治
」
に
警
告
を
発
し
て
い
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
朝
刊
で
は
議
会
の
単
調

で
低
調
な
様
子
が
伝
え
ら
れ
、
国
民
は
そ
う
し
た
議
会
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
。
な
ぜ
そ
う
し
た
議
会
に
人
々
は
不
満
を
抱
く
の
か
。
そ
の

原
因
は
、民
衆
統
治
が
「
政
治
的
業
務
の
道
具
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、「
知
的
な
興
奮
」
ば
か
り
を
求
め
る
国
民
の
政
治
観
に
あ
る
。
む
し
ろ
、

世
人
が
政
治
に
期
待
し
て
い
る
よ
う
な
知
性
を
高
度
に
働
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
機
会
と
は
、
国
家
の
危
機
を
表
す
も
の
で
あ
っ
て
、
平

時
に
お
い
て
は
「
輝
か
し
い
大
胆
不
敵
［
な
行
為
］
の
余
地
な
ど
な
い
」。
議
会
の
退
屈
な
様
子
に
不
平
を
鳴
ら
す
当
時
の
世
評
を
批
判
し
て
、

バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
「『
議
会
』
は
偉
大
で
は
あ
る
が
、
心
躍
る
よ
う
な
も
の
（a cheerful thing

）
な
ど
で
は
な
い
」
と
断
言
し
た
。

こ
の
よ
う
に
バ
ジ
ョ
ッ
ト
や
メ
イ
ン
は
、
民
衆
統
治
あ
る
い
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
、
政
治
に
劇
的
な
変
化
や
状
況
の
好
転
を
期
待
す
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
政
治
的
方
向
性
の
欠
如
し
た
無
目
的
な
政
治
改
革
が
進
む
当
時
の
政
治
状
況
を
批
判
し
た
。

彼
ら
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
改
革
熱
は
、「
ア
・
プ
リ
オ
リ
」
な
単
一
原
理
か
ら
の
演
繹
を
通
じ
て
、
政
治
社
会
は
無
限
の
改
善
が
可
能
だ
と

想
定
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
た
ち
の
紙
上
の
空
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
議
論
は
、
政
治
が
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
事
実

（fact

）」
あ
る
い
は
「
現
実
（reality

）」
の
多
様
で
あ
り
、
複
雑
な
様
相
を
無
視
し
て
い
る
。
現
実
世
界
の
こ
の
よ
う
な
性
質
を
直
視
す
る
な

ら
、
そ
れ
ら
多
様
な
要
素
を
ま
と
め
上
げ
る
と
い
う
妥
協
的
行
為
を
通
じ
て
政
治
秩
序
を
と
も
か
く
も
維
持
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
強
く
認

識
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
政
治
と
は
、実
は
遅
々
と
し
た
改
革
や
国
民
が
知
ら
な
い
よ
う
な
腐
敗
の
一
掃
と
い
っ
た
地
味
な
「
業
務
（business

）」

で
あ
っ
て
、む
し
ろ
代
議
政
治
が
「
鈍
重
で
あ
る
こ
と
（dullness

）
は
、そ
の
卓
越
性
、す
な
わ
ち
成
功
を
意
味
す
る
試
金
石
」
な
の
で
あ
る
。

バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、「
憲
政
と
は
そ
う
し
た
［
鈍
重
な
］
も
の
だ
（such is the Constitution

）」
と
い
う
政
治
観
を
堅
持
し
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る（

（（
（

。

本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
な
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
リ
ベ
ラ
ル
た
ち
が
自
明
の
前
提
と
し
て
い
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ

プ
の
政
治
的
機
能
の
相
違
、
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
こ
れ
ら
二
者
の
役
割
分
担
の
認
識
は
、
二
〇
世
紀
に
議
会
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
成
立
し

て
基
本
的
人
権
と
し
て
の
参
政
権
保
持
が
一
様
に
当
然
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
中
で
、
急
速
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
九
世
紀
後
半
か
ら

二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
生
じ
た
、
言
わ
ば
「
妥
協
」
原
理
か
ら
「
多
数
決
」
原
理
へ
の
政
治
的
決
定
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
結
果
、
モ
ー

リ
ー
ら
の
見
通
し
と
は
異
な
り
、シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が
八
〇
年
前
に
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、「
神
の
声
（V

ox dei

）」
と
し
て
の
「
民
の
声
（V

ox 

populi

）」
が
政
治
的
決
定
に
お
い
て
万
能
の
力
を
発
揮
し
て
、「
政
治
的
主
導
力
［
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
］」
に
は
「
な
ん
ら
の
余
地
も
」
残
さ
れ

て
い
な
い
か
の
よ
う
な
状
況
が
出
現
し
て
い
る（

（（
（

。
先
進
諸
国
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
現
象
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
議
会
の
機
能
不
全
や
、「
議
員
な

ど
誰
が
な
っ
て
も
同
じ
」
と
い
っ
た
類
の
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
意
見
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
我
が
国
の
政
治
不
信
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治

的
役
割
意
識
の
喪
失
に
由
来
す
る
問
題
だ
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
役
割
と
い
う
区
別
を
立
て
る
か
ら
こ
そ
、
議
会
や
政
治
家
、
有
権
者
と

し
て
の
国
民
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
す
べ
き
責
務
や
責
任
感
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
政
治
的
な
機
能
回
復
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。
さ
ら
に
は
、
多
種
多
様
な
利
害
や
立
場
の
超
え
が
た
い
区
別
を
前
提
に
し
た
、
よ
り
妥
当
な
政
治
的
決
定
の
導
出
が
可
能
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、「
知
識
人
と
民
衆
」
問
題
に
直
面
し
て
提
出
さ
れ
た
リ
ベ
ラ
ル
の
知
識
人
た
ち
、
特
に
バ
ジ
ョ
ッ

ト
や
メ
イ
ン
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
批
判
や
政
治
的
決
定
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
当
然
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
現
代
の

我
々
に
は
認
識
が
困
難
な
問
題
に
鋭
い
切
り
口
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

※
本
稿
は
、政
治
思
想
学
会
第
19
回
研
究
大
会
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅲ 

討
議
（
熟
議
）
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
議
会
」（
於
：
國
學
院
大
學
）
の
報
告
原
稿
（「
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
時
代
中
葉
に
お
け
る
民
衆
・
議
会
・
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
─
─
バ
ジ
ョ
ッ
ト
を
中
心
に
」）
を
全
面
的
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
司
会
を
務
め
ら
れ
た
松
田
宏
一
郎
先
生
、
討
論
者
と
し
て
筆
者
に
対
し
非
常
に
有
益
で
刺
激
的
な
コ
メ
ン
ト
を
く
だ
さ
っ
た
早
川
誠
先
生
に
特
に

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
同
報
告
に
対
し
て
貴
重
な
質
問
や
コ
メ
ン
ト
を
く
だ
さ
っ
た
フ
ロ
ア
の
先
生
方
に
も
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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。
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overnm
ent, p. 508. 

水
田
訳
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九
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─
九
頁
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he E
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alter Bagehot, N
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, ed. by N

. St John-Stevas, T
he Econom

ist, 
1974

［1865-7

］, p. 369. 

小
松
春
雄
訳
「
イ
ギ
リ
ス
憲
政
論
」、『
バ
ジ
ョ
ッ
ト 
ラ
ス
キ 

マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
（
世
界
の
名
著
六
〇
）』
中
央
公
論
社
、
一
九

七
〇
年
、
二
七
一
頁
。

（
20
）
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
こ
う
し
た
見
解
に
は
、
第
二
次
改
正
後
に
も
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。「
新
た
な
有
権
者
層
は
、
旧
来
の
有
権
者
層
よ
り
も
、
そ
れ
［
政

治
支
配
者
層
に
よ
る
指
導
］
を
必
要
と
し
て
い
る
。
彼
ら
が
そ
の
指
導
に
服
す
る
で
あ
ろ
う
か
、
彼
ら
は
、
富
や
地
位
に
対
し
て
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
［
富

や
地
位
］
を
漠
と
し
た
象
徴
に
し
て
共
通
の
飾
り
物
に
し
て
い
る
上
流
社
会
に
対
し
て
同
じ
よ
う
に
信
従
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
［
目
下
の
］
問
題

の
本
質
で
あ
る
」。 W

. Bagehot, T
he E

nglish Constitution, p. 170. 

小
松
訳
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七
頁
。
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ジ
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ッ
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す
れ
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も
そ
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君
主
に
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教
的
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な
神
秘
性
を
見
い
だ
し
た
結
果
と
し
て
信
従
心
を
抱
き
、
そ
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
の
君
主
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
で
あ
っ
た
労
働
者
階
級
が
、
実
務
的
な
庶
民

院
を
運
営
す
る
支
配
階
級
に
従
う
か
否
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
否
定
的
な
結
論
を
下
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
下
層
中
流
階
級
と
上
層
労
働
者
階
級
の

信
従
心
と
下
層
労
働
者
階
級
の
信
従
心
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『「
ビ
ジ
ネ
ス
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
の
政
治
学
』
第
四
─
五
章
参
照
。

（
21
）H

. M
aine, Popular G

overnm
ent: Four E

ssays, John M
urray, 1918

［1885

］, p. 38.

（
22
）Ibid., pp. 37-8. Cf. H

. Labouchere, ‘A
 D

em
ocrat on the Com

ing D
em

ocracy ’, T
he Fortnightly R

eview
, N

o. 33

（N
ew

 Series

）, 
1883, pp. 380-1.

（
23
）W

. Bagehot, T
he E

nglish Constitution, pp. 378-80. 

小
松
訳
二
七
八
─
八
〇
頁
。

（
24
）Ibid., pp. 381-2, 

二
八
二
─
三
頁
。
第
一
次
選
挙
法
改
正
時
の
首
相
で
あ
っ
た
Ｃ
・
グ
レ
イ
の
息
子
で
ウ
ィ
ッ
グ
の
大
物
政
治
家
Ｈ
・
Ｇ
・
グ
レ
イ
（
一

八
〇
二
─
九
四
年
）
も
「
善
き
統
治
の
第
一
条
件
」
と
し
て
「
時
の
経
過
が
つ
く
り
出
す
臣
民
の
崇
敬
（reverence

）
と
信
頼
」
に
言
及
し
て
い
る
。H

. 
G. Grey, Parliam

entary G
overnm

ent Considered w
ith R

eference to A
 R

eform
 of Parliam

ent, 1858, London, p. 123. 

こ
の
点
に
つ
い
て
、

Ｐ
・
ス
ミ
ス
も
、
理
性
で
は
な
く
感
情
や
想
像
力
を
重
視
す
る
ウ
ィ
ッ
グ
の
特
徴
を
挙
げ
、
Ｊ
・
ラ
ッ
セ
ル
（
一
七
九
二
─
一
八
七
八
年
）
が
「
王
室
に

対
す
る
崇
敬
（reverence

）」
や
「
古
来
か
ら
の
貴
族
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
敬
意
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）」
の
統
治
上
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有
効
性
を
論
じ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

W
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he E
nglish Constitution, ed. by P. Sm
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niversity 
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niversity Press, 2009

［1993
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一
八
世
紀
末
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
党
観
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検
討
し
た
文
献
と
し
て
次
を
参
照
。
岸
本
広
司
・
松
園
伸
「
政
党
」
佐
藤
正
志
・

添
谷
育
志
編
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治
概
念
の
コ
ン
テ
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ス
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近
代
イ
ギ
リ
ス
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史
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。
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（
28
）idem

, L
iberty, R

etrenchm
ent and R

eform
: P

opular L
iberalism

 in the A
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, D
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と
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ボ
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ン
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る
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が
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作
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労
働
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階
級
の
公
共
圏
─
─
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近
代
イ
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リ
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と
公
共
圏
』
昭
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、
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、
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。
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36
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小
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訳
一
九
〇
─
一
頁
。

（
40
）Ibid., p. 298. 

小
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41
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, p. 158.

（
47
）Ibid., p. 152.

（
48
）G. H

im
m

erhalb, Lord A
cton, Routledge and K

egan Paul, 1952, p. 209.

（
49
）J. M

orley, O
n Com

prom
ise, pp. 45-6.



133 遠山隆淑【妥協をめぐる政治思想】

（
50
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. M
aine, Popular G

overnm
ent, p. 59.
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）Ibid., p. 66.
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52
）Ibid., pp. 172-7. 

先
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と
り
上
げ
た
グ
レ
イ
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同
様
に
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デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
非
妥
協
的
で
暴
力
的
な
性
格
を
読
み
取
り
、
諸
政
党
の
「
妥
協
」
に
よ

る
選
挙
法
改
正
の
必
要
を
説
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
妥
協
観
と
比
較
す
る
な
ら
、
グ
レ
イ
の
場
合
に
は
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特
に
上
流
階
級
と
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
「
均
衡
（balance
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の
確
保
に
よ
る
政
治
的
安
定
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
と
い
う
点
で
、
ウ
ィ
ッ
グ
の
伝
統
的
な
見
解
を
踏
襲
し
て
い

る
こ
と
を
看
取
で
き
る
。
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と
え
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は
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デ
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ク
ラ
シ
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衡
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形
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し
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文
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が
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く
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切
断
」
の
機
能
に
も
求
め
る
非
常
に
示

唆
に
富
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文
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（
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一
章
、
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頁
、
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四
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頁
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T
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小
松
訳
三
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二
頁
。
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序
論遅

く
と
も
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
民
主
主
義
理
論
は
、
議
会
制
／
代
表
制
民
主
主
義
を
そ
の
主
要
な
制
度
的
特
徴
の
一
つ
と
す
る
自
由
民

主
主
義
を
受
け
容
れ
た
上
で
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
改
革
な
い
し
「
徹
底
化
（
ラ
デ
ィ
カ
ル
化
）」
し
て
い
く
か
と
い
う
文
脈
の
下
に
あ
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る（

１
）。

し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
、「
歴
史
の
終
焉
」
と
と
も
に
「
勝
利
」
し
た
は
ず
の
現
実
の
自
由
民
主
主
義
が
、
様
々

な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

２
）。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
民
主
主
義
理
論
も
ま
た
、
そ
の
自
由
民
主
主
義

と
の
関
係
に
つ
い
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
の
下
に
、
本
稿
は
、
熟
議
民
主
主
義
（deliberative dem

ocracy

）
に
つ
い
て
、
そ
の
自
由
民
主
主
義
と
の
関
係
を

再
考
す
る
。
熟
議
民
主
主
義
と
自
由
民
主
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
相
反
す
る
見
解
が
存
在
す
る
。
一
方
で
、
熟
議
民
主
主
義
は
、
自

由
民
主
主
義
批
判
の
民
主
主
義
論
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
自
由
民
主
主
義
が
、
典
型
的
に
は
多
数
決
や
選
挙
を
通
じ
た
選
好
の
集

計
を
特
徴
と
し
、
市
民
一
人
一
人
で
は
な
く
議
会
に
お
け
る
代
表
を
中
心
と
し
た
民
主
主
義
で
あ
る
こ
と
を
批
判
し
て
き
た（

３
）。

他
方
で
、
熟

議
民
主
主
義
は
、
自
由
民
主
主
義
を
前
提
と
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
そ
れ
は
、
自
由
民
主
主
義
の
制
度
で
あ
る
議
会
制

／
代
表
制
民
主
主
義
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
。
熟
議
民
主
主
義
論
が
注
目
す
る
公
共
圏
や
「
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
」

熟
議
民
主
主
義
は
自
由
民
主
主
義
的
か
？

「
熟
議
シ
ス
テ
ム
」
概
念
の
射
程

● 

─
─
田
村
哲
樹
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は
、
議
会
制
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
補
完
的
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る（

４
）。

本
稿
が
扱
う
の
は
、
こ
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
熟
議
民
主
主
義
は
自
由
民
主
主
義
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
前
者

は
後
者
を
超
え
る
射
程
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
本
稿
の
主
張
は
、

熟
議
民
主
主
義
は
自
由
民
主
主
義
を
超
え
る
射
程
を
持
つ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る（

５
）。

す
な
わ
ち
、
本
稿
は
、
自
由
民
主
主
義
の
枠
内
で
熟
議

民
主
主
義
を
理
論
的
・
経
験
的
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
熟
議
民
主
主
義
の
視
座
か
ら
、
自
由
民
主
主
義
を
あ
り
得
る
「
熟
議
シ

ス
テ
ム
」
の
一
つ
と
し
て
評
価
す
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
本
稿
に
お
け
る
「
自
由
民
主
主
義
」
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い（

６
）。

本
稿
で
自
由
民
主
主
義
の
特
徴
と
し
て
取
り
上
げ

る
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る（

７
）。

一
つ
は
、
政
治
勢
力
（
政
党
）
間
の
競
争
と
そ
れ
を
制
度
的
に
支
え
る
代
表
制
民
主
主
義
で
あ
る（

８
）。

政
党
間

の
競
争
と
い
う
発
想
は
も
と
も
と
民
主
主
義
的
で
は
な
く
自
由
主
義
に
由
来
す
る
発
想
で
あ
っ
た
が（

９
）、平

等
な
選
挙
権
の
保
障
を
通
じ
て
「
民

主
化
」
さ
れ
た
。
あ
る
い
は
、民
主
主
義
の
原
理
が
政
党
間
競
争
と
い
う
形
で
「
自
由
主
義
化
」
さ
れ
た
、と
言
っ
て
も
よ
い（

（（
（

。
も
う
一
つ
は
、

公
／
私
の
区
分
で
あ
る
。
キ
ャ
ロ
ル
・
ペ
イ
ト
マ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
代
表
制
民
主
主
義
は
も
ち
ろ
ん
、
参
加
民
主
主
義
が
論
じ
ら
れ

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、女
性
を
め
ぐ
る
問
題
は
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、民
主
主
義
論
も
ま
た
、自
由
主
義
の
「
公
的
領
域
」
と
「
私

的
領
域
」
の
区
別
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る（

（（
（

。

本
稿
で
は
、
以
上
の
二
つ
の
自
由
民
主
主
義
の
特
徴
と
の
関
係
で
、
熟
議
民
主
主
義
の
射
程
を
考
察
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
は
、
第
一
に
、

熟
議
民
主
主
義
は
代
表
制
民
主
主
義
を
前
提
と
す
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
そ
し
て
第
二
に
、
熟
議
民
主
主
義
は
公
／
私
区
分
を
前
提
と

す
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
本
稿
は
、
熟
議
民
主
主
義
は
自
由
民
主
主
義
を
超
え
る
射
程
を
持
つ
と
主
張

す
る
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
熟
議
民
主
主
義
研
究
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
代
表
的
な
ア
イ
デ
ア
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
と
自
由
民
主
主
義
と
の
関
係
を
考

察
す
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
る
ア
イ
デ
ア
は
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
「
複
線
モ
デ
ル
」（
一
）、「
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
」
論
（
二
）、

そ
し
て
「
熟
議
シ
ス
テ
ム
」
論
（
三
、
四
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
熟
議
民
主
主
義
を
議
会
に
お
け
る
熟
議
に
限
定
し
な
い
で
捉
え
よ
う
と
す
る

点
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
、
熟
議
民
主
主
義
を
よ
り
熟
議
「
民
主
主
義
」
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
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こ
れ
ら
が
ど
の
程
度
自
由
民
主
主
義
を
超
え
る
射
程
を
有
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
や
や
立
ち
入
っ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
の
事
例
の
中
に
は
、
必
ず
し
も
自
由
民
主
主
義
体
制
に
お
け
る
そ
れ
で
は
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
の
研
究
の
展
開
を
、
自
由
民
主
主
義
に
お
け
る
熟
議
民
主
主
義
の
構
想
で
あ
る
複
線
モ
デ
ル
の
制

度
的
具
体
化
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
果
た
し
て
適
切
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、（
後
に
述
べ
る
よ
う
に
）
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
概
念
は
、
ミ
ニ
・
パ

ブ
リ
ッ
ク
ス
研
究
の
不
十
分
な
点
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
提
起
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
概
念
の
射
程
が
自
由
民
主
主
義
を
超
え
る
と

こ
ろ
ま
で
及
ぶ
の
か
と
い
う
論
点
は
、
ジ
ョ
ン
・
Ｓ
・
ド
ラ
イ
ゼ
ク
の
研
究（

（（
（

を
除
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
論

者
に
お
い
て
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
が
「
複
線
モ
デ
ル
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
議
論
な
の
か
、
そ
れ
と
も
後
者
を
明
確
に
超
え
る
理
論
的
特
徴

を
持
つ
の
か
は
、
な
お
も
不
明
確
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
稿
は
、
ド
ラ
イ
ゼ
ク
と
同
様
に
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
概
念
は
自
由
民
主
主
義
を

超
え
る
射
程
を
持
つ
と
論
じ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
本
稿
は
、
ド
ラ
イ
ゼ
ク
の
議
論
も
ま
た
、
別
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
依
然
と
し
て
自
由

民
主
主
義
の
枠
内
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
も
、
自
由
民
主
主
義
に
お
け
る
「
私
的
領
域
」、
す
な
わ
ち
家
族

／
親
密
圏
の
領
域
を
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

一	

「
複
線
モ
デ
ル
」
と
自
由
民
主
主
義

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の「
複
線
モ
デ
ル
」の
特
徴
は
、議
会
に
お
け
る「
決
定
志
向
の
審
議
」ま
た
は「
意
思
形
成（
意

思
決
定
）」
と
、
公
共
圏
に
お
け
る
「
非
公
式
の
意
見
形
成
」
と
を
機
能
的
に
区
別
し
た
上
で
、
両
者
の
連
関
の
必
要
性
を
規
範
的
に
論
じ
る

と
こ
ろ
に
あ
る（

（（
（

。
本
節
で
は
、
序
論
で
述
べ
た
自
由
民
主
主
義
の
諸
特
徴
に
照
ら
し
た
場
合
に
、
こ
の
複
線
モ
デ
ル
が
ど
の
程
度
自
由
民
主

主
義
的
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
。

ま
ず
、
政
党
間
競
争
と
代
表
制
民
主
主
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。
複
線
モ
デ
ル
は
、
自
由
民
主
主
義
の
こ
の
特
徴
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
た
だ
し
、
問
題
は
、
政
党
間
競
争
を
経
験
主
義
的
に
根
拠
づ
け
よ
う
と
す
る
民
主
主
義
論
に
よ
っ
て
は
、
競
争
の
結
果
と
し
て
形
成
さ

れ
る
多
数
派
の
決
定
が
少
数
派
に
よ
っ
て
妥
当
な
も
の
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
る
た
め
の
正
統
性
の
規
範
的
基
準
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き



138政治思想における言語・会話・討議【政治思想研究 第13号／2013年５月】

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
議
会
に
お
け
る
「
意
思
形
成
」
は
、
正
統
性
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
公
共
圏
に
お
け
る
「
意

見
形
成
」
と
接
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
拘
束
力
あ
る
決
定
は
、こ
れ
が
正
統
的
で
あ
る
た
め
に
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
流
れ
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
複
線
モ
デ
ル
は
、
自
由
民
主
主
義
を
前
提
と
し
つ
つ
、
そ
の
「
民
主
主
義
」
の
側
面
を
、
代
表
制
民
主
主

義
の
外
部
に
お
け
る
民
主
主
義
の
独
自
の
意
義
（「
意
見
形
成
」）
を
析
出
す
る
こ
と
で
徹
底
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
試
み
だ
と
言
え
る（

（（
（

。
以
前

の
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
の
理
論（

（（
（

』
に
お
け
る
、
国
家
行
政
と
資
本
主
義
経
済
と
か
ら
成
る
「
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
「
生
活
世
界

の
植
民
地
化
」
の
議
論
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
複
線
モ
デ
ル
が
、
自
由
民
主
主
義
の
枠
内
に
お
い
て
も
、「
生
活
世
界
の
防
衛
」
に
止
ま
ら

な
い
改
革
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
理
論
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る（

（（
（

。
し
か
し
、
同
時
に
こ
の
こ
と
は
、
複

線
モ
デ
ル
が
あ
く
ま
で
も
自
由
民
主
主
義
の
枠
内
に
あ
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。

次
に
、
本
稿
で
注
目
す
る
自
由
民
主
主
義
の
第
二
の
特
徴
で
あ
る
公
／
私
区
分
は
、
複
線
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
、「
私
的
領
域
」
と
し
て
の
家
族
や
親
密
圏
ま
で
を
も
、
複
線
モ
デ
ル
の
構
成
要

素
に
含
め
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
明
確
に
、「
私
的
領
域
」
と
公
共
圏
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
つ
な
が
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。

公
共
圏
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
経
路
は
、
私
的
な
生
活
領
域
に
─
─
つ
ま
り
家
族
・
友
人
関
係
と
い
っ
た
親
密
な
人
間
関
係
の
み

な
ら
ず
、
隣
人
・
職
場
の
同
僚
・
知
人
な
ど
の
緩
や
か
な
人
間
関
係
に
も
─
─
つ
な
が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
単
純
な
相
互
行
為
の
空

間
的
構
造
が
拡
大
さ
れ
抽
象
化
さ
れ
る
が
、
し
か
し
破
壊
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
な
形
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、

日
常
実
践
に
行
き
渡
っ
て
い
る
了
解
志
向
は
、
複
雑
に
分
岐
し
た
公
共
圏
に
お
い
て
隔
た
り
を
越
え
て
行
き
交
う
他
者
ど
う
し
の
コ

0

0

0

0

0

0

0

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

0

0

0

0

0

0

0

0

の
た
め
に
も
維
持
さ
れ
つ
づ
け
る
。
私
的
領
域
と
公
共
圏
の
相
違
は
、
主
題
や
関
係
に
か
ん
す
る
確
定
し
た
命
題

に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
は
な
く
、
変
化
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
件

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
条
件
は
そ

の
接
近
可
能
性
（Zugänglichkeit

）
に
相
違
が
あ
る
。
一
方
で
は
親
密
性
を
保
証
し
、
他
方
で
は
公
開
性
を
保
証
す
る
。
だ
が
そ
れ
は
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私
的
領
域
と
公
共
圏
と
を
分
断
す
る
の
で
は
な
く
、
一
方
の
領
域
か
ら
他
方
の
領
域
へ
の
主
題
の
流
れ
だ
け
を
調
節
す
る
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
公
共
圏
は
、
生
活
史
を
反
映
す
る
社
会
的
問
題
状
況
の
私
的
処
理
か
ら
の
刺
激
に
よ
っ
て
作
用
す
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

す
な
わ
ち
、「
私
的
領
域
」
は
、
公
共
圏
に
お
け
る
「
意
見
形
成
」
お
よ
び
「
意
思
形
成
（
決
定
）」
の
た
め
の
討
議
（
熟
議
）
へ
と
「
問
題
」

を
提
供
す
る
と
い
う
形
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。「
私
的
領
域
」
と
公
共
圏
と
の
相
違
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件
が
親
密
性
を
保
障

す
る
か
、
そ
れ
と
も
公
開
性
を
保
障
す
る
か
の
違
い
だ
け
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
言
え
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
複
線
モ
デ
ル
に
お
い
て
、「
私
的
領
域
」
は
そ
の
構

成
要
素
か
ら
除
外
さ
れ
て
は
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
こ
の
モ
デ
ル
は
自
由
民
主
主
義
の
公
／
私
区
分
を
部
分
的
に
乗

り
越
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
「
私
的
領
域
」
を
そ
の
熟
議
民
主
主
義
の
構
想
か
ら
排
除
し
て
い
な
い
こ
と

は
、
後
に
述
べ
る
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
の
評
価
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
に
、
こ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
、「
私

的
領
域
」
に
お
け
る
熟
議
民
主
主
義
が
ど
の
程
度
真
剣
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
は
、
な
お
不
明
確
で
あ
る
。
確
か
に
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、

「
私
的
領
域
」
を
公
共
的
に
討
議
（
熟
議
）
さ
れ
る
べ
き
「
問
題
」
の
発
生
す
る
重
要
な
場
所
と
見
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
、
法
パ
ラ
ダ

イ
ム
の
再
考
に
あ
た
っ
て
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
か
ら
の
問
題
提
起
を
真
剣
に
受
け
止
め
よ
う
と
も
し
て
い
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

が
提
起
し
た
問
題
に
関
す
る
「
公
共
的
な
討
議
」
の
必
要
性
も
主
張
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
「
私
的
領
域
」

に
お
け
る
討
議
（
熟
議
）
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
の
か
は
、明
確
で
は
な
い
。
し
か
も
、上
記
の
引
用
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、

彼
は
「
私
的
領
域
」
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
公
共
圏
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
区
別
す
る
た
め
に
、
最
終
的
に
は
前

者
を
「
親
密
性
の
保
証
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、「
私
的
領
域
」
に
お
い
て
熟
議
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、「
親
密
性
」
は

そ
の
条
件
で
は
な
く
、
熟
議
の
対
象
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
親
密
性
」
の
下
に
自
明
と
さ
れ
て
き
た
行
為
や
発
言
を
問
い
直
す
と
こ
ろ
に
、

「
私
的
領
域
」
に
お
け
る
熟
議
の
意
義
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
複
線
モ
デ
ル
は
、
公
／
私
区
分
を
乗
り
越
え
る
射

程
を
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
含
意
は
十
分
に
展
開
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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二　

ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
と
自
由
民
主
主
義

「
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
」
と
は
、
自
薦
（
自
己
選
出
）
ま
た
は
無
作
為
抽
出
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
比
較
的
少
人
数
の
市
民
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
、
熟
議
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
総
称
で
あ
る（

（（
（

。
公
共
圏
に
形
成
さ
れ
る
具
体
的
な
熟
議
の
制
度
に
関
心
を
持
つ
た
め
、
ミ
ニ
・
パ

ブ
リ
ッ
ク
ス
研
究
の
興
隆
は
、
熟
議
民
主
主
義
論
に
お
け
る
「
制
度
的
転
回
」
を
主
導
し
た
と
も
言
わ
れ
る（

（（
（

。
ま
た
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
研
究
は
、
政
治
理
論
と
し
て
の
熟
議
民
主
主
義
論
と
経
験
的
・
実
証
的
研
究
と
の
共
同
作
業
の
進
展
に
寄
与
し
た（

（（
（

。
そ
の
具
体
的
な
諸
形

態
に
つ
い
て
の
理
論
的
考
察
や
具
体
的
紹
介
は
他
の
文
献
に
譲
る
こ
と
と
し（

（（
（

、
以
下
で
は
、
自
由
民
主
主
義
と
の
関
係
で
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
論
点
に
焦
点
を
絞
り
た
い
。

ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
と
自
由
民
主
主
義
と
の
関
係
を
考
え
る
際
に
、
こ
こ
で
は
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
と
複
線
モ
デ
ル
と
の
関
係
を

考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
一
方
で
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
は
、
複
線
モ
デ
ル
で
は
な
お
不
明
確
で
あ
っ
た
公
共
圏
に
お
け
る
「
意
見

形
成
」
の
具
体
的
な
制
度
像
を
提
供
す
る
、
と
い
う
理
解
が
あ
り
得
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
論
は
、
複
線
モ
デ

ル
の
構
想
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
精
緻
化
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
他
方
で
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
と
複
線
モ
デ
ル
と
の
違

い
を
主
張
す
る
見
解
も
あ
り
得
る
。
な
ぜ
な
ら
、
複
線
モ
デ
ル
が
「
私
的
領
域
」
か
ら
国
家
に
お
け
る
「
意
思
形
成
（
決
定
）」
ま
で
を
含
め

て
熟
議
を
捉
え
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
論
は
、
特
定
の
個
別
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
熟
議
の
場
を
限
定
し
て
理
解
す

る
こ
と
を
意
味
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
違
い
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
か
、
否
定
的
に
評
価
す
る
か
は
、
論
者
に
よ
っ
て
見

解
が
分
か
れ
る（

（（
（

。
本
稿
の
関
心
に
照
ら
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
複
線
モ
デ
ル
と

の
違
い
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と
は
、
熟
議
民
主
主
義
を
自
由
民
主
主
義
の
射
程
を
超
え
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
た
め
の
一
つ
の
手
掛
か

り
と
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
論
を
複
線
モ
デ
ル
の
制
度
的
精
緻
化
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
前
者
の
射
程
を
な
お
も
自
由
民
主
主
義
の
枠
内
に
と
ど
め
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
で
は
、

ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
論
が
自
由
民
主
主
義
を
超
え
る
射
程
を
持
ち
得
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
し
か
し
、
実
態
と
し
て
の
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
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ク
ス
に
注
目
す
る
だ
け
で
は
、
そ
の
射
程
を
理
論
的
に
表
現
す
る
こ
と
に
は
至
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。

自
由
民
主
主
義
と
の
関
係
で
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
研
究
を
眺
め
た
場
合
に
興
味
深
い
こ
と
は
、そ
の
具
体
的
事
例
が
先
進
国
以
外
の
諸
国
・

諸
地
域
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
「
参
加
型
予
算
」
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ

レ
の
事
例
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
中
国
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
熟
議
の
事
例
も
研
究
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
ド
ラ
イ
ゼ
ク
あ
る
い
は
篠
原
一
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
「
先
進
自
由
民
主
主
義
諸
国
の
特
質
」
と
し
て
の
み
理
解
す
る
こ
と
は
必
ず
し

も
適
切
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る（

（（
（

。
確
か
に
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
は
小
規
模
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の

民
主
的
な
正
統
性
や
効
用
に
つ
い
て
疑
義
が
唱
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い（

（（
（

。
し
か
し
、
逆
に
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
小
規
模
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ

か
ら
こ
そ
、
自
由
民
主
主
義
的
で
は
な
い
政
体
に
お
い
て
設
計
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
が
自
由
民
主
主
義
的
で
は
な
い
政
体
に
お
い
て
も
設
計
さ
れ
得
る
と
い
う
事
実

0

0

に
よ
っ
て
、
熟
議
民

主
主
義
が
自
由
民
主
主
義
を
超
え
得
る
こ
と
が
理
論
的
に

0

0

0

0

示
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
は
偶
然
の
、
ま
た
は
例
外
的
な
出
来
事
か
も
し

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
に
、
熟
議
民
主
主
義
が
自
由
民
主
主
義
を
超
え
る

射
程
を
持
つ
か
と
い
う
論
点
に
関
す
る
理
論
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
必
要
な
こ
と
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
複
線
モ
デ
ル
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
も
う
一
度
よ
り
マ
ク
ロ

な
政
体
と
の
関
係
で
─
─
た
だ
し
、
複
線
モ
デ
ル
の
よ
う
に
自
由
民
主
主
義
を
前
提
と
は
し
な
い
で
─
─
理
論
的
に
考
察
す
る
試
み
で
あ
ろ

う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
既
に
ド
ラ
イ
ゼ
ク
な
ど
は
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
の
効
果
や
影
響
を
よ
り
マ
ク
ロ
な
政
治
シ
ス
テ
ム
と
の
相
互

作
用
の
中
で
見
る
と
い
う
指
針
を
提
示
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
指
針
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
偶
然
的
ま
た
は
例

外
的
な
現
象
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
れ
が
異
な
る
政
体
の
下
で
ど
の
よ
う
な
効
果
あ
る
い
は
影
響
を
持
つ
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
、
ミ
ニ
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
の
比
較
研
究
が
可
能
に
な
る
。

た
だ
し
、
自
由
民
主
主
義
と
熟
議
民
主
主
義
と
の
関
係
を
再
考
す
る
と
い
う
本
稿
の
目
的
に
照
ら
し
た
場
合
、
次
の
こ
と
を
認
識
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
も
し
も
熟
議
シ
ス
テ
ム
概
念
の
射
程
を
ミ
ク
ロ
（
と
し
て
の
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
）
と
マ
ク
ロ
（
と
し

て
の
政
体
）
と
の
相
互
作
用
を
見
る
と
い
う
指
針
の
み
に
お
い
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、
自
由
民
主
主
義
と
熟
議
民
主
主
義
と
の
関
係
を
問
い
直
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す
こ
と
に
結
び
つ
く
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
よ
り
マ
ク
ロ
な
次
元
と
の
関
係
で
見
る
こ
と
は
、
確

か
に
、
熟
議
民
主
主
義
を
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
だ
け
に
還
元
し
、
そ
れ
を
唯
一
の
正
し
い
熟
議
の
場
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
の
回
避
に
役

立
つ（

（（
（

。
し
か
し
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
概
念
の
よ
り
積
極
的
な
意
義
は
、
こ
の
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
自

由
民
主
主
義
を
熟
議
民
主
主
義
の
下
位
類
型
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
点
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る（

（（
（

。
最
終
節
で
論
じ
ら
れ

る
の
は
、
こ
の
問
題
で
あ
る
。

三　

熟
議
シ
ス
テ
ム
論
の
射
程

１
概
観

熟
議
シ
ス
テ
ム
論
の
問
題
関
心
は
、
議
会
で
あ
れ
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
で
あ
れ
、
個
別
の
熟
議
の
制
度
や
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
く
、
そ

れ
ら
の
全
体
と
し
て
の
相
互
作
用
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る（

（（
（

。
そ
こ
で
は
、
個
々
の
熟
議
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
あ
く
ま
で
全
体

の
一
部
分
と
見
な
さ
れ
る（

（（
（

。
こ
こ
で
「
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、「
区
別
・
識
別
可
能
だ
が
、
あ
る
程
度
相
互
依
存
し
て
い
る
諸
要
素
の
集
合
体
」

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
諸
要
素
間
の
分
業
と
と
も
に
、「
あ
る
構
成
要
素
に
お
け
る
変
化
が
他
の
構
成
要
素
に
お
け
る
変
化
を
も
た

ら
す
よ
う
な
相
互
依
存
関
係
」
が
求
め
ら
れ
る（

（（
（

。
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
研
究
に
対
し
て
は
、
熟
議
「
民
主
主
義
」
の
側
面
の
軽
視
を
も
た

ら
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
批
判
も
存
在
す
る（

（（
（

。
確
か
に
、
個
別
の
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
だ
け
を
見
て
い
る
と
、
そ
こ
に
う
ま
く
適
合
し

な
い
ア
ク
タ
ー
や
主
張
の
意
義
を
、
熟
議
民
主
主
義
論
が
見
落
と
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
た
と
え
ば
、
無
作
為
抽
出
方
式
の
ミ

ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
そ
の
核
心
的
な
制
度
と
見
る
な
ら
ば
、
熟
議
民
主
主
義
論
が
利
益
ア
ド
ヴ
ォ
カ
シ
ー
や
社
会
運
動
な
ど
を
考
慮
に
入

れ
る
こ
と
は
難
し
い（

（（
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
概
念
を
用
い
る
な
ら
ば
、
異
な
る
場
所
や
ア
ク
タ
ー
に
異
な
る
タ
イ
プ
の
熟
議

民
主
主
義
の
基
準
を
適
用
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る（

（（
（

。
た
と
え
ば
、
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
ら
は
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
三
つ
の
機
能
、
す
な
わ
ち

「
認
知
的
機
能
」（
事
実
と
論
理
に
よ
っ
て
適
切
に
裏
付
け
ら
れ
、
妥
当
な
理
由
の
実
質
的
で
有
意
味
な
考
慮
の
結
果
で
あ
る
よ
う
な
選
好
・
意
見
・
決
定
を
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生
み
出
す
こ
と
）、「
倫
理
的
機
能
」（
相
互
尊
重
の
促
進
）、お
よ
び
「
民
主
的
機
能
」（
平
等
の
観
点
か
ら
の
包
括
的
な
政
治
過
程
の
実
現
）
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
全
て
が
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
全
て
の
構
成
要
素
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
必
要
は
な
い
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
さ
ら
に
、
個
別
に
見
れ
ば
必
ず

し
も
「
熟
議
的
」
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
諸
要
素
─
─
具
体
的
に
は
、
専
門
家
、
圧
力
活
動
と
抗
議
活
動
、
党
派
的
な
メ
デ
ィ

ア
─
─
に
つ
い
て
も
、「
シ
ス
テ
ム
」
全
体
と
し
て
の
熟
議
の
質
を
高
め
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
接
近
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る（

（（
（

。

当
該
「
シ
ス
テ
ム
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
が
完
全
に
熟
議
的
あ
る
い
は
民
主
的
で
は
な
く
と
も
、
全
体
と
し
て
の
「
シ
ス
テ
ム
」
に
お
い
て

有
用
な
機
能
を
遂
行
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。

２　

自
由
民
主
主
義
と
の
関
係

本
稿
に
と
っ
て
の
関
心
は
、
以
上
の
よ
う
な
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
を
自
由
民
主
主
義
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
は
自
由
民
主
主
義
を
超
え
る
射
程
を
有
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

実
は
、
ド
ラ
イ
ゼ
ク
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
的
立
場
を
採
る
多
く
の
論
者
の
議
論
は
、
事
実
上
、「
自
由
民
主
主
義
体

制
下
に
お
け
る
熟
議
シ
ス
テ
ム
」
を
想
定
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
概
念
に
つ
い
て
の
最
新
の
論
考
で
あ
る
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ

ジ
ら
の
論
文（

（（
（

も
例
外
で
は
な
い
。　

し
か
し
な
が
ら
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
射
程
が
自
由
民
主
主
義
の
枠
内
に
止
ま
る
必
然
性
が
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討

の
余
地
が
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
は
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
を
、
次
の
二
つ
の
意
味
で
自
由
民
主
主
義
を
超
え
る
射
程
を
持
つ
概
念
と
し
て
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す
る
。
第
一
に
、
自
由
民
主
主
義
を
下
位
類
型
の
一
つ
と
す
る
よ
う
な
政
体
類
型
化
の
た
め
の
枠
組
と
し
て

の
熟
議
シ
ス
テ
ム
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
視
座
か
ら
、
自
由
民
主
主
義
を
含
む
諸
政
体
を
類
型
化

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
本
稿
が
述
べ
よ
う
と
す
る
の
は
、
自
由
民
主
主
義
の
議
会
あ
る
い
は
代
表
制
民
主
主
義
を
他
の

制
度
で
置
き
換
え
る
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
熟
議
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
、
代
表
制
民
主
主
義
お
よ
び
そ
の

他
の
民
主
主
義
の
諸
制
度
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
熟
議
民
主
主
義
と
自
由
民
主
主
義
の
関
係
を
、
前
者
を
後
者
の
枠
内
で
理

解
す
る
の
と
は
異
な
る
形
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
公
／
私
区
分
の
再
考
に
関
し
て
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
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の
概
念
に
よ
っ
て
、「
私
的
領
域
」
と
し
て
の
家
族
／
親
密
圏
を
も
熟
議
民
主
主
義
の
場
の
一
つ
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と

い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
以
下
で
順
に
述
べ
よ
う
。

３　

熟
議
シ
ス
テ
ム
の
一
類
型
と
し
て
の
自
由
民
主
主
義

最
初
に
二
〇
〇
九
年
刊
行
の
論
文（

（（
（

に
お
い
て
体
系
的
に
展
開
さ
れ
た
ド
ラ
イ
ゼ
ク
の
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
は
、
他
の
論
者
た
ち
の
そ
れ
と
比

べ
て
独
特
の
位
置
を
占
め
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
他
の
論
者
た
ち
の
議
論
は
、「
先
進
自
由
民
主
主
義
諸
国

の
制
度
的
特
徴
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た（

（（
（

」。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
ラ
イ
ゼ
ク
は
、「
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
ア
イ
デ
ア
は
、
立
法
府
・
政
党
・

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
選
挙
を
含
ま
な
い
場
合
を
含
む
、
広
範
な
制
度
状
況
に
適
用
可
能
に
す
る
べ
く
一
般
化
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

」
と
主
張

す
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
と
っ
て
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
概
念
は
、
自
由
民
主
主
義
の
先
進
諸
国
だ
け
で
は
な
く
、
権
威
主
義
か
ら
民
主
主
義
へ

の
移
行
・
定
着
の
途
上
に
あ
る
新
興
諸
国
に
も
適
用
可
能
な
も
の
と
し
て
構
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

問
題
は
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
理
論
的
工
夫
が
必
要
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
ド
ラ
イ
ゼ
ク
の
回
答
は
、
熟
議

シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素
を
抽
象
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素
と
し
て
、
次
の
六
つ
を
挙
げ
て
い
る（

（（
（

。

そ
の
第
一
は
、「
公
共
空
間
（public space

）」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、自
由
で
広
範
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、

特
定
の
政
策
の
実
現
を
図
る
人
々
、
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
、
メ
デ
ィ
ア
の
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
、
社
会
運
動
、
政
治
家
、
一
般
市
民
な
ど
が
登

場
す
る
。
そ
の
場
所
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
カ
フ
ェ
・
教
室
・
バ
ー
・
公
共
広
場
な
ど
の
人
々
が
集
ま
っ
て
議
論
を

す
る
物
理
的
な
場
所
、
公
聴
会
（public hearing

）、
様
々
な
設
計
さ
れ
た
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
）
が
含
ま
れ
る
。

第
二
に
、「
決
定
権
限
を
付
与
さ
れ
た
空
間
（em

pow
ered space

）」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
集
合
的
決
定
創
出
の
た
め
の
制
度
に
お
け
る
熟

議
の
場
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
立
法
府
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
な
制
度
、
内
閣
、
憲
法
裁
判
所
な
ど
が
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。
と
は
い
え
、

公
式
の
制
度
だ
け
で
は
な
く
、
集
合
的
決
定
を
創
出
す
る
非
公
式
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
こ
れ
に
当
て
は
ま
る（

（（
（

。

第
三
は
、「
伝
導
（transm

ission

）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
を
通
じ
て
、「
公
共
空
間
」
に
お
け
る
熟
議
が
「
決
定
権
限
を
付
与
さ
れ
た

空
間
」
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
諸
手
段
の
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
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目
的
の
た
め
に
公
衆
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
や
そ
の
他
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
論
拠
・
新
た
な
ア
イ
デ
ア
・
し
ば

し
ば
社
会
運
動
に
よ
っ
て
探
求
さ
れ
る
よ
う
な
類
の
そ
れ
ら
と
関
連
し
た
文
化
変
動
の
形
成
、「
公
共
空
間
」
お
よ
び
「
決
定
権
限
を
付
与

さ
れ
た
空
間
」
に
お
け
る
諸
ア
ク
タ
ー
の
間
の
人
的
な
結
び
つ
き
な
ど
で
あ
る
。「
伝
導
」
は
、「
政
策
提
言
」「
批
判
」「
疑
義
」「
支
持
」

の
四
つ
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
形
態
を
と
る
で
あ
ろ
う
。

第
四
に
、「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
決
定
権
限
を
付
与
さ
れ
た
空
間
」
は
「
公
共
空
間
」
に
答
え
る
。
そ
れ
は
、

熟
議
に
よ
る
正
統
性
創
出
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。「
自
由
民
主
主
義
的
な
国
家
」
で
は
、
選
挙
に
お
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
重

要
な
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
は
、「
端
的
に
、
決
定
や
行
動
を
正
当
化

す
る
説
明
を
与
え
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
も
の
を
意
味
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
必
然
的
に
言
及
す
る
こ
と
が
な
く
と

も
発
生
し
得
る（

（（
（

」。

第
五
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、「
メ
タ
熟
議
（m

eta-deliberation

）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
熟
議
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
に
組
織
化

さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
熟
議
」
の
こ
と
で
あ
る
。
健
全
な
熟
議
シ
ス
テ
ム
に
は
、「
自
己
点
検
、
お
よ
び
、
も
し
必
要
な
ら
ば
自
己
変

容
の
た
め
の
能
力
」
が
必
要
な
の
で
あ
る（

（（
（

。「
メ
タ
熟
議
」
は
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
六
つ
の
特
徴
の
中
で
「
と
り
わ
け
重
要
」
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、「
そ
れ
自
体
の
欠
点
を
熟
議
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
そ
れ
自
体
の
熟
議
的
・
民
主
的
能
力
を
深

化
さ
せ
る
、
当
該
シ
ス
テ
ム
の
反
省
能
力
を
表
現
し
た
も
の
」
だ
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

最
後
に
、「
決
定
確
定
性
（decisiveness

）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
こ
ま
で
で
述
べ
た
五
つ
の
要
素
が
集
合
的
決
定
の
内
容
を
決
め
る
程

度
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
決
定
権
限
を
付
与
さ
れ
た
空
間
」
と
し
て
の
議
会
は
、
そ
れ
が
熟
議
的
な
場
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
議

会
越
し
の
命
令
に
よ
っ
て
支
配
す
る
大
統
領
の
決
定
に
は
影
響
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
ド
ラ
イ
ゼ
ク
の
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
に
お
け
る
構
成
要
素
を
や
や
詳
細
に
紹
介
し
た
。
彼
の
概
念
化
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
れ

が
特
定
の
具
体
的
な
制
度
等
の
名
称
を
そ
の
ま
ま
概
念
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
想
定
さ
れ
る
制
度
等
の
機
能
に
即
し
て
抽
象
化
さ
れ
た
定

義
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
こ
と
を
示
唆
す
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
中
に
、
自
由
民
主
主

義
に
お
い
て
は
標
準
的
な
制
度
で
あ
る
議
会
や
競
争
的
な
選
挙
制
度
が
存
在
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
、
当
該
政
体
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が
熟
議
民
主
主
義
的
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ド
ラ
イ
ゼ
ク
に
よ
れ
ば
、「
多
く
の
異
な
る
種
類
の
熟

議
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
熟
議
シ
ス
テ
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
種
類
の
構
成
要
素
を
持
っ
て
い
る（

（（
（

」。
あ
る
政

体
は
、
自
由
民
主
主
義
的
な
そ
れ
と
は
異
な
る
熟
議
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い（

（（
（

。「
自
由
民
主
主
義
的
な
」
熟
議
シ
ス
テ
ム

と
と
も
に
、「
非
自
由
民
主
主
義
的
な
」
熟
議
シ
ス
テ
ム
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ド
ラ
イ
ゼ
ク
は
、
自
由
民
主
主
義
の
枠
内

で
熟
議
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
自
由
民
主
主
義
を
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
得
る
類
型
の
一
つ
と
し
て
捉
え
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ド
ラ
イ
ゼ
ク
の
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
は
、
か
つ
て
の
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
・
Ｂ
・
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
に
よ
る
民
主
主
義
と
自
由
民
主

主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
を
想
起
さ
せ
る
。
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
、「
自
由
主
義
」
と
「
民
主
主
義
」
と
を
明
確
に
区
別
し
た
上
で
、

民
主
主
義
を
、「
自
由
民
主
主
義
（liberal-dem

ocracy

）」
と
「
非
自
由
主
義
的
民
主
主
義
（non-liberal dem

ocracy

）」
と
に
（
さ
ら
に
後
者
を
「
共

産
主
義
型
（com

m
unist variant

）」
と
「
低
開
発
国
型
（underdeveloped variant

）」
と
に
）
区
別
し
た（

（（
（

。「
わ
れ
わ
れ
西
側
で
は
独
自
な
政
治
体

制
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
自
由
主
義
国
家
と
民
主
主
義
選
挙
権
と
の
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
体
制

の
た
め
に
、民
主
主
義
と
い
う
名
称
を
独
占
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
名
称
は
こ
れ
ま
で
に
非
常
に
ち
が
っ
た
意
味
を
も
っ

て
い
た
だ
け
で
な
く
、今
日
で
も
西
側
以
外
の
全
世
界
で
は
別
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
自
由
民
主
主
義
（liberal-dem

ocracy

）

を
さ
し
て
言
う
場
合
に
は
、
自
由
民
主
主
義
（liberal-dem

ocracy

）
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（（
（

」。
民
主
主
義
を
資
本
主
義
体
制
下
の
そ
れ

と
同
一
視
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
見
解
そ
の
も
の
は
、
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
独
自
の
見
解
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
社
会
主
義
／
共
産

主
義
体
制
に
お
い
て
こ
そ
「
真
の
民
主
主
義
」
が
実
現
す
る
と
い
う
見
解
は
、
あ
る
時
期
ま
で
の
左
派
の
人
々
の
間
で
は
、
あ
る
程
度
共
有

さ
れ
て
い
た
見
解
で
あ
ろ
う
。
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
自
身
も
ま
た
、
社
会
主
義
に
あ
る
程
度
の
共
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
彼
が
自
由
民
主

主
義
と
資
本
主
義
と
の
「
密
接
な
対
応
関
係（

（（
（

」
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
は
い
え
、
重
要
な
こ
と
は
、
彼
が
、

自
由
民
主
主
義
を
「
虚
偽
の
民
主
主
義
」
と
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
民
主
主
義
の
類
型
の
一
つ
と
見
て
い
る
点
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
彼
は
、「
自
由
主
義
的
立
場
は
、
歴
史
的
に
は
資
本
主
義
的
想
定
を
受
け
容
れ
た
上
に
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
け
れ
ど
も
、

永
久
に
そ
う
で
あ
る
べ
き
必
要
は
な
い
」
と
述
べ
、「
自
己
発
展
へ
の
平
等
な
権
利
」
を
中
心
と
し
た
、
よ
り
規
範
的
に
望
ま
し
い
「
自
由
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民
主
主
義
の
モ
デ
ル
」
の
探
求
も
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
類
型
論
的
発
想
が
、
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
議
論
が
古
び
た
も
の
と
な
ら
な

い
理
由
の
一
つ
で
あ
り（

（（
（

、
ド
ラ
イ
ゼ
ク
の
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
と
の
共
通
点
で
あ
る
。

４　

熟
議
シ
ス
テ
ム
の
要
素
と
し
て
の
「
私
的
領
域
」
─
─
家
族
／
親
密
圏
に
お
け
る
熟
議

ド
ラ
イ
ゼ
ク
の
議
論
は
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
諸
要
素
を
抽
象
化
し
て
概
念
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
熟
議
民
主
主
義
が
必
ず
し
も
自
由
民

主
主
義
を
前
提
と
し
て
捉
え
る
必
然
性
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
的
な
発
想
を
提
起
す
る
論
者
の
多
く
が
、
自
由

民
主
主
義
の
下
で
の
熟
議
民
主
主
義
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
非
自
由
民
主
主
義
体
制
に
お
け
る
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
に

関
心
を
持
つ
研
究
者
で
あ
っ
て
も
そ
の
関
心
が
必
ず
し
も
自
由
民
主
主
義
の
相
対
化
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
ド
ラ

イ
ゼ
ク
が
自
由
民
主
主
義
を
相
対
化
す
る
視
点
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
の
独
自
性
が
明
確
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
ド
ラ
イ
ゼ
ク
の
議
論
も
、
自
由
民
主
主
義
に
お
け
る
公
／
私
区
分
の
乗
り
越
え
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
な
お
不
十
分

で
あ
る
。
確
か
に
彼
は
、
熟
議
民
主
主
義
論
者
の
中
で
も
、
非
制
度
的
な
公
共
圏
を
最
も
重
視
す
る
論
者
の
一
人
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

ド
ラ
イ
ゼ
ク
が
、
議
会
を
政
治
の
中
心
的
な
場
と
し
て
考
え
る
タ
イ
プ
の
自
由
民
主
主
義
の
構
想
と
は
袂
を
分
か
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
彼
の
叙
述
に
お
い
て
、
自
由
民
主
主
義
に
お
け
る
「
私
的
領
域
」
た
る
家
族
／
親
密
圏
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
箇
所
は
、ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
た
と
え
ば
、彼
は
、熟
議
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
「
公
共
空
間
」
の
例
と
し
て
、「
人
々

が
集
ま
り
話
し
合
う
物
理
的
空
間
」
を
挙
げ
て
お
り
、「
カ
フ
ェ
、
教
室
、
バ
ー
、
公
共
広
場
（public square

）」
が
さ
ら
に
具
体
的
に
例
示

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
家
族
や
親
密
圏
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い（

（（
（

。
こ
の
こ
と
は
、
ド
ラ
イ
ゼ
ク
の
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
の
射
程
が
、

自
由
民
主
主
義
の
も
う
一
つ
の
境
界
─
─
─
す
な
わ
ち
公
／
私
区
分
─
─
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
必
ず
し
も
不
当
な
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
概
念
を
最
初
に
提
起
し
た
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
の

議
論
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
家
族
／
親
密
圏
に
お
け
る
「
日
常
的
な
話
し
合
い
（everyday talk

）」
を
も
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素
と
し
て
捉

え
る
べ
き
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
に
よ
れ
ば
、
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そ
れ
〔
日
常
的
な
話
し
合
い
〕
は
、
い
つ
も
自
覚
的
、
反
省
的
、
あ
る
い
は
よ
く
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、

常
に
熟
慮
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
日
常
的
な
話
し
合
い
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
が
何
ら
か
の
意
味
で
自
ら
を

統
治
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
民
主
主
義
が
そ
れ
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
、
完
全
な
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
重
要
な
要
素
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

第
一
節
で
見
た
よ
う
に
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
複
線
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
、「
私
的
領
域
」
は
そ
の
構
成
要
素
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
た
だ
し
、
彼
に
お
い
て
は
、「
私
的
領
域
」
は
最
終
的
に
は
親
密
性
の
論
理
に
還
元
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
た
め
に
、
そ
こ
に
お
け
る
「
政

治
」
や
民
主
主
義
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
は
、「
私
的
領
域
」

を
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
正
当
な
構
成
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
は
、
公
／
私
区
分
と
い
う
自
由

民
主
主
義
の
境
界
線
を
も
乗
り
越
え
る
射
程
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
の
議
論
も
、
以
下
の
二
点
で
な
お
不
十
分
で
あ
る
。
第
一
に
、
彼
女
は
、「
私
的
領
域
」
に
お
け
る
熟
議
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
困
難
性
に
つ
い
て
、
十
分
な
考
察
を
行
っ
て
い
な
い
。
確
か
に
、
家
族
や
親
密
圏
に
お
い
て
も
、「
日
常
的
な

話
し
合
い
」
を
通
じ
て
「
非
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
」
が
他
者
の
行
動
や
信
念
を
変
化
さ
せ
、
既
存
の
ル
ー
ル
・
仕
組
み
・
習
慣
を
変
化
さ
せ

る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
の
知
見
は
重
要
で
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
同
時
に
重
要
な
こ
と
は
、
熟
議
を
困
難
に
す
る
「
私
的
領
域
」
の
構
造
的
特
徴

を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
私
的
領
域
」
に
は
、
そ
れ
が
「
親
密
な
」
非
制
度
的
な
関
係
で
あ
る
が
ゆ
え
の
、
熟
議
実
施
の
た
め
の
諸
困

難
が
存
在
す
る（

（（
（

。「
私
的
領
域
」
に
お
け
る
熟
議
民
主
主
義
の
実
現
の
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
構
造
的
な
諸
困
難
を
把
握
し
た
上
で
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
克
服
す
る
か
に
つ
い
て
の
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
彼
女
の
議
論
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
が
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
に
お
い
て
は
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
そ
れ
ぞ
れ
の

構
成
要
素
に
特
定
の
一
つ
の
役
割
が
割
り
振
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
本
節
１
で
述
べ
た
よ
う
に
、マ
ン
ス
ブ
リ
ッ

ジ
は
、「
シ
ス
テ
ム
」
の
用
語
の
定
義
に
お
い
て
諸
要
素
間
の
相
互
依
存
と
と
も
に
そ
の
「
分
業
」
に
焦
点
を
当
て
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
本
節
３

で
見
た
ド
ラ
イ
ゼ
ク
の
場
合
に
も
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素
は
、
機
能
的
に
特
定
の
空
間
・
場
所
に
割
り
振
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

「
公
共
空
間
」
と
「
決
定
権
限
を
付
与
さ
れ
た
空
間
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
物
理
的
位
置
を
占
め
る
も
の
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、こ
の
よ
う
に
諸
要
素
を
空
間
的
な
「
分
業
」
に
よ
っ
て
捉
え
る
こ
と
は
、「
シ
ス
テ
ム
」
の
像
と
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

む
し
ろ
、
た
と
え
ば
家
族
や
親
密
圏
を
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
性
質
を
持
ち
得
る
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
を
、
一
方
で
、
よ
り
上
位
の
「
決
定
権
限
を
付
与
さ
れ
た
空
間
」
に
「
伝
導
」
さ
れ
る
べ
き
意
見
が
形
成
さ
れ
る
「
公

共
空
間
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
、
そ
れ
自
体
が
家
族
や
親
密
圏
に
お
い
て
日
々
生
じ
る
諸
事
項
─
─
家
事
や
子
育
て
の
分
担
で
あ
れ
、

様
々
な
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
策
定
で
あ
れ
─
─
に
関
す
る
「
集
合
的
決
定
」
を
行
う
、
そ
れ
自
体
が
「
決
定
権
限
を
付
与
さ
れ
た
空
間
」
で
も

あ
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
者
を
「
家
族
／
親
密
圏
〈
か
ら
の
〉
熟
議
」、
後
者
を
「
家
族
／

親
密
圏
〈
を
め
ぐ
る
〉
熟
議
」
と
呼
ん
で
も
よ
い（

（（
（

。
一
つ
の
場
所
・
空
間
に
一
つ
の
機
能
を
割
り
振
る
必
然
性
は
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。

熟
議
シ
ス
テ
ム
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
直
し
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
の
議
論
を
点
検
し
て
み
る
と
、「
日
常
的
な
話
し
合

い
」
に
お
け
る
熟
議
の
性
質
に
つ
い
て
の
彼
女
の
理
解
が
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
九
九
年
刊
行
の
論
文
「
熟
議
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
日
常
的
な
話
し
合
い
」
に
お
い
て
は
、
彼
女
は
、「
日
常
的
な
話
し
合
い
」
に
「
集
合
的
決
定
」
と
い
う
役
割
を
付
与
す
る
こ

と
に
消
極
的
で
あ
る
。
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
に
よ
れ
ば
、「
日
常
的
な
話
し
合
い
」
は
、
政
府
レ
ベ
ル
の
合
議
体
に
よ
る
意
思
決
定
と
は
異
な
る
。

な
ぜ
な
ら
、「
集
合
的
に
拘
束
す
る
決
定
」
を
行
う
の
は
、
後
者
の
み
だ
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
確
か
に
「
日
常
的
な
話
し
合
い
」
は
、
こ
れ
ま
で

に
行
わ
れ
て
き
た
「
集
合
的
決
定
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
「
公
衆
が
あ
る
集
合
体
と
し
て
議
論
す
べ
き
こ
と
」
と
し
て
「
政
治
化
」
し
、
他

者
の
行
動
や
信
念
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
日
常
的
な
話
し
合
い
」
に
お
い
て
、「
政
治
的
な
る
も
の
」
が
表
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
な
お
、
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
の
議
論
か
ら
窺
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
「
日
常
的
な
話
し
合
い
」
そ
の
も
の
に
「
集
合
的
に
拘
束

す
る
決
定
」
と
い
う
概
念
規
定
を
与
え
る
こ
と
を
、
慎
重
に
回
避
す
る
姿
勢
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
の
姿
勢
は
、
こ
の
時
期
の
彼
女
が
公
／
私
区
分
を
超
え
る
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
に

汲
み
つ
く
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
家
族
や
親
密
圏
に
お
け
る
既
存
の
行
動
や
ル
ー
ル
の

変
化
を
も
た
ら
す
よ
う
な
「
日
常
的
な
話
し
合
い
」
は
、
議
会
を
含
む
諸
制
度
の
よ
う
に
公
式
の
決
定
手
続
に
則
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
し
か
し
、
制
度
化
の
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
（
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
手
続
お
よ
び
拘
束
の
程
度
に
差
が
あ
っ
て
も
）、
一
定
の
範
囲
の
人
々
に

関
わ
る
意
思
決
定
が
行
わ
れ
る
と
い
う
点
で
は
、「
日
常
的
な
話
し
合
い
」
が
行
わ
れ
る
家
族
／
親
密
圏
を
、「
公
共
空
間
」
で
あ
る
と
と
も
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に
多
層
的
な
「
決
定
権
限
を
付
与
さ
れ
た
空
間
」
の
一
つ
で
も
あ
る
よ
う
な
場
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
〇
七
年
刊
行
の
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
の
別
の
論
考
を
見
て
み
る
と
、
一
九
九
九
年
論
文
と
は
異
な
る
記
述
も
見

出
さ
れ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
た
だ
し
、
ど
こ
が
「
異
な
る
」
の
か
は
、
や
や
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
。
た
と
え
ば
、
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
は
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
職
場
に
お
け
る
解
雇
の
不
安
な
ど
に
つ
い
て
の
「
日
常
的
な
話
し
合
い
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
問
題

は
一
般
的
な
関
心
事
で
あ
っ
て
、
広
く
公
衆
が
議
論
し
考
え
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
価
値
の
権
威
的
配
分
」（
イ
ー
ス
ト
ン
）
に
影

響
を
及
ぼ
す
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
直
接
に
「
地
域
的
、
国
家
的
、
国
際
的
な
問
題
と
し
て
の
公
共
的
問
題
」
で
は
な
く

と
も
、「
価
値
の
権
威
的
配
分
」
に
関
わ
る
─
─
そ
の
意
味
で
「
政
治
」
に
関
わ
る
─
─
問
題
が
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る（

（（
（

。
た
だ
し
、「
日
常

的
な
話
し
合
い
」
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
限
り
で
は
、
彼
女
が
「
日
常
的
な
話
し
合
い
」
に
「
集
合
的
決
定
」
と
い
う
役
割
を
も
付
与
す

る
よ
う
に
な
っ
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
女
が
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、「
価
値
の
権
威
的
配
分
」
を
め
ぐ
る

集
合
的
決
定
そ
の
も
の
は
、「
日
常
的
な
話
し
合
い
」
の
外
部
で
、
典
型
的
に
は
「
政
府
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
（
が
、「
日
常
的
な
話
し

合
い
」
は
そ
れ
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
）
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
す
ぐ
後
の
箇
所
で
は
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

日
常
的
な
話
し
合
い
に
お
い
て
、
人
々
は
問
題
を
慎
重
に
検
討
す
る
と
と
も
に
そ
れ
に
つ
い
て
決
定
を
行
う
。
人
々
は
、
中
絶
に
関
す

る
隣
人
の
考
え
方
は
間
違
っ
て
い
る
と
か
、
一
番
最
近
の
「
オ
プ
ラ
・
ウ
ィ
ン
フ
リ
ー
・
シ
ョ
ー
」
に
出
演
し
た
ゲ
ス
ト
が
言
っ
て
い

た
こ
と
は
正
し
い
と
か
、
昨
日
自
分
た
ち
が
考
え
た
こ
と
は
新
し
い
事
実
あ
る
い
は
洞
察
を
考
慮
に
入
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
な
ど

と
決
定
す
る
。
多
く
の
人
々
が
日
常
的
な
話
し
合
い
に
関
わ
り
、
そ
れ
ま
で
抱
い
て
い
た
考
え
を
更
新
し
、
新
た
な
一
時
的
に
確
定
し

た
確
信
に
基
づ
い
て
調
整
を
行
う
時
、
社
会
そ
の
も
の
が
「
決
定
し
た
」
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
く
、
新
た
な
「
価
値
の
権
威
的
配
分
」

が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

す
な
わ
ち
、
こ
の
引
用
箇
所
で
は
、「
日
常
的
な
話
し
合
い
」
そ
の
も
の
が
「
決
定
」
を
含
む
も
の
で
あ
り
、「
価
値
の
権
威
的
配
分
」
の
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変
更
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
引
用
箇
所
で
も
、
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
は
あ
く
ま
で
、
個
別
の
「
日
常

的
な
話
し
合
い
」
に
お
け
る
「
決
定
」
の
効
果
を
、
当
該
「
日
常
的
な
話
し
合
い
」
の
単
位
─
─
た
と
え
ば
、
家
族
、
友
人
関
係
、
職
場
な

ど
─
─
そ
の
も
の
へ
の
効
果
と
い
う
よ
り
も
、
よ
り
マ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
の
「
社
会
」
へ
の
効
果
に
お
い
て
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
価
値
の
権
威
的
配
分
」
も
、
家
族
や
親
密
圏
を
そ
の
単
位
と
見
な
す
こ
と
も
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
や
は
り
、
マ
ク
ロ
な
「
社

会
」
全
体
の
レ
ベ
ル
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
が
よ
り
近
年
の
論

考
で
「
日
常
的
な
話
し
合
い
」
に
「
決
定
」
の
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
明
確
化
し
た
こ
と
は
、熟
議
シ
ス
テ
ム
概
念
を
単
な
る
「
分
業
」

で
は
な
い
形
で
理
解
す
る
方
向
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う（

（（
（

。

結
論本

稿
の
問
い
は
、
熟
議
民
主
主
義
は
自
由
民
主
主
義
を
超
え
る
射
程
を
持
つ
の
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
、

複
線
モ
デ
ル
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
論
、
そ
し
て
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
と
自
由
民
主
主
義
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
は
、
政
党
間
競
争
と
代
表
制
民
主
主
義
、
お
よ
び
、
公
／
私
区
分
と
い
う
自
由
民
主
主
義
の
二
つ
の
特
徴

を
必
ず
し
も
前
提
と
し
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
熟
議
シ
ス
テ
ム
は
、
自
由
民
主
主
義
の
枠
内
で
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

後
者
を
前
者
の
類
型
の
一
つ
─
─
自
由
民
主
主
義
的
な
熟
議
シ
ス
テ
ム
─
─
と
し
て
捉
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
は
、
熟

議
シ
ス
テ
ム
論
と
し
て
構
想
さ
れ
た
熟
議
民
主
主
義
は
、
自
由
民
主
主
義
を
超
え
る
射
程
を
持
つ
と
主
張
し
た
。

た
だ
し
、
本
稿
は
、
自
由
民
主
主
義
に
代
わ
る
政
体
の
方
が
望
ま
し
い
と
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
本
稿
の
示
唆
は
、

自
由
民
主
主
義
的
で
は
な
い
政
体
を
、
自
由
民
主
主
義
的
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、「
不
十
分
な
」「
問
題
の
あ
る
」
政
体
と
し
て
見

る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
同
時
に
本
稿
は
、
民
主
主
義
理

論
を
論
じ
る
文
脈
を
、
自
由
民
主
主
義
の
枠
組
を
超
え
て
拡
張
す
る
べ
き
こ
と
を
も
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
や
ト
ラ
ン
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
文
脈
で
は
比
較
的
周
知
の
も
の
か
も
し
れ
な
い（

（（
（

。
し
か
し
、「
民
主
化
」
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を
含
む
よ
り
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
レ
ベ
ル
や
サ
ブ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
も
、
民
主
主
義
理
論
を
論
じ
る
文
脈
は
拡
張
さ
れ
て
も
よ

い
。
本
稿
は
、
そ
の
た
め
の
手
が
か
り
の
一
つ
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
１
）
も
っ
と
も
、
こ
の
動
向
は
一
九
九
〇
年
代
以
前
か
ら
、
た
と
え
ば
左
派
の
民
主
主
義
理
論
に
お
け
る
「
自
由
」
の
再
評
価
や
「
市
民
社
会
」
評
価
と

い
う
形
で
始
ま
っ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
さ
し
あ
た
り
、
文
献
の
情
報
も
含
め
て
以
下
の
文
献
を
参
照
。C. O

ffe, “Crisis and Innovation of Liberal D
em

ocracy: Can D
eliberation 

Be Institutionalised? ” Czech Sociological R
eview

, V
ol. 47, N

o. 3

（2011

） pp. 457-458

（
鈴
木
宗
徳
訳
「
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
危
機

と
刷
新
─
─
熟
議
は
制
度
化
で
き
る
か
」
舩
橋
晴
俊
・
壽
福
眞
美
編
著
『
規
範
理
論
の
探
求
と
公
共
圏
の
可
能
性
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
二
年
、

五
五
─
五
七
頁
）. 

な
お
、
本
論
文
の
英
語
版
と
日
本
語
版
の
内
容
は
基
本
的
に
同
一
で
あ
る
が
、
細
か
い
表
現
等
に
お
い
て
若
干
の
違
い
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。

（
３
）J. S. D

ryzek

（2000

） D
eliberative D

em
ocracy and Beyond: Liberals, Critics, Contestations, O

xford U
niversity Press, 2000. 

篠
原

一
『
歴
史
政
治
学
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
。

（
４
）
こ
う
し
た
指
摘
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
以
下
を
参
照
。S. Cham

bers, “D
eliberative D

em
ocratic T

heory, ” A
nnual R

eview
 of Political 

Science, V
ol. 6

（2003

）. 

山
田
陽
「
熟
議
民
主
主
義
と
『
公
共
圏
』」『
相
関
社
会
科
学
』
第
一
九
号
、
二
〇
〇
九
年
。

（
５
）
近
年
の
研
究
と
の
関
係
で
は
、
本
稿
は
、
熟
議
民
主
主
義
を
自
由
民
主
主
義
と
は
異
な
る
民
主
主
義
モ
デ
ル
と
し
て
捉
え
る
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

ホ
ブ
ソ
ン
と
同
じ
立
場
を
と
る
。C. H

obson, “Liberal D
em

ocracy and Beyond: Extending the Sequencing D
ebate, ” International 

Political Science R
eview

,

（published online 22 M
arch 2012

）. 
た
だ
し
、
彼
の
主
た
る
関
心
は
、「
社
会
民
主
主
義
（social dem

ocracy

）」
を

自
由
民
主
主
義
と
は
異
な
る
民
主
主
義
モ
デ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、熟
議
民
主
主
義
に
つ
い
て
の
記
述
は
、

ジ
ョ
ン
・
ド
ラ
イ
ゼ
ク
の
論
文
、J. S. D

ryzek, “D
em

ocratization as D
eliberative Capacity Building, ” Com

parative Political Studies, 
V

ol. 42, N
o. 11

（2009

） 

の
紹
介
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。H

obson, “Liberal D
em

ocracy and Beyond, ” pp. 9-10. 

ま
た
、山
田
陽
は
、ジ
ョ
シ
ュ

ア
・
コ
ー
エ
ン
の
初
期
の
議
論
な
ど
が
「
社
会
主
義
的
な
熟
議
民
主
主
義
」
理
解
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
本
稿
と
は
異
な
る
観
点
か

ら
で
は
あ
る
が
、
熟
議
民
主
主
義
と
自
由
民
主
主
義
と
の
関
係
を
再
検
討
す
る
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。
山
田
陽
「
熟
議
民
主
主
義
と
政
治
的
平
等
」
宇

野
重
規
・
井
上
彰
・
山
崎
望
編
『
実
践
す
る
政
治
哲
学
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
二
七
二
─
二
七
五
頁
。



153 田村哲樹【熟議民主主義は自由民主主義的か？】

（
６
）
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
由
民
主
主
義
は
、
自
由
主
義
と
民
主
主
義
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
原
理
が
接
合
さ
れ
た
政
治
原
理
で
あ
る
。「
自

由
民
主
主
義
」
に
お
け
る
自
由
主
義
的
要
素
と
民
主
主
義
的
要
素
と
の
違
い
に
つ
い
て
の
今
で
は
古
典
的
な
著
作
と
し
て
、C. B. M

acpherson, T
he 

R
eal W

orld of D
em

ocracy, Clarendon Press, 1966

（
粟
田
賢
三
訳
『
現
代
世
界
の
民
主
主
義
』
岩
波
新
書
、
一
九
六
七
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
マ

ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
と
同
じ
く
自
由
主
義
と
民
主
主
義
と
の
区
別
に
注
意
を
促
す
近
年
の
著
作
と
し
て
、F. Zakaria, T

he Future of Freedom
: Illiberal 

D
em

ocracy at H
om

e and A
broad, W

. W
. N

orton &
 Com

pany, 2003

も
参
照
。
た
だ
し
、
ザ
カ
リ
ア
の
主
張
は
、
自
由
主
義
に
と
っ
て
の
民
主

主
義
の
問
題
性
を
指
摘
す
る
も
の
で
、
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
議
論
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ザ
カ
リ
ア
は
、
近
年
の
主
に
非
西
欧
諸
国
に
お
け

る
「
選
挙
と
権
威
主
義
の
混
合
」
を
「
非
自
由
主
義
的
民
主
主
義
（illiberal dem

ocracy

）」
と
呼
び
、
そ
こ
に
お
い
て
、
民
主
主
義
に
よ
っ
て
自
由
主

義
の
諸
価
値
（
法
の
支
配
、
権
力
分
立
、
基
本
的
諸
自
由
の
擁
護
）
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

（
７
）
自
由
民
主
主
義
の
そ
の
他
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
、「
法
の
支
配
」
あ
る
い
は
「
立
憲
主
義
」
が
あ
る
。「
民
主
主
義
は
、
可
能
な
民
主
的
意
思
決
定

の
実
質
的
な
範
囲
が
厳
し
く
制
限

0

0

さ
れ
、
市
民
の
政
治
的
・
市
民
的
自
由
に
対
す
る
政
府
の
干
渉
が
実
効
的
に
妨
害
さ
れ
て
い
る
程
度
に
応
じ
て
、『
リ

ベ
ラ
ル
』
で
あ
る
」（O

ffe, “Crisis and Innovation of Liberal D
em

ocracy, ” p. 453

〔
邦
訳
、
五
一
頁
〕. 

な
お
、
訳
文
は
英
語
版
に
拠
っ
て
い
る
）。

民
主
主
義
と
立
憲
主
義
と
の
緊
張
関
係
は
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
て
き
た
論
点
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
を
扱
わ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
本
稿
の

関
心
は
、
自
由
主
義
そ
の
も
の
と
民
主
主
義
と
の
関
係
で
は
な
く
、
民
主
主
義
の
異
な
る
類
型
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
探
求
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
８
）
差
し
当
た
り
、
以
下
の
諸
文
献
を
参
照
。S. A

lonso, J. K
eane and W

. M
erkel, “Editors ’ Introduction: Rethinking the Future of 

R
epresentative D

em
ocracy, ” in A

lonso, K
eane and M

erkel

（eds.

）, T
he Future of R

epresentative D
em

ocracy, C
am

bridge 
U

niversity Press, 2011, pp. 5-7; J. S. D
ryzek and P. D

unleavy, T
heories of the D

em
ocratic State, Palgrave M

acm
illan, 2009, pp. 

18-19; D
. H

eld, M
odels of D

em
ocracy, 3rd Edition, Polity, 2006, p. 4; M

acpherson, T
he R

eal W
orlds of D

em
ocracy, 1966; C. O

ffe, 
“Com

petitive Party D
em

ocracy and K
eynesian W

elfare State, ” in O
ffe, Contradictions of the W

elfare State, T
he M

IT
 Press, 1984

（「
競
争
的
政
党
民
主
制
と
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
福
祉
国
家
」
寿
福
真
美
監
訳
『
後
期
資
本
制
社
会
シ
ス
テ
ム
─
─
資
本
制
的
民
主
制
の
諸
制
度
』
法
政
大
学

出
版
局
、
一
九
八
八
年
）; O

ffe, “Crisis and Innovation of Liberal D
em

ocracy, ” pp. 454-456

（
邦
訳
、
五
二
─
五
四
頁
）.

（
９
）M

acpherson, T
he R

eal W
orld of D

em
ocracy, pp. 5, 9

（
邦
訳
、
一
〇
─
一
一
、
二
一
頁
）.

（
10
）O

ffe, “Com
petitive Party D

em
ocracy and K

eynesian W
elfare State. ”

（
11
）C. Patem

an

（1989

） T
he D

isorder of W
om

en: D
em

ocracy, Fem
inism

 and Political T
heory, Stanford U

niversity Press, pp. 8-9.

（
12
）D

ryzek, “D
em

ocratization as D
eliberative Capacity Building ”; J. S. D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, 
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O
xford U

niversity Press, 2010.
（
13
）J. H

aberm
as, Faktizität und G

eltung: Beiträage zur D
iskurstheorie des R

echts und des dem
okratischen R

echtsstaats, Suhrkam
p, 

1992
（
河
上
倫
逸
・
耳
野
健
二
訳
『
事
実
性
と
妥
当
性
─
─
法
と
民
主
的
法
治
国
家
の
討
議
理
論
に
か
ん
す
る
研
究
［
上
］［
下
］』
未
來
社
、
二
〇
〇
二

年
、
二
〇
〇
三
年
）. 

な
お
、
田
村
哲
樹
『
熟
議
の
理
由
─
─
民
主
主
義
の
政
治
理
論
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
八
年
、
一
二
三
─
一
二
五
頁
も
参
照
。

（
14
）H

aberm
as, Faktizität und G

eltung, S. 352-358

（
邦
訳
、［
下
］
一
三
─
一
九
頁
）.

（
15
）H

aberm
as, Faktizität und G

eltung, S. 432

（
邦
訳
、［
下
］
八
六
頁
。
た
だ
し
、
訳
語
は
一
部
変
更
し
た
）.

（
16
）「
完
全
に
世
俗
化
さ
れ
た
政
治
と
い
う
時
代
状
況
の
下
で
は
、
法
治
国
家
は
徹
底
し
た
民
主
主
義
が
な
く
て
は
構
築
す
る
こ
と
も
維
持
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
」（H

aberm
as, Faktizität und G

eltung, S. 13

〔
邦
訳
、［
上
］
一
三
頁
〕. 

訳
語
は
一
部
変
更
）。
た
だ
し
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
複
線
モ
デ

ル
を
支
え
る
「
法
」
に
も
、「
社
会
全
体
を
包
括
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
循
環
の
な
か
で
の
、シ
ス
テ
ム
と
生
活
世
界
と
の
間
の
変
換
機
」（H

aberm
as, 

Faktizität und G
eltung, S. 106

〔
邦
訳
、［
上
］
一
〇
六
頁
〕. 

訳
語
は
一
部
変
更
）、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
権
力
を
行
政
権
力
へ
と
転
化
さ
せ
る

媒
体
〔
メ
デ
ィ
ア
〕」（H

aberm
as, Faktizität und G

eltung, S. 187

〔
邦
訳
、［
上
］
一
八
三
頁
〕. 

訳
語
は
一
部
変
更
）
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
与

え
て
い
る
。
こ
れ
は
、一
九
八
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
的
行
為
の
理
論
』
に
お
け
る
「
シ
ス
テ
ム
」（
国
家
行
政
）
の
側
か
ら
の
「
生

活
世
界
」
介
入
の
経
路
と
し
て
の
法
理
解
と
は
異
な
る
、
法
の
理
解
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
永
井
彰
「
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
近
代
国
家
論
」
永
井
彰
・

日
暮
雅
夫
編
著
『
批
判
的
社
会
理
論
の
現
在
』
晃
洋
書
房
、二
〇
〇
三
年
、三
六
頁
、を
参
照
。
こ
の
こ
と
は
、ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
、自
由
民
主
主
義
の
「
自

由
主
義
的
な
」
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
法
の
支
配
」
を
徹
底
化
し
て
い
く
こ
と
が
そ
の
「
民
主
主
義
」
的
側
面
の
徹
底
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

（
17
）J. H

aberm
as, T

heorie des kom
m

unikativen H
andelns, Bd. 2, Suhrkam

p, 1981

（
河
上
倫
逸
他
訳
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
的
行
為
の
理

論
（
下
）』
未
來
社
、
一
九
八
七
年
）.

（
18
）『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
的
行
為
の
理
論
』
か
ら
『
事
実
性
と
妥
当
性
』
へ
の
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
変
化
（
と
継
続
）
の
簡
潔
な
説
明
と
し
て
、
以
下
の

論
文
を
参
照
。
水
上
英
徳「
社
会
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
フ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
な
継
続
─
─
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
よ
る
手
続
き
主
義
的
法
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
提
起
」

永
井
・
日
暮
編
著
『
批
判
的
社
会
理
論
の
現
在
』、
二
〇
〇
三
年
。

（
19
）H
aberm

as, Faktizität und G
eltung, S. 442-43

（
邦
訳
、［
下
］
九
六
頁
。 

傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。
訳
は
一
部
変
更
）.

（
20
）H

aberm
as, Faktizität und G

eltung, S. 504-515

（
邦
訳
、［
下
］
一
五
四
─
一
六
四
頁
）.

（
21
）D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, p. 6. 

田
村
哲
樹
「
熟
議
に
よ
る
構
成
、熟
議
の
構
成
─
─
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
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ク
ス
論
を
中
心
に
」
小
野
耕
二
編
著
『
構
成
主
義
的
政
治
理
論
と
比
較
政
治
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
。

（
22
）D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, pp. 6-7.

（
23
）Cf. D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, pp. 8-10. 

な
お
、
熟
議
民
主
主
義
の
「
経
験
的
転
回
」
は
、
ミ
ニ
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
研
究
の
み
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
相
対
的
に
、
経
験
的
に
研
究
し
や
す
い
対
象
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
言
え
る
だ
ろ
う
（D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, p. 9

）。

（
24
）
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
の
多
様
な
諸
形
態
の
理
論
的
整
理
と
し
てA

. Fung, “M
inipublics: D

eliberative D
esigns and T

heir Consequences, ” 
in S. W

. Rosenberg
（ed.
）, Can the People G

overn? D
eliberation, Participation and D

em
ocracy, Palgrave M

acm
illan, 2007

を
参
照
。

そ
の
他
の
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
め
ぐ
る
理
論
的
問
題
の
考
察
と
し
て
、
以
下
の
諸
研
究
を
も
参
照
。J. S. Fishkin, W

hen the People Speak: 
D

eliberative D
em

ocracy and Public Consultation, O
xford U

niversity Press, 2009

（
曽
根
泰
教
監
修
、
岩
木
貴
子
翻
訳
『
人
々
の
声
が
響
き

合
う
と
き
─
─
熟
議
空
間
と
民
主
主
義
』
早
川
書
房
、
二
〇
一
一
年
）. 

田
村
前
掲
「
熟
議
に
よ
る
構
成
、
熟
議
の
構
成
」。
田
畑
真
一
「
熟
議
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
に
お
け
る
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
の
位
置
づ
け
─
─
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
次
元
で
の
熟
議
の
制
度
化
」
須
賀
晃
一
・
齋
藤
純
一
編
『
政
治
経
済
学
の

規
範
理
論
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
一
年
。
様
々
な
具
体
的
な
事
例
の
紹
介
・
分
析
と
し
て
は
、
以
下
の
諸
研
究
を
参
照
。A

. Fung and E. O
. W

right

（eds.

）, D
eeping D

em
ocracy: Institutional Innovations in E

m
pow

ered Participatory G
overnance, V

erso, 2003.

篠
原
一
編
『
討
議
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
挑
戦
─
─
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
が
拓
く
新
し
い
政
治
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
。M

. E. W
arren and H

. Pearse

（eds.

）, D
esigning 

D
eliberative D

em
ocracy: T

he British Colum
bia Citizens ’ A

ssem
bly, Cam

bridge U
niversity Press, 2008.

特
に
日
本
に
お
け
る
諸
事
例
の

紹
介
・
分
析
と
し
て
、
篠
藤
明
徳
・
吉
田
純
夫
・
小
針
憲
一
『
自
治
を
拓
く
市
民
討
議
会
─
─
広
が
る
参
画
・
事
例
と
方
法
』
イ
マ
ジ
ン
出
版
、
二
〇
〇

九
年
、
尾
内
隆
之
「
市
民
が
専
門
知
に
向
き
合
う
と
き
─
─
科
学
技
術
を
め
ぐ
る
熟
議
／
対
話
」
田
村
哲
樹
編
『
語
る
─
─
熟
議
／
対
話
の
政
治
学
』
風

行
社
、二
〇
一
〇
年
、井
手
弘
子
「
市
民
同
士
の
熟
議
／
対
話
─
─
日
本
に
お
け
る
市
民
討
議
会
の
実
証
研
究
」
田
村
編
『
語
る
』、二
〇
一
〇
年
、を
参
照
。

（
25
）
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
へ
の
関
心
の
高
ま
り
へ
の
否
定
的
な
見
解
と
し
て
、
シ
モ
ー
ネ
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
は
、
そ
れ
を
熟
議
民
主
主
義
が
「
大
衆
」

を
放
棄
し
た
こ
と
の
表
れ
と
見
な
し
て
い
る
。S. Cham

bers, “Rhetoric and the Public Sphere: H
as D

eliberative D
em

ocracy A
bandoned 

M
ass D

em
ocracy? ” Political T

heory, V
ol. 37, N

o. 3

（2009

）. 

他
方
、
鈴
木
宗
徳
は
、
熟
議
の
意
義
を
十
全
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
比
較
的
制

度
化
さ
れ
理
想
的
な
熟
議
の
状
況
を
実
現
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
、
よ
り
広
範
な
公
共
圏
と
い
っ
た
ん
分
離
し
て
理
解
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
鈴
木
宗
徳
「
公
共
性
と
熟
議
民
主
主
義
を
分
離
・
再
接
続
す
る
─
─
『
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
』
の
可
能
性
」

舩
橋
晴
俊
・
壽
福
眞
美
編
著
『
規
範
理
論
の
探
求
と
公
共
圏
の
可
能
性
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
二
年
。
鈴
木
の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
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る
。
と
は
い
え
、
私
に
は
、
ア
ン
ド
レ
・
ベ
ク
テ
ィ
ガ
ー
た
ち
が
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、
熟
議
民
主
主
義
の
理
論
潮
流
に
は
、
も
と
も
と
比
較
的
厳
密

に
「
合
理
的
な
熟
議
」
を
定
義
す
る
タ
イ
プ
の
理
論
（
彼
ら
の
言
う
「
熟
議
タ
イ
プ
Ⅰ
」）
と
、
も
う
少
し
ゆ
る
や
か
に
熟
議
を
定
義
す
る
タ
イ
プ
の
理

論
（
彼
ら
の
言
う
「
熟
議
タ
イ
プ
Ⅱ
」）
と
が
あ
っ
た
と
捉
え
る
方
が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。A

. Bächtiger, S. N
iem

eyer, M
. N

eblo, M
. 

R. Steenbergen and J. Steiner, “D
isentangling D

iversity in D
eliberative D

em
ocracy: Com

peting T
heories, T

heir Blind Spots and 
Com

plem
entarities, ” Journal of Political Philosophy, V

ol. 18, N
o. 1

（2010

）.

（
26
）Fishkin, W

hen the P
eople Speak; E. J. Leib and B. H

e

（eds.

）, T
he Search for D

eliberative D
em

ocracy in C
hina, Palgrave 

M
acm

illan, 2006. 
た
だ
し
、
中
国
に
お
け
る
熟
議
民
主
主
義
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

一
方
で
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
Ｆ
・
フ
ィ
シ
ュ
キ
ン
は
、
事
例
が
少
な
い
た
め
「
確
か
な
答
え
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
の
留
保
つ
き
で
、
中
国
の
地
方

自
治
体
に
お
け
る
熟
議
（
討
論
（
熟
議
）
型
世
論
調
査
）
が
、「
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
結
論
に
落
ち
着
く
ど
こ
ろ
か
、
役
人
を
驚
か
せ
る
結
果
と
な
っ

た
」
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。Fishkin, W

hen the People Speak, p. 110. 

他
方
、
バ
オ
ガ
ン
・
ホ
ー
ア
と
マ
ー
ク
・
ウ
ォ
ー
レ

ン
は
、「
熟
議
」
と
「
民
主
主
義
」
と
を
区
別
し
、
中
国
の
事
例
は
現
状
で
は
「
熟
議
権
威
主
義
（deliberative authoritarianism

）」
な
い
し
「
権
威

主
義
的
熟
議
（authoritarian deliberation
）」
と
い
う
類
型
に
当
て
は
ま
る
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
熟
議
的
で
は
な
い
権
威
主
義

（
た
と
え
ば
「
指
令
権
威
主
義
（com

m
and authoritarianism

）」）
も
あ
り
得
る
し
、
長
期
的
に
は
、「
熟
議
権
威
主
義
」
が
よ
り
民
主
主
義
的
に
変

化
し
て
い
く
可
能
性
も
存
在
す
る
。B. H

e and M
. E. W

arren, “A
uthoritarian D

eliberation: T
he D

eliberative T
urn In Chinese Political 

D
evelopm

ent, ” Perspectives on Politics, V
ol. 9, N

o. 2
（2011

）.

（
27
）D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, pp. 138-139.

ま
た
、
篠
原
は
、「
し
か
し
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
欠
如

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
、
種
々
の
討
議
制
度
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
代
議
制
を
含
む
討
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
発
達
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
篠
原
『
歴
史
政
治
学
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』、
三
一
九
頁
）。

（
28
）
田
村
「
熟
議
に
よ
る
構
成
、
熟
議
の
構
成
」。
以
下
も
参
照
。J. S. D

ryzek and C. M
. H

endriks, “Fostering D
eliberation in the Forum

 
and Beyond, ” in F. Fischer and H

. Gottw
eis

（eds.

）, T
he A

rgum
entative T

urn R
evisited: Public Policy as Com

m
unicative Practice, 

D
uke U

niversity Press, 2012.

（
29
）D
ryzek, Foundations and Frontiers of D

eliberative G
overnance, Chapter 8.

（
30
）D

ryzek and H
endriks, “Fostering D

eliberation in the Forum
 and Beyond, ” p. 33.

（
31
）
誤
解
の
な
い
よ
う
に
述
べ
て
お
く
と
、
こ
の
点
を
認
識
し
て
い
る
の
が
ド
ラ
イ
ゼ
ク
で
あ
り
、
彼
の
熟
議
シ
ス
テ
ム
概
念
使
用
の
最
も
重
要
な
意
義
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は
こ
の
点
に
求
め
ら
れ
る
、
と
い
う
の
が
私
の
評
価
で
あ
る
。

（
32
）J. M

ansbridge, J. Bohm
an, S. Cham

bers, T
. Christiano, A

. Fung, J. Parkinson, D
. F. T

hom
pson, and M

. E. W
arren, “A

 System
ic 

A
pproach to D

eliberative D
em

ocracy, ” in J. Parkinson and J. M
ansbridge

（eds.

）, D
eliberative System

s: D
eliberative D

em
ocracy at 

the Large Scale, Cam
bridge U

niversity Press. 2012, pp. 1-2.

（
33
）D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, p. 7.

（
34
）M

ansbridge et al., “A
 System

ic A
pproach to D

eliberative D
em

ocracy, ” p. 4.

（
35
）Cham

bers, “Rhetoric and the Public Sphere. ”

（
36
）Cf. C. H

endriks, “Integrated D
eliberation: Reconciling Civil Society ’s D

ual Role in D
eliberative D

em
ocracy, ” Political Studies, 

V
ol. 54, N

o. 3

（2006

）; C. H
endriks, T

he P
olitics of P

ublic D
eliberation: C

itizen E
ngagem

ent and Interest A
dvocacy, Palgrave 

M
acm

illan, 2011.

（
37
）Cf. Bächtiger et al., “D

isentangling D
iversity in D

eliberative D
em

ocracy ”; H
endriks, “Integrated D

eliberation ”; H
endriks, T

he 
Politics of Public D

eliberation, p. 14, chap. 2. 

（
38
）M

ansbridge et al., “A
 System

ic A
pproach to D

eliberative D
em

ocracy, ” p. 13.

（
39
）M

ansbridge et al., “A
 System

ic A
pproach to D

eliberative D
em

ocracy, ” p. 4.

（
40
）J. Parkinson, D

eliberating in the R
eal W

orld, O
xford U

niversity Press, 2006, p. 7.

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
様
式
の
観
点
か
ら
は
、
熟

議
シ
ス
テ
ム
概
念
の
使
用
に
よ
っ
て
、
理
性
的
論
証
以
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
様
式
（
レ
ト
リ
ッ
ク
や
物
語
な
ど
）
を
考
慮
に
入
れ
や
す
く
な
る

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。J. S. D

ryzek, “Rhetoric in D
em

ocracy: A
 System

ic A
ppreciation, ” Political T

heory, V
ol. 38, N

o. 3

（2010

）; 
Bächtiger et al., “D

isentangling D
iversity in D

eliberative D
em

ocracy ” 

な
ど
を
参
照
。
た
と
え
ば
、
ド
ラ
イ
ゼ
ク
の
レ
ト
リ
ッ
ク
分
析
に
お

い
て
は
、「
結
束
（bonding

）」
の
た
め
の
レ
ト
リ
ッ
ク
も
、
抑
圧
さ
れ
た
集
団
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
も
た
ら
す
の
で
あ
れ
ば
、
熟
議
シ
ス
テ
ム
論

的
に
は
正
当
化
で
き
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
41
）D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, p. 8.

（
42
）M

ansbridge et al., “A
 System

ic A
pproach to D

eliberative D
em

ocracy. ”

（
43
）D

ryzek, “D
em

ocratization as D
eliberative Capacity Building. ”

（
44
）D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, p. 8.
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（
45
）D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, pp. 8, 10-11.
（
46
）
熟
議
民
主
主
義
論
に
限
ら
ず
、
民
主
化
論
と
（
規
範
的
）
民
主
主
義
理
論
と
の
関
係
は
興
味
深
い
論
点
で
あ
る
が
、
十
分
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。H

obson, “Liberal D
em

ocracy and Beyond ” 

の
ほ
か
、
飯
田
文
雄
「
現
代
規
範
的
民
主
主
義
理
論
と
民
主
化
理
論
の
間
」『
神
戸

法
学
年
報
』
第
二
五
号
、
二
〇
〇
九
年
、
も
参
照
。

（
47
）D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, pp. 11-12.

な
お
、
二
〇
一
〇
年
刊
行
の
こ
の
著
作
に
お
い
て
、
二
〇
〇

九
年
の
論
文
（D

ryzek, “D
em

ocratization as D
eliberative Capacity Building, ” pp. 1385-1386

）
で
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
「
メ
タ
熟
議
」

が
追
加
さ
れ
た
。

（
48
）
こ
こ
で
ド
ラ
イ
ゼ
ク
が
非
公
式
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
「
決
定
権
限
を
付
与
さ
れ
た
空
間
」
に
含
め
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
で

も
彼
が
「
集
合
的
決
定
」
を
「
公
共
空
間
」
か
ら
「
伝
導
」
さ
れ
る
空
間
に
限
定
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
点
は
、
私
見
と
は
異
な
る
。
私
見
で

は
、
た
と
え
ば
「
公
共
空
間
」
そ
の
も
の
で
、
あ
る
い
は
「
私
的
領
域
」
そ
の
も
の
に
お
い
て
行
わ
れ
る
「
集
合
的
決
定
」
も
存
在
す
る
。
田
村
『
熟
議

の
理
由
』、
第
五
章
、 

田
村
哲
樹
「
親
密
圏
に
お
け
る
熟
議
／
対
話
の
可
能
性
」
田
村
編
『
語
る
』、
二
〇
一
〇
年
、
を
参
照
。
し
た
が
っ
て
、
熟
議
シ
ス

テ
ム
に
お
け
る
「
集
合
的
決
定
」
は
多
層
的
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
49
）D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, pp. 11-12.

（
50
）D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, p. 12.

（
51
）D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, p. 138.

（
52
）D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, p. 13.

（
53
）
ゆ
え
に
、ド
ラ
イ
ゼ
ク
的
な
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
の
立
場
か
ら
は
、た
と
え
ば
非
自
由
民
主
主
義
国
の
「
民
主
化
」
に
お
い
て
、自
由
民
主
主
義
的
な
議
会
・

選
挙
制
度
の
移
植
が
う
ま
く
い
か
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
直
ち
に
当
該
政
体
を
「
非
民
主
的
」
と
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
当
該
政
体
に
は
、「
自
由
民
主
主
義
的
な
」
熟
議
シ
ス
テ
ム
と
は
異
な
る
タ
イ
プ
の
熟
議
シ
ス
テ
ム
が
存
在
す
る

か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
ず
、
従
来
通
り
の
自
由
民
主
主
義
的
な
諸
制
度
を
単
純
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
タ
イ
プ
の
「
民
主

化
」
は
、「
メ
タ
熟
議
」
の
要
素
を
欠
い
た
実
践
と
言
い
得
る
。Cf. D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, p. 138.

（
54
）M
acpherson, T

he R
eal W

orld of D
em

ocracy.

（
55
）M

acpherson, T
he R

eal W
orld of D

em
ocracy, p. 12

（
邦
訳
、
二
九
頁
。
訳
語
は
一
部
変
更
）.

（
56
）M

acpherson, T
he R

eal W
orld of D

em
ocracy, p. 4

（
邦
訳
、
九
頁
）.
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（
57
）C. B. M

acpherson, T
he Life and T

im
es of Liberal D

em
ocracy, O

xford U
niversity Press, 1977, p. 2

（
田
口
富
久
治
訳
『
自
由
民
主
主

義
は
生
き
残
れ
る
か
』
岩
波
新
書
、
一
九
七
八
年
、
三
頁
）.

（
58
）
実
際
、
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
議
論
は
そ
の
後
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヘ
ル
ド
に
よ
る
、
よ
り
詳
細
な
「
民
主
主
義
の
諸
モ
デ
ル
」
の
析
出
へ
と
継
承
さ
れ

て
い
る
（cf. H

eld, M
odels of D

em
ocracy, p. 6, note 5

） 

。
ヘ
ル
ド
に
お
け
る
「
モ
デ
ル
」
の
用
語
の
使
用
そ
の
も
の
は
、『
現
代
世
界
の
民
主
主
義
』

（M
acpherson, T

he R
eal W

orld of D
em

ocracy

）
で
は
な
く
、『
自
由
民
主
主
義
は
生
き
残
れ
る
か
』（M

acpherson, T
he Life and T

im
es of 

Liberal D
em

ocracy
）
か
ら
の
示
唆
に
基
づ
い
て
い
る
。
な
お
、
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
議
論
は
、
そ
の
（
自
由
民
主
主
義
の
望
ま
し
い
「
モ
デ
ル
」
と

し
て
の
）参
加
民
主
主
義
論
と
熟
議
民
主
主
義
と
の
関
係
と
い
う
文
脈
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る（
た
と
え
ば
、篠
原『
歴
史
政
治
学
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』、

第
一
章
を
参
照
）。
こ
れ
は
、
熟
議
民
主
主
義
が
熟
議
「
民
主
主
義
」
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
場
合
に
は
、
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
こ
の
点
を
認

識
し
た
上
で
、
本
稿
は
、
今
日
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
と
熟
議
民
主
主
義
と
の
関
係
を
考
え
る
場
合
に
は
、
彼
の
（
非
）
自
由
民
主
主
義
論
に
照
ら
し
て
熟
議

民
主
主
義
を
再
考
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
59
）D

ryzek, Foundations and Frontiers of D
eliberative G

overnance, p. 11.

（
60
）J. M

ansbridge, “Everyday T
alk in the D

eliberative System
, ” in S. M

acedo

（ed.

）, D
eliberative Politics: E

ssays on D
em

ocracy 
and D

isagreem
ent, O

xford U
niversity Press, 1999.

（
61
）M

ansbridge, “Everyday T
alk in the D

eliberative System
, ” p. 211.

（
62
）M

ansbridge, “Everyday T
alk in the D

eliberative System
, ” pp. 217-218.

（
63
）
田
村
「
親
密
圏
に
お
け
る
熟
議
／
対
話
の
可
能
性
」、
六
一
─
六
四
頁
。

（
64
）M

ansbridge et al., “A
 System

ic A
pproach to D

eliberative D
em

ocracy ”.

（
65
）
田
村
「
親
密
圏
に
お
け
る
熟
議
／
対
話
の
可
能
性
」、
四
八
─
五
五
頁
、
に
お
い
て
、
こ
の
区
別
を
提
示
し
た
。

（
66
）
こ
の
よ
う
な
本
稿
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
領
域
性
を
超
え
た
様
々
な
「
権
力
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

展
望
す
る
ジ
ョ
ン
・
キ
ー
ン
の
「
モ
ニ
タ
リ
ー
民
主
主
義
」
の
構
想
も
、
依
然
と
し
て
集
合
的
決
定
と
そ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
別
々
の
制
度
・
ア
ク
タ
ー

に
割
り
振
っ
て
い
る
点
で
、
民
主
主
義
の
構
想
と
し
て
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。J. K

eane, “M
onitory D

em
ocracy? ” in 

A
lonso, K

eane and M
erkel

（eds.

）, T
he Future of R

epresentative D
em

ocracy, 2011.

（
67
）M

ansbridge, “Everyday T
alk in the D

eliberative System
, ” p. 212.

（
68
）Cf. M

ansbridge, “Everyday T
alk in the D

eliberative System
, ” pp. 214-215, 217.
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（
69
）
こ
の
場
合
、
家
族
や
親
密
圏
が
「
私
的
な
」
領
域
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
相
対
的
に
「
公
開
性
（publicity

）」
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、「
公
開
性
」が
常
に
熟
議
の
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。S. Cham

bers, “Behind 
Closed D

oors: Publicity, Secrecy, and the Q
uality of D

eliberation, ” Journal of Political Philosophy, V
ol. 12, N

o. 4

（2004

） 

を
参
照
の

こ
と
。
ま
た
、
そ
の
「
親
密
性
」
は
、「
意
見
形
成
」
や
「
意
思
決
定
」
の
た
め
の
「
日
常
的
な
話
し
合
い
」
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
部
分
的
に
、

ま
た
は
か
な
り
の
程
度
、
失
わ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。「
親
密
圏
」
と
さ
れ
る
空
間
は
、
他
の
空
間
と
比
べ
る
な
ら
ば
「
親
密
な
」
状
態
が
比

較
的
よ
く
生
じ
る
空
間
か
も
し
れ
な
い
が
、「
政
治
化
」
し
た
場
合
に
は
同
じ
空
間
が
異
な
る
特
徴
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
70
）J. M

ansbridge, “‘D
eliberative D

em
ocracy ’ or ‘D

em
ocratic D

eliberation ’? ” in S. W
. Rosenberg

（ed.

）, Can the People G
overn? 

D
eliberation, Participation and D

em
ocracy, Palgrave M

acm
illan, 2007.

（
71
）
こ
の
場
合
の
「
価
値
の
権
威
的
配
分
」
の
対
象
に
は
、
物
質
的
利
益
だ
け
で
は
な
く
、「
非
公
式
の
規
範
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。M

ansbridge, 
“‘D

eliberative D
em

ocracy ’ or ‘D
em

ocratic D
eliberation ’? ” p. 266.

（
72
）M

ansbridge, “‘D
eliberative D

em
ocracy ’ or ‘D

em
ocratic D

eliberation ’? ” p. 267.

な
お
、「
オ
プ
ラ
・
ウ
ィ
ン
フ
リ
ー
・
シ
ョ
ー
」
と
は
、

ア
メ
リ
カ
で
放
映
さ
れ
て
い
た
人
気
ト
ー
ク
番
組
の
番
組
名
で
あ
る
。 

（
73
）
二
〇
一
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
が
筆
頭
執
筆
者
の
論
文
で
は
、
恐
ら
く
は
二
〇
〇
七
年
論
文
に
お
け
る
「
社
会
的
権
威
」
に
つ
い
て

の
議
論
を
発
展
さ
せ
る
形
で
、「
社
会
的
決
定
（societal decisions

）」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
観
察
者
が
そ
こ
で
決
定
が
行
わ
れ

た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
明
確
な
時
点
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」。
し
か
し
、「
非
公
式
の
議
論
」
が
社
会
に
お
け
る
規
範
や
実
践
の
あ
り

方
を
変
化
さ
せ
、
そ
の
よ
う
な
変
化
に
つ
い
て
賛
否
両
論
を
巻
き
起
こ
す
よ
う
な
場
合
に
は
、
多
く
の
人
々
が
「
決
定
」
を
行
っ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
る
。「
社
会
的
決
定
」
は
、「
緩
や
か
な
社
会
的
意
味
に
お
い
て
」
で
あ
る
と
は
い
え
、「
拘
束
的
」
で
も
あ
る
。M

ansbridge et al., “A
 

System
ic A

pproach to D
eliberative D

em
ocracy, ” pp. 8-9. 

こ
の
議
論
は
、「
集
合
的
決
定
」
を
国
家
以
外
の
場
所
で
も
行
わ
れ
る
も
の
と
し
て
理

解
し
よ
う
と
す
る
─
─
そ
の
意
味
で
「
分
業
」
を
乗
り
越
え
る
─
─
試
み
と
し
て
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、そ
の
単
位
と
し
て
は
、や
は
り
マ
ク
ロ
な
「
社

会
」
全
体
の
次
元
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
74
）
ド
ラ
イ
ゼ
ク
の
関
心
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
非
自
由
民
主
主
義
的
な
諸
国
の
国
内
レ
ベ
ル
の
熟
議
シ
ス
テ
ム
よ
り
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
熟
議
シ

ス
テ
ム
の
方
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
者
に
関
し
て
、
た
と
え
ば
、J. S. D

ryzek, “Global D
em

ocratization: Soup, Society, or System
? ” 

E
thics &

 International A
ffairs, V

ol. 25, N
o. 2

（2011

） 

を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
に
つ
い
て
、「
民
主
主
義
の
赤
字
」
で
は
な
く
「
民
主
主
義

の
多
様
化
」
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
問
題
提
起
す
る
、小
川
有
美
「
Ｅ
Ｕ
が
変
え
る
政
治
空
間
─
─
『
民
主
主
義
の
赤
字
』
か
『
民
主
主
義
の
多
様
化
』
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か
」
田
村
哲
樹
・
堀
江
孝
司
編
『
模
索
す
る
政
治
─
─
代
表
制
民
主
主
義
と
福
祉
国
家
の
ゆ
く
え
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
一
年
、
も
参
照
の
こ
と
。

〈
付
記
〉
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）。
研
究
課
題
番
号
：
二
四
五
三
〇
一
三
二
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。



一　

問
題
提
起

ル
ソ
ー
（Jean-Jacques R

ousseau

）
の
『
社
会
契
約
論
』
で（

１
）も

っ
と
も
中
心
的
な
概
念
は
社
会
契
約
説
と
一
般
意
志
と
い
え
る
。
お
よ
そ

学
者
た
ち
は
社
会
契
約
説
と
一
般
意
志
に
関
す
る
か
つ
て
の
思
想
家
の
論
議
と
関
連
づ
け
て
解
す
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
遠
く
は
プ
ラ
ト

ン
（Plato

）、
パ
ウ
ロ
（Paul

）、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
（A

urelius A
ugustinus

）、
近
く
は
ホ
ッ
ブ
ス
（T

hom
as H

obbes

）、
パ
ス
カ
ル
（Blaise 

Pascal

）、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
（N

icolas M
alebranche

）、
ロ
ッ
ク
（John Locke

）、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
（M

ontesquieu

）、
デ
ィ
ド
ロ
（D

enis 

D
iderot

）
な
ど
と
関
連
づ
け
る（

２
）。

内
容
に
お
い
て
は
一
般
意
志
を
神
の
意
志
と
関
連
づ
け
て
理
解
し
た
り（

３
）、

共
通
精
神
（com

m
on m

ind

）
と

し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ラ
ト
ン
の
形
而
上
学
を
基
盤
と
し
て
理
解
す
る
傾
向
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
い
う

評
価
も
あ
る（

４
）。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（D

avid L. W
illiam

s

）
に
よ
る
と
、
ル
ソ
ー
の
一
般
意
志
を
理
解
す
る
傾
向
に
は
二
つ
の
立
場
が
あ
る
。
正
義
そ
の
も
の

自
体
と
同
意
に
基
礎
し
た
一
般
意
志
の
中
で
ど
れ
に
優
先
性
を
お
く
の
か
に
よ
っ
て
、
第
一
に
、
支
配
的
立
場
と
し
て
、
同
意
に
基
づ
い
た

一
般
意
志
は
、「
よ
く
討
論
さ
れ
た
一
般
意
志
（the w

ell-discussed notion of the general w
ill

）」
と
し
て
、
自
然
法
や
超
越
的
観
念
に
対
す

る
合
意
に
よ
る
代
替
物
（conventional substitute

）
と
し
て
理
解
す
る
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
立
場
で
は
ル
ソ
ー
の
一
般
意
志
は
ホ
ッ
ブ
ス
の

一
般
意
志
の
道
徳
性
─
─
ル
ソ
ー
の
「
定
言
命
法
」

● 

─
─
呉　

守
雄
（
訳
：
李　

承
宰
）
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思
想
の
再
現
、
ま
た
は
自
然
法
の
代
替
物（

５
）と

し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
一
般
意
志
と
正
義
を
連
携
さ
せ
て
理
解
す
る
傾
向
で
、
比
較
的
に
少
な
い
ほ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
ル
ソ
ー
の
独
創
性
を

強
調
す
る
立
場
に
近
づ
く（

６
）。

ル
ソ
ー
の
一
般
意
志
の
も
つ
独
創
性
は
二
つ
の
側
面
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
ル
ソ
ー
の
思
想

に
し
め
る
一
般
意
志
の
重
要
性
で
、
も
う
一
つ
は
ル
ソ
ー
の
一
般
意
志
の
概
念
自
体
が
も
つ
独
創
性
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ル
ソ
ー
の

政
治
思
想
に
お
い
て
一
般
意
志
が
も
つ
重
要
性
に
関
し
て
学
者
の
間
で
は
異
見
が
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
特
に
、「
一
般
意
志
の
概
念
は
彼

が
言
お
う
と
す
る
全
て
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
は
最
も
本
質
的
な
個
人
の
道
徳
的
能
力
を
公
共
的
参
加
経
験
の
領
域
と
し
て
置
き
換
え
て
い

る
か
ら
で
あ
る（

７
）」

と
い
う
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
シ
ュ
ク
ラ
ー
（Judith Shklar

）
の
主
張
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

他
方
、
本
稿
が
意
図
し
て
い
る
よ
う
に
、
ル
ソ
ー
の
一
般
意
志
の
概
念
が
も
つ
差
別
性
を
強
調
す
る
こ
と
は
解
釈
上
の
論
争
を
呼
び
起
こ
し

え
る
。

一
般
意
志
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、ル
ソ
ー
の
思
想
全
般
に
関
す
る
評
価
も
多
様
で
論
争
の
種
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
権
宣
言
に
も
っ

と
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
思
想
家
で
あ
り
、
近
代
の
人
民
主
権
と
自
由
民
主
主
義
に
思
想
的
な
土
台
を
築
い
た
思
想
家
と
い
う
評
価
が
あ

る
一
方（

８
）、

ル
ソ
ー
の
政
治
思
想
は
、
未
解
決
の
矛
盾
と
全
体
主
義
へ
の
親
和
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
主
張
も
相
変
わ
ら
ず
提
起
さ
れ
て
い

る（
９
）。人

間
の
本
性
に（

（（
（

内
在
し
た
矛
盾
は
、
自
己
愛
と
、
社
会
状
態
で
他
人
と
の
交
流
が
深
化
す
る
こ
と
に
つ
れ
て
自
己
愛
か
ら
現
れ
る
「
自
身

が
選
り
好
ま
れ
る
こ
と
を
望
む
」「
自
身
の
優
越
さ
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
」
心
で
あ
る
自
己
偏
愛
（am

our propre

）、
同
情
の
肯
定
的
ま
た

は
否
定
的
発
現
、
そ
し
て
正
し
い
理
性
と
誤
っ
た
理
性
の
間
で
構
成
さ
れ
う
る
相
互
結
合
に
よ
っ
て
発
生
す
る
。
つ
ま
り
、
社
会
状
態
で
全

て
の
人
間
は
、
自
己
愛
─
─
同
情
の
肯
定
的
発
現
─
─
正
し
い
理
性
（E

m
ile

型
：
Ｅ
型
の
人
間
）
と
、
自
己
偏
愛
─
─
同
情
の
否
定
的
発
現

─
─
誤
っ
た
理
性
（B

ourgeois

型
：
Ｂ
型
の
人
間（

（（
（

）
の
相
反
し
た
結
合
の
間
で
葛
藤
し
、
同
時
に
社
会
の
中
で
自
身
の
利
益
と
他
人
の
利
益
の

間
で
、
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
か
、
或
は
両
者
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
葛
藤
的
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
受
け
入
れ
る
と
、
そ
し
て
実
際
に
『
社
会
契
約
論
』
で
ル
ソ
ー
が
想
定
し
て
い
る
対
象
と
し
て
、「
あ
り
の
ま
ま
の
」

（Social C
ontract, 46

）
人
間
を
Ｅ
型
人
間
で
は
な
く
、
Ｂ
型
人
間
と
み
な
す
際（

（（
（

、
一
般
意
志
の
絶
対
性
と
道
徳
性
は（

（（
（

疑
わ
れ
る
こ
と
が
寧
ろ
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当
然
の
よ
う
に
み
え
る
。
仮
に
一
般
意
志
の
発
見
が
可
能
で
、
絶
対
性
と
道
徳
性
が
疑
わ
れ
な
い
と
し
て
も
、
果
た
し
て
Ｂ
型
人
間
が
一
般

意
志
に
従
お
う
と
す
る
自
発
的
な
義
務
を
持
つ
こ
と
が
可
能
な
の
か
、
そ
う
で
は
な
い
場
合
、
Ｂ
型
人
間
に
対
し
て
一
般
意
志
に
服
従
す
る

よ
う
に
国
家
が
強
制
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
正
当
な
の
か
に
関
す
る
懸
念
は
解
消
さ
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
ル
ソ
ー
が
分
析
し
た
人
間
の
本
性
と
そ
の
社
会
的
様
態
の
葛
藤
的
状
況
は
、
一
般
意
志
と
は
何
か
、
果
た
し
て
あ
る
の
か
、

ど
う
や
っ
て
そ
れ
が
わ
か
る
の
か
、
一
般
意
志
に
よ
る
支
配
が
果
た
し
て
民
主
主
義
と
両
立
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
懐
疑
的
な
立

場
の
強
固
な
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
既
存
の
研
究
で
表
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
ま
た
は
観
点
か
ら
起
因
す
る
限
界
か

も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
多
く
の
研
究
者
は
ル
ソ
ー
の
『
社
会
契
約
論
』
と
一
般
意
志
を
主
に
政
治
的
観
点（

（（
（

か
ら
分
析
を
行
っ
た
が
、

他
の
観
点
、
特
に
、
道
徳
の
観
点（

（（
（

と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
政
治
思
想
の
研
究
対
象
は
「
政

治
的
な
も
の
」
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
研
究
者
の
自
己
規
制
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
自
己
規
制
は
現
在
の
よ
う
に
分
化
さ
れ
た
学

問
体
系
に
お
い
て
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
社
会
は
人
間
を
通
し
て
研
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
人
間
は
社
会
を
通
し
て

研
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
政
治
学
と
道
徳
（politique et la m

orale

）
を
分
け
て
研
究
す
る
こ
と
を
望
む
人
は
、
両
者
の
い
ず
れ
も
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
」（E

m
ile, 235-236

）
と
い
う
ル
ソ
ー
の
断
言
を
真
剣
に
考
慮
す
る
と
、
彼
の
一
般
意
志
を
よ
り
適
切
に
理
解
す
る
た
め

に
は
道
徳
の
観
点
か
ら
解
釈
を
試
み
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

ル
ソ
ー
に
よ
る
と
、
人
間
関
係
は
基
本
的
に
理
性
と
感
覚
を
通
し
て
外
部
対
象
（
人
、
モ
ノ
）
に
対
し
て
形
成
し
た
観
念
と
感
情
の
交
流

─
─
言
葉
に
せ
よ
行
為
に
せ
よ
─
─
に
よ
っ
て
生
成
、変
化
、消
滅
す
る
と
い
う
。
観
念
と
感
情
の
交
流
は
人
間
の
魂
の
中
に
道
徳
（m

oeurs

）

を
形
成
し
、
こ
れ
が
外
的
に
現
れ
る
方
式
を
礼
節
（m

aniéres
）、
そ
の
方
式
が
個
人
的
な
レ
ベ
ル
で
繰
り
返
し
て
現
れ
る
も
の
を
習
慣

（habitude

）、
あ
る
特
定
の
個
人
、
ま
た
は
集
団
の
特
定
な
習
慣
が
よ
り
広
く
、
多
く
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
社
会
的
レ
ベ
ル
で
繰
り
返

し
・
再
生
さ
れ
る
一
般
性
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
を
慣
行
（usages
）、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
慣
行
が
長
い
間
守
ら
れ
る
際
、
そ
れ

を
慣
習
（coutum

e

）
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る（

（（
（

。 

こ
の
よ
う
に
観
念
と
感
情
は
、
習
慣
、
礼
節
、
慣
行
、
慣
習
を
含
む
道
徳
規
範
（m

orale

）
の
本
質
を
成
し
、
ま
さ
に
そ
の
観
念
と
感
情

の
妥
当
性
お
よ
び
善
悪
に
よ
っ
て
社
会
秩
序
の
正
当
さ
と
善
良
さ
が
決
定
さ
れ
る
。
魂
に
形
成
さ
れ
る
観
念
と
感
情
を
本
質
と
す
る
点
に
お
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い
て
道
徳
は
魂
の
性
格
を
表
す
。
人
間
は
、
道
徳
的
交
流
に
よ
っ
て
一
定
な
関
係
を
形
成
し
、
ま
た
、
そ
の
関
係
の
性
格
と
特
徴
を
付
け
る

と
い
う
点
に
お
い
て
道
徳
的
存
在
（étre m

oral

）
で
あ
り
、
人
間
関
係
は
基
本
的
に
道
徳
関
係
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
人
間
と
そ

の
関
係
に
付
与
さ
れ
る
道
徳
性
（m

oralité

）
と
は
、
道
徳
（m

oeurs

）
が
盛
り
込
む
観
念
と
感
情
に
お
け
る
正
義
と
善
（righteousness

と

goodness

）
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
あ
る
種
の
性
格
ま
た
は
精
神
性
（spiritualité

）
を
意
味
す
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
け

る
道
徳
の
観
点
と
は
、
観
念
と
感
情
が
如
何
に
形
成
さ
れ
る
の
か
に
よ
っ
て
人
間
関
係
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
に
お
け
る
す
べ
て
の
関

係
の
正
義
と
善
と
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
観
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
道
徳
の
観
点
か
ら
、
本
研
究
は
ル
ソ
ー
の
著
作
、
特
に
、『
社
会
契
約
論
』
と
『
エ
ミ
ー
ル
』
に
お
け
る
一
般
意
志
の
内
容

を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
第
一
に
、
意
志
と
は
何
か
、
第
二
に
、
普
遍
意
志
と
は
何
か
、
第
三
に
、
一
般

意
志
と
は
何
か
、
第
四
に
、
普
遍
意
志
と
一
般
意
志
は
ど
の
よ
う
に
確
定
さ
れ
る
の
か
と
い
う
四
つ
の
問
題
を
中
心
に
議
論
を
展
開
す
る
。

そ
の
過
程
の
中
で
、
本
稿
は
「
正
義
」
ま
た
は
「
同
意
」
に
焦
点
を
当
て
る
立
場
が
正
し
い
と
か
、
ル
ソ
ー
の
一
般
意
志
は
神
の
意
志
ま

た
は
一
般
精
神
や
プ
ラ
ト
ン
の
形
而
上
学
の
観
点
か
ら
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
図
し
な
い
。
寧
ろ
、
ル
ソ
ー
の
一
般
意
志
の

概
念
に
対
す
る
や
や
大
胆
な
解
釈
を
試
み
、
新
し
い
解
釈
を
提
示
す
る
。
大
胆
な
解
釈
は
既
存
の
多
く
の
研
究
者
か
ら
批
判
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
し
、
そ
の
た
め
、
大
き
な
負
担
に
な
る
の
も
事
実
で
あ
る
が
、
仮
に
ル
ソ
ー
研
究
者
に
と
っ
て
考
慮
す
る
価
値
の
あ
る
新
し
い
解
釈
が
提

供
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
成
功
に
せ
よ
失
敗
に
せ
よ
、
こ
の
研
究
の
目
的
は
十
分
達
成
で
き
た
と
い
え
る
。

二　

意
志
と
人
間
の
本
性

ル
ソ
ー
は
、
人
間
の
本
性
に
自
己
愛
、
同
情
、
理
性
だ
け
を
明
示
し
て
い
る
が
、
想
像
力
、
悟
性
、
完
全
可
能
性
な
ど
の
よ
う
な
能
力
も

ま
た
人
間
の
本
性
に
潜
在
し
て
い
る
と
み
な
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
果
た
し
て
意
志
と
は
何
か
、
人
間
の
本
性
に
お
い
て
ど
う
位
置
づ
け
ら

れ
る
の
か
、
ま
た
他
の
能
力
と
ど
う
い
う
関
係
な
の
か
。

意
志
に
関
す
る
最
初
の
言
及
は
ル
ソ
ー
が
『
学
問
芸
術
論
』
で
「
誤
謬
は
無
限
な
組
み
合
わ
せ
を
も
つ
が
、
真
理
は
ひ
た
す
ら
一
つ
の
存
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在
様
式
を
も
つ
。
果
た
し
て
誰
が
そ
れ
を
真
剣
に
追
求
す
る
の
か
。
更
に
、
最
善
の
意
志
（la m
eilleure volonté, P3. 18

）
を
持
っ
て
い
る
と

は
い
え
、
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
真
理
を
認
識
し
て
い
る
と
確
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」（First D

iscourse, 15

）
と
い
い
、
当
時

ま
で
の
学
問
研
究
を
批
判
す
る
部
分
か
ら
見
出
せ
る
。
し
か
し
、
深
化
し
た
論
議
は
『
人
間
不
平
等
起
源
論
』
で
人
間
と
動
物
を
区
別
す
る

際
に
初
め
て
試
み
ら
れ
る
。
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
す
べ
て
の
人
間
と
動
物
が
感
覚
と
理
性
を
持
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
ル
ソ
ー
は
、
両
者

に
お
い
て
最
も
重
要
な
違
い
を
自
由
の
有
無
か
ら
見
出
す
。
彼
に
よ
る
と
、
動
物
は
自
然
に
順
応
す
る
存
在
で
あ
る
反
面
、
人
間
は
「
順
応

す
る
の
で
は
な
く
、
自
然
の
動
き
に
協
力
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
方
で
本
能
（instinct, P3. 141

）
に
よ
っ
て
、
他
方
で
は
自
由
行
為

に
よ
っ
て
選
択
し
た
り
拒
否
し
た
り
す
る
」（choisit ou rejette, P3. 141

）
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。 

人
間
は
、
選
択
し
た
り
拒
否
し
た
り
す
る
自
由
な
行
為
を
通
し
て
、
自
然
の
動
き
に
逆
ら
う
あ
ま
り
し
か
る
べ
き
限
度
を
こ
え
た
状
態

に
陥
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
精
神
（l ’E

sprit

）
が
感
覚
を
変
質
さ
せ
、
自
然
が
沈
黙
す
る
際
に
も
意
志
（volonté

）
が
持
続
的
に
作

動
」
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ル
ソ
ー
は
人
間
の
「
魂
の
精
神
性
（spiritualité

）
は
主
に
こ
の
自
由
に
対
す
る
意
識
（la 

conscience de cette liberté, P3. 142

）
の
中
で
現
れ
る
」
と
み
な
す
。
つ
ま
り
、
選
択
し
た
り
拒
否
す
る
自
由
に
対
す
る
意
識
、
正
に
「
こ

の
力
に
対
す
る
感
情
か
ら
」（le sentim

ent de cette puissance, P3. 142

）
純
粋
な
精
神
的
作
動
が
見
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（Second 

D
iscourse, 148

）。

こ
こ
で
人
間
が
自
然
の
動
き
に
協
力
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
、
本
能
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
人
間
の
霊
魂
に
お
い
て
最
初

の
単
純
な
作
動
は
理
性
が
あ
る
以
前
に
二
つ
の
原
理
に
よ
る
（Second D

iscourse, 132

）
と
い
う
ル
ソ
ー
の
言
葉
を
考
慮
す
る
と
、
二
つ
の
原

理
に
該
当
す
る
自
身
の
安
寧
と
保
全
に
対
す
る
熱
烈
な
関
心
と
同
情
を
本
能
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
二
つ
に
よ
り
、
生
命
の
保
全

の
た
め
の
自
然
的
必
要
（
食
べ
物
、
休
憩
、
性
欲
）
を
選
択
し
た
り
、
拒
否
し
た
り
す
る
意
思
が
働
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
本
能
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
意
志
は
動
物
で
も
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、「
精
神
が
感
覚
を
変
質
さ
せ
て
」
こ
の
よ

う
な
本
能
が
沈
黙
す
る
際
に
も
持
続
的
に
作
動
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
の
も
つ
意
志
は
本
能
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
。
人
間
の
霊
魂
が
本
能
だ
け
に
よ
っ
て
作
動
す
れ
ば
、
人
間
は
動
物
と
違
う
と
こ
ろ
が
な
く
、
自
然
（nature

）
に
逆
ら
う
こ
と
が
で

き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
動
物
の
本
能
は
そ
の
本
性
（nature

）
と
同
一
で
あ
り
、
行
為
も
ま
た
本
性
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
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い
反
面
、
人
間
の
本
能
は
そ
の
本
性
の
一
部
を
構
成
し
、
他
の
能
力
を
通
し
て
本
能
か
ら
離
れ
る
行
為
が
で
き
る
可
能
性
を
持
つ
。 

人
間
本
性
の
能
力
と
意
志
の
関
係
に
対
す
る
ル
ソ
ー
の
説
明
は
次
の
引
用
文
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

感
覚
を
持
っ
て
生
ま
れ
、出
生
か
ら
我
々
を
め
ぐ
る
物
事
に
よ
っ
て
多
様
な
方
式
で
影
響
さ
れ
る
。
我
々
は
感
覚
知
覚
に
対
す
る
意
識（la 

conscience de nos sensations

）
を
持
つ
や
否
や
そ
の
意
識
を
生
じ
さ
せ
る
物
事
を
、
最
初
は
そ
れ
が
我
々
に
快
楽
を
与
え
る
の
か
否
か

（agréables ou déplaisantes

）
に
よ
り
、
そ
こ
で
我
々
と
そ
の
物
事
の
間
で
見
出
さ
れ
る
適
合
性
（convenance

）
に
よ
り
、
そ
し
て
最
後

に
は
理
性
が
も
た
ら
す
幸
福
ま
た
は
完
全
さ
（de bonheur ou de perfection

）
の
観
念
に
基
づ
い
て
下
し
た
判
断
に
よ
っ
て
、
追
求
し

た
り
避
け
た
り
（à rechercher ou à fuir

）
す
る
。
こ
の
よ
う
な
性
向
は
、
我
々
が
感
覚
を
よ
り
巧
み
に
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
啓

蒙
さ
れ
る
に
つ
れ
、
拡
張
か
つ
強
化
さ
れ
る
が
、
我
々
の
習
慣
（par nos l ’habitudes

）
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
、
我
々
の
意
見
（par nos 

opinions, P4. 248

）
に
よ
っ
て
変
質
す
る
（E
m

ile, 39

）。

即
ち
、
感
覚
は
楽
し
み
と
適
合
性
の
感
情
を
通
し
て
本
能
と
意
志
を
媒
介
し
、
ま
た
理
性
は
幸
福
ま
た
は
完
全
性
に
対
す
る
観
念
を
通
し
て

意
志
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
間
の
本
性
に
本
能
以
外
に
、
こ
の
よ
う
な
判
断
を
可
能
に
す
る
感

情
と
理
性
に
よ
っ
て
啓
蒙
さ
れ
た
あ
る
種
の
「
精
神
」
が
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
社
会
の
状
態
で
習
得
し
た
習
慣
と

意
見
が
意
志
の
作
動
を
変
質
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
習
慣
が
外
部
の
対
象
に
対
し
て
反
復
的
に
現
れ
る
行
動
様
式
で
あ
り
、

意
見
を
外
部
の
対
象
に
対
し
て
形
成
し
た
観
念
と
感
情
の
複
合
体
で
あ
り
、
言
語
を
媒
介
に
交
流
し
た
結
果
ま
た
は
過
程
の
中
に
あ
る
も
の

と
す
れ
ば
、
習
慣
と
意
見
は
精
神
に
形
成
さ
れ
た
観
念
と
感
情
が
外
部
に
現
れ
た
も
の
で
、
意
志
の
作
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う

こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
意
志
は
選
択
し
た
り
、
拒
否
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
由
、
つ
ま
り
力
を
派
生
さ
せ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る

conscience

は
感
情
で
あ
り
、
純
粋
な
精
神
的
作
動
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
意
志
は
人
間
本
性
に
与
え
ら
れ
た
一
つ
の
能
力
と
し

て
、
感
覚
の
媒
介
と
し
て
本
能
か
ら
起
因
し
て
作
動
さ
れ
る
が
、
理
性
を
媒
介
に
し
て
作
動
さ
れ
る
精
神
活
動
の
一
つ
で
あ
る
と
み
な
せ
る
。
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よ
り
具
体
的
に
い
う
と
、
意
志
は
快
楽
お
よ
び
適
合
性
に
対
す
るconscience

に
よ
り
、
そ
し
て
幸
福
と
完
璧
に
対
す
る
理
性
に
よ
る
判
断

に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
つ
つ
も
、
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
判
断
の
正
し
さ
と
良
さ
の
可
否
に
関
係
な
く
作
動
す
る
独
立
的
精
神
活
動
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
で
意
志
が
正
し
さ
と
良
さ
の
観
念
と
感
情
に
従
う
か
否
か
は
、
習
慣
と
意
志
を
ど
う
形
成
す
る
の
か
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

人
間
が
動
物
に
な
る
か
、
も
し
く
は
神
の
よ
う
な
よ
り
完
全
な
存
在
に
な
る
か
を
決
定
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。 

三　

自
然
状
態
と
普
遍
意
志
─
─
超
越
的
知
性
と
定
言
命
法
Ａ

デ
カ
ル
ト
と
異
な
っ
て
ル
ソ
ー
は
、「
私
は
存
在
す
る
、
そ
し
て
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
る
感
覚
を
持
っ
て
い
る
」
が
故
に
基
本
的
に
人
間
を

感
覚
的
か
つ
受
動
的
存
在
と
し
て
み
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
理
性
が
次
第
に
発
達
し
た
際
、
能
動
的
か
つ
知
的
存
在
に
な
る
こ
と
も
ま
た

認
め
て
い
る
（E

m
ile, 272

）。
ル
ソ
ー
は
こ
の
よ
う
な
前
提
を
自
分
に
移
入
し
な
が
ら
宇
宙
に
対
す
る
考
察
を
試
み
る
。
彼
に
よ
る
と
、
宇

宙
は
物
質
（m

atiére

）
で
満
ち
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
物
質
が
個
別
的
な
存
在
の
中
で
結
合
さ
れ
た
の
が
物
体
（des corps, P4. 571

）
で
あ
る

（E
m

ile, 270

）。
全
て
の
物
体
に
お
い
て
運
動
は
転
移
的
（com

m
uniqué

）
運
動
と
自
意
ま
た
は
自
発
的
運
動
と
い
う
二
つ
の
運
動
が
あ
る
。

前
者
の
原
因
は
外
部
に
あ
る
が
、後
者
の
原
因
は
内
部
に
あ
る
。
し
か
し
、こ
の
全
て
の
運
動
の
根
本
的
原
因
は
、他
で
は
な
い
意
志
で
あ
る
。

ル
ソ
ー
は
「
自
分
が
腕
を
動
か
し
た
い
と
き
に
動
か
す
の
は
、
自
分
の
意
志
以
外
に
他
の
直
接
的
原
因
を
持
た
な
い
…
…
仮
に
人
々
の
行

動
や
地
球
上
の
全
て
の
も
の
に
自
意
性
が
な
け
れ
ば
、
全
て
の
運
動
の
最
初
の
原
因
」（E

m
ile, 272

）
を
想
像
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
あ

る
と
い
う
。
更
に
、
彼
は
「
相
互
間
で
作
動
さ
れ
る
自
然
の
力
の
作
用
と
反
作
用
を
結
果
か
ら
結
果
を
通
し
て
観
察
す
る
ほ
ど
、
最
初
の
原

因
と
し
て
、
常
に
あ
る
意
志
へ
戻
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
…
…
私
は
そ
の
た
め
、
意
志
が
宇
宙
を
動
か
し
、
自
然
に
生
命
を
与
え
る
と

信
じ
」（Je crois donc qu

’une volonté m
eut l ’univers et anim

e la nature, P4. 576

）（E
m

ile, 273

）、「
故
に
私
は
世
界
は
一
つ
の
強
力
で
賢

明
な
意
志
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
る
」（E

m
ile, 276

）
と
し
、
宇
宙
の
全
て
の
存
在
の
原
因
と
し
て
唯
一
の
普
遍
意
志（

（（
（

が
あ
る

と
い
う
主
張
を
披
瀝
す
る
。

ル
ソ
ー
に
お
い
て
普
遍
意
志
は
全
て
の
物
体
と
そ
の
関
係
に
あ
る
秩
序
を
与
え
、
そ
の
秩
序
は
全
体
の
調
和
と
の
一
致
を
志
向
す
る
も
の
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と
し
て
み
な
さ
れ
る
（E

m
ile, 276

）。
そ
の
た
め
、
彼
に
と
っ
て
「
自
然
の
光
景
は
私
に
ひ
た
す
ら
調
和
と
比
例
均
衡
の
み
を
見
せ
る
」（L

e 

tableau de la nature ne m
’offroit qu

’harm
onie et proportions, P4. 583

）（E
m

ile, 278

）
も
の
と
し
て
み
な
さ
れ（

（（
（

、
自
然
を
混
同
と
無
秩
序
を

見
せ
る
人
類
の
典
型
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
普
遍
意
志
が
宇
宙
に
与
え
た
秩
序
と
し
て
調
和
と
比
例
均
衡
と
い
う
も
の
は
ど
う
わ
か
る
の
か
。
ル
ソ
ー
に
よ
る
と
、

世
界
に
あ
る
「
秩
序
が
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
世
界
の
部
分
を
比
較
し
、
そ
の
関
係
を
研
究
し
、
そ
の
調
和
を
探
っ
て
み
る
こ
と
だ
け
で

十
分
で
あ
る
」（E

m
ile, 275

）。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
は
「
仮
に
動
く
物
質
が
私
に
意
志
を
見
せ
る
と
す
る
と
、
あ
る
法
則
に
よ
っ
て
動
い
た
物

質
は
私
に
知
性
（intelligence, P4. 578

）
を
見
せ
た
の
」（E

m
ile, 275

）
で
あ
り
、「
同
じ
体
系
に
よ
っ
て
秩
序
が
付
与
さ
れ
な
い
、
そ
し
て

同
じ
目
的
つ
ま
り
、
そ
の
成
り
立
っ
た
秩
序
の
中
で
全
体
の
保
全
に
寄
与
し
な
い
も
の
は
な
い
」（E

m
ile, 277

）
と
信
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

自
然
に
生
命
を
付
与
し
た
普
遍
意
志
は
ま
た
、
人
間
本
性
の
原
因
で
あ
る
た
め
、
感
覚
は
そ
の
原
因
で
あ
る
普
遍
意
志
を
感
じ
、
そ
れ
に

対
す
る
感
情
は
正
にconscience

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ル
ソ
ー
は
「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
特
集
な
目
的
、
手
段
、
秩
序
の
あ
る
関
係
を
比
較

し
て
み
よ
う
。
そ
し
て
我
々
の
内
面
の
感
情
に
耳
を
澄
ま
そ
う
（
以
下
：
定
言
命
法
Ａ
）。
如
何
な
る
健
康
な
精
神
が
そ
の
証
拠
を
背
く
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
知
覚
さ
れ
得
る
秩
序
が
超
越
的
な
知
性
（suprêm

e intelligence, P4. 579

）
を
先
入
見
の
な
い
視
線
に
明
ら
か
に
現
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」（E

m
ile, 275

）
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ル
ソ
ー
は
調
和
と
比
例
均
衡
を
表
す
超
越
的
な
知
性
を
知
る
の
に
そ
れ
を
感
じ
るconscience

の
み
な
ら
ず
、
理
性
か
ら
の
助

け
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。「
人
間
の
悟
性
は
情
念
か
ら
の
助
け
を
受
け
て
お
り
、
情
念
も
悟
性
か
ら
多
大
な
助
け
を
受
け
て

い
る
。
我
々
の
理
性
は
、
こ
の
両
者
の
活
動
に
よ
っ
て
完
成
」（Second D

iscourse, 149

）
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
普
遍
意
志
に
対
す
る

理
解
（
悟
性
）
を
完
全
に
す
る
た
め
に
は
他
の
能
力
か
ら
の
助
け
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
ル
ソ
ー
は
「
私
は
自
分
の
意
志
に
対
す
る

感
情
に
よ
っ
て
意
志
を
知
り
、
悟
性
も
同
一
で
あ
る
。
如
何
な
る
原
因
が
私
の
意
志
を
決
定
す
る
の
か
と
聞
か
れ
た
ら
、
私
は
如
何
な
る
原

因
が
私
の
判
断
を
決
定
す
る
の
か
と
問
い
返
す
。
こ
の
二
つ
の
原
因
は
単
に
一
つ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
仮
に
誰
か
が
、
人
間
が
そ
の
判
断
力
に
お
い
て
能
動
的
と
理
解
す
れ
ば
、
そ
し
て
そ
の
悟
性
と
は
比
較
し
判
断
す
る
力
そ
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
理
解
す
れ
ば
、
そ
の
人
は
そ
の
自
由
と
は
た
だ
一
つ
の
同
様
の
力
、
ま
た
は
、
判
断
力
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解
る
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の
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
人
は
自
分
が
正
し
い
こ
と
を
判
断
す
る
際
、
善
を
選
択
し
、
間
違
っ
た
こ
と
を
判
断
す
る
と
、
悪
を
選
択
す
る
。
…
…

あ
ら
ゆ
る
行
為
の
原
則
は
自
由
な
存
在
の
意
志
の
中
に
あ
る
」（E

m
ile, 280

）
と
い
う
。
要
す
る
に
、
自
由
を
派
生
さ
せ
る
意
志
と
判
断
の

共
通
し
た
原
因
は
正
に
超
越
的
な
知
性
で
あ
り
、
そ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
は
ま
ずconscience

に
よ
る
が
、
理
性
と
悟
性
の
相
互
作
用
を
通

し
て
よ
り
完
全
な
も
の
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。

理
性
よ
り
は
感
覚
に
依
存
す
る
自
然
状
態
の
自
然
人
は
、
超
越
的
な
知
性
が
見
せ
る
全
体
の
調
和
と
比
例
均
衡
を
感
覚
を
通
し
て
感
じ
得

る
た
め
、こ
れ
ら
が
形
成
し
た
楽
し
み
と
適
合
性
に
対
す
るconscience

は
常
に
普
遍
意
志
に
符
合
す
る
と
み
な
せ
る
。
人
間
は
五
感
に
よ
っ

て
頭
脳
（le cerveau

）
の
中
に
形
成
さ
れ
る
共
通
感
覚
（sens com
m

un, P4. 417

）
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
共
通
感
覚
は
他
の
感
覚
と
比
べ

て
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
よ
り
共
通
的
で
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
の
見
か
け
を
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
に
物
事
の
本
性
を
教
え
る
か
ら
で
あ

る（
（（
（

。
し
た
が
っ
て
仮
に
、自
然
状
態
の
自
然
人
が
五
感
と
五
感
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
共
通
感
覚
、つ
ま
り
、内
的
な
感
覚
知
覚
（
ま
た
は
観
念
）

に
従
う
と
、
そ
し
て
一
人
で
独
立
し
て
暮
ら
し
て
い
る
自
然
人
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
、
群
集
を
成
し
て
暮
ら
し
て
い
る
自
然
人
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
相
互
間
に
は
比
例
均
衡
と
調
和
を
見
せ
る
超
越
的
知
性
、
そ
れ
を
表
す
普
遍
意
志
に
対
す
るconscience

が
形
成
さ
れ
、

共
有
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
理
性
が
「
定
言
命
法
Ａ
」
に
従
う
こ
と
の
優
先
性
を
認
識
し
、
悟
性
と
共

に
相
互
作
用
す
れ
ば
、
普
遍
意
志
に
対
す
るconscience
は
超
越
的
知
性
に
よ
り
近
く
形
成
さ
れ
、
そ
の
共
有
の
可
能
性
は
よ
り
高
く
な
る

の
で
あ
ろ
う
。

四　

社
会
状
態
と
一
般
意
志
─
─
状
況
的
強
制
と
定
言
命
法
Ｂ

自
然
人
の
間
で
超
越
的
知
性
に
よ
り
近
いconscience

の
形
成
と
共
有
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
社
会
状
態
に
お
い
て
も
同
一
で
あ

る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
社
会
状
態
でconscience

は
理
性
の
誤
っ
た
使
用
に
よ
っ
て
、
逆
に
そ
の
声
を
失
う
場
合
も
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
ル
ソ
ー
が
社
会
状
態
に
入
る
青
年
期
、エ
ミ
ー
ル
に
「
私
は
正
義
と
善
（justice et bonté

）
が
単
に
抽
象
的
単
語
─
─
悟
性
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
純
粋
な
道
徳
的
存
在
（êtres m

oraux, P4. 522

）
─
─
だ
け
で
は
な
く
、
理
性
に
よ
っ
て
啓
蒙
さ
れ
た
真
の
魂
の
感
情
で
あ
る
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こ
と
を
見
せ
る
も
の
」（E

m
ile, 235

）
と
い
う
の
は
、「
有
り
の
ま
ま
」
の
人
々
が
作
り
出
し
た
社
会
状
態
に
は
、
既
に
理
性
が
感
覚
を
変
質

さ
せ
て
作
り
出
し
た
多
く
の
道
徳
的
か
つ
形
而
上
学
的
観
念
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
道
徳
秩
序
（l ’ordre m

oral, P4. 522

）
が
あ
り
、
そ

う
い
う
観
念
の
中
で
、
正
義
と
良
さ
に
対
す
る
正
し
い
観
念
（
理
性
の
み
な
ら
ず
、conscience

に
よ
っ
て
も
承
認
さ
れ
得
る
真
の
観
念
）
を
区
別

す
る
こ
と
が
と
て
も
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。

社
会
契
約
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
進
入
し
た
人
間
た
ち
が
Ｅ
型
で
は
な
く
、
Ｂ
型
の
人
間
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
が
正
し
さ
と
良
さ

に
対
す
る
正
し
い
観
念
を
形
成
し
て
区
別
で
き
る
と
は
み
な
し
が
た
い
。
論
理
的
に
考
え
て
み
る
際
、
仮
に
Ｅ
型
の
人
間
で
あ
れ
ば
、「
生

活
様
式
を
変
え
な
け
れ
ば
、
人
類
が
死
滅
す
る
状
況
」（Social C

ontract, 52

）
に
お
か
れ
る
状
況
を
も
た
ら
す
こ
と
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
「
有
り
の
ま
ま
の
」
Ｂ
型
の
人
間
の
場
合
が
正
に
「
精
神
が
感
覚
を
変
質
さ
せ
た
」
時
で
あ
り
、
社
会
で
習
得
し
た
習
慣
と
意

見
に
よ
っ
て
「
定
言
命
法
Ａ
」
が
変
質
さ
れ
た
時
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
、
人
間
の
本
性
と
社
会
的
実
現
様
態
す
べ
て
に
お
い
て
葛
藤
的
状

況
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
表
れ
る
。「
共
同
の
利
益
へ
の
自
然
的
感
情
と
、
全
て
を
私
に
関
係
付
け
る
理
性
の
間
で
、
絶
え
ず
葛
藤
し
な

が
ら
、
…
…
私
は
こ
の
持
続
的
反
転
─
─
悪
を
行
い
な
が
ら
善
を
愛
し
、
常
に
自
分
自
身
と
葛
藤
す
る
─
─
の
中
で
」（E

m
lie, 291

）
漂
流

す
る
生
に
お
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
ゆ
る
人
々
が
、
こ
の
よ
う
な
状
態
、
つ
ま
り
、「
理
性
が
そ
の
持
続
的
発
展

に
よ
っ
て
本
性
を
蚕
食
し
た
際
に
は
、
理
性
は
こ
の
よ
う
な
規
則
（
自
然
権
の
規
則
）
を
他
の
基
礎
の
上
に
改
め
て
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（Second D
iscourse, 132-133

）。
そ
し
て
そ
の
他
の
基
礎
と
い
う
の
は
、
正
に
社
会
契
約
と
い
う
人
為
的
協
約
で
あ
り
、
こ
れ
の
た
め
に
は
Ｂ

型
の
人
間
た
ち
が
自
分
に
理
性
を
正
し
く
使
う
こ
と
に
対
す
る
自
発
的
な
強
制
を
加
え
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
う
で
は
な
い
場
合
、
人

類
は
こ
れ
以
上
存
続
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
状
況
か
ら
逃
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

自
然
状
態
か
ら
社
会
状
態
へ
の
移
動
は
、
そ
の
行
為
に
お
い
て
本
能
を
正
義
に
代
替
し
、
以
前
に
不
足
し
て
い
た
そ
の
行
動
に
道
徳
を

与
え
、人
間
に
と
て
も
注
目
す
べ
き
変
化
を
も
た
ら
す
。
専
ら
こ
の
時
、義
務
の
声
が
肉
体
的
衝
動
を
代
替
し
、権
利
が
欲
求
を
代
替
し
、

よ
う
や
く
、
そ
れ
ま
で
自
分
だ
け
を
考
慮
し
て
い
た
人
間
は
他
の
原
則
に
基
礎
し
て
行
動
す
る
よ
う
に
、
そ
し
て
そ
の
性
向
に
注
意
を

払
う
前
に
、
先
に
自
分
の
理
性
と
議
論
す
る
よ
う
に
強
制
さ
れ
る
自
分
を
見
出
す
よ
う
に
な
る
（Social Contract, 56

）。
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要
す
る
に
、
自
然
権
の
規
則
を
他
の
基
礎
の
上
に
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、
人
類
の
死
滅
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
状
況
的
か
つ
自
発

的
強
制
を
認
識
し
た
人
間
た
ち
が
、
理
性
の
案
内
に
よ
っ
て
社
会
契
約
行
為
を
行
え
ば
、
人
間
に
内
在
し
て
い
る
内
的
葛
藤
と
そ
れ
が
発
現

さ
れ
て
作
り
出
す
社
会
的
葛
藤
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ル
ソ
ー
が
提
示
し
た
、
社
会
契
約
を
通
し
て
解

決
す
べ
き
根
本
的
な
問
題
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
共
同
の
力
で
個
人
と
各
連
合
者
の
利
益
（les biens, P3. 360: 

良
さ
ま
た
は
財
産
）
を
防
御
し
て
保
護
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
々

は
全
体
に
結
合
さ
れ
て
も
、
一
途
に
自
身
だ
け
に
服
従
し
、
前
の
よ
う
に
自
由
に
残
れ
る
連
合
形
態
を
探
せ
（Social Contract, 53

）（
以

下
、「
定
言
命
法
Ｂ
」）。

「
定
言
命
法
Ｂ
」
を
述
べ
た
後
に
、
直
ち
に
ル
ソ
ー
は
「
一
般
意
志
の
最
高
の
案
内
に
よ
り
、
自
身
（his person

）
と
自
身
の
あ
ら
ゆ
る
力

を
共
同
体
に
譲
渡
す
る
」（Social C

ontract, 53
）
社
会
契
約
行
為
を
要
請
す
る
。
そ
し
て
社
会
契
約
を
通
し
て
「
我
々
は
各
構
成
員
を
全
体

の
個
別
部
分
と
し
て
受
け
入
れ
」
単
一
性
と
共
同
自
我
、
生
命
、
そ
し
て
意
志
が
付
与
さ
れ
た
道
徳
的
集
合
体
（un corps, P3. 361

）
を
作

る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
集
合
体
は
「
以
前
に
は
都
市
国
家
（cité

）
と
い
う
名
を
持
ち
、
今
は
共
和
国
ま
た
は
、
政
治
体
」（R

épublique et 

corps politique, P3. 362

）（Social Contract, 53-54

）
と
呼
ば
れ
る
。

更
に
、
集
合
体
を
つ
く
っ
た
社
会
契
約
は
、
そ
の
行
為
に
参
加
す
る
構
成
員
に
同
等
な
権
利
を
付
与
す
る
が
、「
正
に
こ
の
よ
う
な
契
約

の
本
性
に
よ
り
、
一
般
意
志
の
あ
ら
ゆ
る
認
証
さ
れ
た
行
為
と
い
わ
れ
る
主
権
の
あ
ら
ゆ
る
行
為
は
、
全
て
の
市
民
に
平
等
に
恩
恵
を
与
え
、

義
務
を
賦
課
す
る
。
…
…
協
約
は
そ
の
基
礎
に
社
会
契
約
を
も
つ
た
め
、合
法
的
で
あ
り
、全
て
の
人
々
に
共
通
的
で
あ
る
た
め
公
正
で
あ
り
、

一
般
的
善
（le bien général, P3. 375

）
以
外
に
他
の
も
の
を
持
た
な
い
た
め
有
用
で
あ
り
、保
障
策
と
し
て
公
共
の
力
と
最
高
の
権
力
を
持
っ

て
い
る
た
め
堅
固
で
あ
る
。
臣
民
が
一
筋
に
こ
の
よ
う
な
協
約
だ
け
に
服
従
す
る
限
り
、
彼
ら
は
彼
ら
自
身
の
意
志
だ
け
に
服
従
す
る
こ
と

に
な
る
」（Social Contract, 63

）
と
説
明
す
る
。 

こ
の
陳
述
は「
定
言
命
法
Ｂ
」が
二
つ
の
目
的
を
志
向
し
て
い
る
た
め
可
能
と
な
る
。
第
一
の
目
的
は
、皆
が
共
通
的
に
追
求
す
る
利
益
で
、
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構
成
員
全
体
の
共
同
利
益
（l ’intérêt com

m
un, P3. 363

）
で
あ
り
、
第
二
の
目
的
は
、
構
成
員
の
中
で
あ
る
個
人
や
集
団
に
従
属
さ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
、
同
時
に
、
共
同
の
力
を
構
成
す
る
共
同
自
由
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
定
言
命
法
Ｂ
」
が
盛
り
込
ん
で
い
る
共
同
利
益
と
共

同
自
由
は
公
共
善
（la bien public, P4. 599

）
を
構
成
し（

（（
（

、
し
た
が
っ
て
一
般
意
志
は
公
共
善
を
追
求
せ
ざ
る
を
得
な
く
、「
常
に
正
し
く
常

に
公
的
有
用
性
を
志
向
す
る
傾
向
」（Social Contract, 61

）
を
持
た
ざ
る
得
な
く
な
る
。
強
調
す
る
が
、「
一
般
意
志
の
最
高
の
案
内
に
よ
り
」

を
「「
定
言
命
法
Ｂ
」
に
符
合
す
る
よ
う
に
」
と
解
釈
す
る
際
、ル
ソ
ー
の
一
般
意
志
に
対
す
る
説
明
が
論
理
的
体
系
を
整
え
る
よ
う
に
な
り
、

よ
り
よ
く
理
解
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
と
、「
定
言
命
法
Ｂ
」
は
各
人
が
自
分
自
身
と
自
分
自
身
の
あ
ら
ゆ
る
力
を
共
同
体
に
譲
渡
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
社
会
契
約
の
根
源
と
な
り
、
政
治
体
も
ま
た
「
定
言
命
法
Ｂ
」
に
符
合
す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
連
合
形
態
、
つ
ま
り
、
政
治
体
の

目
的
が
公
共
善
の
実
現
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
社
会
契
約
に
参
加
す
る
構
成
員
は
必
ず
、「
定
言
命
法
Ｂ
」
を
理
解

し
て
求
め
る
べ
き
で
あ
り
、
連
合
形
態
に
関
す
る
選
択
を
す
る
際
に
「
定
言
命
法
Ｂ
」
を
基
準
と
す
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
る
と
い
え
る
。
そ

う
で
は
な
い
場
合
、「
定
言
命
法
Ｂ
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
政
治
体
の
一
員
、
つ
ま
り
、
人
民
に
な
る
こ
と
を
拒
否
し
た
こ
と
に
当
た
る
た
め
、

社
会
契
約
は
何
の
効
果
も
持
た
な
く
な
り
、
そ
う
な
る
と
、
人
類
は
存
続
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
状
態
に
陥
り
、
存
続
で
き
る
と
し
て
も
不

自
由
な
状
態
に
陥
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

「
定
言
命
法
Ｂ
」
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
社
会
人
の
一
般
意
志
は
、
自
然
状
態
の
自
然
人
が
従
う
普
遍
意
志
と
は
異
な
る
。

政
治
体
は
構
成
員
と
の
関
係
に
お
い
て
は
全
体
と
し
て
み
な
さ
れ
得
る
が
、
宇
宙
と
い
う
全
体
の
関
係
に
お
い
て
は
個
別
的
な
も
の
で
あ
り
、

同
じ
よ
う
に
、
個
別
意
志
は
普
遍
意
志
と
一
般
意
志
と
の
関
係
に
お
い
て
全
て
個
別
的
な
も
の
で
あ
り
、
必
ず
、
政
治
体
と
い
う
全
体
に
関

係
し
な
け
れ
ば
、
一
般
的
ま
た
は
普
遍
的
に
な
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
意
志
の
原
因
で
あ
る
唯
一
の
普
遍

意
志
が
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
意
志
の
総
合
で
あ
る
全
体
意
志
と
は
異
な
る
よ
う
に
、
政
治
体
を
生
じ
さ
せ
た
唯
一
の
一
般
意
志
は
構
成
員
の

意
志
の
総
合
で
あ
る
全
体
意
志
と
は
異
な
る
と
い
う
ル
ソ
ー
の
断
言
が
理
解
で
き
る
。
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五　

定
言
命
法
Ａ
、
Ｂ
と
共
同
審
議

『
社
会
契
約
論
』
は
全
体
と
全
体
の
関
係
を
規
律
す
る
政
治
体
の
法
だ
け
を
対
象
と
し
て
い
る
（Social Contract, 77

）
と
い
う
点
に
お
い
て
、

政
治
体
の
根
幹
と
な
り
得
る
（Social Contract, 46

）
法
は
憲
法
を
対
象
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。
憲
法
は
「
定
言
命
法
Ｂ
」
を
、
よ
り
具
体

的
に
共
同
的
利
益
と
共
同
的
自
由
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
み
な
さ
れ
る
法
と
制
度
に
関
す
る
事
項
で
構
成
さ
れ
る
。
ル
ソ
ー
が
『
社
会
契

約
論
』
で
い
う
人
民
の
共
同
審
議
（délibérations com

m
unes, P3. 374

）
は
こ
の
よ
う
な
事
項
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
過
程
で
共
同

利
益
と
共
同
自
由
に
関
す
る
人
民
の
習
慣
と
意
見
が
反
映
さ
れ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
共
同
審
議
の
過
程
に
お
い
て
「
定
言
命

法
Ｂ
」
が
最
高
基
準
に
な
る
際
、人
民
は
善
と
正
義
、幸
福
と
完
全
さ
に
対
す
る
よ
り
正
し
い
観
念
と
感
情
を
形
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

反
映
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
構
成
員
の
個
別
意
志
は
自
分
に
善
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
み
な
さ
れ
る
自
由
を
追
求
し

な
が
ら
も
、
同
時
に
、
共
同
の
利
益
と
共
同
の
自
由
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
り（

（（
（

、
更
に
、
政
治
体
を
通
し
て
人
民
は
自
分
た
ち
を
よ
り
完
全

な
存
在
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、状
況
的
か
つ
自
発
的
強
制
に
よ
っ
て
「
定
言
命
法
Ｂ
」
を
選
択
し
た
と
し
て
も
、「
有
り
の
ま
ま
」
の
Ｂ
型
人
間
と
し
て
彼
ら
の
「
個

別
意
志
が
そ
の
本
性
上
の
選
好
（préférences, P3. 368

）
に
向
か
う
傾
向
」（Social Contract, 59

）、
つ
ま
り
、
自
分
の
本
性
（
本
能
と
精
神
）

に
よ
る
快
楽
を
判
別
し
、
そ
れ
に
一
致
す
る
も
の
を
求
め
る
理
性
的
判
断
に
従
う
傾
向
が
な
く
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
が
、
ル

ソ
ー
が
「
実
際
に
、
各
個
人
は
、
彼
が
市
民
と
し
て
持
つ
一
般
意
志
と
異
な
る
個
別
意
志
を
、
人
間
と
し
て
、
持
つ
こ
と
が
で
き
る
」（Social 

Contract, 55

）
と
認
め
る
理
由
で
あ
る
。 

そ
の
た
め
、
ル
ソ
ー
は
こ
の
よ
う
な
人
民
の
間
で
一
般
意
志
を
理
解
す
る
た
め
、「
意
志
を
一
般
化

す
る
こ
と
は
投
票
者
の
数
で
は
な
く
、
彼
ら
を
結
合
さ
せ
る
共
同
利
益
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
」（Social Contract, 63

）、

余
る
も
の
と
足
り
な
い
も
の
を
相
殺
し
て
そ
の
差
の
合
計
と
し
て
残
る
も
の
を
一
般
意
志
と
し
て
み
な
そ
う
と
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
余
る
も
の
と
足
り
な
い
も
の
と
は
公
共
善
に
対
す
る
構
成
員
の
観
念
と
感
情
の
差
で
あ
る
と
い
え
る
。
ル
ソ
ー
が
「
仮
に
十
分
に

情
報
が
提
供
さ
れ
た
国
民
が
審
議
す
る
際
に
、
市
民
た
ち
は
市
民
の
間
で
意
思
疎
通
を
持
た
な
け
れ
ば
、
一
般
意
志
は
常
に
小
さ
い
差
を
持
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つ
大
多
数
の
国
民
か
ら
現
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
審
議
は
い
つ
も
正
し
い
」（Social C

ontract, 61

）
と
信
じ
る
こ
と
は
、
市
民
た
ち
の
間
で
の

審
議
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
、
そ
れ
は
個
人
の
習
慣
と
意
見
が
よ
り
多
様
に
な
る
か
、
お
互
い
に
相
反
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と

み
な
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
に
市
民
た
ち
の
理
性
が
正
し
く
作
動
せ
ず
、「
定
言
命
法
Ａ
」
が
変
質
さ
れ
た
こ
と
と
違
い
が
な
い

と
み
な
し
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
ル
ソ
ー
が
「
一
般
意
志
が
十
分
に
表
明
さ
れ
る
に
は
国
家
内
に
部
分
的
な
党
派
が
存
在
し
て
は
な
ら
ぬ
、
各
市
民
は
独
自
的
な

意
見
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（Social C

ontract, 61

）
と
主
張
す
る
の
は
、
共
同
審
議
は
共
同
審
議
に
お
け
る
意
見
の
差
自
体
を
否
定

す
る
こ
と
で
は
な
い
。
党
派
と
共
に
生
じ
る
意
見
の
対
立
は
国
家
に
と
っ
て
有
害
で
あ
る
が
、
市
民
た
ち
の
間
の
意
見
の
対
立
は
有
益
で
あ

る
と
み
な
す
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
意
見
を
異
に
す
る
市
民
た
ち
に
お
け
る
「
会
合
で
調
和
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
つ
ま
り
、
満
場
一
致
の
支
持

が
得
ら
れ
る
意
見
に
近
づ
い
て
い
け
ば
い
く
ほ
ど
、
一
般
意
志
は
よ
り
支
配
的
に
な
る
が
、
長
い
討
論
、
分
裂
、
そ
し
て
騒
動
は
個
別
意
志

の
優
勢
と
国
家
の
衰
退
を
も
た
ら
す
」（Social Contract, 109

）
と
い
う
点
か
ら
し
て
共
同
審
議
で
個
別
意
志
が
一
般
意
志
を
代
替
す
る
こ
と

を
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
国
家
を
維
持
す
る
た
め
、人
民
が
「
定
言
命
法
Ｂ
」
に
対
す
る
意
志
を
失
わ
な
い
よ
う
に
し
、正
し
い
習
慣
と
意
見
を
形
成
し
、

こ
れ
を
お
互
い
に
交
換
す
る
共
同
審
議
の
状
態
を
恒
常
的
に
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
ル
ソ
ー
が
「
道
徳
、慣
習
、そ
し
て
特
に
、我
々

の
政
治
理
論
家
た
ち
に
知
ら
れ
て
い
な
い
法
の
一
部
で
あ
る
意
見
」（Social C

ontract, 77

）
を
国
家
の
真
の
憲
法
で
あ
り
、
市
民
た
ち
の
心

に
刻
ま
れ
た
真
の
法
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
は
正
に
こ
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

市
民
の
心
に
刻
ま
れ
た
真
の
法
は
他
で
は
な
く
、
自
然
状
態
の
自
然
人
の
良
心
に
刻
ま
れ
た
法
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ル
ソ
ー

は「
自
然
と
秩
序
の
永
遠
な
法
は
存
在
す
る
。
賢
明
な
人
々
に
お
い
て
自
然
法
は
実
定
法
に
取
っ
て
代
わ
る
。
自
然
法
は
良
心
と
理
性
に
よ
っ

て
人
間
の
心
に
書
か
れ
て
い
る
。
人
間
は
自
由
に
な
る
た
め
、
こ
の
法
に
従
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（E

m
ile, 473

）
と
語
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
言
明
は
、
正
し
い
習
慣
と
意
見
を
形
成
し
て
維
持
す
る
た
め
に
は
、
人
々
の
心
の
中
で
変
質
し
た
「
定
言
命
法
Ａ
」
を
自
然
状

態
の
自
然
人
の
も
の
と
し
て
回
復
さ
せ
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
「
自
然
に
戻
れ
」
を
前
提
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

国
家
を
構
成
す
る
人
間
は
Ｂ
型
の
人
間
で
あ
る
た
め
、
彼
ら
が
自
ら
「
定
言
命
法
Ａ
」
に
従
う
と
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
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ル
ソ
ー
は
賢
明
な
立
法
者
と
検
閲
官
を
要
請
す
る
。
立
法
者
は
人
民
の
判
断
へ
「
あ
り
の
ま
ま
の
対
象
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

時
々
そ
れ
が
追
求
す
る
善
の
経
路
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
個
別
意
志
の
誘
惑
に
反
し
て
保
護
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
し
て
…
…
表
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
…
…
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
彼
ら
の
意
志
を
理
性
に
従
う
よ
う
に
す
る
義
務
を
賦
課
し
、
彼
ら
が
望
ん
で
い
る
こ
と
が
何
な
の

か
を
解
る
よ
う
に
教
え
る
」（Social C

ontract, 67

）
義
務
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
が
人
々
の
意
見
と
彼
ら
の
道
徳
を
改

革
す
る
こ
と
は
彼
ら
を
純
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
」（Social Contract, 123

）
の
で
あ
る（

（（
（

。

ま
た
、
検
閲
官
に
は
共
同
審
議
で
「
意
見
が
堕
落
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
賢
明
な
適
用
を
通
し
て
意
見
の
正
し
さ
を
維
持
す
る

こ
と
に
よ
り
、
時
に
は
意
見
が
不
確
実
な
際
に
、
意
見
を
決
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
道
徳
を
維
持
」（Social Contract, 124

）
す
る
任
務
が
付

与
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
立
法
者
と
監
察
官
の
任
務
は
政
治
法
に
関
係
し
た
人
民
の
道
徳
と
意
見
を
探
る
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
人
民
を
し
て

立
法
精
神（l ’esprit de l ’institution, P3. 394

）、つ
ま
り
、「
定
言
命
法
Ｂ
」を
忘
れ
さ
せ
な
い
道
徳
と
意
見
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。

立
法
者
と
検
閲
官
の
役
割
は
「
定
言
命
法
Ａ
」
が
蚕
食
さ
れ
た
Ｂ
型
の
人
間
を
対
象
に
「
定
言
命
法
Ｂ
」
を
従
わ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

し
か
し
『
エ
ミ
ー
ル
』
は
、「
定
言
命
法
Ａ
」
と
「
定
言
命
法
Ｂ
」
が
調
和
を
成
し
た
、
自
然
性
を
留
め
て
お
い
た
市
民
、
つ
ま
り
、
Ｅ
型

の
人
間
の
養
成
が
目
的
で
あ
る
。
最
初
の
社
会
契
約
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
憲
法
と
国
家
の
立
法
精
神
を
維
持
す
る
こ
と
は
世
代
を
超
え
て

持
続
的
な
市
民
の
充
員
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
点
に
お
い
て
、「
定
言
命
法
Ａ
」
と
「
定
言
命
法
Ｂ
」
が
調
和
を
成
し
た
市
民
を
教
育
す
る

こ
と
は
、
一
般
意
志
が
普
遍
意
志
に
よ
り
近
く
、
政
治
体
が
美
し
く
て
秩
序
付
け
ら
れ
た
宇
宙
と
い
う
「
コ
ス
モ
ス
」
に
よ
り
符
合
す
る
よ

う
に
、
そ
し
て
あ
る
国
家
の
市
民
が
世
界
市
民
と
な
り
得
る
可
能
性
を
開
け
て
お
く
こ
と
に
あ
た
る
。

結
論本

稿
は
、
序
論
で
道
徳
の
観
点
か
ら
ル
ソ
ー
の
一
般
意
志
を
理
解
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
四
つ

の
問
い
を
中
心
に
論
理
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
結
論
的
に
、
そ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
に
、
ル
ソ
ー
の
思
想
に
お
い
て
、
意
志
は
選
択
し
た
り
拒
否
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
由
つ
ま
り
力
を
派
生
さ
せ
る
人
間
の
本
性
に
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付
与
さ
れ
た
一
つ
の
能
力
と
し
て
、
感
覚
と
理
性
と
は
独
立
的
に
作
動
す
る
が
、
感
覚
の
媒
介
に
よ
る
快
楽
お
よ
び
適
切
性
を
、
本
能
に
起

因
す
るconscience

に
よ
っ
て
作
動
さ
せ
た
り
、
ま
た
、
理
性
を
媒
介
と
し
た
幸
福
と
完
全
性
に
対
す
る
判
断
に
よ
っ
て
動
か
し
た
り
す
る
。

し
た
が
っ
て
意
志
が
ど
の
感
情
と
ど
の
観
念
に
従
う
の
か
に
よ
っ
て
人
間
の
社
会
的
実
現
様
態
に
対
す
る
評
価
が
変
わ
り
う
る
。

第
二
に
、
普
遍
意
志
は
宇
宙
と
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
原
因
と
し
て
神
の
意
志
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
物
体
と
そ
の
関
係
に

調
和
と
比
例
均
衡
を
付
与
し
て
秩
序
を
成
す
超
越
的
知
性
と
も
同
じ
で
あ
る
。
自
然
状
態
の
人
間
はconscience

を
通
し
て
、
つ
ま
り
、「
定

言
命
法
Ａ
」
に
従
う
こ
と
に
よ
り
、
普
遍
意
志
と
そ
れ
が
表
す
超
越
的
知
性
を
感
じ
得
る
存
在
と
し
て
み
な
さ
れ
る
。 

第
三
に
、
一
般
意
志
は
社
会
状
態
を
前
提
と
す
る
意
志
で
「
定
言
命
法
Ｂ
」
に
対
す
る
意
志
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
意
志
は
構
成
員
が
、

普
遍
意
志
が
表
す
調
和
と
比
例
均
衡
に
対
す
る
正
し
い
観
念
と
感
情
を
形
成
す
る
際
、
つ
ま
り
、「
定
言
命
法
Ａ
」
に
従
う
際
、
普
遍
意
志

に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
可
能
性
を
内
包
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
意
志
は
「
定
言
命
法
Ｂ
」
に
対
す
る
意
志
と
し
て
、
具
体
的
に
、「
定
言

命
法
Ｂ
」
が
盛
り
込
ん
で
い
る
共
同
利
益
と
共
同
自
由
に
対
す
る
全
て
の
構
成
員
の
意
志
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
社
会
契
約
と
政
治
体

を
構
成
す
る
に
あ
た
っ
て
必
ず
守
っ
て
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
高
の
基
準
と
な
る

最
後
に
、
普
遍
意
志
と
一
般
意
志
は
ど
う
や
っ
て
わ
か
る
の
か
。
自
然
状
態
の
自
然
人
はconscience

を
通
し
て
普
遍
意
志
が
わ
か
り
、

ま
た
相
互
間
で
共
有
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
社
会
状
態
に
進
入
す
る
Ｂ
型
の
人
間
た
ち
はconscience

が
蚕
食
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
た
め
、

彼
ら
に
は
状
況
的
強
制
と
共
に
「
定
言
命
法
Ｂ
」
を
理
解
し
て
従
う
よ
う
に
、
彼
ら
が
自
発
的
に
自
ら
を
理
性
に
し
た
が
う
よ
う
強
制
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
れ
が
、
ル
ソ
ー
が
社
会
契
約
論
を
執
筆
す
る
よ
う
に
な
っ
た
動
機
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
立
法
者

と
検
閲
官
の
助
け
を
必
要
と
し
た
理
由
か
も
し
れ
な
い
。
状
況
的
強
制
、
理
性
的
強
制
、
そ
し
て
立
法
者
と
検
閲
官
を
通
し
て
、
人
々
を
し

て
そ
の
自
分
の
理
性
を
通
し
て
「
定
言
命
法
Ｂ
」
を
理
解
さ
せ
、
社
会
で
習
得
し
た
習
慣
と
意
見
に
対
す
る
判
断
に
お
い
て
最
高
の
基
準
に

さ
せ
る
際
に
、
一
般
意
志
は
、
共
同
審
議
を
通
す
に
せ
よ
、
し
な
い
に
せ
よ
、
見
出
さ
れ
る
。

し
か
し
、
Ｂ
型
の
人
間
が
全
部
同
じ
程
度
の
「
定
言
命
法
Ｂ
」
に
対
す
る
意
志
を
持
つ
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
難
し
い
。
彼
は
既
に
幸
福

と
完
全
さ
に
対
す
る
多
様
な
観
念
に
さ
ら
さ
れ
、
そ
れ
に
従
う
行
動
が
習
慣
に
な
っ
て
い
る
人
々
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
社

会
の
構
成
員
が
全
体
と
全
体
の
関
係
に
関
し
て
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
際
に
、
多
様
で
多
く
の
観
念
と
感
情
か
ら
常
に
「
定
言
命
法
Ｂ
」
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を
基
準
に
し
て
そ
れ
に
符
合
す
る
観
念
と
感
情
つ
ま
り
、
道
徳
、
慣
習
、
特
に
、
意
見
を
形
成
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
な
こ

と
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
即
ち
、
人
民
を
し
て
「
定
言
命
法
Ｂ
」
を
理
解
し
て
従
う
理
性
を
持
た
せ
、「
定
言
命
法
Ａ
」
を
失
わ
な

い
よ
う
に
す
る
作
業
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
し
て
仮
に
一
つ
の
政
治
体
で
「
定
言
命
法
Ｂ
」
に
従
い
な
が
ら
も
、
同
時
に
「
定
言
命
法
Ａ
」
と
調
和
を
成
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

う
い
う
人
民
は
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
世
界
市
民
に
な
る
可
能
性
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
可
能
性
は
、『
エ
ミ
ー
ル
』

が
み
せ
る
よ
う
に
、
教
育
に
よ
っ
て
Ｅ
型
の
人
間
を
養
成
す
る
こ
と
に
よ
り
増
加
し
得
る
。
既
に
堕
落
し
た
人
間
の
本
性
を
変
化
さ
せ
て

道
徳
を
付
与
し
、
更
に
政
治
体
が
コ
ス
モ
ス
と
調
和
を
成
せ
る
よ
う
に
す
る
、
そ
れ
に
よ
り
人
間
を
神
の
よ
う
な
存
在
に
な
る
よ
う
に
案

内
す
る
教
育
は
ル
ソ
ー
の
よ
う
な
偉
大
な
哲
学
者
─
─
ま
た
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
今
日
の
政
治
学
者
─
─
の
義
務
で
あ
る
と
い
え

る
。（

１
）
本
稿
で
主
に
用
い
た
ル
ソ
ー
の
著
書
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。『
学
問
芸
術
論
』
と
『
人
間
不
平
等
起
源
論
』
は
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
グ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
（V

ictor 
Gourevitch

）
が
編
集
し
たT

he First and Second D
iscourses and T

he E
ssay on the O

rigin of Language

（N
ew

 Y
ork: H

arper &
 Row

, 
1986

）、『
社
会
契
約
論
』
は
ロ
ジ
ャ
ー
・
マ
ス
タ
ー
ズ
（Roger D

. M
asters

）
が
編
集
し
たO

n the Social Contract w
ith G

eneva M
anuscript 

and Political E
conom

y

（N
ew

 Y
ork: St. M

artin ’s Press, 1978

）、『
エ
ミ
ー
ル
』
は
ア
ラ
ン
・
ブ
ル
ー
ム
（A

llan Bloom

）
が
翻
訳
し
た

E
m

ile or O
n E

ducation

（N
ew

 Y
ork: Basic Books Inc., 1979

）
を
用
い
た
。
こ
れ
以
外
に
主
要
概
念
の
場
合
、
ベ
ル
ナ
ル
・
ガ
ニ
ュ
バ
ン

（Bernard Gagnebin

）
と
マ
ル
セ
ル
・
レ
イ
モ
ン
（M

arcel Raym
ond

）
が
編
集
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
全
集O

euvres Com
plètes, V

ol I-V

（Paris: 
Gallim

ard, Bibliothèque de la Pléiade, 1959-1995

）
を
用
い
、P1-4
の
方
式
で
表
記
し
た
。
ル
ソ
ー
の
用
い
た
原
語
を
示
す
場
合
は
イ
タ
リ
ッ
ク

表
記
に
し
た
。

（
２
）Patrick Riley, T

he G
eneral W

ill Before R
ousseau: T

he T
ransform

ation of the D
ivine into the Civic

（Princeton, N
J: Princeton 

U
niversity Press, 1986

）.

（
３
）Eric Stencil, “M

alebranche and the General W
ill of God ”, British Journal of the H

istory of Philosophy, V
ol. 19, N

o. 6, 2011, 
1107-1129.
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（
４
）D

avid Lay W
illiam

s, “Spinoza and the General W
ill ”, T

he Journal of Politics, V
ol. 72, N

o. 2, 2010, 341-356. 

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
一
般

意
志
の
起
源
に
関
す
る
説
明
は
通
常
プ
ラ
ト
ン
の
形
而
上
学
に
基
づ
い
て
い
る
と
主
張
す
る
。

（
５
）A

rthur M
. M

elzer, “M
oral Realism

: Replacing N
atural Law

 w
ith the General W

ill ”, in R
ousseau and Law

, T
hom

 Brooks ed., 
H

ants: A
shgate Publishing Lim

ited, 2005.

（
６
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に
よ
る
と
、
第
一
の
立
場
に
ア
ー
サ
ー
・
メ
ル
ツ
ァ
ー
（A

rthur M
elzer

）、
マ
ス
タ
ー
ズ
（Roger M

asters

）
な
ど
を
、
第

二
の
立
場
に
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ミ
ラ
ー
（Jam

es M
iller

）、
ア
ラ
ン
・
ブ
ル
ー
ム
（A

llan Bloom

）
が
含
ま
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は

第
二
の
立
場
か
ら
論
議
を
展
開
す
る
。D

avid Lay W
illiam

s, “Justice and the General W
ill: A

ffi
rm

ing Rousseau ’s A
ncient O

rientation ”, 
Journal of the H

istory of Ideas. V
ol. 66, N

o. 3, 2005, 383-384. 

パ
ト
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
リ
ー
は “Rousseau ’s General W

ill: Freedom
 of a 

Particular K
ind ”, Political Studies, X

X
X

IX
, 1991, 55-74

で
ル
ソ
ー
の
一
般
意
志
が
持
つ
独
創
性
を
強
調
し
て
い
る
。

（
７
）Patrick Riley, “Rousseau ’s General W

ill: Freedom
 of a Particular K

ind ”, 56

か
ら
再
引
用
。

（
８
）
ハ
バ
マ
ス
の
評
価
に
関
し
て
はJürgen H

aberm
as

著
、
ホ
ン
ユ
ン
ギ
、
イ
ジ
ョ
ン
ウ
ォ
ン
訳
、『
理
論
と
実
践
』（
ソ
ウ
ル
：
鍾
路
書
籍
、
一
九
八

九
）、
八
九
─
一
〇
〇
頁
、
カ
ン
ト
、
コ
ン
ド
ル
セ
、
ダ
ル
ジ
ャ
ン
ソ
ン
の
評
価
に
関
し
て
は
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
著
、
ユ
チ
ョ
ル
訳
、『
ル
ソ
ー
、
カ
ン
ト
、
ゲ
ー

テ
』（
ソ
ウ
ル
：
ソ
グ
ァ
ン
社
、
一
九
九
六
）、
一
八
頁
、
チ
ェ
ミ
ョ
ン
グ
ァ
ン
訳
、『
国
家
の
神
話
』（
ソ
ウ
ル
：
ソ
グ
ァ
ン
者
、
一
九
八
八
）、
二
二
一
頁
、

パ
ク
ワ
ン
ギ
ュ
訳
、『
啓
蒙
主
義
の
哲
学
』（
ソ
ウ
ル
：
ミ
ン
ウ
ム
社
、
一
九
九
五
）、
三
三
八
頁
参
照
。

（
９
）Julia Sim

on, M
ass E

nlightenm
ent: Critical Studies in R

ousseau and D
iderot

（N
ew

 Y
ork: State U

niversity of N
ew

 Y
ork, 1995

）, 
44-69; 

パ
ク
ホ
ソ
ン
編
訳
、『
ル
ソ
ー
思
想
の
理
解
』（
パ
ジ
ュ
：
イ
ン
ガ
ン
サ
ラ
ン
、
二
〇
〇
九
）、
一
二
、
一
三
、
一
五
頁
、
パ
ク
ヒ
ョ
ク
、2012

、「
意

志
の
政
治
か
ら
意
見
の
政
治
へ
：
ル
ソ
ー
に
対
す
る
ア
ー
レ
ン
ト
の
批
判
」『
政
治
思
想
研
究
』
第
一
八
集
第
一
号
参
照
。

（
10
）
ル
ソ
ー
は
人
間
の
本
性
に
自
身
を
保
全（self

‐preservation

）し
よ
う
と
す
る（am

our de soi, 

自
己
愛
）、同
情（pity

）、理
性
が
あ
る
と
前
提
す
る
。

（
11
）
メ
ル
ツ
ァ
ー
は
、
ル
ソ
ー
解
釈
に
お
い
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
に
対
す
る
ル
ソ
ー
の
批
判
と
解
法
を
よ
り
重
要
に
み
な
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

人
間
の
不
幸
の
原
因
と
な
る
欲
望
と
状
態
の
間
の
、
義
務
と
性
向
の
間
の
、
本
性
と
社
会
制
度
そ
し
て
人
間
と
市
民
の
間
で
の
矛
盾
を
克
服
し
、
人
間
、

社
会
が
各
々
そ
し
て
お
互
い
が
統
一
性
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
幸
福
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
み
な
す
か
ら
で
あ
る
。A

rthur M
. M

elzer, “Rousseau 
and the Problem

 of Bourgeois Society ”, T
he A

m
erican Political Science R

eview
, V

ol. 74, N
o. 4, 1980, 1018-1033.

（
12
）
こ
れ
に
関
す
る
議
論
は
、
キ
ム
ヨ
ン
ミ
ン
、『
ル
ソ
ー
の
政
治
哲
学
』、
一
四
〇
─
一
四
三
頁
参
照
。

（
13
）
こ
こ
で
意
味
す
る
一
般
意
志
の
絶
対
意
志
と
は
、『
社
会
契
約
論
』で
ル
ソ
ー
が
言
及
し
た
破
壊
さ
れ
な
い（indestructible

）、最
高
の
権
力（suprem

e 
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pow
er

）
で
あ
る
こ
と
意
味
し
、
道
徳
性
と
は
、
一
般
意
志
が
善
（goodness

）
と
正
義
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
14
）
こ
こ
で
意
味
す
る
政
治
的
観
点
と
は
、
政
府
と
派
閥
、
個
人
間
の
「
力
」
の
関
係
に
よ
る
法
と
制
度
の
決
定
及
び
変
化
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
一
般
意
志
の
規
範
形
成
的
な
力
と
授
権
的
な
力
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
研
究
はM
elissa Schw

artzberg, “Rousseau on Fundam
ental 

law
”, in R

ousseau and Law
, T

hom
 Brooks ed., H

ants: A
shgate Publishing Lim

ited, 2005, 175-191

参
照
。

（
15
）
道
徳
の
レ
ベ
ル
で
ル
ソ
ー
を
解
釈
し
よ
う
と
試
み
た
研
究
と
し
てCharles W

illiam
 H

endel, Jean-Jacques R
ousseau: M

oralist

（N
ew

 
H

aven: Y
ale university Press, 1930

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
16
）
オ
ス
ウ
ン
、『
ル
ソ
ー
の
道
徳
と
法
：
概
念
と
関
係
』、
五
─
一
二
頁
参
照
。

（
17
）
ル
ソ
ー
は
普
遍
意
志
を
神
の
観
念
と
結
合
さ
せ
て
い
る
。「
志
が
あ
っ
て
強
い
こ
の
存
在
、
そ
れ
自
体
で
能
動
的
存
在
、
そ
れ
が
何
で
あ
ろ
う
が
、

宇
宙
を
動
か
し
て
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
秩
序
を
付
与
す
る
存
在
、
私
は
神
と
呼
ぶ
、
私
は
こ
の
名
に
私
が
結
集
さ
せ
た
知
性
、
力
、
そ
し
て
意
志
の
観
念
を

結
合
し
、
必
然
的
な
結
果
で
あ
る
善
（bonté, P4. 581

）
の
観
念
を
結
合
」（E

m
ile, 277

）
さ
せ
る
。
更
に
、
正
義
の
観
念
も
ま
た
、
神
の
観
念
に
結

合
さ
せ
る
。「
正
義
と
真
理
の
源
泉
で
あ
る
神
、
寛
大
で
良
き
あ
な
た
を
確
信
し
、
私
の
心
の
至
高
の
願
い
は
、
あ
な
た
の
意
志
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
で

す
。
私
の
意
志
を
あ
な
た
の
意
志
に
結
合
さ
せ
な
が
ら
、
私
は
あ
な
た
が
行
っ
て
い
る
こ
と
を
行
い
、
あ
な
た
の
正
し
さ
の
中
で
沈
黙
し
ま
す
」（E

m
ile, 

294

）。
ラ
イ
リ
ー
に
よ
る
と
、
一
般
意
志
は
そ
も
そ
も
政
治
言
語
で
は
な
く
、
神
の
意
志
を
意
味
す
る
宗
教
的
言
語
で
あ
っ
た
と
い
う
（Patrick Riley, 

T
he G

eneral W
ill Before R

ousseau, 4

）。
こ
う
見
る
と
、
ル
ソ
ー
の
一
般
意
志
を
神
の
意
志
と
関
連
づ
け
て
理
解
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
ル
ソ
ー
は
一
般
意
志
と
普
遍
意
志
が
一
致
し
得
る
し
、
ま
た
そ
う
な
る
べ
き
で
あ
る
が
、 

そ
う
な
ら
な
い
可
能
性
が
よ
り
大
き
い
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
た
め
、
一
般
意
志
を
政
治
言
語
へ
転
換
さ
せ
た
と
解
釈
す
る
ほ
う
が
正
し
い
と
い
え
る
。

（
18
）“l ’harm

onie et l ’accord du tout 

（P4. 580

）”

と
比
べ
る
と
、
比
例
均
衡
は
、
部
分
間
の
関
係
に
付
与
さ
れ
た
秩
序
と
し
て
各
部
分
が
各
々
に
符
合

す
る
比
例
に
関
与
す
る
際
に
、
全
体
が
到
達
す
る
状
態
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
比
例
均
衡
と
の
一
致
（l ’accord du tout

）
を
同
一
の
意
味
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
19
）
デ
ィ
ド
ロ
は
『
百
科
全
書
』
の
「
自
然
権
」
で
一
般
意
志
を
「
感
情
の
沈
黙
の
中
で
思
考
す
る
悟
性
の
純
粋
な
作
動
」
と
し
て
み
な
す
一
方
、
ル

ソ
ー
は
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
感
覚
（
感
情
）
に
よ
っ
て
も
作
動
さ
れ
得
る
と
主
張
す
る
。D

enis D
iderot, “D

roit N
aturel ” in E

ncyclopédie, V
ol. 5, 

in D
enis D

iderot: Political W
ritings, T

rans. and ed. by John H
ope M

ason &
 Robert W

okler

（Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity 

Press, 1992

）, 17- 21; 

キ
ム
ヨ
ン
ミ
ン
『
ル
ソ
ー
の
政
治
哲
学
』（
パ
ジ
ュ
：
イ
ン
ガ
ン
サ
ラ
ン
、
二
〇
〇
四
）、
一
五
三
─
一
六
四
頁
。

（
20
）
共
通
感
覚
は
五
感
に
よ
っ
て
精
神
に
形
成
し
た
感
覚
知
覚
（
ま
た
は
観
念
）（perceptions ou idées, P4. 417

）
に
該
当
し
、
こ
れ
が
正
に
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conscience

で
あ
る
。
ま
た
、
比
較
す
る
能
力
で
あ
る
理
性
は
感
覚
理
性
と
知
的
理
性
、
二
つ
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
二
つ
の
理
性
が
作
動
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
単
純
観
念
と
複
合
観
念
を
形
成
す
る
（E

m
ile, 157-158

）。
感
覚
知
覚
が
誤
謬
を
お
か
す
可
能
性
は
ほ
ぼ
な
い
が
、
理
性
が
こ
の
よ
う

な
感
覚
知
覚
を
比
較
し
て
単
純
観
念
、
さ
ら
に
、
複
合
観
念
へ
混
合
す
る
過
程
に
お
い
て
想
像
力
の
作
動
を
統
制
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
誤
謬
の
発
生
が

決
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
理
性
を
正
し
く
使
う
か
ど
う
か
は
想
像
力
を
統
制
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
物
事
の
実
質
的
な
関
係
を
把
握
し
て
真
の
意
見
を

も
つ
か
、
或
は
、
想
像
的
関
係
と
し
て
捉
え
て
儚
い
意
見
、
先
入
見
ま
た
は
偏
見
を
持
つ
か
に
よ
る
の
で
あ
る
。

（
21
）Consceince
に
対
す
る
ル
ソ
ー
の
信
は
こ
の
よ
う
な
論
理
か
ら
理
解
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
彼
は
語
る
。「
そ
の
目
的
の
た
め
、
私
は
（
エ
ミ
ー
ル
）、

貴
方
が
我
々
の
自
然
的
感
情
か
ら
習
得
さ
れ
た
観
念
を
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
。
我
々
は
知
る
前
に
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
我
々
は

我
々
に
と
っ
て
良
い
も
の
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
、
そ
し
て
我
々
に
と
っ
て
害
に
な
る
も
の
を
避
け
る
こ
と
を
教
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
自
然
か
ら
そ
の
意

志
を
得
る
た
め
、
正
に
そ
の
事
実
に
よ
っ
て
良
さ
に
対
す
る
愛
と
害
に
な
る
も
の
に
対
す
る
憎
悪
は
我
々
自
身
に
対
す
る
愛
ほ
ど
自
然
ら
し
い
も
の
で
あ

る
。Conscience

の
活
動
は
判
断
で
は
な
く
、
感
情
で
あ
る
。
全
て
の
観
念
が
我
部
か
ら
入
っ
て
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
判
断
す
る
感
情
は
我
々

の
中
に
あ
り
、
我
々
が
追
求
し
た
り
、
避
け
た
り
す
る
物
事
と
我
々
の
関
係
が
適
切
な
の
か
ど
う
か
を
知
る
こ
と
は
こ
の
感
情
に
よ
る
」（E

m
ile, 289-

290

）。

（
22
）
共
同
善
と
公
共
善
の
区
別
に
対
し
て
は
キ
ム
キ
ョ
ン
ヒ
、2012

、「
国
家
と
公
共
善
／
共
同
善
：
全
体
善
と
個
別
善
の
間
の
マ
キ
ャ
ベ
リ
」『
政
治
思

想
研
究
』、
第
一
八
集
第
一
号
、
三
三
─
五
二
頁
参
照
。

（
23
）
ル
ソ
ー
の
「
自
由
で
あ
る
よ
う
強
制
さ
れ
る
」（Social Contract, 55

）
と
い
う
有
名
な
語
句
が
こ
う
い
う
意
味
か
ら
理
解
さ
れ
れ
ば
、
全
体
主
義

的
傾
向
に
対
す
る
懸
念
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
自
由
で
あ
る
よ
う
に
強
制
す
る
こ
と
は
「
定
言
命
法
Ｂ
」
を
拒
否
し
た
人
か
ら
し
て
政

治
体
の
中
で
生
存
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
24
）
ル
ソ
ー
が
愛
国
心
を
同
胞
市
民
に
対
す
る
愛
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
こ
の
文
脈
か
ら
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
定
言
命
法
Ｂ
」
に
対
す

る
意
志
を
持
つ
同
胞
に
対
す
る
愛
は
、
直
ち
に
、
社
会
契
約
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
治
体
を
健
康
に
す
る
人
に
対
す
る
愛
と
同
一
で
あ
る
た

め
で
あ
る
。
ル
ソ
ー
の
愛
国
心
に
対
し
て
は
キ
ム
ヨ
ン
ミ
ン
、『
ル
ソ
ー
の
政
治
哲
学
』
一
六
八
─
一
九
一
頁
参
照
。

（
25
）
ル
ソ
ー
は
脚
注
に
お
い
て
マ
キ
ャ
ベ
リ
に
言
及
す
る
（Social Contract, 61

）。
マ
キ
ャ
ベ
リ
の
陳
述
は
、
ま
る
で
国
家
に
貧
富
が
拡
が
る
際
に
、

国
家
は
一
つ
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
国
家
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
国
家
は
力
が
弱
い
と
い
う
プ
ラ
ト
ン
の
よ
う
な
言
及
を
思
い
出
さ
せ
る
。R

epublic, 
421d-423a.

（
26
）
こ
れ
は
人
民
が
誤
っ
た
判
断
を
規
律
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、
立
法
者
は
「
習
俗
に
つ
い
て
判
定
を
下
す
者
は
名
誉
に
つ
い
て
判
定
を
下
す
の
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で
あ
り
、
名
誉
に
つ
い
て
判
決
す
る
者
は
世
論
を
そ
の
法
と
し
て
い
る
」（Social Contract, 123

）
の
と
同
じ
よ
う
に
、
人
民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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は
じ
め
に

「
お
気
づ
き
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
本
に
は
献
辞
が
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
わ
た
し
た
ち
の
あ
い
だ
が
尋
常
で
あ
っ
た
な
ら
、

─
─
わ
た
し
の
言
っ
て
い
る
の
は
あ
い
だ
で
あ
っ
て
、
あ
な
た
で
も
わ
た
し
で
も
あ
り
ま
せ
ん
─
─
、
あ
な
た
に
献
呈
し
て
い
い
か
ど

う
か
、
お
尋
ね
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
最
初
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
日
々
か
ら
直
接
に
生
ま
れ
た
本
で
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
を
あ
な
た
に
負
う
て
い
る
の
で
す
か
ら（

１
）。」

こ
れ
は
、
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
か
ら
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
送
ら
れ
た
一
九
六
〇
年
一
〇
月
二
八
日
の
手
紙
の
一
文
で
あ
る
。
こ

の
本
と
は
『
人
間
の
条
件（

２
）』

の
こ
と
で
あ
り
、
同
書
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
献
呈
す
る
際
に
書
か
れ
た
の
が
、
こ
の
手
紙
で
あ
る
。
手
紙
の
中
で

ア
レ
ン
ト
が
自
著
に
つ
い
て
、「
あ
ら
ゆ
る
点
で
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
あ
な
た
に
負
う
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

一
九
二
四
年
の
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
に
お
け
る
教
師
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
学
生
ア
レ
ン
ト
の
間
に
存
在
す
る
師
弟
関
係
を
思
え
ば
、
ア
レ
ン
ト

の
発
言
は
当
然
の
こ
と
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
ア
レ
ン
ト
の
発
言
は
、
容
易
に
は
受
け
容
れ

ら
れ
な
い
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
両
者
の
間
の
師
弟
関
係
は
、
間
も
な
く
不
倫
と
い
う
形
で
の
恋
愛
関
係
と
な
り
、
翌
一
九

小
林
正
嗣

ハ
イ
デ
ガ
ー
か
ら
ア
レ
ン
ト
へ

─
─
公
的
領
域
の
原
型
と
し
て
の
民
族
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二
五
年
、
ア
レ
ン
ト
が
カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
い
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
へ
赴
く
こ
と
に
よ
り
解
消
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二

人
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
手
紙
も
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
ナ
チ
ス
政
権
下
で
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
の
学
長
に
就
任
し
、
ア
レ
ン
ト
が
フ
ラ
ン
ス
に
亡

命
す
る
一
九
三
三
年
を
最
後
に
、
一
九
五
〇
年
ま
で
途
絶
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
第
二
に
、
ア
レ
ン
ト
が
一
九
四
六
年
に
「
実
存
哲

学
と
は
何
か（

３
）」

と
い
う
論
文
の
中
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
を
、
お
よ
そ
自
身
の
思
想
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
と
し
て
痛
烈
に
批
判
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

人
間
的
に
も
学
問
的
に
も
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
決
別
し
た
ア
レ
ン
ト
が
、
な
ぜ
、
自
ら
の
著
書
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
拠
っ
て
い
る
と
す
る
一
文
を

書
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
を
導
入
的
問
い
と
し
て
、
本
稿
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
ア
レ
ン
ト
の
思
想
的
関
係
を
解
明
す
る
こ
と

を
主
題
と
す
る（

４
）。

以
下
に
、
本
稿
の
構
成
を
示
し
て
お
く
。

一
で
は
、ア
レ
ン
ト
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
か
に
つ
い
て
、「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
を
素
材
と
し
て
検
討
す
る
。「
実

存
哲
学
と
は
何
か
」
は
、
一
九
三
三
年
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
決
別
し
た
ア
レ
ン
ト
が
、
初
め
て
彼
の
哲
学
を
真
正
面
か
ら
論
じ
た
論
文
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
ア
レ
ン
ト
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
を
、
他
者
と
の
結
び
つ
き
を
断
ち
切
っ
た
単
独
者
を
理
想
と
す
る
思
想
で
あ
る
、
と
批
判
的
に

解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

二
で
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
ア
レ
ン
ト
の
思
想
的
関
係
を
分
析
し
た
先
行
研
究
を
整
理
す
る
。
先
行
研
究
の
多
く
は
、
一
で
確
認
さ
れ
る
ア

レ
ン
ト
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈
を
前
提
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
レ
ン
ト
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
を
徹
底
的
に
批
判
し
そ
れ
を
克
服
し
乗
り
越

え
る
形
で
自
ら
の
思
想
を
構
築
し
て
い
る
、
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
を
批
判
し
乗
り
越
え
た
思
想
と
し
て
理
解
さ
れ
る
ア
レ
ン
ト
の
思
想
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
三
で
は
、ア
レ
ン
ト
の
『
人
間
の
条
件
』
を
、公
的
領
域
と
活
動
の
二
概
念
を
中
心
に
分
析
す
る
。
こ
こ
で
は
、公
的
領
域
が
、活
動
に
よ
っ

て
他
者
に
対
し
て
自
ら
の
唯
一
性
を
出
現
さ
せ
る
空
間
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
一
と
二
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
る
と
、
ア
レ
ン
ト
の
思

想
は
、
他
者
と
の
関
係
を
断
ち
切
っ
た
単
独
者
を
志
向
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
を
批
判
し
、
他
者
の
存
在
を
前
提
と
し
た
公
的
領
域
と
い
う

考
え
方
を
提
示
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
を
批
判
し
、
そ
の
難
点
を
克
服
す
る
形
で
新
た
な
考
え
方
を
提
起
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、「
あ
ら
ゆ
る
点
で
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ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
あ
な
た
に
負
う
て
い
る
」
と
い
う
ア
レ
ン
ト
の
発
言
に
は
違
和
感
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
文
面
を
字
義
通
り
に
理
解

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
基
本
的
な
考
え
方
を
継
承
し
そ
こ
に
新
た
な
知
見
を
加
え
た
と
考
え
る
方
が
自
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
、ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間（

５
）』

を
検
討
す
る
の
が
四
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、民
族
概
念
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
が
、
ア
レ
ン
ト
が
解
釈
し
た
よ
う
な
単
独
者
を
目
指
す
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
他
者
と
共
に
あ
る
共
存
在
を
前
提

と
し
た
民
族
共
同
体
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

五
で
は
、
結
論
と
し
て
、
三
と
四
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
ア
レ
ン
ト
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
想
の
関
係
性
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、
ア
レ

ン
ト
の
公
的
領
域
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
民
族
に
は
大
き
な
共
通
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

そ
し
て
最
後
に
、本
稿
の
導
入
的
問
い
に
対
す
る
筆
者
な
り
の
回
答
を
示
す
。
そ
の
問
い
と
は
、ア
レ
ン
ト
が『
人
間
の
条
件
』に
つ
い
て「
あ

ら
ゆ
る
点
で
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
あ
な
た
に
負
う
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
の
真
意
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

ア
レ
ン
ト
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
を
解
釈
し
直
し
、
そ
れ
を
順
接
的
に
継
承
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
人
間
の
条
件
』
を
構
想
執
筆
し
た
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
、
い
く
つ
か
の
手
紙
を
参
照
し
つ
つ
示
し
た
い
と
思
う
。

一　

ア
レ
ン
ト
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈

本
章
で
は
、
一
九
四
六
年
の
論
文
「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
を
素
材
と
し
て
、
ア
レ
ン
ト
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か

を
検
討
す
る
。
同
論
文
は
、
両
者
が
決
別
し
て
か
ら
一
〇
余
年
の
年
月
を
経
て
、
ア
レ
ン
ト
が
初
め
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
つ
い
て
論
じ
た
作
品

で
あ
る
。
同
論
文
に
お
け
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
に
対
す
る
ア
レ
ン
ト
の
解
釈
は
極
め
て
批
判
的
で
あ
る
。
以
下
で
確
認
し
て
い
こ
う
。

ア
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、実
存
哲
学
は
、「
も
の
の
何
で
あ
る
か
」
が
「
も
の
が
あ
る
こ
と
」
を
説
明
し
得
な
い
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
始
ま
る
。

つ
ま
り
、
も
の
の
本
質
を
ど
れ
だ
け
探
求
し
よ
う
と
も
、
も
の
の
実
存
に
は
た
ど
り
つ
け
な
い
と
い
う
自
覚
で
あ
る（

６
）。

現
代
の
実
存
哲
学
の

先
駆
者
で
あ
る
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
出
発
点
が
、
ま
さ
に
こ
の
本
質
と
実
存
の
乖
離
の
自
覚
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
理
性
に
よ
っ
て
完
全
に

説
明
し
尽
く
さ
れ
た
世
界
の
中
で
、
私
が
実
存
し
て
い
る
と
い
う
純
然
た
る
事
実
が
把
握
さ
れ
得
な
い
と
い
う
感
覚
が
、
彼
の
出
発
点
と
な
っ
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て
い
る（

７
）。

実
存
哲
学
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
た
時
、人
間
存
在
の
分
析
を
用
い
て
存
在
の
意
味
そ
れ
自
体
を
解
き
明
か
そ
う
と
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー

の
哲
学
も
ま
た
、
実
存
哲
学
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

存
在
を
問
う
こ
と
を
課
題
と
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、『
存
在
と
時
間
』
に
お
い
て
、
ま
ず
、
人
間
の
分
析
に
着
手
す
る
。
そ
の
理
由
を
ア

レ
ン
ト
は
、以
下
の
点
に
見
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、人
間
は
「
本
質
と
実
存
と
が
同
一
で
あ
る
よ
う
な
存
在
者（

８
）」

だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
人

間
は
彼
が
存
在
す
る
こ
と
を
本
質
と
し
て
い
る（

９
）」

の
で
あ
る
。
ア
レ
ン
ト
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
こ
の
主
張
を
「
人
間
を
『
存
在
の
主
』
た
ら

し
め
よ
う
と
す
る
企
て（

（（
（

」
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
伝
統
的
な
形
而
上
学
に
お
い
て
本
質
と
実
存
が
同
一
で
あ
る
よ
う
な
存
在
者
は
、
た
だ

神
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
試
み
は
、「
伝
統
的
な
存
在
論
に
お
い
て
神
が
占
め
て
い
た
そ
の
ま
さ
に
同
じ
位
置
に
人
間

を
据
え
る
も
の（

（（
（

」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在
論
は
、
人
間
を
現
存
在
と
呼
び
、
そ
の
本
質
を
分
析
す
る
こ
と

に
な
る
。
ア
レ
ン
ト
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
現
存
在
分
析
を
以
下
の
よ
う
に
理
解
す
る
。

現
存
在
は
端
的
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
対
象
に
気
遣
い
を
向
け
つ
つ
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
在
り
方
を
す
る
現
存
在
を
世
界

内
存
在
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
現
存
在
は
、
世
界
内
存
在
と
し
て
存
在
す
る
時
は
自
ら
自
身
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
世
界
内
存
在
と

し
て
の
現
存
在
は
、世
界
へ
と
頽
落
し
て
い
る
様
態
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、現
存
在
が
真
に
自
ら
自
身
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

世
界
か
ら
退
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る
。
世
界
か
ら
の
退
去
と
は
、
死
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
自
ら
自
身
を
世
界
の
外
へ

と
引
き
離
す
死
に
あ
っ
て
の
み
、
人
間
は
自
ら
自
身
で
あ
る
と
い
う
確
信
を
得
る（

（（
（

」
の
で
あ
る（

（（
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
自
ら
の
最
も
本
質
的
な
特
性
は
、
無
と
し
て
の
死
を
経
験
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
世
界
か
ら
自
ら
を
解
き
放
ち
、
す
べ

て
の
仲
間
か
ら
根
底
的
に
分
離
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る（

（（
（

。
つ
ま
り
、「
人
間
の
存
在
の
特
性
は
、
彼
が
そ
う
で
は
な
い
と
こ
ろ
の
も
の
、
す
な

わ
ち
彼
の
無
に
よ
っ
て
本
質
的
に
規
定
さ
れ
る（

（（
（

」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ア
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、「
死
に
よ
っ
て
条
件
づ
け

ら
れ
た
現
存
在
の
分
析
に
よ
っ
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
厳
密
に
論
じ
る
の
は
、
存
在
の
意
味
と
は
無
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（（
（

」。

以
上
が
ア
レ
ン
ト
に
よ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈
で
あ
る
。
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
存
在
を
探
究
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
、
人
間
こ

そ
が
本
質
と
存
在
が
一
致
す
る
存
在
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
人
間
を
分
析
の
対
象
と
し
、
そ
の
本
質
を
、
死
に
よ
っ

て
あ
ら
ゆ
る
も
の
か
ら
分
離
さ
れ
た
無
と
し
て
規
定
さ
れ
る
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
、
存
在
の
意
味
と
は
無
と
い
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う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ア
レ
ン
ト
自
身
は
、
人
間
の
存
在
す
な
わ
ち
実
存
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ア
レ
ン
ト
は
、

実
存
を
、
そ
の
本
性
か
ら
し
て
、
孤
立
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
の
前
提
に
は
、
他
者
を
自
ら
の
存
在
に
と
っ
て

の
障
害
と
捉
え
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
す
る
批
判
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
レ
ン
ト
は
、「
実
存
は
、
彼
ら
す
べ
て
に
共
通
の
世
界
に
住
ま
う
人

間
た
ち
が
分
か
ち
合
う
生
の
う
ち
で
の
み
展
開
し
う
る（

（（
（

」
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
レ
ン
ト
に
と
っ
て
「
実
存
の
本
質
は
、
も
っ

ぱ
ら
他
者
の
実
存
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
、
そ
し
て
他
者
の
実
存
を
知
る
こ
と
に
あ
る（

（（
（

」
の
で
あ
る
。

以
上
、「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
を
素
材
と
し
て
、
ア
レ
ン
ト
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
か
を
確
認
し
て
き
た
。
本
章
に

お
い
て
重
要
な
点
は
三
点
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
次
章
以
降
の
分
析
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
順
に
示
そ
う
。

第
一
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
ア
レ
ン
ト
の
思
想
的
関
係
を
分
析
す
る
研
究
の
多
く
が
、
こ
の
論
文
に
お
け
る
両
者
の
関
係
を
基
礎
と
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ア
レ
ン
ト
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
を
徹
底
的
に
批
判
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
形
で
自
ら
の
思
想
を

形
成
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
二
で
検
討
す
る
。
第
二
に
、
実
存
の
本
質
を
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
捉
え
る
ア
レ
ン
ト
の
考
え
が
、『
人
間
の
条
件
』
に
お
け
る
活
動
概
念
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

三
で
検
討
す
る
。
第
三
に
、
本
来
的
現
存
在
を
他
者
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
単
独
者
で
あ
る
と
捉
え
る
ア
レ
ン
ト
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈
が
、
ハ

イ
デ
ガ
ー
研
究
に
お
け
る
一
潮
流
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
ア
レ
ン
ト
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
四

に
お
け
る
『
存
在
と
時
間
』
の
分
析
の
際
に
検
討
す
る
。

二　

先
行
研
究
の
整
理

本
章
で
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
ア
レ
ン
ト
の
思
想
的
関
係
を
分
析
し
た
研
究
と
し
て
、
ヴ
ィ
ラ
、
フ
ォ
ル
ラ
ー
ト
、
梅
木
の
研
究
を
検
討
す
る
。

三
者
は
、
ア
レ
ン
ト
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
を
批
判
し
、
そ
れ
を
克
服
す
る
形
で
自
ら
の
思
想
を
形
成
し
た
と
理
解
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

順
に
確
認
し
て
い
こ
う
。
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ヴ
ィ
ラ
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
す
る
ア
レ
ン
ト
の
批
判
的
見
解
が
、
一
九
五
〇
年
を
境
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
検
討
し
て
い
る（

（（
（

。

ヴ
ィ
ラ
の
主
張
を
先
取
り
し
て
お
く
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
そ
の
批
判
的
な
姿
勢
は
、
一
九
五
〇
年
以
後
に
な
っ
て
消

え
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
実
体
と
、
深
さ
と
、
力
を
さ
ら
に
増
大
さ
せ
て
変
化
を
遂
げ
て
い
る（

（（
（

」。

「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
に
お
け
る
ア
レ
ン
ト
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈
に
つ
い
て
の
ヴ
ィ
ラ
の
理
解
は
、
前
章
に
お
け
る
本
稿
の
そ
れ
と
同

様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
自
己
の
最
も
本
質
的
な
特
性
は
、
そ
の
絶
対
的
な
自
己
中
心
性
、
そ
れ
が
す
べ
て
の
仲
間
か
ら
根
底
的
に
分
離

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

（（
（

」
の
箇
所
を
引
用
し
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
純
正
な
自
己
は
世
界
か
ら
も
周
囲
の
人
間
か
ら
も
事
実
上
の
孤
立
を
要
求
さ

れ
て
い
る
と
捉
え
る（

（（
（

。
こ
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈
が
批
判
的
で
あ
る
の
は
、
ア
レ
ン
ト
自
身
は
実
存
に
つ
い
て
、
他
者
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
す
る
ア
レ
ン
ト
の
批
判
的
評
価
は
、
一
九
五
〇
年
を
境
に
変
化
し
始
め
る
。
す
な
わ
ち
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が

現
存
在
を
他
者
と
共
に
あ
る
存
在
、
す
な
わ
ち
本
質
的
に
世
界
内
存
在
で
あ
る
と
捉
え
た
分
析
を
評
価
し
始
め
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
つ
ま
り
、
西

洋
政
治
哲
学
に
お
い
て
、
人
間
の
複
数
性
お
よ
び
人
間
の
自
発
性
は
、
正
義
に
基
づ
く
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
障
害
に
な
る
と
見
な
さ
れ
、

抹
消
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
批
判
的
な
ア
レ
ン
ト
は
、
逆
に
、
世
界
性
と
人
間
の
複
数
性
を
政
治
的
経
験
そ
の
も
の
を
作
り

上
げ
る
根
本
的
要
因
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
際
に
、
現
存
在
を
世
界
内
存
在
と
捉
え
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
分
析
が
価
値
あ
る
も
の
と
な
る

の
で
あ
る（

（（
（

。

そ
れ
で
は
ア
レ
ン
ト
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
に
対
す
る
批
判
的
態
度
を
改
め
、
そ
れ
を
受
容
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヴ
ィ

ラ
は
そ
の
よ
う
に
は
考
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
レ
ン
ト
が
価
値
を
見
出
す
世
界
内
存
在
と
い
う
概
念
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
に
と
っ
て
は
否

定
的
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
世
界
内
性
と
い
う
概
念
を
切
り
開
い
た
が
、
あ
く
ま
で
そ
れ
は
非
本
来
的
な
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
公
共
的
世
界
は
日
常
的
現
存
在
が
住
ま
う
非
本
来
的
領
域
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

そ
れ
に
対
し
ア
レ
ン
ト
は
、
公
的
領
域
を
、
政
治
的
な
行
動
と
言
論
を
通
じ
て
人
間
存
在
が
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
獲
得
す
る
開

示
の
空
間
と
し
て
捉
え
直
し
た（

（（
（

。
つ
ま
り
公
的
領
域
こ
そ
が
本
来
的
開
示
性
に
格
好
の
場
所
で
あ
り
、
そ
こ
で
こ
そ
現
存
在
の
「
現
」
が
露

わ
に
な
る
領
域
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
ア
レ
ン
ト
は
、
一
九
五
〇
年
以
前
に
は
、
本
来
的
自
己
が
他
者
お
よ
び
世
界
か
ら
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切
り
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
一
九
五
〇
年
以
後
に
は
、
世
界
性
概
念
を
評
価
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
に
と
っ
て
は

非
本
来
的
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
そ
の
上
で
自
ら
の
思
想
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ォ
ル
ラ
ー
ト
も
ま
た
、
ヴ
ィ
ラ
と
同
様
の
立
場
で
あ
る
と
い
え
る
。
フ
ォ
ル
ラ
ー
ト
の
立
場
は
「
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
の
政
治
的
思
索

が
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
に
関
わ
る
と
き
、
そ
こ
で
は
離
反
と
い
う
動
機
が
中
心
に
な
っ
て
い
る（

（（
（

」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
レ
ン

ト
の
思
想
は
世
界
が
複
数
の
人
間
に
と
っ
て
多
様
に
現
れ
る
と
い
う
着
想
か
ら
出
発
し
、
世
界
の
現
象
性
と
人
間
の
複
数
性
に
立
脚
し
て
い

る
。
そ
の
ア
レ
ン
ト
は
、ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
を
、多
様
に
現
れ
る
複
数
的
な
世
界
か
ら
の
撤
退
と
し
て
特
徴
づ
け
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、

ア
レ
ン
ト
は
、
現
れ
る
と
い
う
こ
と
が
複
数
性
や
差
異
と
い
う
契
機
を
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
損
ね
て
い
る
と
い
う
点
で
ハ
イ
デ

ガ
ー
を
批
判
し
、
そ
の
上
で
、
複
数
性
と
差
異
こ
そ
が
世
界
の
ま
っ
た
き
現
れ
の
本
質
的
な
構
成
要
素
を
な
し
て
い
る
と
主
張
す
る
の
で
あ

る（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ォ
ル
ラ
ー
ト
も
ま
た
、
ア
レ
ン
ト
の
思
想
を
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
の
批
判
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
と
捉
え
て
い
る
の

で
あ
る
。

ま
た
、「
没
関
心
性
」
と
い
う
概
念
に
焦
点
を
当
て
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
ア
レ
ン
ト
の
思
想
的
関
係
を
検
討
す
る
梅
木
も
、
同
様
の
立
場

で
あ
る
と
い
え
る
。
ア
レ
ン
ト
の
政
治
哲
学
で
は
、
没
関
心
性
は
私
的
な
自
己
利
害
か
ら
の
離
脱
を
意
味
し
、
公
的
領
域
を
基
礎
づ
け
る
も

の
と
な
る
。
つ
ま
り
、「
人
間
の
必
要
を
満
た
し
そ
の
生
存
を
確
保
す
る
た
め
に
あ
る
私
的
領
域
と
、
そ
う
し
た
利
害
関
係
か
ら
解
き
放
た
れ
、

言
論
と
活
動
に
よ
っ
て
人
間
の
卓
越
を
競
い
合
っ
て
示
す
公
的
領
域
を
区
別
す
る
の
は
、
私
的
な
利
害
関
心
の
有
無（

（（
（

」
な
の
で
あ
る
。

没
関
心
性
は
、
存
在
を
探
究
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
に
お
い
て
も
重
要
な
も
の
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
日
常
的
な
配
慮
的
交
渉
に
お
い

て
道
具
と
し
て
の
存
在
者
に
出
会
い
、
あ
る
い
は
そ
の
連
関
に
溶
け
込
ん
で
い
る
様
態
か
ら
脱
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
没
関
心
性
こ
そ
が
、

あ
る
も
の
を
あ
る
も
の
と
し
て
存
在
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
「
没
関
心
性
」
を
、「
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
非
本
来
性
か
ら
本
来
性
へ
の
移
行
と
し
て
、
ア
レ
ン
ト
は
私
的
領
域
か
ら
公
的
領
域

へ
の
跳
躍
と
し
て
、
問
題
と
し
た（

（（
（

」
の
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
こ
こ
に
こ
そ
、
両
者
を
分
か
つ
争
点
が
存
在
し
て
い
る
、
と
梅
木
は
主
張
す
る
。

つ
ま
り
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
非
本
来
的
な
存
在
様
態
か
ら
本
来
性
へ
の
移
行
は
「
死
」
を
想
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
日
常
生
活
か
ら
単
独
で
切
り
離
さ
れ
、
世
界
や
他
者
へ
の
関
心
も
消
滅
す
る
よ
う
な
出
来
事
な
の
で
あ
る
。
ア
レ
ン
ト
は
こ
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の
点
を
、
世
界
か
ら
引
き
退
く
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
世
界
を
考
察
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
哲
学
的
思
考
の
限
界
で
あ
る
と
し
て
問
題
に
す
る
。

そ
し
て
、
公
共
性
を
本
来
性
か
ら
の
頽
落
と
し
て
捉
え
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
批
判
し
て
、
ア
レ
ン
ト
は
、
人
間
の
輝
く
出
現
を
、
た
だ
複
数
の

他
者
と
織
り
な
す
言
論
と
活
動
の
網
の
目
、
す
な
わ
ち
公
共
空
間
に
お
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
梅

木
も
ま
た
、
ア
レ
ン
ト
の
思
想
を
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
批
判
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
と
し
て
理
解
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

以
上
の
三
者
の
分
析
に
対
し
、
本
稿
は
、
以
下
の
論
述
を
通
じ
て
異
を
唱
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、「
複
数
性
」、「
公

的
領
域
」、「
活
動
」
と
い
う
概
念
を
展
開
す
る
『
人
間
の
条
件
』
を
執
筆
す
る
段
階
で
は
、「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
に
お
け
る
自
ら
の
ハ

イ
デ
ガ
ー
解
釈
を
誤
り
で
あ
っ
た
と
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
三
に
お
い
て
論
じ
る
）。
さ
ら
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
が
、「
実

存
哲
学
と
は
何
か
」
で
解
釈
さ
れ
た
よ
う
な
世
界
や
他
者
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
単
独
者
を
志
向
す
る
も
の
で
は
な
く
、
他
者
と
の
関
係
性
を

前
提
と
し
た
共
存
在
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
四
に
お
い
て
論
じ
る
）。
そ
れ
で
は
、以
下
に
お
い
て
詳
述
し
て
い
こ
う
。

三　

ア
レ
ン
ト
に
お
け
る
公
的
領
域
と
活
動

一
で
は
「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
を
素
材
と
し
て
、
ア
レ
ン
ト
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
か
を
検
討
し
た
。
そ
こ
で
は
、

ア
レ
ン
ト
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
に
お
い
て
本
来
的
現
存
在
は
他
者
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
単
独
者
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

二
で
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
ア
レ
ン
ト
の
思
想
的
関
係
を
分
析
す
る
先
行
研
究
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」

に
お
け
る
ア
レ
ン
ト
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈
に
の
っ
と
り
、
ア
レ
ン
ト
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
を
単
独
者
志
向
的
で
あ
る
と
批
判
し
、
複
数
性

に
基
づ
く
世
界
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
自
ら
の
思
想
を
展
開
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
諸
研
究
を
確
認
し
た
。

こ
れ
ら
の
検
討
を
踏
ま
え
、本
章
で
は
、『
人
間
の
条
件
』
を
素
材
と
し
て
、ア
レ
ン
ト
の
思
想
を
確
認
し
て
い
く
。
む
ろ
ん
『
人
間
の
条
件
』

を
全
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
は
こ
こ
で
は
で
き
な
い
の
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
批
判
を
基
礎
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
公
的
領
域
」

お
よ
び
「
活
動
」
の
概
念
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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ア
レ
ン
ト
が
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
て
い
る
「
人
間
の
条
件
」
と
は
、「
人
間
が
地
上
の
生
命
を
得
た
際
の
根
本
的
な
条
件（

（（
（

」
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
条
件
と
し
て
、
具
体
的
に
、
生
命
そ
れ
自
体
、
出
生
と
可
死
性
、
世
界
性
、
複
数
性
、
地
球
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

生
命
そ
れ
自
体
、
世
界
性
、
複
数
性
に
対
応
す
る
活
動
的
生
活
と
し
て
、
人
間
の
基
本
的
な
活
動
力
を
三
つ
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労

働
、
仕
事
、
活
動
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
労
働
と
は
、
人
間
の
肉
体
の
生
物
学
的
過
程
に
対
応
す
る
活
動
力
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
労
働
の

生
産
物
と
は
、
生
命
過
程
の
中
で
生
み
だ
さ
れ
消
費
さ
れ
る
生
活
の
必
要
物
な
の
で
あ
る（

（（
（

。
ま
た
仕
事
と
は
、
人
間
存
在
の
非
自
然
性
に
対

応
す
る
活
動
力
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、仕
事
は
、自
然
環
境
と
は
異
な
る
「
人
工
的
」
世
界
を
作
り
出
す
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、仕
事
は
個
々

の
生
命
を
超
え
て
永
続
す
る
世
界
そ
の
も
の
に
対
応
し
て
お
り
、
そ
の
生
産
物
で
あ
る
工
作
物
は
永
続
性
と
耐
久
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
こ
で
、
労
働
と
仕
事
の
関
係
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
ア
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
労
働
を
す
る
人
間
は
、
生
命
過
程
の
反
復
的
な
サ

イ
ク
ル
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
労
働
と
消
費
の
必
要
に
永
久
に
従
属
す
る
と
い
う
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
苦
境
か
ら
脱
す
る
能
力
こ

そ
が
、
仕
事
の
能
力
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
耐
久
性
と
永
続
性
を
備
え
る
世
界
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
の
苦
痛
と
困
難
か
ら
救
済
さ

れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
仕
事
を
す
る
人
間
も
ま
た
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
価
値
の
低
落
に
よ
る
無
意
味
性
、
ま
た

手
段
と
目
的
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
世
界
に
お
け
る
有
効
な
標
準
を
発
見
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
苦
境
を
打

開
す
る
能
力
が
活
動
で
あ
る
。

活
動
と
は
、
物
あ
る
い
は
事
柄
の
介
入
な
し
に
直
接
人
と
人
と
の
間
で
行
わ
れ
る
唯
一
の
活
動
力
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
活
動
は
複
数
性
す

な
わ
ち
地
球
上
に
生
き
世
界
に
住
む
の
が
一
人
の
人
間
で
は
な
く
、
複
数
の
人
間
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

活
動
が
、
無
意
味
性
と
い
う
苦
境
に
対
し
、
有
意
味
な
物
語
を
生
産
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

活
動
が
複
数
性
と
い
う
条
件
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
活
動
は
単
独
で
は
成
立
し
え
ず
、
他
者
が
存
在
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
複
数
性
を
前
提
と
し
て
い
る
。
ア
レ
ン
ト
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
活
動
は
、
製
作
と
違
っ
て
、
独
居
に

お
い
て
は
ま
っ
た
く
不
可
能
で
あ
る
。
独
居
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
活
動
能
力
が
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
等
し
い
。
活
動
と
言
論
が
行
わ
れ

る
た
め
に
は
、
そ
の
周
囲
に
他
人
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（（
（

」。
こ
の
よ
う
に
、
ア
レ
ン
ト
は
活
動
を
言
論
と
密
接
な
関
連
を
持
つ
も
の
と
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し
て
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、「
言
論
な
き
活
動
が
も
は
や
活
動
で
は
な
い
と
い
う
の
は
、
そ
こ
に
は
も
は
や
活
動
者
が
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

活
動
者
す
な
わ
ち
行
為
者
は
、
彼
が
同
時
に
言
葉
の
話
し
手
で
あ
る
場
合
に
の
み
可
能
な
の
で
あ
る
。
彼
が
始
め
る
活
動
は
、
言
葉
に
よ
っ

て
こ
そ
、
人
間
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る（

（（
（

」。
つ
ま
り
、
活
動
は
、
言
葉
に
よ
っ
て
他
者
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
暴
露
さ
れ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
者
に
暴
露
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
活
動
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
人
々
は
活
動
と
言
論
に
お
い
て
、
自
分
が
だ
れ
で
あ
る

か
を
示
し
、そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
人
格
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
積
極
的
に
明
ら
か
に
し
、こ
う
し
て
人
間
世
界
に
そ
の
姿
を
現
す（

（（
（

」
の
で
あ
る
。

ア
レ
ン
ト
は
、「
そ
の
人
が
何
で
あ
る
か
」
つ
ま
り
肉
体
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
活
動
が
な
く
て
も
現
れ
る
が
、「
そ
の
人
が
何
者
で
あ
る
か
」

つ
ま
り
人
格
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
語
る
言
葉
と
行
う
行
為
に
よ
っ
て
現
れ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

そ
し
て
、
こ
の
活
動
し
語
る
人
々
の
間
に
現
れ
る
「
出
現
の
空
間
」
こ
そ
が
公
的
領
域
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
活
動
は
、
行
為
と
と
も

に
そ
の
行
為
者
を
も
暴
露
す
る
と
い
う
固
有
の
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
活
動
が
完
全
に
姿
を
現
す
の
に
は
、
私
た
ち
が
か
つ
て
栄
光

と
呼
ん
だ
光
輝
く
明
る
さ
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
明
る
さ
は
、
公
的
領
域
に
だ
け
存
在
す
る（

（（
（

」
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア

レ
ン
ト
に
と
っ
て
公
的
領
域
と
は
、
活
動
に
よ
っ
て
私
が
他
者
の
目
に
現
れ
、
他
者
が
私
の
目
に
現
れ
る
「
出
現
の
空
間
」
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、公
的
領
域
に
お
い
て
は
、永
続
性
と
い
う
特
徴
が
重
要
な
も
の
と
な
る
。
人
間
は
可
死
性
と
い
う
法
則
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、

死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
こ
の
法
則
に
干
渉
す
る
の
が
活
動
の
能
力
で
あ
る（

（（
（

」
と
ア
レ
ン
ト
は
述
べ
る
。
つ
ま
り
「『
活
動
す
る
』
と
い

う
の
は
、最
も
一
般
的
に
は
、『
創
始
す
る
』、『
始
め
る
』
と
い
う
意
味
で
あ（

（（
（

」
り
、こ
の
「
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
能
力
」
が
、公
的
領
域
を
、

死
す
べ
き
人
間
の
一
生
を
超
え
る
も
の
に
す
る
の
で
あ
る
。
公
的
領
域
の
モ
デ
ル
で
あ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ポ
リ
ス
に
つ
い
て
ア
レ
ン
ト
は
、

「
ポ
リ
ス
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
個
体
の
生
命
の
空
虚
さ
に
た
い
す
る
ギ
リ
シ
ア
人
の
保
証
で
あ
り
、
こ
の
空
虚
さ
を
防
ぎ
、
死
す
べ
き

人
間
の
不
死
は
維
持
で
き
な
い
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
人
間
の
相
対
的
永
続
は
維
持
す
る
空
間
で
あ
っ
た（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
公

的
領
域
は
、「
過
去
の
方
向
に
お
い
て
も
、
未
来
の
方
向
に
お
い
て
も
、
私
た
ち
の
一
生
を
超
越
し
て（

（（
（

」
お
り
、「
以
前
に
そ
こ
に
い
た
人
び

と
や
私
た
ち
の
後
に
や
っ
て
く
る
人
び
と
と
も
共
有
し
て
い
る
も
の（

（（
（

」
な
の
で
あ
る
。

以
上
に
お
い
て
、『
人
間
の
条
件
』
に
お
け
る
ア
レ
ン
ト
の
思
想
を
、
活
動
と
公
的
領
域
に
焦
点
を
当
て
て
確
認
し
て
き
た
。
複
数
性
を
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前
提
と
し
、
活
動
と
言
論
を
通
じ
た
他
者
と
の
関
係
性
の
中
で
、
自
己
の
人
格
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
現
れ
る
と
い
う
ア
レ
ン
ト
の
主
張

が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
独
居
に
お
い
て
は
活
動
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
は
、「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
に
お
い
て
ハ
イ
デ
ガ
ー

哲
学
に
お
け
る
単
独
者
志
向
を
批
判
的
に
解
釈
し
て
い
た
ア
レ
ン
ト
の
考
え
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
本
稿
冒
頭
の
手
紙
を
振
り
返
り
た
い
。
ア
レ
ン
ト
は
、『
人
間
の
条
件
』
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
献
本
す
る
際
に
送
っ
た
手
紙
で
、「
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
を
あ
な
た
に
負
う
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
を
批
判
し
自
ら
の
思
想
を
展
開
す
る
ア
レ
ン
ト
が
そ
の
よ

う
に
書
く
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ア
レ
ン
ト
は
、
ち
ょ
う
ど
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
『
存

在
と
時
間
』
を
執
筆
し
て
い
る
時
に
、
彼
の
も
と
で
学
ん
で
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
誰
よ
り
も
的
確
に
『
存
在
と
時
間
』
を
理
解
し
て
い
る

と
い
う
自
負
を
持
ち
、
そ
れ
ゆ
え
に
同
書
の
持
つ
難
点
を
も
見
抜
い
た
。
そ
し
て
深
い
信
頼
関
係
に
基
づ
き
、
臆
す
る
こ
と
な
く
そ
の
難
点

を
徹
底
的
に
批
判
し
自
ら
の
主
張
を
作
り
上
げ
た
。
以
上
の
こ
と
を
「
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
負
う
て
い
る
」
と
表
現
し
た
と
い
う
考
え
方
で

あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ア
レ
ン
ト
は
、「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
に
お
け
る
自
ら
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈

に
自
信
を
持
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
論
文
を
称
賛
し
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
質
問
を
し
て
き
た
人
物
に
対
し
、

ア
レ
ン
ト
は
、「
私
は
、
実
存
主
義
に
つ
い
て
の
小
論
に
つ
い
て
、
あ
な
た
に
注
意
を
促
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
ハ
イ
デ
ガ
ー

の
部
分
に
つ
い
て
は
、
単
に
全
体
と
し
て
不
適
切
な
だ
け
で
は
な
く
、
一
部
に
つ
い
て
は
全
く
の
間
違
い
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
ど
う
ぞ
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
忘
れ
て
く
だ
さ
い（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
レ
ン
ト
は
、
自
身
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈
の
ど
こ
が
間
違
っ
て
い
る
と
考
え
た
の
か
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
述
べ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

自
身
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈
に
確
固
た
る
自
信
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
徹
底
的
な
批
判

に
基
づ
く
自
己
の
主
張
の
形
成
を
「
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
負
う
て
い
る
」
と
表
現
し
た
と
は
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
、
ア
レ
ン
ト
の
「
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
負
う
て
い
る
」
と
い
う
表
現
を
、
字
義
通
り
に
理
解
し
た
い
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、『
人

間
の
条
件
』
に
お
け
る
ア
レ
ン
ト
の
思
想
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
の
批
判
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
順
接
的
に
引
き

継
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
本
来
的
自
己
は
、
ア
レ
ン
ト
が
「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
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で
解
釈
し
た
よ
う
な
他
者
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
単
独
者
で
は
な
く
、
む
し
ろ
他
者
と
の
関
係
性
を
前
提
と
し
た
自
己
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
、
次
章
に
お
い
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
を
検
討
し
て
い
く
。

四　

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
民
族

本
章
で
は
、ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
を
、『
存
在
と
時
間
』を
素
材
と
し
て
検
討
す
る
。
と
は
い
え
、『
存
在
と
時
間
』の
全
体
像
を
示
す
こ
と
は
、

本
稿
の
課
題
で
は
な
い
。
こ
こ
で
の
検
討
は
、
ア
レ
ン
ト
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
論
を
随
時
参
照
し
な
が
ら
行
っ
て
い
き
た
い
。
つ
ま
り
、
ア
レ
ン

ト
自
身
が
解
釈
を
誤
っ
た
と
告
白
し
て
い
る
「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
に
お
け
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
論
を
参
考
と
し
、
そ
の
問
題
点
を
四
点
に
わ

た
っ
て
確
認
し
つ
つ
、『
存
在
と
時
間
』
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ア
レ
ン
ト
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
の
根
本
に
は
、「
も
の
の
何
で
あ
る
か
は
も
の
が
あ
る
こ
と
を
け
っ
し
て
説
明

し
え
な
い
と
い
う
自
覚（

（（
（

」
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
は
、
我
々
の
認
識
が
認
識
対
象
物
に
い
か
に
し
て
一
致
し
う
る
か
を
問
う

の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
そ
れ
は
存
在
す
る
の
か
、
そ
れ
を
そ
れ
た
ら
し
め
て
い
る
存
在
と
は
何
で
あ
る
の
か
を
問
う
こ
と
を
根
本
課

題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、『
存
在
と
時
間
』
に
お
い
て
、
人
間
を
現
存
在
と
名
づ
け
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
、
ア
レ
ン
ト
は
、
人
間
が
本

質
と
実
存
と
が
同
一
で
あ
る
よ
う
な
存
在
者
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
人
間
は
存
在
す
る
こ
と
を
本
質
と
し
て
い
る
と
い
う
点
に
見
て
い

る（
（（
（

。
こ
の
よ
う
な
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
考
え
方
を
、ア
レ
ン
ト
は
、神
が
占
め
て
い
た
地
位
に
人
間
を
据
え
る
こ
と
で
あ
り
、人
間
を
「
存
在
の
主
」

た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
企
て
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
ア
レ
ン
ト
の
理
解
が
、
第
一
の
問
題
点
で
あ
る
。
確
か
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、「
現
存
在
の
『
本
質
』
は
そ
の
実
存
の
う
ち
に

ひ
そ
ん
で
い
る
」（

（（
（

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
ア
レ
ン
ト
は
、「『
実
存
』
と
い
う
言
葉
は
端
的
に
人
間
の
存
在
を
指
し
て
い
る（

（（
（

」
と
理
解
し
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
人
間
は
本
質
と
存
在
が
一
致
し
て
い
る
存
在
者
で
あ
る
と
解
釈
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
う
「
実
存
」
と
は
、
自
ら
の
哲
学
に
お
い
て
探
求
さ
れ
る
「
存
在
」
と
同
意
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
以
下
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で
敷
衍
し
よ
う
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、『
存
在
と
時
間
』
に
お
い
て
現
存
在
を
分
析
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
現
存
在
に
お
い
て
存
在
と
本
質
が
一
致
し

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
現
存
在
が
存
在
了
解
内
容
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、「
現
存
在
は
、
存

在
し
つ
つ
存
在
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
を
了
解
し
て
い
る
と
い
う
仕
方
に
お
い
て
、
存
在
し
て
い
る
」（

（（
（

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
存
在

だ
け
が
、
唯
一
、
存
在
と
は
何
か
と
い
う
問
い
を
持
ち
、
そ
れ
を
了
解
す
る
存
在
者
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
存
在
を

探
究
す
る
に
あ
た
り
、
存
在
を
了
解
す
る
唯
一
の
存
在
者
で
あ
る
現
存
在
の
分
析
を
試
み
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
存
在
を
問

い
了
解
す
る
現
存
在
の
在
り
方
を
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
実
存
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
人
間
を
神
と
同
じ

地
位
に
据
え
「
存
在
の
主
」
た
ら
し
め
よ
う
な
ど
と
い
う
企
て
を
、
最
初
か
ら
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
現
存
在
は
い
か
に
し
て
存
在
を
了
解
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ア
レ
ン
ト
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
気
遣
い
に
よ
っ
て
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、「
現
存
在
は
、
そ
れ
が
端
的
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
自
ら
の
存
在
に
お
い
て
そ
の
主
要
な
関
心

が
存
在
そ
れ
自
体
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
根
本
的
な
構
造
は
『
気
遣
い
』
と
呼
ば
れ
る（

（（
（

」。
つ
ま
り
、

現
存
在
は
単
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
存
在
に
気
遣
い
を
向
け
つ
つ
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
ア
レ
ン
ト
は
、
現
存
在
が
気
遣
い
を
も
っ
て
世
界
の
内
に
存
在
す
る
在
り
方
つ
ま
り
世
界
内
存
在
と
し
て
の
現
存
在
を
頽
落
し
た

在
り
方
と
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
の
枠
組
み
の
な
か
で
は
、
人
間
は
次
の
よ
う
な
仕
方
で
『
頽
落
』
へ
と
い
た
る
。

人
間
は
世
界
内
存
在
と
し
て
は
、
自
ら
自
身
た
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
彼
の
存
在
の
う
ち
へ
と
『
投
げ
込
ま
れ
て
』
い
る（

（（
（

」。

そ
れ
ゆ
え
、「
現
存
在
が
真
に
自
ら
自
身
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
世
界
内
存
在
か
ら
自
ら
に
退
去
し
う
る（

（（
（

」
時
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
自
己
の
最
も
本
質
的
な
特
性
は
、
そ
の
絶
対
的
な
自
己
中
心
性
、
そ
れ
が
す
べ
て
の
仲
間
か
ら
根
底
的
に
分
離
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る（

（（
（

」。
そ
れ
が
可
能
と
な
る
の
は
、「
自
ら
自
身
を
世
界
の
外
へ
と
引
き
離
す
死
に
あ
っ
て
の
み（

（（
（

」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ア
レ
ン
ト
は
、
気
遣
い
を
備
え
た
世
界
内
存
在
と
し
て
の
在
り
方
を
頽
落
し
た
様
態
と
し
て
捉
え
、
そ
の
よ
う
な
世
界
お
よ

び
他
者
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
単
独
者
と
し
て
の
在
り
方
こ
そ
が
本
来
的
な
在
り
方
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
こ
に
第
二
の
問
題
点
が
あ

る
。
確
か
に
『
存
在
と
時
間
』
に
は
、
ア
レ
ン
ト
の
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
言
述
が
あ
る
。
以
下
で
そ
れ
ら
を
確
認
し
、
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そ
れ
で
も
な
お
そ
の
よ
う
な
解
釈
に
は
問
題
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
こ
う
。

ま
ず
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、「
現
存
在
は
、
本
来
的
な
自
己
存
在
し
う
る
こ
と
と
し
て
の
お
の
れ
自
身
か
ら
、
さ
し
あ
た
っ
て
つ
ね
に
す
で

に
脱
落
し
て
し
ま
っ
て
、『
世
界
』
に
頽
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
世
界
へ
と
関
わ
る
現
存
在
と
し
て
の
在

り
方
で
あ
る
世
界
内
存
在
は
頽
落
し
た
在
り
方
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

さ
ら
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
世
人
自
己
と
し
て
は
そ
の
と
き
ど
き
の
現
存
在
は
、
世
人
の
う

ち
へ
と
分
散
し
て
気
散
じ
し
て
お
り
、
お
の
れ
を
ま
ず
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
気
散
じ
が
性
格
づ
け
て
い
る
の
は
、
最
も

身
近
に
出
会
わ
れ
る
世
界
の
内
に
配
慮
的
に
気
遣
い
つ
つ
没
入
す
る
こ
と
と
し
て
わ
れ
わ
れ
が
識
別
し
て
い
る
よ
う
な
、
そ
う
し
た
存
在
様

式
の『
主
体
』な
の
で
あ
る（

（（
（

」。
つ
ま
り
、現
存
在
が
世
界
の
内
で
気
遣
い
を
も
っ
て
他
者
や
存
在
物
に
関
わ
る
世
界
内
存
在
と
い
う
在
り
方
は
、

頽
落
し
た
世
人
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
頽
落
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
死
に
着
目
し
て
い
る
。
自
ら
が
「
死
へ
と
関
わ
る
存
在
」
で
あ
る

こ
と
を
了
解
す
る
こ
と
を
先
駆
と
呼
び
、「
先
駆
と
は
、
最
も
固
有
な
最
も
極
端
な
存
在
し
う
る
こ
と
を
了
解
し
う
る
可
能
性
、
言
い
か
え

れ
ば
、
本
来
的
実
存
の
可
能
性
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
る（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
ら
が
死
す
べ
き
存
在
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す

る
こ
と
が
、
本
来
的
実
存
へ
の
可
能
性
を
開
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
「
死
」
が
現
存
在
を
単
独
化
す
る
こ
と
も
ま
た
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
死
は
、
お
の
れ
に
固
有

な
現
存
在
に
無
差
別
に
『
属
し
て
い
る
』
だ
け
な
の
で
は
な
く
、
死
は
、
現
存
在
を
単
独
の
現
存
在
と
し
て
要
求
す
る
。
先
駆
に
お
い
て
了

解
さ
れ
た
死
の
没
交
渉
性
は
、
現
存
在
を
現
存
在
自
身
へ
と
単
独
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
単
独
化
は
『
現
』
を
実
存
の
た
め
に
開
示
す
る

一
つ
の
仕
方
な
の
で
あ
る
。
こ
の
単
独
化
が
あ
ら
わ
に
す
る
の
は
、
最
も
固
有
な
存
在
し
う
る
こ
と
へ
と
か
か
わ
り
ゆ
く
こ
と
が
問
題
で
あ

る
と
き
に
は
、
配
慮
的
に
気
遣
わ
れ
た
も
の
の
も
と
で
の
す
べ
て
の
存
在
お
よ
び
他
者
と
共
な
る
共
存
在
は
、
何
の
役
に
も
立
た
な
い
と
い

う
こ
と
、
こ
の
こ
と
で
あ
る（

（（
（

」。
こ
こ
か
ら
は
、
死
が
現
存
在
を
単
独
化
し
、
そ
の
時
に
は
気
遣
い
も
他
者
と
共
に
あ
る
共
存
在
も
意
味
を

な
さ
な
く
な
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

こ
れ
ら
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
述
を
見
る
限
り
、
本
来
的
現
存
在
は
世
界
お
よ
び
他
者
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
単
独
者
で
あ
る
と
い
う
ア
レ
ン
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ト
の
解
釈
は
的
確
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
言
述
か
ら
即
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
導
き
出
す
こ
と
は
早
計
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
上
記
の
記
述
を
覆
す
よ
う
な
こ
と
も
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
で
、
前
言
を
打
ち
消
す
発
言
を
確
認
し
よ
う
。

死
が
現
存
在
を
単
独
化
す
る
こ
と
を
述
べ
た
先
の
引
用
文
の
直
後
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
け

れ
ど
も
、
配
慮
的
な
気
遣
い
お
よ
び
顧
慮
的
な
気
遣
い
は
役
に
立
た
な
い
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
現
存
在
の
こ
れ
ら
二
つ
の
在
り
方
が

本
来
的
な
自
己
存
在
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
を
、
断
じ
て
意
味
し
は
し
な
い
。
現
存
在
機
構
の
本
質
上
の
構
造
と
し
て
、
そ
れ
ら
二
つ
の

在
り
方
は
、
実
存
一
般
の
可
能
性
の
条
件
に
共
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
存
在
が
本
来
的
に
お
の
れ
自
身
で
あ
る
の
は
、
配
慮
的
に
気

遣
い
つ
つ
何
か
の
も
と
に
存
在
し
、
顧
慮
的
に
気
遣
い
つ
つ
誰
か
と
共
に
存
在
し
て
い
る
よ
う
な
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
お
の
れ
を
、

第
一
次
的
に
お
の
れ
の
最
も
固
有
な
存
在
し
う
る
こ
と
を
め
が
け
て
企
投
し
、
世
人
自
己
の
可
能
性
を
め
が
け
て
企
投
し
な
い
か
ぎ
り
に
お

い
て
だ
け
な
の
で
あ
る（

（（
（

」。
つ
ま
り
、
本
来
的
自
己
は
依
然
と
し
て
、
気
遣
い
を
も
っ
て
世
界
へ
と
関
わ
る
在
り
方
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、

何
か
と
共
に
、
誰
か
と
共
に
存
在
す
る
共
存
在
な
の
で
あ
る
。

ま
た
本
来
的
自
己
を
導
き
出
す
契
機
と
な
る
決
意
性
に
つ
い
て
も
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、「
決
意
性
は
、

本
来
的
な
自
己
存
在
と
し
て
、
現
存
在
を
そ
の
世
界
か
ら
引
き
離
し
た
り
、
現
存
在
を
宙
に
浮
い
た
自
我
へ
と
孤
立
さ
せ
た
り
し
な
い
。
決

意
性
が
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
も
す
る
わ
け
が
あ
ろ
う
か
─
─
な
ん
と
し
て
も
決
意
性
は
、
本
来
的
開
示
性
と
し
て
、
世
界
内
存
在
と
し

て
以
外
に
は
決
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
決
意
性
は
、
自
己
を
、
ま
さ
し
く
道
具
的
存
在
者
の
も
と
で
の
そ
の
と
き

ど
き
の
配
慮
的
に
気
遣
い
つ
つ
あ
る
存
在
の
な
か
へ
と
引
き
入
れ
、
ま
た
自
己
を
、
他
者
と
共
な
る
顧
慮
的
に
気
遣
い
つ
つ
あ
る
共
存
在
の

な
か
へ
と
押
し
や
る
の
で
あ
る（

（（
（

」。

こ
れ
ら
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
述
を
考
慮
す
る
と
、
本
来
的
な
現
存
在
を
、
単
純
に
世
界
か
ら
引
き
離
さ
れ
孤
立
化
し
た
単
独
者
と
考
え
る

こ
と
は
適
切
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ま
た
、
本
来
的
現
存
在
を
単
純
に
共
存
在
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
適
切
と
は
い
え
な
い
。

そ
れ
で
は
、
一
見
矛
盾
す
る
単
独
者
と
共
存
在
と
い
う
両
概
念
の
記
述
を
い
か
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
鍵
は
世
界
内
存

在
を
二
様
に
理
解
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
ア
レ
ン
ト
の
よ
う
に
世
界
内
存
在
を
頽
落
し
た
非
本
来
的
様
態
と
一
様
に

捉
え
て
し
ま
う
と
、
本
来
的
様
態
が
、
即
、
世
界
か
ら
の
脱
却
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
内
存
在
が
一
様
に
頽
落
し
た
様
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態
な
の
で
は
な
く
、
本
来
的
な
様
態
も
ま
た
世
界
内
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
内
存
在
の
う
ち
、
頽
落
し
た
世

人
と
し
て
の
様
態
が
非
本
来
的
様
態
で
あ
り
、
自
ら
が
死
へ
と
関
わ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
単
独
者
と
し
て
の
自
己
を
経
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
こ
か
ら
脱
却
し
、
世
界
内
存
在
と
し
て
の
本
来
的
な
共
存
在
の
様
態
へ
と
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
単
独
者

と
共
存
在
の
対
立
的
な
両
概
念
を
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う（

（（
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
疑
問
が
生
じ
る
。
非
本
来
的
様
態
も
本
来
的
様
態
も
世
界
内
存
在
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
両
者
の
差
異
は
ど
こ
に

あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
時
間
性
で
あ
る
。
つ
ま
り
、両
者
は
、異
な
る
時
間
性
の
内
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ア
レ
ン
ト
は
、

時
間
性
概
念
を
、
存
在
の
意
味
に
対
す
る
答
え
で
あ
る
と
指
摘
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
暫
定
的
で
あ
り
理
解
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

詳
細
な
検
討
を
し
て
い
な
い（

（（
（

。
こ
こ
に
、
ア
レ
ン
ト
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈
に
お
け
る
第
三
の
問
題
点
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
ア
レ

ン
ト
は
、
本
来
的
な
現
存
在
が
本
来
的
な
時
間
概
念
の
内
に
存
在
す
る
世
界
内
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
本
来
的
時
間
概
念
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
対
概
念
と
な
る
通
俗
的
時
間
概
念
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

通
俗
的
時
間
概
念
と
は
、「
始
め
も
な
け
れ
ば
終
わ
り
も
な
い
純
然
た
る
今
の
連
続
と
し
て
の
時
間（

（（
（

」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
連
続
す
る
今
か

ら
な
る
一
本
の
直
線
と
し
て
時
間
を
捉
え
、
今
を
基
点
に
時
間
を
二
分
し
、
も
は
や
今
で
は
な
い
以
前
を
過
去
と
し
て
、
ま
だ
今
で
は
な
い

以
後
を
未
来
と
し
て
理
解
す
る
時
間
概
念
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
間
概
念
の
内
で
現
存
在
を
理
解
す
る
こ
と
に
対
し
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
反

省
的
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、「
こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
、
た
え
ず
現
存
在
を
或
る
種
の
状
態
や
状
況
に
停
止
さ
せ
、『
そ
の
必

然
的
な
結
果
と
し
て
』、
現
存
在
が
、
そ
の
日
暮
し
を
し
つ
つ
、
そ
の
日
そ
の
日
の
連
続
の
な
か
で
、『
時
間
的
に
』
お
の
れ
を
伸
び
拡
げ
て

い
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
を
軽
視
し
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

（（
（

」。
つ
ま
り
、
本
来
、「
現
存
在
は
、
次
々
と
継
起
的
に
来
着
し
て
は

消
滅
す
る
諸
体
験
と
い
う
刹
那
的
現
実
性
の
総
計
と
し
て
実
存
す
る
の
で
は
な
い（

（（
（

」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
生
誕
と
死
と
の
間
の
現
存
在
の

伸
び
拡
が
り
が
注
意
さ
れ
ず
に
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

」。

こ
の
よ
う
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
ま
ず
伸
び
拡
が
り
と
い
う
概
念
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
生
起
と
歴
史
の
二
概
念
を
用
い
て
本

来
的
時
間
を
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
先
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
述
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、「
伸
び
拡
げ
ら
れ
つ
つ
お
の
れ
を
伸

び
拡
げ
る
と
い
う
種
別
的
な
動
性
を
、
わ
れ
わ
れ
は
現
存
在
の
生
起
と
名
づ
け
る（

（（
（

」。
そ
し
て
、「
歴
史
と
は
実
存
し
つ
つ
あ
る
現
存
在
の
時
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間
の
内
で
生
ず
る
種
別
的
な
生
起
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
の
さ
い
、
相
互
共
存
在
の
う
ち
で
『
過
去
と
な
っ
て
』
い
な
が
ら
、
同
時

に
『
伝
承
さ
れ
て
』
い
て
、さ
ら
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
つ
つ
あ
る
生
起
が
、強
調
さ
れ
た
意
味
に
お
い
て
歴
史
と
み
な
さ
れ
て
い
る（

（（
（

」。
つ
ま
り
、

過
去
の
こ
と
で
あ
り
な
が
ら
現
在
に
影
響
を
及
ぼ
す
種
々
の
出
来
事
の
生
起
が
、
本
来
的
な
意
味
に
お
け
る
歴
史
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、

現
在
と
過
去
を
切
断
し
て
捉
え
、
現
在
へ
と
及
ぼ
す
影
響
を
持
た
な
い
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
歴
史
は
、
通
俗
的
時
間
概
念
に
基
づ
い
た

歴
史
概
念
な
の
で
あ
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
出
来
事
の
生
起
を
現
存
在
の
側
か
ら
理
解
し
た
も
の
が
伸
び
拡
が
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、以
上
の
説
明
に
見
ら
れ
る
伸
び
拡
が
り
は
、生
誕
の
方
向
へ
の
伸
び
拡
が
り
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、ハ
イ
デ
ガ
ー

は
、
伸
び
拡
が
り
に
は
も
う
一
つ
、
死
の
方
向
へ
の
伸
び
拡
が
り
も
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
考
え
は
、
歴
史
概
念
に
も
反
映
さ
れ
る
。

先
に
、
歴
史
は
、
過
去
の
こ
と
で
あ
り
な
が
ら
現
在
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、「
歴
史
を
持
つ
も
の
は
、『
画
期
的
な
時
代
を
作
り
つ
つ
』、『
現
在
的
』
で
あ
り
な
が
ら
、
何
ら
か
の
『
未
来
』
を
規
定
す
る
。

こ
こ
で
は
歴
史
は
、『
過
去
』、『
現
在
』、お
よ
び
『
未
来
』
を
貫
通
す
る
事
件
連
関
な
い
し
は
『
作
用
連
関
』
を
意
味
し
て
い
る（

（（
（

」
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
て
、
本
来
的
時
間
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
示
し
て
お
こ
う
。
通
俗
的
時
間
概
念
に
お
い
て
は
今
と
い
う

現
在
を
基
点
に
過
去
と
未
来
が
分
離
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
本
来
的
時
間
概
念
に
お
い
て
は
三
者
が
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
つ
ま

り
、過
去
は
絶
え
ず
現
在
に
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
る
も
の
で
あ
り
、未
来
は
現
在
が
そ
こ
へ
と
向
か
っ
て
引
き
渡
さ
れ
て
い
く
先
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
本
来
的
時
間
概
念
の
内
で
自
ら
を
伸
び
拡
げ
て
存
在
す
る
現
存
在
の
こ
と
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
歴
史
的
存
在
と
呼
ぶ
。
そ
し

て
、
こ
の
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
現
存
在
が
民
族
を
成
就
す
る
の
で
あ
る
。
ア
レ
ン
ト
は
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
民
族
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
後
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
い
わ
ば
事
後
的
な
考
え
か
ら
、
彼
の
描
い
た
孤
立
し
た
自
己
た
ち
に
彼

ら
が
共
有
す
べ
き
共
同
の
拠
っ
て
立
つ
基
盤
を
与
え
る
べ
く
、『
民
族
』
や
『
大
地
』
と
い
っ
た
神
話
的
で
混
乱
し
た
概
念
を
用
い
る
よ
う

に
な
っ
た（

（（
（

」。
ア
レ
ン
ト
が
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
民
族
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
四
つ
目
の
問
題
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

民
族
は
事
後
的
な
考
え
か
ら
用
い
ら
れ
た
混
乱
し
た
概
念
な
ど
で
は
決
し
て
な
く
、『
存
在
と
時
間
』
に
お
い
て
論
理
必
然
的
に
導
き
出
さ

れ
る
概
念
な
の
で
あ
る
。
以
下
で
、
こ
の
点
を
確
認
し
て
い
こ
う
。

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
本
来
的
時
間
と
は
、
過
去
を
現
在
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
、
未
来
を
現
在
が
引
き
渡
さ
れ
る
先
と
し
て
、
三
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者
を
結
び
つ
け
て
捉
え
る
時
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
本
来
的
時
間
に
お
い
て
現
存
在
は
、
歴
史
的
現
存
在
と
し
て
自
ら
を
伸
び
拡
げ
つ

つ
存
在
し
て
い
る
。
つ
ま
り
歴
史
的
現
存
在
は
過
去
か
ら
相
続
さ
れ
た
可
能
性
を
お
の
れ
自
身
に
伝
承
し
、
そ
れ
を
未
来
へ
と
引
き
継
い
で

い
く
の
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
こ
の
相
続
さ
れ
引
き
継
い
で
い
く
可
能
性
の
こ
と
を
宿
命
と
呼
ぶ
。
す
な
わ
ち
、
宿
命
と
は
、「
本
来

的
な
決
意
性
の
う
ち
に
ひ
そ
ん
で
い
る
現
存
在
の
根
源
的
な
生
起
の
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
生
起
の
う
ち
で
現
存
在
は
、
死
に

向
か
っ
て
自
由
で
あ
り
つ
つ
、
相
続
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
選
び
と
ら
れ
た
可
能
性
に
お
い
て
、
お
の
れ
を
お
の
れ
自
身
に

伝
承
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

」。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
宿
命
概
念
を
理
解
す
る
上
で
重
要
と
な
る
の
は
、
そ
れ
が
選
び
取
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
自
ら
の
意
志
に
か
か
わ
り
な
く
生
じ
る
種
々
の
規
定
要
因
を
宿
命
と
呼
ぶ
の
で
は
な
く
、
現
在
に
影

響
を
持
つ
も
の
と
し
て
相
続
さ
れ
る
様
々
な
諸
可
能
性
の
中
か
ら
自
ら
を
投
企
す
る
べ
く
選
び
取
る
可
能
性
の
こ
と
を
宿
命
と
呼
ぶ
の
で
あ

る
。そ

し
て
、
こ
の
宿
命
が
民
族
を
創
出
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
だ
が
、
宿
命
的
な
現
存
在
は
、
世
界
内
存
在
と
し
て
、
本
質
上
他

者
と
共
な
る
共
存
在
に
お
い
て
実
存
す
る
か
ぎ
り
、
そ
う
し
た
現
存
在
の
生
起
は
、
共
生
起
で
あ
っ
て
運
命
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
運
命
で
も
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
表
示
す
る
の
は
、
共
同
体
の
、
民
族
の
生
起
な
の
で
あ
る（

（（
（

」。
つ
ま
り
、
本
来
的
時
間
の
内
で
自
ら
を
伸
び

拡
げ
る
歴
史
的
現
存
在
は
、
宿
命
的
現
存
在
と
し
て
、
自
ら
を
投
企
す
る
べ
き
可
能
性
を
、
受
け
継
が
れ
る
諸
可
能
性
の
中
か
ら
選
び
取
る
。

そ
の
よ
う
な
現
存
在
は
、
本
質
上
共
存
在
で
あ
る
た
め
、
同
じ
可
能
性
を
選
び
取
る
現
存
在
は
宿
命
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う

に
共
有
さ
れ
る
宿
命
を
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
運
命
と
名
づ
け
る
。
こ
こ
に
宿
命
を
共
に
す
る
運
命
共
同
体
が
生
ま
れ
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
そ
れ
を

民
族
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
章
で
は
、『
存
在
と
時
間
』
を
「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
に
お
け
る
ア
レ
ン
ト
の
解
釈
を
参
照
し
つ
つ
検
討
し
て
き
た
。
ア
レ

ン
ト
自
身
が
そ
の
誤
り
を
認
め
る
解
釈
を
言
わ
ば
負
の
補
助
線
と
し
て
、そ
こ
か
ら
の
距
離
を
は
か
り
な
が
ら
『
存
在
と
時
間
』
を
分
析
し
た
。

簡
潔
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

ア
レ
ン
ト
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
に
お
い
て
本
来
的
現
存
在
は
単
独
者
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
単
独
者
と
し
て
他
者
お
よ

び
世
界
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
は
い
か
な
る
共
同
体
も
導
き
出
し
得
な
い
。
さ
ら
に
単
独
者
と
し
て
の
本
来
的
現
存
在
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は
、
そ
の
本
質
を
無
と
し
て
の
死
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
現
存
在
の
本
質
こ
そ
が
存
在
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
存
在
の
意
味
と
は

無
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
ア
レ
ン
ト
の
解
釈
に
対
し
て
本
稿
が
提
示
す
る
解
釈
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
に
お
い
て
本
来
的
現
存
在
は
共

存
在
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
共
存
在
と
し
て
他
者
と
共
に
あ
る
世
界
内
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
民
族
と
い
う
共
同
体
が
導
き
出
さ
れ

る
。
さ
ら
に
現
存
在
こ
そ
が
存
在
の
意
味
を
了
解
す
る
存
在
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
存
在
の
意
味
と
は
民
族
に
お
い
て
現
存
在
の
気
遣
い
を

通
じ
て
了
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
分
析
を
以
上
の
よ
う
に
整
理
し
た
時
、『
人
間
の
条
件
』
の
中
で
展
開
さ
れ
る
ア
レ
ン
ト
の
思
想
と
『
存
在
と
時
間
』
の
中

で
展
開
さ
れ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
想
に
、
大
き
な
類
似
性
が
見
出
さ
れ
る
。
次
章
に
お
い
て
、
両
者
の
思
想
の
間
に
存
在
す
る
類
似
性
を
明

ら
か
に
し
て
い
こ
う
。

五　

ア
レ
ン
ト
の
思
想
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
想
の
共
通
性

本
章
で
は
、三
と
四
の
分
析
に
基
づ
い
て
、ア
レ
ン
ト
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
想
的
共
通
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
こ
で
注
目
す
る
概
念
は『
人

間
の
条
件
』
に
お
け
る
公
的
領
域
と
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
民
族
で
あ
る
。
以
下
で
両
者
の
共
通
性
を
三
点
に
わ
た
っ
て
提
示
す
る
。

第
一
に
、
公
的
領
域
と
民
族
は
共
に
、
存
在
が
開
示
さ
れ
る
空
間
を
意
味
し
て
い
る
。
ア
レ
ン
ト
に
お
い
て
人
間
の
持
つ
唯
一
性
、
ユ
ニ
ー

ク
な
差
異
性
は
、
言
論
と
活
動
を
通
じ
て
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
人
々
は
活
動
と
言
論
に
お
い
て
、
自
分
が
だ
れ
で
あ
る
か
を
示
し
、

そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
人
格
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
積
極
的
に
明
ら
か
に
し
、
こ
う
し
て
人
間
世
界
に
そ
の
姿
を
現
す（

（（
（

」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
活
動
が
行
わ
れ
る
場
が
公
的
領
域
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
活
動
は
、
行
為
と
と
も
に
そ
の
行
為
者
を
も
暴
露
す
る
と
い
う
固
有
の
傾
向

を
も
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
活
動
が
完
全
に
姿
を
現
す
の
に
は
、
私
た
ち
が
か
つ
て
栄
光
と
呼
ん
だ
光
輝
く
明
る
さ
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
明
る
さ
は
、
公
的
領
域
に
だ
け
存
在
す
る（

（（
（

」
の
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
も
、
民
族
は
存
在
が
開
示
さ
れ
る
空
間
を
意
味
し
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
、
存
在
は
存
在
者
を
通
じ
て
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現
れ
、
現
存
在
に
よ
っ
て
了
解
さ
れ
る
。
そ
の
存
在
了
解
は
、
現
存
在
が
本
来
的
な
在
り
方
を
す
る
時
に
可
能
と
な
る
。
こ
の
本
来
的
現
存

在
は
、歴
史
的
現
存
在
と
し
て
民
族
を
創
出
す
る
。そ
れ
ゆ
え
に
存
在
は
本
来
的
現
存
在
が
創
り
出
す
民
族
に
お
い
て
開
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
存
在
は
他
者
に
対
し
て
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
レ
ン
ト
に
と
っ
て
、
人
格
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
活
動
を
通
じ

て
現
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
活
動
は
単
独
で
は
成
立
し
え
ず
、
複
数
性
を
前
提
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
活
動
は
、
製
作
と
違
っ
て
、

独
居
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
不
可
能
で
あ
る
。
独
居
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
活
動
能
力
が
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
等
し
い
。
活
動
と
言
論
が

行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
周
囲
に
他
人
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（（
（

」
の
で
あ
る
。

同
様
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
も
ま
た
、
存
在
は
他
者
に
対
し
て
現
れ
、
他
者
に
よ
っ
て
了
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学

に
お
い
て
、
存
在
者
の
存
在
は
気
遣
い
に
よ
っ
て
了
解
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
人
間
の
存
在
は
顧
慮
的
な
気
遣
い
に
よ
っ
て
了
解
さ
れ
る
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
他
者
に
対
し
て
現
れ
る
自
己
の
存
在
は
、
他
者
か
ら
自
己
に
向
け
ら
れ
る
顧
慮
的
な
気
遣
い
を
通
じ
て
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、両
者
が
基
礎
と
す
る
時
間
概
念
の
共
通
性
で
あ
る
。
ア
レ
ン
ト
に
と
っ
て
公
的
領
域
と
は
、始
め
る
と
い
う
活
動
に
よ
っ
て
、「
自

分
が
持
っ
て
い
る
あ
る
も
の
、
あ
る
い
は
他
者
と
共
有
し
て
い
る
あ
る
も
の
を
、
地
上
に
お
け
る
自
分
の
生
命
よ
り
も
永
続
さ
せ（

（（
（

」
る
空
間

で
あ
る
。
そ
の
基
礎
と
な
る
時
間
は
「
過
去
の
方
向
に
お
い
て
も
、
未
来
の
方
向
に
お
い
て
も
、
私
た
ち
の
一
生
を
超
越
し
て
い
る
」
時
間

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
公
的
領
域
は
、「
私
た
ち
が
現
に
一
緒
に
住
ん
で
い
る
人
び
と
と
も
共
有
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
以
前
に
そ
こ

に
い
た
人
び
と
や
私
た
ち
の
後
に
や
っ
て
く
る
人
び
と
と
も
共
有
し
て
い
る
も
の（

（（
（

」
な
の
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
民
族
の
前
提
と
な
る
時
間
概
念
も
ま
た
同
様
の
性
質
を
持
つ
と
い
え
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
そ
れ
を
本
来
的
時
間
と
呼
び
、

そ
の
性
質
を
生
起
と
し
て
特
徴
づ
け
た
。
生
起
と
は
、
現
存
在
の
一
生
を
生
誕
と
死
の
二
方
向
へ
伸
び
拡
げ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
過
去
は
現
在
に
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
る
も
の
と
な
り
、
未
来
は
現
在
が
引
き
渡
さ
れ
る
先
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
過
去
と
現
在
と
未

来
が
有
機
的
に
結
び
つ
い
た
時
間
概
念
の
中
で
、
選
び
取
っ
た
可
能
性
を
引
き
継
ぎ
伝
承
し
て
い
く
こ
と
で
過
去
と
現
在
と
未
来
の
現
存
在

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
共
同
体
が
民
族
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

以
上
、
三
点
に
わ
た
っ
て
、
ア
レ
ン
ト
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
想
の
共
通
性
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
提
示
さ
れ
る
本
稿
の
主
張
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
従
来
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
ア
レ
ン
ト
の
思
想
に
は
、
後
者
に
よ
る
前
者
の
批
判
的
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
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な
が
ら
、
民
族
と
公
的
領
域
に
焦
点
を
当
て
る
時
、
そ
こ
に
は
懸
隔
性
よ
り
は
む
し
ろ
共
通
性
が
存
在
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
ア
レ
ン
ト
の
公
的
領
域
概
念
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
民
族
概
念
に
焦
点
を
当
て
、
両
者
の
間
に
大
き
な
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
こ

と
を
主
張
し
た
。
最
後
に
、
冒
頭
に
掲
げ
た
疑
問
に
対
す
る
筆
者
な
り
の
回
答
を
提
示
し
た
い
と
思
う
。

そ
の
疑
問
と
は
、
な
ぜ
ア
レ
ン
ト
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
人
間
の
条
件
』
に
つ
い
て
「
あ

ら
ゆ
る
点
で
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
あ
な
た
に
負
う
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
か
、
で
あ
る
。
筆
者
の
回
答
は
、
ア
レ
ン
ト
は
ハ
イ
デ
ガ
ー

哲
学
を
順
接
的
に
継
承
す
る
形
で
『
人
間
の
条
件
』
を
執
筆
し
た
か
ら
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
回
答
が
説
得
力
を
持
つ
た
め
に
は
、

ア
レ
ン
ト
が
「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
に
お
け
る
自
ら
の
解
釈
の
誤
り
を
認
め
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
を
再
解
釈
し
、
新
た
な
解
釈
に
基
づ
い

て
『
人
間
の
条
件
』
を
執
筆
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
最
後
に
、
一
部
は
状
況
証
拠
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
ら
の
論
拠
を
示
し
た
い
と
思
う
。

本
論
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
ア
レ
ン
ト
が
「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
に
お
け
る
自
ら
の
解
釈
の
誤
り
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ア
レ
ン
ト
は
、
同
論
文
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、「
と
り
わ
け
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
単
に
不
適
切
な
だ
け
で

は
な
く
、
一
部
に
つ
い
て
は
全
く
の
間
違
い
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
ど
う
ぞ
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
忘
れ
て
く
だ
さ
い（

（（
（

」
と
い
う
返
事
を
書

い
て
い
る
。
こ
の
手
紙
は
一
九
五
五
年
に
書
か
れ
て
お
り
、
ア
レ
ン
ト
は
、
一
九
五
八
年
の
『
人
間
の
条
件
』
の
公
刊
時
ま
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー

哲
学
に
対
す
る
批
判
的
解
釈
を
持
ち
続
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ア
レ
ン
ト
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
を
再
解
釈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
五
〇
年
に
彼
と
の
交
流
が
再
開
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
一
九
五
〇
年
二
月
に
再
会
を
果
た
し
た
の
ち
の
五
月
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
振
り
返
る
内
容
の
手
紙
を
ア
レ

ン
ト
に
書
い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
現
存
在
と
存
在
と
の
関
連
の
追
求
に
よ
る
存
在
の
究
明
と
い
う
自
ら
の
主
題
が
、
現
存
在
の
分
析
に
お

い
て
、
主
観
論
の
側
へ
の
転
落
の
危
険
を
持
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
ら
の
試
み
が
「
よ
う
や
く
成
功
し
た
の
は
一
九
三
五
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年
に
な
っ
て
か
ら
で
、
そ
の
前
年
に
学
長
職
か
ら
自
分
を
内
面
的
に
解
放
し
て
徐
々
に
ま
た
元
気
を
と
り
も
ど
し
て
い
た
と
き
で
し
た（

（（
（

」
と

述
懐
し
て
い
る
。

『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
中
心
的
課
題
で
あ
っ
た
現
存
在
の
分
析
に
成
功
し
た
の
が
学
長
職
辞
任
後
の
一
九
三
五
年
で
あ
る
と
明
示
し

て
い
る
こ
と
は
実
に
興
味
深
い
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
学
長
職
の
辞
任
後
に
担
当
し
た
講
義
『
言
葉
の
本
質
へ
の
問
い
と
し
て
の
論
理
学
』
と
『
ヘ

ル
ダ
ー
リ
ン
の
讃
歌
─
─
「
ゲ
ル
マ
ー
ニ
エ
ン
」
と
「
ラ
イ
ン
」』
は
い
ず
れ
も
、『
存
在
と
時
間
』
の
論
理
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
民
族
概
念

を
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
講
義
で
あ
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
こ
の
手
紙
を
読
ん
だ
こ
と
が
ア
レ
ン
ト
に
と
っ
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
再
解
釈
を
行
わ
せ

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
手
紙
と
し
て
、
一
九
五
四
年
の
ア
レ
ン
ト
か
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
あ
て
た
手
紙
が
あ
る
。
現
在
の
研
究
内
容
を
問
わ

れ
た
ア
レ
ン
ト
は
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、「
人
間
の
諸
活
動
を
分
析
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
根
本
的
な
相
違
が
あ
る
の
に
、
通
常
は
観

想
的
生
活
か
ら
見
て
ひ
と
ま
と
め
に
活
動
的
生
活
の
う
ち
に
放
り
込
ま
れ
て
き
た
、労
働
─
仕
事
─
活
動
、と
い
う
諸
活
動（

（（
（

」
と
答
え
て
い
る
。

ま
さ
に
こ
の
手
紙
が
、『
人
間
の
条
件
』
の
構
想
執
筆
時
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
前
の
手
紙
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
「
学

長
辞
任
後
に
や
っ
た
三
四
年
夏
学
期
の
講
義
、
言
葉
の
本
質
へ
の
問
い
と
し
て
の
『
論
理
学
』（
の
刊
行
準
備
）
に
取
り
か
か
れ
る
だ
ろ
う（

（（
（

」

と
書
い
て
い
る
の
を
受
け
て
、「『
論
理
学
』
を
と
て
も
楽
し
み
に
待
っ
て
お
り
ま
す
。
言
葉
に
つ
い
て
の
あ
の
会
話
は
、
た
び
た
び
思
い
出

し
て
は
反
芻
し
て
い
ま
す（

（（
（

」
と
書
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
自
ら
の
探
求
が
成
功
し
た
と
考
え
た
『
論
理
学
』

講
義
に
つ
い
て
二
人
で
議
論
し
た
こ
と
を
、
こ
の
時
期
の
ア
レ
ン
ト
は
何
度
も
思
い
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
一
連
の
著
作
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
レ
ン
ト
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
解
釈
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、同
手
紙
の
最
後
に
示
唆
的
な
一
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、と
あ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー

の
講
演
に
つ
い
て
「
九
月
に
あ
る
政
治
学
会
で
の
研
究
報
告
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す（

（（
（

」。
こ
の
報
告
と
は
、
一
九
五

四
年
に
開
か
れ
た
政
治
学
会
に
お
け
る
ア
レ
ン
ト
の
報
告
「
近
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
思
想
に
お
け
る
政
治
へ
の
関
心
」
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
最
後
に
、
同
報
告
か
ら
、
ア
レ
ン
ト
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈
に
い
か
な
る
変
化
が
生
じ
た
の
か
を
確
認
し
た
い
と
思
う
。

同
報
告
の
中
で
ア
レ
ン
ト
は
、「
人
間
を
単
数
と
し
て
扱
う
の
が
哲
学
の
本
性
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
政
治
は
、
人
び
と
が
複
数
の
者
と
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し
て
存
在
す
る
の
で
な
け
れ
ば
考
え
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い（

（（
（

」
と
主
張
す
る
。「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
で
は
、
ま
さ
に
こ
の
人
間
を
単
数

と
し
て
扱
う
哲
学
者
の
代
表
と
し
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
批
判
的
に
名
指
し
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が（

（（
（

、
こ
こ
で
は
、
む
し
ろ
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
逆

の
意
味
で
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
世
界
』
概
念
、
多
く
の
意
味
で
彼
の
哲
学
の
中
心
に
あ
る
こ
の
概
念
は
、

い
ま
述
べ
た
哲
学
の
困
難
を
抜
け
だ
す
一
歩
を
し
る
す
か
も
し
れ
な
い（

（（（
（

」
と
。
ま
た
、「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う

な
世
界
概
念
は
頽
落
し
た
日
常
的
様
態
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
脱
却
し
単
独
者
と
な
る
こ
と
が
本
来
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
、
と
解
釈
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
同
報
告
に
お
い
て
は
、
や
や
様
相
が
異
な
る
。
つ
ま
り
、
ア
レ
ン
ト
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
に
お
け
る
本
来
的
現
存

在
に
複
数
性
を
見
出
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
レ
ン
ト
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
用
い
る
「
死
す

べ
き
者
た
ち
」
の
「
者
た
ち
」
と
い
う
複
数
形
の
使
用
に
着
目
し
て
い
る（

（（（
（

。
つ
ま
り
ア
レ
ン
ト
は
、ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
の
解
釈
に
お
い
て
、「
死

す
べ
き
」
に
焦
点
を
当
て
批
判
す
る
こ
と
か
ら
、「
者
た
ち
」
に
焦
点
を
当
て
複
数
性
を
評
価
す
る
こ
と
へ
と
移
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
様
々
な
論
拠
を
提
示
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
か
ら
一
つ
の
可
能
性
を
示
し
、
本
稿
を
閉
じ
た
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
ア
レ
ン
ト

は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
の
交
流
を
再
開
す
る
中
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
直
接
に
聞
き
う
る
機
会
を
得
た
。
そ
れ
を
契
機

に
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
の
再
解
釈
を
行
う
中
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
本
来
的
現
存
在
が
単
独
者
で
は
な
く
共
存
在
で
あ
る
と
理
解
す
る
に

至
っ
た
。
こ
の
過
程
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
な
が
ら
『
人
間
の
条
件
』
を
構
想
執
筆
し
た
が
ゆ
え
に
、
ア
レ
ン
ト
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
し
て
、

同
書
に
つ
い
て
「
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
あ
な
た
に
負
う
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
１
）H

annah A
rendt/ M

artin H
eidegger, Briefe 1925 bis 1975 und andere Zeugnisse, V

ittorio K
losterm

ann, 1999, S. 149

（
大
島
か
お

り
・
木
田
元
訳
『
ア
ー
レ
ン
ト
＝
ハ
イ
デ
ガ
ー
往
復
書
簡
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
一
二
一
─
一
二
二
頁
）. 

強
調
は
原
文
で
は
イ
タ
リ
ッ
ク
。

（
２
）H

annah A
rendt, T

he H
um

an Condition, Chicago U
niversity Press, 1958

（
志
水
速
雄
訳『
人
間
の
条
件
』ち
く
ま
学
芸
文
庫
、一
九
九
四
年
）.

（
３
）H

annah A
rendt, “W

hat is Existenz Philosophy? ”, Partisan R
eview

 vol. 18, no. 1, 1946

（
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」、

齋
藤
純
一
・
山
田
正
行
・
矢
野
久
美
子
訳
『
ア
ー
レ
ン
ト
政
治
思
想
集
成
１
─
─
組
織
的
な
罪
と
普
遍
的
な
責
任
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）. 

な
お
、

同
論
文
に
は
、
ド
イ
ツ
語
版
も
存
在
す
る
。
両
論
文
は
、
叙
述
が
異
な
る
個
所
が
あ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
語
版
の
叙
述
を
用
い
る
時
に
は
、
以
下
の
文
献
を
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参
照
す
る
。H

annah A
rendt, W

as ist E
xistenz-Philosophie?,  A

uton H
ain, 1990.

（
４
）
デ
ィ
ー
タ
・
ト
ー
メ
は
、
ア
レ
ン
ト
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
関
係
を
四
つ
の
局
面
に
区
切
っ
て
い
る
（D

ieter T
hom

ä, “H
eidegger und H

annah 
A

rendt : Liebe zur W
elt ”, in T

hom
ä

（H
erg.

）, H
eidegger-H

andbuch: Leben-W
erk-W

irkung, J. B. M
etzler, 2003, S. 397-402

）。
第
一

段
階
は
、
学
生
ア
レ
ン
ト
が
博
士
論
文
に
取
り
組
む
修
業
時
代
で
あ
る
。
第
二
段
階
は
、
一
九
三
三
年
の
亡
命
に
よ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
の
別
離
期
で
、
そ

れ
は
「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
で
頂
点
に
達
す
る
。
第
三
段
階
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
の
再
会
が
果
た
さ
れ
る
哲
学
的
に
成
果
豊
か
な
段
階
で
、
そ
の
主
要

著
作
は
『
人
間
の
条
件
』
で
あ
る
。
最
後
に
第
四
段
階
は
、
二
人
を
巻
き
込
ん
だ
関
係
が
も
は
や
気
を
揉
む
も
の
で
は
な
く
な
る
段
階
で
あ
り
、
ハ
イ
デ

ガ
ー
の
八
〇
歳
の
誕
生
日
に
向
け
た
文
章
や
未
完
の
作
品
『
精
神
の
生
活
』
が
書
か
れ
る
時
期
で
あ
る
。

本
稿
は
半
世
紀
に
わ
た
る
二
人
の
関
係
の
全
て
を
分
析
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ト
ー
メ
の
区
分
に
従
え
ば
、
離
別
し
批
判
的
意
識
を
高
め
て

い
た
第
二
段
階
か
ら
、
再
会
を
果
た
し
哲
学
的
成
果
を
あ
げ
る
第
三
段
階
へ
と
転
じ
て
い
く
一
〇
余
年
の
時
期
に
焦
点
を
定
め
て
い
る
。

（
５
）M

artin H
eidegger, Sein und Zeit, M

ax N
iem

eyer V
erlag, T

übingen, 1993

（
原
佑
訳
『
世
界
の
名
著
74　

ハ
イ
デ
ガ
ー
』
中
央
公
論
社
、

一
九
八
〇
年
）.『
存
在
と
時
間
』
に
お
い
て
民
族
が
用
い
ら
れ
る
の
は
唯
一
度
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
稿
が
民
族
に
焦
点
を
当
て
る
の
は
、

存
在
の
意
味
を
問
う
同
書
に
お
い
て
、
民
族
は
「
存
在
が
現
れ
る
空
間
」
と
い
う
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
概
念
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
小
林
正
嗣
『
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
と
政
治
─
─
民
族
に
お
け
る
存
在
の
現
れ
』（
風
行
社
、
二
〇
一
一
年
）
の
第
一
部
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
６
）A

rendt, “W
hat is Existenz Philosophy? ”, pp. 37-38. 

邦
訳
、
二
二
六
─
二
二
七
頁
。

（
７
）Ibid., pp. 42-43. 

邦
訳
、
二
三
四
頁
。

（
８
）Ibid., p. 47. 

邦
訳
、
二
四
〇
頁
。

（
９
）Ibid., p. 47. 

邦
訳
、
二
四
〇
頁
。
強
調
は
原
文
で
は
イ
タ
リ
ッ
ク
。

（
10
）Ibid., p. 48. 

邦
訳
、
二
四
一
頁
。

（
11
）A

rendt, W
as ist E

xistenz-Philosophie?, S. 31. 

邦
訳
、
二
四
一
頁
。

（
12
）A

rendt, “W
hat is Existenz Philosophy? ”, p. 49. 

邦
訳
、
二
四
三
頁
。

（
13
）Ibid., pp. 48-49. 

邦
訳
、
二
四
二
─
二
四
三
頁
。

（
14
）Ibid., p. 50. 

邦
訳
、
二
四
五
頁
。

（
15
）Ibid., p. 50. 

邦
訳
、
二
四
四
─
二
四
五
頁
。
強
調
は
原
文
で
は
イ
タ
リ
ッ
ク
。
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（
16
）Ibid., p. 46. 

邦
訳
、
二
三
九
頁
。

（
17
）Ibid., p. 55. 

邦
訳
、
二
五
三
頁
。

（
18
）Ibid., p. 55. 

邦
訳
、
二
五
三
頁
。
た
だ
し
、
一
部
改
訳
し
て
い
る
。
以
下
、
同
様
の
場
合
が
あ
る
。

（
19
）
ハ
イ
デ
ガ
ー
研
究
に
お
け
る
ア
レ
ン
ト
の
解
釈
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
小
林
前
掲
『
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
と
政
治
』
の
第
一
章

第
一
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
20
）
一
九
五
〇
年
と
は
、
戦
後
ア
レ
ン
ト
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
再
会
す
る
年
を
意
味
し
て
い
る
。
ア
レ
ン
ト
自
身
が
「
全
人
生
を
確
認
し
て
く
れ
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
（A

rendt/ H
eidegger, Briefe 1925 bis 1975 und andere Zeugnisse, S. 75. 

邦
訳
、
五
八
頁
）」
と
称
し
た
再
会
に
つ
い
て
、

ウ
ォ
ー
リ
ン
は
、「
こ
の
再
会
は
ア
レ
ン
ト
を
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
も
っ
と
も
辛
辣
な
批
判
者
か
ら
も
っ
と
も
忠
実
な
擁
護
者
に
変
え
た
（Richard W

olin, 
H

eidegger ’s Children: H
annah A

rendt, K
arl Löw

ith, H
ans Jonas, and H

erbert M
arcuse, Princeton U

niversity Press, 2011, p. 49. 

村

岡
晋
一
・
小
須
田
健
・
平
田
裕
之
訳
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
子
ど
も
た
ち
─
─
ア
ー
レ
ン
ト
／
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
／
ヨ
ー
ナ
ス
／
マ
ル
ク
ー
ゼ
』
新
書
舘
、
二
〇

〇
四
年
、
八
九
頁
）」
と
述
べ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ラ
の
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
レ
ン
ト
は
師
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
想
に
対
し
批
判
的
距
離
を
保
て
な
く
な
っ

た
と
い
う
考
え
方
に
対
し
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
と
言
え
る
（D

ana R V
illa, Politics, Philosophy, T

error: E
ssays on 

the T
hought of H

annah A
rendt, Princeton U

niversity Press, 1999, p. 62. 

伊
藤
誓
・
磯
山
甚
一
訳
『
政
治
・
哲
学
・
恐
怖
─
─
ハ
ン
ナ
・
ア

レ
ン
ト
の
思
想
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
四
年
、
九
四
頁
）。

ま
た
、
ア
レ
ン
ト
に
と
っ
て
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
像
を
、
二
人
の
出
会
い
か
ら
五
〇
年
に
わ
た
り
全
体
的
に
検
討
し
た
研
究
と
し
て
川
崎
修
「
ハ
ン
ナ
・
ア

レ
ン
ト
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
ど
う
読
ん
だ
か
」（『
思
想
』、
第
七
八
〇
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
が
あ
る
。
本
稿
が
分
析
す
る
時
期
に
限
定
し
て
主

張
を
確
認
す
る
と
、後
年
に
お
い
て
は
、「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
に
お
け
る
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
す
る
対
決
的
な
非
難
の
調
子
は
見
ら
れ
な
く
な
（
同
上
、

五
七
頁
）」
り
、
世
界
を
複
数
の
個
人
が
相
互
に
行
為
し
あ
う
場
と
し
て
捉
え
る
ア
レ
ン
ト
独
自
の
政
治
理
論
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
行
わ
な
か
っ
た
思
索

で
あ
り
、
彼
女
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
向
け
た
批
判
の
積
極
的
な
成
果
で
あ
る
と
川
崎
は
捉
え
て
い
る
（
同
上
、
七
九
─
八
〇
頁
）。

（
21
）V

illa, Politics, Philosophy, T
error, p. 63. 

邦
訳
、
九
六
頁
。

（
22
）A

rendt, “W
hat is Existenz Philosophy? ”, p. 50. 

邦
訳
、
二
四
五
頁
。

（
23
）V

illa, Politics, Philosophy, T
error, p. 66. 

邦
訳
、
一
〇
一
頁
。

（
24
）Ibid., T

error, p. 76. 

邦
訳
、
一
一
八
頁
。

（
25
）Ibid., p. 74. 

邦
訳
、
一
一
四
頁
。
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（
26
）Ibid., p. 77. 

邦
訳
、
一
一
九
頁
。

（
27
）Ibid., p. 78. 

邦
訳
、
一
二
〇
頁
。

（
28
）D

ana R V
illa, A

rendt and H
eidegger: T

he Fate of the Political, Princeton U
niversity Press, 1996, p. 130

（
青
木
隆
嘉
訳
『
ア
レ
ン

ト
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
─
─
政
治
的
な
も
の
の
運
命
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
四
年
、
二
一
六
頁
）.

（
29
）Ernst V

ollrath, “H
annah A

rendt und M
artin H

eidegger ”, in A
nnem

arie Gethm
ann-Siefert und O

tto Pöggeler

（H
g.

）, H
eidegger 

und die praktische Philosophie, Suhrkam
p V

erlag, 1988, S. 358

（
エ
ル
ン
ス
ト
・
フ
ォ
ル
ラ
ー
ト
「
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
と
マ
ル
テ
ィ
ン
・

ハ
イ
デ
ガ
ー
」、
下
村
鍈
二
・
竹
市
明
弘
・
宮
原
勇
監
訳
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
実
践
哲
学
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
一
年
、
四
七
六
頁
）.

（
30
）Ebd., S. 360. 

邦
訳
、
四
七
八
頁
。

（
31
）Ebd., S. 361. 

邦
訳
、
四
七
九
頁
。

（
32
）
梅
木
達
郎
「
輝
け
る
複
数
性
─
─
ハ
イ
デ
ガ
ー
か
ら
ア
ー
レ
ン
ト
へ
」『
思
想
』、
第
九
五
八
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
四
〇
頁
。

（
33
）
同
上
、
四
六
頁
。

（
34
）
同
上
、
四
六
頁
。

（
35
）
同
上
、
四
七
頁
。

（
36
）
更
な
る
研
究
と
し
てLew

is P. H
inchm

an &
 Sandra K

. H
inchm

an, “In H
eidegger ’s Shadow

: H
annah A

rendt ’s Phenom
enological 

H
um

anism
”, T

he R
eview

 of Politics, vol. 46, N
o. 2, 1984

が
あ
る
。
同
研
究
に
よ
れ
ば
、
ア
レ
ン
ト
は
存
在
を
「
自
ら
開
示
す
る
も
の
」
と
捉
え

る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
理
解
を
受
け
継
い
で
い
る
も
の
の
、
人
間
的
事
象
の
世
界
か
ら
の
断
固
た
る
分
離
を
主
張
す
る
彼
の
考
え
方
に
は
終
始
一
貫
し
て
強
烈

に
批
判
し
て
き
た
（Ibid., pp. 188-189

）。
こ
の
よ
う
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
非
難
す
る
こ
と
で
、
ア
レ
ン
ト
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
か
ら
の
知
的
独
立
を
宣
言
し
、

政
治
哲
学
者
と
し
て
の
彼
女
独
自
の
立
場
を
確
立
し
、
啓
蒙
主
義
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
へ
の
要
素
を
基
礎
的
存
在
論
に
戻
す
こ
と
を
試
み
て
い
る
と
い
う

の
が
同
研
究
の
立
場
で
あ
る
（Ibid., p. 202

）。

ま
た
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
か
ら
ア
レ
ン
ト
へ
の
影
響
を
『
存
在
と
時
間
』
以
前
の
一
九
二
四
年
の
『
ソ
フ
ィ
ス
テ
ー
ス
』
講
義
に
見
る
研
究
と
し
て

Jacques T
am

iniaux, T
he T

hracian M
aid and the Professional T

hinker: A
rendt and H

eidegger, trans. By M
ichael Gendre, State of 

N
ew

 Y
ork Press, 1997

（
仏
語
版
原
著1992

）
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
タ
ミ
ニ
オ
ー
は
、
ア
レ
ン
ト
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
知
的
模
倣
者
に
過
ぎ
な
い
と

い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
タ
ミ
ニ
オ
ー
は
、「
実
存
哲
学
と
は
何
か
」
に
お
い
て
ア
レ
ン
ト
が
以
下
の
三
点
に
つ
い
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
痛
切
に
批
判

し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
常
的
世
界
が
非
本
来
的
だ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
個
体
性
が
根
本
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
表
現
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に
敵
対
し
て
い
る
こ
と
、
公
共
性
が
世
人
の
支
配
す
る
日
常
性
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
三
点
で
あ
る
（Ibid., pp. 13-19

）。

（
37
）A

rendt, T
he H

um
an Condition, p. 7. 

邦
訳
、
一
九
頁
。

（
38
）Ibid., pp. 7-11. 

邦
訳
、
一
九
─
二
四
頁
。

（
39
）Ibid., pp. 19-20. 

邦
訳
、
七
─
八
頁
。

（
40
）Ibid., p. 236. 
邦
訳
、
三
七
〇
頁
。

（
41
）Ibid., p. 236. 
邦
訳
、
三
七
〇
頁
。

（
42
）Ibid., pp. 7, 236. 
邦
訳
、
二
〇
、
三
七
〇
頁
。

（
43
）Ibid., p. 188. 

邦
訳
、
三
〇
四
頁
。

（
44
）Ibid., pp. 178-179. 

邦
訳
、
二
九
〇
頁
。

（
45
）Ibid., p. 179. 

邦
訳
、
二
九
一
頁
。

（
46
）Ibid., p. 179. 

邦
訳
、
二
九
一
─
二
九
二
頁
。

（
47
）Ibid., p. 180. 

邦
訳
、
二
九
三
頁
。

（
48
）Ibid., p. 246. 

邦
訳
、
三
八
四
頁
。

（
49
）Ibid., p. 177. 

邦
訳
、
二
八
八
頁
。

（
50
）Ibid., p. 56. 

邦
訳
、
八
四
頁
。

（
51
）Ibid., p. 55. 

邦
訳
、
八
二
頁
。

（
52
）Ibid., p. 55. 

邦
訳
、八
二
頁
。「
始
ま
り
」の
概
念
に
着
目
し
、ア
レ
ン
ト
に
お
け
る
政
治
体
の
根
底
に
あ
る
時
間
性
を
分
析
し
た
研
究
に
森
川
輝
一『〈
始

ま
り
〉
の
ア
ー
レ
ン
ト
─
─
「
出
生
」
の
思
想
の
誕
生
』（
岩
波
書
店
、二
〇
一
〇
年
）
の
第
五
章
が
あ
る
。
ア
レ
ン
ト
の
「
活
動
」
概
念
は
「
始
め
る
こ
と
」

と
「
引
き
継
ぎ
、
成
就
す
る
こ
と
」
と
い
う
時
間
的
原
理
か
ら
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
は
重
要
で
あ
る
（
同
上
、
三
五
〇
頁
）。

（
53
）H

annah A
rendt, T

he papers of H
annah A

rendt

（Library of Congress
）, N

o. 009466. 

一
九
五
五
年
に
カ
ル
ビ
ン
・
シ
ュ
ラ
ー
ク
に
あ
て

た
手
紙
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
の
存
在
に
つ
い
て
は
川
崎
前
掲
「
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
ど
う
読
ん
だ
か
」
か
ら
教
示
を
受
け
て
い
る
。

（
54
）A

rendt, “W
hat is Existenz Philosophy? ”, p. 37. 

邦
訳
、
二
二
六
頁
。

（
55
）Ibid., p. 47. 

邦
訳
、
二
四
〇
頁
。

（
56
）Ibid., p. 48. 

邦
訳
、
二
四
一
頁
。
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（
57
）H

eidegger, Sein und Zeit, S. 42. 

邦
訳
、
一
二
一
頁
。
強
調
は
原
文
で
は
イ
タ
リ
ッ
ク
。

（
58
）A

rendt, “W
hat is Existenz Philosophy? ”, p. 34. 

邦
訳
、
二
二
一
頁
。

（
59
）H

eidegger, Sein und Zeit, S. 17. 

邦
訳
、
八
七
頁
。
強
調
は
原
文
で
は
イ
タ
リ
ッ
ク
。

（
60
）A

rendt, “W
hat is Existenz Philosophy? ”, p. 48. 

邦
訳
、
二
四
二
頁
。
強
調
は
原
文
で
は
イ
タ
リ
ッ
ク
。

（
61
）Ibid., p. 50. 

邦
訳
、
二
四
四
頁
。

（
62
）Ibid., p. 49. 
邦
訳
、
二
四
三
頁
。

（
63
）Ibid., p. 50. 
邦
訳
、
二
四
五
頁
。

（
64
）Ibid., p. 49. 

邦
訳
、
二
四
三
頁
。

（
65
）H

eidegger, Sein und Zeit, S. 175. 

邦
訳
、
三
〇
九
頁
。

（
66
）Ebd., S. 129.

邦
訳
、
二
四
四
頁
。
強
調
は
原
文
で
は
イ
タ
リ
ッ
ク
。

（
67
）Ebd., S. 263.

邦
訳
、
四
二
七
頁
。
強
調
は
原
文
で
は
イ
タ
リ
ッ
ク
。

（
68
）Ebd., S. 263.

邦
訳
、
四
二
八
頁
。

（
69
）Ebd., S. 263.

邦
訳
、
四
二
八
─
四
二
九
頁
。

（
70
）Ebd., S. 298. 

邦
訳
、
四
七
七
頁
。

（
71
）
根
拠
と
し
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
気
遣
い
に
多
様
な
仕
方
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
（Ebd., S. 66-67. 

邦
訳
、
一
五
五
頁
）
ま
た
気
遣
い
を
頽
落
と
結

び
つ
け
て
捉
え
る
時
に
「
没
入
す
る
」
と
い
う
形
容
を
付
し
て
い
る
こ
と
（Ebd., S. 129, 192. 

邦
訳
、二
四
四
、三
三
一
─
三
三
二
頁
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
72
）A

rendt, “W
hat is Existenz Philosophy? ”, p. 46. 

邦
訳
、
二
三
九
頁
。

（
73
）H

eidegger, Sein und Zeit, S. 329. 

邦
訳
、
五
一
九
頁
。

（
74
）Ebd., S. 371. 

邦
訳
、
五
七
六
頁
。
強
調
は
原
文
で
は
イ
タ
リ
ッ
ク
。

（
75
）Ebd., S. 374. 

邦
訳
、
五
七
九
頁
。

（
76
）Ebd., S. 373. 

邦
訳
、
五
七
八
頁
。
強
調
は
原
文
で
は
イ
タ
リ
ッ
ク
。
先
に
死
の
概
念
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
に
と
っ
て
本
来
的
現
存
在
を
導
き
出
す
重

要
な
概
念
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
本
来
的
時
間
性
に
お
い
て
は
、
死
と
と
も
に
生
誕
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

「
終
わ
り
」
と
し
て
の
死
と
「
始
め
」
と
し
て
の
生
誕
と
の
間
の
存
在
者
と
し
て
、初
め
て
現
存
在
は
そ
の
全
体
性
を
示
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（Ebd., 

S. 372-373. 

邦
訳
、
五
七
八
頁
）。
ア
レ
ン
ト
に
お
け
る
出
生
に
よ
る
始
ま
り
が
、
死
す
べ
き
人
間
の
一
生
を
超
え
て
い
く
も
の
と
な
る
こ
と
と
同
様
に
、
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ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
も
、
一
生
が
生
誕
と
死
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
、
そ
の
有
限
の
生
を
伸
び
拡
げ
て
い
く
生
起
を
生

じ
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
77
）Ebd., S. 375. 

邦
訳
、
五
八
〇
頁
。

（
78
）Ebd., S. 379. 

邦
訳
、
五
八
六
頁
。

（
79
）Ebd., S. 378-379. 

邦
訳
、
五
八
五
頁
。

（
80
）Ebd., S. 378-379. 
邦
訳
、
五
八
五
頁
。

（
81
）A

rendt, “W
hat is Existenz Philosophy? ”, p. 51. 

邦
訳
、
二
四
六
頁
。
川
崎
は
、
世
人
と
異
な
る
民
族
と
い
う
共
同
性
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る

運
命
の
議
論
に
ア
レ
ン
ト
が
一
切
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
川
崎
前
掲
「
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
ど
う
読
ん
だ
か
」、

八
五
頁
）。

（
82
）H

eidegger, Sein und Zeit, S. 384. 

邦
訳
、
五
九
二
頁
。
強
調
は
原
文
で
は
イ
タ
リ
ッ
ク
。

（
83
）Ebd., S. 384. 

邦
訳
、
五
九
三
頁
。

（
84
）A

rendt, T
he H

um
an Condition, p. 179. 

邦
訳
、
二
九
一
頁
。
伊
藤
洋
典
は
ア
レ
ン
ト
の
「
活
動
」
と
「
現
わ
れ
の
空
間
」
お
よ
び
ハ
イ
デ
ガ
ー

の
「
世
界
」
と
「
作
品
」
の
概
念
に
注
目
し
、「
ま
さ
に
個
体
性
が
現
わ
れ
て
く
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
個
体
性
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
が
現
わ
れ
る

と
こ
ろ
の
地
平
と
で
も
い
う
べ
き
共
同
性
が
現
わ
れ
る
と
い
う
論
理
は
、
ア
レ
ン
ト
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ

い
で
あ
ろ
う
（
伊
藤
洋
典
『
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
と
国
民
国
家
の
世
紀
』
木
鐸
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
三
五
頁
）」
と
述
べ
、
両
者
の
論
理
的
同
型
性
を

指
摘
し
て
い
る
。

（
85
）A

rendt, T
he H

um
an Condition, p. 180. 

邦
訳
、
二
九
三
頁
。

（
86
）Ibid., p. 188. 

邦
訳
、
三
〇
四
頁
。
ア
レ
ン
ト
の
テ
キ
ス
ト
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
影
を
探
り
当
て
る
こ
と
を
試
み
る
小
野
紀
明
は
、

「
そ
も
そ
も
他
者
の
前
に
現
れ
る
こ
と
そ
の
も
の
を
政
治
と
考
え
る
ア
ー
レ
ン
ト
の
特
異
な
政
治
概
念
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
影
響
を
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ

ろ
う
（
小
野
紀
明
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
ア
ー
レ
ン
ト
─
─
『
人
間
の
条
件
』
第
二
四
、
二
五
節
の
読
解
」
実
存
思
想
協
会
編
『
実
存
と
政
治　

実
存
思
想
論

集X
X

I

』
理
想
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
五
頁
）」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
存
在
の
本
質
的
な
在
り
方
を
単
独
者
と
共
同
存
在
の
両
義
性
と

捉
え
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
政
治
は
「
安
定
し
た
秩
序
の
構
築
と
そ
の
維
持
と
い
う
営
み
と
は
ま
さ
に
対
極
に
立
っ
て
お
り
、
逆
に
秩
序
を
不
断
に
解

体
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
（
同
上
、
二
〇
頁
）」
た
め
、
両
者
の
間
に
は
決
定
的
な
相
違
が
あ
る
と
小
野
は
主
張
し
て
い
る
。

（
87
）A

rendt, T
he H

um
an Condition, p. 55. 

邦
訳
、
八
二
─
八
三
頁
。
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（
88
）Ibid., p. 55. 

邦
訳
、
八
二
頁
。「
死
へ
の
先
駆
」
を
重
要
視
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
し
て
、
ア
レ
ン
ト
は
過
去
へ
の
遡
行
と
未
来
の
予
期
を
協
働
さ
せ

る
こ
と
で
別
様
の
時
間
性
の
時
熟
の
形
を
提
起
し
た
と
主
張
す
る
研
究
と
し
て
、森
一
郎
『
死
と
誕
生
─
─
ハ
イ
デ
ガ
ー
・
九
鬼
周
造
・
ア
ー
レ
ン
ト
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
時
間
性
概
念
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
こ
に
複
数
性
と
偶
然
性
の
要
素
を
加
え
る
こ
と
で
ア
レ
ン

ト
の
時
間
性
概
念
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
図
解
す
る
第
二
部
第
二
章
第
六
節
の
分
析
は
重
要
で
あ
る
。

（
89
）
こ
の
点
に
着
目
し
た
先
行
研
究
と
し
て
、川
崎
修
「
ア
レ
ン
ト
を
導
入
す
る
」（『
現
代
思
想
』
第
二
五
巻
第
八
号
、青
土
社
、一
九
九
七
年
）
が
あ
る
。

川
崎
は
、ア
レ
ン
ト
の
公
的
領
域
を
過
去
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
受
け
そ
れ
を
未
来
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
と
捉
え
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
民
族
を
共
同
体
の
運
命
を
被
投
性
と
し
て
引
き
受
け
そ
れ
を
未
来
に
投
企
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
と
捉
え
、
両
者
の
間
に

類
似
性
を
見
出
し
て
い
る
（
同
上
、
一
二
四
─
一
二
五
頁
）。

（
90
）
後
年
ア
レ
ン
ト
は
、『
精
神
の
生
活
』
の
中
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
し
て
批
判
的
な
評
価
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
批
判
は
「
意
志
し
な
い
意
志
」
と
い

う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
意
志
に
積
極
的
役
割
を
見
出
し
て
い
な
い
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
批
判
は
、
本
稿
が
分
析
対

象
と
し
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
前
期
思
想
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
転
回
以
後
の
後
期
思
想
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
レ
ン
ト
の
こ
の
批
判

は
、「
存
在
が
現
れ
る
空
間
」
と
し
て
民
族
と
公
的
領
域
の
共
通
性
を
主
張
す
る
本
稿
に
対
し
、
そ
れ
で
も
な
お
両
者
の
間
に
相
違
点
が
存
在
す
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
レ
ン
ト
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
は
政
治
的
協
同
性
の
論
理
が
希
薄
で
あ
る
と
考
え
、
公
的
領
域
を
形
成
維
持
し
て
い
く
政

治
的
活
動
能
力
と
し
て
意
志
に
着
目
し
分
析
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
民
族
を
導
き
出
す
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
に
、
共
同
性
を
構
築
し
て
い
く
政
治

的
契
機
が
内
包
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
91
）H

annah A
rendt, T

he papers of H
annah A

rendt
（Library of Congress

）, N
o. 009466.

（
92
）A

rendt/ H
eidegger, Briefe 1925 bis 1975 und andere Zeugnisse, S. 104. 

邦
訳
、
八
三
頁
。 

森
川
も
ま
た
、
こ
の
書
簡
に
注
目
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
一
九
五
〇
年
秋
以
降
に
、
ア
レ
ン
ト
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
著
作
に
新
た
な
視
座
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
（
森
川
前
掲
『〈
始
ま
り
〉
の
ア
ー
レ
ン
ト
』、
二
六
三
─
二
六
四
頁
）。

（
93
）
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
に
お
け
る
民
族
概
念
の
一
貫
性
に
つ
い
て
は
、
小
林
前
掲
『
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
と
政
治
』
の
第
二
部
と
第
三
部

を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、『
全
体
主
義
の
起
原
』
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、ア
レ
ン
ト
は
民
族
概
念
に
批
判
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、

本
稿
が
、
民
族
と
公
的
領
域
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
の
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
民
族
概
念
が
、
一
般
的
な
民
族
と
は
異
な
る
特
異
な
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
が
ナ
チ
ズ
ム
の
提
唱
す
る
よ
う
な
人
種
、
血
統
に
基
づ
い
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
一
九
三
四
年
の
講
義
に
て
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
言
語
、
文
化
、
伝
統
な
ど
の
同
質
性
に
基
づ
い
た
民
族
で
も
な
く
、
各
自
が
能
動
的
に
選
び
取
っ
た
使
命
の
共
有
に
基
づ
く
ハ
イ
デ
ガ
ー
独
自
の
民
族
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な
の
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
小
林
前
掲
『
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
と
政
治
』
の
第
二
部
を
、
後
者
に
つ
い
て
は
同
書
の
第
一
部
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
94
）A

rendt/ H
eidegger, Briefe 1925 bis 1975 und andere Zeugnisse, S. 145-146. 

邦
訳
、
一
一
八
頁
。

（
95
）Ebd., S. 142. 

邦
訳
、
一
一
五
頁
。
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
。

（
96
）Ebd., S. 147. 
邦
訳
、
一
一
九
頁
。

（
97
）Ebd., S. 147. 
邦
訳
、
一
一
九
頁
。

（
98
）H

annah A
rendt, “C

oncern w
ith Politics in R

ecent E
uropean Philosophical T

hought ”, in Jerom
e K

ohn

（ed.

）, E
ssays in 

U
nderstanding 1930-1954, H

arcourt Brace, 1994, p. 443

（
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
「
近
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
思
想
に
お
け
る
政
治
へ
の
関
心
」、

齋
藤
純
一
・
山
田
正
行
・
矢
野
久
美
子
訳
『
ア
ー
レ
ン
ト
政
治
思
想
集
成
２
─
─
理
解
と
政
治
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
二
九
八
頁
）.

（
99
）A

rendt, “W
hat is Existenz Philosophy? ”, p. 55. 

邦
訳
、
二
五
三
頁
。

（
100
）A

rendt, “Concern w
ith Politics in Recent European Philosophical T

hought ”, p. 443. 

邦
訳
、
二
九
八
頁
。

（
101
）「
と
は
い
え
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
自
ら
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
け
っ
し
て
明
確
に
し
て
い
な
い
以
上
、
彼
が
複
数
形
を
用
い
た

こ
と
に
多
大
な
意
義
を
読
み
込
む
こ
と
は
行
き
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
（Ibid., p. 443. 

邦
訳
、
二
九
八
頁
）」
と
述
べ
て
も
い
る
。
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一　

議
会
の
役
割
に
お
け
る
「
制
限
」
と
「
調
和
」

１　

三
権
分
立
論
と
有
機
体
論

一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
人
権
宣
言
第
一
六
条
が
、「
権
利
の
保
障
が
確
保
さ
れ
ず
、
権
力
の
分
立
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
社
会
は
、

憲
法
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
」
と
謳
っ
て
い
る
よ
う
に
、
権
力
分
立
は
、
権
利
保
障
と
と
も
に
立
憲
的
・
近
代
的
意
味
の
「
憲
法
」
の
古
典

的
定
義
を
提
供
し
た（

１
）。

権
力
分
立
論
は
、
政
治
権
力
及
び
そ
れ
を
行
使
す
る
人
間
や
機
関
に
対
す
る
懐
疑
か
ら
、
権
力
が
濫
用
さ
れ
な
い
よ

う
に
創
出
さ
れ
た
「
消
極
的
」
組
織
原
理
で
あ
る（

２
）。

そ
し
て
、
こ
の
原
理
を
制
度
的
に
最
も
象
徴
し
て
い
る
の
は
議
会
で
あ
る
。
君
主
の
権

力
を
制
限
す
る
機
関
と
し
て
形
成
し
発
達
を
し
て
き
た
議
会
は
、
現
在
で
も
権
力
分
立
の
原
理
を
体
現
す
る
核
心
的
な
機
関
と
し
て
、「
消

極
的
」
な
性
格
が
強
い
。

権
力
分
立
論
を
厳
格
な
政
治
的
組
織
原
理
と
し
て
最
初
に
唱
え
た
の
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
三
権
分
立
論
で
あ
る
。「
お
よ
そ
権
力
を

有
す
る
人
間
が
そ
れ
を
濫
用
し
が
ち
な
こ
と
は
万
代
不
易
の
経
験
で
あ
る
。
彼
は
制
限
に
出
会
う
ま
で
進
む（

３
）」

と
考
え
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

は
、
人
々
の
「
政
治
的
自
由（

４
）」

を
国
家
権
力
か
ら
守
る
た
め
に
、
権
力
の
分
離
を
主
張
し
、
権
力
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
機
関
に
担
わ
せ
な

李　

暁
東

立
憲
の
中
国
的
論
理
と
そ
の
源
泉
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け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
す
べ
て
の
国
家
体
制
や
憲
法
が
自
由
の
保
障
に
仕
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、立
法
、執
行
、司
法
の
三
権
分
立
を
主
張
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、さ
ら
に
、分
立
さ
れ
た
権
力
が
相
互
に
抑
制
し
あ
い
、

各
権
力
間
の
「
力
の
均
衡
」
を
説
い
た
。
つ
ま
り
、
権
力
の
制
限
と
相
互
牽
制
に
よ
っ
て
、「
力
の
均
衡
」
を
保
ち
国
民
の
自
由
を
守
る
と

い
う
目
的
を
達
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
言
わ
ば
、
権
力
の
「
制
限
」
と
相
互
「
牽
制
」
に
よ
る
均
衡
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

一
方
、
以
上
の
権
力
に
対
す
る
「
制
限
」
を
重
ん
じ
る
立
場
に
対
し
て
、
権
力
間
の
「
調
和
」
を
重
視
す
る
議
論
も
あ
る
。
カ
ー
ル
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
は
、
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
自
由
主
義
を
「
均
衡
」
の
「
機
械
論
的
観
念
」
か
ら
「
有
機
体
的
な
媒
介
の
学
説
」
に
ま
で
発
展
し
た
過

程
と
し
て
と
ら
え
、ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、ド
イ
ツ
の
自
由
主
義
思
想
は
、「
特
殊
ド
イ
ツ
的
な
『
有

機
体
的
』
思
考
と
一
体
と
な
り
、
均
衡
の
機
械
論
的
観
念
を
克
服
す
る
に
至
っ
た
。
だ
が
ま
た
、
こ
う
し
た
有
機
体
的
思
考
の
助
け
に
よ
っ

て
こ
そ
、
議
会
主
義
の
理
念
を
な
お
も
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
た（

５
）」

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
有
機
体
論
は
、
一
方
で
は
、
原
子
論
的
、
機

械
論
的
観
念
と
対
峙
し
つ
つ
も
、
他
方
で
は
、
立
憲
主
義
の
理
念
を
保
持
し
続
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
の
思
想
に

お
い
て
、
前
者
の
「
機
械
論
的
観
念
」
の
克
服
は
、
言
わ
ば
、
反
自
然
法
、
反
国
民
主
権
と
い
う
保
守
主
義
と
、
一
方
の
後
者
の
「
議
会
主

義
の
理
念
」
の
保
持
は
、
反
君
主
主
権
と
い
う
自
由
主
義
と
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
、
と
も
い
え
よ
う（

６
）。

ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
に
と
っ
て
、
国
家
は
一
つ
の
有
機
体
で
あ
り
、
国
家
は
、
国
家
を
構
成
す
る
諸
要
素
が
機
械
の
一
部
と
し
て
で
は
な
く
、「
国

家
の
機
関
」
と
し
て
身
体
を
構
成
す
る
各
部
分
の
よ
う
に
調
和
を
作
り
出
す
「
有
機
的
」
全
体
と
し
て
存
在
し
て
い
る（

７
）。

彼
に
よ
れ
ば
、「
道

徳
的
な
有
機
体
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
国
家
は
、
単
な
る
冷
た
い
論
理
の
産
物
で
は
な
い
し
、
国
法
は
、
思
弁
的
な
原
理
の
寄
せ
集
め
で
は

な
い（

８
）」。

ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
は
国
家
有
機
体
論
の
立
場
か
ら
「
哲
学
的
な
方
法
に
か
た
む
い
て
い
る（

９
）」

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
法
理
論
を
批
判
し
た
。

そ
の
代
わ
り
に
、
彼
は
有
機
体
論
の
視
角
か
ら
国
会
を
捉
え
て
、「
議
会
の
個
々
の
構
成
部
分
に
は
、
他
の
部
分
と
は
な
れ
て
法
を
つ
く
る

権
威
も
力
も
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
あ
い
結
合
し
て
一
体
と
な
っ
た
場
合
に
の
み
、
つ
ま
り
、
不
可
分
の
統
一
的
な
国
家
機
関
と
し
て
の
み
、

立
法
権
を
有
す
る（

（（
（

」
の
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
に
と
っ
て
、
有
機
体
と
し
て
の
国
家
は
、
君
主
と
議
会
を
含
め
た
各
々
の
機
関
（organ

）
の
間
の
調
和
か

ら
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
議
会
は
各
権
力
間
が
「
あ
い
結
合
し
て
一
体
」
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
先
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
お
け
る
権
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力
「
制
限
」
と
相
互
「
牽
制
」
に
よ
る
均
衡
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
権
力
間
の
「
調
和
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
権
力
に
対
す
る
牽
制
と
権
力
間
の
調
和
と
は
、
一
見
、
矛
盾
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
両
者
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
。

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
三
権
分
立
と
権
力
間
の
相
互
牽
制
を
説
い
た
が
、
同
時
に
、「
こ
れ
ら
三
つ
の
権
力
（
立
法
府
を
構
成
す
る
「
貴
族
院
」、「
衆

議
院
」
と
執
行
権
を
握
る
君
主
を
指
す
─
筆
者
注
）
は
、
休
止
ま
た
は
無
活
動
の
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
権
力
は
事

物
の
必
然
的
な
運
動
に
よ
っ
て
進
行
を
強
制
さ
れ
る
の
で
、
協
調
し
て
進
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う（

（（
（

」
と
も
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
身
分
制
社
会
に
お
け
る
諸
身
分
に
権
力
を
分
散
さ
せ
、
相
互
の
協
働
に
よ
っ
て
の
み
権
力
行
使
が
な

さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
を
構
想
し
て
い
た
た
め
、
や
は
り
身
分
間
の
利
益
の
調
和
を
目
指
し
た
も
の
と
言
え
る
。
逆
に
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
の

場
合
、彼
の
国
家
有
機
体
論
が
立
憲
主
義
的
制
限
政
体
を
前
提
に
し
て
い
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、「
制
限
」
や
「
牽
制
」
と
「
調

和
」
と
は
、
そ
も
そ
も
必
ず
し
も
両
立
し
え
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、「
自
由
」
と
「
権
力
」
と
の
間
の
緊
張
が

強
く
意
識
さ
れ
、
権
力
に
対
す
る
「
制
限
」
と
「
牽
制
」
こ
そ
が
立
憲
政
治
の
本
質
だ
と
強
調
さ
れ
る
な
か
で
、
一
方
の
「
調
和
」
は
、
往
々

に
し
て
逆
に
権
力
と
の
緊
張
を
欠
く
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
例
え
ば
、「
意
見
の
闘
争
」
か
ら
「
利
害
の
闘
争
」
に
堕
落
し
た
近
代
議
会
主
義
の
危
機
の
問
題
性
を
鋭
く
突
い
た
シ
ュ
ミ
ッ

ト
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
、
議
会
主
義
の
本
質
は
「
討
論
に
よ
る
政
治
」
で
あ
り
、「
討
論
」
と
は
、「
合
理
的
な
主
張
を
以
て
意

見
の
も
つ
真
理
性
と
正
当
性
と
を
信
ず
る
よ
う
に
相
手
を
説
得
す
る
こ
と（

（（
（

」
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
さ
に
そ
れ
故
に
、「
相
手
に
説
得
さ
れ
る

と
い
う
心
構
え
を
も
つ
こ
と（

（（
（

」
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
討
論
や
説
得
に
よ
る
意
見
の
ぶ
つ
か
り
合
い
は
、
そ
の
意
見
の
も
つ
真
理
性
と

正
当
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、言
い
換
え
れ
ば
、対
立
は
最
終
的
に
一
致
と
「
調
和
」
を
目
的
と
す
る
も
の
だ
と
も
言
え
る
。

そ
の
意
味
で
は
、権
力
の
制
限
や
、牽
制
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、逆
に
、「
討
論
」
を
く
ぐ
っ
た
あ
と
の
分
立
し
た
多
元
的
「
力
」
の
間
の
「
調

和
」
こ
そ
が
目
的
だ
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
、
近
代
立
憲
主
義
に
お
け
る
「
制
限
」
と
「
調
和
」
と
は
、
近
代
の
日
本
や
中
国
の
立
憲
政
治
に
対
す
る
受
容
を
考
え
る

う
え
で
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
近
代
日
本
と
中
国
の
知
識
人
た
ち
の
立
憲
政
治
観
に
も
、「
制
限
」
と
「
調
和
」
と
い

う
対
照
的
な
特
徴
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
近
代
西
欧
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
展
開
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
、
近
代
中
国
の
厳
復
や
梁
啓
超
ら
啓
蒙
知
識
人
た
ち
の
国
会
観
に
見
ら
れ
る
中
国
の
独
自
の
論
理
を
考
察
し
て
き

た（
（（
（

。『
法
の
精
神
』
を
中
国
に
紹
介
し
た
厳
復
は
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
静
止
的
な
風
土
決
定
論
を
拒
否
し
つ
つ
も
、
立
憲
と
い
う
「
普
遍
」

的
法
制
度
の
「
精
神
」
を
中
国
的
な
論
理
で
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
場
合
、
筆
者
は
厳
復
ら
の
主
張
に
お
け
る
中
国
の
独
自
の
論
理
を

た
だ
「
特
殊
」
な
も
の
と
し
て
よ
り
も
、む
し
ろ
「
普
遍
」
を
よ
り
豊
か
に
す
る
モ
メ
ン
ト
を
内
包
し
う
る
も
の
と
し
て
考
え
た
い
。
本
稿
は
、

厳
復
を
は
じ
め
と
し
た
近
代
中
国
知
識
人
の
国
会
観
を
中
心
に
、
そ
の
な
か
に
通
底
し
て
い
る
独
自
の
論
理
を
、
そ
の
源
に
遡
り
な
が
ら
辿

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

２	

「
権
力
制
限
」
と
「
上
下
一
心
」

西
欧
で
「
議
会
主
義
の
世
紀
」
と
呼
ば
れ
る
一
九
世
紀
の
半
ば
ご
ろ
に
、
議
会
制
が
「
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
イ
ン
パ
ク
ト
」
に
よ
っ
て
東
ア
ジ

ア
に
伝
わ
っ
た
。
近
代
の
日
本
や
中
国
に
お
い
て
、
西
洋
の
議
会
制
度
は
西
洋
の
「
富
強
」
の
本
と
し
て
注
目
さ
れ
、
紹
介
さ
れ
た
。
そ
こ

で
紹
介
さ
れ
た
西
洋
の
議
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
初
歩
的
で
は
あ
っ
た
が
、
議
会
制
度
に
よ
っ
て
表
さ
れ
た
権
力
の
分
立
と
い
う
「
消
極
的
」
な

性
格
は
よ
く
伝
わ
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
日
本
の
佐
久
間
象
山
や
、
吉
田
松
陰
ら
に
影
響
を
与
え
た
魏
源
の
『
海
国
図
志（

（（
（

』
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
制
度
が
次
の
よ
う

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
国
中
に
大
事
あ
ら
ば
、
王
及
び
官
民
は
倶と

も

に
巴パ

ー
ラ厘

満メ
ン
ト

衙
門
に
至
り
、
公
議
す
な
わ
ち
行
わ
る（

（（
（

」。「
巴
厘
満
」
＝
議

会
は
国
の
「
大
事
」
を
議
論
す
る
場
で
あ
り
、
国
王
の
決
定
も
、
議
会
で
の
「
公
議
」
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
徴

税
に
関
す
る
紹
介
で
は
、
権
力
分
立
の
実
態
が
よ
り
正
確
に
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

設も

し
大
事
あ
ら
ば
、
会
し
て
議
し
、
各
お
の
己お

の
れの

見
を
抒の

ぶ
。
其
の
国
中
の
尊
き
者
、
五
爵
と
曰
い
、
中
国
の
公
、
侯
、
伯
、
子
、

男
の
如
き
が
、
会
議
の
主
た
り
。
且
つ
城
邑
の
居
民
、
各
お
の
忠
義
の
士
一
二
を
選
び
、
京
の
会
議
に
赴
く
。
国
王
、
若
し
徴
税
、
納

餉
を
欲
す
れ
ば
、
則
ち
必
ず
紳
士
、
允ゆ

る

し
て
従
う
。
倘
し
紳
士
、
允
さ
ざ
れ
ば
、
即
ち
国
民
を
銭
糧
を
納
め
し
む
る
を
得
ず
。
若
し
紳
士
、

私
見
に
執と

ら
わる

れ
ば
、
則
ち
暫し

ば
らく

其
の
会
を
散さ

ん

じ
、
而
し
て
別
に
賢
士
を
択
ぶ
。
如
し
時
を
按
じ
変
通
の
事
あ
ら
ば
、
則
ち
庶
民
は
其
の
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要
な
る
者
を
択
び
、
敬つ

つ

し
ん
で
五
爵
、
郷
紳
の
会
に
禀

も
う
し
あ
げる

。
大
衆
可
な
れ
ば
則
ち
之
を
可
と
し
、
大
衆
否
な
れ
ば
則
ち
之
を
否
と
す
。

議
会
は
貴
族
だ
け
で
な
く
、
一
般
住
民
の
利
益
を
も
代
表
し
て
お
り
、
と
く
に
、「
紳
士
」
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
徴
税
で
き
な
い
、
と
国

王
の
権
力
が
議
会
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、『
海
国
図
志
』
の
な
か
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
徐
継
畬
の
『
瀛
環
志
略
』（
一
八
四
八
年
）
の
な
か
で
も
、
同
じ
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス

議
会
の
「
牽
制
」
の
役
割
を
明
確
に
認
識
し
て
い
る（

（（
（

。

都
城
に
公
会
所
あ
り
。
内
は
両
所
に
分わ

か

つ
。
一
は
爵
房
と
曰い

い
、一
は
郷
紳
房
と
曰
う
。
爵
房
は
、爵
位
あ
る
貴
人
、及
び
耶
蘇
教
師
、

之こ

れ
に
処お

る
。
郷
紳
房
は
、
庶
民
よ
り
推
択
し
、
才
識
学
術
あ
る
者
、
之
れ
に
処
る
。
国
に
大
事
あ
れ
ば
、
王
は
相
に
諭
し
、
相
は
爵

房
に
告
げ
、
衆
を
聚あ

つ

め
て
公
議
し
、
参
ず
る
に
条
例
を
以
て
し
、
其
の
可
否
を
決
す
。
輾
転
し
て
郷
紳
房
に
告
げ
、
必
ず
郷
紳
大
衆
の

允い
ん
だ
く諾

し
て
後の

ち
行
う
。
否し

か

ら
ざ
れ
ば
則す

な
わち

、
其
の
事
、
寝や

む
は
論
な
し
。

以
上
の
よ
う
に
、
議
会
の
訳
語
は
、「
巴
厘
満
」、「
公
会
所
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
が
、
国
の
「
大
事
」
に
つ
い
て
「
公
議
」

す
る
議
会
が
王
権
を
制
限
す
る
機
関
で
あ
る
こ
と
は
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。「
大
衆
可
な
れ
ば
則
ち
之
を
可
と
し
、
大
衆
否
な
れ
ば
則

ち
之
を
否
と
す
」
や
、「
必
ず
郷
紳
大
衆
の
允
諾
し
て
後
ち
行
う
。
否
ら
ざ
れ
ば
則
ち
、
其
の
事
、
寝
む
は
論
な
し
」
は
、
さ
ら
に
王
権
に

対
す
る
「
民
権
」
の
強
さ
へ
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
西
欧
諸
国
に
お
け
る
議
会
制
度
は
、
日
中
の
知
識
人
た
ち
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。

中
国
の
伝
統
的
民
本
思
想
に
お
い
て
、「
民
貴
君
軽
」
の
思
想
が
あ
り
、
君
主
が
民
意
を
大
事
に
し
て
「
仁
政
」
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
、
も

は
や
君
主
と
し
て
の
正
当
性
を
も
た
な
い
と
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
価
値
意
識
の
次
元
に
と
ど
ま
り
、
そ
う
し
た
意
識

や
思
想
を
保
障
す
る
制
度
は
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、「
民
」
の
意
志
が
従
来
の
民
本
思
想
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
抽
象

的
な
「
天
」
や
、「
天
命
」
を
通
じ
て
で
は
な
く
、
現
実
に
あ
る
議
会
で
の
議
論
を
通
じ
て
明
確
な
形
で
表
出
さ
れ
る
と
い
う
近
代
的
な
制



219 李暁東【立憲の中国的論理とその源泉】

度
は
、
自
分
た
ち
の
伝
統
の
な
か
に
な
か
っ
た
装
置
と
し
て
、
知
識
人
た
ち
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
一
方
で
、

ま
さ
に
、「
天
視
る
は
我
が
民
の
視
る
に
自
い
、
天
聴
く
は
我
が
民
の
聴
く
に
自
う
」
と
い
う
伝
統
的
民
本
思
想
の
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

日
中
の
知
識
人
た
ち
が
近
代
的
議
会
制
度
の
役
割
を
理
解
し
そ
の
魅
力
を
感
じ
て
導
入
す
る
必
要
性
を
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
あ
ま

り
時
間
を
要
し
な
か
っ
た
（
日
本
で
初
め
て
議
会
制
の
導
入
を
唱
え
た
加
藤
弘
之
も
、「
民
本
思
想
」
と
い
う
言
葉
こ
そ
用
い
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
国

会
論
や
民
権
論
に
伝
統
的
民
本
思
想
の
影
響
が
顕
著
に
見
受
け
ら
れ
る
）。

し
か
し
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
日
中
の
知
識
人
た
ち
が
実
際
に
近
代
的
議
会
制
度
の
導
入
を
唱
え
る
と
き
に
、
議
会
は
、
君
権
を
制
限
す

る
と
い
う
「
消
極
的
原
理
」
か
ら
そ
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
だ
っ
た
。

ま
ず
、日
本
の
場
合
、例
え
ば
、い
ち
早
く
西
洋
の
よ
う
な
議
会
制
度
の
設
立
を
唱
え
た
加
藤
弘
之
は
、『
隣
草
』（
一
八
六
一
年
）
の
な
か
で
、

隣
国
の
清
朝
が
直
面
し
た
危
機
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
の
危
機
に
対
応
す
る
た
め
に
、
武
備
を
整
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に｢

武
備
の
精

神｣

＝
「
人
和
」
を
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
い
て
、「
武
備
を
厳
に
し
て
外
邦
の
侮
を
禦
ん
と
欲
せ
ば
、
先
づ
人
和
を
得
る
を
以

て
其
大
本
と
為
さ
ず
し
て
は
叶
は
ざ
る
な
り（

（（
（

」
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、「
人
和
」
を
得
る
た
め
に
、ま
ず
「
公
会
」
を
設
立
す
べ
き
だ
と
い
う
。

加
藤
は
、
世
界
各
国
の
政
体
を
「
君
主
握
権
・
上
下
分
権
・
豪
族
専
権
・
万
民
同
権
」
の
四
政
体
に
分
け
、「
上
下
分
権
」
と
「
万
民
同
権
」

の
政
体
は
「
光
明
正
大
」
の
政
体
だ
と
し
た
。
そ
し
て
、「
上
下
分
権
」
を
紹
介
す
る
と
き
に
、
そ
れ
は
「
確
乎
た
る
大
律
を
設
け
又
公
会

と
云
へ
る
者
を
置
て
王
権
を
殺
ぐ
者（

（（
（

」
だ
と
述
べ
、
王
権
を
制
限
す
る
と
い
う
議
会
の
役
割
を
明
確
に
認
識
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、「
公
会
」
設
立
の
目
的
は
、「
王
権
を
殺
ぐ
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
人
和
」
の
形
成
に
あ
る
と
強
調
さ
れ
る
。
加
藤
は
、「
速

に
上
下
分
権
の
政
体
を
立
て
公
会
を
設
け
て
専
ら
光
明
寛
大
の
政
治
を
施
す
べ
き
な
り
。
然
る
と
き
は
下
民
大
に
帝
の
仁
徳
に
懐
き
て
上
下

の
志
情
右
の
如
く
和
合
し
、
海
内
の
人
和
も
右
の
如
く
全
く
斉
は
ん
こ
と
疑
ふ
べ
か
ら
ず（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
加
藤
弘
之
は
、「
公

会
」
＝
議
会
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
君
権
」
を
牽
制
す
る
こ
と
よ
り
も
、
君
民
の
「
志
情
」
の
和
合
に
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

中
国
に
お
け
る
初
期
の
議
会
論
も
同
じ
よ
う
な
性
格
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
初
期
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
鄭
観
応
の
主
張
が
挙
げ
ら
れ

る
。
議
会
開
設
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
鄭
観
応
は
、「
議
院
が
な
い
と
、
君
民
の
間
は
勢
い
阻
隔
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
志
し
た
こ
と
は

必
ず
背
違
し
、
力
は
権
限
に
よ
っ
て
分
か
た
れ
る（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
む
し
ろ
「
力
が
分
か
た
れ
る
」
こ
と
を
危
惧
し
て
、
議
会
を
通
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し
て
君
民
の
間
の
「
阻
隔
」
を
な
く
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
鄭
は
、「
欧
米
各
国
は
み
な
議
院
を
設
け
、
こ
と
を
行
な
う
に
当
た
っ
て
は
、

つ
ね
に
衆
人
に
は
か
っ
て
、
そ
の
同
意
を
得
る
。
民
が
不
便
だ
と
す
る
も
の
は
、
必
ず
し
も
行
な
わ
ず
、
民
が
不
可
だ
と
す
る
も
の
は
、
強

行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
朝
野
上
下
、
徳
を
同
じ
く
し
心
を
同
じ
く
し
て
い
る（

（（
（

」
と
述
べ
、
政
治
権
力
を
制
限
す
る
議
会
の
役
割
を
認
識
し

て
い
る
。
し
か
し
、
彼
も
や
は
り
議
院
の
設
立
に
よ
っ
て
、「
君
民
あ
い
和
し
、
情
誼
は
互
い
に
通
じ
合
う
。
…
…
上
下
一
心
、
君
民
一
体

と
な
る（

（（
（

」
こ
と
に
期
待
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
君
民
間
の
「
阻
隔
」
を
無
く
し
「
上
下
一
心
・
君
民
一
体
」
の
議
院
を
設
立
す
る
と
い
う
主
張
が
、
同
時
代
の
馮
桂
芬
や
、

王
韜
、
陳
熾
、
何
啓
、
胡
礼
垣
ら
の
中
国
知
識
人
の
議
会
論
に
も
広
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。
そ
れ
ら
が
加
藤
弘
之
の
初
期
の
議
会
論

の
論
調
と
き
わ
め
て
近
似
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
代
議
会
の
観
念
を
摂
取
し
た
初
期
の
日
中
両
国
の
知
識
人
た
ち
は
、
一
方
で
は
、
議
会
制
度
に
よ
る
君
権
制
限
の
役
割
、

言
い
換
え
れ
ば
、
議
会
の
「
消
極
的
原
理
」
を
認
識
し
つ
つ
も
、
他
方
で
は
、「
上
下
一
心
」
の
議
会
を
求
め
、
議
会
に
よ
る
「
調
和
」
の

役
割
を
重
視
し
た
。
彼
ら
の
議
会
認
識
に
は
、
君
権
を
制
限
す
る
こ
と
と
、「
上
下
一
心
」
と
い
う
調
和
状
態
を
創
出
す
る
こ
と
の
両
面
を

内
包
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
を
近
代
立
憲
思
想
に
見
ら
れ
る
「
制
限
」
と
「
調
和
」
の
要
素
と
安
易
に
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
で
は
、
知
識
人
た
ち
の
主
張
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
両
面
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
以
下
、
従
来
の
研
究
を
検
討

し
つ
つ
、
近
代
の
知
識
人
た
ち
の
立
憲
思
想
と
、
伝
統
的
な
民
本
思
想
や
『
易
』
の
思
想
と
の
関
連
を
考
察
し
て
、
彼
ら
に
お
け
る
議
会
論

の
論
理
と
、
立
憲
政
治
観
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二	

「
即
自
的
同
一
性
」
と
「
通
」
論

１　

自
然
法
と
有
機
体
論
の
歪
曲

（
１
）「
君
民
一
体
・
上
下
一
心
」
の
性
格
は
過
渡
的
な
も
の
か
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近
代
初
期
日
中
両
国
の
議
会
論
に
み
ら
れ
る
「
君
民
一
体
・
上
下
一
心
」
の
特
徴
に
注
目
し
た
研
究
は
、
ま
ず
許
介
麟
氏
の
研
究
が
挙
げ

ら
れ
る
。
許
氏
は
、「
君
民
一
体
・
上
下
一
心
」
の
国
会
を
唱
え
た
背
景
と
し
て
、
と
り
わ
け
「
外
圧
」
と
、
国
内
の
混
乱
と
い
う
危
機
に

立
ち
向
か
う
た
め
に
、
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
要
請
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
一
方
、
そ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ

議
会
が
、「
も
っ
ぱ
ら
支
配
関
係
の
片
方
で
あ
る
統
治
者
の
善
政
い
わ
ば
権
力
集
中
の
契
機
に
重
点
が
置
か
れ
、
反
面
支
配
の
対
象
と
さ
れ

る
人
民
大
衆
の
政
治
的
参
加
に
ま
で
拡
大
し
て
ゆ
く
い
わ
ば
権
力
基
盤
拡
大
の
論
理
は
乏
し
い（

（（
（

」
と
指
摘
し
た
。

こ
の
指
摘
は
間
違
い
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
に
従
え
ば
、「
上
下
一
心
」
の
性
格
を
も
つ
議
会
制
度
が
、
あ
く
ま
で
も
緊
迫
し

た
政
治
的
状
況
に
応
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
は
、
西
洋
の
近
代
的
議
会
制
度
に
対
す
る
認
識
の
深
化
過
程
の
な
か
で
の
一
時
的
で
、

過
渡
的
な
性
格
を
持
つ
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
西
欧
の
近
代
的
議
会
制
度
が
経
験
し
た
歴
史
を
考
え
れ
ば
、
参
政
権
拡
大

問
題
は
や
は
り
ひ
と
つ
の
過
程
を
必
要
と
し
た
し
、
ま
た
、「
外
圧
」
問
題
は
、
た
し
か
に
日
中
の
初
期
議
会
論
に
お
け
る
「
上
下
一
心
」

の
性
格
を
形
づ
く
っ
た
重
要
な
理
由
で
あ
っ
た
が
、
問
題
は
、
例
え
ば
日
本
の
場
合
、「
外
圧
」
と
い
う
背
景
が
圧
倒
的
に
重
要
な
要
素
で

あ
っ
た
幕
末
期
と
異
な
っ
て
、
明
治
憲
法
が
成
立
し
た
あ
と
、「
外
圧
」
が
も
は
や
あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
し
、
近
代
的
立
憲
制
に

対
す
る
理
解
も
深
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
皇
へ
の
「
同
一
性
」
が
や
は
り
強
調
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。「
五
箇
条
の
御
誓

文
」
に
お
け
る
「
上
下
心
を
一
に
し
て
盛
に
経
綸
を
行
ふ
」
こ
と
を
は
じ
め
、
明
治
七
年
に
提
出
さ
れ
た
民
選
議
院
建
白
書
の
な
か
に
、「
斯

議
院
を
立
、
天
下
の
公
論
を
伸
張
し
、
人
民
の
通
義
権
理
を
立
て
、
天
下
の
元
気
を
鼓
舞
し
、
以
て
上
下
親
近
し
、
君
臣
相
愛
し
、
我
帝
国

を
維
持
振
起
し
、
幸
福
安
全
を
保
護
せ
ん
こ
と
を
欲
し
て
也（

（（
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
上
杉
慎
吉
に
至
っ
て
は
、「
衆
議
院
は
明

治
大
帝
の
た
ま
は
せ
ら
れ
た
る
、
国
民
が
聖
意
を
奉
体
し
、
大
業
を
奨
順
し
、
共
に
負
担
を
分
つ
の
橋
渡
し
と
な
り
、
君
民
一
致
の
実
を
挙

ぐ
る
の
重
要
な
る
働
を
為
す（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。「
上
下
一
心
」
の
性
格
は
過
渡
的
な
も
の
で
は
な
く
、
明
治
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
あ
と
も
、

天
皇
制
国
家
を
正
当
化
す
る
表
現
と
し
て
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
中
国
の
場
合
で
も
、
以
下
で
考
察
す
る
よ
う
に
、
日
本
の
場
合
と
異
な
っ
た
論
理
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
や
は
り
「
調
和
」
的

な
性
格
を
も
つ
国
会
が
追
求
さ
れ
て
い
た
。

で
は
、
以
上
の
よ
う
な
「
上
下
一
心
」
の
「
調
和
」
的
性
格
を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
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（
２
）
日
本
に
お
け
る
「
調
和
」
論
─
─
加
藤
弘
之
の
場
合

ま
ず
、
日
本
の
場
合
、
こ
の
問
題
に
メ
ス
を
入
れ
た
の
は
石
田
雄
氏
の
研
究
で
あ
る
。
石
田
氏
は
加
藤
弘
之
の
「
隣
草
」
か
ら
「
国
体
新

論
」
に
か
け
て
の
「
転
向
」
前
の
著
作
を
取
り
あ
げ
て
、
加
藤
弘
之
は
天
賦
人
権
説
を
唱
え
な
が
ら
も
、
彼
に
お
け
る
自
然
法
思
想
が
あ
く

ま
で
も
「
安
民
」
と
い
う
視
点
か
ら
支
配
者
に
向
か
っ
て
説
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
特
徴
に
注
目
し
た
。
石
田
氏
は
そ
れ
を
評
し
て
、「
わ

れ
わ
れ
は
彼
の
初
期
に
お
け
る
絢
爛
た
る
天
賦
人
権
説
の
中
に
、
す
で
に
将
来
の
転
換
を
予
期
さ
せ
る
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

」
と
述

べ
た
。
加
藤
弘
之
に
お
け
る
「
安
民
」
の
視
点
は
、
や
が
て
「
転
向
」
後
の
加
藤
弘
之
に
よ
っ
て
「
我
が
族
父
統
治
の
政
体
」
と
表
現
さ
れ

る
よ
う
な
「
家
族
国
家
」
観
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

石
田
氏
に
よ
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
近
代
自
然
法
思
想
の
受
容
は
、
自
然
も
社
会
も
と
も
に
自
然
的
秩
序
と
い
う
「
天
人
合
一
」
の
儒
教

的
自
然
秩
序
思
想
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
て
い
た（

（（
（

。
そ
し
て
、
温
存
し
て
い
た
儒
教
主
義
が
、
さ
ら
に
近
代
的
自
然
法
思
想
と
対
蹠
的
な
性
格

を
持
つ
社
会
有
機
体
論
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
「
家
族
国
家
」
観
を
形
成
さ
せ
た
こ
と
に
至
っ
た（

（（
（

。

そ
の
場
合
、
石
田
氏
は
有
機
体
論
を
「
前
期
的
有
機
体
説
」（「
無
意
識
的
有
機
体
説
」）
と
「
近
代
的
有
機
体
説
」（
意
識
的
有
機
体
説
）
と
に

分
け
て
説
明
し
て
い
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、
後
者
の
「
近
代
的
有
機
体
説
」
は
、
個
人
の
存
在
か
ら
出
発
し
て
「
下
」
か
ら
団
体
を
基
礎
づ
け
る

の
に
対
し
て
、
前
者
の
有
機
体
説
は
、
例
え
ば
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
的
有
機
体
説
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
秩
序
は
神
の
摂
理
に
よ
る
自
然
的
秩

序
と
観
念
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
儒
教
主
義
に
お
け
る
有
機
体
的
秩
序
は
ま
さ
に
「
現
世
の
政
治
的
秩
序
と
神
の
支
配
す
る
普
遍
的
秩
序
と
の

調
和
」
を
唱
え
る
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
理
論
と
親
和
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

加
藤
弘
之
は
『
真
政
大
意
』（
一
八
七
〇
年
）
あ
た
り
か
ら
本
格
的
に
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
を
受
容
し
始
め
た
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
だ
と
す
る
と
、『
隣

草
』の
中
で
展
開
さ
れ
た
伝
統
的
民
本
思
想
を
背
景
に
し
た「
人
和
」論
は
こ
こ
か
ら
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
の
有
機
体
論
と
合
流
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
石
田
氏
に
よ
れ
ば
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
の
有
機
体
論
を
初
め
て
日
本
に
紹
介
し
た
加
藤
弘
之
が
理
解
し
た
有
機
体
論
と
、
ブ
ル
ン
チ
ュ

リ
の
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
ず
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
本
来
、
例
え
ば
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
近
代
的
有
機
体
論
は
、
国
家
が
装
置
で
あ
る
と
い
う
観
念
を
前
提
に
し

て
お
り
、し
た
が
っ
て
、有
機
体
の
比
喩
も
そ
れ
に
対
す
る
観
念
と
し
て
、「
抽
象
化
さ
れ
た
国
家
像
」と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
転
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向
」
後
の
加
藤
の
な
か
で
、有
機
体
は
日
本
社
会
の
家
族
的
構
成
と
結
び
つ
い
て
実
体
化
し
、あ
た
か
も
自
然
の
存
在
と
し
て
の
「
家
族
国
家
」

の
観
念
を
形
成
す
る
一
つ
の
発
条
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
「
家
族
国
家
」
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
石
田
氏
は
「
即
自
的
同
一
性
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
同
一
性
」
は
、
近
代
西
洋

の
よ
う
な
、
市
民
的
自
由
と
権
力
装
置
と
し
て
の
国
家
と
の
対
置
及
び
両
者
間
の
緊
張
関
係
が
欠
け
た
た
め
に
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
支
え
る

討
論
の
可
能
性
の
基
盤
を
な
し
、
し
た
が
っ
て
多
様
性
と
独
自
性
を
認
め
る
よ
う
な
「
国
民
的
等
質
性
」（
Ｅ
・
バ
ー
カ
ー
）
で
は
な
く
、
む

し
ろ
そ
れ
へ
の
拒
否
を
特
徴
と
す
る
伝
統
的
な
「
即
自
的
同
一
性
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
「
即
自
的
同
一
性
」
は
、
も
は
や

「
封
建
的
多
元
性
と
国
民
的
統
一
性
、
あ
る
い
は
封
建
的
特
権
の
国
民
的
自
由
へ
の
拡
大
と
強
力
な
中
央
集
権
国
家
へ
の
権
力
集
中
と
い
う

緊
張（

（（
（

」
が
な
く
、
そ
の
「
同
一
性
」
と
は
、「
父
子
相
愛
の
情
誼
」
と
い
う
「
自
然
」
力
を
強
調
す
る
「『
天
皇
帰
一
』
の
即
自
的
同
一
性
」

で
あ
っ
た（

（（
（

。
議
会
の
性
格
に
関
し
て
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
即
自
的
同
一
性
」
の
温
存
に
よ
っ
て
、「
近
代
的
形
成
の
形
式
を
と
っ
た
議

会
も
伝
統
的
な
国
民
的
同
調
性
を
媒
介
す
る
一
つ
の
（
唯
一
の
で
は
な
い
）
補
助
的（

（（
（

」
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
議
会
の
性
格
を
た
ど
れ
ば
、
加
藤
弘
之
が
最
初
に
打
ち
出
し
た
「
君
民
一
体
・
上
下
一
心
」
の
「
公
会
」
に
遡
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。

石
田
氏
の
分
析
は
、
近
代
日
本
の
天
皇
制
を
支
え
る
「
家
族
国
家
」
観
に
お
け
る
伝
統
的
儒
教
主
義
的
性
格
を
鮮
や
か
に
あ
ぶ
り
だ
し
た
。

儒
教
主
義
の
温
存
に
よ
り
、
近
代
日
本
の
自
然
法
思
想
の
摂
取
が
歪
め
ら
れ
（
自
然
と
倫
理
、
存
在
と
規
範
が
一
元
化
さ
れ
た（

（（
（

）、
有
機
体
論
の
受

容
も
歪
め
ら
れ
た
（
有
機
体
の
実
体
化
）
の
で
あ
る
。

２	

「
上
下
」
と
「
循
環
」

た
だ
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
石
田
氏
が
儒
教
倫
理
と
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
有
機
体
観
と
の
親
近
性
に
注
目
し
、
両
者
は
と
も
に
「
前
期
的
」

有
機
体
（
無
意
識
的
有
機
体
）
論
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
と
き
、
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
近
代
自
然
法
論
と
の
対
比
と
い
う
意
味
に
お

い
て
で
あ
る
、
と
限
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
石
田
氏
は
さ
ら
に
、「
思
想
史
的
に
言
え
ば
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
お
い
て
絶
対
者
と
し
て
の
神

が
存
在
す
る
の
と
儒
教
に
お
い
て
あ
く
ま
で
非
人
格
的
な
理
又
は
道
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
と
で
は
決
定
的
相
違
が
あ
る
こ
と
を
看
過
し
て
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は
な
ら
な
い（

（（
（

」
と
付
け
加
え
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
代
日
本
の
状
況
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
た
め
か
、
石
田
氏
は
ギ
ー
ル
ケ
の
類
型
化
を
借
り
て
、「『
前
期
的
』
有
機

体
論
と
…
…
ス
ペ
ン
サ
ー
等
の
有
機
体
論
と
の
間
に
は
、
ギ
ー
ル
ケ
の
よ
う
に
類
型
化
し
て
い
え
ば
、『
上
か
ら
下
へ
』
と
『
下
か
ら
上
へ
』

の
方
向
の
相
違
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
一
旦
自
然
法
思
想
に
よ
っ
て
原
子
論
的
な
個
人
が
有
機
的
秩
序
か
ら
解
放
さ
れ
た

後
に
は
、
そ
う
し
た
個
人
か
ら
出
発
し
て
団
体
を
基
礎
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る（

（（
（

」
と
指
摘
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
加
藤
弘

之
の
場
合
、「
族
父
」
で
あ
る
「
天
皇
」
が
「
理
又
は
道
」
に
と
っ
て
代
わ
る
超
越
的
な
存
在
と
し
て
絶
対
化
さ
れ
た
な
か
で
、「
上
か
ら
下
へ
」

と
い
う
実
体
と
し
て
の
有
機
体
論
が
成
立
し
、
現
秩
序
を
固
定
す
る
と
い
う
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
加
藤
の
文
脈
と
異
な
っ
て
、
儒
教
に
お
け
る
自
然
的
秩
序
を
、
そ
の
本
来
の
論
理
か
ら
す
れ
ば
、
単
線
的
な
「
上
か
ら
下
へ
」

と
い
う
表
現
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

儒
教
的
自
然
的
秩
序
の
な
か
に
、
絶
対
的
な
「
非
人
格
的
な
理
や
道
」
は
よ
く
「
天
」
や
「
天
命
」
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。「
天
人
合
一
」

の
自
然
観
の
な
か
で
、「
天
」
の
意
志
は
、「
天
視
る
は
我
が
民
の
視
る
に
自
い
、
天
聴
く
は
我
が
民
の
聴
く
に
自
う
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ

て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
下
」
の
民
の
民
意
の
表
れ
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
天
命
」
を
受
け
て
民
を
支
配
す
る
「
天
子
」
は
、
同

時
に
お
の
ず
か
ら
「
天
命
」
の
表
れ
で
も
あ
る
「
民
意
」
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
て
い
る
。
伝
統
的
な
儒
教
的
「
王
土
・
王
臣
」
論
は
、「
朕

は
国
家
な
り
」
の
よ
う
な
西
洋
絶
対
主
義
に
は
な
ら
な
い
理
由
も
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
儒
教
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
有

機
的
な
構
造
は
、
単
に
「
上
か
ら
下
へ
」
と
い
う
図
式
で
表
現
で
き
ず
、
む
し
ろ
、「
天
─
君
─
民
─
天
」
と
い
う
一
種
の
循
環
構
造
と
し

て
理
解
し
た
ほ
う
が
よ
り
正
確
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
循
環
構
造
の
な
か
で
、
無
道
の
君
主
を
「
一
夫
」（『
孟
子
』）
と
看
做
し
、
そ
の
君

主
と
し
て
の
正
当
性
を
否
定
す
る
と
い
う
易
姓
革
命
の
思
想
が
正
当
化
さ
れ
る
。

加
藤
の
な
か
に
お
い
て
、君
主
が
「
蒭
蕘
に
諮
詢
」
す
る
制
度
や
、「
兼
聴
」
す
る
制
度（

（（
（

を
讃
え
る
伝
統
的
民
本
思
想
が
温
存
さ
れ
て
い
た
が
、

一
方
で
、「
天
孫
」
が
天
降
り
の
存
在
を
理
由
に
易
姓
革
命
の
可
能
性
が
否
定
さ
れ
た（

（（
（

。
本
来
、
儒
教
的
循
環
構
造
の
な
か
で
は
、
一
方
で
は
、

上
下
の
君
臣
関
係
を
固
定
し
、
他
方
で
は
、
上
下
関
係
を
ひ
っ
く
り
返
す
、
と
い
う
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
論
理
が
共
存
し
て
い
た
が
、
加
藤

が
後
者
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
中
に
残
存
し
て
い
た
儒
教
が
上
述
の
循
環
の
モ
メ
ン
ト
を
失
い
、
結
局
、
直
線
的
な
上
下
構
造
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し
か
残
ら
な
く
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
「
上
・
下
」
構
造
と
「
循
環
」
構
造
と
の
違
い
を
区
別
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
上
・
下
」
構
造
の
な
か

で
唱
え
ら
れ
た
「
上
下
一
心
」
は
、
実
体
的
超
越
的
絶
対
者
の
下
で
の
「
上
下
一
心
」
で
し
か
な
く
、
石
田
氏
が
指
摘
し
た
「
即
自
的
同
一

性
」
を
意
味
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、「
循
環
」
構
造
の
な
か
に
お
け
る
「
上
下
一
心
」
が
何
よ
り
も
表
し

て
い
る
の
は
、
塞
が
る
こ
と
な
く
「
通
」
と
い
う
調
和
の
と
れ
た
状
態
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、「
相
通
ず
る
」
こ
と
は
「
上
意
下

達
」
と
い
う
一
方
通
行
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
つ
の
有
機
体
の
良
性
循
環
を
保
つ
意
味
で
の
「
通
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
上
下

が
相
交
わ
る
」
と
い
う
相
互
作
用
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
循
環
的
な
「
通
」
に
お
い
て
、「
上
・
下
」

の
関
係
は
相
対
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
交
代
す
る
こ
と
が
自
然
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
価
値
意
識
の
な
か
に
あ
っ
た
中
国
の
知
識
人
た
ち
に
と
っ
て
、
議
会
は
君
権
を
制
限
す
る
機
関
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
究
極

的
に
は
政
治
社
会
全
体
が
「
通
」
で
あ
る
状
態
に
す
る
た
め
に
調
整
す
る
た
め
の
機
関
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
通
」
に
よ
っ
て
創
出
さ

れ
た
「
調
和
」
は
、
石
田
氏
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
即
自
的
同
一
性
」
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
儒
教
に
お
け
る
「
循
環
」
─
─
「
通
」
の
論
理
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
『
易
』
に
遡
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

三	

『
易
』
と
民
本
思
想

１	

『
易
』
に
お
け
る
「
泰
・
否
」

ま
ず
、
前
出
の
鄭
観
応
の
議
会
論
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る（

（（
（

。

け
だ
し
上
下
が
交
わ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
〔『
易
』
に
い
う
〕
泰
〔
時
運
の
亨
通
す
る
こ
と
〕
で
あ
り
、
交
わ
ら
な
け
れ
ば
否
〔
抑
塞
す
る
こ
と
〕
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で
あ
る
。
天
は
民
を
生
じ
、
そ
の
君
を
立
て
る
が
、「
君
は
ち
ょ
う
ど
舟
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
民
は
水
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

水
は
舟
を
の
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、ま
た
舟
を
く
つ
が
え
す
こ
と
も
で
き
る
」〔『
荀
子
』
哀
公
〕。
か
の
古
え
よ
り
、盛
衰
治
乱
の
要
は
、

総
じ
て
い
え
ば
、
こ
れ
に
つ
き
る
。
ま
し
て
今
日
、
天
下
の
大
勢
は
、
列
国
が
通
商
し
、
そ
れ
を
拒
絶
し
が
た
い
勢
い
で
あ
る
。
そ
う

だ
と
す
る
と
、〔
万
国
〕
公
法
に
よ
っ
て
規
正
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
公
法
を
依
拠
す
る
に
足
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
議
院
を

設
立
し
、民
情
を
上
達
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
国
威
を
拡
張
し
、外
侮
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
鄭
観
応
は
明
ら
か
に
民
本
思
想
の
論
理
を
も
っ
て
そ
の
議
会
論
を
展
開
し
て
い
る
。
君
と
民
を
そ
れ
ぞ
れ
船
と
水
に
譬
え
る

と
い
う
荀
子
か
ら
借
用
し
た
表
現
は
、
支
配
者
を
戒
め
る
言
葉
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
民
本
思
想
が
君

主
に
対
す
る
説
法
で
あ
り
、
君
主
の
視
点
か
ら
語
っ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
の
点
は
民
本
思
想
の
根
本
的
欠
陥
と
し
て
よ
く

指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

し
か
し
同
時
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
君
民
「
相
通
ず
る
」
と
い
う
主
張
が
、「
上
下
が
交
わ
る
」「
泰
」
と
、
そ
の
逆
の
こ
と
を

意
味
す
る
「
否
」
の
な
か
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
民
本
思
想
が
た
だ
君
主
の
善
意
に
よ
っ
て
一
方
的
に
施
さ
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
さ
ら
に
『
易
』
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、「
泰
・
否
」
は
『
易
』

に
お
け
る
一
対
の
卦
で
あ
り
、
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
政
治
社
会
に
お
け
る
「
上
下
相
通
」
の
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
広
く

い
え
ば
、
古
来
中
国
人
の
宇
宙
観
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。「
泰
・
否
」
の
源
は
儒
教
経
典
の
「
五
経
」
の
一
つ
、『
易
』
に
遡
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

殷
と
周
の
間
に
で
き
た
と
さ
れ
る
『
周
易
』
は
、「
経
」
と
「
伝
」
か
ら
な
っ
て
い
る
。「
経
」
は
「
卦
形
」・「
卦
名
」
と
「
卦
辞
」・「
爻
辞
」

の
本
文
か
ら
な
り
、「
伝
」
は
戦
国
時
代
に
で
き
た
と
さ
れ
、
後
世
の
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
「
経
」
の
意
味
を
解
く
の
を
内
容
と
し

た
も
の
で
あ
る
。「
伝
」
は
全
部
で
一
〇
篇
あ
る
た
め
、「
十
翼
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。『
易
』
は
、
上
古
の
伏
羲
が
八
卦
を
画
し
、
中
古

の
文
王
が
卦
辞
、
爻
辞
、
近
古
の
孔
子
が
「
十
翼
」
を
作
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り（

（（
（

、
聖
人
ら
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
の
書
物
は
儒
教
の
経

典
の
一
つ
と
数
え
ら
れ
、
後
漢
時
代
に
さ
ら
に
五
経
の
首
と
し
て
、
経
書
の
経
書
と
い
う
地
位
を
確
立
す
る
に
至
っ
た（

（（
（

。
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『
易
』
に
お
け
る
繋
辞
上
伝
に
、「
易
に
太
極
あ
り
、
こ
れ
両
儀
を
生
ず
。
両
儀
は
四
象
を
生
じ
、
四
象
は
八
卦
を
生
ず
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、『
易
』
は
宇
宙
万
物
に
説
明
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
宇
宙
の
根
源
で
あ
る
「
太
極
」
が
「
両
儀
」
─
─
「
陽
」
と
「
陰
」

─
─
に
分
化
し
て
、
宇
宙
万
物
は
す
べ
て
「
陽
」
と
「
陰
」
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。「
陰
陽
は
、
一
切
の
事
物
の
現
象
の

性
体
及
び
そ
の
作
用
に
つ
い
て
の
二
つ
の
属
性
を
現
わ
す
も
の
で
あ
る
。
一
切
の
も
の
は
あ
る
い
は
陰
と
な
り
あ
る
い
は
陽
と
な
っ
て
無
休

の
変
化
作
用
を
な
す
と
と
も
に
、
そ
の
変
化
の
中
に
一
定
不
易
の
法
則
を
蔵
し
て
い
る（

（（
（

」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
陰
・
陽
」
か
ら
生
ま
れ

た
「
八
卦
」
は
さ
ら
に
「
六
十
四
卦
」
に
分
化
し
、
そ
れ
ら
の
卦
の
重
な
り
に
よ
っ
て
、
宇
宙
と
人
生
と
の
一
切
の
道
が
表
現
さ
れ
る
。

「
泰
・
否
」
は
、す
な
わ
ち
「
六
十
四
卦
」
に
含
ま
れ
て
い
る
一
対
の
卦
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
通
」
と
「
塞
」
は
、そ
れ
ぞ
れ
「
泰
卦
」
と
「
否

卦
」
と
に
対
す
る
解
釈
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
易
』
に
曰
く
、「
泰
」
と
は
、「
小
往
き
大
来
る
。
吉
に
し
て
亨
」
で
あ
り
、彖た

ん

伝
に
よ
れ
ば
、「
則
ち
是
れ
天
地
交
は
り
て
万
物
通
ず
る
な
り
。

上
下
交
は
り
て
其
の
志
同
じ
き
な
り（

（（
（

」。
一
方
、「
否
」と
は
、「
之
を
否ふ

さ

ぐ
は
人
に
匪あ

ら

ず
。
君
子
の
貞て

い

に
利よ

ろ

し
か
ら
ず
。
大
往
き
小
来
る
」で
あ
り
、

彖た
ん

伝
に
よ
れ
ば
、「
則
ち
是
れ
天
地
交
は
ら
ず
し
て
万
物
通
ぜ
ざ
る
な
り
。
上
下
交
は
ら
ず
し
て
天
下
邦
无な

き
な
り（

（（
（

」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
天
地
自
然
と
政
治
社
会
に
お
け
る
「
上
下
」
の
「
君
臣
」
関
係
と
が
直
結
さ
れ
て
お
り
、「
上
下
」・「
君
臣
」
間
が
「
相
通
」

ず
る
こ
と
は
、
天
地
、
万
物
の
間
の
「
交
通
」
と
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
陰
・
陽
」
は
万
物
生
成
の
原
理
だ
け
で
な
く
、
交
代
の
原
理
で
も
あ
る
。
山
田
慶
児
氏
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
陰
陽
論
は
、
物

の
生
成
を
説
明
す
る
原
理
で
あ
る
と
同
時
に
、
昼
夜
、
寒
暑
の
交
代
の
よ
う
な
、
対
立
す
る
も
の
が
交
代
す
る
、
交
互
に
現
れ
て
く
る
と
い

う
現
象
を
説
明
す
る
原
理
で
も
あ
っ
た（

（（
（

。
陽
が
極
ま
れ
ば
陰
に
転
じ
、
陰
が
極
ま
れ
ば
陽
に
な
る
、
と
い
う
循
環
的
な
交
代
原
理
の
な
か
で
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
陰
」
と
「
陽
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
流
動
的
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
る
。
山
田

氏
に
よ
れ
ば
、「
中
国
の
自
然
学
は
、
不
断
に
万
物
を
生
み
出
す
『
生
生
』
の
造
化
の
働
き
を
気
の
本
質
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
前
提
し
て

い
る
。
気
と
は
造
化
の
働
き
を
す
る
基
底
的
存
在
で
あ
る
、
と
定
義
し
て
も
い
い（

（（
（

」。
そ
も
そ
も
、
陰
陽
は
気
で
あ
る
。
清
・
軽
・
陽
の
気

が
上
昇
し
、
濁
・
重
・
陰
の
気
が
下
降
し
て
、
両
者
相
交
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
万
物
生
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、「
天
・
乾
、
陽
・
剛
」
を
あ
ら
わ
す
陽
爻（

（（
（

（「
｜
」）
と
、「
地
・
坤
、
陰
・
柔
」
を
あ
ら
わ
す
陰
爻
（「
- -
」）
と
の
組
み
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合
わ
せ
に
よ
っ
て
で
き
た
「
卦
」
の
な
か
で
、「
泰
卦
」
の
場
合
は
、
三
つ
の
「
陽
爻
」
か
ら
な
る
「
乾
」（
≡
）
が
下
に
位
置
し
て
お
り
、

逆
に
三
つ
の
「
陰
爻
」
か
ら
な
る
「
坤
」（
≡≡
）
が
上
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
、
上
向
く
「
天
・
乾
、
陽
・
剛
」
の
「
気
」
と
、

下
向
く
「
地
・
坤
、
陰
・
柔
」
の
「
気
」
が
相
交
わ
り
、
相
通
ず
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
否
卦
」
は
や
は
り
「
乾
」
卦
と
「
坤
」

卦
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、「
泰
卦
」
の
場
合
と
は
ち
ょ
う
ど
逆
に
、「
乾
」
が
上
に
位
置
し
、「
坤
」
が
下
に
位
置
す
る
た
め
、「
気
」
の
向
く

方
向
が
相
反
し
、相
交
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、こ
の
よ
う
な
図
式
を
政
治
社
会
に
対
応
さ
せ
る
と
、尊
い
君
主
が
「
下
」
に
位
置
し
、

逆
に
、
卑
し
い
存
在
で
あ
る
庶
民
が
「
上
」
に
位
置
す
る
と
き
、
初
め
て
「
相
通
ず
る
」
と
い
う
「
泰
」
で
あ
る
と
言
え
る
。
逆
に
、「
君
・

臣
」
関
係
を
そ
の
ま
ま
「
上
・
下
」
と
い
う
秩
序
で
固
定
す
れ
ば
、
交
わ
ら
な
く
な
り
、「
否
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

要
す
る
に
、『
易
』
に
お
い
て
、「
太
極
」
か
ら
生
じ
た
「
陽
・
陰
」
が
そ
れ
ぞ
れ
「
乾
・
坤
」
＝
「
天
・
地
」
＝
「
上
・
下
」
に
対
応
し

て
秩
序
を
創
出
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
「
上
・
下
」
関
係
は
固
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
交
代
の
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
相
交
わ

り
、
相
通
ず
る
と
い
う
調
和
の
状
態
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
交
」・「
通
」
に
よ
る
調
和
は
、
自
然
界
に
お
い
て
は
、
寒
暑
、

四
季
の
循
環
と
調
和
を
意
味
し
、
人
体
に
関
し
て
は
、「
通
じ
ざ
れ
ば
則
ち
痛
み
、
通
ず
れ
ば
則
ち
痛
ま
ず
（
不
通
則
痛
、
通
則
不
痛
）」
と

い
う
中
国
医
学
の
観
念
を
生
み
出
し
、
道
徳
の
面
で
は
、「
中
庸
」「
中
節
」
が
唱
え
ら
れ
、
そ
し
て
、
政
治
社
会
に
お
い
て
は
、「
政
通
人
和
」

が
理
想
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
「
通
」
に
よ
る
中
節
、調
和
が
、中
国
の
伝
統
的
自
然
法
思
想
の
核
心
を
な
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

『
易
』
に
お
い
て
、
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
「
天
地
革あ

ら
たま

り
て
四
時
成
る
。
湯
武
命
を
革
め
、
天
に
順し

た
がい

て
人
に
応
ず
。
革
の
時
大
い
な

る
か
な
。」
と
い
う
易
姓
革
命
を
正
当
化
す
る
有
名
な
く
だ
り
以
外
に
、
政
治
思
想
に
関
す
る
記
述
が
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
梁
啓
超
は
主

と
し
て
『
書
経
』
に
民
本
思
想
の
源
を
求
め
て
い
る（

（（
（

。
記
述
の
量
か
ら
す
れ
ば
、
た
し
か
に
そ
の
通
り
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

民
本
思
想
が
『
易
』
の
な
か
に
お
け
る
宇
宙
万
物
の
摂
理
の
一
部
分
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
自
体
は
重
要
な
意
義
を
も
つ
。
な

ぜ
な
ら
、
天
、
地
、
人
の
宇
宙
万
物
に
説
明
を
与
え
る
『
易
』
は
、
革
命
を
含
む
民
本
思
想
を
天
地
と
同
じ
よ
う
な
自
然
な
理
と
し
て
正
当

化
し
、
体
系
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
易
』
に
お
い
て
、「
君
・
臣
」
間
の
「
上
・
下
」、「
尊
・
卑
」
関
係
は
ア
プ
リ
オ
リ
な
存
在

で
あ
る
の
と
同
様
に
、
易
姓
革
命
を
は
じ
め
と
す
る
民
本
思
想
も
ま
た
ア
プ
リ
オ
リ
に
存
在
す
る
天
地
の
自
然
で
あ
り
正
当
な
も
の
だ
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
価
値
意
識
の
な
か
で
、「
上
・
下
」
関
係
は
、
け
っ
し
て
一
方
通
行
的
な
も
の
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で
は
な
く
、
そ
れ
は
交
わ
り
や
、
交
代
の
な
か
で
相
対
化
さ
れ
て
お
り
、
逆
に
、「
下
剋
上
」
と
い
う
易
姓
革
命
が
こ
の
交
代
原
理
を
反
映

し
た
も
の
と
し
て
正
当
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
天
─
君
─
民
─
天
」
と
い
う
循
環
が
成
立
し
た
所
以
で
も
あ
る
。

易
姓
革
命
を
は
じ
め
と
し
た
民
本
思
想
が
、
無
道
の
君
主
を
倒
す
行
為
に
正
当
性
を
賦
与
し
た
思
想
で
あ
る
が
、
易
姓
革
命
を
は
じ
め
と

し
た
民
本
思
想
に
正
当
性
、
そ
し
て
、
正
統
性
を
賦
与
し
た
の
は
『
易
』
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
君
権
制
限
の
重
要
な
思
想
的
資
源
と
し
て
歴
代
の
中
国
の
知
識
人
た
ち
に
よ
っ
て
盛
ん
に
動
員
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

２　

君
権
制
限
の
思
想
的
資
源
と
し
て
の
『
易
』

（
１
）
君
権
を
制
限
す
る
「
天
人
相
関
」
説

自
然
と
政
治
社
会
と
を
直
結
さ
せ
自
然
に
お
け
る
陰
陽
の
交
代
原
理
を
活
用
し
て
、
君
権
に
対
す
る
制
限
の
理
論
を
創
り
だ
し
た
最
初
の

儒
者
は
董
仲
舒
で
あ
っ
た
。

董
仲
舒
は
言
う
ま
で
も
な
く
、漢
の
武
帝
の
時
代
に
儒
教
を
支
配
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
「
独
尊
」
の
地
位
を
確
立
さ
せ
た
人
物
で
あ
っ

た
。
そ
の
代
表
作
『
春
秋
繁
露
』
の
な
か
で
、
彼
は
独
自
の
「
天
人
相
與
」
の
政
治
思
想
を
展
開
し
た
。
彼
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
王
＝
君
主

は
、
そ
の
字
の
通
り
、
横
の
三
画
は
天
、
地
、
人
を
表
し
、
縦
の
一
画
は
そ
れ
ら
を
通
じ
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、「
王
」

は
ま
さ
に
天
、
地
、
人
三
者
を
通
じ
さ
せ
る
存
在
で
あ
る
（「
王
道
通
三
第
四
十
四（

（（
（

」）。
董
仲
舒
は
、「
王
と
い
う
者
は
天
に
よ
っ
て
予さ

ず

け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
王
が
討
伐
さ
れ
た
の
は
、
皆
天
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
」（「
堯
舜
不
擅
移
湯
武
不
専
殺
第
二
十
五
」）
と
述
べ
て
お

り
、
王
の
正
統
性
は
「
天
」
の
意
志
よ
り
与
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
君
主
が
正
統
性
を
有
す
る
に
は
、
や
は
り
民

を
大
事
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
故
に
、
其
の
徳
が
民
を
安
楽
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
天
、

こ
れ
を
予さ

ず

け
る
。
其
の
悪
が
民
を
賊そ

こ
な

い
害
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
天
、
こ
れ
を
奪
う
」（
同
上
」）
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
民
本
思

想
で
も
、
董
仲
舒
の
主
張
と
先
秦
時
代
の
民
本
思
想
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
先
秦
の
儒
教
に
お
い
て
、「
天
」
の
意
志
が
ど
こ
ま
で
も
「
民

意
」
の
形
で
現
出
す
る
の
に
対
し
て
、
董
仲
舒
に
あ
っ
て
、「
民
意
」
の
モ
メ
ン
ト
が
消
え
て
お
り
、
君
主
の
正
統
性
の
源
と
し
て
の
「
天
」

の
意
志
は
代
わ
り
に
「
災
異
」
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
て
い
た
。



230政治思想における言語・会話・討議【政治思想研究 第13号／2013年５月】

董
仲
舒
は
、「
天
と
人
は
一
つ
で
あ
る
。
…
…
天
と
同
じ
く
す
る
者
は
大
治
に
な
り
、天
と
異
な
る
者
は
大
乱
に
な
る
」（「
陰
陽
義
第
四
十
九
」）

と
の
べ
、
陰
陽
思
想
を
人
間
社
会
に
直
結
し
た
。
そ
し
て
、「
天
地
の
常
道
は
、
一
陰
一
陽
で
あ
る
。
陽
な
る
者
は
天
の
徳
で
あ
り
、
陰
な

る
者
は
天
の
刑
で
あ
る
」（
同
上
）
と
し
た
彼
は
、
一
方
、「
夫
れ
、
徳
は
和
よ
り
大
き
い
も
の
は
な
し
、
而
し
て
道
は
中
よ
り
正
し
い
も
の

は
な
し
」。「
是
故
、
中
と
和
を
以
て
天
下
を
理お

さ

め
ら
れ
る
者
は
、
其
の
徳
は
大
い
に
盛
ん
で
あ
る
」（「
循
天
之
道
第
七
十
七
」）
と
説
き
、
陰
陽

の
均
衡
が
と
れ
た
状
態
で
あ
る
「
中
」
や
「
和
」
を
理
想
と
し
た
。
他
方
、逆
に
自
然
に
お
け
る
「
災
異
」
は
政
治
社
会
の
乱
れ
に
対
す
る
「
天
」

の
罰
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
君
主
へ
の
警
告
な
い
し
そ
の
正
統
性
を
否
定
す
る
も
の
だ
と
主
張
し
た
。
董
仲
舒
は
こ
の
よ
う
に
自
然
の「
災
異
」

を
「
天
」
の
意
志
と
「
天
子
」
に
対
す
る
絶
対
的
な
命
令
に
擬
し
て
、
君
主
の
権
力
を
牽
制
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
牽
強
付
会
な
解
釈
に
よ
っ
て
、
先
秦
時
代
の
儒
教
思
想
に
お
け
る
人
為
的
な
「
天
」
が
抽
象
化
さ
れ
、
神
秘
的

な
も
の
へ
と
化
し
た
こ
と
は
否
め
な
い（

（（
（

。
董
仲
舒
の
「
災
異
」
説
と
比
べ
て
、
先
秦
民
本
思
想
に
お
け
る
「
民
意
」
は
確
か
に
よ
り
具
体
的

で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
王
権
神
授
説
と
区
別
さ
れ
る
。
し
か
し
、
視
点
を
変
え
て
み
れ
ば
、
民
本
思
想
に
お
い
て
、
誰
が
「
民
意
」
を
代

表
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
曖
昧
で
あ
る
た
め
、「
民
意
」
は
往
々
に
し
て
強
者
や
勝
者
に
よ
る
自
己
正
当
化
の
論
理
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
抽
象
的
な
「
天
」
の
意
志
の
表
象
と
し
て
の
自
然
「
災
異
」
は
、
董
の
時
代
に
お
い
て
、
君
主
に
対
し
て
絶
対
的
な
「
天

の
刑
」
と
い
う
拘
束
力
を
持
つ
。
董
仲
舒
の
「
天
人
相
與
」
説
は
、
神
秘
的
な
陰
陽
思
想
を
政
治
的
に
利
用
し
て
、
儒
教
に
お
け
る
君
権
制

限
の
思
想
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
「
災
異
」
説
は
「
直
接
君
主
権
を
対
象
と
し
て
設
け
ら
れ

て
い
る
点
に
於
て
、後
世
の
憲
法
に
類
似
す
る
機
能
を
営
む（

（（
（

」と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
。「
作
為
」と
し
て
の
憲
法
と
い
う
制
度
と
神
秘
的
な「
災

異
」
と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
だ
が
、君
主
に
対
す
る
絶
対
的
な
制
限
と
し
て
働
く
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。『
易
』
の
根
幹
に
も
な
っ

て
い
る
陰
陽
の
思
想
は
、
こ
の
よ
う
に
董
仲
舒
に
よ
っ
て
、
君
主
の
権
力
を
牽
制
す
る
と
い
う
現
実
の
政
治
的
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
動

員
さ
れ
た
恰
好
な
思
想
的
資
源
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）『
易
』
か
ら
捉
え
る
『
明
夷
待
訪
録
』

し
か
し
、『
易
』
の
背
景
を
も
ち
つ
つ
も
、
民
本
思
想
を
神
秘
的
な
「
災
異
」
説
に
よ
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
超
越
的
な
「
天
」
に
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さ
え
よ
ら
ず
に
、
も
っ
ぱ
ら
現
実
の
政
治
社
会
の
次
元
で
民
本
思
想
の
論
理
を
展
開
し
た
者
も
い
る
。
そ
れ
は
「
中
国
の
ル
ソ
ー
」（
梁
啓
超
）

と
呼
ば
れ
て
い
る
明
末
清
初
の
思
想
家
黄
宗
羲
で
あ
っ
た
。
彼
は
君
主
の
権
力
に
対
す
る
制
限
を
制
度
面
か
ら
構
想
し
た
の
で
あ
る
。

黄
宗
羲
は
そ
の
代
表
作
の
『
明
夷
待
訪
録
』
の
中
で
、
伝
統
的
民
本
思
想
を
そ
れ
ま
で
の
儒
教
の
歴
史
の
な
か
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
ラ
ジ

カ
ル
な
形
で
唱
え
た
。
彼
は
、
君
主
に
つ
い
て
、「
む
か
し
は
天
下
を
主
と
し
、
君
主
を
従
と
し
た
。
お
よ
そ
君
主
が
一
生
か
か
っ
て
経
営

し
た
の
は
、
天
下
の
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
や
君
主
を
主
と
し
、
天
下
を
従
と
し
て
い
る
。
お
よ
そ
天
下
が
い
ず
こ
と
し
て
安
ら

か
を
得
ら
れ
な
い
の
は
、
君
主
の
た
め
な
の
で
あ
る
」、「
し
て
み
る
と
天
下
の
大
害
を
な
す
も
の
は
君
主
な
の
だ
」（「
原
君（

（（
（

」）
と
述
べ
て
、

易
姓
革
命
を
行
っ
た
周
武
王
を
聖
人
と
し
、
易
姓
革
命
を
正
当
化
し
た
孟
子
の
言
葉
を
聖
人
の
言
葉
と
し
た
。
一
方
、
臣
下
に
つ
い
て
、「
わ

れ
わ
れ
（
臣
下
─
─
筆
者
注
）
が
出
て
い
っ
て
つ
か
え
る
の
は
、
天
下
の
た
め
で
あ
っ
て
、
君
主
の
た
め
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
万
民
の
た
め

で
あ
っ
て
、
一
姓
の
た
め
で
は
な
い
の
で
あ
る
」（
原
臣
）
な
ど
の
言
葉
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
黄
宗
羲
は
、「
天
下
を
治
め
る
手
段
が
み
な
学
校
で
決
め
ら
れ
る
」（「
学
校
」）
と
い
う
議
会
を
想
わ
せ
る
よ
う

な
「
学
校
」
制
度
を
構
想
し
た
。
彼
か
ら
す
れ
ば
、「
天
子
の
是
と
す
る
こ
と
は
、
い
ま
だ
必
ず
し
も
是
で
な
く
、
天
子
の
非
と
す
る
こ
と
は
、

い
ま
だ
必
ず
し
も
非
で
な
い
か
ら
、
天
子
も
ま
た
か
く
て
あ
え
て
み
ず
か
ら
是
非
を
決
定
し
な
い
で
、
そ
の
是
非
決
定
を
学
校
に
公
開
」（「
学

校
」）
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
学
校
の
学
長
の
地
位
は
宰
相
に
等
し
く
、
天
子
は
宰
相
以
下
を
範
と
し
て
、
学
長
が

講
義
し
、
天
子
以
下
は
弟
子
の
列
に
つ
く
。
政
治
に
欠
陥
が
あ
れ
ば
、
学
長
が
直
言
す
る
。
他
方
、
地
方
に
お
い
て
は
郡
県
の
学
校
で
学
監

が
講
義
を
し
て
、
郡
県
の
官
は
弟
子
の
列
に
つ
く
。
そ
し
て
師
弟
で
討
論
を
し
、
そ
の
官
の
政
治
の
欠
点
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
が
学
校
の

場
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
黄
宗
羲
は
伝
統
的
民
本
思
想
を
極
致
ま
で
説
い
た
だ
け
で
な
く
、
価
値
理
念
と
し
て
の
民
本
思
想
を
董
仲
舒
の
よ
う
な
神

秘
的
方
法
を
用
い
ず
に
、
制
度
の
次
元
で
構
想
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
黄
宗
羲
は
な
ぜ
そ
こ
ま
で
ラ
ジ
カ
ル
な
主
張
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
や
は
り
『
易
』
と
の
関
連

で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
黄
宗
羲
は
実
は
『
易
』
研
究
の
大
家
で
あ
っ
た
。
彼
は
『
明
夷
待
訪
録
』
を
著
す
前
年
に
『
易
学
象
数
論
』

を
著
し
て
お
り（

（（
（

。
こ
の
『
易
』
の
研
究
書
は
『
四
庫
全
書
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
よ
り
重
要
な
の
は
、『
明
夷
待
訪
録
』
で
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は
黄
宗
羲
が
初
め
か
ら
『
易
』
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
も
そ
も
、『
明
夷
待
訪
録
』
と
い
う
題
名
に
お
け
る
「
明
夷
」

と
は
元
来
、
卦
名
で
あ
り
、
そ
れ
は
、「
明
、
地
中
に
入
る（

（（
（

」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
、
黄
宗
羲
が
そ
の
「
序
」
で
み
ず
か
ら
語
っ

た
よ
う
に
、
転
換
期
の
前
の
「
明
夷
」
と
い
う
暗
黒
時
代
の
な
か
で
著
し
た
も
の
で
あ
り
、
黄
宗
羲
は
み
ず
か
ら
を
聖
王
と
さ
れ
る
周
武
王

に
天
地
大
法
の
教
え
を
請
わ
れ
た
箕
子
に
擬
し
、
明
君
の
来
訪
を
待
っ
て
（「
待
訪
」）、
来
る
べ
き
「
大
壮（

（（
（

」
の
時
代（

（（
（

に
期
待
し
て
提
言
し
た

も
の
で
あ
る
。

『
明
夷
待
訪
録
』
の
書
名
及
び
「
序
」
に
お
け
る
「
易
」
へ
の
言
及
の
重
要
性
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
書
物
を
「
明
夷
」
と
「
大

壮
」
と
の
間
に
お
い
て
捉
え
て
、
初
め
て
著
者
の
黄
宗
羲
の
真
意
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

黄
宗
羲
は
、「
易
、
聖
人
の
書
な
り
。
斯
道
の
変
易
を
明
ら
か
に
す
る
所
以
に
し
て
、
往
く
と
し
て
在
ら
ざ
る
無
き
な
り（

（（
（

」
と
述
べ
て
お
り
、

『
易
』は
黄
宗
羲
に
と
っ
て
、宇
宙
万
物
の「
道
」を
明
ら
か
に
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。『
易
学
象
数
論
』だ
け
で
な
く
、『
明
儒
学
案
』

な
ど
の
黄
宗
羲
の
ほ
か
著
作
に
お
い
て
も
、「
易
」
が
盛
ん
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、『
易
』
の
思
想
は
黄
宗
羲
の
哲
学
を
貫
く
も
の
で
あ
っ

た
。
黄
宗
羲
に
よ
れ
ば
、
天
地
の
間
に
満
ち
て
い
る
も
の
は
「
気
」
の
み
で
あ
る
。「
気
は
本も

と
一
な
り
。
而
し
て
、
一
動
一
静
、
一
往
一
来
、

一
闔
一
闢
、
一
昇
一
降
、
循
環
し
て
已や

む
無
し（

（（
（

」。
そ
し
て
、
彼
の
哲
学
は
お
の
ず
と
彼
の
政
治
思
想
に
通
ず
る
も
の
だ
っ
た
。
彼
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

蓋け
だ

し
、
天
下
の
物
は
、
和
す
れ
ば
則
ち
生
じ
、
乖か

い
れ
い戻

す
れ
ば
則
ち
生
ぜ
ず
。
此
れ
疑
い
無
き
な
り
。
乾
元
の
生
生
も
亦
、
只た

だ
此こ

の

一
団
の
太
和
の
気
の
み
。
人
人
、此
の
太
和
の
気
を
有
す
、特た

だ
、乖
戻
を
以
て
之
を
失
う
。
中
庸
に
曰い

わ
く
、「
発
し
て
皆
な
節
に
中あ

た

る
、

之
を
和
と
謂い

う
」。
孟
子
曰
わ
く
、「
其
の
平
旦
の
気
、
好
悪
、
人
と
相あ

い
近
き
者
は
幾ほ

と

ん
ど
希ま

れ

な
り
」。
然し

か

ら
ば
則す

な

ち
、
節
に
中
れ
ば

即
ち
是こ

れ
和
、
人
と
同
じ
け
れ
ば
即
ち
是
れ
節
に
中
る
。
大
学
に
曰
わ
く
：
「
民
の
好
む
と
こ
ろ
之
を
好
み
、
民
の
悪に

く

む
と
こ
ろ
之
を

悪
む
、
此こ

れ
を
之
民
の
父
母
と
謂
う
」。
此
れ
、
所い

わ
ゆ謂

る
人
と
同
じ
き
、
所
謂
る
節
に
中
る
な
り
。

黄
宗
羲
に
と
っ
て
、
政
治
社
会
の
法
則
も
ま
た
宇
宙
の
法
則
の
一
環
で
あ
り
、
彼
に
お
け
る
民
本
思
想
も
儒
教
的
自
然
法
思
想
に
よ
っ
て
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担
保
さ
れ
、
正
当
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
明
夷
待
訪
録
』
は
、
黄
宗
羲
が
「
明
夷
」
の
な
か
で
、
や
が
て
迎
え
る
こ
と
に
な
る
「
大
壮
」
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

彼
は
天
下
を
私
し
天
下
に
大
害
を
為
し
た
君
主
を
批
判
し
、
そ
れ
に
対
す
る
制
限
を
「
宰
相
」
や
、「
学
校
」
の
設
置
な
ど
、
制
度
の
面
で

構
想
し
た
。
彼
の
一
連
の
制
度
的
構
想
は
、
君
権
を
制
限
し
て
「
通
」
の
政
治
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
。

同
じ
く
明
末
清
初
の
代
表
的
な
知
識
人
で
あ
っ
た
顧
炎
武
は
黄
宗
羲
へ
の
手
紙
の
中
で
こ
の
書
物
を
読
ん
だ
感
想
を
綴
っ
た
。「
天
下
の

政
治
に
つ
い
て
は
、
そ
の
知
識
を
持
つ
も
の
は
、
そ
の
時
に
会
う
と
は
限
っ
て
い
ず
、
ま
た
そ
の
時
に
会
っ
た
も
の
は
、
あ
る
い
は
そ
の
知

識
を
も
た
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
に
し
え
の
君
子
が
書
物
を
あ
ら
わ
し
て
後
世
に
期
待
を
か
け
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
り
ま
し
て
、
王

者
の
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、こ
れ
を
得
て
師
と
な
し
、か
く
て
『
易
経
』
の
『
窮
す
れ
ば
す
な
わ
ち
変
じ
、変
ず
れ
ば
す
な
わ
ち
通
じ
、

通
ず
れ
ば
す
な
わ
ち
久
し
く
な
る
』
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う（

（（
（

」
と
述
べ
た
。
黄
宗
羲
と
「
通
」
の
理
想
を
共
有
し
た
顧
炎
武
は
黄
宗
羲
の
良

い
理
解
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
明
夷
待
訪
録
』
は
民
本
思
想
を
「
天
」
な
ど
の
超
越
的
な
モ
メ
ン
ト
に
よ
ら
ず
に
ラ
ジ
カ
ル
に
展
開
し
た
が
故
に
、
後
世
に
よ
っ
て
革

命
的
な
書
物
だ
と
評
価
さ
れ
、
と
く
に
清
末
の
啓
蒙
知
識
人
た
ち
に
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
も
し
黄
宗
羲
の
「
君
、
臣
」

論
や
、「
学
校
」
論
を
『
易
』
の
枠
組
み
で
捉
え
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
中
国
の
伝
統
的
自
然
法
思
想
の
論
理
の
な
か
か
ら
自
然
に
導
き
出
さ
れ

る
も
の
だ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
易
』
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
る
伝
統
的
自
然
法
思
想
は
初
め
か
ら
「
上
・
下
」、「
君
・
臣
」

関
係
の
相
対
性
を
自
然
の
摂
理
と
し
て
規
定
し
た
。
そ
れ
は
黄
宗
羲
の
革
命
的
な
主
張
を
支
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、『
易
』
の
思
想
的

背
景
の
な
か
で
『
明
夷
待
訪
録
』
に
お
け
る
黄
宗
羲
の
主
張
を
捉
え
れ
ば
、
こ
の
書
物
は
革
命
的
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
儒
教
的
伝
統
の
正
統

を
忠
実
に
継
承
し
た
書
物
だ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（（
（

。
そ
の
意
味
で
は
、黄
宗
羲
は
「
正
統
を
歩
む
革
命
家
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四	

「
扶
治
」
機
関
と
し
て
の
議
会
─
─
厳
復
の
議
会
論

さ
て
、清
末
の
鄭
観
応
ら
に
よ
る
初
期
の
議
会
論
は
、二
〇
世
紀
初
頭
に
な
っ
て
、よ
う
や
く
現
実
に
変
わ
ろ
う
と
し
た
。
一
九
〇
六
年
に
、
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そ
れ
ま
で
の
清
朝
政
府
に
よ
る
「
新
政
」
改
革
の
進
展
と
世
論
の
後
押
し
で
、「
予
備
立
憲
」
の
詔
勅
が
発
布
さ
れ
、
立
憲
制
へ
の
過
渡
は

準
備
過
程
に
入
っ
た
。
そ
し
て
、「
予
備
立
憲
」
が
始
ま
っ
て
間
も
な
く
、
国
会
開
設
の
世
論
が
た
ち
ま
ち
形
成
さ
れ
、
国
会
速
開
請
願
運

動
が
大
き
な
潮
流
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
議
会
論
は
一
〇
年
前
の
一
九
世
紀
末
と
比
べ
て
、
量
的
に
大
き
く
増
え
た
だ
け
で
な
く
、
西
洋

に
対
す
る
理
解
が
質
的
に
も
前
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
で
は
、
こ
の
時
期
の
議
会
論
に
、
今
ま
で
見
て
き
た
董
仲
舒
、
黄
宗
羲
の
政

治
論
か
ら
鄭
観
応
の
議
会
論
ま
で
へ
と
つ
な
が
る
「
通
」
の
性
格
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
た
の
か
。
も
し
ま
だ
残
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
ど
の
よ
う
な
形
で
反
映
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
時
期
の
最
も
代
表
的
な
議
論
の
ひ
と
つ
で
あ
る
厳
復
の
議
会
論
の
性

格
を
、
彼
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
法
の
精
神
』
と
シ
ー
リ
ー
の
『
政
治
学
概
論
』
に
対
す
る
翻
訳
を
中
心
に
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

厳
復
は
、
一
九
〇
四
年
か
ら
一
九
〇
九
年
に
か
け
て
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
法
の
精
神
』（『
法
意
』）
の
翻
訳
に
取
り
組
ん
だ（

（（
（

。
モ
ン
テ

ス
キ
ュ
ー
の
大
著
を
長
期
間
か
け
て
訳
出
し
た
こ
と
は
、
本
書
に
対
す
る
厳
復
の
持
続
的
な
関
心
を
示
し
て
い
る
。『
法
の
精
神
』
を
忠
実

に
翻
訳
し
な
が
ら
、
厳
復
は
随
所
コ
メ
ン
ト
（
按
語
）
を
入
れ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
厳
復
の
考
え
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
イ
ギ
リ
ス
の
国
制
に
つ
い
て
」（
第
二
部
第
五
章
）
と
い
う
章
の
冒
頭
で
、
厳
復
は
、「
こ
の
章
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
の
は
、
大
半
英
国
の
哲
学
者
ロ
ッ
ク
の
『
民
政
論
』
に
基
づ
い
て
い
る（

（（
（

」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
加
え
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
権
力
分
立

論
が
Ｊ
・
ロ
ッ
ク
の
『
統
治
二
論
』
に
基
づ
い
て
い
る
と
指
摘
し
て
、
両
者
を
同
一
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
ロ
ッ

ク
と
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
権
力
分
立
論
の
違
い
を
考
察
し
た
清
宮
四
郎
が
、「
ロ
ッ
ク
は
権
力
の
過
度
の
集
中
を
防
ぐ
た
め
に
た
ん
に
権
力

の
分
離
を
主
張
す
る
に
止
ま
る
の
に
対
し
、モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
さ
ら
に
各
権
力
の
抑
制
・
均
衡
の
必
要
を
説
く（

（（
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
分
立
」
論
の
ほ
う
は
、「
分
離
」
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
「
抑
制
」
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
ロ
ッ
ク
と
の
共
通
性
に
注
目
し
た
厳
復
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
お
け
る
権
力
の
抑
制
・

均
衡
の
側
面
を
必
ず
し
も
重
視
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
同
章
に
お
け
る
他
の
箇
所
で
、
厳
復
は
中
国
の
場
合
に
触
れ
て
、
中
国
の

官
僚
制
度
に
お
け
る
「
抑
止
、
制
限
」
の
性
格
に
む
し
ろ
不
信
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
厳
復
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
の
よ
う

な
専
制
国
に
お
い
て
、「
法
を
立
て
た
の
は
、
奸
を
塞
ぐ
こ
と
は
九
を
占
め
る
の
に
対
し
、
国
や
民
に
利
す
る
こ
と
は
一
だ
っ
た
」。
こ
の
よ

う
な
法
を
用
い
れ
ば
、
国
は
決
し
て
進
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
厳
復
は
、
改
革
は
何
よ
り
も
ま
ず
官
僚
制
の
改
革
か
ら
始
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ま
り
、「
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
国
家
に
利
す
る
も
の
で
七
を
占
め
さ
せ
、
奸
を
塞
ぐ
も
の
で
そ
の
三
を
占
め
さ
せ
る
こ
と
」
を
旨
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い（

（（
（

と
主
張
し
た
。
中
国
の
現
実
に
も
と
づ
い
て
考
え
た
厳
復
は
権
力
に
対
す
る
「
抑
制
」、「
牽
制
」
を
む
し
ろ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に

と
ら
え
て
い
た
。

そ
も
そ
も
、
厳
復
が
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
を
翻
訳
し
た
の
は
、
西
洋
の
「
富
強
」
の
本
で
あ
る
非
人
格
的
な
「
法
の
支
配
」
と
い
う
こ
と
へ

の
強
い
関
心
か
ら
だ
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
厳
復
の
法
に
対
す
る
関
心
は
、
変
革
の
一
手
段
と
し
て
の
法
を

越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
西
洋
の
法
体
系
と
法
的
世
界
観
を
、
西
洋
の
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
的
な
爆
発
を
生
み
出
し
た
、
あ

の
諸
要
素
の
総
合
体
に
不
可
欠
な
一
成
分
と
見
な
し
、
そ
れ
に
強
く
心
を
奪
わ
れ
て
い
た（

（（
（

」
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
三
権
分
立
論
に
お

け
る
「
牽
制
」
の
モ
メ
ン
ト
に
違
和
感
を
も
っ
た
厳
復
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
よ
り
も
、
Ｊ
・
シ
ー
リ
ー
の
理
論
を
借
り
て
自
分
の
国
会
論

を
展
開
し
た
。

実
は
、『
法
の
精
神
』
を
翻
訳
す
る
期
間
中
、
厳
復
は
さ
ら
に
二
つ
の
重
要
な
著
作
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ク
ス
の
『
社
会
通
史
』
と
Ｊ
・

シ
ー
リ
ー
の
『
政
治
学
概
論
』
を
訳
出
し
て
い
る（

（（
（

。
前
者
の
『
社
会
通
史
』
は
、
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「『
法
の
精
神
』
に

対
す
る
一
種
の
補
遺
で
あ
っ
た（

（（
（

」。
シ
ー
リ
ー
の
『
政
治
学
概
論
』
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
実
は
、
そ
れ
も
同

様
に
厳
復
が
『
法
の
精
神
』
に
対
す
る
「
補
遺
」
の
た
め
に
翻
訳
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、そ
れ
は
何
に
対
す
る
「
補
遺
」
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
は
厳
復
の
論
説
「
論
英
国
憲
政
両
権
未
嘗
分
立
（
英
国
の
憲
政
両
権
の
未
だ
嘗
て
分
立
せ
ざ
る
こ
と
を
論
ず
）」
及
び
そ
の
続
論
で
あ

る
「
続
論
英
国
憲
政
両
権
未
嘗
分
立
」
の
な
か
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
両
論
説
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
シ
ー
リ
ー
の
著
作
を
元
に

著
さ
れ
た
こ
の
二
つ
の
論
説
の
な
か
で
、
厳
復
は
、
シ
ー
リ
ー
の
説
に
則
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
制
を
モ
デ
ル
に
論
じ
た
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

の
三
権
分
立
論
が
現
実
に
合
っ
て
い
な
い
と
批
判
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
立
法
権
」
と
「
執
行
権
」

（
憲
政
両
権
）
と
が
実
は
分
立
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
厳
復
が
シ
ー
リ
ー
の
理
論
を
用
い
た
の
は
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
三
権
分
立
論
に

修
正
的
な
「
補
遺
」
を
行
な
お
う
と
し
た
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

『
政
治
講
義
』
の
な
か
で
、
シ
ー
リ
ー
の
主
張
を
踏
襲
し
た
厳
復
の
議
会
観
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
厳
復
か
ら
す
れ
ば
、
一
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国
の
な
か
で
、「
治
者
」（the governm

en

（
（（
（t

）、「
受
治
」（the governed

）
だ
け
で
な
く
、
そ
の
間
に
さ
ら
に
「
扶
治
」（the governm

ent-

supporting bod

（
（（
（y

）
が
あ
る
。「
扶
治
」
と
は
、
政
府
を
「
建
立
、
維
持
、
破
壊
す
る
権
力
」（governm

ent-m
aking pow

er

）
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
パ
ワ
ー
は
ど
の
国
に
も
存
在
す
る
が
、
中
国
の
よ
う
な
専
制
国
に
欠
け
て
い
る
の
は
、「
扶
治
」
の
機
関
（governm

ent-m
aking 

organ

）
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
「
扶
治
」
機
関
と
は
、
議
会
で
あ
る
。
厳
復
に
よ
れ
ば
、「
立
憲
の
国
会
は
…
…
要
は

現
政
府
を
建
造
し
た
り
、
助
け
た
り
（
扶
持
）、
破
壊
し
た
り
し
て
、
も
っ
て
そ
の
天
職
と
す
る
の
み（

（（
（

」
で
あ
る
。

厳
復
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
院
は
ま
さ
に
「
政
府
を
成
り
立
た
せ
、
ま
た
は
毀
す
機
関（

（（
（

」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
決
し
て
モ
ン
テ
ス

キ
ュ
ー
の
三
権
分
立
論
に
沿
っ
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
立
法
権
を
代
表
す
る
機
関
で
は
な
か
っ
た
。
厳
復
に
よ
れ
ば
、「
英
国
の
閣
部
は
名

義
上
は
行
政
だ
が
、
そ
の
立
法
の
権
が
、
実
際
、
立
法
の
名
義
を
持
つ
議
院
よ
り
も
大
き
い
。
議
院
は
立
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
議
論
す
る

だ
け
で
、各
々
の
服
従
や
反
対
の
意
を
示
す
だ
け
で
あ
る（

（（
（

」。
執
行
権
を
も
つ
内
閣
が
立
法
の
過
程
で
も
主
導
権
を
握
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
議
院
の
も
っ
と
も
大
き
な
権
力
は
、
行
政
を
監
督
す
る
こ
と
に
あ
り
、
議
院
の
役
割
は
、
実
は
「
禁
制
」（veto

─
─
厳
復
注
）

に
存
す
る（

（（
（

。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
政
府
を
擁
立
し
、
あ
る
い
は
改
廃
す
る
権
力
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
権
力
は
政
治
を
執
行
す
る
こ
と
に
近
い

も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
立
法
権
と
行
政
権
と
が
実
は
分
立
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
厳
復
か
ら
す
れ
ば
、
議
院
内
閣
制
の
も

と
で
、「
閣
部
（
内
閣
）
と
議
院
は
、
職
分
が
分
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
際
に
国
家
の
政
治
に
お
い
て
は
、
は
じ
め
か
ら
境
界
と
い
う

も
の
が
な
か
っ
た（

（（
（

」。
イ
ギ
リ
ス
の
立
憲
制
度
は
、
立
法
と
行
政
の
権
が
混
同
さ
れ
な
い
よ
う
に
厳
し
く
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
以
上
で
見

た
よ
う
な
「
憲
政
両
権
」
の
相
互
浸
透
と
い
う
調
節
の
方
法
（
調
剤
之
術
）
に
よ
っ
て
、
立
法
、
行
政
両
権
が
相
交
通
し
、
相
資
し
て
、
互
い

に
束
縛
す
る
（
相
軛
）
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。
逆
に
、モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
三
権
分
立
論
に
こ
だ
わ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
憲
政
が
当
初
、

行
政
と
立
法
と
が
に
ら
み
合
い
、
結
局
大
き
な
混
乱
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
厳
復
は
「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
説
は
確
か
に
通
用
で

き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る（

（（
（

」
と
評
し
た
。

厳
復
は
た
し
か
に
『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
三
権
分
立
論
を
忠
実
に
訳
出
し
た
が
、
同
時
に
そ
れ
に
違
和
感
を
も
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
違
和
感
は
、
彼
が
シ
ー
リ
ー
の
イ
ギ
リ
ス
憲
政
論
に
出
会
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
解
消
さ
れ
た
こ
と
が
で
き
た
。
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厳
復
に
と
っ
て
、
シ
ー
リ
ー
著
作
の
翻
訳
は
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
三
権
分
立
論
に
対
す
る
欠
か
せ
な
い
「
補
遺
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
厳
復
は
中
国
の
官
僚
制
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
国
に
利
す
る
か
否
か
を
考
え
ず
に
、
も
っ
ぱ
ら
相
互
牽
制
を
旨
と
す
る

性
格
に
対
す
る
不
信
感
か
ら
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
三
権
分
立
論
よ
り
も
、
シ
ー
リ
ー
の
理
論
に
同
調
し
た
。
し
か
し
、
シ
ー
リ
ー
の
主
張

に
対
す
る
厳
復
の
共
感
の
理
由
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
同
時
に
シ
ー
リ
ー
の
主
張
を
自
ら
が
直
面
し
た
政
治
的
現
実
に
直
接

に
応
え
る
も
の
と
し
て
捉
え
た
。

シ
ー
リ
ー
は
、「
政
治
的
自
由
」
を
あ
く
ま
で
も
量
的
に
捉
え
て
お
り
、
そ
れ
を
政
府
に
よ
る
権
力
行
使
の
程
度
、
法
令
の
量
と
反
比
例

を
成
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
国
民
の
「
政
治
的
自
由
」
の
量
と
、
そ
れ
と
反
比
例
を
成
し
て
い
る
政
府
の
権
限
と
は
、

そ
の
国
が
受
け
た
外
来
の
圧
力
の
如
何
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

シ
ー
リ
ー
の
理
論
に
強
く
共
感
し
た
厳
復
は
、「
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
盛
強
の
日
が
あ
る
な
ら
、
お
そ
ら
く
政
府
の
権
柄
が
日
々
拡
張
さ

れ
、
民
の
有
す
る
自
由
は
ま
す
ま
す
少
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
政
府
が
無
責
任
か
ら
有
責
任
に
転
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
必
至
の

こ
と
で
あ
る
。そ
う
で
な
け
れ
ば
盛
強
の
日
が
来
な
い
か
ら
で
あ
る（

（（
（

」。厳
復
に
と
っ
て
、中
国
は
、政
府
が
政
府
と
し
て
の
責
任（responsibility 

of governm
ent

）
を
放
棄
す
る
「
放
任
政
体（

（（
（

」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
は
権
力
間
の
相
互
牽
制
を
唱
え
る
三
権

分
立
論
に
同
意
で
き
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
憲
政
が
厳
復
の
目
に
映
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
そ
の
相
通
じ
相
資
す
る
権
力
間
の
協
働
と
調
和

と
い
う
側
面
で
あ
っ
た
。「
扶
治
」
機
関
と
し
て
の
議
会
は
、
単
に
政
府
の
権
力
を
制
限
す
る
役
割
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、
強
い
政
府
を

創
出
す
る
た
め
に
サ
ポ
ー
ト
（
扶
治
）
す
る
機
関
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
厳
復
の
主
張
は
、
そ
の
後
の
国
会
速
開
請
願
運
動
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
た
。「
放
任
政
体
」
に
お
け
る
無
責
任
の
政
府
を
「
責

任
の
あ
る
政
府
」
に
改
造
す
る
た
め
に
、
速
や
か
に
国
会
を
開
設
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
は
、
清
末
に
い
ち
早
く
「
国
会
速
開
」
論
を
打
ち

出
し
た
楊
度
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
梁
啓
超
へ
と
繋
が
り
、
結
局
、
清
末
国
会
速
開
請
願
運
動
を
支
え
る
論
理
と
な
っ
た
。
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五　

結
び

近
代
西
洋
の
立
憲
政
治
を
受
容
す
る
過
程
で
、
近
代
日
中
の
知
識
人
た
ち
は
斬
新
な
近
代
的
議
会
制
度
を
理
解
す
る
た
め
に
、
お
の
ず
か

ら
民
本
思
想
と
い
う
伝
統
的
思
想
資
源
を
動
員
し
た
。
し
か
し
、
民
本
思
想
は
知
識
人
た
ち
に
と
っ
て
、
単
に
近
代
的
議
会
制
を
理
解
し
摂

取
す
る
た
め
の
手
段
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
、
近
代
的
議
会
制
は
君
権
を
制
限
す
る
制
度
と
し
て
、
ま
さ
に
民
本
思
想
の

制
度
的
体
現
だ
と
考
え
て
い
た
。

近
代
日
中
両
国
の
初
期
の
議
会
論
に
見
ら
れ
る
「
人
和
」
の
た
め
の
国
会
、「
上
下
」
が
相
通
じ
る
た
め
の
国
会
と
い
う
性
格
は
、
例
え

ば
、
加
藤
弘
之
の
例
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
安
民
」
と
い
う
「
上
」
か
ら
の
視
点
か
ら
抜
け
出
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
ま
た
、

「
上
下
一
心
」
や
、「
上
下
相
通
ず
る
」
構
想
は
、
権
力
の
濫
用
を
防
ぐ
と
い
う
議
会
制
度
の
精
神
を
十
分
に
理
解
し
て
お
ら
ず
、
政
治
権
力

と
の
緊
張
を
欠
い
た
も
の
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
加
藤
弘
之
の
思
想
が
引
き
ず
っ
て
い
る
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
側
面
は
、

結
局
、「
即
自
的
同
一
性
」
と
し
て
収
斂
し
、
近
代
日
本
の
「
家
族
国
家
観
」
の
形
成
に
寄
与
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、加
藤
弘
之
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
を
直
ち
に
伝
統
的
民
本
思
想
の
問
題
点
と
し
て
置
き
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
民
貴
君
軽
」

を
唱
え
る
民
本
思
想
は
、『
易
』
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
中
国
伝
統
的
自
然
法
思
想
の
な
か
で
、
自
然
万
物
の
摂
理
の
一
部
分
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、儒
教
思
想
に
お
い
て
正
統
の
地
位
を
得
て
い
る
。
黄
宗
羲
の
『
明
夷
待
訪
録
』
に
お
け
る
革
命
的
と
も
言
え
る
政
治
論
は
、

そ
の
よ
う
な
民
本
思
想
の
正
統
性
を
最
大
限
に
発
揮
し
た
主
張
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

同
様
に
、
厳
復
は
、
ル
ソ
ー
の
『
民
約
論
』
の
な
か
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
孟
子
が
語
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、「
古

今
民
権
を
唱
道
す
る
も
の
の
な
か
に
、『
民
為
重
、
社
稷
次
之
、
君
為
軽
』
と
い
う
三
つ
の
言
葉
よ
り
も
重
い
言
葉
が
あ
る
の
か
。
お
そ
ら

く
無
か
っ
た
だ
ろ
う（

（（
（

」
と
述
べ
た
の
も
、以
上
の
よ
う
な
伝
統
的
自
然
法
思
想
の
な
か
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
民
権
」

は
同
時
に
、
厳
復
が
唱
え
る
「
扶
治
」
機
関
と
し
て
の
議
会
を
性
格
づ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

伝
統
的
自
然
法
思
想
の
な
か
で
、「
泰
・
通
・
和
」
が
理
想
的
な
状
態
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
状
態
は
け
っ
し
て
「
上
」
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か
ら
「
下
」
へ
、
と
い
う
一
方
通
行
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
「
循
環
」
と
「
交
代
」
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
な
か
で
形
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
泰
・
通
・
和
」
の
理
想
の
な
か
に
、
君
主
や
君
権
を
相
対
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
を
制
限
し
つ
つ

民
意
を
大
事
に
す
る
と
い
う
観
念
が
初
め
か
ら
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
近
代
中
国
の
知
識
人
た
ち
が
政
治
権
力
を
「
制
限
」
す
る

重
要
さ
を
認
識
し
つ
つ
も
、「
調
和
」
を
重
視
し
た
の
は
、「
外
圧
」
と
い
う
外
的
要
因
の
み
な
ら
ず
、
根
本
的
に
や
は
り
彼
ら
に
お
け
る
「
調

和
」
の
観
念
が
伝
統
的
自
然
法
思
想
を
反
映
し
て
い
る
か
ら
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
中
国
の
知
識
人
た
ち
に
と
っ
て
、「
制
限
」
と
「
調
和
」

の
役
割
を
同
時
に
担
う
「
扶
治
」
機
関
と
し
て
の
近
代
的
議
会
制
度
は
、
民
本
思
想
の
表
出
と
実
践
を
制
度
的
に
保
障
す
る
装
置
に
ほ
か
な

ら
な
か
っ
た
。
知
識
人
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
が
立
憲
政
治
の
最
大
の
意
義
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
樋
口
陽
一
『
憲
法
Ⅰ
』
青
林
書
院
、
一
九
九
八
年
、
二
二
頁
参
照
。

（
２
）
清
宮
四
郎
氏
は
、
権
力
分
立
の
特
性
を
、
①
自
由
主
義
的
な
政
治
組
織
原
理
、
②
消
極
的
に
権
力
の
濫
用
を
防
止
す
る
原
理
、
③
国
家
権
力
に
対
す

る
懐
疑
的
態
度
、
④
政
治
的
中
立
性
、
と
ま
と
め
て
い
る
（
同
氏
『
権
力
分
立
制
の
研
究
』
復
刊
版
、
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
、
二
─
五
頁
参
照
）。

（
３
）
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
著
、
野
田
良
之
他
訳
『
法
の
精
神
』
上
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
二
八
九
頁
。

（
４
）
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、政
治
的
自
由
を
「
国
家
、す
な
わ
ち
、法
律
が
存
在
す
る
社
会
に
お
い
て
は
、自
由
と
は
人
が
望
む
べ
き
こ
と
を
な
し
う
る
こ
と
、

そ
し
て
、望
む
べ
き
で
な
い
こ
と
を
な
す
べ
く
強
制
さ
れ
な
い
こ
と
に
の
み
存
し
う
る
」、「
法
律
の
許
す
す
べ
て
を
な
す
権
利
」
だ
と
定
義
し
て
い
る
（『
法

の
精
神
』、
前
掲
、
二
八
八
─
二
八
九
頁
）。

（
５
）
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
著
、
稲
葉
素
之
訳
『
現
代
議
会
主
義
の
精
神
史
的
地
位
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
四
頁
。

（
６
）
蠟
山
政
道
『
日
本
に
お
け
る
近
代
政
治
学
の
発
達
』
新
泉
社
、
一
九
六
八
年
、
第
二
章
、
安
世
舟
「
明
治
初
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
国
家
思
想
の
受
容

に
関
す
る
一
考
察
─
─
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
と
加
藤
弘
之
を
中
心
と
し
て
」、『
年
報
政
治
学
・
日
本
に
お
け
る
西
欧
政
治
思
想
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
、

そ
し
て
、
石
田
雄
『
日
本
近
代
思
想
史
に
お
け
る
法
と
政
治
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
、
第
五
章
、
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
の
学
説
に
関
す
る
研
究
は
、と
く
に
前
掲
の
安
世
舟
氏
の
研
究
と
、山
田
央
子
「
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
と
近
代
日
本
政
治
思
想
─
─
「
国
民
」

観
念
の
成
立
と
そ
の
受
容
」
上
・
下
、『
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
』
第
三
十
二
巻
第
二
号
、
三
十
三
巻
第
一
号
、
一
九
九
一
、
二
年
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）
西
村
克
彦
「
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
『
国
法
汎
論
』（A

llgem
eines Staatsrecht

）
新
訳
」、『
青
山
法
学
論
集
』
第
十
七
巻
第
一
号
、
一
九
七
五
年
、
一
二
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六
頁
、
参
照
。
な
お
、
加
藤
弘
之
の
訳
文
は
、
明
治
文
化
研
究
会
編
、
イ
、
カ
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
著
、
加
藤
弘
之
・
平
田
東
助
訳
（
明
治
文
化
全
集
補
巻
・

二
）『
国
法
汎
論
』
首
巻
、
日
本
評
論
社
、
一
九
七
一
年
、
二
三
頁
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
９
）
西
村
前
掲
、
一
三
〇
頁
、
加
藤
の
訳
文
は
、
前
掲
、
二
五
頁
。

（
10
）
西
村
前
掲
、
一
〇
七
頁
。
ち
な
み
に
、
加
藤
の
訳
文
は
、「
抑
々
巴パ

ル

力レ
メ
ン
ト門

の
各
部
は
決
し
て
独
立
し
て
制
法
の
権
を
有
す
る
者
に
あ
ら
ず
、
君
主
両
院

相
合
し
、
協
力
同
心
、
共
に
一
体
と
な
り
て
、
始
め
て
此
権
を
得
る
者
な
り
」、
前
掲
、
一
六
頁
。

（
11
）
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
『
法
の
精
神
』
上
、
前
掲
、
三
〇
四
頁
。

（
12
）
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
前
掲
書
、
九
頁
。
な
お
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
討
論
」
の
中
心
的
な
地
位
が
正
当
に
認
識
さ
れ
る
と

き
に
の
み
、
自
由
主
義
的
な
合
理
主
義
に
と
っ
て
特
徴
的
な
二
つ
の
政
治
的
要
求
─
─
公
開
性
と
権
力
分
立
─
─
が
初
め
て
正
当
な
意
義
を
も
ち
、
科
学

的
明
晰
さ
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
（
四
九
頁
参
照
）。

（
13
）
同
右
。

（
14
）
拙
著
『
近
代
中
国
の
立
憲
構
想
─
─
厳
復
・
楊
度
・
梁
啓
超
と
明
治
啓
蒙
思
想
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
五
年
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
15
）
一
八
四
七
年
に
六
〇
巻
本
で
刊
行
さ
れ
、
一
八
五
二
年
に
百
巻
本
に
増
補
さ
れ
た
同
書
は
、
一
八
五
四
年
前
後
、
六
〇
巻
本
が
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
の
一
、
二
年
間
の
間
に
、
二
〇
種
も
の
訓
点
翻
刻
本
や
、
和
訳
本
が
相
次
い
で
出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
許
介
麟
「
日
本
と
中
国
に
お
け
る

初
期
立
憲
思
想
の
比
較
研
究
─
─
特
に
加
藤
弘
之
と
康
有
為
の
政
治
思
想
の
比
較
を
中
心
に
し
て
」、『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
八
三
巻
第
五
・
六
号
、
三
六

九
─
三
七
〇
頁
、
参
照
）。

（
16
）
魏
源
編
『
海
国
図
志
・
三
』
岳
麓
書
社
、
一
四
〇
四
頁
。

（
17
）
同
右
、
一
四
二
五
頁
。

（
18
）
同
右
、
一
四
六
三
頁
。

（
19
）
加
藤
弘
之
「
隣
草
」、『
政
治
篇
』（『
明
治
文
化
全
集
・
第
三
巻
』）
日
本
評
論
社
、
一
九
二
七
年
、
四
頁
。

（
20
）
同
右
、
六
頁
。

（
21
）
同
右
、
一
〇
頁
。

（
22
）
野
村
浩
一
訳
、村
田
雄
二
郎
改
訳
、鄭
観
応
「
盛
世
危
言
」、村
田
雄
二
郎
責
任
編
集
（
新
編
原
典
中
国
近
代
思
想
史
２
）『
万
国
公
法
の
時
代
─
─
洋
務
・

変
法
運
動
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
一
二
四
頁
。

（
23
）
同
右
。
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（
24
）
同
右
、
一
二
七
頁
。

（
25
）
詳
し
く
は
、
許
介
麟
前
掲
論
文
、『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
八
三
巻
第
五
・
六
号
─
一
一
・
一
二
号
、
第
八
四
巻
第
一
・
二
号
、
一
九
七
〇
─
一
九
七
一

年
、
第
三
章
第
一
節
を
参
照
。

（
26
）
許
介
麟
前
掲
論
文
、『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
八
三
巻
第
九
・
一
〇
号
、
一
九
七
〇
年
、
八
五
頁
。

（
27
）
江
村
栄
一
校
注
（
日
本
近
代
思
想
大
系
九
）『
憲
法
構
想
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
六
九
頁
（
た
だ
し
、
片
仮
名
は
平
仮
名
に
な
お
し
た
）。

（
28
）
上
杉
慎
吉
『
憲
法
読
本
』
日
本
評
論
社
、
一
九
二
八
年
、
九
〇
頁
。

（
29
）
石
田
雄
『
明
治
政
治
思
想
史
研
究
』
未
來
社
、
一
九
五
四
年
、
七
一
頁
。

（
30
）
同
右
、
六
九
、
九
〇
頁
を
参
照
。

（
31
）
同
右
、
九
一
頁
。

（
32
）
同
右
、
九
二
頁
、
及
び
、
同
『
日
本
近
代
思
想
史
に
お
け
る
法
と
政
治
』、
前
掲
、
一
七
二
頁
参
照
。

（
33
）
石
田
雄
『
明
治
政
治
思
想
史
研
究
』、
前
掲
、
九
二
頁
。

（
34
）
安
世
舟
氏
は
、『
真
政
大
意
』、『
国
体
新
論
』、『
国
法
汎
論
』
の
三
冊
を
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
の
『
一
般
国
法
学
』
の
全
訳
と
見
て
い
る
（
安
氏
前
掲
論
文
、

一
四
〇
頁
）。

（
35
）
石
田
雄
『
日
本
近
代
思
想
史
に
お
け
る
法
と
政
治
』、
前
掲
、
一
七
三
頁
。

（
36
）
同
右
、
一
九
二
頁
。

（
37
）
同
右
、
一
七
八
、
二
〇
九
頁
。

（
38
）
同
右
、
一
六
三
頁
。

（
39
）
石
田
雄
『
明
治
政
治
思
想
史
研
究
』、
前
掲
、
六
九
頁
。

（
40
）
同
右
、
九
二
頁
。

（
41
）
同
右
。

（
42
）
加
藤
弘
之
「
真
政
大
意
」、（
日
本
の
名
著
三
四
）『
西
周
・
加
藤
弘
之
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
四
年
、
三
六
〇
頁
。

（
43
）
同
右
、
三
五
七
頁
。

（
44
）
鄭
観
応
「
盛
世
危
言
」、
前
掲
、
一
二
六
頁
。

（
45
）
梁
啓
超
に
よ
れ
ば
、
易
は
孔
子
の
哲
学
理
論
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
孔
子
は
晩
年
に
易
を
研
究
し
、
彖
伝
、
象
伝
、
繋
辞
伝
、
文
言
伝
を
著
し
た
。
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「
易
経
が
一
つ
の
系
統
的
な
哲
学
と
な
っ
た
の
は
孔
子
よ
り
始
ま
っ
た
」
と
し
て
い
る
（
梁
啓
超
「
孔
子
」『
飲
氷
室
合
集
・
専
集
三
十
六
』
中
華
書
局
、

一
九
八
九
年
、
二
七
─
二
八
頁
）。

（
46
）
今
井
宇
三
郎
、（
新
釈
漢
文
大
系
二
三
）『
易
経
・
上
』
明
治
書
院
、
一
九
八
七
年
、「
解
題
」
参
照
。

（
47
）
高
田
真
治
・
後
藤
基
巳
訳
『
易
経
』（
上
）、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
、
三
九
頁
。

（
48
）
今
井
宇
三
郎
前
掲
書
、
三
一
六
頁
。

（
49
）
同
右
、
三
三
〇
─
三
三
一
頁
。

（
50
）
山
田
慶
児
『
中
国
医
学
の
思
想
的
風
土
』
潮
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
一
〇
七
頁
。

（
51
）
山
田
慶
児
『
朱
子
の
自
然
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、
三
五
一
頁
。

（
52
）
爻
と
は
効な

ら

い
交
わ
る
の
意
。
天
地
の
現
象
に
効
っ
て
互
い
に
交
わ
り
、
ま
た
ほ
か
に
変
ず
る
の
意
味
。
陰
（
- -
）
陽
（
−
）
の
二
爻
は
易
の
基
本
観

念
で
あ
り
、
こ
れ
を
重
ね
る
こ
と
三
に
し
て
、
八
卦
を
成
す
。
さ
ら
に
八
卦
の
組
み
合
わ
せ
で
六
爻
か
ら
な
る
六
十
四
卦
が
で
き
る
。

（
53
）
梁
啓
超
「
先
秦
政
治
思
想
史
」、『
飲
氷
室
合
集
・
専
集
五
十
』
前
掲
、
一
七
頁
。

（
54
）
董
仲
舒
『
春
秋
繁
露
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
、
以
下
同
。

（
55
）
梁
啓
超
は
、
董
仲
舒
の
『
春
秋
繁
露
』
に
精
緻
で
深
い
哲
理
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
理
論
が
陰
陽
家
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け

て
お
り
、
董
は
「
二
千
年
来
の
迷
信
の
大
本
営
」（
四
七
頁
）
で
あ
り
、
陰
陽
五
行
に
道
を
開
い
た
罪
責
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
人
だ
と
批
判
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
梁
啓
超
は
「
迷
信
」
と
し
て
の
陰
陽
と
孔
子
の
『
易
』
に
関
す
る
研
究
と
を
厳
格
に
区
別
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
梁
啓
超
に
よ
れ

ば
、
孔
子
の
哲
学
か
ら
す
れ
ば
、
宇
宙
に
二
種
類
の
力
が
あ
る
。「
陰
・
陽
」
は
「
剛
・
柔
」、「
動
・
静
」、「
消
・
息
」
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
く
ま

で
も
そ
れ
を
表
象
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、「
孔
子
の
『
二
元
哲
学
』
に
お
け
る
一
種
の
記
号
に
過
ぎ
な
い
」（
五
二
頁
）
と
し
て
い
る
（
梁
啓
超
「
陰

陽
五
行
之
来
歴
」『
飲
氷
室
合
集
・
文
集
三
十
六
』
前
掲
、
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

（
56
）
そ
の
意
味
で
は
、
重
澤
俊
郎
が
「
董
仲
舒
に
在
っ
て
は
災
異
は
飽
く
ま
で
君
主
に
対
す
る
警
告
な
る
を
以
て
、
必
ず
過
去
の
行
為
に
連
関
し
て
解
釈

せ
ら
れ
、将
来
発
生
す
べ
き
社
会
的
自
体
に
対
す
る
暗
示
的
意
味
は
毛
頭
無
い
」、し
た
が
っ
て
、後
世
の
吉
凶
を
予
言
す
る
「
讖
緯
」
説
と
区
別
さ
れ
る
、

と
指
摘
し
た
の
は
重
要
で
あ
る
（
重
澤
俊
郎
『
周
漢
思
想
研
究
』
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
三
年
、
一
九
八
─
二
〇
〇
頁
参
照
）。

（
57
）
重
澤
俊
郎
前
掲
書
、一
九
一
─
一
九
二
頁
。
同
じ
よ
う
な
見
解
は
、さ
ら
に
、金
耀
基
『
中
国
民
本
思
想
史
』
台
湾
商
務
印
書
館
、一
九
九
三
年
、第
四
章
、

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
58
）
沈
善
洪
主
編
・
呉
光
執
行
主
編
、
黄
宗
羲
「
明
夷
待
訪
録
」、『
黄
宗
羲
全
集
』
第
一
冊
、
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。
な
お
、
訳
は
、
西
田
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太
一
郎
訳
、
黄
宗
羲
『
明
夷
待
訪
録
─
─
中
国
近
代
思
想
の
萌
芽
』
平
凡
社
、
一
九
六
四
年
、
に
従
っ
た
、
以
下
同
じ
。

（
59
）
銭
穆
『
中
国
近
三
百
年
学
術
史
』
商
務
印
書
館
、
一
九
九
七
年
、「
年
表
」
八
〇
五
─
八
〇
六
頁
参
照
。

（
60
）
今
井
宇
三
郎
『
易
経
』
中
（
新
釈
漢
文
大
系
二
三
）、
明
治
書
院
、
七
三
五
頁
。

（
61
）「
大
壮
」、
卦
名
。
す
な
わ
ち
、「
大
な
る
者
壮さ

か

ん
な
る
な
り
。
剛
に
し
て
以
て
動
く
、
故
に
壮
ん
な
り
」（
今
井
宇
三
郎
前
掲
書
、
六
九
八
頁
）。

（
62
）
黄
宗
羲
「
明
夷
待
訪
録
」、
前
掲
、
一
頁
。
黄
宗
羲
は
そ
の
後
二
〇
年
で
、「
大
壮
」
の
転
換
期
に
入
り
、
初
め
て
の
治
世
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
と
見
て
い
た
。

（
63
）
黄
宗
羲
「
宋
元
学
案
・
巻
八
十
六
・
東
発
学
案
」、『
黄
宗
羲
全
集
』
第
六
冊
、
前
掲
、
四
〇
五
頁
。

（
64
）
黄
宗
羲
「
明
儒
学
案
・
巻
四
十
七
」、『
黄
宗
羲
全
集
』
第
八
冊
、
前
掲
、
四
〇
八
頁
。

（
65
）
黄
宗
羲
「
明
儒
学
案
・
巻
二
十
六
」、『
黄
宗
羲
全
集
』
第
七
冊
、
前
掲
、
七
〇
五
頁
。

（
66
）
黄
宗
羲
『
明
夷
待
訪
録
─
─
中
国
近
代
思
想
の
萌
芽
』、
前
掲
、
四
頁
。

（
67
）
ち
な
み
に
、
筆
者
と
い
く
ら
か
理
由
は
異
な
る
が
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
は
、
顧
炎
武
や
、
黄
宗
羲
を
「
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
儒
教
の

政
治
経
済
思
想
」
を
堅
持
し
て
い
る
思
想
家
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
彼
ら
は
、
三
代
の
「
封
建
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
を
回
想
し
、
ま
た
、
中
央
集
権
の
結
果
、

有
徳
の
官
吏
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
許
す
余
地
が
無
く
な
っ
た
こ
と
に
不
満
を
持
ち
、「
実
践
的
経
世
」
を
唱
え
た
（
Ｂ
・
Ｉ
・
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
著
、
平

野
健
一
郎
訳
『
中
国
の
近
代
化
と
知
識
人
─
─
厳
復
と
西
洋
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
、
一
五
頁
、
参
照
）。

（
68
）
厳
復
が
翻
訳
し
た
『
法
意
』
は
商
務
印
書
館
が
出
版
し
た
も
の
で
あ
り
、
七
冊
か
ら
な
っ
て
い
る
。
王
栻
に
よ
れ
ば
、
最
初
の
三
冊
は
一
九
〇
四
年

に
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
の
一
九
〇
五
年
、
一
九
〇
六
年
、
一
九
〇
七
年
、
一
九
〇
九
年
に
一
冊
ず
つ
刊
行
さ
れ
た
（
王
栻
『
厳
復
伝
』
上
海
人
民
出
版
社
、

一
九
七
五
年
、
一
〇
二
頁
）。

（
69
）
厳
復
『
法
意
』
上
、『
厳
復
合
集
・
一
三
』
財
団
法
人
辜
公
亮
文
教
基
金
会
、
一
九
九
八
年
、
二
七
二
頁
。

（
70
）
清
宮
四
郎
前
掲
書
、
七
五
頁
。

（
71
）
以
上
、
厳
復
『
法
意
』
上
、
前
掲
、
二
七
八
頁
。

（
72
）
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
前
掲
書
、
一
四
八
頁
。

（
73
）Sir John R. Seeley, Introduction to Political Science, London: M

acm
illan and CO

. Lim
ited, 1896. 

厳
復
の
『
政
治
講
義
』
と
、「
論
英

国
憲
政
両
権
未
嘗
分
立
」、「
続
論
英
国
憲
政
両
権
未
嘗
分
立
」
が
、
い
ず
れ
も
シ
ー
リ
ー
の
こ
の
著
作
を
底
本
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
近
年
、
判
明
し
た

（
戚
学
民
「
厳
復
『
政
治
講
義
』
文
本
遡
源
」、『
歴
史
研
究
』、
二
〇
〇
四
年
第
二
期
を
参
照
）。
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（
74
）
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
は
、
ジ
ェ
ン
ク
ス
の
単
線
的
な
進
化
論
が
厳
復
に
と
っ
て
、「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
分
析
の
静
的
で
、『
非
進

歩
的
な
』
性
格
を
補
正
す
る
機
能
を
営
む
も
の
で
あ
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
（
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
前
掲
書
、
一
七
二
頁
）。

（
75
）
シ
ー
リ
ー
の
原
著
に
お
け
る
対
応
し
た
言
葉
で
あ
る
。
以
下
同
。

（
76
）
厳
復
『
政
治
講
義
』、『
厳
復
合
集
・
六
』、
前
掲
、
一
〇
〇
頁
、
以
下
同
。

（
77
）
同
右
。

（
78
）
厳
復
「
論
英
国
憲
政
両
権
未
嘗
分
立
」、『
厳
復
文
集
編
年
（
二
）』、
前
掲
、
四
七
〇
頁
。

（
79
）
同
右
、
四
六
七
頁
。

（
80
）
同
右
、
四
六
八
頁
。

（
81
）
同
右
、
四
六
六
頁
。

（
82
）
同
右
、
四
六
一
頁
。

（
83
）
同
右
、
四
六
〇
頁
。

（
84
）「
自
由
」
を
量
で
と
ら
え
る
こ
と
に
注
目
し
た
研
究
は
、
佐
藤
慎
一
「
補
論
２ 

厳
復
の
『
政
治
講
義
』
と
専
制
論
」、『
近
代
中
国
の
知
識
人
と
文
明
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
、
拙
稿
「
近
代
中
国
の
『
自
由
主
義
』
─
─
厳
復
の
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
と
Ｊ
・
Ｒ
・
シ
ー
リ
ー
の
『
自
由
』
に
対
す
る
『
読

み
換
え
』」、『
総
合
政
策
論
叢
』
第
一
八
号
、
島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
会
、
二
〇
一
〇
年
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
85
）
厳
復
『
政
治
講
義
』、
前
掲
、
六
八
頁
。

（
86
）
同
右
、
六
五
頁
。

（
87
）
厳
復
「
憲
法
大
義
」、『
厳
復
文
集
編
年
（
二
）』、
前
掲
、
四
七
五
頁
。
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一　

序
論
─
─
葬
送
演
説
と
対
話
篇
『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』

プ
ラ
ト
ン
の
多
く
の
対
話
篇
に
お
い
て
弁
論
術
の
批
判
者
と
し
て
登
場
す
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
、
な
ぜ
『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
で
は
戦
没
者
の

た
め
の
葬
送
演
説
を
行
う
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
目
的
は
、ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
『
歴
史
』
と
の
比
較
を
通
じ
て
、第
一
に
、『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』

に
お
け
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
演
説
が
『
歴
史
』
に
記
録
さ
れ
た
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
の
批
判
で
あ
る
点
、
第
二
に
、
そ
れ
が
聴
き
手
で
あ
る
若
者
の

教
育
を
意
図
し
て
い
た
点
を
立
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
行
っ
た
葬
送
演
説
（ejp

ita
vfio

~ l
o

vgo
~

）
と
は
ど
の
よ
う
な
弁
論
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
に

よ
れ
ば
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
の
期
間
中
（
前
四
三
一
─
四
〇
四
年
）
ア
テ
ナ
イ
人
た
ち
は
「
父
祖
伝
来
の
慣
習
」（pa

vtrio~ novmo~

）
に
従
っ
て

戦
没
者
の
た
め
の
葬
儀
を
時
折
行
っ
て
い
た
（2. 34

）。
公
費
を
用
い
て
大
規
模
に
営
ま
れ
る
こ
の
厳
粛
な
儀
式
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、「
見

識
」（gnw

vm
h

）
と
「
名
誉
」（a

jxivw
s

i~

）
に
お
い
て
最
も
傑
出
し
た
人
物
に
よ
る
葬
送
演
説
で
あ
っ
た
。
こ
の
演
説
の
役
割
は
、
ま
ず
も
っ
て

公
衆
を
前
に
し
て
死
者
た
ち
の
勇
敢
な
死
を
称
え
、
彼
ら
の
偉
大
な
業
績
を
記
憶
に
残
す
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と

に
、
こ
の
演
説
は
死
者
だ
け
で
な
く
生
き
残
っ
た
市
民
た
ち
に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
。
戦
時
下
に
お
い
て
市
民
を
鼓
舞
す
る
こ
と
こ
そ
が
葬

送
演
説
の
重
要
な
政
治
的
機
能
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
演
説
者
は
都
市
の
高
貴
な
起
源
、
優
れ
た
国
制
、
そ
し
て
数
々
の
偉
業
を
説
き
起

近
藤
和
貴

［
政
治
思
想
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
論
文
］

プ
ラ
ト
ン『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』篇
に
お
け
る

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
葬
送
演
説

─
─
帝
国
主
義
批
判
と
弁
論
術
の
教
育
的
使
用
に
つ
い
て
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こ
し
、
そ
の
よ
う
な
都
市
の
た
め
に
死
を
賭
し
て
戦
っ
た
先
祖
を
称
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
テ
ナ
イ
の
偉
大
さ
を
市
民
た
ち
に
向
け
て
再

構
築
し
て
い
く
。
演
説
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
「
現
実
よ
り
も
よ
り
真
実
な
」
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
、
市
民
た
ち
、
と
り
わ
け
若
者
た
ち
は
戦
争

参
加
へ
と
強
く
動
機
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る（

１
）。

こ
の
よ
う
な
葬
送
演
説
の
中
に
、
私
た
ち
は
、
戦
時
下
ア
テ
ナ
イ
が
理
想
と
し
た
政
治
体
制
、

さ
ら
に
は
政
治
的
指
導
者
が
市
民
を
戦
争
へ
と
導
い
た
レ
ト
リ
ッ
ク
を
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

プ
ラ
ト
ン
の
『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
に
お
い
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
一
つ
の
完
結
し
た
葬
送
演
説
を
披
露
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
実
は
同
対
話
篇

の
解
釈
を
著
し
く
困
難
に
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、「
真
の
弁
論
術
」
と
い
う
例
外
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
（『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』

517a;

『
パ
イ
ド
ロ
ス
』269c-274b

）、
プ
ラ
ト
ン
の
全
著
作
を
通
じ
て
、
通
常
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
弁
論
術
と
そ
の
教
師
で
あ
る
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
批
判

者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
の
中
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
弁
論
術
を
、
真
理
に
関
心
が
な
く
聴
衆
の

嗜
好
に
お
も
ね
る
だ
け
の
迎
合
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
し
て
い
る
（463a-b

）。
プ
ラ
ト
ン
研
究
に
お
い
て
、
真
理
と
徳
を
追
求
す
る
ソ
ク
ラ
テ

ス
に
と
っ
て
最
大
の
論
敵
が
ソ
フ
ィ
ス
ト
で
あ
り
、
彼
の
哲
学
の
対
極
に
位
置
す
る
の
が
弁
論
術
で
あ
る
と
す
る
理
解
は
半
ば
常
識
で
す
ら

あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
哲
学
に
関
す
る
こ
う
し
た
共
通
理
解
に
基
づ
く
な
ら
ば
、『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
に
お
い
て
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
葬
送
演

説
を
、
し
か
も
極
め
て
よ
く
で
き
た
演
説
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
衝
撃
で
さ
え
あ
る
。
さ
ら
に
都
合
の
悪
い
こ
と
に
は
、
演
説
の
中
で
彼
は

ア
テ
ナ
イ
の
国
制
と
対
外
政
策
を
称
賛
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
事
実
の
歪
曲
が
散
見
さ
れ
る
。
彼
は
政
治
的
、
歴
史
的
事
実
を
意
図
的
に

修
正
し
て
い
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
他
の
対
話
篇
に
お
い
て
彼
自
身
が
強
く
非
難
し
た
弁
論
術
の
悪
弊
、
す
な
わ
ち
、
聴
衆
を
喜
ば
せ
る
た

め
の
迎
合
や
非
真
理
の
言
明
に
自
ら
与
っ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。
一
方
で
弁
論
術
を
批
判
し
他
方
で
そ
れ
を
行
使
す
る
と
い
う
明
白

な
矛
盾
に
直
面
し
た
な
ら
ば
、研
究
者
た
ち
が
『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
を
解
決
困
難
な
「
パ
ズ
ル
」
に
な
ぞ
ら
え
、す
べ
て
の
対
話
篇
の
中
で
「
最

も
謎
め
い
た
も
の
」
と
評
し
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う（

２
）。

本
対
話
篇
は
『
国
家
』
や
『
法
律
』
と
い
っ
た
プ
ラ
ト
ン
の
代
表
的
な

対
話
篇
と
同
じ
く
政
治
性
の
高
い
著
作
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
標
準
的
な
プ
ラ
ト
ン
像
か
ら
外
れ
て
い
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
真
剣
な

研
究
対
象
と
な
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

３
）。

こ
う
し
た
解
釈
困
難
な
対
話
篇
を
読
み
解
く
た
め
、
本
稿
で
は
、『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
自
体
が
提
供
す
る
二
つ
の
手
掛
か
り
に
注
目
す
る
。

第
一
に
、『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
に
お
け
る
葬
送
演
説
は
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
一
年
目
に
行
わ
れ
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
『
歴
史
』
に
記
録
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さ
れ
た
ペ
リ
ク
レ
ス
の
葬
送
演
説
へ
の
批
判
で
あ
る（

４
）。

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
が
ペ
リ
ク
レ
ス
の
批
判
で
あ
る
こ
と
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
が

明
示
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ペ
リ
ク
レ
ス
が
弁
論
家
と
し
て
大
成
し
た
の
は
妻
ア
ス
パ
シ
ア
の
教
育
の
成
果
で
あ
り
、
有
名
な
葬
送
演

説
も
彼
女
が
提
供
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
で
披
露
す
る
演
説
は
、
ア
ス
パ
シ
ア
が
起
草
し

た
こ
の
葬
送
演
説
の
う
ち
、
ペ
リ
ク
レ
ス
が
演
説
す
る
際
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
残
り
の
部
分
で
あ
る
（235e3-236b6

）。
し
た
が
っ
て
ソ
ク

ラ
テ
ス
演
説
は
、
繁
栄
の
絶
頂
に
あ
っ
た
ア
テ
ナ
イ
帝
国
を
賛
美
し
た
当
時
随
一
の
政
治
家
ペ
リ
ク
レ
ス
が
行
っ
た
演
説
の
い
わ
ば
ネ
ガ
で

あ
り
、
実
際
後
に
議
論
す
る
よ
う
に
、
両
者
の
演
説
は
鋭
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
ペ
リ
ク
レ
ス
と
の
比
較
を
促
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
ペ
リ
ク
レ
ス
的
な
帝
国
と
は
異
な
る
、
優
れ
た
都
市
を
想
像
す
る
別
様
な
方
法
を
提
案
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
両
者
の
比
較
を
通

じ
て
、
哲
学
者
と
し
て
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
政
治
家
ペ
リ
ク
レ
ス
の
政
治
観
を
ど
の
よ
う
に
反
転
さ
せ
た
の
か
を
検
討
す
る
。

第
二
の
着
眼
点
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
演
説
の
名
宛
人
と
彼
へ
の
教
育
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
演
説
が
ど
の
よ
う
な
教

説
を
含
ん
で
い
る
の
か
は
解
釈
上
の
難
問
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
何
ら
か
の
ペ
リ
ク
レ
ス
批
判
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

了
解
さ
れ
て
も
、
彼
の
弁
論
術
へ
の
態
度
は
喜
劇
的
も
し
く
は
嘲
笑
的
で
す
ら
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
ペ
リ
ク
レ
ス
が

ア
ス
パ
シ
ア
に
操
作
さ
れ
て
い
た
と
い
う
喜
劇
好
み
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
暴
露
す
る
ば
か
り
か
、
自
ら
が
演
説
す
る
こ
と
を
「
子
供
じ
み
て

い
る
」（pa

ivzein

）
と
言
い
、
演
説
を
裸
踊
り
に
た
と
え
て
さ
え
い
る
（236c9, 236d1

）。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
受
け
て
、
ド
ッ
ズ
は
『
メ
ネ
ク

セ
ノ
ス
』
は
葬
送
演
説
の
諷
刺
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
誇
張
し
て
模
倣
し
つ
つ
、
そ
れ
が
導
い
た
ア
テ
ナ
イ
の
対
外
政
策
を
ア
イ

ロ
ニ
カ
ル
に
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
彼
の
解
釈
で
は
、
弁
論
術
の
悪
し
き
特
徴
を
極
端
に
描
い
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
演
説
に
は

そ
も
そ
も
真
剣
な
教
説
は
含
ま
れ
な
い（

５
）。 

他
方
、
カ
ー
ン
に
と
っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
演
説
は
諷
刺
で
は
な
く
徳
の
涵
養
を
説
く
真
剣
な
も
の

で
あ
る
。
彼
の
主
張
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
は
こ
の
演
説
を
通
じ
て
、
ア
テ
ナ
イ
市
民
た
ち
が
「
よ
り
高
度
な
歴
史
」
を
も
つ
に
ふ
さ
わ
し
い
こ

と
を
示
し
、
彼
ら
を
よ
り
善
き
政
治
へ
と
導
い
て
い
る（

６
）。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
に
注
目
す
る
あ
ま
り
『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
が
対
話
篇
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
看

過
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
彼
の
演
説
が
一
人
の
若
者
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
ほ
と
ん
ど
考
慮
し
て
い
な
い（

７
）。

こ
れ
に
対
し

て
本
稿
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
は
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
を
教
え
導
く
た
め
に
な
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
喜
劇
的
な
態
度
も
彼
の
教
育
的
意
図
に
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沿
っ
て
説
明
で
き
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
著
作
に
お
い
て
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
、
政
治
的
な
野
心
を
も
つ
だ
け
で
な
く
、
哲
学
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
の
で
き
る
若
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
る
弁
論
術
の
例
外
的
な
使
用
は
、
政
治
的
立
身
出
世
の
た
め
に
弁
論
術
に

傾
倒
す
る
若
者
の
関
心
に
歩
み
寄
り
、
そ
の
内
容
に
手
を
加
え
な
が
ら
演
説
を
聴
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聴
き
手
に
よ
り
節
度
あ
る
政
治

観
を
教
示
し
、
さ
ら
に
彼
を
哲
学
的
に
有
徳
な
生
へ
と
引
き
寄
せ
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
巧
み
な
手
段
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
喜
劇
的
な
態
度
は
、
演
説
者
自
身
を
弁
論
術
へ
の
直
接
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
か
ら
引
き
離
し
、
弁
論
術
本
来
の
大
衆
の
説

得
と
い
う
目
的
と
は
異
な
る
教
育
的
目
的
で
使
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
弁
論
術
か
ら
喜
劇
的
な
距
離
を
保
つ
こ

と
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
弁
論
術
を
使
用
し
な
が
ら
、
同
時
に
ペ
リ
ク
レ
ス
的
な
政
治
観
や
生
き
方
よ
り
も
、
あ
る
い
は
政
治
的
な
も
の
そ
の

も
の
よ
り
も
高
次
の
視
点
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
こ
と
が
で
き
る（

８
）。

本
稿
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
演
説
の
名
宛
人
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
教
育
の
内
容
お
よ
び
方
法
を
検
証
す
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
演
説
の
使
用
が
ソ
フ
ィ
ス
ト
的
な
弁
論
術
の
欠
点

を
免
れ
た
「
真
の
弁
論
術
」
で
あ
り
う
る
か
ど
う
か
は
結
論
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
稿
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
が
ペ
リ
ク
レ
ス
へ
の
批
判
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
を
教

育
す
る
意
図
を
も
っ
て
彼
に
演
説
を
聞
か
せ
て
い
た
こ
と
を
論
証
し
、
そ
の
教
育
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、
ソ
ク
ラ
テ

ス
が
自
ら
の
演
説
を
何
と
対
照
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
『
歴
史
』
に
あ
る
ペ
リ
ク
レ
ス
演

説
を
概
観
し
、
そ
の
後
、
そ
れ
と
比
較
す
る
か
た
ち
で
『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
の
分
析
を
行
う
。

二　

ペ
リ
ク
レ
ス
の
葬
送
演
説
─
─
ア
テ
ナ
イ
帝
国
賛
美
と
非
道
徳
性

本
節
で
は
ペ
リ
ク
レ
ス
の
葬
送
演
説
を
概
観
す
る
。
そ
の
要
点
を
先
取
り
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
演
説
は
道
徳
性
な
き
ア
テ
ナ
イ
帝
国
を
賛

美
し
た
も
の
で
あ
り
、
都
市
の
た
め
の
戦
死
こ
そ
が
個
人
に
最
大
の
幸
福
（
死
後
の
名
声
）
を
も
た
ら
す
と
訴
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
に

戦
死
者
を
模
倣
す
る
よ
う
勧
め
る
も
の
で
あ
る（

９
）。

ペ
リ
ク
レ
ス
は
ま
ず
、
演
説
の
主
題
を
死
者
の
称
賛
で
は
な
く
、
都
市
そ
の
も
の
の
賛
美
に
設
定
す
る（

（（
（

。
葬
送
演
説
と
い
う
慣
習
そ
の
も
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の
に
疑
義
を
呈
し
な
が
ら
彼
が
語
り
始
め
る
の
は
、
自
ら
が
演
説
者
と
し
て
直
面
し
て
い
る
困
難
で
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
、
死
者
を
知
っ

て
い
る
者
た
ち
は
、
彼
ら
に
好
意
を
抱
い
て
い
る
た
め
、
死
者
へ
の
ど
ん
な
賛
美
も
不
十
分
だ
と
感
じ
て
し
ま
う
。
他
方
、
死
者
を
知
ら
な

い
者
た
ち
は
、
死
者
の
偉
業
を
聞
い
て
も
、
嫉
妬
心
か
ら
反
発
し
そ
れ
を
誇
張
と
受
け
取
っ
て
し
ま
う
（2. 35. 2

）。
こ
う
し
た
困
難
の
中
、

彼
が
到
達
し
た
解
決
策
は
、
死
者
と
生
者
が
共
通
し
て
依
っ
て
立
つ
都
市
そ
の
も
の
を
称
賛
す
る
こ
と
で
あ
る
。
都
市
は
死
者
の
行
為
を
偉

大
に
す
る
源
で
あ
り
、
生
者
の
生
の
基
盤
で
あ
る
。
演
説
の
困
難
さ
を
梃
に
し
て（

（（
（

、
ペ
リ
ク
レ
ス
は
聴
衆
の
同
情
を
得
る
と
同
時
に（

（（
（

、
演
説

の
主
題
を
個
々
の
死
者
の
偉
業
で
は
な
く
、
そ
れ
を
超
え
る
都
市
そ
の
も
の
へ
と
巧
み
に
設
定
し
て
い
く
。

ペ
リ
ク
レ
ス
が
都
市
を
賛
美
す
る
際
の
基
準
は
、
彼
の
現
役
世
代
重
視
の
姿
勢
か
ら
読
み
取
れ
る
。
ペ
リ
ク
レ
ス
は
、
葬
送
演
説
で
は
、

最
初
に
祖
先
と
父
の
世
代
を
褒
め
称
え
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
先
祖
の
偉
業
を
わ
ず
か
数
行
で
片
づ
け
、

今
の
世
代
こ
そ
が
最
高
の
名
誉
を
与
え
ら
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
断
言
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
彼
の
世
代
こ
そ
が
ア
テ
ナ
イ
帝
国
の
ほ
と
ん

ど
の
部
分
を
獲
得
し
た
か
ら
で
あ
る
（2. 36. 1-3

）。
ペ
リ
ク
レ
ス
が
賛
美
す
る
の
は
現
在
の
都
市
の
帝
国
的
偉
業
に
限
定
さ
れ
、
帝
国
の
偉

大
さ
は
そ
の
拡
張
、
も
し
く
は
他
の
諸
都
市
を
支
配
す
る
力
の
総
量
に
よ
っ
て
は
か
ら
れ
る
（cf. 2. 16

）。
彼
が
主
に
賛
辞
を
捧
げ
る
ア
テ
ナ

イ
の
国
制
（politeiva

）
や
生
活
様
式
（trovpo~

）
も
、
そ
れ
ら
が
帝
国
拡
大
を
可
能
に
し
た
が
ゆ
え
に
称
賛
に
値
す
る
の
で
あ
る
。

一
見
し
た
と
こ
ろ
ペ
リ
ク
レ
ス
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
国
制
・
生
活
様
式
の
賛
美
に
お
い
て
、
私
生
活
の
豊
か
さ
を
最
も
評
価
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
は
、
他
都
市
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
政
治
制
度
と
し
て
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
も
賛
美
し
て
い
る
（2. 37

）。
し
か
し
、

こ
れ
と
同
等
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
彼
が
強
調
す
る
の
は
帝
国
と
そ
の
拡
大
が
も
た
ら
し
た
私
的
享
楽
で
あ
る
。
ア
テ
ナ
イ
が
多
く
の

都
市
を
支
配
し
裕
福
に
な
っ
た
こ
と
で
、
市
民
た
ち
は
様
々
な
教
義
や
儀
式
を
楽
し
み
、
豪
華
な
邸
宅
に
住
み
、
さ
ら
に
は
他
都
市
か
ら
運

ば
れ
る
産
物
を
あ
た
か
も
自
国
の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（2. 38

）。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
帝
国

に
住
む
利
点
の
一
つ
は
、
公
的
な
場
に
お
け
る
平
等
な
政
治
参
加
の
み
な
ら
ず
、
私
的
生
に
お
け
る
快
楽
の
充
足
で
あ
る
。
軍
事
的
な
偉
大

さ
の
観
点
か
ら
し
て
も
、
ア
テ
ナ
イ
に
お
い
て
そ
れ
は
容
易
な
訓
練
と
慣
習
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
勇
気
の
み
で
達
成
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
厳

し
い
軍
事
訓
練
を
強
い
て
私
的
生
の
余
地
を
残
さ
な
い
ス
パ
ル
タ
よ
り
も
、
両
者
を
併
せ
も
つ
ア
テ
ナ
イ
の
方
が
優
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（2. 

3

（
（（
（9

）。
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し
か
し
な
が
ら
、
ペ
リ
ク
レ
ス
が
ど
れ
ほ
ど
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
私
的
享
楽
と
生
の
容
易
さ
を
強
調
し
よ
う
と
も
、
彼
の
ア
テ
ナ
イ
賛
美

は
決
し
て
個
人
主
義
的
な
生
を
推
奨
す
る
も
の
で
は
な
い（

（（
（

。
私
的
快
楽
は
享
受
し
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
真
に
称
賛
に
値

す
る
の
は
、
私
的
快
楽
を
知
り
つ
つ
も
そ
れ
を
都
市
の
た
め
に
放
棄
で
き
る
人
物
で
あ
る
（2. 40. 3, 42. 4

）。
最
高
度
に
私
的
な
も
の
、
す
な

わ
ち
生
命
を
都
市
の
た
め
に
放
棄
す
る
こ
と
こ
そ
最
大
の
賛
辞
に
値
し
、こ
れ
こ
そ
が
人
間
に
と
っ
て
の
最
大
の
幸
福
（eujda

ivmw
n

）
で
あ
る
。

そ
れ
は
名
誉
（do

vxa

）
と
い
う
か
た
ち
を
と
り
、
市
民
た
ち
の
中
で
永
遠
に
残
る
記
憶
と
な
る
（2. 43

）。
こ
こ
に
お
い
て
、
ペ
リ
ク
レ
ス
の

演
説
の
中
に
都
市
の
政
治
・
軍
事
的
達
成
と
個
人
の
幸
福
と
の
完
全
な
る
調
和
を
見
て
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
た
だ
し
、
そ
の
調
和

は
個
人
が
都
市
へ
完
全
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
成
立
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
こ
で
私
た
ち
は
、
ペ
リ
ク
レ
ス
が
称
え
る
帝
国
の
道
徳
的
性
格
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ペ
リ
ク
レ
ス
は
事
実
上
、
帝
国
の
非

道
徳
性
を
認
め
て
さ
え
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
帝
国
に
貢
献
す
る
個
人
に
つ
い
て
、
彼
は
道
徳
的
に
劣
っ
た
者
で
さ
え
も
、
戦
場
に
お

い
て
死
に
さ
え
す
れ
ば
最
大
の
名
誉
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
断
言
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ペ
リ
ク
レ
ス
に
と
っ
て
私
的
な
悪
行
は
公

的
な
死
に
よ
っ
て
帳
消
し
に
な
る
の
で
あ
り
、
都
市
の
た
め
に
な
さ
れ
た
勇
敢
な
行
為
は
私
的
な
悪
行
よ
り
も
優
先
的
に
扱
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
（2. 42. 2-3

）。
都
市
の
行
い
に
関
し
て
も
、
ペ
リ
ク
レ
ス
が
ア
テ
ナ
イ
を
称
賛
す
る
の
は
、
そ
れ
が
正
し
い
戦
争
を

遂
行
し
た
が
た
め
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
彼
が
そ
の
軍
事
的
成
果
を
褒
め
る
の
は
、
都
市
が
「
悪
と
善
双
方
に
お
け
る
永
久
の
記
念
碑
」
を

陸
海
に
打
ち
立
て
た
か
ら
で
あ
る
（2. 41. 4

）。
ペ
リ
ク
レ
ス
に
と
っ
て
勝
利
と
拡
大
は
、
た
と
え
悪
行
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
自
体
と

し
て
価
値
を
も
つ
の
で
あ
る
。

帝
国
の
非
道
徳
性
と
い
う
ペ
リ
ク
レ
ス
の
見
解
は
、ア
テ
ナ
イ
の
対
外
政
策
の
実
像
を
そ
の
ま
ま
映
し
出
す
も
の
で
も
あ
る（

（（
（

。
例
え
ば
、「
強

者
が
支
配
す
る
の
は
世
の
常
で
あ
る
」
と
力
に
よ
る
正
義
を
正
当
化
し
た
ア
テ
ナ
イ
大
使
の
演
説
や
（1. 73-7

（
（（
（8

）、
こ
の
よ
う
な
価
値
観
に
基

づ
い
て
自
国
の
独
善
性
に
居
直
り
住
民
を
虐
殺
し
た
メ
ロ
ス
島
で
の
出
来
事
は
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
（5. 84-114, 11

（
（（
（6

）。
道
徳
な
き
支
配
の

必
然
性
と
力
の
政
治
の
正
当
化
こ
そ
ア
テ
ナ
イ
帝
国
の
原
理
で
あ
り
、
ペ
リ
ク
レ
ス
は
こ
の
政
治
観
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
彼
の
演
説
は
、

ア
テ
ナ
イ
帝
国
主
義
あ
る
い
は
僭
主
制
の
縮
図
で
あ
り
、
そ
の
雄
弁
な
賛
美
で
も
あ
る
（2. 63; cf. 1. 118

）。

こ
の
よ
う
に
帝
国
の
偉
大
さ
を
明
確
に
し
、
そ
れ
が
た
め
に
死
し
た
戦
士
た
ち
を
称
賛
し
た
後
、
ペ
リ
ク
レ
ス
は
最
後
に
生
き
残
っ
た
者
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た
ち
に
勧
告
を
行
う
（2. 44-45

）。
彼
は
、
子
を
失
っ
た
親
に
対
し
て
は
死
者
の
名
誉
に
慰
め
ら
れ
つ
つ
新
し
い
子
を
作
り
都
市
の
防
衛
に
貢

献
す
る
こ
と
を
、
死
者
の
兄
弟
と
子
に
対
し
て
は
死
者
を
手
本
と
し
て
善
き
戦
士
と
な
る
こ
と
を
勧
告
す
る
。
ペ
リ
ク
レ
ス
は
、
市
民
の
戦

死
を
悼
み
称
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、
生
者
に
こ
れ
ま
で
よ
り
い
っ
そ
う
都
市
に
身
を
捧
げ
る
よ
う
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
ペ
リ
ク
レ

ス
は
未
亡
人
に
言
葉
を
か
け
る
。
し
か
し
、
軍
事
的
か
つ
男
性
的
な
都
市
を
信
奉
す
る
彼
に
と
っ
て
女
性
は
政
治
的
に
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は

な
い
。
彼
に
と
っ
て
女
性
の
徳
と
は
目
立
た
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
女
性
に
つ
い
て
の
言
及
は
彼
の
演
説
の
中
で
最
も
目
立

た
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
ペ
リ
ク
レ
ス
の
葬
送
演
説
の
概
要
を
見
て
き
た
。
彼
の
演
説
は
、
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
当
時
最
も
優
れ
た
政
治
家
が
、
ギ
リ
シ
ア

最
大
の
都
市
が
最
大
の
戦
争
に
臨
も
う
と
す
る
際
、そ
の
偉
大
さ
を
賛
美
し
た
も
の
で
あ
る（1. 1, 1. 23

）。
こ
こ
で
賛
美
さ
れ
る
ア
テ
ナ
イ
は
、

道
徳
規
範
な
き
帝
国
で
あ
り
、
帝
国
の
維
持
拡
大
の
た
め
の
戦
死
こ
そ
を
最
高
の
誉
れ
と
す
る
軍
事
都
市
で
あ
っ
た
。

三	

『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
の
構
造
と
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
葬
送
演
説

プ
ラ
ト
ン
は
ペ
リ
ク
レ
ス
の
帝
国
主
義
的
政
治
観
に
ど
の
よ
う
に
対
峙
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、ま
ず
対
話
篇『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』

の
構
造
を
確
認
し
た
後
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
の
内
容
と
目
的
を

転
倒
さ
せ
て
い
る
の
か
検
証
す
る
。

１　

場
面
設
定

ま
ず
は
『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
の
冒
頭
部
分
（234a1-236d3

）
か
ら
、
対
話
篇
の
場
面
設
定
を
読
み
解
く
こ
と
に
し
よ
う
。

従
来
の
『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
研
究
に
お
い
て
は
、
作
品
の
大
半
を
占
め
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
葬
送
演
説
に
注
目
が
集
ま
り
、
場
面
設
定
に
関

し
て
は
、
彼
の
演
説
が
ア
ス
パ
シ
ア
作
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
を
除
い
て
詳
し
く
分
析
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ソ
ク

ラ
テ
ス
の
演
説
の
み
が
対
話
篇
か
ら
抽
出
さ
れ
て
、
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
と
直
接
的
に
比
較
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
プ
ラ
ト
ン
の
政
治
的
見
解
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を
示
す
独
立
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
解
釈
さ
れ
た
り
す
る
傾
向
が
あ
っ
た（

（（
（

。
確
か
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
葬
送
演
説
を
行
う
と
い
う
対
話

篇
の
謎
め
い
た
性
格
を
考
え
る
と
、
演
説
の
み
に
解
釈
が
集
中
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
の
多
く
の
対
話
篇
と
同
じ
よ
う
に
、『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
と
い
う
作
品
内
部
に
お
い
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
一
人
の
登
場

人
物
で
あ
り
、
彼
は
周
囲
の
環
境
や
登
場
人
物
た
ち
と
の
関
係
の
中
に
置
か
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
自
身
の
行
動
を
選
択
し
て
い
る
。
対
話
篇

と
い
う
ド
ラ
マ
の
中
で
は
、
彼
の
葬
送
演
説
は
一
個
の
独
立
し
た
演
説
と
し
て
、
も
し
く
は
プ
ラ
ト
ン
の
政
治
論
を
客
観
的
に
述
べ
た
も
の

と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
対
話
篇
が
作
り
出
す
個
別
具
体
的
な
環
境
の
中
で
対
話
相
手
と
の
会
話
の
一
部
と
し
て
語
ら
れ
て

い
る
。
誰
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
演
説
を
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
語
る
か
は
対
話
篇
の
場
面
設
定
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ

れ
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
演
説
の
意
図
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
プ
ラ
ト
ン
は
、
単
な
る
演
説
で
は
な
く
『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
と

い
う
対
話
篇
を
書
く
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
、
場
面
状
況
に
照
ら
し
て
演
説
を
理
解
す
る
よ
う
読
者
に
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
の
場
面
設
定
は
作
品
の
冒
頭
部
か
ら
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
が
出

会
う
場
面
か
ら
彼
が
演
説
を
始
め
る
直
前
ま
で
の
部
分
を
丁
寧
に
読
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
が
演
説
を
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
内
容
と
目
的
に
お
い
て
ペ
リ
ク
レ
ス
の
演
説
と
は
真
逆
の
方
向
性
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
置
か
れ
た
状
況
を
考
え
る
際
、
最
も
重
要
な
要
素
は
彼
が
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
と
い
う
一
人
の
若
者
と
相
対
し
て
い
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
ま
ず
も
っ
て
政
治
に
関
心
を
も
つ
若
者
で
あ
る
。
冒
頭
、
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
ア
ゴ
ラ
に
あ
る
審
議
院
（bo

u
l

eu
th

vrio
n

）

か
ら
や
っ
て
き
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
出
く
わ
す
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
冗
談
交
じ
り
に
解
釈
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
彼
が
審
議
院
へ
行
っ
た
の
は
、
自

ら
が
す
で
に
教
育
（pa

ivdeu
s

i~

）
と
哲
学
（filos

ofiva

）
を
修
了
し
た
と
信
じ
て
お
り
、
彼
の
家
族
が
政
治
の
世
話
人
（ejpimelhthv~

）
を
輩
出

し
続
け
て
い
る
の
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
に
、
い
よ
い
よ
年
長
者
た
ち
を
支
配
し
よ
う
（a

[rcein

）
と
計
画
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
メ
ネ
ク
セ
ノ

ス
は
こ
の
解
釈
を
否
定
す
る
が
、
彼
が
政
治
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
審
議
院
に
行
っ
た
理
由
か
ら
明
白
で
あ
る
。
審
議
院
で
は
近
々

行
わ
れ
る
戦
没
者
の
国
葬
に
向
け
て
葬
送
演
説
者
の
選
考
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
そ
の
様
子
を
見
物
に
行
っ

た
の
で
あ
る
（234a1-b7

）。
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政
治
的
決
定
が
民
会
で
の
議
論
を
経
て
な
さ
れ
る
ア
テ
ナ
イ
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
い
て
、
弁
論
術
は
人
々
を
説
得
し
政
治
を
動
か
す
上

で
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
野
心
の
あ
る
若
者
、
と
く
に
家
柄
の
よ
い
者
た
ち
は
、
政
治
の
世
界
で
一
角
の
人
物
に
な
る
た

め
に
熱
心
に
弁
論
術
を
学
ん
だ
の
で
あ
る（

（（
（

。
政
治
的
野
心
の
あ
る
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
、
立
身
出
世
を
狙
う
他
の
若
者
た
ち
と
同
様
に
弁
論
術

に
関
心
が
あ
り
、
さ
ら
に
優
れ
た
弁
論
家
に
憧
れ
を
も
っ
て
い
る
が
た
め
に
、
傑
出
し
た
弁
論
家
を
選
ぶ
選
挙
に
心
を
奪
わ
れ
、
審
議
院
に

出
向
い
て
見
物
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
彼
が
ど
れ
だ
け
こ
の
選
挙
に
夢
中
で
あ
っ
た
か
は
、
わ
ざ
わ
ざ
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
向
っ
て
誰
が
選
ば
れ

る
か
名
前
ま
で
挙
げ
て
い
る
点
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（234b9-10

）。
彼
は
優
れ
た
政
治
家
・
弁
論
家
に
詳
し
い
だ
け
で
な
く
、
選
挙
結
果
を

自
ら
予
測
し
、
そ
れ
を
他
者
に
披
露
し
た
い
の
で
あ
る
。
彼
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
政
治
的
野
心
を
揶
揄
さ
れ
る
だ
け
の
関
心
と
興
奮
を
政
治

に
抱
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
が
審
議
院
か
ら
や
っ
て
来
た
こ
と
そ
れ
自
体
が
彼
の
人
物
像
を
表
現
す
る
豊
か
な
舞
台
装

置
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
の
政
治
的
な
性
格
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
葬
送
演
説
者
の
選
考
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
な
が
ら
見
物
に
は
行
か
な
か
っ
た
し
（236b2-3

）、
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
の
政
治
的
野
心
を
か
ら
か
う
ば
か
り
か
（234a4-b2

）、
さ
ら
に

は
後
に
見
る
よ
う
に
、
彼
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
弁
論
術
の
価
値
に
疑
問
を
投
げ
か
け
さ
え
す
る
（234c1-235d8

）。
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
、

政
治
的
領
域
に
お
い
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
関
心
を
共
有
し
行
動
を
共
に
す
る
人
物
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
ソ
ク
ラ

テ
ス
と
私
的
な
交
流
を
も
ち
、
非
常
に
親
密
な
関
係
に
あ
る
。
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
近
し
い
の
で

あ
ろ
う
か
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
に
自
身
の
政
治
的
野
心
を
か
ら
か
わ
れ
た
際
、
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

も
し
あ
な
た
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
支
配
す
る
（a

[rcein

）
こ
と
を
許
し
助
言
す
る
な
ら
ば
、
私
は
熱
心
に
そ
う
す
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
私
は
そ
う
い
た
し
ま
せ
ん
（234b3-4

）。

メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
こ
こ
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
自
分
へ
の
影
響
力
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
哲
学
者
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
魅
力
を
感
じ
な
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が
ら
も
、
逃
げ
る
よ
う
に
し
て
政
治
の
世
界
へ
と
突
き
進
み
悲
劇
的
な
最
期
を
遂
げ
た
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
と
は
対
照
的
な
態
度
で
あ
る
。『
饗

宴
』
で
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
野
心
に
あ
ふ
れ
る
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
自
分
の
未
熟
さ
を
非
難
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、

セ
イ
レ
ー
ン
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
耳
を
ふ
さ
い
で
彼
か
ら
逃
げ
出
し
た
（216a

）。
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
と
違
い
、
ソ
ク
ラ
テ

ス
の
傍
ら
に
留
ま
り
耳
を
傾
け
続
け
る
。
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
が
ど
れ
だ
け
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
哲
学
に
惹
か
れ
、
彼
を
理
解
し
て
い
る
の
か
は
こ
の

文
脈
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
彼
が
哲
学
者
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
教
育
能
力
を
認
め
、
そ
れ
に
従
う
意
向
を
垣
間
見
せ
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
彼
が
「
支
配
」
す
る
か
し
な
い
か
は
、
あ
る
程
度
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
へ
の
態
度
は
、
長
年
の
交
流
を
経
て
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
対
話
篇
『
リ
ュ
シ
ス
』
で
は

少
年
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
と
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
友
愛
に
つ
い
て
哲
学
的
対
話
を
繰
り
広
げ
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
す
で
に
二
人
は
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
が
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
の
「
論
争
好
き
」
な
性
格
を
知
っ
て
い
る
ほ
ど
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
（211b-c

）。
青
年
に
な
っ
た
メ
ネ
ク

セ
ノ
ス
が
描
か
れ
る
『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
に
お
い
て
も
、
両
者
の
親
密
さ
は
会
話
の
様
々
な
個
所
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ソ
ク
ラ

テ
ス
の
弁
論
術
批
判
を
、
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
「
い
つ
も
」（a

jeiv

）
の
こ
と
と
受
け
取
り
（234c6

）、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
ア
ス
パ
シ
ア
の
作
と
し
て

披
露
す
る
葬
送
演
説
に
つ
い
て
も
─
─
お
そ
ら
く
彼
の
能
力
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
─
─
彼
自
身
の
作
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る

（236c5-7, 249d12-e2

）。
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
政
治
と
弁
論
術
に
熱
中
し
て
い
る
も
の
の
、
同
時
に
哲
学
者
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
能
力
と
影
響
力
を
軽

視
せ
ず
、
彼
と
の
交
流
を
長
年
に
わ
た
っ
て
続
け
て
い
る
。
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
、
ま
さ
に
政
治
と
哲
学
の
間
に
い
る
若
者
で
あ
る
。

他
方
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
側
も
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
に
明
ら
か
に
好
意
を
抱
い
て
い
る
。
彼
が
冒
頭
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
に
自
ら
声
を
か
け
て
会
話
を

始
め
て
い
る
の
も
彼
の
親
し
さ
の
現
れ
で
は
あ
る
が
、
そ
の
親
し
さ
は
長
い
付
き
合
い
か
ら
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
の
家
系
や
性
格
を
知
っ
て
い
る

と
い
う
程
度
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
に
対
し
て
は
彼
が
傾
倒
す
る
政
治
や
弁
論
術
に
対
し
て
軽
口
を
言
え
る
だ

け
の
近
さ
に
あ
る
し
、
重
要
な
こ
と
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
彼
を
喜
ば
せ
る
こ
と
（c

a
rivzes

q
a

i

）
に
熱
心
で
あ
り
、
裸
踊
り
を
す
る
こ
と
さ
え

厭
わ
な
い
（236c5-d2

）。
二
人
の
親
し
い
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
は
、
ど
ち
ら
か
の
一
方
的
な
好
意
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
ブ
リ
ュ

エ
ル
が
評
し
た
よ
う
に
、『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
は
「
老
人
と
若
者
の
生
涯
に
わ
た
る
友
情
に
つ
い
て
の
魅
力
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
を
収
め
て

い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
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冒
頭
部
で
示
さ
れ
る
、
こ
の
よ
う
な
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
の
政
治
的
関
心
と
哲
学
へ
の
開
か
れ
た
態
度
、
そ
し
て
二
人
の
親
し
い
関
係
が
会
話

を
方
向
付
け
て
い
く
。
で
は
、
二
人
の
会
話
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
葬
送
演
説
へ
と
至
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
葬
送
演
説
者
の

選
考
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
に
対
し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
弁
論
術
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
率
直
に
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
。

そ
れ
に
よ
る
な
ら
ば
、
葬
送
演
説
は
素
晴
ら
し
い
効
果
を
も
っ
て
お
り
、
戦
死
者
に
つ
い
て
当
人
の
手
柄
で
あ
る
こ
と
も
な
い
こ
と
も
褒
め

称
え
魔
術
の
よ
う
に
聞
く
人
々
を
魅
了
す
る
（go

h
teu

vein

）。
そ
の
上
、
都
市
そ
の
も
の
、
祖
先
た
ち
、
そ
し
て
市
民
た
ち
自
身
を
も
称
え
る

の
で
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
、
自
分
が
素
晴
ら
し
い
都
市
に
住
ん
で
い
る
と
思
い
感
激
し
て
し
ま
う
。
彼
は
あ
た
か
も
幸
福

者
た
ち
の
島
に
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
と
ら
わ
れ
、
四
、
五
日
経
っ
て
や
っ
と
我
に
返
る
の
で
あ
る
（234c1-235c5

）。

た
だ
し
、
演
説
に
よ
っ
て
魔
術
を
か
け
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
ペ
リ
ク
レ
ス
が
期
待
し
た
よ
う
な
、
た
だ
演
説
に
魅

了
さ
れ
、
行
動
を
促
さ
れ
る
市
民
で
は
な
い
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
演
説
の
魔
術
的
効
果
を
冷
静
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

重
大
な
国
家
的
行
事
に
「
た
い
て
い
い
つ
も
」（235b3

）
外
国
人
と
一
緒
に
行
く
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
魔
術
を
魔
術
と
し
て
認
識
で
き
る
た
め
、

弁
論
術
や
そ
の
魔
術
の
対
象
た
る
都
市
や
市
民
か
ら
距
離
を
置
け
る
立
場
に
あ
り
、
そ
の
効
果
を
客
観
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ソ

ク
ラ
テ
ス
に
と
っ
て
、
弁
論
術
は
尊
敬
の
対
象
で
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
実
践
も
優
れ
た
能
力
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
今

回
演
説
が
即
興
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
葬
送
演
説
は
容
易
で
さ
え
あ
る
。
演
説
者
は
事
前
に
い
く
つ
か
演
説
の
ス
ト
ッ

ク
を
も
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ア
テ
ナ
イ
人
の
前
で
ア
テ
ナ
イ
人
を
褒
め
称
え
喝
采
を
得
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
か

ら
で
あ
る
（235c7-d8

）。
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
と
っ
て
葬
送
演
説
は
魔
術
的
な
効
果
を
も
つ
も
の
の
、
決
し
て
高
尚
か
つ
高
度
な
技
術
で
は
な
い
。

彼
は
弁
論
術
か
ら
そ
の
外
見
的
な
偉
大
さ
を
は
ぎ
取
っ
て
い
く
。

弁
論
術
を
「
か
ら
か
う
」（p

r
o

s
p

a
ivzein

）
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
対
し
て
、
弁
論
術
に
憧
れ
る
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
挑
戦
す
る
。
メ

ネ
ク
セ
ノ
ス
に
と
っ
て
、
演
説
者
は
優
れ
た
技
術
を
身
に
つ
け
た
立
派
な
人
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
葬
送
演
説
は
即
興
で
人
を
魅
了
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
安
直
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
発
言
の
言
葉
尻
を
捉
え
、
な
ら

ば
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
が
選
ば
れ
た
と
し
た
ら
即
興
で
演
説
が
で
き
る
の
か
と
詰
め
寄
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
可
能
で
あ
る
と
応
じ
、
こ
こ
か

ら
彼
の
葬
送
演
説
が
始
ま
る
。
こ
こ
ま
で
会
話
が
進
行
す
る
た
め
に
は
、
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
の
弁
論
術
へ
の
関
心
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
論
術
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批
判
、
そ
し
て
年
下
の
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
挑
戦
で
き
る
だ
け
の
両
者
の
親
し
さ
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
巧
妙
に
交

錯
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
つ
い
に
葬
送
演
説
を
披
露
す
る
に
至
る
。
彼
の
演
説
は
ま
さ
に
二
人
の
関
係
と
対
話
の
産
物
な

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
行
う
演
説
が
彼
自
身
の
手
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
彼
の
弁
論
術
の
師
ア
ス
パ

シ
ア
か
ら
聞
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ア
ス
パ
シ
ア
は
ミ
レ
ト
ス
出
身
の
娼
婦
で
あ
り
、
ペ
リ
ク
レ
ス
の
内
縁
の
妻
で
も
あ
る
。

彼
女
が
政
治
的
能
力
、
と
り
わ
け
弁
論
の
能
力
に
お
い
て
傑
出
し
て
い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
っ
た（

（（
（

。
弁
論
の
教
師
ア
ス
パ
シ
ア
は
、
メ
ネ
ク

セ
ノ
ス
と
同
じ
よ
う
に
演
説
者
の
選
挙
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
対
話
の
前
日
、
自
ら
の
生
徒
た
ち
を
前
に
し
て
葬
送
演
説

の
手
本
を
見
せ
て
お
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
そ
こ
に
居
合
わ
せ
て
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ペ
リ
ク
レ
ス
の
有
名
な
葬
送
演
説
は
ア
ス
パ
シ
ア
の

作
で
あ
り
、
昨
日
彼
が
聞
く
に
及
ん
だ
の
は
ペ
リ
ク
レ
ス
の
演
説
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
残
り
の
部
分
で
あ
る
（235e3-236b6

）。

ソ
ク
ラ
テ
ス
が
ア
ス
パ
シ
ア
作
の
演
説
を
持
ち
出
す
こ
と
に
は
以
下
の
二
つ
の
効
果
が
あ
る
。
第
一
に
、
ア
ス
パ
シ
ア
の
存
在
は
『
メ

ネ
ク
セ
ノ
ス
』
を
『
歴
史
』
に
お
け
る
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
に
批
判
的
に
結
び
つ
け
て
い
る（

（（
（

。
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
に
対
す
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
態

度
は
ま
ず
も
っ
て
喜
劇
的
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
当
時
尊
敬
を
集
め
て
い
た
偉
大
な
指
導
者
ペ
リ
ク
レ
ス
が
、
そ
の
政
治
的
技
能
を
女

性
で
あ
る
ア
ス
パ
シ
ア
か
ら
教
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
彼
の
高
名
な
ア
テ
ナ
イ
賛
美
の
演
説
を
起
草
し
た
の
も
外
国
人
で
あ
る
彼
女
で

あ
っ
た
こ
と
を
暴
露
し
て
し
ま
う（

（（
（

。
そ
こ
に
は
、
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
が
行
わ
れ
た
際
の
政
治
的
高
揚
感
や
危
機
の
認
識
、
そ
し
て
国
葬
と
い

う
場
に
ふ
さ
わ
し
い
荘
厳
さ
は
皆
無
で
あ
る
。
葬
送
演
説
一
般
と
同
じ
よ
う
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
を
も
「
か
ら
か
っ
て
」

い
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
の
ア
ス
パ
シ
ア
演
説
が
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
そ
こ
に
ペ
リ
ク

レ
ス
の
政
治
観
、
道
徳
観
と
は
反
対
の
要
素
、
少
な
く
と
も
異
な
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
実
際
、
次
節
で
検
討

す
る
よ
う
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
ペ
リ
ク
レ
ス
の
見
解
を
反
転
、
修
正
し
て
い
く
。
ア
ス
パ
シ
ア
演
説
の
再
現
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
る
ペ
リ

ク
レ
ス
へ
の
批
判
的
態
度
を
明
示
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
価
値
観
の
反
転
を
準
備
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ア
ス
パ
シ
ア
を
持
ち
出
す
こ
と
の
第
二
の
効
果
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
彼
自
身
が
語
る
演
説
か
ら
引
き
離
す
こ
と
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の

演
説
は
、
ど
れ
ほ
ど
ペ
リ
ク
レ
ス
に
批
判
的
で
あ
り
、
そ
の
観
点
が
彼
の
哲
学
の
一
般
的
傾
向
に
沿
っ
て
い
よ
う
と
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
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が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い（

（（
（

。
非
政
治
的
で
あ
り
、
弁
論
術
に
批
判
的
で
あ
っ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
弁
論
家
と
同
じ
よ
う
な
仕
方
で
弁
論
術
に

コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
は
な
い
。
彼
が
弁
論
術
を
学
ん
で
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
ア
ス
パ
シ
ア
や
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
と
同
じ
動
機
で
、
つ

ま
り
弁
論
術
を
用
い
て
政
治
を
動
か
す
つ
も
り
で
学
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ア
ス
パ
シ
ア
は
政
治
的
な
関
心
か
ら
葬
送
演
説
の
や
り
方

を
教
え
た
の
に
対
し
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
そ
の
よ
う
な
関
心
を
も
っ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
ア
ス
パ
シ
ア
の
意
に
反
し
て
そ
の
教
え
を
メ
ネ
ク

セ
ノ
ス
に
暴
露
し
て
し
ま
っ
て
い
る
（236c3-4

）。
自
ら
が
演
説
を
語
る
こ
と
を
「
子
供
の
遊
び
」
や
「
裸
踊
り
」
に
た
と
え
る
ソ
ク
ラ
テ
ス

は
、
決
し
て
弁
論
術
の
よ
き
生
徒
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
少
な
く
と
も
表
向
き
は
、
た
ま
た
ま
聞
い
た
演
説
を
親
し
い
友
人
に
披
露
し
た

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
弁
論
術
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
な
い
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
葬
送
演
説
を
語
る
理
由
は
何
な
の
か
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
の
挑
戦

か
ら
逃
げ
る
こ
と
も
で
き
た
し
、
ア
ス
パ
シ
ア
の
演
説
を
語
り
聞
か
せ
る
に
し
て
も
、
そ
の
一
部
の
み
に
と
ど
め
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず
で

あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
わ
ざ
わ
ざ
長
い
演
説
を
す
べ
て
語
っ
て
聞
か
せ
る
の
は
、
裸
踊
り
さ
え
厭
わ
な
い
彼
が
、
弁
論
好
き
で
あ
り
、
演
説

を
聞
か
せ
る
よ
う
せ
が
む
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
を
喜
ば
せ
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（236c5-d2, 2493-5

）。
し
か
し
、
ソ
ク
ラ

テ
ス
の
演
説
が
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
を
喜
ば
せ
る
だ
け
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
対
話
篇
の
構
造
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
は
、
野
心
的
な
若
者
に
、
ア
テ
ナ
イ
の
現
状
を
追
認
し
た
ペ
リ
ク
レ
ス
の
帝
国
主
義
と
は
異
な
る
政
治
観

を
聞
か
せ
、
同
時
に
、
そ
の
演
説
が
優
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
葬
送
演
説
が
容
易
で
あ
る
と
す
る
自
身
の
主
張
を
証
明
す
る
こ
と
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
が
演
説
に
魅
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
自
体
が
彼
の
政
治
観
の
変
化
、
そ
し
て
彼
に
と
っ
て
の
弁
論
術
の

価
値
の
低
下
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
ア
ス
パ
シ
ア
を
用
い
る
こ
と
は
、
演
説
の
質
を
担
保
す
る
だ
け
で
な
く
、
ペ
リ
ク
レ
ス
と

い
う
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
に
と
っ
て
の
英
雄
の
信
用
を
貶
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
極
め
て
巧
妙
な
仕
掛
け
を
用
い
た
演
説
は
、

「
支
配
」
す
る
か
ど
う
か
の
瀬
戸
際
に
い
る
若
者
に
対
す
る
一
種
の
教
育
と
見
做
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
ア
ス
パ
シ
ア
と
い
う
ア
テ
ナ
イ

の
政
治
的
常
識
か
ら
す
る
と
問
題
の
あ
る
人
物
を
起
草
者
と
す
る
演
説
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
編
集
と
権
威
と
を
媒
介
に
し
て
、
若
者
メ
ネ
ク

セ
ノ
ス
に
対
し
て
そ
の
価
値
観
を
揺
さ
ぶ
る
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
の
で
あ
る
。　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
の
冒
頭
部
か
ら
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
演
説
が
ペ
リ
ク
レ
ス
の
そ
れ
と
は
対
照
的
な
も
の
で
あ
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る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。
ペ
リ
ク
レ
ス
の
演
説
が
ア
テ
ナ
イ
帝
国
主
義
の
賛
美
を
目
指
す
荘
厳
か
つ
公
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
ソ
ク

ラ
テ
ス
の
演
説
は
喜
劇
的
な
精
神
で
な
さ
れ
た
前
者
へ
の
批
判
で
あ
り
、
し
か
も
た
っ
た
一
人
の
若
者
に
向
け
ら
れ
る
私
的
か
つ
教
育
的
な

も
の
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ト
ン
は
対
話
篇
の
場
面
設
定
を
利
用
し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
が
始
ま
る
前
に
、
演
説
に
対
し
て
す
で
に
こ
の
よ

う
な
意
味
づ
け
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

２　

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
葬
送
演
説
─
─
母
性
と
徳
の
系
譜

こ
こ
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
内
容
を
分
析
し
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
を
転
倒
さ
せ
、
そ
れ
を
通
じ
て
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス

に
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
か
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
主
に
、（
１
）
ア
テ
ナ
イ
国
土
と
国
制
論
（237b2-239a4

）、

（
２
）
ア
テ
ナ
イ
史
（239a5-246a4
）、（
３
）
生
者
へ
の
勧
告
（246a5-248d6

）
を
分
析
対
象
と
す
る
。

（
１
）
ア
テ
ナ
イ
国
土
と
国
制
論

ソ
ク
ラ
テ
ス
演
説
の
導
入
部
か
ら
は
、
彼
の
演
説
と
ペ
リ
ク
レ
ス
の
そ
れ
と
の
重
大
な
相
違
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、

演
説
の
内
容
に
密
接
に
関
係
す
る
二
つ
の
相
違
点
に
注
目
す
る
。
ま
ず
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
は
よ
り
伝
統
的
で
あ
り
、
ペ
リ
ク
レ
ス
の
よ

う
な
慣
習
へ
の
批
判
的
な
態
度
が
見
ら
れ
な
い
。
ペ
リ
ク
レ
ス
は
導
入
部
に
お
い
て
、
葬
送
演
説
と
い
う
慣
習
そ
の
も
の
へ
の
懐
疑
を
表
明

し
て
い
た
。
彼
は
、
死
者
を
称
え
る
に
は
行
為
、
す
な
わ
ち
葬
儀
の
み
で
十
分
で
あ
る
と
言
い
、「
演
説
を
慣
習
に
加
え
た
者
」
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
ま
で
そ
れ
を
称
え
て
き
た
「
多
く
の
者
た
ち
」
に
も
疑
問
を
呈
し
て
い
た
（2. 35. 1

）。
大
胆
に
も
彼
は
、
国
葬
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
た

る
葬
送
演
説
の
始
ま
り
に
お
い
て
、
そ
の
葬
送
演
説
の
意
義
自
体
を
疑
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
彼
の
態
度
は
、
常
に
新
し
い
も
の
を
求
め

る
ア
テ
ナ
イ
精
神
を
反
映
し
た
極
め
て
ア
テ
ナ
イ
的
な
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
（1. 70; cf. 2. 1

（
（（
（6

）。
も
ち
ろ
ん
、
ペ
リ
ク
レ
ス
は
慣

習
を
完
全
に
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
彼
の
伝
統
へ
の
態
度
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
は
明
確

な
対
照
を
な
し
て
い
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
に
は
慣
習
へ
の
否
定
的
な
見
解
や
進
取
の
精
神
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
彼
の
演
説

は
そ
の
内
容
と
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
ペ
リ
ク
レ
ス
よ
り
も
ず
っ
と
保
守
的
で
あ
る（

（（
（

。
ソ
ク
ラ
テ
ス
演
説
の
最
初
の
特
徴
は
伝
統
の
尊
重
と
そ
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れ
へ
の
従
属
で
あ
る
。

次
に
、
ペ
リ
ク
レ
ス
と
の
違
い
と
し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
に
真
実
と
の
緊
張
関
係
が
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ペ
リ
ク
レ
ス
は
、

葬
送
演
説
に
懐
疑
的
に
な
る
根
拠
と
し
て
、
そ
の
困
難
さ
を
挙
げ
て
い
た
。
死
者
へ
の
称
賛
は
不
満
や
嫉
妬
を
招
く
た
め
、
そ
の
真
実
性
が

信
用
さ
れ
る
こ
と
を
保
証
さ
れ
て
い
な
い
（2. 35. 2

）。
こ
れ
に
対
し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
そ
の
よ
う
な
憂
慮
な
し
に
演
説
を
始
め
て
い
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、「
行
為
が
み
ご
と
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
時
、
美
し
く
語
ら
れ
た
言
葉
に
よ
っ
て
、
聞
く
者
た
ち
に
、
行
為
を
為
し
た
人
々
に

対
す
る
追
憶
と
敬
意
が
生
ま
れ
る
」（236e1-3

）。
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
と
っ
て
演
説
に
困
難
は
な
く
、
死
者
た
ち
の
行
為
と
演
説
は
真
実
性
を
介

し
て
調
和
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
相
違
点
は
単
な
る
導
入
部
に
お
け
る
語
り
口
や
態
度
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
の
演
説
本
論
に
お
け
る
ト
ピ
ッ
ク
選
択
に
も
密

接
に
関
係
し
て
い
る
。
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
に
お
い
て
、
慣
習
の
軽
視
は
、
彼
が
「
現
在
の
」
帝
国
と
し
て
の
ア
テ
ナ
イ
を
称
賛
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
た
。
彼
は
、
葬
送
演
説
の
伝
統
的
主
題
で
あ
る
ア
テ
ナ
イ
の
来
歴
を
数
行
で
片
づ
け
、
す
ぐ
に
現
在
の
世
代
へ
の
称
賛
へ
と

移
っ
て
し
ま
う
。
彼
に
と
っ
て
は
葬
送
演
説
と
い
う
伝
統
も
、
都
市
の
古
き
姿
や
祖
先
の
偉
業
も
重
要
で
は
な
い
。
ペ
リ
ク
レ
ス
に
と
っ
て
、

価
値
は
常
に
新
し
い
も
の
や
「
わ
れ
わ
れ
」
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
彼
に
と
っ
て
演
説
が
抱
え
る
困
難
を
乗
り
越
え
る
手
段

は
、
死
者
の
偉
大
さ
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
死
者
と
生
者
の
共
通
基
盤
で
あ
る
都
市
自
体
を
称
え
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
過
去
の

軽
視
」
も
「
演
説
の
困
難
さ
の
克
服
」
も
、
ど
ち
ら
も
「
現
在
の
わ
れ
わ
れ
が
成
し
遂
げ
た
帝
国
と
い
う
偉
業
」
へ
と
収
斂
し
て
い
く
の
で

あ
る
。
対
照
的
に
、
ア
ス
パ
シ
ア
演
説
が
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
の
残
り
物
で
あ
る
こ
と
に
示
唆
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
こ
の
よ

う
な
ペ
リ
ク
レ
ス
の
論
点
を
採
用
し
て
い
な
い
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
死
者
の
偉
大
さ
を
褒
め
称
え
る
が
、
そ
の
偉
大
さ
は
彼
ら
の
生
ま
れ
の
善

さ
（eu

jgevneia

）、
つ
ま
り
は
、
彼
ら
が
受
け
た
養
育
（trofhv

）
と
教
育
（pa

ideiva

）、
そ
れ
ら
を
可
能
に
し
た
都
市
そ
の
も
の
の
在
り
方
、
さ

ら
に
は
都
市
が
誕
生
し
た
由
来
に
依
存
し
て
い
る
（237a6-b2

）。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
は
死
者
た
ち
の
善
性
の
根
拠
を
、
現
在
の
都
市
で
は

な
く
、
都
市
の
生
成
と
系
譜
に
見
出
し
て
い
く
。
そ
こ
で
は
現
在
の
帝
国
ア
テ
ナ
イ
の
偉
大
さ
は
直
接
的
な
賞
賛
の
対
象
に
な
ら
ず
、
ペ
リ

ク
レ
ス
が
避
け
た
と
こ
ろ
の
古
き
善
き
伝
統
こ
そ
が
そ
の
対
象
に
な
る
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
れ
ば
、
死
者
た
ち
の
生
ま
れ
の
善
さ
は
祖
先
の
そ
れ
に
負
い
、
祖
先
の
そ
れ
は
母
な
る
大
地
（m

h
vth

r h
J c

w
vr

a

）
の
善
さ
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に
負
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
過
去
遡
及
的
演
説
に
つ
い
て
は
、
ペ
リ
ク
レ
ス
と
の
比
較
の
観
点
か
ら
、
重
要
な
点
を
二
つ
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
第
一
は
、
神
へ
の
言
及
で
あ
る
。
ペ
リ
ク
レ
ス
が
神
的
な
も
の
に
言
及
し
た
の
は
、
ア
テ
ナ
イ
帝
国
が
市
民
た
ち
に
も
た
ら
す
享
楽

を
語
る
際
の
み
で
あ
っ
た（

（（
（

。
そ
こ
で
は
、
信
仰
で
は
な
く
祭
典
の
み
が
問
題
と
な
り
、
神
は
他
の
競
技
や
邸
宅
の
美
し
さ
、
食
料
品
の
輸
入

な
ど
と
同
列
に
語
ら
れ
て
い
た
（2. 38; cf. 2. 13

）。
ペ
リ
ク
レ
ス
は
政
治
家
と
し
て
は
敬
虔
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
彼
の
神
へ
の
言
及

は
常
に
物
質
的
な
も
の
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
で
は
、
ア
テ
ナ
イ
国
土
が
も
つ
偉
大
さ
の
第
一
の
理
由

と
し
て
、
神
に
愛
で
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
は
、
女
性
性
、
特
に
母
性
の
強
調
で
あ
る
。
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
で
は
、
戦
争
で
勇
気
を
発
揮
し
た
男
た
ち
に
比
べ
て
、
女
性
に
は
低

い
地
位
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
末
尾
に
ほ
ん
の
わ
ず
か
、
女
性
の
徳
は
目
立
た
ぬ
こ
と
で
あ
る
、
と
触
れ
る
こ
と
に
彼
の
女
性
の

扱
い
方
が
端
的
に
現
れ
て
い
た
（2. 45. 2

）。
他
国
を
軍
事
的
に
征
服
し
支
配
す
る
こ
と
を
至
上
命
題
と
す
る
帝
国
主
義
の
賛
美
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
な
男
性
賛
美
と
女
性
蔑
視
は
当
然
の
こ
と
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
勇
敢
さ
（
ギ
リ
シ
ア
語
で
は
「
男
ら
し
さ
」
を
含
意
す
る

a
jndr

eiva

）
を
必
要
と
す
る
戦
争
こ
そ
が
す
べ
て
の
善
き
も
の
の
源
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
女
性
性
を
強
調
し

て
い
る
。
ペ
リ
ク
レ
ス
と
は
逆
に
、
彼
は
す
べ
て
の
人
間
た
ち
の
善
の
源
は
母
な
る
大
地
の
偉
大
さ
に
あ
る
と
す
る
。
そ
も
そ
も
す
べ
て
の

男
性
は
女
性
に
そ
の
存
在
を
負
っ
て
い
る
が
、
人
間
の
女
性
が
子
を
産
む
の
は
人
間
を
生
み
出
し
た
大
地
を
模
倣
す
る
か
ら
で
あ
る
（238a4-

5

）。
戦
争
で
の
偉
業
も
、
勇
敢
な
死
も
、
都
市
の
偉
大
さ
も
、
す
べ
て
女
性
あ
る
い
は
母
な
る
大
地
が
な
け
れ
ば
は
じ
め
か
ら
存
在
し
な
い
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
男
性
中
心
的
な
価
値
の
反
転
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
ア
ス
パ
シ
ア
を
ペ
リ
ク
レ
ス
へ
の
対
抗
表
象
と
し
て
用
い
て
い
る
と

い
う
事
実
の
中
に
す
で
に
予
示
さ
れ
て
い
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

神
、
女
性
性
、
そ
し
て
生
成
を
強
調
す
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
に
は
、
戦
争
や
物
質
的
な
も
の
へ
の
執
着
は
見
ら
れ
な
い
。
神
々
が
防
衛

の
た
め
の
「
武
器
の
獲
得
と
使
用
を
教
え
た
」（238b5-6

）
と
の
記
述
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
に
お
け
る
女
性
の
扱
い
と
同
じ

よ
う
に
、
極
め
て
目
立
た
な
い
個
所
で
短
く
触
れ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
生
成
を
経
て
生
ま
れ
て
く
る
人
間
た
ち
は
、

正
義
と
神
々
を
認
め
る
（no

mivzein

）
者
た
ち
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（237d7-e1

）。
ア
テ
ナ
イ
の
偉
大
さ
は
、
戦
争
を
通
じ
て
他
国
を
征
服

し
た
男
性
た
ち
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
ア
テ
ナ
イ
は
そ
の
起
源
に
お
い
て
女
性
的
で
有
徳
で
あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
そ
の



261 近藤和貴【プラトン『メネクセノス』篇におけるソクラテスの葬送演説】

偉
大
さ
の
源
で
あ
る
。

大
地
の
偉
大
さ
に
続
い
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
国
制
（p

o
l

iteiva

）
の
偉
大
さ
を
称
え
る
。
国
制
の
善
し
悪
し
に
よ
っ
て
も
人
間
が
善
く
な
る
か

ど
う
か
左
右
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
国
制
論
は
、
上
記
の
母
な
る
大
地
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
。
ア
テ
ナ
イ
が

他
国
の
よ
う
に
人
々
の
間
に
主
人
と
奴
隷
の
区
別
が
あ
る
不
平
等
な
制
度
、
す
な
わ
ち
僭
主
制
や
寡
頭
制
に
は
な
ら
な
い
の
は
、
同
じ
母
な

る
大
地
か
ら
生
ま
れ
出
た
人
々
の
間
に
法
の
平
等
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（238e1-239a4

）。
法
の
下
の
平
等
が
守
ら
れ
る
こ
う
し
た

統
治
形
態
は
、確
か
に
民
主
制
と
呼
ば
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
れ
ば
、そ
れ
は
真
実
の
と
こ
ろ
民
衆
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た「
王

た
ち
」（ba

s
ilh`~

）
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
優
秀
者
支
配
で
あ
る
。
王
た
ち
は
、「
賢
者
」（s

ofov~

）
で
あ
る
か
も
し
く
は
「
善
き
者
」（a

jga
qov~

）

で
あ
る
と
見
做
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
選
ば
れ
職
務
に
当
た
る
。
優
れ
た
人
々
が
統
治
を
行
い
、
制
度
を
整
え
、
そ
の
よ
う
な
都
市
に
住
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
人
々
は
善
き
人
間
へ
と
養
育
さ
れ
る
の
で
あ
る
（238c7-d8

）。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
国
制
論
は
ア
テ
ナ
イ
を
徳
の
方
へ
と
引
き
寄
せ

て
解
釈
し
て
い
る
。

ペ
リ
ク
レ
ス
と
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ペ
リ
ク
レ
ス
が
語
っ
た
都
市
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
し
て
の
ア
テ
ナ
イ
で
あ
っ
た
。
彼
も
平

等
に
は
言
及
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
優
秀
者
支
配
と
い
う
よ
り
も
貧
し
き
者
に
よ
る
多
数
者
支
配
で
あ
り
、
力
点
は
、
軍
事
教
練
に

関
し
て
で
さ
え
、
私
的
生
に
お
け
る
自
由
と
享
楽
に
置
か
れ
て
い
た
（2. 37-39

）。
他
方
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
国
制
は
、「
当

時
か
ら
」（to

vte

）
あ
っ
た
高
貴
な
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
帝
国
が
も
た
ら
す
物
質
的
享
楽
を
肯
定
し
た
り
促
進
し
た
り
は
し
な
い
。
そ
こ
で

は
徳
と
い
う
優
秀
性
に
よ
る
支
配
が
伝
統
的
に
、
今
も
行
わ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
ア
テ
ナ
イ
描
写
が
ど
れ
だ
け
正
確
な
の
か
と
問
う
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
神
話
的
で
あ
り
、
か
つ
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
を
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
に
改
変
し
て
し
ま
う
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
魔
術
的
効
果
を
生
む
た
め
の
虚
偽
の
言
明
に
関
与
し
て
い
る
と
も
言

え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
改
変
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
に
向
け
ら
れ
て

い
る
と
い
う
事
実
に
注
意
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
褒
め
称
え
る
の
は
、
男
ら
し
さ
が
希
釈
さ
れ
た
女
性
性
に
導
か
れ

た
ア
テ
ナ
イ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
戦
争
に
お
け
る
死
よ
り
も
生
や
誕
生
が
重
視
さ
れ
、
私
的
享
楽
よ
り
も
敬
虔
さ
、
帝
国
拡
大
に
ま
つ
わ
る

勇
敢
さ
よ
り
も
正
義
と
善
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
の
転
倒
に
よ
っ
て
、
何
が
政
治
的
に
、
あ
る
い
は
人
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間
と
し
て
称
え
ら
れ
る
べ
き
か
の
基
準
を
変
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
政
治
的
野
心
を
も
つ
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
、
偉
大
な
雄
弁
家
ペ
リ
ク
レ
ス

と
は
異
な
る
価
値
観
、
す
な
わ
ち
帝
国
主
義
や
物
質
的
豊
か
さ
を
超
え
る
価
値
観
こ
そ
が
政
治
的
に
優
れ
て
い
る
、
と
す
る
卓
越
し
た
演
説

に
直
面
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
た
と
え
事
実
と
し
て
の
正
確
さ
を
欠
い
て
い
よ
う
と
も
、
魂
へ
の
道
徳
的
影
響
に
お
い
て

優
れ
た
も
の
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。

（
２
）
ア
テ
ナ
イ
史
─
─
自
由
の
た
め
の
戦
争

母
な
る
大
地
と
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
出
る
国
制
に
つ
い
て
語
っ
た
後
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
予
告
通
り
（237a6-b2

）
ア
テ
ナ
イ
人
た
ち
の
過
去
の

偉
業
に
つ
い
て
記
述
を
始
め
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
語
る
歴
史
は
、
お
お
よ
そ
ペ
ル
シ
ア
戦
争
か
ら
コ
リ
ン
ト
ス
戦
争
ま
で
、
約
百
年
に
わ
た

る
ア
テ
ナ
イ
の
戦
争
史
を
扱
っ
て
い
る
。
現
在
の
帝
国
の
偉
大
さ
に
重
き
を
置
き
過
去
の
出
来
事
に
ほ
と
ん
ど
言
及
し
な
か
っ
た
ペ
リ
ク
レ

ス
に
比
べ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
こ
の
ア
テ
ナ
イ
史
に
演
説
の
大
半
を
割
い
て
い
る
。
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
ど
の
よ
う
に
ア
テ
ナ
イ
の
歴
史

的
偉
業
を
描
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
ア
テ
ナ
イ
史
が
も
つ
最
も
顕
著
な
特
徴
は
、
歴
史
の
修
正
で
あ
る
。
葬
送
演
説
の
中
で
歴
史
を
語
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
は
、

事
実
と
し
て
の
正
確
さ
や
客
観
性
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
ア
テ
ナ
イ
を
称
賛
す
る
た
め
に
、
彼
は
そ

の
偉
大
さ
を
曇
ら
せ
る
よ
う
な
要
素
に
は
そ
も
そ
も
言
及
し
な
い
か
、
も
し
く
は
半
ば
強
引
に
解
釈
を
施
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ペ
ル
シ
ア

戦
争
に
お
け
る
マ
ラ
ト
ン
の
戦
い
の
記
述
で
は
、
プ
ラ
タ
イ
ア
人
の
援
軍
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
あ
た
か
も
ア
テ
ナ
イ
人
が
単
独
で
ペ

ル
シ
ア
軍
を
撃
退
し
た
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
し
（240c2-d1
）、
テ
ル
モ
ピ
ュ
ラ
イ
に
お
け
る
ス
パ
ル
タ
軍
の
奮
闘
は
完
全
に
無
視
さ

れ
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、ソ
ク
ラ
テ
ス
の
歴
史
修
正
は
、こ
う
し
た
小
規
模
な
レ
ベ
ル
で
の
事
実
の
欠
落
に
と
ど
ま
ら
ず
、事
実
の
改
変
・

歪
曲
と
言
い
う
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
ア
テ
ナ
イ
を
敗
北
へ
と
導
い
た
シ
ケ
リ
ア
へ
の
遠
征
は
、
獲
得
欲
に
導
か
れ
た
無

謀
な
試
み
で
は
な
く
、
レ
オ
ン
テ
ィ
ノ
イ
人
た
ち
の
自
由
を
守
る
た
め
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
し
（242e4-243a

（
（（
（7

）、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争

後
の
ア
テ
ナ
イ
の
内
乱
は
、
実
際
に
は
市
民
た
ち
に
大
き
な
災
厄
を
も
た
ら
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
極
め
て
穏
健
な
、「
も
し
人
間
に
と
っ

て
内
乱
が
運
命
な
ら
ば
、い
か
な
る
都
市
も
異
な
る
仕
方
で
こ
の
病
に
か
か
る
こ
と
を
祈
る
も
の
で
な
い
よ
う
な
」（243e2-4

）
出
来
事
で
あ
っ
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た
と
評
価
し
て
い
る（

（（
（

。
さ
ら
に
は
、
コ
リ
ン
ト
ス
戦
争
の
記
述
に
お
い
て
、
実
際
は
ペ
ル
シ
ア
王
と
手
を
結
び
彼
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
行

動
し
た
ア
テ
ナ
イ
が
、
あ
た
か
も
ペ
ル
シ
ア
と
敵
対
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
る
歴
史
歪
曲
の

一
例
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
（244d1-246a

（
（（
（4

）。

こ
の
よ
う
に
歪
曲
の
多
い
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
ア
テ
ナ
イ
史
を
史
実
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
史
実
を
再
構
成
す
る
た
め
の
信
頼
に
足
る
証
言
と

見
做
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
な
ぜ
、
修
正
を
施
し
た
ア
テ
ナ
イ
史
を
提
出
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ソ
ク
ラ
テ

ス
哲
学
の
核
心
が
真
理
の
探
究
で
あ
る
な
ら
ば
、
事
実
の
改
変
は
、
た
と
え
そ
れ
が
歴
史
記
述
で
あ
っ
て
さ
え
、
哲
学
の
営
み
そ
の
も
の
で

は
あ
り
え
な
い
は
ず
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
多
く
の
論
者
た
ち
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
歴
史
記
述
は
、
弁
論
術
の
好
ま
し
か
ら
ざ
る
特
徴
を
極
端

に
表
現
し
、
そ
れ
を
戯
画
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
都
市
の
偉
大
さ
を
称
賛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
葬
送
演
説
に

は
大
小
関
わ
ら
ず
歴
史
の
修
正
は
必
ず
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
明
白
な
修
正
・
歪
曲
を
演
説
に
入
れ
る
こ
と
で
、

弁
論
術
が
真
理
に
無
頓
着
な
こ
と
を
暴
露
的
に
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
の
演
説
の
意
図
は
、『
ゴ

ル
ギ
ア
ス
』
等
の
対
話
篇
に
お
け
る
弁
論
術
批
判
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
さ
れ
る（

（（
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
は
重
大
な
瑕
疵
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
弁
論
術
の
欠
点
を
暴
露
す
る
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
ペ

リ
ク
レ
ス
と
同
じ
政
治
的
観
点
、
す
な
わ
ち
、
ア
テ
ナ
イ
帝
国
主
義
の
称
揚
の
た
め
に
演
説
を
組
み
立
て
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
む

し
ろ
帝
国
主
義
的
な
点
を
強
調
し
た
方
が
弁
論
術
の
非
道
徳
性
を
暴
露
す
る
と
い
う
点
で
よ
り
効
果
的
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
に
、
次

に
見
る
よ
う
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
明
ら
か
に
そ
う
し
て
は
い
な
い
。
確
か
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
歴
史
を
修
正
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
は
あ
る
け

れ
ど
も
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
方
針
に
従
っ
て
そ
れ
を
修
正
し
て
い
る
の
か
検
証
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は

ア
テ
ナ
イ
史
を
語
り
な
が
ら
そ
の
偉
業
を
称
え
る
の
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
偉
業
で
あ
っ
て
何
が
そ
れ
を
偉
業
に
す
る
の
か
と

い
う
点
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
の
演
説
に
お
け
る
政
治
的
価
値
観
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
り
、
ペ
リ
ク
レ
ス
と
の
違
い
も

こ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

ア
テ
ナ
イ
史
に
通
底
す
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
政
治
的
価
値
基
準
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
知
る
際
に
重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
こ
れ
ま
で
語
ら
れ

て
き
た
母
な
る
大
地
論
、
お
よ
び
国
制
論
の
延
長
に
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ア
テ
ナ
イ
人
た
ち
の
偉
業
は
、
彼
ら
が
過
去
か
ら
独
立
し
て
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得
た
も
の
で
は
な
く
、
大
地
と
国
制
が
可
能
に
し
た
と
こ
ろ
の
彼
ら
の
善
き
生
ま
れ
、
養
育
、
教
育
に
こ
そ
由
来
し
て
い
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス

が
言
う
よ
う
に
、
ま
さ
に
「
こ
の
人
々
の
父
た
ち
も
、
我
々
の
父
た
ち
も
、
そ
し
て
こ
の
人
々
自
身
も
、
全
き
自
由
の
う
ち
に
育
て
ら
れ
、

ま
た
、
立
派
な
生
を
う
け
た
が
た
め
に
〔
…
〕
多
く
の
立
派
な
業
績
を
、
す
べ
て
の
人
間
た
ち
の
前
に
み
せ
つ
け
た
」
の
で
あ
る
（239a5-b1

）。

ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、彼
ら
に
ふ
さ
わ
し
い
偉
業
を
あ
た
か
も
歴
史
的
事
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
く
。
で
は
、そ
の
特
徴
は
何
な
の
か
。

ペ
リ
ク
レ
ス
と
の
違
い
を
中
心
に
相
互
に
関
連
す
る
三
点
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

第
一
は
、
戦
争
の
目
的
で
あ
る
。
ペ
リ
ク
レ
ス
に
と
っ
て
は
、
戦
争
そ
の
も
の
、
も
し
く
は
都
市
の
勢
力
の
拡
大
こ
そ
が
善
で
あ
り
、
そ

れ
に
命
を
懸
け
て
貢
献
す
れ
ば
、
た
と
え
不
道
徳
な
人
間
で
あ
っ
て
も
偉
大
か
つ
幸
福
な
人
間
に
な
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て

ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
ア
テ
ナ
イ
史
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
彼
ら
は
こ
の
自
由
の
た
め
に
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
た
め
に
ギ
リ
シ

ア
人
と
戦
い
、
全
ギ
リ
シ
ア
人
の
た
め
に
異
民
族
と
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
」（239b1-3

）。
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
れ
ば
、
自
由
の
う
ち

に
生
ま
れ
育
て
ら
れ
た
ア
テ
ナ
イ
人
た
ち
は
自
由
の
徒
で
あ
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
戦
争
は
常
に
自
由
を
擁
護
す
る
た
め
の
戦
争
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
、
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
に
は
な
い
、
都
市
の
対
外
政
策
に
お
け
る
道
徳
的
基
準
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
ア
テ
ナ
イ
史

に
お
い
て
は
、
都
市
の
拡
大
そ
の
も
の
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、
都
市
を
超
え
、
都
市
そ
の
も
の
を
判
定
す
る
自
由
と
い
う
基
準
が
提
示
さ

れ
て
い
る（

（（
（

。
ア
テ
ナ
イ
が
偉
大
な
の
は
ア
テ
ナ
イ
人
た
ち
が
こ
の
基
準
に
則
っ
て
戦
争
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
歴
史

改
変
は
、
こ
の
基
準
に
沿
う
形
で
な
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ル
シ
ア
戦
争
を
戦
っ
た
者
た
ち
は
「
自
由
の
父
」（p

a
th

vr th
`~ ejl

eu
q

eriva
~

）
と
さ
れ

（240d7-e3

）、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
も
ギ
リ
シ
ア
人
の
自
由
の
た
め
に
他
の
ギ
リ
シ
ア
人
と
戦
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
（242b5-c2

）。
シ
ケ
リ

ア
遠
征
が
奇
妙
に
も
レ
オ
ン
テ
ィ
ノ
イ
人
の
自
由
を
守
る
た
め
の
戦
争
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
戦
争
の
善
悪
を
は
か
る
こ
の
よ
う
な

基
準
の
存
在
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る（

（（
（

。

第
二
は
、帝
国
的
要
素
の
抹
消
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
歴
史
の
中
で
は
、ア
テ
ナ
イ
人
た
ち
は
自
由
の
た
め
の
戦
士
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
中
で
は
自
由
と
解
放
の
精
神
に
反
す
る
、
力
に
よ
る
不
当
な
支
配
で
あ
る
帝
国
に
は
言
及
さ
れ
な
い（

（（
（

。
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
の
歴

史
記
述
に
お
い
て
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
後
の
ア
テ
ナ
イ
史
、
い
わ
ゆ
る
「
五
十
年
史
」
は
、
他
の
都
市
へ
の
支
配
の
強
化
、
す
な
わ
ち
帝
国
拡

大
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
り
（1. 89-93, 97-100; cf. 1. 68-71

）、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
の
原
因
も
ア
テ
ナ
イ
帝
国
拡
大
に
対
す
る
ス
パ
ル
タ
の
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恐
怖
と
他
の
諸
都
市
の
不
満
に
あ
っ
た
（1. 23; cf. 1. 88

）。
ペ
リ
ク
レ
ス
の
葬
送
演
説
に
お
い
て
も
、
帝
国
拡
大
は
前
の
世
代
の
優
れ
た
偉

業
で
あ
り
、「
わ
れ
わ
れ
」
の
世
代
が
最
も
優
れ
て
い
る
の
も
帝
国
支
配
を
最
も
強
化
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
歴
史
か
ら
は
、

こ
う
し
た
不
当
か
つ
偉
大
な
る
帝
国
に
つ
い
て
の
半
ば
常
識
的
な
事
実
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
そ
こ
に
は
ペ
ル
シ
ア
戦
争
後
の
ア
テ
ナ
イ
の

勢
力
拡
大
の
様
子
は
描
か
れ
ず
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
の
原
因
は
ア
テ
ナ
イ
帝
国
の
拡
大
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
他
国
の
嫉
妬
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
（242a2-4

）。
さ
ら
に
は
、
ペ
リ
ク
レ
ス
の
よ
う
に
帝
国
の
豊
か
さ
を
喧
伝
す
る
姿
勢
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ

の
よ
う
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
ア
テ
ナ
イ
史
を
、
単
に
「
歴
史
的
事
実
を
改
変
し
て
い
る
」
と
評
価
し
た
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
よ
り
正

確
に
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
自
由
の
た
め
に
戦
う
ア
テ
ナ
イ
人
を
帝
国
主
義
へ
の
言
及
な
し
に
褒
め
称
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
は
、
ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
と
の
友
好
関
係
で
あ
る
。
コ
リ
ン
ト
ス
戦
争
に
お
け
る
反
ペ
ル
シ
ア
的
・
親
ギ
リ
シ
ア
的
な
記
述
は
、
上
記

の
よ
う
な
自
由
の
尊
重
と
非
帝
国
主
義
的
な
傾
向
か
ら
理
解
で
き
る
。
史
実
で
は
、
コ
リ
ン
ト
ス
戦
争
に
お
い
て
は
、
ア
テ
ナ
イ
が
ペ
ル
シ

ア
と
同
盟
を
結
び
ス
パ
ル
タ
と
戦
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
記
述
で
は
、
そ
も
そ
も
生
粋
の
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ
る
ア
テ

ナ
イ
人
は
反
ペ
ル
シ
ア
主
義
を
採
っ
て
お
り
、
戦
争
に
お
い
て
ペ
ル
シ
ア
を
助
け
た
の
も
都
市
と
し
て
の
意
志
で
は
な
く
、
弱
者
と
な
っ
た

ペ
ル
シ
ア
が
助
け
を
求
め
た
際
に
個
人
が
救
済
に
赴
く
こ
と
を
妨
げ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（245a4-7

）。
サ
ル
ケ
ヴ
ァ
ー

は
コ
リ
ン
ト
ス
戦
争
の
記
述
に
お
い
て
、
ア
テ
ナ
イ
の
同
盟
国
（
ペ
ル
シ
ア
）
と
敵
国
（
ス
パ
ル
タ
）
が
ほ
と
ん
ど
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
、
と

さ
え
解
釈
し
て
い
る（

（（
（

。
少
な
く
と
も
こ
こ
で
は
、
ア
テ
ナ
イ
と
ペ
ル
シ
ア
と
の
協
調
関
係
、
お
よ
び
ア
テ
ナ
イ
と
他
の
ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
と

の
敵
対
関
係
が
希
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
修
正
に
つ
い
て
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
ア
テ
ナ
イ
史
で
自
由
を

守
ら
れ
る
べ
き
対
象
が
自
国
と
他
の
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ
る
と
い
う
点
に
そ
の
原
因
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
由
に
生
ま
れ
た
ア
テ
ナ
イ
人

た
ち
が
守
る
の
は
、
た
と
え
意
に
反
し
て
ギ
リ
シ
ア
人
と
戦
う
と
き
で
あ
っ
て
も
、
常
に
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ
っ
て
異
民
族
で
は
な
い
か
ら
で

あ
る
（239b1-3, 242a4-6

）。
確
か
に
自
由
の
享
受
は
ギ
リ
シ
ア
人
に
限
ら
れ
、
そ
れ
は
決
し
て
普
遍
的
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
親

ギ
リ
シ
ア
主
義
を
、
反
帝
国
主
義
で
あ
る
と
も
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
反
帝
国
主
義
的
な
記
述
は
、
異
民
族
と

手
を
結
び
同
族
を
攻
撃
す
る
、
あ
る
い
は
支
配
し
よ
う
と
す
る
事
実
へ
の
言
及
を
回
避
す
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
ア

テ
ナ
イ
は
、
ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
を
支
配
す
る
帝
国
で
も
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
確
立
す
る
意
図
さ
え
も
っ
て
い
な
い
。
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以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
歴
史
記
述
で
は
、
一
定
の
方
針
の
も
と
に
事
実
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、

ア
テ
ナ
イ
の
神
話
的
、
自
然
的
起
源
か
ら
ア
テ
ナ
イ
人
た
ち
が
守
る
べ
き
道
徳
的
規
準
、
す
な
わ
ち
自
由
の
擁
護
を
導
き
出
し
、
歴
史
記
述

の
真
理
性
に
無
頓
着
な
弁
論
術
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
帝
国
主
義
な
き
、
い
わ
ば
道
徳
的
な
ア
テ
ナ
イ
史
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
帝
国

と
い
う
事
実
を
無
条
件
に
肯
定
し
た
上
で
そ
の
成
果
と
恩
恵
を
大
い
に
称
え
、
そ
の
事
実
に
合
致
し
た
形
で
道
徳
的
規
準
を
半
ば
放
棄
し
た

ペ
リ
ク
レ
ス
に
比
べ
る
な
ら
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
歴
史
記
述
は
ま
さ
に
彼
の
逆
を
行
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
道
徳
的
規

準
を
確
立
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
歴
史
を
修
正
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。 

ソ
ク
ラ
テ
ス
が
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
に
語
り
聞
か
せ
、
魅
了
す
る
の
は
こ
の
よ
う
な
歴
史
で
あ
る
。
確
か
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
通
常
の
葬
送
演

説
の
よ
う
に
ア
テ
ナ
イ
人
の
偉
業
を
褒
め
称
え
る
。
し
か
し
、
同
時
に
そ
こ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
何
を
基
準
に
し
て
政
治
が
な
さ
れ

る
べ
き
か
、と
い
う
政
治
の
善
し
悪
し
を
判
定
す
る
視
座
で
あ
る
。
ペ
リ
ク
レ
ス
の
よ
う
に
、都
市
の
行
為
は
そ
れ
が
何
で
あ
っ
て
も
正
し
く
、

そ
れ
に
貢
献
す
る
こ
と
が
個
人
の
偉
大
さ
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
は
な
い
。「
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
も
の
を
効

果
的
に
生
み
出
す
弁
論
術
の
魔
術
的
効
果
を
用
い
な
が
ら
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
ア
テ
ナ
イ
史
を
通
じ
て
行
う
の
は
、
ま
さ
に
政
治
の
道
徳
化
で
あ

る
。

（
３
）
生
者
へ
の
勧
告
─
─
徳
と
幸
福
の
一
致

死
者
の
営
み
を
称
え
た
後
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
ペ
リ
ク
レ
ス
と
同
じ
よ
う
に
生
き
残
っ
た
者
た
ち
へ
の
勧
告
へ
と
移
っ
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、

戦
争
で
父
や
子
を
失
っ
た
市
民
た
ち
に
対
し
て
、
偉
大
な
る
戦
士
に
連
な
る
者
と
し
て
、
さ
ら
に
は
そ
の
よ
う
な
戦
士
を
育
ん
だ
偉
大
な
る

都
市
に
生
ま
れ
た
者
と
し
て
、
立
派
な
生
を
生
き
る
よ
う
に
と
激
励
が
な
さ
れ
る
。

従
来
の
『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
研
究
に
お
い
て
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
る
歴
史
記
述
の
意
味
を
探
求
す
る
こ
と
に
精
力
が
注
が
れ
、
演
説
の

末
尾
に
位
置
す
る
生
者
へ
の
勧
告
に
は
ほ
と
ん
ど
注
目
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
彼
の
顕
著
な
歴
史
改
変
を
考
慮
す
る
な

ら
ば
当
然
で
あ
る
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
演
説
が
意
図
す
る
聴
衆
へ
の
、
こ
の
対
話
篇
の
場
合
は
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス

へ
の
影
響
を
考
察
の
対
象
に
加
え
る
な
ら
ば
、「
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
」
を
勧
告
と
し
て
力
強
く
語
っ
た
こ
の
末
尾
の
部
分
は
、
そ
の
教
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育
的
な
効
果
に
お
い
て
重
大
な
意
味
を
も
つ
。
序
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
葬
送
演
説
は
、
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
死

者
の
過
去
の
行
為
を
賛
美
す
る
た
め
に
な
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
今
を
生
き
る
者
た
ち
に
向
か
っ
て
将
来
の
行
為
の
指
針
を
示
す
た
め
の
も

の
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
る
勧
告
の
特
徴
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。
ペ
リ
ク
レ
ス
の

勧
告
は
、
子
を
失
っ
た
親
に
は
新
た
な
子
を
も
う
け
て
差
し
出
す
よ
う
に
、
若
者
に
は
戦
争
に
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
名
誉
あ
る
死
を
遂
げ
る

よ
う
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。
総
じ
て
、
ペ
リ
ク
レ
ス
の
勧
告
は
軍
事
的
な
生
こ
そ
が
徳
の
頂
点
で
あ
り
、
公
的
な
偉
大
さ
に
与
る
こ
と
こ
そ

が
人
間
に
と
っ
て
の
最
高
度
に
幸
福
な
営
み
で
あ
る
と
し
て
い
た
（2. 43-45

）。

葬
送
演
説
と
い
う
形
式
に
従
う
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
戦
死
し
た
者
た
ち
を
称
え
、
生
者
た
ち
に
は
、
そ
の
行
い
を
真
似
る
よ
う
に
と
の
勧
告

を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
勧
告
で
は
ペ
リ
ク
レ
ス
が
最
大
限
に
強
調
し
て
い
た
軍
事
的
な
徳
は
後
衛
へ
と

退
い
て
行
く
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
れ
ば
、
死
者
の
子
孫
た
ち
は
「
ち
ょ
う
ど
戦
争
に
お
け
る
よ
う
に
」
祖
先
の
戦
列
を
放
棄
し
て
は
な
ら
ず
、

悪
徳
に
屈
し
て
は
な
ら
な
い
（246b4-5

）。
こ
こ
で
は
、戦
争
に
お
け
る
徳
（
勇
気
）
は
も
は
や
比
喩
で
し
か
な
い
。
そ
の
上
、ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、

こ
の
軍
事
的
な
勧
告
を
「
す
べ
て
の
者
」（pa

`~ a
jnh`r

）
が
為
す
べ
き
こ
と
と
呼
び
、
短
く
切
り
上
げ
て
し
ま
う
（246b2

）。
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
事

実
上
行
う
勧
告
は
、
こ
の
「
す
べ
て
の
者
」
が
な
す
べ
き
こ
と
と
は
区
別
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
こ
の
状
況
で
私
が
語
る
に
正
し
い
こ
と
」（ejn 

dev tw
`Û pa

rovnti divk
a

iov~ eijmi eijpei`n ἃ. . . 

）
で
あ
る
（246c2

）。
こ
の
「
私
」
が
伝
え
る
べ
き
こ
と
と
は
、
死
者
た
ち
が
生
前
、
命
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
時
に
、
後
に
残
さ
れ
た
者
た
ち
に
伝
え
る
よ
う
に
と
託
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。「
す
べ
て
の
者
」
が
為
す
べ

き
勧
告
が
軍
事
色
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
私
」
が
伝
え
る
べ
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ペ
リ
ク
レ
ス
と
同
じ
よ
う
に
死
者
の
子

と
親
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
な
る
も
の
の
、
軍
事
的
な
も
の
か
ら
距
離
を
置
い
た
徳
の
勧
告
と
な
っ
て
い
る
。 

最
初
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
戦
争
で
父
を
失
っ
た
息
子
た
ち
に
勧
告
を
行
う
が
、
そ
れ
は
も
は
や
父
の
勇
敢
さ
を
真
似
、
死
を
も
っ
て
都
市
に

仕
え
よ
、
と
す
る
激
励
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
彼
の
勧
告
は
、
戦
争
以
外
の
生
全
般
に
お
け
る
徳
の
勧
め
と
な
っ
て
い
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の

説
く
と
こ
ろ
で
は
、「
も
し
、
何
か
他
の
こ
と
を
為
す
の
で
あ
っ
て
も
、
徳
を
欠
い
た
な
ら
ば
ど
ん
な
所
有
物
も
事
業
（ejpithdeuvma

ta

）
も
恥

ず
べ
き
悪
し
き
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
知
り
、
徳
を
も
っ
て
為
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（246e1-2

）。
富
は
徳
が
な
け
れ
ば
所
有
者
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に
高
貴
さ
を
与
え
ず
、
肉
体
的
な
美
や
強
さ
も
悪
徳
と
共
に
あ
る
な
ら
ば
む
し
ろ
そ
れ
が
不
釣
合
い
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
し
ま
う
。
知

識
で
さ
え
も
、
他
の
徳
を
欠
い
て
い
る
な
ら
ば
、
知
恵
で
は
な
く
狡
知
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
徳
の
勧
め
に
お
い
て
、
死
者
と
の
競

争
は
、
勇
敢
さ
を
巡
っ
て
「
善
き
死
」
を
目
指
す
軍
事
的
な
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
日
常
的
な
徳
を
巡
っ
て
「
善
き
生
」
を
目
指
す
平
和
的

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
競
争
に
お
け
る
勝
利
が
幸
福
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
帝
国
の
た
め
の
戦
死
で
は
な
く
、
有
徳
な

生
を
送
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
（247a2-b4

）。
勇
ま
し
い
口
調
で
語
り
な
が
ら
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
勧
告
は
決
し
て
都
市
の
英
雄
を
生
み

出
す
も
の
で
は
な
い
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
が
語
る
徳
の
起
源
は
、
こ
れ
ま
で
の
演
説
で
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
過
去
の
人
々
の
有
徳
さ
に
あ
る
。
祖
先
は
そ
も
そ
も

伝
統
的
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
う
意
味
で
有
徳
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
模
範
と
な
る
べ
き
死
者
た
ち
が
偉
大
な
死
を
遂
げ
た
の
は
、
都
市
の

勢
力
の
拡
大
や
帝
国
的
な
支
配
の
強
化
に
貢
献
し
た
か
ら
で
は
な
く
、「
我
々
の
父
と
祖
先
全
体
を
辱
め
る
こ
と
」
が
な
い
よ
う
に
振
る
舞
っ

た
た
め
で
あ
る
（246d4-5

）。
と
い
う
の
も
、「
我
々
は
、
一
族
（touv~ a

uJtou`

）
を
辱
め
る
者
に
と
っ
て
生
は
生
き
る
に
値
し
な
い
と
信
じ
る
」

（246d5-6

）
か
ら
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
語
る
ア
テ
ナ
イ
に
お
い
て
は
、母
な
る
大
地
に
由
来
す
る
善
き
養
育
と
教
育
は
代
々
受
け
継
が
れ
、

そ
れ
が
最
高
の
価
値
と
な
っ
て
い
る
。
都
市
を
最
重
視
し
、
私
的
な
も
の
、
と
り
わ
け
家
族
を
軽
視
し
た
ペ
リ
ク
レ
ス
と
比
べ
る
な
ら
ば
、

家
族
や
血
族
に
重
き
を
置
い
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
の
中
で
は
、
家
族
の
都
市
化
・
帝
国
化
と
は
逆
の
、
都
市
の
家
族
化
が
起
こ
っ
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
都
市
も
市
民
も
そ
の
起
源
は
母
な
る
大
地
で
あ
り
、
と
り
わ
け
市
民
は
一
つ
の
家
族
で
あ
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

こ
こ
で
は
、
優
れ
た
人
間
、
有
徳
な
人
間
と
は
、
家
族
か
ら
受
け
継
い
だ
優
秀
性
を
正
し
く
継
承
す
る
人
間
に
他
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
都
市
の
家
族
性
を
強
調
す
る
勧
告
の
仕
方
は
、
家
族
や
先
祖
に
配
慮
を
見
せ
る
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
に
対
し
て
は
極
め
て
効
果
的
な

も
の
で
あ
ろ
う
。
ブ
リ
ュ
エ
ル
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
リ
ュ
シ
ス
』
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
対
話
を
し
た
際
、
ま
だ
年
少
で
あ
っ
た
メ
ネ

ク
セ
ノ
ス
は
完
全
に
家
族
の
保
護
の
も
と
に
生
活
し
て
い
た
（223a-b; cf. 207d-210a

）。
さ
ら
に
、『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
の
冒
頭
部
で
ソ
ク
ラ

テ
ス
が
揶
揄
し
て
い
る
よ
う
に
、
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
の
家
は
多
く
の
政
治
家
を
輩
出
し
て
お
り
、
彼
が
政
治
の
世
界
に
関
心
を
も
つ
の
も
、
そ

う
し
た
父
た
ち
の
系
譜
が
あ
る
た
め
で
あ
る
（234a1-b

（
（（
（2

）。
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
に
と
っ
て
家
族
は
、
か
つ
て
は
庇
護
者
で
あ
っ
た
し
、
少
な
く

と
も
現
在
で
も
生
の
選
択
を
す
る
際
の
指
針
で
あ
る
。
こ
う
し
た
家
族
観
を
も
つ
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
へ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
家
族
的
価
値
を
中
心
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と
し
た
徳
の
勧
め
を
語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
勧
告
は
、
戦
争
や
帝
国
的
価
値
を
反
転
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

財
産
や
名
誉
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
な
名
家
が
も
つ
諸
価
値
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
家
族
と
家
の
伝
統
を
重
視
す
る
メ
ネ
ク

セ
ノ
ス
に
向
け
ら
れ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
勧
告
は
、
家
族
を
媒
介
に
し
て
、
徳
を
戦
争
か
ら
平
和
な
日
常
へ
と
引
き
戻
す
も
の
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
の
聴
き
手
を
考
え
た
際
、
彼
の
徳
の
勧
め
は
ま
さ
に
相
手
に
即
し
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
勧
告
は
単
に
家
族
的
で
穏
健
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
目
立
た
な
い
形
で
は
あ
る
が
、
よ
り
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
生
の
在
り
方
を
も
提
示
し
て
い
る
。
子
を
亡
く
し
た
親
た
ち
に
伝
え
る
べ
き
言
葉
を
述
べ
る
中
で
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
息
子
た
ち
を
失
っ

た
悲
し
み
に
耐
え
る
よ
う
訴
え
る
。
こ
こ
で
彼
が
引
用
す
る
の
は
、「
度
を
超
す
な
か
れ
」（m

h
devn a

[ga
n

）
と
い
う
格
言
で
あ
る
（247e5

）。

彼
が
解
釈
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
は
「
幸
福
を
も
た
ら
す
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
自
分
自
身
に
依
存
さ
せ
て
お
り
〔
…
〕
他
者
に
依
拠
し
な
い

者
〔
…
〕 

そ
う
し
た
者
に
と
っ
て
こ
そ
生
の
最
善
の
準
備
が
整
っ
て
い
る
」（247e6-248a8

）
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
こ
そ
、
節
度
、
勇
気
、
慎

慮
を
備
え
た
人
物
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
幸
福
を
自
分
の
身
に
依
拠
さ
せ
る
な
ら
ば
、
悲
し
み
も
度
を
越
す
こ
と
が
な

い
。
こ
う
し
た
解
釈
は
、
コ
リ
ン
ズ
が
言
う
よ
う
に
、
ペ
リ
ク
レ
ス
的
な
都
市
へ
の
従
属
の
み
な
ら
ず
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
先
に
述
べ
た
都
市

の
家
族
的
、
伝
統
的
、
そ
し
て
神
的
な
起
源
か
ら
も
離
れ
て
い
く
。
こ
こ
で
語
ら
れ
る
の
は
、
祖
先
を
導
き
手
と
し
た
徳
の
涵
養
で
は
な
く
、

可
能
な
限
り
独
立
し
た
人
間
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
勧
告
は
都
市
や
家
族
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
隠
遁
生
活
を
推

奨
す
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
そ
れ
ら
に
依
存
せ
ず
、
幸
福
の
根
拠
を
自
ら
に
置
く
生
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
十
分
に
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
『
弁
明
』
に
お
い
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
に
敗
北
し
ア
テ
ナ
イ
が
ス

パ
ル
タ
に
攻
囲
さ
れ
た
際
に
も
、
自
分
は
そ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
幸
福
で
あ
っ
た
と
喝
破
し
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
な
ら
ば
（18

）、
こ
の

勧
告
は
都
市
の
一
般
的
な
規
範
か
ら
距
離
を
置
く
と
い
う
意
味
で
確
か
に
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
」
で
さ
え
あ
り
、「
哲
学
的
」
な
響
き
さ
え
も
っ

て
い
る（

（（
（

。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
演
説
の
末
尾
、
目
立
た
な
い
形
で
伝
統
的
な
徳
を
超
え
る
ソ
ク
ラ
ス
的
、
哲
学
的
な
徳
の
勧
め
を
忍
び
込
ま
せ

て
い
る
。

こ
う
し
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
徳
の
勧
め
は
父
親
た
ち
に
勧
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
聴
衆
に
直
接
訴
え
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
す
る
反

論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
重
要
な
の
は
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
「
私
た
ち
」
が
父
に
伝
え
る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
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う（
（（
（

。
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
徳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
一
度
聴
衆
に
よ
っ
て
受
け
止
め
吸
収
さ
れ
、
そ
の
後
家
族
に
伝
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
メ

ネ
ク
セ
ノ
ス
に
向
け
た
演
説
の
中
、
家
族
的
な
徳
の
勧
め
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
そ
れ
を
超
え
る
徳
の
方
向
性
を
、
家
族

的
な
も
の
と
つ
な
げ
な
が
ら
示
唆
し
て
い
る
。

以
上
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
生
者
へ
の
勧
告
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
特
徴
を
ペ
リ
ク
レ
ス
と
の
違
い
を
中
心
に
要
約
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
は
帝
国
主
義
に
貢
献
す
る
戦
死
で
は
な
く
、
日
常
的
か
つ
平
和
的
な
徳
を
幸
福
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
は
家
族
的
な

価
値
が
強
調
さ
れ
、
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
の
教
育
を
考
え
る
際
に
は
極
め
て
効
果
的
な
語
り
口
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
他
方
こ
こ
で
は
、
ペ
リ
ク

レ
ス
的
で
も
な
け
れ
ば
こ
れ
ま
で
語
ら
れ
て
き
た
伝
統
的
・
家
族
的
で
も
な
い
、
そ
れ
ら
に
依
存
し
な
い
生
の
在
り
方
も
目
立
た
な
い
形
で

は
あ
る
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
ま
ず
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
の
好
み
の
例
を
用
い
て
彼
を
帝
国
主
義
か
ら
世
俗
的
な
意
味
で
の
有

徳
な
生
へ
と
引
き
寄
せ
、
さ
ら
に
よ
り
哲
学
的
な
生
へ
と
導
く
た
め
の
端
緒
を
開
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四 

結
論

こ
れ
ま
で
の
議
論
で
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
葬
送
演
説
が
、
内
容
と
目
的
双
方
に
お
い
て
ペ
リ
ク
レ
ス
演
説
の
転
倒
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
第
一
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
は
ペ
リ
ク
レ
ス
へ
の
喜
劇
的
な
批
判
で
あ
っ
た
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
ペ
リ
ク
レ
ス
の
帝
国
主
義
的

な
政
治
観
と
そ
れ
に
貢
献
す
る
こ
と
を
よ
し
と
す
る
幸
福
論
を
反
転
さ
せ
、
自
由
を
目
的
と
す
る
政
治
と
よ
り
平
和
的
に
有
徳
な
生
を
幸
福

と
見
做
す
。
第
二
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
こ
う
し
た
演
説
を
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
と
い
う
一
人
の
若
者
に
聞
か
せ
て
い
た
。
弁
論
術
に
憧
れ
、
政
治

的
出
世
を
望
む
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
に
対
し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
は
、
彼
の
政
治
観
を
節
度
あ
る
も
の
に
し
、
よ
り
哲
学
に
近
い
幸
福
感
を

も
つ
よ
う
に
促
す
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
教
育
の
成
果
は
、
対
話
篇
末
尾
に
お
い
て
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
が
終
わ
っ
た
後
、
メ
ネ

ク
セ
ノ
ス
は
演
説
の
出
来
栄
え
を
褒
め
称
え
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
促
さ
れ
る
形
で
ア
ス
パ
シ
ア
に
感
謝
を
、
そ
し
て
自
ら
進
ん
で
ソ
ク
ラ
テ
ス

に
感
謝
を
さ
さ
げ
て
い
る（249d2-e2

）。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
教
育
の
要
が
弁
論
術
の
魔
術
的
効
果
を
利
用
し
そ
の
中
身
を
変
更
す
る
こ
と
に
あ
っ
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た
な
ら
ば
、
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
が
演
説
に
魅
了
さ
れ
た
こ
と
自
体
が
教
育
の
成
果
を
示
す
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
、
自
覚

的
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、
帝
国
主
義
的
で
は
な
い
新
し
い
価
値
観
に
引
き
寄
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
「
演
説
が
容
易
で
あ
る
」
こ
と
を
証
明
す

る
た
め
に
行
っ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
演
説
を
賛
美
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
弁
論
術
そ
の
も
の
か
ら
も
解
放
さ
れ
始
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
対
話
篇
の

末
尾
は
こ
れ
以
上
の
こ
と
、
具
体
的
に
は
彼
ら
の
将
来
の
営
み
を
予
告
し
て
も
い
る
。
対
話
篇
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
に
対
し

て
今
後
も
こ
の
よ
う
な
対
話
、
す
な
わ
ち
、
ア
ス
パ
シ
ア
の
政
治
演
説
を
私
的
に
聞
か
せ
る
こ
と
を
約
束
し
、
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
も
そ
の
よ
う

な
秘
密
の
教
え
へ
の
期
待
を
表
明
し
て
終
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（249e3-7

）。
こ
の
最
後
の
言
葉
の
重
要
性
は
、
対
話
篇
冒
頭
部
と
比
較

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
対
話
篇
冒
頭
、
政
治
的
野
心
に
あ
ふ
れ
弁
論
術
に
憧
れ
る
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
ア
ゴ
ラ
で
行
わ
れ
た
葬

送
演
説
者
の
選
挙
を
見
物
し
、
そ
の
帰
り
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
偶
然
出
会
っ
て
い
た
（234a1-b10

）。
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
の
対
話
、
そ
し
て
何
よ
り

ソ
ク
ラ
テ
ス
が
語
る
ア
ス
パ
シ
ア
の
演
説
に
魅
了
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
は
今
後
、
政
治
演
説
の
領
域
に
お
い
て
も
ソ
ク

ラ
テ
ス
の
影
響
下
に
留
ま
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
に
聞
か
せ
る
演
説
は
、
そ
の
内
容

に
お
い
て
哲
学
的
な
色
彩
を
帯
び
た
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
教
育
が
彼
の
将
来
に
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を
与
え

た
か
を
推
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
が
『
パ
イ
ド
ン
』
の
登
場
人
物
に
数
え
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
（59b

）、

す
な
わ
ち
、
都
市
に
有
害
な
人
物
と
し
て
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
臨
終
の
場
面
に
彼
が
居
合
わ
せ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
ソ

ク
ラ
テ
ス
的
教
育
の
一
つ
の
帰
結
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』は
、政
治
的
に
野
心
的
な
若
者
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
哲
学
サ
ー

ク
ル
の
一
員
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
を
描
い
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
、『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
や
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
真

の
弁
論
術
」
が
聴
き
手
の
魂
の
分
析
を
前
提
と
し
、
そ
の
者
の
魂
に
即
し
た
形
で
そ
れ
を
善
く
す
る
た
め
の
教
育
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
の

な
ら
ば
、『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
に
お
け
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
使
用
法
に
お
い
て
「
真
の
弁
論
術
」
の
実
例
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
た
議
論
は
、
マ
イ
ナ
ー
な
対
話
篇
に
新
し
い
解
釈
を
施
す
以
上
の
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
通
常
の
プ
ラ
ト
ン
理
解
と

は
異
な
り
、『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
で
は
理
想
的
哲
人
政
治
か
堕
落
し
た
現
実
の
政
治
か
、
あ
る
い
は
哲
学
か
弁
論
術
か
、
と
い
っ
た
厳
密
な

二
分
法
は
影
を
ひ
そ
め
、
特
定
の
都
市
の
政
策
を
批
判
す
る
こ
と
を
通
じ
た
よ
り
善
い
現
実
政
治
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
哲
学
と
政
治
の
間
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で
惑
う
若
者
へ
の
弁
論
術
を
通
じ
た
政
治
・
哲
学
教
育
が
提
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
に
は
プ
ラ
ト
ン
政
治
哲
学

の
一
般
的
理
解
に
修
正
を
迫
る
ほ
ど
の
、
現
実
的
な
政
治
と
野
心
的
な
若
者
に
直
面
し
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
る
極
め
て
柔
軟
な
政
治
論
と
教

育
法
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
１
）N

icole Loraux, T
he Inventions of A

thens: T
he Funeral O

ration in the Classical City, H
arvard U

niversity Press, 1986, p. 177.

（
２
）Charles K

ahn, Plato ’s Funeral O
ration: T

he M
otive of the M

enexenus, in C
lassical P

hilosophy, V
ol. 58, N

o. 4

（1963

）p. 221; 
H

erold Stern, Plato ’s Funeral O
ration, in N

ew
 Scholasticum

, N
o. 48

（1974

）p. 503; A
. E. T

aylor, Plato: T
he M

an and his W
ork, 

M
ethuen, 1926, p. 41; Gregory V

lastos, P
latonic Studies, Princeton U

niversity Press, 1973, p. 188. Cf. Susan Collins and D
avid 

Stauffer, Plato ’s M
enexenus and Pericles ’ Funeral O

ration: E
m

pire and the E
nd of Politics, Focus Publishing, 1999, pp. 1-2. 

（
３
）Stephen Salkever, Socrates ’ A

spasian O
ration: T

he Play of Philosophy and Politics in Plato ’s M
enexenus, in T

he A
m

erican 
Political Science R

eview
, V

ol. 87, N
o. 1

（1993

）p. 134.

『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
が
偽
作
扱
い
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
も
、
内
容
的
に
「
プ
ラ
ト
ン
・

ソ
ク
ラ
テ
ス
的
」
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。Ibid., p. 141.

（
４
）『
歴
史
』
と
『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
の
つ
な
が
り
に
関
し
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。Christopher Bruell, O

n the Socratic E
ducation: A

n 
Introduction to the Shorter P

latonic D
ialogues, R

ow
m

an &
 Littlefield, 1999, p. 204; K

ahn, op. cit., p. 220; Sara M
onson, 

Rem
em

bering Pericles: T
he Political and T

heoretical Im
port of Plato ’s M

enexenus, in P
olitical T

heory, V
ol. 26, N

o. 4

（1998

）

pp. 491-492; Bruce Rosenstock, Socrates as Revenant: A
 Reading of the M

enexenus, in Phoenix, V
ol. 48, N

o. 4

（1994

）p. 233. Cf. M
. 

H
enderson, Plato ’s M

enexenus and the D
istortion of H

istory, in A
cta Classica, N

o. 18

（1975

）p. 211.

（
５
）E. R. D

odds, Plato: G
orgias, Clarendon Press, 1959, pp. 23-24. Cf. Lucinda Coventry, Philosophy and Rhetoric in the M

enexenus, 
in T

he Journal of H
ellenic Studies, V

ol. 109

（1989

）pp. 1-4; H
enderson, op. cit., pp. 39, 45-46; Rosenstock, op. cit., p. 344; T

aylor, op. 
cit., p. 43;V

lastos, op. cit., pp. 191-192.

（
６
）K

ahn, op. cit., pp. 224-232. Cf. M
onson, op. cit., pp. 502-503, 508; Stern, op. cit., p. 508.

（
７
）
例
外
と
し
て
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。Bruell, op. cit.; A

rlene Saxonhouse, Fear of D
iversity: T

he Birth of Political Science in 
A

ncient G
reek T

hought, T
he U

niversity of Chicago Press, 1992.
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（
８
）Bruell, op. cit., p. 202; Loraux, op. cit., pp. 304-327.

（
９
）
ロ
ミ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
語
に
「
帝
国
」
に
あ
た
る
語
は
な
い
が
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
は
「
支
配
」
を
意
味
す
るa

jrchv

に
含
意
さ
れ
て
い
る
。

Jacqueline de Rom
illy, T

hucydides and A
thenian Im

perialism
, Basil Blackw

ell, 1963, p. 13. Cf. Loraux, op. cit., pp. 83-88. 

本
稿
で
は
、

「
帝
国
」
を
、
軍
事
的
拡
大
主
義
を
標
榜
し
他
の
諸
都
市
を
支
配
す
る
都
市
の
意
で
用
い
る
。

（
10
）John Ziolkow

ski, T
hucydides and the T

radition of Funeral Speeches at A
thens, T

he A
yer Com

pany, 1981, p. 71.

（
11
）
演
説
の
末
尾
で
、
ペ
リ
ク
レ
ス
は
こ
こ
と
は
逆
に
、
死
者
に
嫉
妬
は
向
け
ら
れ
な
い
と
語
っ
て
い
る
（2. 45

）。
冒
頭
の
表
現
は
主
題
を
設
定
す
る
た

め
の
誇
張
で
あ
ろ
う
。Cf. J. S. Rustin, T

hucydides: T
he Peloponnesian W

ar Book 2, Cam
bridge U

niversity Press, 1989, p, 141.

（
12
）Ziolkow

ski, op. cit., pp. 60-61.

（
13
）D

onald K
agan, P

ericles of A
thens and the B

irth of D
em

ocracy, T
he Free Press, 1991, pp. 145-148; Clifford O

rw
in, T

he 
H

um
anity of T

hucydides, Princeton U
niversity Press, 1994, pp. 16-17; Rom

illy, op. cit., p. 146; Rustin, op. cit., p. 149.

（
14
）Saxonhouse, op. cit., pp. 469-470.

（
15
）W

alter Conner, T
hucydides, Princeton U

niversity Press, 1987, p. 69; O
rw

in, op. cit., pp. 18-19.

（
16
）Saxonhouse, op. cit., p. 469. 

（
17
）Collins, op. cit., p. 18; A

. W
. Gom

m
e, A

 H
istorical Com

m
entary on T

hucydides, Clarendon Press, 1966, p. 126; Rom
illy, op. cit., 

pp. 108-111, 130-140.

（
18
）Cf. Leo Strauss, T

he City and M
an, T

he U
niversity of Chicago Press, 1964, pp. 170-174, 210-211.

（
19
）Sim

on H
ornblow

er, A
 Com

m
entary on T

hucydides, V
ol. 1. Clarendon Press, 1991, p. 294; Strauss, op. cit., p. 192.

（
20
）K

ahn, op. cit., pp. 220-232; Stern, op. cit., p. 508.

（
21
）Cf.

『
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』310a-314c, 316b.

（
22
）Bruell, op. cit., p. 201.

（
23
）
プ
ル
タ
ル
コ
ス
「
ペ
リ
ク
レ
ス
」
４
、『
英
雄
伝
』。

（
24
）H

enderson, op. cit., p. 26; K
ahn, op. cit., p. 221.

（
25
）Loraux, op. cit., p. 323. 

（
26
）
た
だ
し
、
演
説
が
対
話
篇
の
場
面
状
況
に
合
わ
せ
て
編
集
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
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（
27
）Cf. Bruell, op. cit., p. 207; Saxonhouse, op. cit., p. 116.

（
28
）Strauss, op. cit., p, 152.

（
29
）Ziolkow

ski, op. cit., pp. 10-12, 180-188.

（
30
）O

rw
in, op. cit., p. 20; Gom

m
e, op. cit., p. 116; Strauss, op. cit., p. 161.

（
31
）Salkever, op. cit., p. 138.

（
32
）Collins, op. cit., p. 8; H

enderson, op. cit., p. 41;

『
歴
史
』6. 1-32.

（
33
）H

enderson, op. cit., p. 42; Stern, op. cit., p. 500.

（
34
）T

om
 Griffi

th, Plato: G
orgias, M

enexenus, Protagoras, Cam
bridge U

niversity Press, 2010, pp. xxi-xxii; H
enderson, op. cit., p. 43; 

K
ahn, op. cit., pp. 225, 227-228; M

onson, op. cit., p. 494; Salkever, op. cit., pp. 138-139. 

な
お
、
他
の
修
正
点
に
つ
い
て
は
、H

enderson, op. 
cit., p. 41; Salkever, op. cit., p. 139

を
見
よ
。

（
35
）Covert, op. cit., p. 11; D

odds, op. cit., pp. 23-24; Griffi
th, op. cit., p. xxiii; M

onson, op. cit., p. 494; V
lastos, op. cit., p. 190. 

（
36
）
通
説
の
も
う
一
つ
の
欠
点
は
、
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
の
反
応
を
考
慮
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
を
聞
い
た
後
、
弁
論
術
の
欠

点
に
気
づ
く
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
称
賛
し
さ
え
し
て
い
る
（249d10-e2

）。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
は
、
少
な
く
と
も
目
の
前
の
友
人
を
弁
論
術
の
魔
術
か

ら
た
だ
ち
に
解
放
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。

（
37
）Collins, op. cit., pp. 9-10; Salkever, op. cit., p. 39.

（
38
）H

enderson, op. cit., p. 41. 

そ
の
他
、
自
由
の
た
め
の
戦
争
に
つ
い
て
は
、242b, 244d, 245a

を
参
照
。

（
39
）Collins, op. cit., pp. 7-8; Griffi

th, op. cit., p. xxi; H
enderson, op. cit., p. 40; K

ahn, op. cit., p. 225; M
onson, op. cit., p. 494; Rosenstock, 

op. cit., p. 335.

（
40
）Salkever, op. cit., pp. 138-139.

（
41
）Bruell, op. cit., p. 208. 

（
42
）Salkever, op. cit., p. 140; Saxonhouse, op. cit., pp. 117-118. 

（
43
）Bruell, op. cit., pp. 208-209.

（
44
）Collins, op. cit., pp. 15-16.

（
45
）
子
へ
の
勧
告
は
二
人
称
で
語
ら
れ
る（246d1, d3, d8-e3

）が
、親
へ
の
そ
れ
は
三
人
称
に
な
っ
て
い
る（247c5-d4

）。
親
は「
私
た
ち
」の
親
で
あ
り
、
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勧
告
は
「
私
た
ち
」
が
親
へ
と
伝
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

〔
謝
辞
〕
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
２
４
８
３
０
０
９
３
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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一　

は
じ
め
に

「
信
仰
を
持
つ
人
々
あ
る
い
は
非
宗
教
的
（
世
俗
的
）
な
信
念
を
持
つ
人
々
が
、
そ
の
下
で
は
自
ら
の
包
括
的
教
説
が
隆
盛
を
み
ず
、
そ

れ
ど
こ
ろ
か
衰
退
す
る
か
も
し
れ
な
い
立
憲
的
レ
ジ
ー
ム
を
支
持
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
な
の
か
」（IPR

R 

781

）。
こ
れ
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
が
一
九
九
七
年
の
論
文
「
公
共
的
理
性
の
観
念
・
再
考
」
に
お
い
て
繰
り
返
し
述
べ
た
、
そ
の
政
治

的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
構
想
に
お
け
る
基
底
的
な
問
題
意
識
で
あ
る
。
翌
年
に
な
さ
れ
た
リ
ベ
ラ
ル
・
カ
ト
リ
ッ
ク
系
雑
誌
『
コ
モ
ン
ウ
ィ
ー
ル
』

と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、
彼
は
「
九
〇
な
い
し
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
国
民
が
宗
教
を
奉
じ
て
い
る
」
ア
メ
リ
カ
の
政
治
生
活
の
中
で
、「
す

べ
て
の
宗
教
的
お
よ
び
世
俗
的
教
説
が
、
道
理
に
適
っ
た
公
正
で
効
率
的
な
政
府
を
運
営
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
」
と
の
問
題
意
識
を
力
説
し
て
い
る
（CP 616

）。

周
知
の
よ
う
に
、『
正
義
論
』
以
降
『
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
』
に
い
た
る
ロ
ー
ル
ズ
は
、
宥
和
不
可
能
な
複
数
の
宗
教
的
、
道
徳
的
、

哲
学
的
な
包
括
的
教
説
か
ら
な
る
「
道
理
に
適
っ
た
多
元
主
義
」
の
下
で
、
い
か
に
「
正
義
の
政
治
的
構
想
」
を
通
じ
た
人
々
の
重
合
的
コ

ン
セ
ン
サ
ス
（overlapping consensus

）
が
達
成
さ
れ
る
か
を
問
題
と
し
た
。
こ
の
多
元
主
義
の
事
実
は
「
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
公
共
的

文
化
が
も
つ
永
続
的
特
徴
」
で
あ
り
、
ま
さ
に
基
本
的
な
権
利
と
自
由
の
保
証
か
ら
な
る
「
リ
ベ
ラ
ル
な
構
想
が
促
す
政
治
文
化
の
特
質
」

原
田
健
二
朗

［
政
治
思
想
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
論
文
］

ロ
ー
ル
ズ
の
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
宗
教

─
─
公
共
的
理
性
と
宗
教
的
な
包
括
的
教
説
と
の
関
係
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と
さ
れ
た
（CP 425; PL 36, 143; IPRR 766

）。
民
主
的
社
会
の
市
民
は
包
括
的
信
条
に
よ
っ
て
は
相
互
の
合
意
に
た
ど
り
つ
け
な
い
こ
と
を

知
っ
て
お
り
、「
宗
教
と
哲
学
に
関
す
る
最
も
根
深
い
論
争
を
迂
回
し
（bypass

）」、「
人
間
本
性
論
を
脇
に
置
き
（put aside

）」、「
包
括
的

教
説
を
回
避
す
る
（avoid

）」
こ
と
が
、
社
会
の
安
定
性
を
創
出
す
る
唯
一
可
能
な
道
と
さ
れ
た
（PL 152; IPRR 800

）。

こ
う
し
た
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
戦
略
に
対
し
て
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
哲
学
的
正
当
化
を
放
棄
し
た
「
後
退
」
で
あ
る
と
の
批
判
と

と
も
に
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
「
価
値
中
立
性
」
を
問
題
視
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
や
倫
理
・
宗
教
学
者
か
ら
の
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

た
し
か
に
ロ
ー
ル
ズ
は
、
自
ら
の
「
公
正
と
し
て
の
正
義
」
の
構
想
、
リ
ベ
ラ
ル
な
社
会
の
安
定
性
を
、
歴
史
的
な
民
主
社
会
の
公
共
文
化

に
内
在
す
る
（im

plicit

）
規
範
に
求
め
た
。
そ
の
こ
と
は
、「
九
〇
／
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
何
ら
か
の
宗
教
を
奉
じ
て
い
る
」
ア
メ
リ
カ
人
の
、

民
主
的
公
共
性
に
対
す
る
誠
実
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
適
理
的
な
支
持
（reasoned support

）
に
期
待
す
る
こ
と
で
も
あ
る
（PL 13, 143; CP 

616

）。
ロ
ー
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
市
民
は
真
理
や
価
値
に
関
す
る
何
ら
か
の
包
括
的
見
解
を
抱
い
て
お
り
、「
彼
ら
が
す
べ
て
、
そ
れ
が

何
で
あ
れ
自
ら
の
包
括
的
見
解
の
観
点
か
ら
、
政
治
的
構
想
を
正
当
な
い
し
道
理
に
適
っ
た
も
の
と
し
て
受
容
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

必
要
が
あ
る
（PL 150

）。
公
共
的
理
性
の
基
準
を
満
た
せ
な
い
宗
教
的
見
解
は
存
在
す
る
も
の
の
、「
十
分
に
秩
序
立
っ
た
社
会
の
中
で
長

く
存
続
し
て
き
た
包
括
的
教
説
は
、
全
て
あ
る
い
は
多
く
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
そ
う
で
は
な
い
と
期
待
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」（PL 25 （

１
）

3

）。

本
論
文
は
、
ロ
ー
ル
ズ
の
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
「
公
共
的
理
性
」（public reason

）
論
が
、
宗
教
と
い
か
に
関
わ
り
合
う
か

と
い
う
限
定
的
な
問
題
を
扱
う
。
ロ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
宗
教
の
問
題
は
（
特
に
日
本
で
は
）
決
し
て
議
論
の
盛
ん
な
分
野
で
は
な
く
、
多
く
の

政
治
哲
学
研
究
者
に
と
っ
て
イ
レ
レ
ヴ
ァ
ン
ト
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
近
年
『
ロ
ー
ル
ズ
と
宗
教
』、『
宗
教
と
応
用
哲
学
に
お

け
る
ロ
ー
ル
ズ
的
探
求
』
等
の
著
作
を
著
し
て
い
る
哲
学
者
Ｄ
・
ド
ン
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、「
ロ
ー
ル
ズ
は
政
治
と
宗
教
の
関
係
に

確
か
に
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
そ
の
関
係
こ
そ
が
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
何
世
紀
も
の
間
解
決
し
よ
う
と
し
た
問
題
の
中
核
に
あ
る（

２
）

」。
Ｃ
・

テ
イ
ラ
ー
、
Ｗ
・
コ
ノ
リ
ー
、Ｊ
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
ら
に
よ
り
西
洋
的
世
俗
主
義
（secularism

）
の
問
題
性
が
指
摘
さ
れ
、
宗
教
を
め
ぐ
る
様
々

な
政
治
的
問
題
が
噴
出
す
る
「
ポ
ス
ト
世
俗
化
」
と
も
形
容
さ
れ
る
今
日
に
お
い
て（

３
）、

現
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
定
礎
者
の
一
人
、
ロ
ー
ル
ズ

に
お
け
る
宗
教
と
の
複
雑
な
関
係
─
─
そ
の
政
治
理
論
に
即
し
て
の
み
な
ら
ず
、
哲
学
者
個
人
の
内
面
と
し
て
も
─
─
を
反
省
す
る
こ
と
が

本
稿
の
課
題
で
あ
る（

４
）。
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次
節
で
は
、
ロ
ー
ル
ズ
自
身
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
遍
歴
を
述
べ
、
第
三
節
で
は
宗
教
に
関
わ
る
局
面
に
絞
っ
て
そ
の
「
公
共
的
理
性
」

論
を
概
観
す
る（

５
）。

第
四
節
で
は
、
彼
の
構
想
す
る
社
会
の
中
で
宗
教
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
探

る
。
本
稿
の
仮
説
は
、ロ
ー
ル
ズ
は
、自
身
は
基
本
的
に
は
放
棄
し
た
宗
教
が
多
元
的
社
会
に
お
い
て
保
持
す
る
影
響
力
を
な
お
無
視
し
え
ず
、

宗
教
者
が
市
民
と
し
て
持
つ
べ
き
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
エ
ー
ト
ス
の
問
題
に
も
応
じ
よ
う
と
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
ロ
ー
ル
ズ

は
、
そ
の
多
く
の
批
判
者
が
指
摘
す
る
よ
う
な
単
純
な
「
宗
教
排
除
」
論
、
あ
る
い
は
宗
教
の
「
私
事
化
」
を
意
図
し
て
お
ら
ず
、
他
者
へ

の
寛
容
の
原
理
と
両
立
し
う
る
宗
教
の
政
治
的
参
画
─
─
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
公
共
的
な
正
当
化
理
由
の
提
示
─
─
を
む
し
ろ
歓
迎
し
、
そ
れ

を
可
能
と
す
る
宗
教
の
自
己
刷
新
の
た
め
の
政
治
的
提
議
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

リ
ベ
ラ
ル
・
ロ
ー
ル
ズ
の
信
仰
遍
歴
─
─
超
越
か
ら
内
在
へ

ロ
ー
ル
ズ
は
父
が
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
、
母
が
監
督
派
（
聖
公
会
）
と
い
う
「
一
般
的
に
み
て
宗
教
的
な
家
庭
」（BI 261

）
に
生
ま
れ
る
も
、
入

学
し
た
監
督
派
高
教
会
系
の
私
立
寄
宿
学
校
の
厳
格
さ
に
反
発
し
、
宗
教
へ
の
関
心
を
失
っ
た
。
し
か
し
進
学
先
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で

の
ノ
ー
マ
ン
・
マ
ル
コ
ム
（
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
高
弟
）
の
講
義
に
触
発
さ
れ
て
悪
と
宗
教
の
問
題
に
関
心
を
深
め
、
一
九
四
二
年
に
は

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、ア
ク
ィ
ナ
ス
、ル
タ
ー
ら
の
原
典
を
駆
使
し
た
卒
業
論
文
、『
罪
と
信
仰
の
意
味
に
関
す
る
束
の
間
の
探
究
─
─
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
概
念
に
基
づ
く
一
解
釈
』
を
著
し
た（

６
）。

こ
の
論
文
は
、
当
時
の
欧
米
キ
リ
ス
ト
教
界
で
台
頭
し
て
い
た
Ｋ
・
バ
ル
ト
、
Ｅ
・
ブ
ル

ン
ナ
ー
ら
の
「
新
正
統
派
（neo-orthodox

）
神
学
の
雰
囲
気
の
中
で
」
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
や
自
然
主
義
の
哲
学
的
影
響

で
人
間
中
心
主
義
化
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
、
神
を
無
人
格
的
な
「
一
者
」
と
捉
え
る
神
秘
主
義
、
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
主
義
的
な
「
功
績
」（m

erit

）

説
へ
の
批
判
を
含
ん
で
い
た
。
人
間
の
罪
の
根
源
た
る
エ
ゴ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
究
極
的
に
は
、「
自
ら
の
保
持
し
享
受
す
る
も
の
の
総
体
が
神

か
ら
の
贈
り
物
（gift

）
で
あ
る
こ
と
」、
す
な
わ
ち
「
被
贈
与
性
（givenness

）
の
認
識
」
を
も
た
ら
す
信
仰
の
「
回
心
」（conversion

）
に

よ
り
克
服
さ
れ
る
。
神
へ
の
信
仰
こ
そ
が
、「
人
々
が
自
ら
の
共
同
的
本
性
（com

m
unal nature

）
を
理
解
し
、
利
己
主
義
の
罪
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
破
壊
す
る
こ
と
を
知
る
」
た
め
の
契
機
を
な
す
（BI 238

）。
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そ
れ
［
＝
人
間
の
営
み
に
先
行
す
る
神
の
業
］
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
閉
鎖
性
か
ら
開
放
性
へ
と
引
き
寄
せ
ら
れ
る
。
善
行
を
自
ら
に
固

有
の
も
の
と
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
か
れ
の
善
性
（goodness

）
が
そ
も
そ
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
、

誰
か
が
そ
れ
を
与
え
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ
る
（BI 240-241

）。

こ
の
よ
う
な
青
年
期
ロ
ー
ル
ズ
の
見
解
の
背
景
に
は
当
然
、「
キ
リ
ス
ト
者
が
神
と
よ
び
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
内
に
自
ら
を
啓
示
す

る
存
在
が
い
る
」
と
の
信
念
が
存
し
た
（B

I 111

）。
し
か
し
、
兵
役
後
を
待
っ
て
神
学
校
へ
の
入
学
さ
え
検
討
し
て
い
た
彼
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
の
与
え
た
衝
撃
に
よ
り
信
仰
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
書
か
れ
た
「
私
の
宗
教
に
つ
い
て
」（O

n M
y R

eligion

）

と
題
す
る
メ
モ
に
示
さ
れ
た
そ
の
三
つ
の
理
由
は
、
ル
タ
ー
派
の
従
軍
牧
師
が
神
を
持
ち
出
し
て
戦
闘
行
為
を
正
当
化
し
た
説
教
、
偶
然
の

状
況
が
引
き
起
こ
し
た
同
僚
の
戦
死
、
そ
し
て
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
事
実
で
あ
る
。

神
が
何
百
万
も
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
ヒ
ト
ラ
ー
か
ら
救
え
な
い
の
に
、
私
、
家
族
、
祖
国
、
あ
る
い
は
私
が
気
に
か
け
る
他
の
物
事
を
助

け
て
く
れ
と
、
ど
う
し
て
神
に
祈
願
な
ど
で
き
る
の
か
。
リ
ン
カ
ー
ン
が
南
北
戦
争
を
、
南
北
と
も
に
負
う
べ
き
奴
隷
制
の
罪
に
対
す

る
神
の
裁
き
だ
と
述
べ
た
時
、
神
は
正
義
に
即
し
て
行
動
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
そ
の
よ
う
に
は
解
さ

れ
な
い
。
そ
う
解
そ
う
と
す
る
こ
と
は
忌
ま
わ
し
く
不
道
徳
な
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
を
神
の
意
志
の
表
れ
と
解
す
る
た
め
に
は
、
神
の

意
志
が
、
わ
れ
わ
れ
の
知
る
最
も
基
本
的
な
正
義
の
観
念
と
一
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
こ
の
よ
う
に
し
て
私
は
、
神
の

意
志
の
至
高
性
と
い
う
観
念
を
、
忌
ま
わ
し
く
邪
悪
な
も
の
と
し
て
拒
絶
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（BI 263

）。

神
を
人
間
を
罪
か
ら
救
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
す
る
善
な
る
存
在
だ
と
信
じ
て
い
た
彼
は
、
こ
れ
以
降
、「
神
の
義
」
へ
の
信
仰
が

存
立
し
え
な
い
─
─
ま
さ
に
神
義
論
（theodicy

）
の
失
敗
─
─
世
界
に
お
け
る
「
人
間
の
正
義
」
の
実
現
に
、
自
ら
の
道
徳
的
信
念
を
傾
け

る
こ
と
と
な
っ
た（

７
）。

た
だ
し
ロ
ー
ル
ズ
は
常
に
キ
リ
ス
ト
教
を
、
人
間
性
の
欠
陥
、
偶
然
の
も
た
ら
す
各
人
の
能
力
の
不
平
等
性
、
な
お
平
等
な
尊
厳
に
値
す
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る
不
可
侵
の
人
格
、
と
い
っ
た
道
徳
的
関
心
か
ら
評
価
を
下
し
て
い
た
。
信
仰
喪
失
前
の
論
文
で
は
、「［
キ
リ
ス
ト
の
］
復
活
の
教
義
は
、
わ

れ
わ
れ
が
完
全
な
人
格
（personality

）
と
個
別
性
（particularity

）
に
お
い
て
復
活
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
救
済
が
全
人
格
の
完
全
な
再
生

で
あ
る
こ
と
」
を
示
し
て
お
り
、「
救
済
は
人
格
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
と
統
合
す
る
も
の
」
と
述
べ
ら
れ
た
（BI 126

）。
一
方
で
彼
は
後
の
一

九
九
八
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
自
身
の
力
説
す
る
「
人
格
の
尊
厳
」
へ
の
信
念
が
、「
聖
書
に
お
け
る
個
人
の
神
聖
性
（sacredness

）」
の

よ
う
な
宗
教
的
色
彩
を
帯
び
る
も
の
だ
と
指
摘
さ
れ
た
と
し
て
も
、「
そ
れ
で
結
構
。
私
は
否
定
し
な
い
」と
も
述
べ
て
い
る（CP 621

）。
コ
ー

エ
ン
と
ネ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、『
罪
と
信
仰
』
論
文
か
ら
『
正
義
論
』
へ
と
通
ず
る
も
の
は
、
こ
の
不
可
譲
の
人
格
の
重
要
性
、
複
数
の
多

様
な
個
人
か
ら
な
る
社
会
の
形
成
、
差
別
や
階
層
性
に
基
づ
く
不
平
等
な
社
会
原
理
の
否
定
で
あ
り
、
宗
教
や
生
得
的
条
件
に
由
来
す
る
人

間
の
「
傲
慢
」（pride

）
と
「
功
績
」（m

erit

）
へ
の
批
判
が
ロ
ー
ル
ズ
に
終
生
一
貫
し
て
あ
る
（BI 7

）。
学
部
論
文
で
彼
は
、「
教
会
外
の
人
々

を
異
端
視
す
る
」
ロ
ー
マ
教
会
、絶
対
的
信
条
（
特
に
二
重
予
定
説
）
へ
の
盲
信
に
起
因
す
る
「
傲
慢
へ
の
傾
向
を
持
つ
」
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
を
、

「
悪
し
き
」
閉
鎖
的
集
団
と
し
て
批
判
し
て
い
る
（BI 197-198

）。

最
終
的
に
彼
は
一
九
九
七
年
の
宗
教
メ
モ
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
見
解
を
示
す
に
い
た
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
は
人
間
の
性
格（character

）に
と
っ
て
有
害
な
影
響
を
持
つ
。
キ
リ
ス
ト
教
は
孤
独
な
宗
教（solitary religion

）で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
誰
か
が
救
わ
れ
誰
か
が
劫
罰
を
受
け
る
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
自
然
に
、
そ
の
他
の
事
柄
が
問
題
に
な
ら
な
く
な
る
ほ

ど
ま
で
に
、
自
己
の
救
済
に
執
着
す
る
よ
う
に
な
る
（BI 265
）。

こ
の
よ
う
な
信
仰
を
真
な
る
も
の
と
し
て
要
求
し
、永
遠
の
救
済
の
条
件
と
し
て
恩
恵
の
手
段（
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
）に
関
す
る
権
威
を
行
使
し
、

他
者
の
改
宗
を
重
要
視
す
る
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
ロ
ー
ル
ズ
に
と
っ
て
自
由
の
抑
圧
の
契
機
と
不
可
分
で
あ
る
。
従
軍
か
ら
の
復
学
後
、
中

世
の
異
端
審
問
の
歴
史
に
関
心
を
抱
い
た
と
い
う
彼
は
、ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
（
世
俗
的
）
市
民
宗
教
と
は
決
定
的
に
異
な
る
、「
権
威
主
義
的
、

救
済
主
義
的
、
教
条
主
義
的
、
拡
張
主
義
的
」
宗
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
登
場
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
強
調
す
る
（PL xxv; LH

M
P 7

）。
そ

し
て
中
世
か
ら
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
い
た
る
宗
教
の
名
の
下
の
暴
力
、
抑
圧
の
歴
史
を
念
頭
に
置
き
、
超
越
的
事
物
に
根
拠
を
置
く
正
統
的
信
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仰
（
と
り
わ
け
教
会
組
織
の
権
威
）
へ
の
疑
念
、
警
戒
を
終
生
保
持
し
た
。
彼
は
「
キ
リ
ス
ト
教
の
何
世
紀
に
も
わ
た
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
な
し

に
は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
も
述
べ
て
い
る（

８
）。

ロ
ー
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、「
秩
序
立
っ
た
社
会
の
観
念
は
、
宗
教
的
寛
容
の
観
念
を
拡
大
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
宗
教
的
自
由
と
寛
容
が
「
私

の
道
徳
的
・
政
治
的
見
解
に
お
け
る
固
い
主
張
と
な
り
、
そ
れ
は
国
家
と
教
会
の
分
離
の
制
度
に
よ
り
実
現
し
た
立
憲
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に

関
す
る
私
の
見
方
の
基
本
的
な
政
治
的
要
素
に
な
っ
た
」（CP 235; BI 265

）
（
９
）。

棄
教
後
の
ロ
ー
ル
ズ
は
宗
教
を
専
ら
そ
の
社
会
的
・
政
治
的

影
響
の
観
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
と
な
り
、
ゆ
え
に
信
仰
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
問
題
は
教
義
で
は
な
く
寛
容
と
不
寛
容
の
問
題
と
な
る
。
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
と
宗
教
的
教
説
の
衝
突
が
緩
和
さ
れ
、
立
憲
的
民
主
社
会
に
お
け
る
理
に
適
っ
た
正
義
の
諸
原
理
の
範
囲
内
に
抑
え
ら
れ
る
の

は
「
寛
容
の
観
念
の
お
か
げ
」
で
あ
り
（IPRR 804

）、
信
仰
の
自
由
を
相
互
に
保
証
し
合
う
シ
ス
テ
ム
の
承
認
が
全
宗
教
者
に
求
め
ら
れ
る
。

政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
成
立
背
景
と
し
て
、
ロ
ー
ル
ズ
は
常
に
一
六
─
七
世
紀
の
カ
ト
リ
ッ
ク
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
間
の
宗
教
戦
争
を

想
定
し
、
非
教
権
主
義
的
、
個
人
主
義
的
な
エ
ー
ト
ス
を
養
い
、
リ
ベ
ラ
ル
な
近
代
社
会
に
適
応
し
え
た
あ
る
種
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ

リ
ス
ト
教
に
（
宗
教
的
で
な
く
政
治
的
な
）
シ
ン
パ
シ
ー
を
寄
せ
て
い
る
。（
彼
が
青
年
期
に
傾
倒
し
た
新
正
統
派
神
学
は
近
代
自
由
主
義
神
学
へ
の
批

判
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
だ
っ
た
が
）。「
教
会
か
ら
独
立
し
た
道
徳
的
知
識
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
」
一
七
、
一
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想

家
を
た
ど
る
『
道
徳
哲
学
史
講
義
』
の
中
で
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
、
ホ
ッ
ブ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
い

ず
れ
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
」
で
あ
る
事
実
を
彼
は
指
摘
し
て
い
る
（LH

M
P 8

）。
彼
は
ま
た
、
宗
教
的
対
話
を
理
性
的
に
描
き
、
寛
容
を
政

治
的
必
要
性
の
み
な
ら
ず
宗
教
的
根
拠
か
ら
唱
え
た
と
い
う
点
で
、「
ボ
ダ
ン
の
『
七
賢
人
の
対
話
』
に
示
さ
れ
た
考
え
ほ
ど
、
宗
教
に
関

す
る
文
章
で
私
を
驚
か
せ
た
も
の
は
な
い
」
と
述
べ
る
（B

I 266

）。
特
定
の
宗
教
的
価
値
か
ら
中
立
的
な
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
先
駆
と

し
て
、
ロ
ー
ル
ズ
は
ホ
ッ
ブ
ズ
の
「
自
足
的
な
世
俗
的
道
徳
体
系
」
の
意
義
を
強
調
し
（『
政
治
哲
学
史
講
義
』）、
政
治
と
宗
教
の
関
係
を
考
察

す
る
上
で
は
、
超
自
然
的
な
「
聖
職
者
の
宗
教
」
を
批
判
し
た
ル
ソ
ー
を
評
価
し
て
い
る
（CP 91

）。

信
仰
に
基
づ
く
非
政
治
的
、
超
越
的
な
観
点
か
ら
の
現
世
的
当
為
の
要
求
は
、「
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
相
互
に
排
他
的
な
神
々
の
闘

争
と
政
治
的
抑
圧
を
必
ず
生
み
出
す
」
と
す
る
、
い
わ
ば
「
宗
教
戦
争
テ
ー
ゼ
」
が
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
背
景
に
あ
る
こ
と
は（

（（
（

、
そ
れ

を
誇
張
と
批
判
す
る
数
々
の
論
者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た（

（（
（

。
し
か
し
ロ
ー
ル
ズ
は
、
た
と
え
そ
れ
が
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
と
批
判
さ
れ
よ
う
と
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も
、
な
お
神
の
名
の
下
に
正
当
化
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
な
不
正
義
、
戦
争
、
全
体
主
義
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
事
実
を
突
き
つ
け
る
。
彼
は
寛

容
の
政
治
的
制
度
化
の
観
点
か
ら
近
代
に
お
け
る
信
仰
の
条
件
を
見
直
し
、
宗
教
と
政
治
の
双
方
の
要
請
が
、「
宥
和
不
可
能
な
多
元
主
義

の
事
実
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
現
代
の
民
主
社
会
の
中
で
い
か
に
調
和
し
う
る
か
を
問
題
と
し
た
。

ロ
ー
ル
ズ
個
人
に
お
け
る
信
仰
の
所
在
は
よ
り
複
雑
な
問
題
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
ロ
ー
ル
ズ
は
社
会
を
破
壊
す
る
人
間
の
罪
と
傲

慢
、
個
人
の
左
右
で
き
な
い
運
命
的
境
遇
（
貧
富
の
差
、
戦
争
や
死
）
の
不
条
理
性
、
正
義
に
適
う
公
正
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、
と
い
う

観
点
か
ら
神
と
人
間
の
協
働
可
能
性
を
追
求
し
、
そ
れ
を
最
終
的
に
断
念
し
た
。
彼
は
そ
の
後
、「
神
で
さ
え
救
え
な
い
」
不
平
等
で
偶
然

的
な
生
の
諸
条
件
の
影
響
を
最
小
化
す
る
、
人
間
（
の
み
）
に
よ
る
現
世
社
会
の
構
築
を
生
涯
の
課
題
と
し
た（

（（
（

。
生
ま
れ
つ
き
の
自
然
的
才

能
は
各
人
で
は
な
く
社
会
の
「
共
通
資
本
」
に
属
し
、人
々
は
人
種
や
宗
教
、性
別
に
関
す
る
予
断
な
く
（
無
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
）、仮
想
的
な
「
原

初
状
態
」
の
下
で
平
等
の
正
義
原
理
に
合
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
境
遇
の
恣
意
性
、
不
随
意
性
（contingency

）
に
対
処
で
き
る
。

道
徳
的
功
罪
（m

oral desert

）
に
即
し
た
富
の
分
配
（
能
力
主
義
）
に
基
づ
く
社
会
構
成
に
対
す
る
ロ
ー
ル
ズ
の
「
否
」（T

J 310

）
は
、
か
つ

て
の
神
学
的
な
「
功
徳
」
批
判
と
道
徳
的
動
機
を
一
に
し
て
い
る
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
『
罪
と
信
仰
』
に
対
す
る
書
評
論
文
の
中
で
、ロ
ー
ル
ズ
の
信
仰
の
変
遷
を
、近
年
の
持
論
で
あ
る
宗
教
的
言
語
の
「
世

俗
的
翻
訳
」
論
に
引
き
寄
せ
つ
つ
共
感
的
に
論
じ
て
い
る
。
彼
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
初
期
ロ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
神
と
人
間
、
個
人
と
他
者
と

の
関
係
に
関
す
る
神
学
的
探
求
、「
社
会
の
中
の
個
人
」
の
観
念
、
ま
た
個
人
の
平
等
な
尊
厳
や
人
権
等
に
関
す
る
宗
教
道
徳
は
、
義
務
論

的
に
再
構
成
さ
れ
た
そ
の
平
等
主
義
的
な
実
践
道
徳
、す
な
わ
ち
現
世
を
対
象
と
す
る
正
義
の
理
論
へ
と
「
世
俗
的
に
変
換
」
さ
れ
た（

（（
（

。
ロ
ー

ル
ズ
自
身
は
『
正
義
論
』
の
結
論
部
で
、「
永
遠
（eternity

）
の
観
点
と
は
、
ど
こ
か
世
界
を
超
え
た
場
所
や
超
越
者
か
ら
の
観
点
で
は
な
く
、

理
性
的
人
間
が
世
界
内
（w

ithin the w
orld

）
に
お
い
て
是
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
何
ら
か
の
思
考
と
感
覚
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（T

J 

587

）。
神
の
超
越
的
人
格
性
へ
の
信
仰
は
失
わ
れ
た
と
し
て
も
、
彼
の
か
つ
て
の
信
仰
を
動
機
づ
け
た
道
徳
的
信
念
─
─
す
な
わ
ち
人
間
の

尊
厳
が
平
等
に
尊
重
さ
れ
る
理
性
的
な
社
会
の
実
現
─
─
は
「
内
在
的
世
界
」
に
お
い
て
残
っ
て
い
る（

（（
（

。

ロ
ー
ル
ズ
は
前
述
の
一
九
九
七
年
の
メ
モ
で
、
神
の
（
意
志
と
は
異
な
る
）「
理
性
」
が
、
い
か
に
わ
れ
わ
れ
人
間
の
理
性
な
ら
び
に
正
義

の
道
徳
的
・
政
治
的
価
値
に
合
致
し
う
る
か
と
い
う
問
い
─
─
す
な
わ
ち
神
に
も
人
間
に
も
共
通
す
る
理
性
の
普
遍
性
─
─
を
な
お
追
求
し
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て
い
た
。
神
の
理
性
は
、
も
し
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
人
間
理
性
を
遥
か
に
超
え
る
力
を
備
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

神
の
存
在
は
、
そ
の
力
が
ど
れ
ほ
ど
強
大
だ
と
し
て
も
、
理
性
の
本
質
的
な
基
準
（essential canons of reason

）
を
左
右
し
な
い
。

ま
た
実
践
理
性
の
判
断
の
内
容
は
、
人
間
存
在
が
社
会
の
中
で
互
い
に
ど
う
関
わ
る
か
に
つ
い
て
の
社
会
的
諸
事
実
（social facts

）
に

依
存
す
る
。
神
の
実
践
理
性
も
、
わ
れ
わ
れ
の
理
性
と
同
様
に
、
こ
う
し
た
［
社
会
的
］
諸
事
実
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
…
…
適
理
性

（reasonableness
）
に
関
す
る
基
本
的
な
判
断
は
、
そ
れ
が
神
の
理
性
と
人
間
の
理
性
の
ど
ち
ら
の
産
物
で
あ
ろ
う
と
、
不
変
の
は
ず
で

あ
る
（BI 268

）。

ロ
ー
ル
ズ
の
弟
子
ネ
ー
ゲ
ル
は
、「
ロ
ー
ル
ズ
の
著
作
は
完
全
に
世
俗
的
だ
が
、
彼
は
宗
教
的
心
性
を
持
ち
、
超
越
へ
の
熱
望
（aspiration 

of transcendence

）
の
有
す
る
力
と
と
も
に
危
険
性
、
そ
し
て
そ
れ
が
現
世
的
な
制
約
（w

orldly constraints

）
を
圧
倒
す
る
力
を
理
解
し
て

い
た
」
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
ロ
ー
ル
ズ
は
「
正
統
的
信
仰
」（orthodoxy

）
を
失
っ
た
と
だ
け
記
し
て
お
り
、
決
し
て
「
無
神
論
者
」
で
あ
る
と

は
公
言
し
て
い
な
い
（B

I 261

）。
彼
が
何
ら
か
の
有
神
論
的
心
情
を
有
し
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
れ
が
特
定
の
教
派
や
伝

統
に
は
負
っ
て
い
な
い
中
で
は
、
そ
の
信
仰
の
形
態
は
曖
昧
な
ま
ま
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
、「
自
ら
は
不
可
知
論

者
な
い
し
無
神
論
者
で
あ
る
と
公
言
し
て
そ
の
曖
昧
さ
を
取
り
除
け
る
」
わ
け
で
も
な
か
っ
た（

（（
（

。

三　

ロ
ー
ル
ズ
の
公
共
的
理
性
論
と
宗
教

１　

公
共
的
理
性
と
宗
教
的
教
説
と
の
関
係

既
存
の
宗
教
に
対
す
る
外
的
、「
政
治
的
」
な
態
度
を
維
持
す
る
ロ
ー
ル
ズ
は
、『
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
』
に
お
い
て
、
現
代
社
会
の
宗

教
的
多
元
性
を
強
く
意
識
し
た
問
題
設
定
を
据
え
た
。
そ
し
て
、
立
憲
政
体
の
安
定
的
存
続
と
正
義
の
政
治
的
構
想
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
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を
期
待
さ
れ
た
「
信
仰
あ
る
市
民
」（citizens of faith

）
お
よ
び
非
宗
教
的
な
信
念
の
持
ち
主
に
と
っ
て
最
も
問
題
と
な
る
の
は
、
公
共
的
理

性
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
憲
法
上
の
必
須
事
項
と
基
本
的
な
正
義
の
問
題
」
に
関
す
る
公
共
的
討
議
に
お
い
て
は
、
正
義
の
政
治
的
構
想

─
─
基
本
的
な
権
利
、
自
由
、
機
会
の
リ
ス
ト
の
優
先
性
を
認
め
、
そ
れ
を
用
い
る
た
め
の
手
段
が
市
民
に
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
─
─
に

よ
り
骨
格
が
与
え
ら
れ
、
人
々
が
道
理
に
適
う
も
の
と
し
て
是
認
し
う
る
公
共
的
な
正
当
化
理
由
を
提
示
せ
よ
、
と
い
う
の
が
そ
の
当
為
で

あ
る
。

市
民
は
、
最
も
道
理
に
適
っ
た
正
義
の
政
治
的
構
想
─
─
他
者
も
自
由
で
平
等
な
市
民
と
し
て
妥
当
な
も
の
と
是
認
す
る
で
あ
ろ
う

と
期
待
す
る
こ
と
が
道
理
に
適
う
よ
う
な
、
そ
う
し
た
政
治
的
諸
価
値
を
表
す
構
想
─
─
と
自
身
が
誠
実
に
み
な
す
枠
組
の
中
で
熟
議

を
行
う
と
き
、
公
共
的
理
性
に
参
画
し
て
い
る
（IPRR 773

）。

ま
た
、

憲
法
的
精
髄
と
基
本
的
正
義
の
問
題
に
関
す
る
討
議
に
お
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
包
括
的
な
宗
教
的
お
よ
び
哲
学
的
教
説
に
訴
え
て

は
な
ら
…
…
な
い
。
正
義
の
原
理
と
、
そ
の
憲
法
的
精
髄
と
基
本
的
正
義
へ
の
適
用
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
是
認
を
根
拠
づ
け
る
推
論

の
知
識
と
方
法
は
、
可
能
な
限
り
、
市
民
一
般
に
現
在
ま
で
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
通
用
し
て
い
る
、
簡
明
な
真
理
に
依
拠
す
べ
き
で

あ
る
（PL 224-225

）。

公
共
的
理
性
の
適
用
範
囲
は
行
政
府
、
立
法
府
、
司
法
府
で
の
公
的
言
説
の
み
な
ら
ず
、
公
職
へ
の
立
候
補
者
と
そ
の
選
挙
責
任
者
の
政

治
的
言
説
、
前
述
の
根
本
問
題
に
関
す
る
市
民
の
投
票
行
動
を
含
み
、「
公
共
的
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
け
る
熟
議
の
マ
ナ
ー
を
規
律
す

る
（IPR

R 767-769

）。
互
い
を
社
会
の
協
同
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
対
等
な
存
在
と
捉
え
、
理
に
適
う
も
の
と
他
者
が
受
容
し
う
る
事
柄
（
の

み
）
を
提
議
し
正
当
化
す
る
こ
と
が
、「
互
恵
性
」（reciprocity

）
の
基
準
に
適
う
市
民
的
義
務
、‘duty of civility ’

で
あ
り
、
こ
れ
を
実
践
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す
る
態
度
が
「
民
主
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
と
さ
れ
る
。
万
人
が
立
法
者
、公
権
力
の
担
当
者
、ま
た
裁
判
官
で
あ
る
「
か
の
よ
う
に
」（as 

if

）
熟
慮
す
る
、
市
民
と
し
て
の
強
い
規
範
が
要
請
さ
れ
る
（IPRR 769, 797

）（
（（
（

。

ロ
ー
ル
ズ
は
、
公
共
的
理
性
の
制
約
の
程
度
は
歴
史
的
条
件
に
依
存
す
る
と
し
、
す
で
に
市
民
が
正
義
の
政
治
的
価
値
を
奉
じ
、
秩
序
あ

る
社
会
が
成
立
し
て
い
る
状
況
─
─good tim

es

─
─
で
は
、「
市
民
の
奉
ず
る
包
括
的
教
説
は
公
共
的
理
由
に
導
入
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
非
開
放
的
見
解
（exclusive view

）
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
。
し
か
し
正
義
の
原
理
や
憲
法
問
題
に
つ
き
深
刻
な
対
立
が
い
ま
だ
存

在
す
る
場
合
─
─less good tim

es

─
─
に
は
、「
市
民
は
公
共
的
理
性
の
理
念
を
強
化
す
る
限
り
に
お
い
て
、
包
括
的
教
説
に
基
づ
く
政

治
的
価
値
の
基
礎
と
み
な
す
も
の
を
提
示
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
」
と
す
る
（
包
摂
的
見
解inclusive view

）。
包
括
的
教
説
を
持
つ
人
々

が
、
い
か
に
し
て
あ
る
政
治
的
価
値
を
是
認
す
る
の
か
を
公
的
な
場
で
提
示
す
る
方
が
、
市
民
間
の
相
互
信
頼
が
増
す
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
（PL 247ff.

）。
さ
ら
に
一
九
九
七
年
の
「
公
共
的
理
性
の
観
念
・
再
考
」
論
文
で
は
、
公
共
的
政
治
文
化
に
関
す
る
「
広
い
見
解
」（w

ide 

view

）と
呼
ば
れ
る
も
の
を
提
示
す
る
。す
な
わ
ち
包
括
的
教
説
を
持
つ
市
民
は
、あ
る
政
策
や
原
理
を
支
持
す
る
適
切
な
政
治
的
理
由
を
、「
や

が
て
適
当
な
時
点
で
（in due course

）
提
示
す
る
限
り
」（
＝
い
わ
ゆ
る
付
帯
条
件proviso

）、
道
理
に
適
っ
た
宗
教
的
な
い
し
非
宗
教
的
な
包

括
的
教
説
を
「
い
つ
で
も
」（at any tim
e

）
政
治
的
討
議
に
持
ち
込
む
こ
と
が
許
さ
れ
る
（IPRR 776, 783-784

）。

黒
人
差
別
に
憤
慨
し
、
リ
ン
カ
ー
ン
の
長
年
の
「
フ
ァ
ン
」
で
も
あ
っ
た
ロ
ー
ル
ズ
は
、
次
の
よ
う
に
一
九
世
紀
の
奴
隷
制
廃
止
論
者
お

よ
び
公
民
権
運
動
に
お
け
る
キ
ン
グ
牧
師
の
言
説
と
、
公
共
的
理
性
と
の
適
合
性
を
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
正
義
原
理
の
適
用
に
関
す
る

深
刻
な
亀
裂
が
存
在
し
た
─
─
よ
っ
てinclusive view

が
適
用
さ
れ
る
─
─
黒
人
差
別
撤
廃
以
前
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
リ
ン
カ
ー
ン

や
キ
ン
グ
は
「
神
の
法
」、「
神
罰
」
等
の
宗
教
的
言
語
を
用
い
つ
つ
、
万
人
の
自
由
と
平
等
と
い
う
政
治
的
価
値
を
支
持
し
、
公
共
的
理
性

の
尊
重
さ
れ
る
秩
序
立
っ
た
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
た
。
彼
ら
の
包
括
的
な
宗
教
的
教
説
に
基
づ
く
「
非
公
共
的
理
性
」（nonpublic 

reason

）
も
、「
公
共
的
理
性
の
明
白
な
結
論
を
支
持
し
て
い
た
」（PL 249-250
）（

（（
（

。
通
常
、
人
々
は
包
括
的
教
説
に
基
づ
く
理
由
と
公
共
的
理

由
と
を
区
別
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
リ
ン
カ
ー
ン
や
キ
ン
グ
は
当
時
の
環
境
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
奉
ず
る
政
治
的
価
値
の
拠
っ
て
立

つ
包
括
的
教
説
を
持
ち
出
す
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
ら
は
奴
隷
制
や
差
別
を
正
当
化
し
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
内
の
一

解
釈
に
も
反
論
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
当
時
の
多
く
の
市
民
も
、
彼
ら
の
用
い
た
宗
教
的
言
語
の
示
唆
す
る
政
治
的
含
意
を
容
易
に
理
解
で
き
た



286政治思想における言語・会話・討議【政治思想研究 第13号／2013年５月】

か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歴
史
的
条
件
下
で
は
、
リ
ン
カ
ー
ン
や
キ
ン
グ
が
公
共
的
理
性
の
強
化
の
た
め
に
宗
教
的
見
解
を
持
ち
出
し
た
行
動
は
、「
ア

ン
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
は
な
か
っ
た
」
と
ロ
ー
ル
ズ
は
考
え
る
（PL 25

（
（（
（1

）。
彼
は
ま
さ
に
奴
隷
制
廃
止
と
公
民
権
運
動
の
事
例
を
組
み
入
れ
る

た
め
に
、
Ａ
・
ガ
ッ
ト
マ
ン
と
Ｌ
・
ソ
ー
ラ
ム
に
説
得
さ
れ
て
、
公
共
的
理
性
に
関
す
る
「
包
摂
的
見
解
」
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記

し
て
い
る
（PL 247
）。

２　

政
治
的
構
想
と
非
政
治
的
（
宗
教
的
）
価
値

宗
教
者
は
憲
法
と
正
義
の
基
本
問
題
に
関
す
る
討
議
に
、
自
ら
の
信
仰
を
共
有
し
な
い
市
民
に
も
向
け
た
、
適
理
的
な
政
治
的
価
値
の
観

点
か
ら
参
画
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
医
師
に
よ
る
自
殺
幇
助
（
安
楽
死
）
に
反
対
す
る
人
は
、
神
の
罰
や
来
世
に
関
す
る
考
慮

が
な
く
と
も
、
な
ぜ
そ
れ
が
潜
在
的
な
不
正
義
で
あ
る
の
か
を
説
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
同
性
愛
関
係
の
法
的
地
位
の
問
題
は
、

そ
れ
が
宗
教
的
罪
で
あ
る
か
、
人
間
の
善
き
生
と
ど
う
関
わ
る
か
等
の
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
立
法
が
「
自
由
で
平
等
な
民
主
的
市
民
の
市

民
的
権
利
（civil rights

）
を
侵
害
す
る
か
否
か
の
問
題
」
と
さ
れ
る
（IPRR 780

）。
こ
の
市
民
権
の
具
体
化
の
問
題
こ
そ
が
正
義
の
政
治
的

構
想
の
中
核
を
な
し
て
お
り
、
安
楽
死
を
含
め
自
己
の
生
を
自
律
的
に
決
定
す
る
自
由
の
問
題
は
、「
宗
教
的
権
利
」（religious right

）
の
範

疇
で
は
な
い
と
彼
は
言
い
切
る
（CP 618

）。

修
正
を
経
た
公
共
的
理
性
に
関
す
る
最
終
的
な
「
広
い
見
解
」
に
お
い
て
も
前
提
と
さ
れ
る
の
は
、
包
括
的
教
説
に
よ
っ
て
は
決
し
て
侵

さ
れ
な
い‘freestanding

’

（
自
立
的
）
な
正
義
の
政
治
的
構
想
の
領
域
で
あ
る
。
ロ
ー
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
民
主
的
社
会
が
成
熟
す
れ
ば
公
共

的
理
性
が
不
要
と
な
る
の
で
は
な
い
。
市
民
の
公
共
的
理
性
に
対
す
る
忠
誠
と
公
民
と
し
て
の
義
務
が
維
持
さ
れ
ね
ば
、「
諸
［
包
括
的
］
教

説
間
の
分
裂
と
敵
意
が
や
が
て
自
己
主
張
を
始
め
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
」（IPR

R 803

）。
宗
教
や
形
而
上
学
等
の
「
非
公
共
的
理
由
」
が

法
の
正
当
性
と
化
せ
ば
、
包
括
的
教
説
を
根
拠
に
し
て
法
に
従
わ
な
い
市
民
が
続
出
し
て
し
ま
う
。
宗
教
的
市
民
は
民
主
的
政
府
の
権
威
、

正
義
の
政
治
的
価
値
を
単
な
る
暫
定
協
約
（m

odus vivendi

）
と
し
て
渋
々
受
容
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な
教
説
の
対
立
を
調
停
す
る
唯

一
正
当
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
し
て
、
心
底
か
ら
（w

holeheartedly

）
是
認
し
、「
正
し
い
理
由
」
に
よ
る
安
定
性
（stability for the right 
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reasons

）
を
実
現
せ
ね
ば
な
ら
な
い
（IPRR 781

）。

正
義
の
政
治
的
構
想
は
、
教
会
な
ど
数
々
の
自
発
的
結
社
を
含
む
（
非
政
治
的
で
非
公
共
的
な
）「
背
景
文
化
」（background culture

）
で
は

な
く
、
民
主
社
会
の
公
共
的
政
治
文
化
に
内
包
さ
れ
る
基
本
理
念
か
ら
導
出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
「
自
由
で
平
等
な
市
民
」、「
公
正
な
協
同

シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
社
会
」
な
ど
の
観
念
で
あ
る
。
公
共
的
理
由
は
そ
れ
自
体
で
「
完
全
」（com

plete

）
な
理
由
を
な
し
て
お
り
、「［
政
治
的
］

諸
価
値
の
順
序
化
は
政
治
的
構
想
自
体
の
中
に
あ
る
構
造
と
特
徴
の
見
地
か
ら
な
さ
れ
る
も
の
で
、
市
民
の
包
括
的
教
説
か
ら
第
一
に
生
ず

る
も
の
で
は
な
い
」（IPR

R 777

）。
よ
っ
て
宗
教
的
市
民
は
、「
自
ら
の
奉
ず
る
包
括
的
教
説
あ
る
い
は
そ
の
一
部
か
ら
直
接
に
、
政
治
的
原

理
お
よ
び
価
値
へ
と
議
論
を
進
め
て
は
な
ら
な
い
」。
政
治
的
諸
価
値
は
、「
包
括
的
教
説
に
よ
り
舞
台
裏
か
ら
こ
っ
そ
り
改
竄
さ
れ
る
操
り

人
形
（puppets

）」
と
化
し
て
は
な
ら
な
い
（IPRR 777-778

）。
先
述
の
「
付
帯
条
件
」
が
充
た
さ
れ
る
場
合
に
は
、
宗
教
的
教
説
が
持
ち
出

さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
自
体
と
し
て
完
結
し
た
公
共
的
理
性
の
性
質
は
変
化
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
正
義
の
政
治
的
構
想
」
へ
の
包
括

的
教
説
の
「
侵
入
」
を
一
切
認
め
な
い
ロ
ー
ル
ズ
に
は
、
市
民
の
自
由
、
平
等
、
寛
容
の
原
理
に
背
く
不
正
義
を
世
界
に
も
た
ら
し
た
宗
教

的
正
統
─
─
彼
に
と
っ
て
は
キ
リ
ス
ト
教
一
神
論
─
─
に
対
す
る
強
い
警
戒
が
う
か
が
え
る
。

諸
包
括
的
教
説
は
フ
リ
ー
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
政
治
的
構
想
を
、
様
々
な
（
内
在
的
）
理
由
か
ら
「
是
認
」、「
支
持
」
で
き
る
に
過
ぎ
ず
、

そ
れ
ら
が
奉
ず
る
何
ら
か
の
政
治
的
理
念
は
、
ロ
ー
ル
ズ
の
考
え
る
（
正
義
の
）
政
治
的
構
想
の
範
疇
に
は
な
い
。
彼
は
、
政
治
的
構
想
と
は

包
括
的
な
道
徳
信
条
よ
り
は
狭
い
、
憲
法
原
理
や
基
本
的
正
義
、
プ
ロ
パ
テ
ィ
の
制
度
と
い
っ
た
領
域
に
限
り
自
己
完
結
的
、
不
変
的
な
も

の
と
認
め
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、「
多
く
の
包
括
的
立
場
に
そ
の
一
部
分
と
し
て
適
合
し
て
い
く
（fit into

）
た
め
に
、
自
立
（self-standing

）

し
て
い
る
」
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（C

P 617

）。
彼
の
考
え
る
政
治
的
構
想
こ
そ
が
包
括
的
諸
立
場
に
よ
っ
て
受
容
、
包
摂
、
承
認
さ
れ

る
べ
き
な
の
で
あ
り
、
そ
の
逆
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ロ
ー
ル
ズ
は
、
一
群
の
正
義
の
政
治
的
構
想
に
よ
り
定
義
さ
れ
る
公
共
的
理
由
の
内
容
は
、
唯
一
絶
対
の
形
態
に
お
い
て
全
て
の
問
題
を

解
決
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
不
断
に
再
定
義
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
こ
と
わ
る（

（（
（

。「
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
公
共
的
理
由
を
一
つ
の
望

ま
し
い
正
義
の
政
治
的
構
想
の
形
に
お
い
て
、
一
度
き
り
（once and for all

）
で
固
定
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
」。
こ
う
し
た
変
化
が
生
じ

な
け
れ
ば
、「
諸
々
の
集
団
や
社
会
変
化
か
ら
生
じ
る
利
害
関
心
の
要
求
は
抑
圧
さ
れ
て
し
ま
い
、
適
切
な
政
治
的
発
言
の
機
会
を
得
ら
れ
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な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
」（IPR

R 774-775

）。
た
だ
し
な
お
、
あ
る
局
面
で
正
義
の
原
理
と
特
定
の
包
括
的
教
説
と
の
不
一
致
が
生

じ
た
場
合
、
ロ
ー
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、

彼
ら
［
諸
市
民
］
は
、
正
義
の
諸
原
理
を
拒
絶
す
る
の
で
は
な
く
自
ら
の
［
包
括
的
］
教
説
を
適
応
さ
せ
る
（adjust

）、
あ
る
い
は
改

変
す
る
（revise

）
で
あ
ろ
う
。
…
…
そ
う
し
た
適
応
な
い
し
改
変
は
、
政
治
的
構
想
が
包
括
的
見
解
を
そ
れ
と
一
致
す
る
よ
う
に
形
づ

く
る
（shape
）
中
で
、
や
が
て
ゆ
っ
く
り
生
ず
る
も
の
で
あ
る
（PL 160, note 25

）。

宗
教
を
、
対
等
な
人
格
性
を
前
提
と
す
る
共
同
社
会
に
お
け
る
対
他
関
係
の
構
築
の
観
点
か
ら
と
ら
え
る
ロ
ー
ル
ズ
は
、
相
互
に
対
立
し

つ
つ
も
道
理
に
適
う
包
括
的
教
説
は
す
べ
て
、
立
憲
政
体
の
政
治
的
権
威
を
承
認
で
き
る
と
力
説
す
る
。
公
共
的
理
性
は
、
宗
教
的
か
世
俗

的
か
を
問
わ
ず
、
い
ず
れ
の
包
括
的
教
説
も
排
撃
し
な
い
独
立
し
た
「
中
立
」
の
立
場
か
ら
、
全
市
民
を
重
合
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
招
い
て

い
る
。
各
宗
教
伝
統
に
基
づ
く
政
治
的
価
値
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
政
治
的
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
以
前
の
「
背
景
文
化
」、「
市
民
社
会
」
に
お

い
て
は
自
由
に
討
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
社
会
全
体
を
通
ず
る
公
的
正
当
性
は
も
は
や
持
た
な
い
こ
と
を
、
市
民
が
公
共
的
理
性
の
実

践
を
通
じ
て
学
習
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
公
共
的
理
性
の
理
念
は
、「
他
人
の
意
見
を
聞
き
、［
相
手
の
意
見
へ
の
］
理
に
適
っ
た
適
応
な
い
し
変
化
を
自
ら
の
考
え
の
中
に
受

け
入
れ
よ
う
と
す
る
意
欲
（w
illingness

）」
を
意
味
す
る
（PL 253

）。
公
共
的
理
性
は
、
市
民
が
多
元
主
義
的
環
境
の
中
で
自
ら
の
意
見
の

可
謬
性
お
よ
び
可
変
性
を
受
け
容
れ
、
公
正
か
つ
適
理
的
に
正
当
化
さ
れ
た
法
の
権
威
に
自
由
に
従
う
た
め
の
、
内
発
的
な
義
務
で
あ
る
。

ロ
ー
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、「
互
恵
性
」
の
要
件
は
、
立
憲
的
民
主
政
体
に
お
け
る
政
治
的
関
係
の
性
質
を
「
市
民
的
友
情
（civic friendship

）
の

関
係
と
し
て
規
定
す
る
」
役
割
を
持
っ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
立
憲
政
体
を
動
か
す
社
会
的
協
同
の
「
偉
大
な
る
徳
」（great virtues

）
─
─
す
な

わ
ち
寛
容
、
他
者
に
歩
み
寄
ろ
う
と
す
る
姿
勢
、
適
理
性
、
公
正
の
感
覚
─
─
は
、「
社
会
の
政
治
的
資
産
（political capital

）」
で
あ
り
「
公

共
善
」（public good

）
と
さ
れ
る
（PL 157

）。
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四　

宗
教
の
公
共
性
に
向
け
て
─
─
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
「
宗
教
」
論

１　

民
主
的
社
会
に
お
け
る
宗
教

ロ
ー
ル
ズ
の
宗
教
に
対
す
る
疑
念
は
、
来
世
的
、
超
越
的
世
界
観
に
基
づ
く
包
括
的
な
要
求
の
、「
政
治
的
構
想
」
に
対
す
る
侵
入
へ
の
徹

底
し
た
拒
否
と
し
て
示
さ
れ
る
。
彼
曰
く
、
重
合
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、「
政
治
的
構
想
か
ら
政
治
を
超
え
た
も
の
（beyond the political

）

を
排
除
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、「
あ
ら
ゆ
る
理
に
適
っ
た
教
説
が
政
治
的
構
想
を
是
認
す
る
こ
と
を
邪
魔
し
な
い（

（（
（

」。
彼
の
構
想
す
る
公
共

的
政
治
文
化
の
中
に
、
包
括
的
教
説
の
非
政
治
的
（nonpolitical

）
価
値
に
関
す
る
議
論
は
参
入
し
え
な
い
。
救
済
や
永
遠
の
生
と
い
っ
た
超

越
的
な
価
値
─
─
「
神
の
直
観
」（V

isio D
ei

）
と
彼
は
仮
称
す
る
─
─
が
、
道
理
に
適
っ
た
政
治
的
価
値
を
覆
す
（override

）
な
ら
ば
そ
の

教
説
は
ア
ン
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
教
説
で
あ
り
、覆
さ
な
い
教
説
な
ら
ば
、そ
れ
は
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
教
説
に
値
す
る
。
こ
う
し
た
振
り
分
け
が
、

「
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
示
さ
れ
る
、
政
治
的
に
道
理
に
適
う
（politically reasonable

）
と
い
う
観
念
が
も
た
ら
す
一
つ
の
帰
結
」

と
さ
れ
る
（IPRR 802

）。
こ
う
し
た
論
法
で
、
ロ
ー
ル
ズ
は
宗
教
的
理
由
の
持
つ
「
政
治
的
価
値
」
の
公
的
適
用
性
を
否
定
し
て
い
く
。

ロ
ー
ル
ズ
の
公
共
的
理
性
論
は
、
と
り
わ
け
宗
教
者
に
対
す
る
表
現
の
自
由
の
規
制
、‘deliberative restraint ’

（
審
議
上
の
抑
制
）
に
つ

な
が
る
と
の
批
判
が
、
主
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
神
学
者
、
宗
教
学
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
き
た（

（（
（

。
ロ
ー
ル
ズ
を
早
く
か
ら
批
判
し
た
カ
ル
ヴ
ァ

ン
派
神
学
者
Ｎ
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
ス
ト
ー
フ
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
宗
教
的
市
民
に
と
っ
て
、
正
義
の
根
本
的
問
題
に
お
け
る
決
定
は
そ
の
宗
教

的
信
念
に
基
づ
い
て
い
る
。

彼
ら
は
そ
れ
を
、
そ
う
す
る
か
し
な
い
か
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
み
な
し
て
い
な
い
。
自
ら
の
生
の
中
で
全
体
性
（w

holeness

）、
一
貫
性

（integrity

）、
統
合
（integration

）
を
追
求
す
べ
き
と
い
う
の
が
彼
ら
の
信
念
で
あ
る
。
…
…
彼
ら
に
と
っ
て
宗
教
は
、
自
ら
の
社
会
的

お
よ
び
政
治
的
な
実
存
（existence

）
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い（

（（
（

。
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自
ら
の
人
格
的
実
存
に
お
い
て
宗
教
と
政
治
は
不
可
分
と
考
え
る
「
宗
教
的
統
合
論
者
」（religious integralists

）
は
、
そ
も
そ
も
ロ
ー
ル

ズ
の
審
議
的
枠
組
を
承
認
し
な
い
。「
ロ
ー
ル
ズ
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
キ
リ
ス
ト
者
（
お
よ
び
他
の
宗
教
者
）
に
対
し
て
、
文
化
的
ゲ
ッ
ト
ー

に
退
却
す
る
か
、
包
括
的
教
説
を
留
保
し
て
政
治
生
活
に
参
加
す
る
か
の
選
択
を
突
き
付
け
て
い
る
」
と
の
批
判
も
あ
る（

（（
（

。
双
方
の
対
立
が

い
か
に
克
服
さ
れ
る
か
の
理
論
的
探
求
は
（
重
要
で
は
あ
る
が
）
別
稿
の
課
題
と
し（

（（
（

、本
節
は
さ
ら
に
、あ
く
ま
で
ロ
ー
ル
ズ
の
意
図
に
お
い
て
、

公
共
的
理
性
の
下
で
諸
宗
教
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
促
さ
れ
る
の
か
の
理
解
を
追
究
し
た
い
。
宗
教
的
視
点
か
ら
の
ロ
ー
ル
ズ
批
判
に
し
ば

し
ば
散
見
さ
れ
る
、
重
要
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
見
落
と
し
た
誤
解
や
誇
張
を
ま
ず
正
し
た
上
で
、
適
切
な
批
判
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
ロ
ー
ル
ズ
は
、
重
要
な
論
敵
で
あ
っ
た
宗
教
的
統
合
論
者
に
対
し
て
、（
も
し
彼
ら
が
「
他
者
に
と
っ
て
理
に
適
う
」
公
共
的
理
由

を
提
議
し
な
い
な
ら
ば
）
そ
の
態
度
の
見
直
し
、
自
己
刷
新
を
明
ら
か
に
促
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
彼
ら
と
の
一
定
の
相
互
理
解
の
可
能
性
も

志
向
し
て
い
る（

（（
（

。

政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
い
か
な
る
特
定
の
世
界
観
、
形
而
上
学
的
な
価
値
に
も
関
わ
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
政
治
秩
序
に
（
外
的
に
）
関
わ

る
局
面
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
保
持
す
る
市
民
の
行
動
を
大
い
に
規
範
づ
け
る
と
言
え
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
、「
宗
教
的
市
民
が
い
か
に
立

憲
政
体
を
支
持
で
き
る
の
か
」
と
の
問
い
に
戻
れ
ば
、
ロ
ー
ル
ズ
は
「
そ
の
答
え
は
い
ま
や
、
道
理
に
適
っ
た
立
憲
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
是

認
す
る
以
外
に
は
、
他
の
道
理
を
弁
え
た
自
由
で
平
等
な
市
民
の
平
等
な
自
由
と
一
致
す
る
形
で
、
自
ら
の
自
由
を
確
保
す
る
方
法
は
な
い
」

こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
る
（IPR

R 782

）。
他
者
の
自
由
と
寛
容
を
認
め
る
正
義
の
レ
ジ
ー
ム
の
下
で
し
か
、
自
ら
の
信
仰
を

自
由
に
実
践
で
き
な
い
と
い
う
相
互
依
存
的
、
互
恵
的
状
況
が
全
宗
教
者
を
政
治
的
に
規
律
す
る
。

包
括
主
義
的
な
宗
教
を
外
的
世
界
、
他
者
へ
の
視
点
と
ど
う
関
係
づ
け
る
べ
き
か
と
い
う
問
い
に
関
し
、
ロ
ー
ル
ズ
は
以
下
の
よ
う
に
述

べ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
包
括
的
教
説
に
お
け
る
何
ら
か
の
緩
み
（looseness

）、
そ
し
て
そ
れ
が
完
全
に
は
包
括
的
で
は
な
い
（not being fully 

com
prehensive

）、
と
い
う
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
（PL 159

）。
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多
く
の
人
々
の
宗
教
的
、
哲
学
的
、
道
徳
的
教
説
は
完
全
に
は
全
般
的
（general

）、
包
括
的
と
見
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

そ
う
し
た
教
説
の
視
点
は
多
様
な
度
合
を
認
め
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
正
義
の
諸
原
理
が
そ
う
し
た
（
部
分
的
に
）
包
括
的

な
諸
見
解
と
緩
や
か
に
（loosely

）
結
合
で
き
る
、
い
わ
ば
多
く
の
ず
れ
（slippage

）、
多
く
の
方
法
が
存
在
す
る
（PL 160

）。

ロ
ー
ル
ズ
は
明
白
に
、
政
治
生
活
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
信
仰
の
み
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
よ
う
と
す
る
─
─
そ
し
て
ま
た
「
正
義
」
の
政
治
的

構
想
に
反
す
る
─
─
教
条
主
義
的
立
場
を
「
道
理
に
適
っ
た
」
宗
教
と
は
認
め
ず
、
自
足
的
な
政
治
的
構
想
に
同
意
で
き
る
何
ら
か
の
余
地
、

弛
緩
を
宗
教
の
内
に
認
め
る
こ
と
を
政
治
的
に
要
求
し
て
い
る
。「
自
ら
の
宗
教
の
覇
権
を
確
立
す
る
た
め
に
憲
法
を
改
正
し
た
り
、
そ
の
影

響
力
や
成
功
を
保
証
す
る
た
め
に
自
ら
の
責
務
に
留
保
を
設
け
た
り
す
る
望
み
を
、
わ
れ
わ
れ
は
未
来
永
劫
断
念
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」（IPRR 

782

）。
真
の
公
共
性
に
値
す
る
包
括
的
教
説
に
は
、
理
性
に
お
い
て
自
由
に
他
人
と
意
見
を
交
わ
し
、「
自
分
の
利
益
に
適
わ
な
い
場
合
で
も
、

他
人
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
な
ら
ば
」
あ
る
結
論
を
決
断
す
る
責
務
─
─
す
な
わ
ち
「
判
断
の
負
荷
」（burdens of judgm

ent

）
─
─
が
求

め
ら
れ
る
（IPRR 805

）。
公
共
的
理
性
は
、万
人
が
対
等
な
視
座
に
立
っ
た
上
で
他
者
に
譲
歩
し
、自
ら
の
意
見
を
そ
れ
に
適
応
さ
せ
る
「
意

欲
」
を
促
す
の
だ
っ
た
。

２　

寛
容
と
良
心
の
自
由
の
原
理
に
よ
る
宗
教
の
「
規
制
」

ロ
ー
ル
ズ
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
公
共
的
理
性
の
熟
議
的
責
務
を
拒
否
す
る
「
原
理
主
義
的
な
宗
教
や
独
裁
的
お
よ
び
専
制
的
支

配
者
」
に
対
し
て
は
、
そ
の
包
括
的
価
値
の
当
否
と
は
無
関
係
に
、「
そ
う
し
た
教
説
は
政
治
的
に
ア
ン
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
、
と
だ
け

言
う
」
べ
き
と
す
る
（IPR

R 806

）。
彼
が
引
用
す
る
よ
う
に
、
寛
容
論
の
先
駆
者
ボ
ダ
ン
も
「
宗
教
に
お
い
て
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
な
の
は
、

信
仰
（beliefs

）
で
は
な
く
［
外
的
］
行
動
（deeds

）
で
あ
る
」
と
考
え
た
（B

I 269
）。
た
だ
し
、
公
共
的
理
性
は
い
か
な
る
包
括
的
教
説
も

価
値
判
断
と
し
て
は
「
批
判
も
攻
撃
も
し
な
い
」
一
方
で
（IPR

R 766

）、
結
果
と
し
て
民
主
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
あ
り
方
、
ま
た
特
定
の

形
態
の
宗
教
の
盛
衰
を
も
左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
神
か
ら
の
命
令
と
自
ら
が
信
ず
る
統
合
的
世
界
観
を
、（
正
義
の
政
治
的
要
請
と
対
立
し

た
際
に
）「
妥
協
」
な
い
し
改
変
さ
せ
ら
れ
な
い
教
説
は
、
公
共
的
理
性
の
遵
守
さ
れ
る
民
主
社
会
に
お
い
て
は
存
続
可
能
性
を
失
わ
ざ
る
を
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え
な
い
。
ソ
ー
ラ
ム
が
解
説
す
る
よ
う
に
、
公
共
的
理
性
の
規
範
は
人
々
を
近
代
的
多
元
主
義
の
現
実
に
対
峙
さ
せ
、
宗
教
等
に
起
因
す
る

不
寛
容
、
た
と
え
ば
人
種
差
別
的
、
性
差
別
主
義
的
、
ホ
モ
フ
ォ
ビ
ア
的
発
言
を
排
除
す
る
効
果
を
も
た
ら
す（

（（
（

。
Ｊ
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
は
マ
シ
ー

ド
（Stephen M

acedo

）
を
引
用
し
つ
つ
、
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
特
定
の
信
仰
の
内
容
の
是
非
に
は
関
わ
ら
な
い
が
、
そ
の
信
仰
が
公
共

社
会
の
中
で
表
さ
れ
る
条
件
を
変
化
さ
せ
る
と
い
う
点
で
、
宗
教
者
に
何
ら
か
の
変
容
を
強
い
る
も
の
だ
と
す
る（

（（
（

。
マ
シ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
［
あ
る
種
の
］
宗
教
的
発
言
を
封
じ
る
。
そ
れ
は
直
接
の
検
閲
、
国
家
に
よ
る
厳
格
な
抑
圧
で
は
な
く
、
望
ま

し
い
発
言
と
推
論
の
あ
り
方
に
対
す
る
、
時
と
し
て
捉
え
が
た
い
幅
広
い
期
待
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
一
挙
に
で
は
な
く

時
間
を
か
け
て
、
何
ら
か
の
固
い
信
仰
と
実
践
を
駆
逐
す
る
の
に
十
分
な
、［
宗
教
者
に
と
っ
て
］
不
平
等
な
心
理
的
負
荷
（unequal 

psychological taxation

）
の
シ
ス
テ
ム
を
も
た
ら
す（

（（
（

。

ロ
ー
ル
ズ
の
論
駁
な
い
し
説
得
対
象
は
明
ら
か
に
、「
自
ら
の
宗
教
の
影
響
力
や
信
者
数
が
衰
退
す
る
こ
と
を
受
け
容
れ
ず
」、「
憲
法
的

原
理
に
対
す
る
忠
誠
が
限
定
的
で
あ
り
」、「
自
ら
の
影
響
力
を
保
持
す
る
た
め
に
は
正
統
な
民
主
的
法
に
逆
ら
う
こ
と
に
躊
躇
し
な
い
」
何

ら
か
の
包
括
的
教
説
で
あ
る
（IPR

R 781-782

）。
ロ
ー
ル
ズ
的
な
公
共
的
理
性
が
遵
守
さ
れ
る
民
主
社
会
で
は
、
公
権
力
を
通
じ
て
信
仰
の

推
進
を
企
図
す
る
宗
教
、
国
教
制
的
志
向
な
い
し
テ
オ
ク
ラ
シ
ー
的
熱
情
を
持
つ
宗
教
の
「
居
場
所
」
は
な
く
、
信
者
を
失
い
長
期
的
に
衰

退
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
原
理
主
義
的
宗
教
は
、
そ
の
教
義
の
ゆ
え
で
は
な
く
、
政
治
的
説
得
性
と
実
現
可
能
性
を
失
う
が
た

め
に
衰
退
す
る
と
の
考
え
で
あ
る（

（（
（

。
た
だ
し
ロ
ー
ル
ズ
は
こ
の
よ
う
な
帰
結
を
必
ず
し
も
望
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
可
能
な
限

り
多
く
の
宗
教
が
そ
の
信
仰
を
危
機
に
晒
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
政
治
的
構
想
を
（
包
括
的
信
念
の
一
部
と
し
て
で
も
）
是
認

せ
よ
、
と
訴
え
か
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
他
者
を
平
等
か
つ
自
由
な
存
在
と
考
え
る
限
り
、
リ
ベ
ラ
ル
な
社
会
に
お
い
て
宗
教
的
市

民
は
自
ら
の
包
括
的
教
説
の
妥
協
や
修
正
、
自
ら
の
宗
教
的
自
由
の
制
限
を
迫
ら
れ
る
こ
と
は
な
」
く
、
宗
教
的
統
合
論
者
の
懸
念
す
る
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
分
裂
も
強
い
ら
れ
な
い（

（（
（

。
多
元
的
環
境
に
お
け
る
宗
教
者
に
は
、
自
ら
の
信
仰
実
践
の
た
め
の
新
た
な
自
己
理
解
の
枠

組
が
課
せ
ら
れ
る
。
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ロ
ー
ル
ズ
は
初
期
の
論
文
「
憲
法
上
の
自
由
と
正
義
の
概
念
」（
一
九
六
三
年
）
の
中
で
、
宗
教
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

良
心
の
平
等
な
自
由
が
、
平
等
な
自
由
と
い
う
原
初
状
態
（original position

）
か
ら
承
認
さ
れ
る
唯
一
の
原
理
で
あ
る
。
…
…
こ
れ

は
共
同
性
の
感
覚
（sense of com

m
unity

）
と
両
立
す
る
唯
一
の
原
理
で
あ
る
。
…
…
正
義
の
諸
原
理
、お
よ
び
特
に
（
第
一
の
［
正
義
］

原
理
の
特
別
な
事
例
と
し
て
の
）
良
心
の
平
等
な
自
由
は
、
宗
教
の
概
念
を
考
慮
す
れ
ば
、
共
同
性
の
感
覚
と
相
容
れ
る
、
宗
教
的
寛
容

の
問
題
に
お
け
る
唯
一
可
能
な
原
理
で
あ
る
（CP 88

）。

彼
は
こ
の
良
心
の
自
由
と
し
て
の
「
正
義
」
を
基
準
と
し
て
、
そ
れ
に
違
反
す
る
何
ら
か
の
宗
教
団
体
に
政
治
権
力
が
「
介
入
」
す
る
余

地
を
認
め
る
。
教
会
や
家
族
な
ど
の
私
的
結
社
、「
聖
域
権
」（right of sanctuary

）
と
呼
ば
れ
る
領
域
に
も
、
最
も
基
本
的
な
政
治
的
正
義

に
関
わ
る
限
り
、
公
共
秩
序
（public order
）
に
よ
る
規
制
が
及
ぶ
。
た
と
え
ば
宗
教
的
諸
結
社
は
、「
加
入
の
選
択
の
自
由
が
成
員
に
与
え

ら
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、成
員
の
望
む
よ
う
に
組
織
さ
れ
、内
部
規
律
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
」（CP 89

）。「
再
考
」論
文
に
お
い
て
も
、「
宗

教
上
の
信
念
や
禁
止
命
令
が
、
信
教
の
自
由
や
良
心
の
自
由
を
含
む
憲
法
上
の
必
須
の
諸
自
由
と
一
致
す
る
限
り
、
公
共
的
理
性
は
そ
れ
ら

を
侵
害
し
な
い
」
と
さ
れ
る
（IPRR 803

）。
ま
た
「
公
共
的
理
性
は
、…
…
市
民
の
包
括
的
教
説
が
民
主
的
政
体
と
両
立
す
る
限
り
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
教
説
に
干
渉
（trespass

）
し
な
い
」（IPR

R 807
）。
こ
れ
ら
が
示
唆
す
る
の
は
、
上
記
の
諸
条
件
が
充
た
さ
れ
な
い
場
合
、
宗
教

は
無
制
約
の
自
由
を
持
ち
え
ず
、
正
当
に
「
侵
害
」、「
干
渉
」
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
民
主
的
政
体
と

他
者
の
自
由
を
是
認
す
る
よ
う
各
包
括
的
宗
教
の
自
己
改
革
を
積
極
的
に
迫
る
、
と
い
う
こ
と
が
公
共
的
理
性
の
含
意
で
あ
る
。

こ
の
要
件
が
充
た
さ
れ
る
限
り
で
は
、教
会
の
司
教
や
枢
機
卿
が
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
り
、そ
の
職
務
へ
の
報
酬
が
「
格
差
原
理
」
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
外
部
か
ら
規
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
（IPRR 789
）。
し
か
し
、
成
熟
し
た
多
元
的
な
社
会
に
晒
さ
れ
る
う
ち
に
、

結
果
的
に
、
た
と
え
ば
「
ア
メ
リ
カ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団
が
ヴ
ァ
チ
カ
ン
よ
り
も
民
主
的
に
運
営
さ
れ
る
」
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
う
る（

（（
（

。（
ロ
ー
ル
ズ
の
宗
教
に
関
す
る
記
述
は
、
そ
れ
が
宗
教
に
外
的
、
間
接
的
に
関
わ
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
内
的
、
直
接
に
関
わ
る
も
の
な
の

か
判
然
と
し
な
い
部
分
が
多
い
も
の
の
）。
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ロ
ー
ル
ズ
の
原
初
状
態
に
お
い
て
は
、
ど
の
宗
派
の
宗
教
的
真
理
の
解
釈
も
他
の
市
民
に
対
す
る
拘
束
力
を
持
た
ず
、
各
人
が
自
ら
宗
教

を
解
す
る
平
等
な
権
利
を
有
す
る
（T

J 217

）。「
人
々
は
平
等
な
市
民
と
い
う
地
位
に
お
い
て
各
宗
派
に
加
入
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
観
点

か
ら
人
々
を
互
い
に
見
る
」
の
で
あ
る
（CP 93

）。

わ
れ
わ
れ
は
全
て
の
市
民
に
向
け
て
理
由
を
述
べ
る
時
、
人
々
を
社
会
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
あ
る
い
は
他
の
形
で
ル
ー
ツ
を
持
つ

も
の
…
…
と
し
て
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
各
人
な
い
し
各
集
団
の
利
害
に
訴
え
か
け
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
…
…

む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
は
人
々
を
、
道
理
を
弁
え
か
つ
合
理
的
な
、
自
由
か
つ
平
等
な
市
民
…
…
と
見
な
し
て
い
る
（IPRR 800

）。

各
人
が
属
す
る
共
同
体
、
信
仰
、
人
種
な
ど
の
与
件
を
遮
断
し
た
「
原
初
状
態
」
に
お
い
て
、
市
民
に
期
待
さ
れ
る
至
高
の
原
理
は
、
平

等
な
諸
人
格
の
間
の
公
正
、
正
義
と
し
て
の
自
由
で
あ
る
。
ロ
ー
ル
ズ
が
そ
の
市
民
宗
教
を
理
想
化
し
た
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
時
代
に
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
人
間
は
宗
教
や
家
族
な
ど
の
（
前
政
治
的
、
非
政
治
的
）
属
性
の
持
ち
主
で
あ
る
前
に
、「
第
一
義
的
に
平
等
な
市
民
」、

政
治
共
同
体
の
成
員
と
さ
れ
る
（IPR

R 79

（
（（
（1

）。
正
義
の
政
治
的
構
想
が
、
あ
ら
ゆ
る
家
族
、
教
会
等
の
自
発
的
結
社
を
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
す

る
上
位
原
理
で
あ
り
、「
正
義
の
原
理
か
ら
免
除
さ
れ
る
私
的
領
域
な
ど
な
い
」
と
も
彼
は
言
う
（IPRR 791

）。

以
上
述
べ
た
、
他
の
意
見
に
適
応
な
い
し
妥
協
で
き
る‘looseness ’

、‘slippage ’

を
内
包
し
、
他
者
を
自
由
か
つ
対
等
な
存
在
と
見
、
そ

れ
自
体
と
し
て
「
完
全
」
な
公
共
的
理
性
の
要
件
、
フ
リ
ー
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
正
義
の
政
治
的
構
想
を
是
認
で
き
る
何
ら
か
の
（
部
分
的

に
）
包
括
的
な
立
場
が
、
ロ
ー
ル
ズ
が
民
主
社
会
に
お
け
る
宗
教
に
望
む
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
な
エ
ー
ト
ス
の
要
請
で
あ
る（

（（
（

。
全
体
的
真
理
（w

hole 

truth

）
を
公
的
に
追
求
し
な
い
「
部
分
的
に
包
括
的
」（partially com

prehensive

）
な
教
説
を
奉
ず
る
市
民
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る

社
会
的
協
同
を
可
能
と
す
る
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
諸
条
件
を
求
め
、「
非
政
治
的
価
値
」
に
対
す
る
「
政
治
的
価
値
」
の
優
先
性
を
認
め
る
（PL 

145-146, 155

）。
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３　

宗
教
の
公
共
的
参
加
の
可
能
性

ロ
ー
ル
ズ
は
「
適
切
に
」
解
釈
さ
れ
た
宗
教
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
政
治
的
の
み
な
ら
ず
宗
教
者
に
と
っ
て
内
在
的
な
理
由
を
（
仮
説
的
な

が
ら
）
持
ち
出
す
こ
と
も
忘
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
宗
教
的
市
民
は
立
憲
的
レ
ジ
ー
ム
を
支
持
す
る
上
で
、「
そ
れ
が
神
が
わ
れ
わ
れ
の
自
由

に
課
し
た
制
約
（lim

its
）
だ
か
ら
」
と
し
て
自
ら
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
（IPRR 782

）。
あ
る
い
は
、

も
し
神
が
、（
公
正
と
し
て
の
正
義
の
概
念
に
よ
り
示
さ
れ
た
）
正
義
を
人
々
の
間
に
求
め
、
自
由
な
社
会
に
お
け
る
人
々
の
信
仰
を
望
む

な
ら
ば
、
宗
教
的
義
務
は
絶
対
的
な
性
質
を
持
つ
も
の
だ
と
し
て
も
、
平
等
な
自
由
（equal liberty

）
の
承
認
は
間
違
い
な
く
認
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
正
義
か
ら
導
出
さ
れ
る
良
心
の
自
由
の
擁
護
は
、
神
学
的
根
拠
（theological grounds

）
か
ら
も

支
持
さ
れ
う
る
（CP 87

）。

こ
の
よ
う
な
「
神
の
意
図
」
に
引
照
し
た
説
明
が
、
ロ
ー
ル
ズ
の
理
論
に
と
っ
て
非
本
質
的
、
付
随
的
な
も
の
に
留
ま
る
の
か
、
あ
る
い

は
自
ら
の
宗
教
は
決
し
て
妥
協
の
余
地
を
含
ま
な
い
と
信
ず
る
宗
教
者
へ
の
よ
り
真
摯
な
説
得
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
彼
は
「
再

考
」
論
文
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
ム
の
シ
ャ
リ
ア
解
釈
史
、
戦
後
米
国
の
リ
ベ
ラ
ル
・
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
者
Ｊ
・
Ｃ
・
マ
レ
ー
等
に
言
及
し
つ
つ
、

宗
教
者
自
身
が
内
発
的
に
立
憲
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
寛
容
の
原
理
を
承
認
で
き
る
神
学
的
論
理
を
評
価
し
て
い
る（

（（
（

。
ロ
ー
ル
ズ
が
既
存
の
宗
教

的
正
統
を
放
棄
し
つ
つ
も
、
何
ら
か
の
宗
教
的
心
情
を
保
持
し
て
い
た
な
ら
ば
（
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
や
ネ
ー
ゲ
ル
の
理
解
）、
そ
う
し
た
近
代
的
条

件
を
包
摂
し
た
「
可
謬
的
宗
教
」、
な
い
し
（
カ
ン
ト
的
）「
理
性
的
信
仰
」（reasonable faith

）
が
彼
の
志
向
に
近
い
も
の
と
言
え
な
く
も
な

い（
（（
（

。
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
は
主
意
主
義
的
教
義
に
反
対
す
る
理
性
主
義
的
な
神
理
解
に
近
づ
い
て
い
た
。
た
だ
し
、「
リ
ベ
ラ
ル

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
宗
教
（IPRR 807

）
に
彼
が
適
理
性
（reasonableness
）
を
求
め
る
際
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
教
義
上
の
「
合
理
主

義
的
」、「
リ
ベ
ラ
ル
」な
解
釈
─
─
た
と
え
ば
復
活
や
処
女
降
誕
な
ど
超
自
然
的
教
義
の
否
定
─
─
を
要
求
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
ロ
ー
ル
ズ
は
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
は
（
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
政
治
的
構
想
を
保
持
す
る
限
り
）
平
等
に
政
治
参
加
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
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ル
を
持
ち
、
民
主
的
社
会
に
包
摂
さ
れ
う
る
こ
と
を
、
自
律
的
な
正
義
の
政
治
的
領
域
を
守
り
つ
つ
説
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ロ
ー
ル
ズ

を
敷
衍
す
る
ド
ン
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、「
宗
教
者
は
政
治
的
討
議
と
意
思
決
定
に
完
全

0

0

（full

）
に
参
加
で
き
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
無
制
約

0

0

0

（unrestricted

）
な
参
加
で
は
な
い
」
と
す
る（

（（
（

。
ウ
ォ
ル
タ
ー
ス
ト
ー
フ
ら
宗
教
的
統
合
論
者
の
議
論
に
戻
れ
ば
、
ロ
ー
ル
ズ
は
、
包
括
的
世

界
観
の
共
有
を
他
人
に
求
め
る
「
自
由
」、
万
人
に
理
解
可
能
な
公
共
的
言
語
で
語
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
他
者
の
人
格
の
平
等
性
を
認
め

な
い
「
自
由
」
は
、決
し
て
宗
教
に
認
め
な
い
だ
ろ
う
。
自
ら
の
立
場
を
相
手
に
と
っ
て
受
容
可
能
な
結
論
に
一
致
さ
せ
る
よ
う
自
己
刷
新
し
、

対
他
関
係
を
対
話
を
通
じ
て
マ
ネ
ー
ジ
し
よ
う
と
す
る
、
よ
り
高
次
の
自
由
を
宗
教
に
求
め
て
い
る
。（
し
た
が
っ
て
ロ
ー
ル
ズ
の
公
共
的
理
性

論
は
、宗
教
者
の
無
条
件
の
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
の
要
求
を
排
除
す
る
）。
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、政
治
生
活
を
含
め
た
自
ら
の
生
を
す
べ
て
宗
教
に
よ
っ

て
統
御
し
よ
う
と
す
る
立
場
が
、
多
元
的
社
会
で
は
も
は
や
存
立
し
え
な
い
こ
と
を
警
告
し
、
新
た
な
生
き
方
を
促
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

公
正
な
社
会
的
協
同
の
条
件
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
正
義
の
政
治
的
価
値
の
是
認
が
、
自
ら
の
善
き
生
と
信
仰
の
探
求
を
よ
り
良
く
社
会
の
中

で
保
証
す
る
た
め
の
前
提
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
多
元
主
義
的
な
環
境
、
異
質
な
他
者
と
の
妥
協
や
協
調
に
慣
れ
て
い
な
い
あ
る
種
の
宗
教
が
、
特
に
不
満
、
不
公
平
感
を

感
じ
る
の
は
必
ず
し
も
不
当
で
は
な
い
─
─
む
し
ろ
当
然
の
負
荷
─
─
と
も
言
え
る（

（（
（

。ロ
ー
ル
ズ
は
、公
共
的
理
性
は「
世
俗
的
理
性
」（secular 

reason

）
と
は
異
な
り
、
宗
教
の
み
な
ら
ず
非
宗
教
的
、
世
俗
的
な
教
説
も
規
制
す
る
と
言
う
が（

（（
（

、
聖
典
や
神
の
意
志
の
解
釈
に
基
づ
き
他

者
の
改
宗
、
万
人
の
救
済
を
志
向
す
る
啓
示
的
諸
宗
教
が
、
よ
り
重
い
ハ
ン
デ
ィ
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ロ
ー
ル
ズ
に
倣
い
政

治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
発
展
さ
せ
る
マ
シ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、

近
代
リ
ベ
ラ
ル
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
正
し
い
種
類
（right sort
）
の
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
必
要
と
し
、「
正
し
い
種
類
」
の

宗
教
的
共
同
体
も
そ
の
文
化
の
重
要
な
一
部
を
な
す
。
…
…
何
ら
か
の
宗
教
的
同
質
性
（religious hom

ogeneity

）
を
創
出
す
る
こ
と

─
─
少
な
く
と
も
、
全
て
の
宗
教
を
共
通
の
政
治
的
価
値
と
徳
の
是
認
へ
と
促
す
と
い
う
意
味
に
お
い
て
─
─
は
、
何
ら
か
の
方
法
で

実
施
さ
れ
る
こ
と
を
リ
ベ
ラ
ル
派
が
望
む
べ
き
、
極
め
て
重
要
か
つ
正
当
な
政
治
的
課
題
で
あ
る（

（（
（

。
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マ
シ
ー
ド
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
厳
密
な
意
味
で
す
べ
て
の
価
値
に
対
し
て
寛
容
、
中
立
的
で
は
あ
り
え
ず
、
自

由
、
繁
栄
、
平
和
と
い
っ
た
価
値
を
基
準
に
人
々
に
批
判
的
思
考
と
自
律
を
求
め
、
あ
る
種
の
生
活
様
式
を
公
的
に
推
進
す
る
。
い
わ
ゆ
る 

‘transform
ative liberalism

’ 

の
構
想
で
あ
る（

（（
（

。
た
と
え
ば
原
理
主
義
者
や
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
等
の
セ
ク
ト
に
対
し
て
は
、
そ
の
宗
教
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
元
的
な
適
用
を
認
め
ず
、（
一
九
七
二
年
のW

isconsin v. Y
oder

判
決
、
一
九
八
七
年
のM

ozert v. H
aw

kins

判
決
で
問
題
と

な
っ
た
よ
う
に
）
そ
の
子
供
を
公
教
育
と
い
う
多
元
的
環
境
に
晒
さ
せ
る
こ
と
で
批
判
的
思
考
、リ
ベ
ラ
ル
な
徳
を
養
わ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
。

政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
宗
教
的
教
義
の
真
理
性
に
は
関
わ
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
公
共
社
会
、
他
者
関
係
に
関
わ
る
限
り
に
お
い
て
宗
教
を

制
限
で
き
る
。
そ
れ
は
宗
教
者
に
、
自
由
で
多
元
的
な
社
会
に
生
き
る
た
め
の
「
代
償
」
を
教
え
、
包
括
的
教
説
を
脇
に
置
き
、
公
共
的
理

性
の
テ
ス
ト
に
適
う
事
柄
に
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
せ
る
た
め
の
「
取
引
」（
バ
ー
ゲ
ン
）
を
提
起
す
る（

（（
（

。
そ
れ
に
よ
っ
て
、マ
シ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、「
政

治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
道
徳
的
絶
対
性
を
求
め
る
闘
争
を
拡
散
さ
せ
る
」
と
の
目
的
を
完
遂
で
き
る
。

た
だ
し
ロ
ー
ル
ズ
は
、
こ
う
し
た
理
解
ほ
ど
宗
教
に
対
し
て
制
約
的
た
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
な
い（

（（
（

。
彼
の
認
識
は
、「
原
理
主
義
を
除

け
ば
」、「
第
二
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
以
降
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
、
そ
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
多
く
」
は
、

教
会
や
聖
典
の
権
威
を
奉
じ
つ
つ
も
立
憲
的
民
主
政
体
を
是
認
し
、
公
共
的
理
性
と
調
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
リ

ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
「
歴
史
的
理
解
」
に
傾
斜
し
た
後
期
ロ
ー
ル
ズ
に
と
っ
て
、
宗
教
戦
争
以
後
近
代
社
会
に
適
応
し
て
き
た
欧
米
キ
リ
ス
ト
教

の
発
展
史
は
不
可
欠
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
世
紀
後
半
に
信
教
の
自
由
、
人
権
の
原
理
を
認
め
「
現
代
的
改
革
」
を
果
た
し
た
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
、
ま
た
公
民
権
運
動
の
よ
う
に
リ
ベ
ラ
ル
で
公
正
な
社
会
の
構
築
を
目
指
し
た
黒
人
教
会
な
ど
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
の
存
在
が
、

ロ
ー
ル
ズ
の
政
治
的
議
論
の
基
底
と
し
て
の
歴
史
認
識
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
中
絶
権
に
反
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
、
何
ら
か
の
宗
教
的
伝
統
を
反
映
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
諸
制
度
─
─
一
夫
一
妻
制
や
異

性
間
の
結
婚
の
観
念
─
─
の
擁
護
者
、
同
性
婚
反
対
者
、
ま
た
福
音
書
を
根
拠
に
社
会
経
済
政
策
を
唱
え
る
人
々
に
も
、
必
ず
し
も
政
治
的

参
画
の
可
能
性
は
排
除
さ
れ
な
い
。
万
人
の
合
意
を
期
待
し
え
な
い
宗
教
的
次
元
で
の
説
得
─
─
そ
れ
は
究
極
的
に
は
改
宗
に
結
び
つ
き
か

ね
な
い
─
─
を
排
除
し
、「
社
会
の
公
共
利
益
」
の
観
点
か
ら
適
切
な
政
治
的
理
由
を
提
供
す
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
（IPR

R 786, 794, 

798-799

）。
公
共
的
理
性
で
は
、
実
際
に
万
人
が
同
意
し
て
い
る
か
否
か
で
は
な
く
、
万
人
に
と
っ
て
理
解
可
能

0

0

（intelligible/accessible

）、
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共
有
可
能

0

0

（sharable

）
な
も
の
と
「
期
待
」
し
う
る
政
治
的
理
由
で
あ
る
か
が
問
わ
れ
る（

（（
（

。

ド
ン
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
た
と
え
ば
宗
教
を
ベ
ー
ス
に
人
種
差
別
の
根
絶
を
訴
え
る
市
民
運
動
家
は
、
宗
教
的
信
念
以
外
の
公
共
的
正
当

化
を
試
み
て
み
る
べ
き
だ
し
、
十
分
そ
れ
は
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
僅
か
な
想
像
力
の
発
揮
で
、
宗
教
者
の
公
共
的
理
性
に
対
す
る
尻

込
み
は
克
服
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い（

（（
（

。
競
合
し
合
う
多
く
の
、
特
に
伝
統
的
な
宗
教
や
教
派
に
属
す
る
市
民
が
、
他
者
の
立
場
と
の
交
換
可

能
性
を
想
起
し
て
「
理
由
」
を
提
示
し
合
い
、
民
主
的
に
正
当
化
さ
れ
た
法
に
誠
実
に
従
う
よ
う
な
政
治
文
化
は
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
宗
教
」
理
解
の
下
で
、
ロ
ー
ル
ズ
は
「
宗
教
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
間
に
衝
突
は
な
い
」（IPR

R 803-804

）
と
ト
ク
ヴ
ィ
ル
を

持
ち
出
し
て
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
家
と
教
会
の
分
離
の
理
由
は
、
特
に
そ
れ
が
宗
教
を
国
家
か
ら
守
り
、
国
家
を
宗
教
か
ら
守
る
こ
と
に
あ
る
。
…
…
国
家
と
教
会

の
分
離
が
、
第
一
に
世
俗
的
文
化
（secular culture

）
を
保
護
す
る
た
め
に
あ
る
と
考
え
る
の
も
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

そ
れ
は
世
俗
的
文
化
を
保
護
し
て
い
る
が
、
同
じ
く
ら
い
全
て
の
宗
教
を
保
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
信
仰
を
持
つ
市
民
の
中
に

は
、
国
家
と
教
会
の
分
離
は
宗
教
に
対
し
て
敵
対
的
で
あ
る
…
…
と
み
な
す
者
も
い
た
。
し
か
し
彼
ら
は
そ
う
す
る
こ
と
で
、
こ
の
国

に
お
け
る
宗
教
の
力
強
さ
（strength of religion

）
の
源
泉
を
捉
え
損
ね
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
言
う
よ
う
に
、
政
治
権
力
上
の
一
時
的
な
利

益
と
引
き
替
え
に
、
そ
れ
を
危
機
に
晒
そ
う
と
し
て
い
る
と
私
に
は
思
わ
れ
る
（IPRR 795-797

）。

国
家
と
教
会
が
分
離
さ
れ
、
宗
教
的
で
な
く
公
共
的
理
性
の
支
配
す
る
政
治
文
化
の
中
で
こ
そ
、
宗
教
は
外
的
圧
力
や
強
制
の
恐
れ
な
く
、

自
由
な
社
会
参
加
を
享
受
で
き
る
。
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
多
様
な
宗
教
、
哲
学
、
道
徳
観
の
競
合
を
前
提
に
人
々
の
自
由
な
信
仰
、

道
徳
的
生
の
追
求
を
可
能
と
す
る
─
─
ま
さ
に
「
全
て
の
宗
教
を
保
護
す
る
」
─
─
た
め
の
、
社
会
的
協
同
の
構
想
だ
っ
た
。
政
治
的
な
構

想
は
包
括
的
と
は
見
な
さ
れ
ず
、
限
定
的
な
範
囲
に
の
み
関
わ
る
も
の
で
、
諸
個
人
の
最
も
深
い
宗
教
的
、
倫
理
的
な
価
値
は
包
括
的
教
説

の
た
め
に
取
っ
て
お
か
れ
る
。
こ
れ
が
『
正
義
論
』
以
降
の
ロ
ー
ル
ズ
が
い
た
っ
た
認
識
で
あ
り
、哲
学
的
リ
ベ
ラ
ル
の
批
判
す
る
「
後
退
」、
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「
妥
協
」
で
あ
る（

（（
（

。
そ
し
て
ま
た
、「
啓
蒙
主
義
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
［
価
値
の
点
か
ら
］
攻
撃
し
」、ロ
ー
ル
ズ
自
身
も
青
年
期
に
喪
失
し
た
「
正

統
的
キ
リ
ス
ト
教
」（IPR

R 804

）
が
、
リ
ベ
ラ
ル
な
公
共
文
化
に
と
っ
て
「
保
護
に
値
す
る
宗
教
」
た
り
う
る
か
は
、
宗
教
者
の
真
摯
な
政

治
的
お
よ
び
道
徳
的
応
答
に
か
か
っ
て
い
る
。

五　

お
わ
り
に

本
稿
は
、
民
主
的
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
あ
り
方
に
関
す
る
、
政
治
的
リ
ベ
ラ
ル
派
か
ら
の
一
つ
の
構
想
を
述
べ
（
当
然
非
リ
ベ
ラ
ル
派
か

ら
の
構
想
も
あ
り
う
る
）、
宗
教
側
が
建
設
的
に
関
与
で
き
る
諸
論
点
を
探
っ
て
き
た
。
た
だ
し
本
稿
の
意
図
は
ロ
ー
ル
ズ
の
擁
護
で
は
な
く
、

彼
の
宗
教
理
解
、
お
よ
び
そ
の
政
治
理
論
の
宗
教
へ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
な
限
り
抽
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
節
で
は
最
後
に
、

こ
れ
ら
に
関
す
る
幾
つ
か
の
限
界
、
不
足
点
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
課
題
を
示
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
ロ
ー
ル
ズ
の
個
人
的
経
験
に
も
由
来
す
る
「
宗
教
」
理
解
─
─
す
な
わ
ち
、
超
越
的
な
神
へ
の
信
仰
に
基
づ
く
政
治
的
主
張
は

潜
在
的
な
危
険
性
を
持
ち
、
諸
信
仰
者
は
互
い
に
宥
和
不
可
能
な
ま
で
に
抗
争
し
て
い
る
と
の
理
解
─
─
は
、
そ
も
そ
も
一
面
的
で
あ
り
、

カ
リ
カ
チ
ュ
ア
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る（

（（
（

。
ロ
ー
ル
ズ
は
宗
教
的
理
由
の
支
配
を
不
寛
容
、暴
力
の
温
床
、政
治
的
分
裂
要
因
と
し
た
が
、ウ
ォ

ル
タ
ー
ス
ト
ー
フ
や
ワ
イ
ス
マ
ン
ら
宗
教
論
者
は
以
下
の
反
証
事
例
を
提
起
す
る
。
す
な
わ
ち
、ユ
ダ
ヤ
教
神
学
者
Ａ
・Ｊ
・
ヘ
シ
ェ
ル
は
「
神

の
正
義
」
へ
の
信
念
に
基
づ
い
て
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
不
平
等
の
是
正
策
を
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
に
公
開
書
簡
で
訴
え
、
キ
リ
ス
ト

教
環
境
団
体
は
「
神
の
創
造
物
の
保
護
」
へ
の
信
念
に
基
づ
い
て
地
球
環
境
保
護
の
必
要
性
を
唱
え
る（

（（
（

。
も
と
よ
り
こ
れ
ら
は
、
ロ
ー
ル
ズ

が
慎
重
に
認
め
た
公
共
的
理
性
の
包
摂
的
見
解
（inclusive view

）
を
充
た
し
う
る
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
宗
教
自
身
が
正
義
、
自
由
、
平
和

の
内
在
的
推
進
者
た
り
う
る
可
能
性
が
適
切
に
評
価
さ
れ
て
い
れ
ば
、
ロ
ー
ル
ズ
の
政
治
的
戦
略
は
、
こ
れ
ほ
ど
宗
教
に
対
し
て
制
約
的
に

構
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ロ
ー
ル
ズ
と
の
建
設
的
対
話
を
実
践
し
て
き
た
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
宗
教
的
市
民
が
世
俗
的
知
識
や
近
代
科
学
に
適
応
す
る
の
み
な
ら
ず
、

世
俗
的
市
民
も
ま
た
宗
教
の
知
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
る
、「
相
補
的
学
習
プ
ロ
セ
ス
」
に
基
づ
く
新
た
な
公
共
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的
討
議
空
間
を
近
年
唱
え
て
い
る（

（（
（

。
彼
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
理
性
的
諸
価
値
の
源
泉
、
定
礎
者
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
＝
キ
リ
ス
ト
教
的
伝

統
と
い
う
、
ロ
ー
ル
ズ
と
は
異
な
る
宗
教
理
解
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

第
二
に
、
深
い
多
元
性
が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
、
公
共
圏
を
各
包
括
的
教
説
か
ら
中
立
的
、
純
粋
無
垢
な
も
の
と
せ
ず
、
む
し
ろ
多
様
な

宗
教
的
、
哲
学
的
、
道
徳
的
立
場
を
オ
ー
プ
ン
な
討
議
空
間
へ
と
包
摂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
社
会
の
安
定
性
を
長
期
的
に
創
出
す
べ

き
と
す
る
戦
略
も
あ
り
う
る
。 

ロ
ー
ル
ズ
の
議
論
で
は
、
全
宗
教
者
が
公
共
的
理
性
の
規
範
に
「
教
化
」、「
馴
化
」
さ
れ
る
ま
で
に
か
か
る

コ
ス
ト
が
重
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
コ
ノ
リ
ー
の
よ
う
な
「
深
い
多
元
主
義
者
」
あ
る
い
は
闘
技
的
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
か
ら
す

れ
ば
、
ロ
ー
ル
ズ
は
互
い
の
信
念
に
関
す
る
率
直
な
討
議
か
ら
生
じ
う
る
何
ら
か
の
共
感
、
合
意
、
立
場
の
変
容
可
能
性
に
対
し
て
悲
観
的

に
過
ぎ
、
創
造
的
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
恐
れ
て
い
る
。
ロ
ー
ル
ズ
よ
り
は
厳
格
で
な
い
審
議
上
の
「
相
互
性
」（reciprocity

）、
他
者
へ
の
「
リ

ス
ペ
ク
ト
」、「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
要
件
を
構
想
す
る
論
者
（
Ｊ
・
ス
タ
ウ
ト
や
Ｐ
・
ワ
イ
ス
マ
ン
）
も
い
る
。（
ロ
ー
ル
ズ
は
な
お
、
道
徳
や

宗
教
の
公
共
空
間
へ
の
侵
入
を
僅
か
で
も
許
せ
ば
、
公
共
政
策
の
正
当
性
に
転
用
さ
れ
る
と
危
惧
す
る
で
あ
ろ
う
が
）。

ま
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
な
ど
既
存
の
「
正
統
的
キ
リ
ス
ト
教
」
と
の
対
決
を
強
く
意
識
し
た
と
考
え
ら
れ
る
ロ
ー
ル
ズ

の
枠
組
で
は
、
自
ら
の
不
正
義
状
況
の
改
善
を
求
め
て
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
宗
教
が
ど
の
よ
う
に
公
共
的
に
実
践
す
べ
き
か

に
つ
い
て
の
考
慮
は
中
心
的
で
は
な
い
。
ム
ス
リ
ム
が
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
的
な
聖
俗
の
分
離
の
思
考
に
適
応
で
き
る
か
と
い
う
問
題
は
、
一

方
で
根
深
い
。
非
理
性
的
・
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
考
慮
も
少
な
く
、「
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
」
と
「
ア
ン
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
」
の

厳
格
な
線
引
き
の
下
で
、
あ
る
発
言
が
「
ア
ン
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
」
で
あ
る
と
公
共
空
間
の
中
で
断
罪
さ
れ
る
道
徳
的
ス
テ
ィ
グ
マ
も
懸
念
さ

れ
る
。

第
三
に
、
ロ
ー
ル
ズ
の
公
共
的
理
性
論
を
（
キ
リ
ス
ト
教
に
限
っ
て
も
）
宗
教
論
者
の
全
て
が
受
け
入
れ
て
は
お
ら
ず
、
萎
縮
効
果
が
懸
念

さ
れ
る
点
、
ま
た
そ
の
制
約
的
な
要
件
が
、
宗
教
に
主
流
社
会
に
対
す
る
ル
サ
ン
チ
マ
ン
を
植
え
付
け
か
ね
な
い
と
い
う
逆
効
果
も
指
摘
さ

れ
る
。
Ｍ
・
サ
ン
デ
ル
は
、
宗
教
等
の
価
値
か
ら
の
中
立
性
を
過
度
に
志
向
す
る
（
世
俗
的
）
政
治
空
間
は
、
道
徳
的
枯
渇
と
精
神
的
真
空
を

生
み
、
逆
に
原
理
主
義
を
助
長
し
か
ね
な
い
と
警
告
す
る（

（（
（

。
ロ
ー
ル
ズ
が
、
そ
の
訴
え
通
り
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
宗
教
の
両
立
、
世
俗
と
宗

教
の
亀
裂
の
修
復
を
実
現
で
き
る
か
否
か
は
、
受
け
止
め
側
─
─
す
な
わ
ち
「
ア
メ
リ
カ
人
の
九
〇
／
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
な
す
」
宗
教
者
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─
─
に
も
依
存
す
る
。
こ
こ
で
は
詳
論
で
き
な
い
が
、
ロ
ー
ル
ズ
は
中
絶
に
関
す
る
公
共
的
理
性
の
解
釈
例
を
当
初
示
し
た
も
の
の
、
誤
解

を
避
け
る
た
め
に
一
九
九
七
年
の
論
文
で
こ
れ
に
留
保
を
付
し
た
（PL 243, note 32; IPRR 798, note 80

（
（（
（

）。
反
中
絶
派
と
い
う
ア
メ
リ
カ
政

治
に
お
け
る
実
際
の
宗
教
勢
力
を
十
分
説
得
で
き
る
か
否
か
も
、
公
共
的
理
性
の
成
功
に
関
す
る
一
つ
の
試
金
石
と
な
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
ロ
ー
ル
ズ
は
、
宗
教
の
持
つ
政
治
的
影
響
─
─
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
あ
れ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
あ
れ
─
─
に
対
し
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

で
あ
り
続
け
た
リ
ベ
ラ
ル
な
哲
学
者
だ
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
世
紀
の
全
体
主
義
と
世
界
大
戦
を
経
験
し
た
彼
は
、宗
教
戦
争
を
経
験
し
た
ホ
ッ

ブ
ズ
、
ロ
ッ
ク
以
来
の
遺
産
に
付
加
し
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
新
た
な
正
当
性
理
解
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
国
家
と
教
会
の
制
度
的
分
離
の

み
な
ら
ず
、
宗
教
的
理
由
と
公
共
的
理
由
の
言
説
上
の
分
離
の
上
に
立
ち
、
信
教
の
自
由
の
保
証
と
い
う
憲
法
理
念
を
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で

実
践
す
る
た
め
の
、
政
治
的
討
議
と
意
思
決
定
に
お
け
る
道
徳
的
義
務
（m

oral duty

）
を
示
し
た
（PL 217

）。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
憲
法
や
法

律
に
は
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
非
制
度
的
な
、
民
主
社
会
の
市
民
が
内
発
的
に
実
践
す
べ
き
公
共
的
徳
と
し
て
解
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
が

成
就
さ
せ
る
の
は
、
ロ
ー
ル
ズ
の
考
え
る
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
─
─
国
教
禁
止
条
項
と
宗
教
の
自
由
活
動
条
項
─
─
の
理
想
、
す
な
わ

ち
宗
教
的
多
様
性
の
自
由
な
開
花
で
あ
る
（IPRR 796-797

）。

本
文
中
に
お
け
る
ロ
ー
ル
ズ
の
著
作
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
示
す
略
記
と
と
も
に
頁
数
を
記
し
た
。

T
J: A

 T
heory of Justice, H

arvard U
niversity Press, 1971.

PL: Political Liberalism
, Colum

bia U
niversity Press, 1993.

IPRR: ‘T
he Idea of Public Reason Revisited ’, T

he U
niversity of Chicago Law

 R
eview

, 64: 3

（1997

）, pp. 765-807

（
訳
出
の
際
に
は
中
山

竜
一
訳
『
万
民
の
法
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
を
参
考
に
し
た
）.

CP: Collected Papers, ed. by Sam
uel Freem

an, H
arvard U

niversity Press, 1999.

LH
M

P: Lectures on the H
istory of M

oral Philosophy, ed. by Barbara H
erm

an, H
arvard U

niversity Press, 2000.

BI: A
 Brief Inquiry into the M

eaning of Sin and Faith: w
ith “O

n M
y R

eligion
”, ed. by T

hom
as N

agel, H
arvard U

niversity Press, 

2009.
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（
１
）
な
お
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ロ
ー
ル
ズ
は
『
正
義
論
』
出
版
以
後
の
二
〇
年
間
、
わ
れ
わ
れ
の
共
通
の
実
践
理
性
に
基
づ
く

倫
理
が
、宗
教
と
内
在
的
に
結
び
つ
い
た
「
道
徳
的
」
理
論
に
対
抗
で
き
る
十
分
な
実
質
を
備
え
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
集
中
し
た
。
最
終
的
に
彼
は
、

正
義
の
リ
ベ
ラ
ル
な
構
想
は
、
宗
教
的
お
よ
び
形
而
上
学
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
支
持
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
政
治
共
同
体
の
中
で
実
現

す
る
と
結
論
づ
け
た
」（Jürgen H

aberm
as, ‘T

he ‘Good Life ’- A
 ‘D

etestable Phrase ’: T
he Significance of the Y

oung Raw
ls ’s Religious 

Ethics for H
is Political T

heory ’, E
uropean Journal of Philosophy, 18: 3, 2010, p. 450

）。

（
２
）D

aniel A
. D

om
brow

ski, R
aw

ls and R
eligion: T

he Case for Political Liberalism
, State U

niversity of N
ew

 Y
ork Press, 2001, p. 

vii. D
aniel A

. D
om

brow
ski, R

aw
lsian E

xplorations in R
eligion and A

pplied Philosophy, Pennsylvania State U
niversity Press, 2011

も
参
照
。

（
３
）Charles T

aylor, A
 Secular A

ge, H
arvard U

niversity Press, 2007; W
illiam

 E. Connolly, W
hy I A

m
 N

ot a Secularist, U
niversity 

of M
innesota Press, 1999. 

ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ラ
ッ
ツ
ィ
ン
ガ
ー
『
ポ
ス
ト
世
俗
化
時
代
の
哲
学
と
宗
教
』
三
島
憲
一
訳
、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
。

（
４
）
ロ
ー
ル
ズ
お
よ
び
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
即
し
、
公
共
空
間
に
お
け
る
宗
教
的
言
説
の
位
置
に
つ
い
て
簡
潔
に
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、
齋
藤
純
一
「
憲

法
と
公
共
性
─
─
ロ
ー
ル
ズ
と
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
政
治
的
統
合
を
め
ぐ
っ
て
」
杉
田
敦
編
『
岩
波
講
座 

憲
法
三　

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
市
民
』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
七
年
、
特
に
一
二
〇
─
一
二
二
頁
。

（
５
）
本
稿
は
「
包
括
的
教
説
」
に
つ
い
て
、（
も
と
よ
り
非
宗
教
的
・
世
俗
的
形
態
も
含
む
が
）
主
に
そ
の
宗
教
的
形
態
を
念
頭
に
置
い
て
読
解
す
る
こ
と

と
す
る
。

（
６
）
没
後
発
見
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
出
版
局
か
ら
公
刊
さ
れ
た
こ
の
論
文
に
つ
い
て
、
ロ
ー
ル
ズ
は
学
者
と
な
っ
た
以
後
一
度
も
言

及
し
て
お
ら
ず
、
正
義
理
論
、
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
構
想
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
彼
の
学
術
論
文
の
一
部
と
し
て
捉
え
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
議
論

は
存
在
す
る
。

（
７
）
川
本
隆
史
氏
は
「
神
の
正
義
（
裁
き
）」
か
ら
「
社
会
の
正
義
（
ま
と
も
さ
）」
へ
の
転
換
、
と
位
置
づ
け
る
。「
訳
者
あ
と
が
き
」
川
本
・
福
間
聡
・

神
島
裕
子
訳
『
正
義
論
』
改
訂
版
、
紀
伊
國
屋
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
七
八
三
頁
。

（
８
）John Raw

ls, T
he Law

 of Peoples: W
ith “T

he Idea of Public R
eason R

evisited
”, H

arvard U
niversity Press, 1999, p. 22.

（
９
）
ロ
ー
ル
ズ
は
寛
容
の
観
念
を
、
制
度
化
さ
れ
た
信
教
の
自
由
や
権
利
と
し
て
の
「
純
粋
に
政
治
的
」
な
寛
容
と
、
包
括
的
教
説
の
内
側
か
ら
表
現
さ
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れ
た
非
政
治
的
な
寛
容
と
に
二
分
す
る
（IPRR 783

）。

（
10
）
ア
ウ
デ
ィ
に
よ
れ
ば
、「
強
制
に
関
わ
る
問
題
に
お
い
て
、
宗
教
的
考
慮
が
世
俗
的
考
慮
に
よ
っ
て
適
切
に
バ
ラ
ン
ス
さ
れ
ね
ば
、
特
別
な
問
題
が
生

ず
る
。
つ
ま
り
社
会
的
統
制
を
求
め
る
神
々
の
闘
争
（clash of Gods

）
で
あ
る
。
こ
う
し
た
非
妥
協
的
な
絶
対
的
主
張
は
容
易
に
死
と
破
壊
を
帰
結
す

る
」（Robert A

udi, R
eligious Com

m
itm

ent and Secular R
eason, Cam

bridge U
niversity Press, 2000, p. 103

）。

（
11
）W

illiam
 T

. Cavanaugh, ‘“A
 Fire Strong Enough to Consum

e the H
ouse ”: T

he W
ars of Religion and the Rise of the State ’, 

M
odern T

heology, 11: 4

（1995

）, pp. 397-420; Ronald S. Beiner, Civil R
eligion: A

 D
ialogue in the H

istory of Political Philosophy, 
Cam

bridge U
niversity Press, 2011, pp. 283ff.

（
12
）Eric Gregory, ‘Before the O

riginal Position: T
he N

eo-O
rthodox T

heology of the Y
oung John Raw

ls ’, Journal of R
eligious 

E
thics, 35: 2

（2007

）, p. 196.

（
13
）
ロ
ー
ル
ズ
自
身
の
意
図
は
別
に
し
て
、
こ
の
理
解
は
、
彼
の
道
徳
的
関
心
の
一
貫
性
を
示
す
点
で
は
意
義
が
あ
る
。H

aberm
as, ‘T

he ‘Good Life ’- 
A

 ‘D
etestable Phrase ’’, pp. 443-454.

（
14
）
国
教
会
主
教
で
あ
る
バ
ト
ラ
ー
に
関
す
る
講
義
に
示
さ
れ
た
ロ
ー
ル
ズ
の
道
徳
的
関
心
─
─
正
義
の
原
理
を
是
認
す
る
動
機
と
し
て
の
人
間
の
道

徳
的
心
理
、
利
己
主
義
へ
の
反
駁
、
反
原
子
論
的
前
提
な
ど
─
─
に
も
、
こ
の
こ
と
は
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。John Raw

ls, Lectures on 
the H

istory of Political Philosophy, ed. by Sam
uel Freem

an, Belknap Press of H
arvard U

niversity Press, 2007

（『
ロ
ー
ル
ズ
政
治

哲
学
史
講
義
Ⅱ
』
齋
藤
純
一
ほ
か
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）. 

ま
た
ロ
ー
ル
ズ
の
宗
教
的
信
念
と
道
徳
的
動
機
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、Sam

uel 
Freem

an, R
aw

ls, Routledge, 2007, pp. 8-12.

（
15
）T

hom
as N

agel, Concealm
ent and E

xposure: and O
ther E

ssays, O
xford U

niversity Press, 2002, p. 76.

（
16
）D

om
brow

ski, R
aw

lsian E
xplorations, pp. 122-123.

（
17
）
な
お
公
共
的
理
由
の
構
成
要
素
は
、「
常
識
（com

m
on sense

）
に
基
づ
き
現
在
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
一
般
的
な
信
念
や
推
論
」、「
反
論
の
余
地

の
な
い
科
学
的
知
見
」
を
含
む
（PL 224

）。

（
18
）
な
お
ロ
ー
ル
ズ
は
、
包
括
的
教
説
に
基
づ
く
「
非
公
共
的
理
由
」
を
「
私
的
」（private

）
で
は
な
く
「
社
会
的
」（social

）
な
理
由
と
す
る
（PL 

220

）。

（
19
）「
再
考
」
論
文
で
は
、
奴
隷
制
反
対
論
者
や
公
民
権
運
動
参
加
者
は
、
基
本
的
な
憲
法
的
諸
価
値
と
正
義
の
政
治
的
構
想
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、

当
然
正
当
化
さ
れ
る
。「
奴
隷
制
廃
止
論
者
や
キ
ン
グ
が
、
自
ら
が
付
帯
条
件
（proviso

）
を
充
た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
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し
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
彼
ら
は
そ
う
で
き
た
に
違
い
な
い
（could have

）。
そ
し
て
彼
ら
が
公
共
的
理
性
の
観
念
を
知
り
、
受
け
入
れ
て
い
た
な
ら
、
そ

う
し
て
い
た
だ
ろ
う
（w

ould have

）」（IPRR 785-786, note 54

）。
こ
れ
が
、
実
際
に
リ
ン
カ
ー
ン
や
キ
ン
グ
が
公
共
的
理
性
を
充
た
そ
う
と
し
て

0

0

0

0

0

0

0

い
た

0

0

か
否
か
の
意
図
を
無
視
し
た
遡
及
的
、
後
付
け
解
釈
で
は
な
い
か
と
の
問
題
に
は
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。

（
20
）John Raw

ls, Political Liberalism
, paperback ed., Colum

bia U
niversity Press, 1996, pp. lii-liii.

（
21
）Raw

ls, Political Liberalism
, paperback ed., p. li.

（
22
）Raw

ls, Political Liberalism
, paperback ed., p. 389. 

た
だ
し
、
憲
法
と
正
義
の
基
本
原
理
に
関
わ
ら
な
い
他
の
社
会
的
・
経
済
的
問
題
に
関
し

て
は
、「
こ
の
政
治
的
構
想
と
そ
の
原
理
が
示
す
諸
価
値
を
超
え
て
、
非
政
治
的
価
値
を
導
入
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
」
と
さ
れ

る
（PL 230

）。

（
23
）
日
本
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
に
比
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
宗
教
的
な
ロ
ー
ル
ズ
批
判
者
に
は
、
ポ
ー
ル
・
ワ
イ
ス
マ
ン
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

エ
バ
ー
ル
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ス
タ
ウ
ト
、
マ
イ
ケ
ル
・
ペ
リ
ー
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
カ
ー
タ
ー
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
ら
が
い
る
。

（
24
）Robert A

udi and N
icholas W

olterstorff, R
eligion in the Public Sphere, Row

m
an &

 Littlefield, 1997, p. 105.

（
25
）Linda H

ogan, ‘Introduction ’, in N
igel Biggar and H

ogan

（eds.

）, R
eligious V

oices in Public Places, O
xford U

niversity Press, 
2009, pp. 13-14.

（
26
）
こ
れ
に
関
す
る
日
本
語
論
文
と
し
て
、
木
部
尚
志
「
信
仰
の
論
理
と
公
共
的
理
性
の
相
克
─
─
ロ
ー
ル
ズ
の
公
共
的
理
性
論
の
批
判
的
考
察
」『
早
稲

田
政
治
経
済
学
雑
誌
』
三
八
一
／
三
八
二
号
、
二
〇
一
一
年
、
四
二
─
五
七
頁
。

（
27
）
ロ
ー
ル
ズ
は
「
再
考
」
論
文
で
は
多
く
の
批
判
に
応
答
し
、主
に
カ
ト
リ
ッ
ク
穏
健
派
や
そ
の
「
共
通
善
」
思
想
に
も
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。

（
28
）L. B. Solum

, ‘Constructing an Ideal of Public Reason ’, San D
iego Law

 R
eview

, 30: 4

（1993

）, p. 752.

（
29
）J. Judd O

w
en, R

eligion and the D
em

ise of L
iberal R

ationalism
: T

he Foundational C
risis of the Separation of C

hurch and 
State, T

he U
niversity of Chicago Press, 2001, pp. 97-128.

（
30
）Stephen M
acedo, ‘T

ransform
ative Constitutionalism

 and the Case of Religion ’, Political T
heory, 26: 1

（1998

）, p. 72. 

た
だ
し
後

述
す
る
よ
う
に
、
本
稿
は
ロ
ー
ル
ズ
と
マ
シ
ー
ド
の
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
観
を
同
一
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
31
）
も
と
よ
り
こ
の
よ
う
な
宗
教
に
お
け
る
内
面
的
教
義
と
外
面
的
行
動
が
、
そ
れ
ほ
ど
容
易
に
峻
別
で
き
る
か
と
い
う
問
題
は
残
る
。

（
32
）M

ark Jensen, ‘T
he Integralist O

bjection to Political Liberalism
’, Social T

heory &
 Practice, 31: 2

（2005

）, pp. 169-170. 

マ
シ
ー
ド

の
理
解
に
よ
れ
ば
、
適
切
な
政
治
的
価
値
を
提
起
し
さ
え
す
れ
ば
、
原
理
主
義
者
も
公
共
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
な
い
（
自
ら
の
原
理
を
貫
徹
し
え
な
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い
宗
教
は
、
厳
密
に
は
「
原
理
」
主
義
と
は
言
え
な
い
も
の
の
）。
た
だ
し
ロ
ー
ル
ズ
は
後
述
の
よ
う
に
、
原
理
（
根
本
）
主
義
者
の
政
治
的
包
摂
を

懐
疑
的
に
見
て
い
た
。Stephen M

acedo, ‘Liberal Civic Education and Religious Fundam
entalism

: T
he Case of God v. John Raw

ls? ’, 
E

thics, 105: 3

（1995

）, pp. 479-480.

（
33
）D

om
brow

ski, R
aw

ls and R
eligion, p. 112.

（
34
）
ロ
ー
ル
ズ
は
ギ
リ
シ
ア
の
宗
教
を
、
聖
職
者
階
級
が
存
在
せ
ず
、
不
死
や
永
遠
の
救
済
と
い
っ
た
事
柄
が
重
視
さ
れ
ず
、
人
々
が
ポ
リ
ス
の
信
頼
に

足
る
善
き
市
民
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
問
題
と
す
る
「
市
民
的
宗
教
」（civic religion

）
と
し
て
評
価
す
る
（PL xxiii

）。

（
35
）
な
お
、
こ
う
し
た
可
謬
性
を
そ
の
内
に
取
り
込
み
、「
部
分
的
に
包
括
的
」
と
言
わ
れ
る
教
説
は
、
厳
密
に
は
「
包
括
的
教
説
」
と
は
言
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
可
謬
性
と
多
元
性
、自
己
批
判
的
理
性
（self-critical rationality

）
の
要
件
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
る
、ペ
リ
ー
の
提
示
す
る
「
宗

教
」
は
、
公
共
的
理
性
の
要
件
に
よ
り
排
除
さ
れ
る
「
宗
教
」
に
は
該
当
し
な
い
。M

ichael J. Perry, Love and Pow
er: T

he R
ole of R

eligion 
and M

orality in A
m

erican Politics, O
xford U

niversity Press, 1991.

（
36
）
第
二
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
に
お
け
る
「
信
教
の
自
由
に
関
す
る
教
令
」（
一
九
六
五
年
）
を
起
草
し
た
マ
レ
ー
は
、以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
カ
ト
リ
ッ

ク
が
少
数
派
で
あ
る
場
合
に
は
教
会
の
自
由
を
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
多
数
派
の
場
合
に
は
教
会
の
特
権
と
他
宗
教
へ
の
不
寛
容
を
唱
え
る
よ
う
な
二
枚
舌
に

よ
っ
て
、
教
会
が
世
俗
世
界
と
関
わ
る
よ
う
な
こ
と
は
も
は
や
な
く
な
っ
た
」（IPRR 796, note 75

）。

（
37
）
ロ
ー
ル
ズ
的
公
共
理
性
の
支
配
す
る
社
会
に
最
も
適
合
的
な
宗
教
の
形
態
は
、
政
治
的
支
配
へ
の
願
望
を
放
棄
し
内
面
的
事
柄
に
集
中
す
る
、
神
秘

主
義
的
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
な
そ
れ
で
は
な
い
か
と
の
議
論
も
あ
る
。D

om
brow

ski, R
aw

ls and R
eligion, pp. 159-160.

（
38
）D

om
brow

ski, R
aw

ls and R
eligion, p. 43.

（
39
）Jensen, ‘T

he Integralist O
bjection to Political Liberalism

’, p. 169.

（
40
）
よ
り
宗
教
的
教
説
に
対
し
て
制
約
的
な
、「
世
俗
的
理
由
付
け
（secular rationale

）」
と
「
世
俗
的
動
機
（secular m

otivation

）」
の
二
要
件
を

提
示
す
る
ア
ウ
デ
ィ
に
対
す
る
ロ
ー
ル
ズ
の
両
義
的
評
価
に
つ
い
て
は
、IPRR 779-780, note 40. 

ま
た
、
ロ
ー
ル
ズ
は
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
を
フ

ラ
ン
ス
型
の
政
教
分
離
（
ラ
イ
シ
テ
）、
す
な
わ
ち
公
共
空
間
と
の
関
係
で
よ
り
制
約
的
な
宗
教
理
解
に
近
づ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
批
判
も

あ
り
う
る
。

（
41
）M

acedo, ‘T
ransform

ative Constitutionalism
 and the Case of Religion ’, pp. 64-65.

（
42
）
こ
う
し
た
理
解
に
関
し
て
、
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
実
は
隠
れ
た
包
括
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
で
は
な
い
の
か
と
批
判
す
る
宗
教
論
者
も
存
在
す
る
。

（
43
）M

acedo, ‘T
he Case of God v. John Raw

ls? ’, pp. 482, 496. 

ロ
ー
テ
ィ
は
さ
ら
に
、
宗
教
者
は
信
仰
の
自
由
が
保
証
さ
れ
る
「
ト
レ
ー
ド
」
と
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し
て
、
宗
教
の
私
事
化
、
宗
教
的
言
説
の
公
的
制
約
と
い
う
「
代
償
」
を
引
き
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
近
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
理
解
を
示
す
が
（Richard 

Rorty, ‘Religion as Conversation-stopper ’, Com
m

on K
now

ledge, 3: 1, 1999, pp. 1-6

）、
こ
れ
に
ロ
ー
ル
ズ
が
賛
同
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
44
）
し
た
が
っ
て
ロ
ー
ル
ズ
は
マ
シ
ー
ド
や
他
の
政
治
的
リ
ベ
ラ
ル
派
の
世
俗
的
バ
イ
ア
ス
を
否
定
す
る
。

（
45
）John Raw

ls, Political Liberalism
, expanded ed., Colum

bia U
niversity Press, 2005, p. 438. 

た
だ
し
ヴ
ァ
チ
カ
ン
会
議
以
前
の
伝
統
的
カ

ト
リ
ッ
ク
や
、（
自
由
主
義
的
で
な
い
）
福
音
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
と
っ
て
両
立
が
困
難
な
の
か
と
の
疑
問
は
残
る
。

（
46
）V

eit Bader, Secularism
 or D

em
ocracy? A

ssociational G
overnance of R

eligious D
iversity, A

m
sterdam

 U
niversity Press, 2007, p. 

116.

（
47
）D

om
brow

ski, R
aw

ls and R
eligion, p. 123.

（
48
）
一
九
九
九
年
の
『
万
民
の
法
』
で
は
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
国
内
や
キ
リ
ス
ト
教
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
非
リ
ベ
ラ
ル
な
政
教
一
致
体
制
を
含
む
グ
ロ
ー

バ
ル
な
宗
教
的
多
様
性
の
問
題
を
探
究
し
よ
う
と
し
た
。

（
49
）
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
に
よ
る
批
判
に
つ
い
て
は
、Jerem
y W

aldron, G
od, Locke and E

quality, Cam
bridge U

niversity Press, 2002, p. 20.

（
50
）Paul J. W

eithm
an, ‘Citizenship and Public Reason ’, in Robert P. George and Christopher W

olfe

（eds.

）, N
atural Law

 and Public 
R

eason, Georgetow
n U

niversity Press, 2000, p. 158; A
udi and W

olterstorff, R
eligion in the Public Sphere, p. 112. 

ま
た
ベ
イ
ナ
ー
に
よ

れ
ば
、
米
国
オ
バ
マ
大
統
領
候
補
が
二
〇
〇
七
年
に
「
私
の
環
境
保
護
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
の
関
係
に
お
い
て
形
成
さ

れ
た
」と
宗
教
リ
ー
ダ
ー
ら
と
の
会
合
で
述
べ
た
こ
と
は
、ロ
ー
ル
ズ
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
義
務
の
違
反
と
解
さ
れ
よ
う
。Beiner, Civil R

eligion, p. 
283.

（
51
）Jürgen H

aberm
as, ‘Religion in the Public Sphere ’, E

uropean Journal of Philosophy, 14: 1

（2006

）, pp. 1-25.

（
52
）「
原
理
主
義
は
リ
ベ
ラ
ル
が
踏
み
込
む
の
を
恐
れ
る
と
こ
ろ
に
飛
び
込
ん
で
く
る
」（M

ichael Sandel, Public Philosophy: E
ssays in M

orality 
and Politics, H

arvard U
niversity Press, 2005, p. 246

）。

（
53
）
中
絶
に
関
す
る
い
か
な
る
政
治
的
判
断
も
、
何
ら
か
の
道
徳
的
考
慮
を
棚
上
げ
で
き
な
い
と
し
て
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
批
判
す
る
サ
ン
デ
ル
の

議
論
は
、Sandel, Public Philosophy, pp. 226ff.

＊
本
稿
の
執
筆
に
際
し
大
澤
津
氏
よ
り
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。ま
た
二
人
の
匿
名
レ
フ
ェ
リ
ー
の
方
々
か
ら
も
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
た
。

記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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一　

は
じ
め
に

ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ル
マ
ー
（
一
五
八
八
─
一
六
五
三
）
の
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
は
、
彼
の
死
後
一
六
八
〇
年
に
初
め
て
出
版
さ
れ
た
。
そ
の

序
文
と
し
て
使
わ
れ
た
の
は
、
彼
の
友
人
ピ
ー
タ
ー
・
ヘ
イ
リ
ン
の
著
作
の
抜
粋
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

も
し
彼
が
パ
ト
リ
ア
ー
カ
と
呼
ば
れ
る
優
れ
た
論
考
が
公
に
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
れ
ば
、
政
治
を
教
え
る
偉
大
な
人
々
に
、
他

の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
不
必
要
に
な
る
ほ
ど
の
満
足
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
は
こ
の
優
れ
た
小
論
を
出
版
し
、

国
民
を
喜
ば
せ
る
の
は
彼
の
生
き
て
い
る
間
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た（

１
）。

で
は
、
な
ぜ
フ
ィ
ル
マ
ー
は
生
前
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
の
出
版
を
「
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
ヘ
イ
リ
ン
は
そ
の
理
由

を
記
し
て
は
い
な
い
。
だ
が
近
年
興
味
深
い
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
実
は
フ
ィ
ル
マ
ー
は
、
一
六
三
二
年
以
前
に
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
の

出
版
許
可
を
求
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
許
可
す
る
か
否
か
の
決
定
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
に
委
ね
ら
れ
た
が
、
結
局
出
版
は

許
可
さ
れ
な
か
っ
た（

２
）。

こ
れ
は
決
定
的
な
回
答
に
思
え
る
。『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』の
出
版
を「
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」と
考
え
た
の
は
、フ
ィ
ル
マ
ー

古
田
拓
也

［
政
治
思
想
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
論
文
］

な
ぜ『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』は

出
版
さ
れ
な
か
っ
た
の
か

─
─
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ル
マ
ー
の
思
想
的
「
変
遷
」
と
「
一
貫
性
」
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で
は
な
く
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
内
乱
後
に
再
度
そ
の
よ
う
な
試
み
を
行
わ
な
か
っ
た
の
か
。

言
葉
を
換
え
て
言
え
ば
、
な
ぜ
内
乱
後
に
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

本
稿
は
、
フ
ィ
ル
マ
ー
思
想
の
「
一
貫
性
」
と
「
変
遷
」
を
同
時
に
と
ら
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、
こ
の
問
い
に
対
し
て
一
つ
の
思
想
史
的

回
答
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る（

３
）。

こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、彼
の
最
後
の
政
治
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
服
従
指
針
』
を
除
い
て
、フ
ィ
ル
マ
ー

の
思
想
は
「
基
本
的
な
点
で
は
」
変
化
し
て
い
な
い
、
つ
ま
り
「
一
貫
」
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
前
提
を
と
っ
て
き
た（

４
）。

こ
れ
が
摂
理

主
義
的
な
王
権
神
授
説
と
ア
ダ
ム
の
権
利
─
─
フ
ィ
ル
マ
ー
の
権
力
正
当
化
論
と
権
力
の
特
質
の
理
解（

５
）─

─
を
指
し
て
言
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
自
体
は
間
違
っ
て
い
な
い
。
だ
が
そ
れ
だ
け
に
注
目
す
る
な
ら
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
が
内
乱
後
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
決
定

的
な
理
由
を
捉
え
そ
こ
な
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
あ
る
次
元
で
の
一
貫
性
の
保
持
が
、
別
の
次
元
で
の
非
一
貫
性
を
生
み
出
す
酵
母
と
も

な
り
う
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
「
非
一
貫
性
」
が
生
じ
た
原
因
を
、
政
治
状
況
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
分
析
す
る
こ
と
で
、『
パ
ト

リ
ア
ー
カ
』
が
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
は
じ
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
逆
説
的
な
表
現
に
な
る
が
、
フ
ィ
ル
マ
ー
は
確
か
に
あ

る
次
元
で
は
「
一
貫
」
し
て
い
た
が
、
そ
の
「
一
貫
性
」
を
保
持
し
て
い
た
が
た
め
に
、
政
治
的
状
況
の
変
化
に
伴
っ
て
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』

は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
逆
に
、
内
乱
後
に
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
で
の
意
図
を
正
確
に
伝
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
著
作
内
容
を

変
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
別
の
次
元
で
「
非
一
貫
性
」
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
「
変
遷
」
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
テ
ク
ス
ト
だ
け
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
が
出
版
さ

れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
が
出
版
さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
そ
こ
で
読
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
も
注
意
を
払
う

必
要
が
あ
る
。『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
で
の
フ
ィ
ル
マ
ー
の
理
論
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
相
対
的
に
安
定
し
た
王
制
の
存
在
を
前
提
と
し
て
組

み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
内
乱
の
発
生
に
よ
っ
て
ま
ず
安
定

0

0

が
失
わ
れ
、
共
和
政
府
の
成
立
に
よ
っ
て
王
制

0

0

が
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
史
上
の
変
転
は
、
彼
が
前
提
と
し
て
い
た
も
の
が
一
つ
ず
つ
失
わ
れ
て
ゆ
く
過
程
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ル
マ
ー
が

始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
絶
対
王
制
を
擁
護
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
と
し
て
も
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
で
前
提
と
し
て
い

た
も
の
の
喪
失
が
、
別
の
時
期
に
は
こ
の
著
作
に
ま
っ
た
く
別
の
意
味
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
過
程
に
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対
応
し
て
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
で
は
な
く
、
一
六
四
八
年
に
『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
が
、
さ
ら
に
王
の
処
刑
後
一
六
五
二
年
に
『
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
論
考
』
が
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
ま
ず
内
乱
前
の
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
か
を
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
・
シ
ド
ニ
ー
と

エ
ド
マ
ン
ド
・
ブ
ー
ン
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
そ
の
よ
う
な
複
数
の
解
釈
を
可
能
に
す
る
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』

の
理
論
構
造
─
─
こ
れ
は
同
時
に
後
の
「
変
遷
」
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
王
権
神
授
説
と
ア
ダ
ム
の
権
利
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
─
─

を
議
論
す
る
。
そ
の
後
、
一
六
四
八
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ア
ナ
ー
キ
ー
』、
一
六
五
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
考
』
を
主

に
取
り
上
げ
つ
つ
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
権
力
の
制
限
」
と
「
政
体
の
種
類
」
に
つ
い
て
の
見
解
の
「
変
遷
」
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
以

上
概
略
と
し
て
述
べ
て
き
た
こ
と
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た

の
か
と
い
う
問
い
に
一
つ
の
思
想
史
的
回
答
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

二　

シ
ド
ニ
ー
と
ブ
ー
ン

一
六
八
三
年
十
二
月
七
日
、
こ
の
日
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
・
シ
ド
ニ
ー
は
処
刑
台
の
上
に
い
た
。「
ラ
イ
・
ハ
ウ
ス
陰
謀
事
件
」
と
の
関
わ

り
が
疑
わ
れ
、
大
逆
罪
が
言
い
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
慣
習
に
則
っ
て
彼
に
最
後
の
演
説
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
演
説
は
無
実
の
主
張
か

ら
始
ま
っ
た
。
曰
く
、
私
が
陰
謀
に
関
わ
っ
た
と
い
う
証
拠
は
何
一
つ
な
い
。
あ
る
と
す
れ
ば
「
最
近
、
サ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ル
マ
ー

の
手
に
よ
る
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
と
題
さ
れ
た
書
物
を
目
に
す
る
機
会
を
え
た（

６
）

」
と
い
う
一
文
か
ら
は
じ
ま
る
『
統
治
論
』
の
草
稿
が
、

私
の
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
か
ら
見
つ
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
だ
が
、こ
れ
と
て
私
の
手
に
な
る
も
の
だ
と
い
う
証
拠
は
ま
っ

た
く
な
い（

７
）。

シ
ド
ニ
ー
は
『
統
治
論
』
の
著
者
が
自
分
で
あ
る
こ
と
を
最
後
ま
で
明
示
的
に
は
認
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
私
が
そ
れ
を
書
い
た
と

み
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
さ
し
て
事
情
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
」。
フ
ィ
ル
マ
ー
の
政
治
論
は
ま
っ
た
く
馬
鹿
げ
て
お
り
、
知
性
あ
る
人

間
は
皆
こ
れ
を
「
人
民
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
為
政
者
に
も
危
険
で
あ
る
」
と
み
な
し
て
い
る
。
シ
ド
ニ
ー
は
、
こ
の
最
後
の
演
説
に
お
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い
て
、
今
一
度
フ
ィ
ル
マ
ー
を
批
判
し
、
自
身
の
思
想
を
公
表
す
る
つ
も
り
で
い
た
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
も
は
や
著
者
が
誰
か
な
ど
は
取

る
に
足
ら
ぬ
問
題
な
の
で
あ
る（

８
）。

シ
ド
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
ル
マ
ー
が
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
で
言
っ
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

人
は
神
と
自
然
の
法
に
由
来
す
る
必
然
の
下
に
〔
生
ま
れ
な
が
ら
の
自
由
を
も
た
ず
〕
生
ま
れ
、
宣
誓
に
も
い
か
な
る
法
に
も
縛
ら
れ
な
い

絶
対
的
な
王
の
統
治
に
服
従
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
権
力
を
も
つ
者
は
、
神
の
創
造
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
に
就
い
た
の
か
、
あ
る
い
は

選
挙
に
よ
っ
て
、
相
続
に
よ
っ
て
、
簒
奪
ま
た
は
そ
の
他
の
手
段
に
よ
っ
て
就
い
た
の
か
を
問
わ
ず
、
そ
の
〔
統
治
の
〕
権
利
を
有
し
て

い
る
。
そ
し
て
、彼
の
意
志
に
は
誰
で
あ
れ
逆
ら
っ
て
は
な
ら
ず
、臣
民
の
身
体
と
財
産
は
そ
の
意
志
の
下
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ（

９
）（〔　

〕

内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
、
以
下
同
様
）。

こ
の
シ
ド
ニ
ー
の
演
説
は
彼
の
処
刑
後
出
版
さ
れ
た
。
す
る
と
た
ち
ま
ち
評
判
と
な
り（

（（
（

、
す
ぐ
さ
ま
三
度
版
を
重
ね
た
。
だ
が
引
き
起
こ
し

た
の
は
無
論
賞
賛
だ
け
で
は
な
い
。
翌
年
に
は
批
判
と
し
て
、「
王
党
派
」
で
あ
る
エ
ド
マ
ン
ド
・
ブ
ー
ン
に
よ
っ
て
『
サ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
・

フ
ィ
ル
マ
ー
擁
護
』
が
著
さ
れ
、
出
版
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

（（
（

。
ブ
ー
ン
は
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
で
、
シ
ド
ニ
ー
の
主
張
を
一
つ
一
つ

取
り
上
げ
、
反
論
を
加
え
て
ゆ
く
。
ま
ず
は
、「
政
体
の
種
類
」
に
関
す
る
両
者
の
対
照
的
な
解
釈
を
取
り
上
げ
よ
う
。 

シ
ド
ニ
ー
は
、「
神
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
が
最
善
だ
と
思
う
統
治
体
を
作
り
上
げ
る
自
由
を
残
し
た
」
と
主
張
す

る（
（（
（

。
し
か
る
に
フ
ィ
ル
マ
ー
は
、
絶
対
王
政
だ
け
が
神
の
意
志
に
適
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
政
体
は
神
の
意
志
に
反
す
る
と
根
拠

も
な
く
論
じ
て
い
る
、
と
シ
ド
ニ
ー
は
批
判
す
る
。
ブ
ー
ン
は
こ
れ
に
反
論
し
た
。
フ
ィ
ル
マ
ー
に
と
っ
て
、「
君
主
制
は
最
善
の
も
の
と

み
な
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
他
の
形
態
が
不
正
だ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」。
確
か
に
フ
ィ
ル
マ
ー
は
君
主
制
を

ど
の
政
体
よ
り
も
好
ん
で
い
る
。
最
も
安
全
で
便
宜
に
か
な
っ
た
も
の
だ
と
も
考
え
て
い
る
。
だ
が
、「
彼
が
貴
族
制
や
民
主
制
を
神
の
法

や
自
然
の
法
に
反
し
て
い
る
と
し
て
批
判
し
た
」
箇
所
は
、
シ
ド
ニ
ー
が
ど
れ
ほ
ど
非
難
し
よ
う
と
も
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
中
に
は
見
当
た
ら

な
い
。
シ
ド
ニ
ー
の
批
判
は
、
フ
ィ
ル
マ
ー
が
君
主
制
を
好
ん
で
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
理
性
で
は
な
く
「
感
情
に
よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
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た
結
論
」
に
過
ぎ
な
い（

（（
（

。

さ
ら
に
両
者
の
争
点
は
「
権
力
の
制
限
」
の
解
釈
に
も
及
ぶ
。
シ
ド
ニ
ー
に
と
っ
て
、
フ
ィ
ル
マ
ー
が
擁
護
し
て
い
る
の
は
、
い
か
な
る

法
に
も
宣
誓
に
も
縛
ら
れ
な
い
王
で
あ
る
。
し
か
し
い
か
な
る
法
に
も
縛
ら
れ
な
い
王
と
は
暴
君
と
何
ら
変
わ
り
は
な
い
。
つ
ま
り
フ
ィ
ル

マ
ー
の
理
論
と
は
、暴
君
を
擁
護
す
る
議
論
以
外
の
何
物
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
ブ
ー
ン
の
反
論
の
対
象
と
な
る
。
確
か
に
、フ
ィ

ル
マ
ー
の
君
主
は
臣
民
か
ら
の
処
罰
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
臣
民
に
と
っ
て
「
処
罰
だ
け
が
唯
一
の
動
機
で
あ
る
と

き
、
服
従
は
弱
く
、
不
規
則
か
つ
不
安
定
で
、
大
抵
の
場
合
長
続
き
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
処
罰
だ
け
が
自
然
法
や

そ
の
他
の
法
を
守
る
動
機
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
フ
ィ
ル
マ
ー
の
君
主
も
「
自
身
の
利
益
、
神
へ
の
恐
れ
、
そ
し
て
良
心
」
に
よ
っ
て
縛

ら
れ
て
お
り
、
自
然
法
や
宣
誓
に
背
い
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い（

（（
（

。
フ
ィ
ル
マ
ー
も
ま
た
、
こ
れ
ら
に
よ
る
君
主
の
権
力
の
制

限
を
認
め
て
お
り
、
暴
君
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
と
ブ
ー
ン
は
主
張
す
る
。

こ
の
よ
う
に
ブ
ー
ン
は
シ
ド
ニ
ー
の
解
釈
に
対
す
る
批
判
を
一
通
り
終
え
た
後
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
末
尾
で
、
読
者
に
フ
ィ
ル
マ
ー

を
直
接
読
む
こ
と
を
勧
め
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

こ
れ
は
死
後
に
出
版
さ
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

断
片
で
あ
り
、
か
の
学
識
あ
る
紳
士
の
最
後
の
手
が
入
っ
て
い
な
い
た
め
完
成
し
て
お
ら
ず
、
彼
が
で
き

た
で
あ
ろ
う
ほ
ど
に
は
完
全
な
も
の
と
な
っ
て
は
い
な
い
。
だ
が
こ
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
、
学
識
、
真
理
、
穏
健
さ
、
忠
誠
、
慎
慮
の

糸
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
読
者
は
〔
彼
の
本
を
読
む
〕
苦
労
が
十
分
に
報
わ
れ
た
と
感
じ
る
こ
と
だ
ろ
う（

（（
（

（
傍
点
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
、

以
下
同
様
）。

こ
の
大
仰
な
フ
ィ
ル
マ
ー
賛
美
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
ブ
ー
ン
が
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
の
み
を
考
察
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼

は
翌
一
六
八
五
年
、
次
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
テ
ィ
レ
ル
へ
の
反
論
と
し
て
、
か
な
り
長
い
序
文
を
付
し
て
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
の
新
版
を
出

版
し
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
、
フ
ィ
ル
マ
ー
と
は
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
の
著
者
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
の
著
者
で
あ
っ
た（

（（
（

。

同
じ
こ
と
は
シ
ド
ニ
ー
に
も
言
え
る
。
ロ
ッ
ク
や
テ
ィ
レ
ル
が
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
様
々
な
著
作
に
言
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及
し
、
批
判
を
加
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
シ
ド
ニ
ー
は
文
字
通
り
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
だ
け
を
論
じ
て
い
る
。
彼
の
『
統
治
論
』
の
ど
こ

を
見
て
も
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
以
外
を
読
ん
だ
形
跡
は
な
い
し
、
処
刑
台
演
説
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
す
る
と
、
同
じ
著
作
を
読
ん

だ
に
も
関
わ
ら
ず
、
シ
ド
ニ
ー
と
ブ
ー
ン
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
フ
ィ
ル
マ
ー
像
を
抱
く
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と

に
な
っ
た
の
か
。

三	

『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』

私
は
両
者
の
違
い
を
ど
ち
ら
の
解
釈
が
正
し
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
と
し
て
議
論
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ど
ち
ら
の
解
釈
に

も
そ
れ
ぞ
れ
理
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
が
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
主
張
す
る
た
め
に
二
人
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
の
理
論
構
造
を
辿
り
つ
つ
そ
の
こ
と
を
示
し
た
い
と
思
う
。

ま
ず
は
フ
ィ
ル
マ
ー
の
驚
く
べ
き
言
明
を
出
発
点
に
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
フ
ィ
ル
マ
ー
に
よ
れ
ば
、

世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
王
国
あ
る
い
は
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
お
い
て
、
君
主
が
人
民
の
至
高
の
父
で
あ
る
の
か
、
単
に
そ
の
真
の
後
継
者

で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
簒
奪
に
よ
っ
て
王
位
に
つ
い
た
の
か
、
貴
族
や
人
民
の
選
挙
に
よ
っ
て
王
位
に
つ
い
た
の
か
、
そ
れ
と
は
何

か
別
の
方
法
に
よ
っ
て
王
位
に
つ
い
た
の
か
、
ま
た
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
統
治
し
て
い
る
の
が
少
数
者
な
の
か
、
そ
れ
と
も
群
衆
な
の

か
、
と
い
っ
た
こ
と
と
は
無
関
係
に
、
一
人
の
内
に
、
ま
た
は
多
数
者
の
内
に
、
あ
る
い
は
全
員
の
内
に
存
在
し
て
い
る
の
は
、
唯
一

正
し
く
自
然
な
至
高
の
父
の
権
威
な
の
で
あ
る
（PA

: 11

）。

こ
れ
ま
で
歴
史
上
に
は
民
主
制
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
貴
族
制
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
こ
に
も
ま
た
君
主
制
と
同
じ
く
、「
至
高
の
父

の
権
威
」
が
存
在
し
て
い
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
政
治
共
同
体
に
お
い
て
、
統
治
者
が
も
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
至
高
の

父
た
る
ア
ダ
ム
の
権
利
で
あ
る
。
ブ
ー
ン
は
こ
の
よ
う
な
議
論
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
フ
ィ
ル
マ
ー
は
君
主
制
だ
け
が
正
当
だ
と
言
っ
て
い
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る
わ
け
で
は
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

な
ら
ば
ブ
ー
ン
が
正
し
か
っ
た
の
か
。
だ
が
シ
ド
ニ
ー
の
解
釈
が
間
違
っ
て
い
る
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
確
か
に
フ
ィ
ル
マ
ー
は
こ
こ
で
、

民
主
制
で
も
貴
族
制
で
も
、
そ
こ
に
は
至
高
の
父
の
権
利
が
存
在
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
と
は
逆
に
、
シ
ド
ニ
ー
が
批
判

す
る
よ
う
に
、
フ
ィ
ル
マ
ー
が
王
制
以
外
は
正
当
で
は
な
い
と
論
じ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
箇
所
は
存
在
し
て
い
る
。『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』

に
お
い
て
も
、
統
治
形
態
も
ま
た
神
が
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
フ
ィ
ル
マ
ー
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
人
民
が
統
治
形

態
を
決
す
る
自
由
を
も
た
な
い
と
主
張
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
神
の
ア
ダ
ム
へ
の
命
令
と
い
う
文
脈
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
シ
ド

ニ
ー
が
そ
れ
を
絶
対
王
政
を
指
す
も
の
と
読
ん
だ
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

加
え
て
、
シ
ド
ニ
ー
が
同
時
に
批
判
し
て
い
た
の
は
、
フ
ィ
ル
マ
ー
が
、
こ
の
引
用
部
の
前
半
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
王
位
に
就
く
道
筋

と
し
て
選
挙
、
世
襲
、
簒
奪
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
認
め
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
王
位
に
就
く
ま
で
の
道
筋
が
ど
う

で
あ
ろ
う
と
、
君
主
は
「
普
遍
的
な
父
と
い
う
王
の
特
権
を
神
か
ら
受
け
取
る
」
と
フ
ィ
ル
マ
ー
は
考
え
た
（PA

: 11

）。
だ
が
こ
の
主
張
を

押
し
進
め
て
ゆ
け
ば
、論
理
的
に
は
、反
乱
も
ま
た
成
功
す
れ
ば
正
当
で
あ
り
、簒
奪
も
ま
た
神
の
祝
福
で
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

「
王
位
を
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
々
に
、こ
の
よ
う
な
報
酬
ま
で
つ
け
た
な
ら
ば
、誰
一
人
安
全
で
は
い
ら
れ
な
い（

（（
（

」。
だ
か
ら
こ
そ
、『
パ

ト
リ
ア
ー
カ
』
は
「
人
民
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
為
政
者
に
も

0

0

0

0

0

危
険
」
な
の
で
あ
る
（
傍
点
引
用
者
）。

こ
の
シ
ド
ニ
ー
の
指
摘
は
理
論
的
に
も
、
そ
し
て
空
位
期
と
王
政
復
古
、
そ
の
後
の
排
除
法
危
機
の
後
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
実
践

的
に
も
お
そ
ら
く
正
し
い
だ
ろ
う
（
名
誉
革
命
ま
で
想
像
を
広
げ
る
と
、さ
ら
に
正
し
く
思
え
て
く
る
）。
確
か
に
、シ
ド
ニ
ー
が
演
説
を
し
た
と
き
、

「
こ
ん
な
説
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
日
に
は
、人
々
は
こ
ぞ
っ
て
王
位
の
破
壊
に
向
か
う
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
の
は
正
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
フ
ィ
ル
マ
ー
が
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
を
書
い
た
と
き
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
誰
が
君
主
で
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
存
在

し
て
い
な
か
っ
た（

（（
（

。
こ
の
時
点
で
フ
ィ
ル
マ
ー
は
簒
奪
が
実
際
に
起
こ
る
と
は
想
像
す
ら
し
て
い
な
か
っ
た
。
た
と
え
簒
奪
で
も
選
挙
で
も

よ
い
と
言
っ
た
と
し
て
も
、
王
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
以
外
あ
り
得
な
い
と
い
う
前
提
が
共
有
さ
れ
て
い
る
限
り
、
こ
の
原
理
も
、
シ
ド
ニ
ー

が
考
え
る
よ
う
な
反
乱
の
誘
導
で
は
な
く
、
単
に
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
事
実
の
記
述
と
受
け
取
ら
れ
た
だ
ろ
う（

（（
（

。
一
六
三
二
年
以
前
に
『
パ

ト
リ
ア
ー
カ
』
を
書
い
て
い
た
フ
ィ
ル
マ
ー
は
、
こ
れ
が
実
践
的
に
危
険
な
言
説
で
あ
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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し
か
も
、
王
位
へ
の
手
段
を
問
わ
な
い
神
に
よ
る
権
力
の
正
当
化
は
、
彼
の
政
治
理
論
に
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
も
あ
る
。『
パ
ト
リ
ア
ー

カ
』
に
お
け
る
彼
の
主
た
る
論
敵
は
、ス
ア
レ
ス
や
ベ
ラ
ル
ミ
ー
ノ
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
ス
コ
ラ
学
派
に
属
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想
家
で
あ
っ

た（
（（
（

。
彼
ら
が
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
か
ら
論
敵
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い（

（（
（

。
彼
ら
が
人
民
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
自
由
で
あ
る
と
主
張
し
た
か
ら
で
あ

る
。
フ
ィ
ル
マ
ー
は
、
こ
の
人
民
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
自
由
と
い
う
観
念
が
政
治
的
に
危
険
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
の
観
念
の
行
き
着
く
と

こ
ろ
は
人
民
の
同
意
に
よ
る
統
治
で
あ
り
、
同
意
に
よ
る
統
治
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
、
あ
ら
ゆ
る
統
治
が
群
衆
の
恣
意
的
判
断
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
る
と
い
う
「
害
多
く
危
険
な
結
論
」
で
あ
る
（PA

: 6

）。

こ
の
危
険
な
結
論
を
避
け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
フ
ィ
ル
マ
ー
の
答
え
は
簡
潔
明
瞭
で
あ
る
。
人
民
の
生
来
の
自
由
を
否
定
す

れ
ば
よ
い
。
だ
が
人
類
に
は
長
い
歴
史
が
あ
る
。
ど
こ
ま
で
遡
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
人
は
い
つ
か
ら
自
由
で
は
な
く
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
フ
ィ
ル
マ
ー
の
論
敵
、
ス
ア
レ
ス
は
人
民
の
生
来
の
自
由
を
ア
ダ
ム
に
ま
で
遡
っ
て
論
じ
て
い
た
。
ス
ア
レ
ス
は
ア
ダ
ム
も
あ

る
種
の
権
力
を
も
っ
て
お
り
、
家
族
の
中
で
は
ア
ダ
ム
以
外
の
成
員
は
彼
の
支
配
下
に
あ
り
、
自
由
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
る
。
だ
が

ス
ア
レ
ス
は
家
族
の
中
の
父
の
権
力
（patria potestas

）
と
政
治
的
権
力
を
区
別
し
た
上
で
、
ア
ダ
ム
は
家
庭
内
で
は
父
と
し
て
権
力
を
も
っ

て
い
た
も
の
の
、
家
族
が
寄
り
集
ま
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
政
治
共
同
体
の
な
か
で
は
、
特
別
な
権
力
を
も
っ
て
い
な
い
と
主
張
し
た
。
な
ぜ

な
ら
政
治
共
同
体
は
「
ア
ダ
ム
の
創
造
や
、
彼
の
意
志
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
々
の
意
志
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
か
ら
で
あ
る（

（（
（

」。
こ
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
で
、
ス
ア
レ
ス
は
父
の
権
利
と
の
関
係
で
は
子
の
自
由
を
否
定
し
つ
つ
、
政
治
的
に
は
人

民
は
自
由
に
生
ま
れ
つ
い
た
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
ス
ア
レ
ス
の
議
論
は
、
逆
に
い
か
に
す
れ
ば
人
民
の
自
由
を
否
定
で
き
る
の
か
と
い
う
手
掛
か
り
を
フ
ィ
ル
マ
ー
に
与
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。
も
し
父
の
権
力
と
の
関
係
に
お
い
て
家
族
の
成
員
は
自
由
で
は
な
い
と
す
る
な
ら
、
政
治
共
同
体
も
家
族
で
あ
る
と
理
解

し
、
政
治
権
力
は
父
の
権
力
と
同
じ
で
あ
る
と
理
解
す
れ
ば
よ
い
。
ア
ダ
ム
は
父
と
し
て
の
権
力
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
権
力
も
有
し
て
い

た
と
理
解
す
れ
ば
よ
い
。
つ
ま
り
ア
ダ
ム
は
父
権
と
主
権
（
正
確
に
言
え
ば
、
父
権
＝
主
権
）
を
も
ち
、「
父
で
あ
る
と
同
時
に
王
」
で
あ
っ
た

こ
と
を
証
明
で
き
れ
ば
、
ア
ダ
ム
以
外
の
人
間
は
自
由
に
生
ま
れ
つ
い
て
は
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
政
治
権
力
に
人
民
の
同
意
が
介
在
す
る

余
地
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
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も
ち
ろ
ん
、
ア
ダ
ム
が
「
父
で
あ
る
と
同
時
に
王
」
で
あ
る
と
言
う
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
ア
ダ
ム
の
死
後
に
「
子

供
た
ち
」
は
自
由
に
な
っ
た
と
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
ア
ダ
ム
の
権
利
」
は
ア
ダ
ム
の
死
後
も
統
治

者
に
受
け
継
が
れ
て
「
世
界
の
終
り
ま
で
ず
っ
と
続
い
て
ゆ
く
」
と
主
張
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
（PA

: 11

）。
こ
こ
で
よ
う
や
く
フ
ィ
ル
マ
ー

が
無
差
別
的
な
手
段
の
正
当
化
を
行
っ
た
理
由
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
ダ
ム
の
権
利
を
断
絶
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
世
襲
、
選
挙
、

簒
奪
と
い
っ
た
「
継
承
」
を
全
て
乗
り
越
え
て
ア
ダ
ム
の
権
利
が
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
と
言
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
あ

ら
ゆ
る
「
継
承
」
方
法
を
正
当
化
し
え
な
い
限
り
、ア
ダ
ム
の
権
利
の
連
続
性
は
保
障
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
保
障
の
上
に
フ
ィ

ル
マ
ー
の
第
一
の
目
的
で
あ
る
人
民
の
生
来
の
自
由
の
否
定
が
賭
け
ら
れ
て
い
る
以
上
、
た
と
え
「
詭
弁
」
だ
と
し
て
も（

（（
（

、
摂
理
を
政
治
的

に
利
用
し
た
手
段
の
無
差
別
的
正
当
化
を
彼
の
理
論
か
ら
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
彼
の
理
論
「
変
遷
」
を
規
定

す
る
こ
と
に
な
る
王
権
神
授
説
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
「
ア
ダ
ム
の
権
利
」
と
そ
れ
を
与
え
る
王
権
神
授
説
が
重
要
な
の
は
、

そ
れ
な
し
に
は
「
人
民
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
自
由
」
を
認
め
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
、
彼

に
と
っ
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
統
治
を
人
民
の
勝
手
な
判
断
に
委
ね
る
と
い
う
危
険
な
結
論
を
意
味
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
彼
は
こ
れ
を
最
後
ま

で
批
判
し
続
け
、
そ
の
対
応
物
で
あ
る
「
ア
ダ
ム
の
権
利
」
の
議
論
を
最
後
ま
で
も
ち
続
け
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

フ
ィ
ル
マ
ー
の
「
政
体
の
種
類
」
の
議
論
に
つ
い
て
、
シ
ド
ニ
ー
と
ブ
ー
ン
の
解
釈
が
割
れ
る
原
因
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
彼
の
理
論

構
造
、
つ
ま
り
人
民
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
自
由
を
永
続
的
な
ア
ダ
ム
の
権
利
に
よ
っ
て
否
定
す
る
と
い
う
構
造
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

君
主
制
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
「
継
承
」
を
通
じ
て
、
ア
ダ
ム
の
権
利
が
後
代
に
伝
わ
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
と
同
様
に
、
こ
の
権
利
は

民
主
制
や
貴
族
制
と
い
っ
た
政
体
の
違
い
も
乗
り
越
え
て
後
代
に
伝
わ
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
ブ
ー
ン
が
主
張
し
た
よ
う
に
、

フ
ィ
ル
マ
ー
は
民
主
制
や
貴
族
制
の
存
在
を
認
め
て
い
る
し
、
ま
た
認
め
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

だ
が
他
方
で
、
こ
の
「
普
遍
的
」
な
理
論
が
構
築
さ
れ
た
の
は
、
特
殊
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
君
主
の
権
力
を
擁
護
す
る
た
め
で
あ
る
。
無
論
、

反
イ
エ
ズ
ス
会
と
い
う
面
だ
け
見
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
に
も
フ
ィ
ル
マ
ー
と
同
じ
よ
う
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
対
す
る
反
対
者
は
存
在
し
た
し
、

ま
た
理
論
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
反
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
為
に
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
為
に
、反
論
を
書
き
上
げ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
の
否
定
に
は
、も
ち
ろ
ん
な
ら
な
い
。
フ
ィ
ル
マ
ー
の
望
み
は
、



316政治思想における言語・会話・討議【政治思想研究 第13号／2013年５月】

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
民
が
、
天
の
下
の
ど
の
国
民
に
も
劣
ら
ぬ
諸
特
権
を
享
受
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
そ
し
て
実
際
に
そ
う
す
る
こ
と
で

あ
る
」。
こ
れ
は
君
主
制
の
下
で
こ
そ
十
分
に
果
た
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
君
主
制
の
下
で
「
諸
特
権
」
を
享
受
す
る
こ
と
、「
そ
れ
こ
そ
が
こ

の
王
国
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
で
あ
る
」（PA

: 4

）。

逆
に
ス
ア
レ
ス
や
ベ
ラ
ル
ミ
ー
ノ
の
説
く
生
ま
れ
な
が
ら
の
自
由
の
主
張
は
、
君
主
制
の
下
で
な
ら
享
受
で
き
る
は
ず
の
「
自
由
を
破
壊

す
る
た
め
の
自
由
」（PA

: 4

）
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
自
由
は
、王
権
を
「
人
民
の
恣
意
的
選
択
に
服
さ
せ
る
こ
と
」
に
し
か
な
ら
な
い
（PA

: 

35

）。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
が
諸
特
権
を
保
持
し
続
け
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
自
由
国
家
（free state

）
で
も
生
ま
れ
な
が
ら
の
自
由
（natural 

liberty

）
で
も
な
く
、
自
由
な
君
主
制
（free m

onarchy

）
で
あ
る
。
自
由
な
君
主
制
の
下
で
こ
そ
臣
民
の
諸
特
権
・
自
由
（liberties

）
が
可

能
と
な
る
。
フ
ィ
ル
マ
ー
は
、
生
来
の
自
由
と
い
う
危
険
な
自
由
か
ら
、
君
主
制
の
下
で
の
自
由
、
つ
ま
り
彼
の
言
う
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
マ

グ
ナ
・
カ
ル
タ
」
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
は
、
つ
ま
り
君
主
制
の
権
威
を
高
め
る
た
め
に
は
、
シ

ド
ニ
ー
が
そ
う
解
釈
し
た
よ
う
に
、
君
主
制
だ
け
が
神
に
嘉
さ
れ
た
正
当
な
政
体
で
あ
る
と
主
張
す
る
（
あ
る
い
は
そ
う
読
め
る
よ
う
に
書
く
）

の
は
確
か
に
戦
略
的
に
は
有
効
で
あ
る
。

し
か
し
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
君
主
制
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
た
存
在
し
た
統
治
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
あ
ま
た

存
在
し
た
統
治
者
（
民
主
制
に
お
い
て
も
貴
族
制
に
お
い
て
も
）
全
て
が
有
し
て
い
た
「
ア
ダ
ム
の
権
利
」
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
権
利
は
神
の
「
摂
理
」
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
理
論
的
に
は
君
主
制
だ
け
を
神
が
認
め
た
制
度
だ
と
言
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
要
す
る
に
、君
主
制
の
権
威
を
神
の
権
威
に
よ
っ
て
高
め
よ
う
と
す
る
（
シ
ド
ニ
ー
が
見
て
取
っ
た
）
試
み
は
、ア
ダ
ム
の
権
利
に
よ
っ

て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
含
め
て
、
歴
史
上
存
在
し
て
き
た
主
権
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
と
潜
在
的
な
緊
張
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
ア
ダ
ム
の
権
利
と
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
う
点
ま
で
論
が
至
る
と
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
な
説
明
を
提

供
し
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
フ
ィ
ル
マ
ー
曰
く
、
ア
ダ
ム
と
そ
の
後
継
者
た
る
族
長
た
ち
が
も
っ
て
い
た
権
力
は
「
創
造
以
来
の
あ
ら

ゆ
る
君
主
の
絶
対
的
支
配
権
と
同
じ
く
無
辺
無
尽
の
も
の
で
あ
っ
た
」。
生
殺
与
奪
の
権
限
、
戦
争
と
講
和
の
権
利
を
ア
ダ
ム
は
既
に
有
し

て
い
た
の
で
あ
る
（PA

: 7

）。
だ
が
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
第
一
部
、
第
二
部
を
通
じ
て
、
ア
ダ
ム
の
権
利
が
具
体
的
な
議
論
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。
第
三
部
に
お
い
て
、
議
会
と
の
関
係
で
の
王
の
絶
対
性
は
歴
史
的
国
制
論
を
通
じ
て
詳
述
さ
れ
る
も
の
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の（
（（
（

、そ
れ
以
外
の
点
で
、ア
ダ
ム
の
権
利
（
フ
ィ
ル
マ
ー
的
主
権
論
）
の
特
質
そ
れ
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
に
分
析
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

無
論
、
王
権
の
擁
護
を
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
混
合
政
体
に
反
対
し
た
り
（PA

: 31-2

）、
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
の
有
名
な
テ
ク

ス
ト
（「
王
は
法
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
」）
を
引
用
し
た
り
（PA

: 45

）、聖
書
の
サ
ム
エ
ル
記
に
王
権
に
有
利
な
形
の
解
釈
を
加
え
て
み
た
り
（PA

: 

66

）
と
、
彼
が
王
の
権
力
を
様
々
な
角
度
か
ら
補
強
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
の
中
心
が
人
民

の
生
来
の
自
由
へ
の
反
論
で
あ
る
が
た
め
に
、
主
権
者
の
も
つ
べ
き
権
力
そ
れ
自
体
の
分
析
、
つ
ま
り
主
権
論
と
し
て
の
「
ア
ダ
ム
の
権
利
」

の
分
析
は
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
は
副
次
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
時
効
」
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
臣
民
の
権
利
と
い
う
考
え
方
を
排

し
て
い
る
以
上
、
フ
ィ
ル
マ
ー
は
、
人
民
は
生
来
自
由
で
は
な
い
と
証
明
で
き
れ
ば
、
統
治
権
の
擁
護
は
十
分
果
た
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
た（

（（
（

。
臣
民
の
「
自
由
」
や
「
特
権
」
は
「
時
効
」
に
よ
っ
て
臣
民
に
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
王
の
恩
恵
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
王
へ
の
抵
抗
の
拠
点
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
は
、
統
治
者
は
ア
ダ
ム
と
同
じ

統
治
権
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
王
は
臣
民
の
父
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
臣
民
は
こ
の
「
父
」
の
支
配
下
に
生
ま
れ
る

が
ゆ
え
に
自
由
で
は
な
く
、
自
由
を
口
実
と
し
た
「
同
意
に
よ
る
統
治
」
は
あ
り
え
な
い
、
と
い
う
理
論
構
成
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

う
で
あ
る
が
た
め
に
、
フ
ィ
ル
マ
ー
は
こ
こ
で
は
統
治
者
の
権
力
の
本
性
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
ど
の
範
囲
に
ま
で
及
ぶ
の
か
、
あ
る

い
は
制
限
さ
れ
う
る
の
か
と
い
う
問
い
を
直
接
探
求
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
論
の
構
造
の
た
め
に
、「
権
力
の
制
限
」
に
関
し
て
も
、ブ
ー
ン
と
シ
ド
ニ
ー
の
解
釈
が
割
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ル
マ
ー
は
一
方
で
、人
民
に
よ
る
制
限
を
受
け
る
こ
と
な
く
、議
会
か
ら
も
独
立
し
た
絶
対
権
力
を
語
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
他
方
で
、

法
に
従
っ
て
統
治
す
る
の
を
止
め
れ
ば
、王
は
王
で
な
く
、暴
君
に
な
る
と
い
う
趣
旨
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
の
言
葉
を
肯
定
的
に
引
用
し
（PA

: 

41-2

）、
父
の
自
然
法
に
よ
っ
て
王
も
ま
た
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
る
な
ど
、
権
力
の
「
限
定
」
に
つ
い
て
も
語
る
こ
と
が
で
き
た
。

加
え
て
、
内
乱
後
の
諸
著
作
と
は
違
っ
て
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
に
お
い
て
は
、「
恣
意
的
（arbitrary

）」
と
い
う
単
語
が
、
肯
定
的
に
王
に

適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。（『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
で
「
絶
対
的
」
と
並
置
さ
れ
た
の
は
、「
無
辺
の
（indefinite

）」
で
あ
る
（PA

: 49

）（
（（
（

）。

も
ち
ろ
ん
、
暴
君
だ
か
ら
従
わ
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
議
論
は
決
し
て
し
な
い
。
だ
が
、
絶
対
権
力
の
「
限
定
」
を
語
り
、「
絶
対
的
」
と

「
恣
意
的
」
を
並
置
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
意
味
で
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
に
お
け
る
彼
の
権
力
論
は
当
時
の
王
党
派
一
般
の
言
語
慣
習
と
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共
通
す
る
点
を
も
っ
て
い
た（

（（
（

。
こ
の
制
限
的
側
面
こ
そ
、
ブ
ー
ン
が
強
調
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
シ
ド
ニ
ー
が
無
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

シ
ド
ニ
ー
が
完
全
に
間
違
っ
て
い
る
と
言
い
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
歴
史
的
国
制
論
に
よ
る
絶
対
王
権
の
主
張
や
、
人
民
は
生
来
自
由
で
は

な
い
と
い
う
フ
ィ
ル
マ
ー
の
命
題
、
ま
た
彼
の
様
々
な
面
か
ら
の
王
権
の
擁
護
に
注
目
す
れ
ば
、
ブ
ー
ン
の
解
釈
よ
り
は
シ
ド
ニ
ー
の
解
釈

の
方
が
説
得
的
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。

だ
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
を
シ
ド
ニ
ー
の
よ
う
に
で
は
な
く
、
ブ
ー
ン
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
も
十
分
可
能
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
フ
ィ
ル
マ
ー
が
内
乱
後
の
作
品
で
排
除
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
は
こ
の
「
権
力
の
制
限
」
に
関
わ
る
点
を
直
接
議
論
の
対
象
と
し
、
誤
解
の
余
地
な
く
精
緻
化
し
た
作
品

で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
内
乱
を
受
け
て
、
王
権
の
絶
対
性
を
精
緻
化
し
、
さ
ら
に
強
調
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
結
果
と

し
て
、先
に
述
べ
て
い
た
「
政
体
の
種
類
」
に
関
わ
る
緊
張
関
係
が
は
っ
き
り
と
矛
盾
と
し
て
表
に
現
わ
れ
て
く
る
の
も
ま
た
、『
ア
ナ
ー
キ
ー
』

に
お
い
て
で
あ
る
。

四	

一
六
四
八
年
、『
ア
ナ
ー
キ
ー
』

フ
ィ
ル
マ
ー
の
見
る
と
こ
ろ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
制
限
王
制
で
あ
り
、
ま
た
混
合
王
制
で
あ
る
と
い
う
言
説
が
内
乱
期
に
は
広
が
っ
て
い

た
。
だ
が
、制
限
王
制
と
は
何
か
、混
合
王
制
と
は
何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
論
じ
た
「
初
め
て
の
、そ
し
て
唯
一
の
人
物
で
あ
る
」
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ハ
ン
ト
ン
批
判
を
通
じ
て
（A

N
: 133-4

）（
（（
（

、
フ
ィ
ル
マ
ー
は
こ
れ
に
答
え
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
中
で
、
君
主
制
と
は
何
か
、
そ
し
て
統

治
者
が
も
つ
「
主
権
」
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
性
質
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
問
題
に
直
接
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま

り
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
で
は
副
次
的
地
位
に
置
か
れ
て
い
た
王
権
の
性
質
の
分
析
が
、こ
こ
で
は
最
重
要
課
題
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

で
は
、
フ
ィ
ル
マ
ー
に
と
っ
て
制
限
・
混
合
王
制
と
は
何
か
。
フ
ィ
ル
マ
ー
の
結
論
は
す
で
に
『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
と
略
記
し
て
き
た
作
品

の
正
式
な
タ
イ
ト
ル
─
─
『
制
限
王
制
ま
た
は
混
合
王
制
の
ア
ナ
ー
キ
ー
、
あ
る
い
は
人
民
の
自
然
的
・
本
来
的
自
由
と
、
王
の
も
つ
力
の
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権
利
、
そ
し
て
こ
の
王
国
と
そ
の
他
の
王
国
の
君
主
制

0

0

0

の
諸
基
礎
に
つ
い
て
の
簡
潔
な
検
証
。
こ
れ
ま
で
決
し
て
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

今
日
最
も
必
要
な
問
い
』
─
─
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
で
の
彼
の
結
論
は
、

王
権
が
制
限
さ
れ
た
り
他
の
も
の
と
混
合
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
い
う
議
論
そ
れ
自
体
が
、
内
乱
と
い
う
ア
ナ
ー
キ
ー
を
引
き

起
こ
す
原
因
で
あ
る
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
制
限
王
制
や
混
合
王
制
は
ア
ナ
ー
キ
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（A

N
: 150

）。
し
か
も

こ
れ
は
単
な
る
理
論
的
批
判
で
は
な
い
。
制
限
王
制
は
ア
ナ
ー
キ
ー
で
あ
る
と
い
う
フ
ィ
ル
マ
ー
の
断
定
は
、
理
論
的
に
そ
う
で
あ
る

0

0

0

と
い

う
こ
と
と
同
時
に
、
現
実
に
そ
う
な
っ
た

0

0

0

と
い
う
時
代
診
断
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
今
日
最
も
必
要
な
問
い
」
な
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ル
マ
ー
が
制
限
王
制
を
ア
ナ
ー
キ
ー
と
み
な
す
理
由
は
、
そ
こ
に
裁
定
者
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
君
主
が
制
限
さ
れ
て
い

る
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合
、
制
限
を
超
え
た
ら
ど
う
な
る
の
か
、
制
限
を
超
え
た
か
否
か
を
判
断
す
る
の
は
誰
な
の
か
。
制
限
王
制
を
論
じ

る
場
合
、
こ
う
い
っ
た
問
題
が
不
可
避
的
に
現
わ
れ
て
く
る（

（（
（

。
フ
ィ
ル
マ
ー
は
同
じ
問
い
を
繰
り
返
す
。「
誰
が
判
断
す
る
の
か
」、「
誰
が

裁
定
者
と
な
る
の
か
」。
も
し
人
民
が
裁
定
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
人
民
政
体
で
あ
り
、
も
し
王
が
裁
定
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

絶
対
王
制
で
あ
る
。
そ
の
中
間
は
存
在
し
な
い
。
ハ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
、そ
の
裁
定
者
は
最
終
的
に
は
個
々
の
臣
民
の
良
心
し
か
あ
り
え
な
い
。

だ
か
ら
結
局
の
と
こ
ろ
「
彼
が
公
に
し
た
の
は
、
君
主
制
に
つ
い
て
の
論
考
で
は
な
く
、
ア
ナ
ー
キ
ー
の
論
考
で
あ
っ
た
」（A

N
: 150

）。

こ
の
「
裁
定
者
は
誰
か
」
と
い
う
問
い
は
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
で
の
問
い
で
も
あ
っ
た
。
も
し
そ
れ
が
人
民
で
あ
る
な
ら
、「
害
多
く
危

険
な
結
論
で
あ
る
」
と
フ
ィ
ル
マ
ー
は
述
べ
て
い
た
（PA

: 6
）。
同
じ
問
い
に
対
す
る
多
少
違
っ
た
答
え
が
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
と
『
ア
ナ
ー

キ
ー
』
の
距
離
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
で
彼
が
擁
護
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
伝
統
的
に
享
受
さ
れ
て

き
た
で
あ
ろ
う
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
諸
特
権
で
あ
っ
た
。
生
ま
れ
な
が
ら
の
自
由
と
い
う
言
説
は
、
こ
の
諸
特
権
を
掘
り
崩
す
危
険
が
あ
る

た
め
に
、
有
害
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
諸
特
権
の
基
礎
と
な
る
「
秩
序
」
自
体
は
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
の
基
礎
で
あ
り
、

議
論
の
前
提
で
あ
っ
た
。

だ
が
『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
で
は
、
こ
の
「
秩
序
」
を
前
提
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。「
裁
定
者
」
が
人
民
で
あ
る
な
ら
ば
、
行
き

着
く
先
は
「
ア
ナ
ー
キ
ー
」
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
ア
ナ
ー
キ
ー
」
と
い
う
言
葉
も
、
実
は
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』

で
は
使
わ
れ
た
こ
と
の
な
い
言
葉
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
た
な
言
葉
の
導
入
が
、
彼
の
擁
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
が
、
今
や
「
秩
序
」
そ
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れ
自
体
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
を
守
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
ハ
ン
ト
ン
の
説
く
制
限
王
制
で
は
な
く
、
絶
対
王
制
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
で
の
解
決
策
と
、言
葉
の
上
で
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
、今
度
は
違
っ
た
問
い
に
対
す
る
同
じ
答
え
が
、

『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
と
『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
の
距
離
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
ブ
ー
ン
は
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
の
中
で
、
あ
る
種
の
権
力
制
限
論
が
説
か
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
ブ
ー
ン
の
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
解
釈
は
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
政
治
思
想
を
穏
健
化
し
、「
飼
い
な
ら
そ
う
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ

れ
る（

（（
（

。
だ
が
『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
で
フ
ィ
ル
マ
ー
が
行
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
可
能
性
の
完
全
な
排
除
で
あ
る
。
最
も
そ
れ

が
分
か
り
易
い
の
は
彼
の
「
暴
君
」
論
で
あ
る
。
か
つ
て
フ
ィ
ル
マ
ー
は
暴
君
の
存
在
を
認
め
て
い
た
。
だ
が
こ
こ
に
お
い
て
彼
は
「
暴
君
」

な
ど
存
在
し
な
い
と
論
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
君
主
が
必
然
的
に
無
制
限
の
権
力
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
君
主
は

「
暴
君
」
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ら
ば
君
主
を
暴
君
と
呼
ん
で
そ
の
価
値
を
貶
め
る
の
は
筋
違
い
で
あ
る
。
実
際
、
英
語
で
の
「
暴
君
」

に
あ
た
る
言
葉
や
概
念
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
は
存
在
せ
ず
、
近
年
王
制
の
価
値
を
貶
め
る
た
め
に
発
明
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
（A

N
: 147-

8

）。も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
論
拠
は
非
常
に
弱
い
も
の
に
思
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
言
葉
は
一
般
に
通
用
し
て
い
る
意
味
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
（
フ
ィ
ル
マ
ー
の
知
人
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ト
ワ
イ
ズ
デ
ン
の
よ
う
に（

（（
（

）
反
論
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
お
そ
ら
く
フ
ィ
ル
マ
ー
も
不

十
分
だ
と
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
の
後
の
作
品
で
は
、
こ
の
「
暴
君
」
不
在
論
の
立
場
に
変
更
は
な
い
も
の
の
、
こ
の

暴
君
不
在
論
を
支
え
る
議
論
は
よ
り
洗
練
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
で
フ
ィ
ル
マ
ー
は
、「
あ
ら
ゆ
る
暴

君
は
、
臣
民
の
財
を
守
り
生
命
を
保
つ
」
こ
と
を
望
む
と
論
じ
て
い
た
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
自
分
の
身
が
危
う
く
な
る
か
ら
で
あ
る
（PA

: 

31

）。
彼
は
こ
の
議
論
を
、『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
考
』
に
お
い
て
、
暴
君
不
在
論
へ
と
転
換
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
王
が
、
自
身
の
身
を
守
る
た

め
だ
と
し
て
も
、
臣
民
の
利
益
を
無
視
し
え
な
い
の
な
ら
ば
、「
最
悪
の
王
の
下
で
あ
っ
て
も
、（
…
）
人
民
一
般
は
そ
の
統
治
に
よ
っ
て
利

益
を
受
け
て
い
る
」
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
人
民
の
た
め
と
な
ら
な
い
王
な
ど
存
在
せ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
暴
君
な
ど
と
い
う
概
念
は
存
在

し
え
な
い
の
で
あ
る
（A

P: 253-4

）。

こ
れ
に
よ
っ
て
、「
恣
意
的
」
権
力
を
批
判
す
る
理
由
も
な
く
な
っ
た
。
主
権
と
は
そ
う
い
う
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
否
定
し
て
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も
仕
方
が
な
い
（A

N
: 132

）。
王
は
絶
対
的
か
つ
恣
意
的
権
力
を
も
つ
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
で
彼
が
想
定
し
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
王
権
の
像
、
あ
る
い
は
後
の
人
間
が
そ
う
読
む
こ
と
が
で
き
る
王
権
の
像
は
、
同
時
代
の
王
党
派
の
言
説
と
合
わ
せ
て
批

判
の
対
象
と
な
っ
た（

（（
（

。
い
か
な
る
制
限
（
あ
る
い
は
制
限
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
言
説
）
で
あ
っ
て
も
、
君
主
制
を
解
体
す
る
致
命
的
要
因
と
な
る

と
フ
ィ
ル
マ
ー
は
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
君
主
制
が
あ
り
う
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
全
て
「
絶
対
的
」
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
確
か
に
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
の
立
場
で
も
あ
る
。
だ
が
そ
の
時
は
、
あ
ら
ゆ
る
「
制
限
」
が
「
絶
対
的
」
権
力
と
両
立
し
な
い
と

は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
我
々
が
そ
れ
に
矛
盾
を
感
じ
た
と
し
て
も
、
こ
の
二
つ
の
言
葉
が
同
時
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
当
時
特
に
珍
し
い

こ
と
で
は
な
か
っ
た
し
、
実
際
多
く
の
王
党
派
も
こ
の
言
語
慣
習
に
従
っ
て
い
た（

（（
（

。
だ
が
主
権
の
分
析
を
通
じ
て
、
フ
ィ
ル
マ
ー
は
こ
れ
を

矛
盾
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。『
ア
ナ
ー
キ
ー
』は
同
時
代
の
王
党
派
か
ら
の「
独
立
宣
言
」で
あ
る
と
と
も
に（

（（
（

、『
パ
ト
リ
ア
ー

カ
』
へ
の
決
別
の
宣
言
で
も
あ
る
。

そ
れ
は
同
時
に
ブ
ー
ン
の
フ
ィ
ル
マ
ー
解
釈
で
は
な
く
、
シ
ド
ニ
ー
の
解
釈
が
よ
り
説
得
力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
。
こ
れ
は
、「
権
力
の
制
限
」
だ
け
で
は
な
く
、「
政
体
の
種
類
」
に
関
す
る
フ
ィ
ル
マ
ー
の
理
論
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
フ
ィ
ル
マ
ー

は
、『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
の
中
で
、「
統
治
の
権
力
や
権
利
だ
け
で
な
く
、
統
治
権
力
の
形
態
、
そ
し
て
そ
の
権
力
を
も
つ
人
間
、
こ
れ
ら
は
全

て
神
が
定
め
た
こ
と
で
あ
る
」（A

N
: 144

）
と
宣
言
す
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
統
治
形
態
と
は
君
主
制
の
こ
と
で
あ
る
（A

N
: 144

）。
な

ぜ
な
ら
、
ア
ダ
ム
が
神
か
ら
受
け
取
っ
た
の
は
、
単
な
る
権
力
で
は
な
く
、
君
主
的
権
力
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
我
々
は
君
主
制

以
外
の
政
体
を
、「
神
の
定
め
に
背
い
た
」
も
の
と
し
て
批
判
し
、
君
主
制
以
外
の
権
力
は
「
不
法
で
あ
る
と
宣
言
す
べ
き
で
あ
る
」（A

N
: 

139

）。
確
か
に
彼
は
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
に
お
い
て
も
、
同
じ
根
拠
に
基
づ
い
て
、
権
力
一
般
は
神
の
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
定
の
政

治
形
態
は
人
間
の
選
択
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、「
新
規
の
広
く
み
ら
れ
る
区
別
」
を
攻
撃
し
て
い
た
（PA

: 7

）。
だ
が
そ
の
時
は
、
そ

れ
が
必
然
的
に
君
主
制
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
示
的
に
述
べ
は
し
な
か
っ
た
。
ロ
ー
マ
の
共
和
政
体
は
「
そ
れ
自
身
を
超
え
る
摂
理
に

よ
っ
て
、
奇
蹟
的
に
栄
光
に
包
ま
れ
保
持
さ
れ
て
い
た
」（PA

: 26

）
と
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
し
（
た
だ
し
、
す
ぐ
滅
び
た
と
付
け
加
え
る
の

を
忘
れ
な
い
が
）、「
一
時
的
に
は
民
主
的
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
た
と
え
す
ぐ
滅
び
た
の
だ
と
し
て
も
、こ
こ
で
ロ
ー

マ
の
政
体
そ
れ
自
体
が
不
正
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
で
は
な
く
、『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
の
説
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明
に
従
う
な
ら
、
共
和
制
ロ
ー
マ
は
神
の
意
志
に
逆
ら
っ
た
政
体
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
当
時
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
や
オ
ラ
ン
ダ
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
国
も
神
の
意
志
に
反
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
フ
ィ
ル

マ
ー
は
一
応
の
答
え
を
用
意
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
単
な
る
問
題
の
回
避
で
し
か
な
い
。「
君
主
制
の
下
に
暮
ら
し
て
い
る
人
々
が
、

自
分
た
ち
の
政
体
を
神
の
定
め
で
あ
る
と
正
当
化
で
き
る
の
な
ら
ば
」
た
と
え
別
の
政
体
の
下
で
暮
ら
す
人
々
が
同
じ
よ
う
に
は
正
当
化
で

き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
遠
慮
な
く
「
自
分
達
の
政
体
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
主
張
」
す
れ
ば
よ
い
。
他
国
が
ど
ん
な
政
体
を
取
っ
て
い

よ
う
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
神
の
定
め
た
政
体
の
下
に
い
る
。「
他
人
に
は
勝
手
に
自
分
た
ち
の
正
当
化
を
さ
せ
て
お
け
ば
よ
い
」（A

N
: 

139

）。
彼
は
、
他
の
国
を
考
察
の
外
に
置
く
こ
と
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
絶
対
君
主
制
を
擁
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
シ
ド
ニ
ー
の
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
解
釈
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
理
論
を
「
変
化
」
さ
せ
た
が
た
め
に
、
前
節
で
述

べ
た
フ
ィ
ル
マ
ー
の
理
論
内
部
で
の
緊
張
関
係
が
こ
こ
で
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
君
主
制
以
外
を
神
の
意
志
に
反
す
る
も
の
と
性
格

づ
け
る
こ
と
で
、
フ
ィ
ル
マ
ー
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
君
主
制
だ
け
が
正
当
な
統
治
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
だ
が
こ
の
よ
う
に
し
て
君

主
制
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
、
戦
略
的
に
は
有
用
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
彼
の
理
論
の
中
で
は
矛
盾
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
。
君
主
制
は

こ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
た
統
治
形
態
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
理
論
上
ア
ダ
ム
の
権
利
（
フ
ィ
ル
マ
ー
的
主
権
）
が
存
在
し
て
い
る
の
は
決

し
て
君
主
制
だ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
彼
本
人
の
言
に
従
え
ば
「
法
を
作
る
権
力
な
し
に
統
治
さ
れ
た
人
民
な
ど
こ
れ
ま
で
存
在
し

な
か
っ
た
し
、
そ
も
そ
も
存
在
す
る
は
ず
が
な
い
」
し
（A

N
: 132

）、「
統
治
権
力
な
し
の
政
治
社
会
（civil society

）
な
ど
想
像
も
で
き
な
い
」

か
ら
で
あ
る
（A

N
: 145

）。

し
か
も
、
ボ
ダ
ン
が
論
じ
た
よ
う
な
法
的
な
主
権
者
と
フ
ィ
ル
マ
ー
の
ア
ダ
ム
の
権
利
保
持
者
が
違
う
の
は
、
後
者
が
神
に
認
め
ら
れ
た

と
い
う
以
外
の
正
当
性
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
フ
ィ
ル
マ
ー
に
と
っ
て
神
が
認
め
た
か
否
か
の
判
断
基
準
は
、
事
実

と
し
て
統
治
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
以
外
に
存
在
し
な
い（

（（
（

。
彼
は
こ
こ
で
剣
の
刃
渡
り
を
行
っ
て
い
る
。
神
が
認
め
た
結
果
と
し
て
ア

ダ
ム
の
権
利
を
も
っ
て
い
る
は
ず
の
民
主
制
や
貴
族
制
が
、
実
は
神
の
意
志
に
反
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
君
主
制
だ
け
が
正

し
い
政
体
で
あ
る
と
主
張
し
た
い
。
だ
が
そ
れ
を
擁
護
す
る
方
法
と
し
て
導
入
し
た
「
神
の
意
志
」
が
、
彼
の
元
々
の
理
論
構
造
と
摩
擦
を

お
こ
す
。
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こ
れ
を
避
け
る
一
つ
の
方
法
は
、
神
の
意
志
に
「
消
極
的
是
認
」
と
「
積
極
的
意
志
」
と
い
う
区
別
を
つ
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
神
は
悪

が
栄
え
る
こ
と
を
「
消
極
的
に
」
認
め
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
神
が
「
積
極
的
に
」
そ
の
存
在
を
嘉
し
、
正
当
な
も
の
と
し
た
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
共
和
政
期
の
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
論
争
の
中
で
、
摂
理
主
義
的
共
和
政
府
支
持
者
を
批
判
す

る
文
脈
で
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た（

（（
（

。
ま
た
、
直
接
政
治
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
区
別
の
存
在
自
体
は

す
で
に
伝
統
に
属
す
る
事
柄
で
あ
っ
た（

（（
（

。
だ
が
フ
ィ
ル
マ
ー
は
こ
の
区
別
を
前
提
と
は
し
て
い
な
い（

（（
（

。
も
っ
と
も
彼
の
言
葉
の
用
い
方
を
見

る
か
ぎ
り
、
い
か
な
る
区
別
も
念
頭
に
お
い
て
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
彼
の
議
論
の
中
で
（
全
著
作
を
通
じ
て
）、「
消
極
的
」

「
積
極
的
」
の
違
い
に
よ
っ
て
、
ア
ダ
ム
の
権
利
の
道
徳
的
価
値
の
差
が
生
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
彼
に
と
っ
て
、

こ
の
矛
盾
は
「
摂
理
」
の
方
面
か
ら
で
は
な
く
、
別
の
方
面
か
ら
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

五　

共
和
政
府
の
成
立

一
六
四
九
年
の
王
の
処
刑
と
共
和
政
府
の
成
立
は
、
フ
ィ
ル
マ
ー
に
と
っ
て
の
問
題
を
一
挙
に
解
決
し
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
制
限
・
混
合
王
制
」
は
清
算
さ
れ
、
主
権
を
有
す
る
議
会
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
共
和
国
が
誕
生
し
た
。
も
は
や
こ
こ

に
ア
ナ
ー
キ
ー
は
存
在
し
て
い
な
い
。
な
ら
ば
新
た
に
成
立
し
た
共
和
政
府
に
従
っ
て
は
な
ら
な
い
理
由
も
ま
た
存
在
し
て
い
な
い
よ
う
に

思
え
る
。
共
和
政
府
へ
の
服
従
を
勧
め
た
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
ウ
ォ
レ
ン
は（

（（
（

、
こ
の
時
期
に
フ
ィ
ル
マ
ー
を
思
わ
せ
る
調
子
で
、「
問
題
は
、

我
々
や
そ
の
他
国
民
が
恣
意
的
権
力
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
で
は
な
い
」
と
断
定
し
た
。
恣
意
的
権
力
は
ど
こ
か
に
存
在
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
真
の
問
題
は
そ
の
権
力
が
「
誰
の
手
に
あ
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
だ（

（（
（

」。
そ
し
て
、
い
ま
や
そ
の
権
力
は
共

和
政
府
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
我
々
は
共
和
政
府
に
従
う
べ
き
な
の
だ
、
と
議
論
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
ウ
ォ
レ
ン
と
フ
ィ
ル
マ
ー
の
問
題
提
起
の
中
に
見
ら
れ
る
類
似
と
相
違
が
、『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
に
お
い
て
前
提
と
さ
れ
て
い

た
も
の
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
フ
ィ
ル
マ
ー
も
、
唯
一
の
問
題
は
恣
意
的
権
力
が
誰
の
手
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
と
主
張
し
て
い
た
。

だ
が
、
そ
こ
で
言
わ
れ
て
い
た
の
は
、（
ウ
ォ
レ
ン
と
は
違
っ
て
）
あ
く
ま
で
政
体
の
問
題
─
─
「
誰
が
そ
れ
を
も
つ
べ
き
な
の
か
、
一
人
な
の
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か
多
数
者
な
の
か
」─
─
で
あ
っ
た（A

N
: 132

）。
そ
し
て
君
主
制
以
外
は
、神
の
意
志
に
反
し
た
不
当
な
政
体
で
あ
る
と
論
じ
て
い
た
。
フ
ィ

ル
マ
ー
が
要
求
し
て
い
た
の
は
確
か
に
「
秩
序
」
の
回
復
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
な
す
主
体
は
君
主
で
あ
る
と
い
う
の
が
彼
の
議
論
の

前
提
と
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
単
な
る
「
秩
序
」
で
は
な
く
、
君
主
に
よ
る
秩
序
の
回
復
が
彼
の
目
指
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

王
の
処
刑
は
フ
ィ
ル
マ
ー
に
こ
の
前
提
と
目
的
を
再
考
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
の
目
指
し
て
い
た
も
の
が
同
時
に
得
ら
れ
る
可
能
性

が
潰
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
君
主
制
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
と
秩
序
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
事
実
上
、
牴
牾
す
る
要
求
で
あ
る
。
亡

命
中
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
を
呼
び
戻
せ
ば
、
ほ
ぼ
不
可
避
的
に
も
う
一
度
内
乱
を
招
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
今
こ
こ
に
あ
る
一
応
の
秩
序

を
維
持
し
よ
う
と
思
う
な
ら
、
共
和
政
府
に
忠
誠
を
誓
う
こ
と
が
最
善
の
道
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
難
問
に
対
し
て
、
彼
は

最
終
的
に
、一
六
五
二
年
出
版
の
『
服
従
指
針
』
に
お
い
て
、簒
奪
者
が
「
真
の
統
治
者
」
を
害
す
る
こ
と
が
無
い
限
り
と
い
う
条
件
付
き
で

0

0

0

0

0

、

「
簒
奪
者
」
へ
の
服
従
を
勧
め
る
と
い
う
答
え
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
確
か
に
君
主
制
の
回
復
を
期
待
し
つ
つ
、
現
状
の
秩
序
を
肯
定
す
る
と
い
う
意
味
で
、
両
者
を
調
停
し
う
る
一
つ
の
回
答
で
あ

る（
（（
（

。
だ
が
こ
の
回
答
が
意
味
を
も
ち
う
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
前
提
と
し
て
不
当
な
簒
奪
者
と
正
当
な
統
治
者
の
区
別
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
か
ら
『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
へ
の
フ
ィ
ル
マ
ー
の
「
変
遷
」
が
、ブ
ー
ン
の
フ
ィ
ル
マ
ー
解
釈
で
は
な
く
、

シ
ド
ニ
ー
の
フ
ィ
ル
マ
ー
解
釈
が
説
得
力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
変
化
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
正
当
と
不
当
の
区
別
を
つ
け
る
こ
と
も
困
難
で

は
な
い
よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
神
は
君
主
制
の
み
を
正
当
な
政
体
と
認
め
た
と
い
う
主
張
は
、
確
か
に
共
和
政
府
を
不
当
と
み
な

す
有
力
な
根
拠
に
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
自
身
が
『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
で
抱
え
て
い
た
難
問
─
─
ア
ダ
ム
の
権
利
と
神
の
意
志
の
緊
張
関
係
─
─
を
何

と
し
て
も
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
我
々
に
と
っ
て
理
論
的
解
決
を
要
求
す
る
よ
う
に
み
え
る
問
題
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
実
践
的

意
義
を
も
た
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
理
論
家
が
我
々
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
と
思
う
よ
う
な
一
貫
性
を
は
じ
め
か
ら
目
指
し
て
い
な
い
場
合
、

そ
の
著
者
に
と
っ
て
矛
盾
を「
解
決
」す
る
必
要
性
は
存
在
し
な
い（

（（
（

。『
ア
ナ
ー
キ
ー
』で
フ
ィ
ル
マ
ー
は
君
主
制
以
外
の
統
治
下
に
あ
る
人
々

に
対
し
て
、「
他
人
に
は
勝
手
に
自
分
た
ち
の
正
当
化
を
さ
せ
て
お
け
ば
よ
い
」
と
言
っ
て
い
た
。
こ
の
時
、
彼
が
先
に
述
べ
た
よ
う
な
「
矛

盾
」
を
自
覚
し
て
い
た
か
す
ら
定
か
で
は
な
い
。
だ
が
王
の
処
刑
と
共
和
政
府
の
成
立
と
と
も
に
、
今
や
こ
れ
が
自
分
た
ち
の
問
題
に
な
っ
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て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
フ
ィ
ル
マ
ー
に
か
つ
て
の
「
矛
盾
」
を
自
覚
さ
せ
る
契
機
と
な
り
、
こ
れ
を
解
決
す
る
実
践
的
意

義
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
現
実
の
政
治
状
況
に
対
し
て
適
切
な
応
答
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
試
み
は
、
彼
に
と
っ
て
同
時
に

0

0

0

、『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
で
の
「
矛

盾
」
を
解
決
す
る
試
み
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
な
さ
れ
た
の
が
、『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
考
』
で
あ
る
。

六	

一
六
五
二
年
、『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
考
』

フ
ィ
ル
マ
ー
は
、『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
考
』
を
、ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
考
え
と
称
し
て
、六
つ
の
否
定
的
命
題
を
提
示
し
て
締
め
く
く
っ
た
。

一
、
君
主
制
以
外
の
統
治
形
態
は
存
在
し
な
い
。
二
、
家
父
長
的
で
な
い
君
主
制
は
存
在
し
な
い
。
三
、
絶
対
的
あ
る
い
は
恣
意
的
で

な
い
君
主
制
は
存
在
し
な
い
。
四
、
貴
族
制
や
民
主
制
と
い
っ
た
も
の
は
存
在
し
な
い
。
五
、
専
制
な
ど
と
い
う
統
治
形
態
は
存
在
し

な
い
。
六
、
人
間
は
自
由
に
生
ま
れ
つ
い
て
は
い
な
い
（A

P: 281

）。

こ
の
六
つ
の
命
題
を
、こ
れ
ま
で
の
著
作
と
比
べ
て
み
よ
う
。
人
民
の
自
由
に
対
す
る
考
え
方
や
君
主
の
権
力
の
特
質
に
関
す
る
見
解
は
『
パ

ト
リ
ア
ー
カ
』
か
ら
、
そ
し
て
権
力
の
絶
対
性
や
専
制
に
関
す
る
考
え
方
は
『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
か
ら
変
化
し
て
い
な
い
（
た
だ
し
、「
暴
君
」
論

は
よ
り
洗
練
さ
れ
て
い
る
）。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、「
君
主
制
以
外
の
統
治
形
態
は
存
在
し
な
い
」
と
「
貴
族
制
や
民
主
制
と
い
っ
た
も
の

は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
二
つ
の
命
題
で
あ
る
。

こ
の
統
治
形
態
に
つ
い
て
の
考
え
方
も
、
一
見
そ
れ
ま
で
と
変
わ
っ
て
い
な
い
か
に
み
え
る
。
だ
が
、
実
は
こ
こ
で
の
議
論
と
『
ア
ナ
ー

キ
ー
』
ま
で
の
議
論
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
彼
は
『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
に
お
い
て
、
統
治
者
の
数
に
よ
っ
て
政
体
を
君
主
制
、
貴
族
制
、

民
主
制
に
分
け
た
上
で
、
君
主
制
だ
け
が
神
に
認
め
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
も
の
の
、
一
度
と
し
て
君
主
制
以
外
の
政
体
の

存
在
を
否
定
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
考
』
に
至
っ
て
、
民
主
制
や
貴
族
制
が
神
の
意
志
に
反
す
る
と
言
わ
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れ
る
の
で
は
な
く
、
民
主
制
や
貴
族
制
は
存
在
し
な
い

0

0

0

0

0

と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
前
節
と
同
じ
こ
と
を
、
も
う
一
度
こ
こ
で
フ
ィ
ル
マ
ー
に

質
問
し
て
み
よ
う
。
な
ら
ば
、
か
つ
て
の
共
和
政
期
ロ
ー
マ
は
ど
う
な
る
の
か
。
同
時
代
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
や
オ
ラ
ン
ダ
は
ど
う
な
る
の
か
。

こ
れ
に
答
え
て
彼
は
言
う
、「
人
民
は
社
会
（society

）
の
中
で
共
に
暮
ら
し
、
お
互
い
を
助
け
合
い
、
し
か
も
い
か
な
る
統
治
形
態
（any 

form
 of governm

ent

）
の
下
に
も
い
な
い
こ
と
も
可
能
で
あ
る
」（A

P: 256

）。
ロ
ッ
ク
で
は
な
く
、
フ
ィ
ル
マ
ー
を
市
民
社
会
論
の
先
駆
者

と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
だ
が『
ア
ナ
ー
キ
ー
』に
お
い
て
は
、「
統
治
権
力
な
し
の
政
治
社
会（civil society

）な
ど
想
像
も
で
き
な
い
」（A

N
: 

145

）
と
言
わ
れ
て
い
た
。
し
か
も
そ
れ
は
堕
落
以
前
の
人
間
を
論
じ
た
文
脈
で
言
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
フ
ィ
ル
マ
ー
に
よ
れ
ば
、
天
使

が
神
に
服
従
し
て
い
る
の
と
同
じ
く
、
罪
を
犯
す
以
前
に
も
、
イ
ヴ
は
ア
ダ
ム
に
服
従
し
て
い
た
。
確
か
に
そ
の
頃
に
は
悪
を
処
罰
す
る
「
強0

制
的

0

0

権
力
（coactive pow

er
）」
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
が
、善
へ
と
導
く
「
指
導
的

0

0

0

権
力
（directive pow

er

）」
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
統
治
は
「
罪
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
」
と
い
う
の
は
間
違
い
で
あ
る（

（（
（

。

堕
落
以
前
で
す
ら
統
治
が
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
統
治
無
く
し
て
も
社
会
が
あ
り
得
る
と
言
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
消
極
的
に
は
ホ
ッ
ブ
ズ
批
判
を
通
じ
て
得
た
着
想
、
積
極
的
に
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
議
論
で
あ
る
。
フ
ィ
ル
マ
ー
は
、『
統
治
起
源
論
』
に
お
い
て
、ホ
ッ
ブ
ズ
の
自
然
状
態
論
を
批
判
し
、そ
ん
な
状
態
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、

そ
れ
が
必
ず
戦
争
状
態
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
と
言
う
（O

G: 188

）。
世
界
に
食
料
や
土
地
が
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る
な
ら
、

た
し
か
に
ホ
ッ
ブ
ズ
の
言
う
通
り
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、「
神
は
そ
ん
な
に
け
ち
け
ち
し
た
存
在
で
は
な
い
」。
世
界
に
は
、
争
う
必
要
も

な
い
ほ
ど
十
分
な
食
料
も
土
地
も
あ
る
の
だ
か
ら
、「
真
に
自
然
な
状
態
の
下
で
、戦
争
に
至
る
絶
対
的
必
然
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」（O

G: 

188

）。
こ
れ
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
批
判
と
し
て
は
浅
薄
だ
と
い
う
印
象
は
免
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
の
批
判
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
フ
ィ
ル
マ
ー
は

統
治
の
存
在
の
意
味
を
再
考
す
る
に
至
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
共
通
の
権
力
に
よ
る
統
治
が
無
く
と
も
、
戦
争
状
態
に
は
な
ら
な

い
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
統
治
無
く
と
も
共
同
で
「
た
だ
生
き
る
」
こ
と
は
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

結
果
と
し
て
、
彼
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
統
治
と
は
単
に
生
き
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
善
く
有
徳
に
生
き
る
」
こ
と
で
あ
る
、
と

い
う
区
分
を
彼
の
意
図
に
適
合
す
る
形
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
フ
ィ
ル
マ
ー
は
「
善
く
有
徳
に
」
と
は
、（
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
と
は
違
っ
て
）「
神
に
対
し
て
は
宗
教
、
人
に
対
し
て
は
平
和
」
が
保
た
れ
た
状
態
の
下
で
生
き
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
（A

P: 256

）。
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そ
し
て
ロ
ー
マ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
こ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
が
た
め
に
、
そ
こ
に
は
共
同
生
活
は
存
在
し
て
い
る
が
、

統
治
が
存
在
し
な
い
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
（A

P: 263

）
も
オ
ラ
ン
ダ
（A

P: 271

）
も
絶
え
ず
戦
争
を
繰
り
返
し
、
人
々
は
と
て

も
敬
虔
と
は
言
え
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
も
一
見
平
和
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
外
見
だ
け
の
こ
と
で
、
内
実
を
見
れ
ば
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
が
恐
怖
と
猜
疑
心
に
さ
い
な
ま
れ
つ
つ
生
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
こ
の
よ
う
な
惨
め
な
恐
怖
が
続
く
と
こ
ろ
で
、

平
和
の
内
に
生
き
て
い
る
と
は
言
え
ま
い
」（A

P: 273

）。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
国
に
は
「
統
治
」
が
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
利
用
し
た
議
論
を
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
代
表
理
論
を
曲
解
し
た
議
論
が
支
え
て
い
る
（
驚
く
べ
き
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
）。

フ
ィ
ル
マ
ー
と
ホ
ッ
ブ
ズ
の
問
題
意
識
と
、
そ
の
結
論
の
類
似
性
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た（

（（
（

。
フ
ィ
ル
マ
ー
は
「
主
権
者
の
権
利
を
論

じ
て
い
る
ホ
ッ
ブ
ズ
氏
の
『
市
民
論
』
と
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
を
読
ん
で
少
な
か
ら
ぬ
満
足
を
得
た
」
の
で
あ
る
（O

G: 184

）。
他
方
、
共

通
性
を
も
ち
つ
つ
も
、
フ
ィ
ル
マ
ー
が
ホ
ッ
ブ
ズ
の
理
論
構
成
を
批
判
し
た
こ
と
も
ま
た
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
批
判
の
中
心
は
、
ホ
ッ

ブ
ズ
の
自
然
権
論
を
、ホ
ッ
ブ
ズ
本
人
も
認
め
る
家
父
長
的
主
権
論
と
い
う
「
土
台
」
に
取
り
替
え
て
初
め
て
、そ
の
上
に
建
つ
「
絶
対
主
義
」

が
安
定
す
る
と
い
う
フ
ィ
ル
マ
ー
の
考
え
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
自
体
は
完
全
に
正
し
い
の
だ
が
、
結
果
と
し
て
両
者
は
批

判
し
た
者
と
さ
れ
た
者
と
い
う
関
係
で
の
み
理
解
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
そ
れ
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ル
マ
ー
が
ホ
ッ
ブ
ズ
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響

を
受
け
た
の
か
、
さ
ら
に
ホ
ッ
ブ
ズ
批
判
を
通
じ
て
何
を
得
た
の
か
と
い
う
点
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
本
論
文
全
体
に
関
わ
る
要
点
と
し

て
こ
こ
で
主
張
し
た
い
の
は
、
ま
さ
に
ホ
ッ
ブ
ズ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
「
政
体
の
種
類
」
に
関
す
る
考
え
が
も
う

一
度
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

フ
ィ
ル
マ
ー
は
、『
統
治
起
源
論
』
の
中
で
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
「
代
表
」
に
つ
い
て
の
議
論（

（（
（

に
、
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
。

ホ
ッ
ブ
ズ
氏
は
、
存
在
す
る
統
治
形
態
は
た
だ
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
君
主
制
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。
と
い
う
の
も
、

彼
は
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
一
つ
の
人
格
（one person

）
と
定
義
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
間
の
合
議
体
、
つ
ま
り
「
す
べ

て
の
人
間
が
一
つ
の
同
じ
人
格
に
真
に
結
合
し
た
も
の
」
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
結
合
し
た
群
衆
の
こ
と
を
、
彼
は
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル

ス
と
名
付
け
る
。
彼
は
群
衆
を
一
つ
の
人
格
へ
と
作
り
変
え
る
こ
と
で
、「
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
」
つ
ま
り
高
慢
な
子
供
た
ち
の
王
を
生
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み
出
す
。
そ
し
て
、
彼
は
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
い
う
人
格
は
一
人
の
君
主
で
あ
る
と
結
論
を
下
す
の
で
あ
る
（O

G: 193

）。

こ
れ
を
読
む
限
り
で
は
、
国
家
論
を
政
体
論
に
還
元
し
て
し
ま
う
形
で
、
フ
ィ
ル
マ
ー
が
ホ
ッ
ブ
ズ
を
（
意
識
的
か
否
か
は
と
も
か
く
）
誤
解

し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
正
確
に
理
解
し
た
上
で
、（『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
の
扉
絵
を
思
い
出
し
つ
つ
）
彼
な
り
の
表
現
を
し
て
い
る
の
か
、

ど
ち
ら
と
も
決
め
難
い
も
の
が
あ
る
。
だ
が
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
考
』
に
目
を
向
け
る
と
、
フ
ィ
ル
マ
ー
は
こ
れ
と
対
応
す
る
形
で
、
し

か
も
今
度
は
自
身
の
積
極
的
な
議
論
と
し
て
、
ホ
ッ
ブ
ズ
的
「
君
主
制
論
」
を
展
開
し
て
い
る
。
フ
ィ
ル
マ
ー
に
よ
れ
ば
、

統
治
さ
れ
る
と
は
他
者
の
意
志
あ
る
い
は
命
令
に
従
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
人
間
の
内
に
あ
る
意
志
が
統
治
す
る
の
で
あ
る
。
通
常

複
数
人
の
意
志
は
、
大
抵
の
場
合
一
致
せ
ず
、
多
く
の
場
合
相
反
し
て
い
る
別
々
の
目
的
や
利
益
に
従
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
合
議
体
の
多
数
者
の
意
志
が
結
合
し
、
一
つ
の
意
志
に
一
致
し
た
の
な
ら
ば
、
人
間
の
数
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
そ
れ
は
民
主
制

と
か
貴
族
制
と
か
呼
ば
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
多
く
の
意
志
が
一
つ
に
な
っ
た
君
主
制
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
統
治
す
る
の
は
、
多
く

の
身
体
で
は
な
く
、
群
衆
の
一
つ
の
意
志
あ
る
い
は
一
つ
の
魂
で
あ
る
（A

P: 254

）。

一
見
す
る
と
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
議
論
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
か
に
み
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
主
制
や
貴
族
制
も
主
権
を
も
つ
限
り
に
お
い
て
「
君

主
制
」
と
表
現
さ
れ
、
認
め
ら
れ
て
い
る
か
に
思
え
る
。
だ
が
議
論
が
進
む
に
つ
れ
て
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
「
君
主
制
論
」
は
ホ
ッ
ブ
ズ
の
そ

れ
と
は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
。

フ
ィ
ル
マ
ー
が
こ
こ
で
行
っ
て
い
る
の
は
、
文
字
通
り
の
君
主
制
以
外
の
否
定
な
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
貴
族
制
や
民
主
制
の
場
合
に
も
、

一
時
的
に
は
一
つ
の
意
志
が
で
き
あ
が
る
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
フ
ィ
ル
マ
ー
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
（
あ
る
い
は
す
る
気
が
な
か
っ
た
）
の
は
、

合
議
体
が
全
体
と
し
て
、
統
一
し
た
意
志
を
も
ち
続
け
る
と
い
う
擬
制
で
あ
る
。「
統
治
さ
れ
る
と
は
他
人
の
意
志
ま
た
は
命
令
に
従
う
こ

と
に
他
な
ら
な
い
」。
だ
か
ら
フ
ィ
ル
マ
ー
に
と
っ
て
、
合
議
体
の
中
で
少
数
派
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
々
は
、
統
治
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

統
治
さ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。
複
数
の
「
意
志
」
か
ら
な
る
合
議
体
が
一
つ
の
意
志
を
も
つ
と
い
う
の
は
、
キ
リ
ス
ト
の
中
に
一
つ
の
意
志



329 古田拓也【なぜ『パトリアーカ』は出版されなかったのか】

し
か
認
め
な
い
単
意
論
者
の
言
い
分
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
（A

P: 255

）。
そ
し
て
、
議
題
に
よ
っ
て
当
然
、
合
議
体
の
構
成
員
は
そ
れ
ぞ
れ
賛

成
し
た
り
反
対
し
た
り
す
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
題
が
も
ち
上
が
っ
た
時
、
統
治
者
と
被
治
者
は
変
化
す
る
。
変
化
す
る
が
故
に
、

一
つ
の
統
治
、一
つ
の
「
君
主
制
」
が
続
く
の
は
、一
つ
の
議
題
に
関
し
て
意
見
が
一
致
し
て
い
る
間
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
、合
議
体
に
よ
っ

て
「
統
治
」
さ
れ
て
い
る
人
々
は
、
実
は
、「
い
か
な
る
時
も
、
自
分
が
何
ら
か
の
統
治
形
態
の
下
に
い
る
と
は
言
え
な
い
。
と
い
う
の
も
、

一
語
が
発
せ
ら
れ
る
よ
り
短
い
時
間
に
、
全
て
の
統
治
は
始
ま
り
そ
し
て
終
わ
る
か
ら
で
あ
る
」（A

P: 255

）（
（（
（

。

彼
は
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
考
』
の
始
め
に
、「
一
つ
の
統
治
体
と
し
て
統
一
さ
れ
、共
通
の
法
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
た
広
大
な
領
土
を
も
っ

た
王
国
が
、
こ
れ
ま
で
一
度
に
何
ら
か
の
種
類
の
人
民
政
体
へ
と
移
行
し
た
こ
と
を
我
々
は
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
言
う
（A

P: 236

）。
し
か

し
、
フ
ィ
ル
マ
ー
が
見
た
の
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い
う
王
の
下
で
統
一
さ
れ
た
王
国
が
、
王
の
処
刑
と
と
も
に
、
共
和
政
府
と
い
う
人
民

政
体
へ
と
移
行
し
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
実
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
理
由
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
新
た
に
設
立
さ
れ
た
共
和
政
府

は
人
民
政
体
で
は
な
く
、
そ
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
君
主
制
で
も
な
い
─
─
後
者
は
も
は
や
存
在
せ
ず
、
前
者
は
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
。

で
は
、
何
に
な
っ
た
の
か
。
彼
に
よ
れ
ば
、
君
主
制
の
崩
壊
と
と
も
に
訪
れ
る
の
は
、「
軍
人
支
配
」
で
あ
る
。
軍
人
支
配
下
に
お
い
て
も

一
定
の
秩
序
は
保
た
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
統
治
の
な
い
社
会
に
過
ぎ
ず
、
そ
し
て
統
治
の
な
い
社
会
で
あ

る
か
ら
に
は
、
そ
の
社
会
に
お
い
て
神
に
認
め
ら
れ
た
真
正
な
ア
ダ
ム
の
権
利
は
存
在
し
な
い
。

こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
で
、
フ
ィ
ル
マ
ー
は
『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
で
の
難
問
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
か
つ
て
、
君
主
制
の

み
を
神
の
認
め
た
政
体
と
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
の
ア
ダ
ム
の
権
利
と
い
う
理
論
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
考
』
の
よ
う
に
、
存
在
し
う
る
政
体
を
君
主
制
に
限
定
す
れ
ば
、
ア
ダ
ム
の
権
利
を
も
っ
て
い
る
の
は
君
主

制
の
み
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
新
た
に
成
立
し
た
「
軍
人
支
配
」
は
、
た
と
え
秩
序
を
回
復
さ
せ
た
の

だ
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
正
当
な
統
治
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
れ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
身
の
理
論
的
難
点
の
克
服
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
統
治
の
正
当
性
の
基
準
を
、
あ
る
い
は
神
が
統

治
権
を
与
え
た
か
否
か
の
基
準
を
、
実
際
に
統
治
し
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
け
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
新
た
な
政
府
に
対
し
て
、
不
当
で
あ

る
が
条
件
付
き
で
服
従
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
に
は
何
の
意
味
も
な
い
。
だ
が
、『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
で
目
指
さ
れ
て
い
た
王
に
よ
る
秩
序
の
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回
復
が
困
難
に
な
っ
た
時
、
こ
の
二
つ
を
同
時
に
実
現
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
何
と
か
し
て
調
停
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
必
要
と
さ
れ
た

の
は
、
ま
さ
に
そ
の
主
張
を
意
味
あ
ら
し
め
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
、
一
六
五
二
年
の
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

論
考
』
で
あ
っ
た
。

翌
一
六
五
三
年
、
フ
ィ
ル
マ
ー
は
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
「
護
国
卿
」
に
就
任
し
た
の
は
、
そ
の
年
の
暮
れ
で
あ
っ
た
。

七　

結
論

な
ぜ
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
内
乱
勃
発
後
、
王
の
処
刑
以
前
の
時
点
で
（『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
が
出
版
さ
れ
た
頃
に
）

こ
れ
が
出
版
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
フ
ィ
ル
マ
ー
に
と
っ
て
の
論
敵
、
つ
ま
り
議
会
派
で
あ
れ
王
党
派
で
あ
れ
「
制
限
王
制
」
論
者
と
の
距
離

を
見
失
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。
王
の
処
刑
後
、
共
和
政
期
に
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
を
出
版
し
え
な
い
理
由
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。
安

定
し
た
王
制
を
前
提
し
た
上
で
、
王
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
は
、
こ
の
時
期
に
出
版
さ
れ
た
と
し
た
ら
、

逆
に
完
全
な
る
共
和
政
府
支
持
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
受
け
入
れ
ら
れ
た
に
違
い
な
い（

（（
（

。
だ
か
ら
こ
そ
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
は
終
に
出
版
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
か
ら
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
考
』
に
か
け
て
の
フ
ィ
ル
マ
ー
の
思
想
に
は
「
一
貫
性
」
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、

そ
れ
と
も
「
変
遷
」
し
た
の
だ
ろ
う
か
。『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
を
シ
ド
ニ
ー
の
よ
う
に
読
め
ば
、『
服
従
指
針
』
を
除
い
て
そ
こ
に
一
貫
性
が

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、
ブ
ー
ン
の
よ
う
に
読
め
ば
、『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
と
の
間
で
す
ら
矛
盾
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
こ
こ

で
は
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
点
を
含
め
て
、
シ
ド
ニ
ー
と
ブ
ー
ン
の
解
釈
を
適
宜
合
わ
せ
て
読
め
ば
、『
服
従
指
針
』
と
の
間
で
す
ら
、
一
貫

性
を
見
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
他
方
全
著
作
を
合
わ
せ
て
、
ロ
ッ
ク
の
よ
う
に
批
判
的
に
読
め
ば
、「
も
て
る
全
技
量
を
用
い
て
、
サ
ー
・

ロ
バ
ー
ト
の
言
っ
て
い
る
こ
と
を
、
理
解
可
能
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
そ
れ
自
体
首
尾
一
貫
し
た
も
の
、
あ
る

い
は
常
識
と
両
立
可
能
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、是
非
試
し
て
み
て
い
た
だ
き
た
い（

（（
（

」と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
解
釈
は
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
思
想
に
は
「
変
化
が
な
か
っ
た
」
と
す
る
解
釈
と
少
な
く
と
も
言
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語
上
は
両
立
し
う
る
。
フ
ィ
ル
マ
ー
の
意
図
は
、
確
か
に
は
じ
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
人
民
の
生
来
の
自
由
論
を
反
駁
し
、
王
と
そ
の
権
力

を
擁
護
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
主
張
の
基
礎
に
あ
る
の
は
、
彼
の
王
権
神
授
説
と
ア
ダ
ム
の
権
利
と
い
う
二
つ
の
原
理
だ
と
い

う
の
も
正
し
い
。
だ
が
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
の
意
図
と
原
理
の
一
貫
性
を
保
持
し
て
い
た
が
た
め
に
、
彼
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
合
わ
せ
て
、

テ
ク
ス
ト
の
内
容
を
変
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
テ
ク
ス
ト
の
内
容
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
は
確
か
に
ア
ダ
ム
の
権
利
を
信
じ
つ
づ
け
た
と
い
う
意
味
で
「
家
父
長

論
者
」
で
あ
り
、
そ
の
権
利
が
神
に
よ
っ
て
人
間
の
制
度
と
の
媒
介
な
く
与
え
ら
れ
る
と
考
え
た
と
い
う
意
味
で
「
王
権
神
授
説
」
論
者
で

あ
り
、統
治
者
の
権
力
の
至
高
性
を
疑
わ
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
「
絶
対
主
義
者
」
で
あ
り
、か
つ
意
図
と
し
て
は
「
君
主
制
論
者
」
で
あ
っ

た
。
レ
ッ
テ
ル
は
整
理
の
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
だ
が
フ
ィ
ル
マ
ー
の
政
治
思
想
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
彼
の
場

合
で
す
ら（

（（
（

、
こ
れ
ら
の
レ
ッ
テ
ル
は
意
味
の
限
定
な
し
に
は
適
用
し
え
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
こ
で
並
べ
た

諸
概
念
は
、
実
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
よ
り
も
複
雑
な
意
味
を
内
包
し
て
お
り
、
フ
ィ
ル
マ
ー
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
概
念
の
複
雑
さ
を
認
識
す

る
こ
と
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
フ
ィ
ル
マ
ー
に
つ
い
て
の
議
論
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
二
つ
の
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
つ
は
、
は
じ
め
に

述
べ
た
「
一
貫
性
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
時
に
あ
る
思
想
家
に
つ
い
て
「
一
貫
性
」
が
あ
る
、
な
い
、
と
い
う
二
元
論
で
語
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
だ
が
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、「
一
貫
性
」
と
「
非
一
貫
性
」
は
次
元
を
異
に
し
つ
つ
、
一
人
の
思
想
家

の
中
で
切
り
離
し
が
た
く
結
び
つ
く
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
思
想
が
「
一
貫
」
し
て
い
る
か
否
か
を
、
複
数
の
テ
ク
ス
ト

の
内
容
だ
け
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
ど
の
次
元
の
一
貫
性
な
の
か
を
明
確
に
し
な
い
限
り
、

そ
し
て
テ
ク
ス
ト
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
関
連
づ
け
な
い
限
り
、
こ
の
単
純
な
二
元
論
で
は
捉
え
き
れ
な
い
問
題
が
多
く
残
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。

も
う
一
つ
は
、
政
治
状
況
と
政
治
思
想
の
関
係
で
あ
る
。
政
治
状
況
の
変
転
が
、
そ
れ
に
応
答
し
う
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
政
治
思
想
を
要
請

す
る
と
い
う
の
は
確
か
に
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
場
合
、
最
も
「
危
険
」
な
理
論
─
─
王
の
権
力
の
制
限
に
も
、

権
力
の
簒
奪
の
正
当
化
に
も
、
民
主
制
の
正
当
化
に
も
利
用
し
う
る
理
論
─
─
は
、
政
治
的
に
最
も
安
定
し
た
時
期
に
提
示
さ
れ
た
と
い
う
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こ
と
を
注
記
し
て
お
く
の
は
意
味
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
体
制
を
破
壊
す
る
可
能
性
を
含
ん
だ
「
危
険
」
な
思
想
が
（
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
思

想
が
）、
真
に
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
、
そ
こ
で
問
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
前
提
を
理
解
す
る
こ
と
な
し
に
は
判
断
で
き
な
い
。

政
治
的
に
安
定
し
た
時
期
に
生
み
出
さ
れ
た
思
想
が
、
そ
の
よ
う
な
前
提
を
除
外
し
た
上
で
理
論
的
に
再
構
成
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
安
定
を

掘
り
崩
す
か
に
し
か
見
え
な
い
思
想
、そ
の
意
味
で
「
危
険
」
な
思
想
に
見
え
る
こ
と
も
十
分
に
あ
り
得
る
。
シ
ド
ニ
ー
は
（
お
そ
ら
く
チ
ャ
ー

ル
ズ
一
世
も
）『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
の
前
提
を
フ
ィ
ル
マ
ー
と
共
有
で
き
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
こ
の
作
品
が
あ
ら
ゆ
る
統
治
体
に
と
っ
て
危

険
で
あ
る
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
内
乱
前
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
は
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
の
出
版
を
許
可
し
な
か
っ
た
。
内
乱
後
、
コ
ン
テ

ク
ス
ト
の
変
化
に
よ
っ
て
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
は
出
版
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
確
か
に
こ
こ
で
も
「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
王
で
あ

る
（context is king

）（
（（
（

」。

（
１
）
フ
ィ
ル
マ
ー
の
作
品
の
参
照
箇
所
は
、
本
文
中
で
そ
の
個
所
を
明
示
す
る
。
本
稿
で
利
用
し
て
い
る
の
は
、Johann P. Som

m
erville

編
集

のRobert Film
er, Patriarcha and O

ther W
ritings, Cam

bridge: CU
P, 1991

で
あ
る
。Peter Laslett

が
編
集
し
た
、Robert Film

er, 
Patriarcha and O

ther Political W
orks of Sir R

obert Film
er, O

xford: Blackw
ell, 1949

も
参
照
し
た
が
、
引
用
は
全
てSom

m
erville

版
か

ら
行
う
。
そ
の
際
、
ど
の
作
品
を
引
用
し
て
い
る
か
を
分
か
り
易
く
す
る
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
に
表
記
す
る
。

Patriarcha, T
he N

aturall Pow
er of K

inges against the U
nnatural Liberty of the People

は
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
と
し
て
言
及
し
、（PA

: 1

）

の
よ
う
な
形
で
参
照
箇
所
を
示
す
。
こ
の
場
合
は
、Som

m
erville

版
のp. 1

で
あ
る
。
以
下
同
様
。

T
he A

narchy of a Lim
ited or M

ixed M
onarchy, 1648 

は
、『
ア
ナ
ー
キ
ー
』（A

N
: 

）。

O
bservations Concerning the O

riginall of G
overnm

ent, 1652
は
、『
統
治
起
源
論
』（O

G: 

）。

O
bservations upon A

ristotles Politiques touching Form
s of G

overnm
ent, 1652

は
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
考
』（A

P: 

）。

D
irections for O

bedience to G
overnm

ent in dangerous or doubtful T
im

es, 1652

は
、『
服
従
指
針
』（D

O
: 

）。

Patriarcha, or, T
he N

atural Pow
er of K

ings by the learned Sir R
obert Film

er, 1680, London

の
序
文
を
参
照
。
こ
れ
は
、Peter 

H
eylyn, Certam

en E
pistolare, 1659, London, p. 208

（
た
だ
し
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
原
著
で
はp. 387

と
な
っ
て
い
る
）
の
再
録
で
あ
る
。

（
２
）Cesare Cuttica, ‘Reputation versus Context in the interpretation of Sir Robert Film

er ’s P
atriarcha ’, H

istory of P
olitical 
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T
hought, V

ol. 33, N
o. 2, 2012, pp. 233-4. 

ク
テ
ィ
カ
は
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
の
、R

easons for refusing a license to Sir 
R

obert Film
er ’s Patriarcha of G

. R
. W

eckherlin, London 8 February 1632, British Library, M
ss, A

dd. 72439, fol. 8

を
典
拠
に
し
て

い
る
が
、
未
見
。

（
３
）
残
念
な
が
ら
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
に
答
え
る
た
め
の
伝
記
的
資
料
は
存
在
し
な
い
（
も
っ
と
も
存
在
し
て
い
て
も
、
な
ぜ
Ｘ
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う

問
い
に
完
全
な
答
え
を
与
え
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
が
）。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
と
そ
の
後
の
作
品
を
比
較
検
討
し
、
そ
の

「
非
一
貫
性
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、フ
ィ
ル
マ
ー
が
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
を
出
版
し
な
い
積
極
的
な

0

0

0

0

理
由
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
意
味
で
「
思

想
史
的
回
答
」
な
の
で
あ
る
。

（
４
）Johann P. Som

m
erville, ‘Introduction ’, to Robert Film

er, Patriarcha and other W
ritings, Cam

bridge: CU
P, 1991. 

ま
た
、Gordon 

J. Schochet, Patriarchalism
 in Political T

hought, N
ew

 Y
ork: Basic Books, 1975, pp. 117-9. D

aly, Sir R
obert Film

er and E
nglish 

Political T
hought, T

oronto: U
niversity of T

oronto Press, 1979, p. 15

な
ど
。
な
お
、
本
稿
は
「
変
遷
」
を
重
視
す
る
た
め
、
そ
れ
が
明
ら
か

な
『
服
従
指
針
』
を
詳
細
に
議
論
す
る
こ
と
は
な
い
。

（
５
）
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
古
田
拓
也
「
国
家
な
き
主
権
論
─
─
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ル
マ
ー
に
お
け
る
神
と
父
」『
法
学
政
治
学
論
究
』、
第
九
二
号
、

二
〇
一
二
年
、
を
参
照
。
た
だ
し
、
彼
の
思
想
の
中
心
に
摂
理
主
義
的
な
王
権
神
授
説
が
存
在
す
る
と
い
う
理
由
で
、
彼
が
摂
理
の
考
察
か
ら
そ
の
政
治

思
想
を
導
き
出
し
た
の
だ
と
主
張
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
そ
の
逆
に
、
フ
ィ
ル
マ
ー
は
彼
の
政
治
的
目
的
と
そ
の
た
め
に
有
益
な
「
ア
ダ
ム
の
権
利
」
と

い
う
概
念
を
採
用
し
た
が
た
め
に
、
統
治
の
正
当
性
を
、
不
可
避
的
に
最
も
単
純
な
意
味
で
の
「
摂
理
」
に
訴
え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
が
私

の
主
張
で
あ
る
。
あ
る
思
想
家
に
中
心
原
理
が
あ
る
と
言
う
こ
と
と
、
そ
の
中
心
原
理
か
ら
そ
の
政
治
思
想
が
生
み
出
さ
れ
た
と
言
う
の
は
、
ま
っ
た
く

別
の
話
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ル
マ
ー
と
、「
摂
理
」
と
い
う
概
念
を
真
に
深
く
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
政
治
思
想
を
導
き
出

し
た
ジ
ョ
セ
フ
・
ド
・
メ
ー
ス
ト
ル
を
比
較
せ
よ
。（
メ
ー
ス
ト
ル
の
摂
理
観
と
そ
の
政
治
思
想
に
関
し
て
は
、
川
上
洋
平
『
ジ
ョ
セ
フ
・
ド
・
メ
ー
ス

ト
ル
の
思
想
世
界
に
お
け
る
政
治
と
摂
理
』、
慶
應
義
塾
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
一
年
、
を
参
照
）。

（
６
）A

lgernon Sidney, D
iscourses concerning governm

ent, London, 1689, p. 3.

（
７
）A

lgernon Sidney, T
he V

ery Copy of a Paper delivered to the Sheriffs upon the Scaffold on T
ow

er-hill, London, 1683, p. 1.

（
８
）Sidney, T

he V
ery Copy, p. 2.

（
９
）Sidney, T

he V
ery Copy, p. 2.

（
10
）Jonathan Scott, A

lgernon Sidney and the R
estoration Crisis 1677–1683, Cam

bridge: CU
P, 1991, p. 343.
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（
11
）
ブ
ー
ン
本
人
の
思
想
と
行
動
に
つ
い
て
は
、M

ark Goldie, ‘Edm
und Bohun and Jus G

entium
 in the Revolution D

ebate ’, H
istorical 

Journal, 20, 1977, pp. 569-86

を
参
照
。

（
12
）Sidney, T

he V
ery Copy, p. 2.

（
13
）Edm

und Bohun, A
 D

efence of Sir R
obert Film

er, A
gainst the M

istakes

…of A
lgernon Sidney, London, 1684, p. 5.

（
14
）Bohun, D

efence, pp. 5-6.

（
15
）Bohun, D

efence, p. 16.

（
16
）D

aly, R
obert Film

er, p. 131. 

た
だ
し
、
こ
こ
で
デ
イ
リ
ー
は
ブ
ー
ン
が
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
以
外
の
作
品
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
と
書
い
て

い
る
。
私
は
そ
う
で
は
な
く
、
知
っ
て
い
た
が
彼
自
身
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
意
図
的
に
利
用
し
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

（
17
）Sidney, T

he V
ery Copy, p. 2.

（
18
）D

aly, R
obert Film

er, p. 42.

（
19
）
無
論
、「
事
実
と
し
て
」
征
服
が
あ
っ
た
と
い
う
主
張
も
、
そ
れ
だ
け
で
一
つ
の
政
治
的
言
説
で
あ
る
。
こ
の
「
ノ
ル
マ
ン
征
服
」
を
巡
る
論
争
に

は
多
く
の
高
名
な
研
究
者
が
参
加
し
て
い
る
が
、
簡
潔
な
ま
と
め
と
し
て
は
、Johann P. Som

m
erville, ‘H

istory and T
heory: T

he N
orm

an 
Conquest in Early Stuart Political T

hought ’, Political Studies, V
ol. 34, N

o. 2, 1986, pp. 249-52

を
参
照
。

（
20
）Cesare Cuttica, ‘A

nti-Jesuit patriotic absolutism
: Robert Film

er and French ideas

（c. 1580–1630

）’, R
enaissance Studies, V

ol. 
25, N

o. 4, 2011, p. 562, J. P. Som
m

erville, ‘From
 Suarez to Film

er ’, T
he H

istorical Journal, V
ol. 25, N

o. 3, 1982, p. 525.

（
21
）Film

er, Patriarcha, pp. 2-3. 

ま
た
、Cuttica, ‘Sir Robert Film

er ’s Patriarcha ’, pp. 235-6.

（
22
）Francisco Suárez, Selections from

 three w
orks of Francisco Suárez, Gw

ladys L. W
illiam

s, A
m

m
i Brow

n and John W
aldron

（ed. 
and trans.

）, O
xford: Clarendon Press, 1944, p. 374.

（
23
）Brian T

ierney, T
he Idea of N

atural R
ights, A

tlanta: Scholars Press, 1997, pp. 309-10.

（
24
）
丸
山
眞
男
「
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
と
近
代
政
治
原
理
」『
丸
山
眞
男
集　

第
四
巻
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
一
八
五
頁
。

（
25
）
本
稿
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
フ
ィ
ル
マ
ー
は
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
自
由
」
が
不
可
能
で
あ
る
理
由
を
、『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
か
ら

一
六
五
二
年
の
著
作
に
い
た
る
ま
で
繰
り
返
し
、
契
約
説
批
判
を
通
じ
て
「
証
明
」
し
て
い
る
（Patriarcha, pp. 19-21, A

narchy, pp. 140-2, T
he 

O
riginall of G

overnm
ent, pp. 202-3 

等
）。
逆
に
言
え
ば
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
自
由
」
批
判
が
最
後
ま
で
彼
の
重
要
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
一
言
で
述
べ
る
な
ら
、そ
れ
は
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
自
由
と
統
治
の
間
に
横
た
わ
る
懸
隔
の
論
証
」
で
あ
る
（Schochet, Patriarchalism

, p. 
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123

）。

（
26
）Cuttica ‘A

nti-Jesuit Patriotic absolutism
’, p. 79. 

（
27
）
フ
ィ
ル
マ
ー
の
歴
史
的
国
制
論
に
よ
る
王
権
擁
護
論
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
対
象
と
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
例
外
はJ. G. A

. Pocock, T
he 

A
ncient Constitution and the Feudal Law

: A
 R

eissue w
ith R

etrospect, 1987 

［1957

］, Cam
bridge: CU

P, pp. 151-62

で
あ
る
。
な
お
、『
パ

ト
リ
ア
ー
カ
』
第
三
部
と
「
権
利
請
願
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、Cuttica, ‘Sir Robert Film

er ’s Patriarcha ’, pp. 251-4

を
見
よ
。

（
28
）
生
来
の
自
由
に
関
わ
ら
ず
、王
党
派
の
多
く
は
「
時
効
」
に
よ
っ
て
奪
い
去
る
こ
と
の
で
き
な
い
諸
特
権
が
臣
民
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。

ブ
ー
ン
も
フ
ィ
ル
マ
ー
が
そ
う
考
え
て
い
る
と
み
な
し
て
い
た
（Bohun, D

efence, p. 5

）。

（
29
）『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
の
別
の
草
稿
で
はabsolute and irregular

と
な
っ
て
お
り
、irregular

が
線
で
消
さ
れ
て
い
る
（Patriarcha and O

ther 
W

ritings, p. 300

の
、
サ
マ
ヴ
ィ
ル
に
よ
る
草
稿
ご
と
の
比
較
を
参
照
）。absolute

と
並
置
す
る
形
容
詞
に
意
識
的
で
あ
っ
た
証
拠
で
あ
る
。

（
30
）
王
党
派
や
、
彼
ら
と
フ
ィ
ル
マ
ー
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、Perez Zagorin, A

 H
istory of Political T

hought in the E
nglish 

R
evolution, London: Routledge, 1954, pp. 189-202. J. W

. A
llen, E

nglish Political T
hought, 1603-1660, London: M

ethuen, 1938, pp. 
483-97. John Sanderson, ‘But the People ’s Creatures ’: T

he Philosophical basis of the E
nglish Civil W

ar, M
anchester: M

anchester 
U

niversity Press, 1989, pp. 38-72

等
を
参
照
。

（
31
）
ハ
ン
ト
ン
に
関
し
て
は
、Philip H
unton, A

 T
reatise of M

onarchy, Ian Gardner

（ed.

）, Bristol: T
hoem

m
es Press, 2000

に
付
さ
れ
た 

‘Introduction ’

や
、田
中
浩『
ホ
ッ
ブ
ズ
研
究
序
説　

改
訂
増
補
版
』、御
茶
の
水
書
房
、一
九
九
四
年
、付
録
Ⅱ
を
参
照
。
ハ
ン
ト
ン
に
対
す
る
フ
ィ
ル
マ
ー

の
具
体
的
な
批
判
に
つ
い
て
は
、
野
嶌
一
郎
「
サ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ル
マ
ー
の
制
限
・
混
合
王
政
論
批
判
」『
姫
路
獨
協
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』、

一
一
号
、
一
九
九
八
年
、
七
二
─
八
七
頁
。

（
32
）
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
誇
張
を
含
ん
で
い
る
。
同
時
代
の
多
く
の
王
党
派
は
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
重
要

な
の
は
、
起
こ
り
得
る
対
立
で
は
な
く
、
そ
こ
に
あ
る
べ
き
調
和
で
あ
っ
た
。（J. W

. D
aly, ‘John Bram

hall and the T
heoretical Problem

s of 
Royalist M

oderation ’, Journal of British Studies, V
ol. 11, N

o. 1, 1971, pp. 33, 38.

）
要
す
る
に
、
も
し
Ｘ
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
と
い
う

問
い
は
、
あ
る
立
場
に
と
っ
て
は
重
要
で
も
、
別
の
立
場
に
よ
っ
て
は
ま
っ
た
く
無
意
味
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
世
界
が
明
日
亡
び
た
ら
ど
う
な

る
の
か
と
い
う
問
い
は
、
政
治
学
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
方
策
を
考
え
る
と
答
え
る
よ

り
他
な
い
だ
ろ
う
）。

（
33
）D

aly, R
obert Film

er, p. 129.



336政治思想における言語・会話・討議【政治思想研究 第13号／2013年５月】

（
34
）Sir Roger T

w
ysden, Certaine considerations upon the governm

ent of E
ngland, John M

itchell K
em

ble

（ed.

）, London: Cam
den 

Society, 1849, p. 17. D
aly, R

obert Film
er, p. 48. 

（
35
）
フ
ィ
ル
マ
ー
と
内
乱
期
の
王
党
派
の
違
い
は
、D

aly, ‘Royalist M
oderation ’, p. 41

が
最
も
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。
な
お
、
内
乱
前
の
「
絶
対

主
義
」
に
つ
い
て
の
対
立
す
る
説
明
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
対
立
す
る
フ
ィ
ル
マ
ー
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、Glenn Burgess, A

bsolute M
onarchy 

and the Stuart Constitution, N
ew

 H
aven: Y

ale U
niversity Press, 1996, pp. 218-9

と ‘A
bsolutism

 and Royalism
’, in T

he Cam
bridge 

H
istory of Political T

hought 1450-1700, J. H
. Burns and M

ark Goldie

（ed.

）, Cam
bridge: CU

P, 1991, pp. 358-9

を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

（
36
）D

aly, ‘Royalist M
oderation ’, p. 43. 

（
37
）D

aly, R
obert Film

er, p. 52.

（
38
）
古
田
「
国
家
な
き
主
権
論
」、
三
五
二
─
三
五
五
頁
。

（
39
）Q

uentin Skinner, 

［1972
］, ‘Conquest and consent: H

obbes and the engagem
ent controversy ’, in V

isions of Politics, V
ol. 3, 2002, 

Cam
bridge: CU

P, p. 293.

（
40
）
例
え
ば
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
第
一
巻
一
八
章
は
、
こ
の
区
別
の
否
定
に

0

0

0

向
け
ら
れ
て
い
る
。（
ジ
ャ
ン
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン
、
渡
辺

信
夫
訳
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
Ⅰ
』、
新
教
出
版
社
、
一
九
六
六
年
、
二
六
四
─
二
七
四
頁
。）

（
41
）D

aly, R
obert Film

er, p. 118.

（
42
）
ウ
ォ
レ
ン
に
つ
い
て
は
、Q

uentin Skinner, ‘H
obbes ’s theory of political obligation ’, in V

isions of Politics, V
ol. 3, p. 276.

（
43
）A

lbertus W
arren, E

ight reasons categorical, 1653, London, p. 5. 

（
44
）Shochet, Patriarchalism

, p. 119.

（
45
）Q

uentin Skinner, ‘M
eaning and understanding in the history of ideas ’, in V

isions of Politics, V
ol. 1, 2002, p. 68.

〔
半
澤
孝
麿
・
加

藤
節
訳
『
思
想
史
と
は
何
か
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
六
六
─
六
七
頁
。〕

（
46
）
こ
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
野
嶌
一
郎
「
フ
ィ
ル
マ
ー
主
権
論
に
お
け
る
家
父
長
論
の
意
義
」『
史
学
研
究
』、
一
九
三
号
、
六
一
頁
も
参
照
。

（
47
）
多
く
の
研
究
者
は
、
こ
の
二
人
の
対
比
か
ら
出
発
し
て
、
ホ
ッ
ブ
ズ
理
論
の
解
明
に
向
か
う
。
最
近
の
例
を
一
つ
だ
け
挙
げ
れ
ば
、T

im
othy 

Stanton, ‘H
obbes ’s Redefinition of the Com

m
onw

ealth ’, in Causation and M
odern Philosophy, T

. Stoneham
, K

. A
llen

（ed.

）, London: 
Routledge, 2011, pp. 107-8.

（
48
）
ホ
ッ
ブ
ズ
本
人
の
「
人
格
」
理
論
と
「
代
表
」
理
論
に
つ
い
て
は
、Q

uentin Skinner, 

［1999
］ ‘H

obbes and purely artificial person of the 
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state ’, in V
isions of Politics, V

ol. 3, chap. 6

を
参
照
。

（
49
）
も
ち
ろ
ん
、
以
上
の
よ
う
な
フ
ィ
ル
マ
ー
の
議
論
を
、
シ
ョ
ー
セ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
自
然
的
な
平
等
と
不
平
等
な
統
治
の
間
の
緊
張
関
係
を
、
多
数

決
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
へ
の
批
判
と
理
解
す
る
こ
と
も
、
ま
た
よ
り
単
純
に
同
時
代
の
共
和
主
義
へ
の
批
判
と
理
解
す
る
こ
と
も
正
し
い
だ
ろ
う
。

私
が
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
の
は
単
に
、
こ
の
作
品
に
は
そ
れ
に
尽
き
ぬ
意
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（Schochet, Patriarchalism

, p. 130.

）

（
50
）
そ
れ
は
特
に
、
摂
理
に
よ
っ
て
共
和
制
支
持
の
論
陣
を
張
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ラ
ウ
ス
の
議
論
と
の
類
似
の
た
め
で
あ
る
。
ラ
ウ
ス
の
摂
理
主
義
に

つ
い
て
は
、Quentin Skinner, ‘Conquest and consent ’, pp. 291-2

や
、加
藤
喜
代
志
「
共
和
制
初
期
の
『
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
論
争
』
に
お
け
る
ホ
ッ

ブ
ズ
と
ニ
ー
ダ
ム
」
宮
本
憲
一
ほ
か
編
『
市
民
社
会
の
思
想
』、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
九
年
、 

一
〇
頁
。

（
51
）John Locke, T

w
o T

reatises of G
overnm

ent, Peter Laslett

（ed.

）, Cam
bridge: CU

P, 1988, preface, p. 138.

〔
加
藤
節
訳
『
統
治
二
論
』、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
四
頁
。〕

（
52
）
よ
り
重
要
視
さ
れ
る
思
想
家
、例
え
ば
ホ
ッ
ブ
ズ
や
バ
ー
ク
の
場
合
は
、こ
の
問
題
は
常
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
契
約
論
者
で
あ
り
、バ
ー

ク
は
保
守
主
義
者
で
あ
る
。
だ
が
彼
ら
の
場
合
、必
ず
「
ど
の
よ
う
な
意
味
で
そ
う
な
の
か
」
が
次
に
問
わ
れ
る
。
フ
ィ
ル
マ
ー
は
家
父
長
論
者
で
あ
る
、

と
言
わ
れ
た
場
合
と
比
較
せ
よ
。

（
53
）J. G. A

. Pocock, ‘Foundations and m
om

ents ’ in R
ethinking the Foundations of M

odern Political T
hought, A

nnabel Brett and 
Jam

es T
ully

（ed.

）, Cam
bridge: CU

P, 2006, p. 37.
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本
書
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
起
こ
っ
た

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
刊
行
さ
れ
た
「
際
物
的
」
出
版
物
で
あ
る
か
に
見

え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
の
序
章
末
尾
に
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
あ
く

ま
で「
関
東
大
震
災
を
思
想
史
的
事
件
と
し
て
再
定
位
し
よ
う
と
す
る
試
み
」

と
し
て
書
か
れ
た
。
そ
し
て
「
こ
の
立
場
か
ら
も
う
一
度
震
災
と
大
正
と
い

う
時
代
を
捉
え
直
し
た
時
に
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
い
う
歴
史
の
流
れ
の

中
で
「
大
正
大
震
災
」
が
い
か
に
巨
大
な
断
層
と
な
っ
て
い
る
か
」
が
見
え

て
く
る
は
ず
だ
と
言
う
。

そ
れ
に
し
て
も
現
在
の
時
点
か
ら
振
り
返
る
と
き
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

と
つ
づ
く
日
本
近
現
代
史
の
中
で
、「
大
正
」
の
影
が
薄
い
こ
と
に
あ
ら
た

め
て
気
付
か
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
、
大
正
と
い
う
年
号
の
付
い
た
年
月

が
一
五
年
間
に
す
ぎ
ず
、
明
治
の
四
五
年
間
あ
る
い
は
昭
和
の
六
四
年
間
に

比
べ
、
さ
ら
に
平
成
の
今
日
ま
で
の
二
四
年
間
に
比
べ
て
も
、
格
段
に
短

か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
起
因
し
よ
う
。
ま
た
「
戦
後
民
主
主
義
」
の
先
駆

と
し
て
の
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
か
つ
て
は
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
、
戦
後
民
主
主
義
の
成
果
と
も
否
定
過
程
と
も
い
え
る
「
高
度

成
長
」
が
終
焉
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
「
進
歩
派
」
な
い
し
「
左
翼
」
が

無
残
に
退
潮
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
後
民
主
主
義
と
も
ど
も
「
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
」
も
「
あ
ま
り
思
い
出
し
た
く
な
い
」
存
在
と
化
し
た
こ
と
に
も

よ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
は
「
大
正
」
は
、「
明
治
」「
昭
和
」
と
並
列
さ
れ
る
よ
り
は
、

岡
義
武
が
か
つ
て
言
っ
た
意
味
で
の
「
転
換
期
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

の
が
適
当
な
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
、
そ
の
「
転
換
期
の
大
正
」
を
象
徴
す

る
と
著
者
が
見
る
「
大
正
大
震
災
」
を
め
ぐ
る
諸
相
を
思
想
史
的
に
解
明
し
、

そ
の
「
忘
却
さ
れ
た
断
層
」
を
あ
ぶ
り
だ
そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
、①「
天
譴
論
」を
め
ぐ
っ
て
、②「
改

造
」
へ
の
潮
流
、③
「
自
警
団
」
に
よ
る
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
の
評
価
、④
「
早

稲
田
大
学
軍
事
研
究
団
」
事
件
の
意
味
す
る
も
の
、
⑤
「
大
阪
遷
都
論
」
を

め
ぐ
っ
て
、⑥ 

後
藤
新
平
の「
帝
都
大
復
興
計
画
」を
め
ぐ
っ
て
、等
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
き
わ
め
て
興
味
深
い
事
例
の
紹
介
・
分
析
と
な
っ
て
お

り
、
ま
さ
に
「
転
換
期
の
大
正
」
が
持
っ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
の
方
向
性
と
可

能
性
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
。

た
と
え
ば
、
尖
鋭
的
な
知
識
青
年
た
ち
が
マ
ル
ク
ス
主
義
に
向
か
い
、
他

方
、
大
衆
が
い
わ
ゆ
る
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
向
か
う
と
い
う
昭
和
初
期
の

構
図
は
、
こ
の
震
災
の
前
後
か
ら
姿
を
現
わ
し
て
く
る
。「
社
会
科
学
」
と

い
う
言
葉
が
マ
ル
ク
ス
主
義
の
代
名
詞
と
し
て
登
場
し
、
各
地
の
大
学
や
高

等
学
校
に
「
社
研
」
が
出
来
る
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
一
九

◆
書
評

明
治
と
昭
和
の
間
に
思
想
史
的
断
層
を

造
っ
た
「
大
正
大
震
災
」

●

─
─
飯
田
泰
三

尾
原
宏
之
『
大
正
大
震
災
─
─
忘
却
さ
れ
た
断
層
』（
白

水
社
、
二
〇
一
二
年
）
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（
大
正
八
）
年
に
始
ま
る
「
社
会
改
造
」
の
動
き
が
当
初
持
っ
て
い
た
、「
政

治
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」「
正
統
マ
ル
ク
ス

派
社
会
主
義
」「
国
家
社
会
主
義
」「
修
正
派
社
会
主
義
」「
ギ
ル
ド
社
会
主
義
」

「
無
政
府
主
義
ま
た
は
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」「
ソ
リ
ダ
リ
テ･

ソ
シ
ア
ル
」
等
々
の
拡
が
り
が
、
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
派
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
収

斂
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

「
大
衆
」
と
い
う
言
葉
の
登
場
も
こ
の
頃
で
あ
る
。『
資
本
論
』
の
最
初
の

完
訳
者
と
な
っ
た
高
畠
素
之
が
、die M

asse

の
訳
語
に
大
衆
（
元
、仏
教
語
）

を
あ
て
、「
大
衆
社
」
を
興
し
て
週
刊
新
聞
『
大
衆
運
動
』
を
発
刊
し
た
の

が
一
九
二
一
年
で
あ
る
。
し
か
し
高
畠
は
次
第
に
「
国
家
社
会
主
義
」
に
傾

斜
し
て
ゆ
き
、
つ
い
に
は
「
無
産
愛
国
主
義
」
を
主
張
す
る
に
い
た
る
（
一

九
二
八
年
一
二
月
病
没
）。

本
書
で
い
わ
ば
徹
底
し
た
「
天
譴
論
者
」
と
し
て
内
村
鑑
三
と
並
ん
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
生
田
長
江
は
、こ
の
一
九
二
三
年
に
評
論
集『
ブ
ル
ジ
ョ

ア
は
幸
福
で
あ
る
か
』
を
刊
行
し
た
の
ち
、
本
書
紹
介
の
よ
う
に
一
九
二
五

年
刊
の
『
超
近
代
派
宣
言
』
で
、「
商
業
主
義
よ
り
も
重
農
主
義
を
、
都
会

よ
り
も
村
落
を
、
文
明
よ
り
も
文
化
を
、
西
洋
よ
り
も
東
洋
を
」
と
書
く
。

室
伏
高
信
も
、一
九
二
一
年
の
渡
欧
時
に
入
手
し
て
き
た
ラ
ー
テ
ナ
ウ
の『
来

る
べ
き
事
物
』
お
よ
び
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
の
『
西
洋
の
没
落
』
か
ら
受
け
た

衝
撃
の
も
と
、
こ
の
一
九
二
三
年
に
『
文
明
の
没
落
』
を
刊
行
し
て
い
る
。

そ
し
て
翌
年
、『
土
に
帰
る
─
─
文
明
の
没
落 

第
二
巻
』
を
著
し
、
両
書
は

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
。
そ
の
「
文
明
の
没
落 

第
三
巻
」
が
『
大
衆
時
代

の
解
剖
』（
一
九
二
八
年
）
で
あ
る
。

両
者
に
共
通
す
る
「
近
代
」
批
判
と
結
び
つ
い
た
「
農
村
」
志
向
と
「
東

洋
」
志
向
は
、
昭
和
期
に
入
る
頃
か
ら
顕
著
に
な
る
「
農
本
主
義
」
や
「
ア

ジ
ア
主
義
」
の
動
き
に
つ
ら
な
る
。
前
者
は
、「
農
民
自
治
会
」（
下
中
弥
三

郎
・
石
川
三
四
郎
・
中
西
伊
之
助
・
渋
谷
定
輔
ら
に
よ
り
一
九
二
五
年
結
成
）

や
、「
日
本
村
治
派
同
盟
」（
加
藤
一
夫
・
風
見
章
・
辻
潤
・
武
者
小
路
実
篤
・

権
藤
成
卿
・
橘
孝
三
郎
・
高
須
芳
次
郎
・
土
田
杏
村
・
室
伏
高
信
・
小
野
武

夫
ら
に
よ
り
一
九
三
一
年
結
成
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
農
村
自
治
」
を

根
幹
に
し
た
。
本
書
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、か
の
震
災
時
の
「
殺
人
自
警
団
」

が
、「
隣
保
相
助
け
る
自
治
精
神
の
芽
生
え
」
を
持
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
を
生
み
だ
し
た
地
域
が
東
京
周
縁
の
地
方
都
市
な
い
し
農
村
地
帯
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
こ
に
は
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
持
っ
て
い
た
或

る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
帝
都
復
興
完
成
の
年
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
は
、

一
〇
月
二
四
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
が
大
暴
落
し
世
界
恐
慌
が
始
ま
っ
た

年
だ
が
、
四
・
一
六
の
共
産
党
員
大
検
挙
、
山
本
宣
治
の
暗
殺
、
張
作
霖
爆

殺
事
件
の
責
任
を
取
っ
て
の
田
中
義
一
内
閣
の
総
辞
職
等
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
へ

向
か
う
動
き
の
か
た
わ
ら
、「
モ
ダ
ン
日
本
」が
喧
伝
さ
れ
た
年
だ
っ
た
。「
モ

ボ
」
と
「
モ
ガ
」
が
銀
座
を
闊
歩
し
、「
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
」
が
流
行
っ

た
時
代
で
あ
る
。

二
年
後
の
一
九
三
一
年
に
始
ま
る
満
州
事
変
→
日
中
戦
争
→
太
平
洋
戦
争

→
敗
戦
と
い
う
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
る
と
き
、内
村
鑑
三
が
言
っ
た「
ソ

ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
」
の
世
界
を
襲
っ
た
「
天
譴
」
と
し
て
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
と

い
う
「
大
正
大
震
災
」
像
が
、
ま
さ
に
預
言
的
意
味
を
持
っ
て
わ
れ
わ
れ
に

迫
っ
て
く
る
か
に
も
思
え
る
。
─
─
わ
れ
わ
れ
は
、
内
村
の
言
う
「
終
末
」

と
は
別
の
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
を
持
ち
う
る
の
だ
ろ
う
か
？
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「
優
秀
な
」
秩
序
維
持
機
能
を
評
価
す
る
に
せ
よ
、「
過
剰
な
」
取
締
を
批

判
す
る
に
せ
よ
、
警
察
が
現
代
の
日
本
社
会
を
特
徴
づ
け
る
主
要
な
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
海
外
の
研
究
者
の
間
で
広
く
合
意
が

見
ら
れ
る
。
ま
た
近
年
に
お
い
て
は
、
単
に
日
本
本
国
の
み
な
ら
ず
、
台
湾

や
朝
鮮
な
ど
の
旧
植
民
地
を
も
視
野
に
お
さ
め
る
こ
と
で
、
近
代
日
本
に
特

徴
的
な
警
察
思
想
・
実
践
の
特
質
を
彫
琢
し
よ
う
と
す
る
試
み
も
盛
ん
で
あ

る
。
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
も
っ
ぱ
ら
日
本
史
学
や
法
制
史
の
分
野
で
行
わ
れ

て
き
た
実
証
主
義
的
な
警
察
研
究
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
比
較
思
想
史

や
近
年
の
植
民
地
研
究
の
方
法
や
視
角
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、「「
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
」
期
の
警
察
に
よ
っ
て
立
案
・
実
施
さ
れ
、
関
東
大
震
災
を
契
機

に
変
容
し
て
い
っ
た
治
安
維
持
政
策
を
、
当
時
の
「
学
士
官
僚
」
の
打
ち
出

し
た
秩
序
構
想
あ
る
い
は
治
安
維
持
方
針
に
注
目
し
な
が
ら
検
討
す
る
」（7

）

こ
と
で
、
日
本
の
警
察
研
究
に
新
し
い
地
平
を
開
い
た
力
作
で
あ
る
。

本
書
の
問
い
の
原
点
は
、
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
を
契
機
と
し
て
生

じ
た
、
朝
鮮
人
に
対
す
る
虐
殺
・
暴
力
事
件
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に

あ
る
。
震
災
下
に
生
じ
た
自
警
団
に
よ
る
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
は
、
現
在
も
史

実
の
掘
り
起
こ
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
重
要
な
研
究
分
野
で
あ
る
が
、
本
書

の
第
一
義
的
な
問
題
関
心
は
、
事
件
そ
の
も
の
の
史
実
的
解
明
に
は
向
け
ら

れ
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
本
書
の
関
心
は
、
震
災
下
の
自
警
団
の
暴
力
事
件

を
通
じ
て
露
呈
し
た
社
会
統
治
論
の
輪
郭
を
浮
き
彫
り
に
し
、
そ
の
統
治
論

の
来
歴
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。“「
善
導
」主
義
”

と
は
、
著
者
に
よ
っ
て
名
指
さ
れ
た
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
日
本
に
お

い
て
主
流
と
な
っ
た
社
会
統
治
の
理
論
と
実
践
の
か
た
ち
で
あ
る
。
本
書
の

理
論
的
達
成
は
、「
善
導
」
主
義
の
生
成
と
展
開
を
、
資
本
主
義
と
植
民
地

主
義
と
近
代
国
家
形
成
の
結
節
点
と
し
て
、
文
化
論
的
説
明
を
徹
底
し
て
排

し
つ
つ
、
動
態
的
か
つ
構
造
的
に
分
析
し
た
点
に
求
め
ら
れ
る
。

本
書
は
、
課
題
と
視
角
を
論
じ
た
序
章
、
日
露
戦
争
期
か
ら
米
騒
動
に
い

た
る
社
会
情
勢
の
変
化
を
背
景
に
、
警
察
に
お
け
る
「
善
導
」
主
義
的
政
策

の
形
成
と
展
開
を
明
ら
か
に
し
た
第
一
章
、
韓
国
併
合
以
後
、
内
地
に
流
入

す
る
朝
鮮
人
労
働
者
の
増
加
や
三
・
一
運
動
に
代
表
さ
れ
る
独
立
運
動
の
進

展
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
社
会
的
緊
張
を
背
景
に
、
警
察
の
内
地
在
留
朝

鮮
人
に
対
す
る
「
善
導
」
主
義
的
政
策
の
形
成
と
展
開
を
分
析
し
た
第
二
章
、

震
災
下
の
「
善
導
」
主
義
政
策
の
展
開
と
「
朝
鮮
人
問
題
」
へ
の
対
応
を
、

東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
群
馬
、
千
葉
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
検

討
し
た
第
三
章
、
治
安
維
持
法
制
定
と
「
厳
罰
」
主
義
派
の
台
頭
に
よ
っ
て

特
徴
づ
け
ら
れ
る
ポ
ス
ト
震
災
期
の
「
善
導
」
主
義
の
変
容
を
論
じ
た
第
四

章
に
、全
体
の
議
論
を
要
約
し
た
終
章
よ
り
な
る
。
第
一
章
と
第
二
章
で
は
、

◆
書
評

警
察
研
究
の
比
較
思
想
史
に
向
け
て

●

─
─
梅
森
直
之

宮
地
忠
彦
『
震
災
と
治
安
秩
序
構
想
─
─
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
期
の
「
善
導
」
主
義
を
め
ぐ
っ
て
』（
ク
レ
イ
ン
、

二
〇
一
二
年
）
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代
表
的
な
「
学
士
」
警
察
官
僚
で
あ
る
松
井
茂
の
思
想
と
行
動
を
補
助
線
と

し
つ
つ
、「
善
導
」
主
義
の
形
成
と
展
開
を
、
日
本
本
国
と
植
民
地
朝
鮮
、

日
本
人
と
内
地
在
留
朝
鮮
人
と
い
う
異
な
る
空
間
・
対
象
を
越
境
す
る
運
動

性
の
う
ち
に
描
き
出
す
視
座
が
新
鮮
で
あ
る
。
第
三
章
に
関
し
て
は
、
震
災

下
の
警
察
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
「
朝
鮮
人
問
題
」
の
核
心
が
、
朝
鮮
人
に

よ
る
「
暴
動
」
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
不
逞
鮮
人
」
に
ま
つ
わ
る
流
言
へ

の
対
応
に
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
同
時
に
そ
れ
へ
の
対
応
を
通
じ

て
、
朝
鮮
人
に
対
す
る
自
警
団
の
殺
戮
・
暴
力
事
件
そ
の
も
の
が
矮
小
化
・

隠
蔽
さ
れ
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
が
興
味
深
い
。
全
体
の
議
論
を
通
じ
て

本
書
は
、
震
災
下
に
お
い
て
発
生
し
た
朝
鮮
人
に
対
す
る
自
警
団
の
暴
力
行

為
を
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
治
安
維
持
構
想
に
お
い
て
主
流
の
位
置
を

占
め
て
き
た
「
善
導
」
主
義
の
失
敗
を
象
徴
す
る
事
件
と
し
て
意
味
づ
け
、

そ
の
「
失
敗
」
の
根
本
的
要
因
を
、「
不
逞
」
と
「
善
良
」
の
境
界
が
流
動

化
せ
ざ
る
を
え
な
い
韓
国
併
合
後
の
植
民
地
情
況
の
進
展
の
う
ち
に
求
め
て

ゆ
く
。
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
構
成
に
よ
り
本
書
は
、
当
該
時
期
の

治
安
維
持
構
想
に
関
す
る
実
証
的
か
つ
ミ
ク
ロ
な
分
析
を
、
構
造
的
か
つ
マ

ク
ロ
な
比
較
思
想
史
的
問
題
関
心
と
接
合
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

比
較
思
想
史
的
問
題
関
心
の
な
か
に
本
書
の
「
善
導
」
主
義
を
位
置
づ
け

る
と
き
、
興
味
深
い
問
い
の
ひ
と
つ
は
、
そ
も
そ
も
「
善
導
」
主
義
と
は
、

何
に
対
す
る
概
念
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
問
い
に
対

し
て
、
ふ
た
つ
の
視
座
か
ら
解
答
を
与
え
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
歴
史
的
な
視

座
で
あ
り
、
こ
れ
は
、「
善
導
」
主
義
を
そ
れ
以
前
と
以
後
に
主
流
で
あ
っ

た
治
安
維
持
構
想
と
対
比
す
る
こ
と
で
お
こ
な
わ
れ
る
。「
善
導
」
主
義
以

前
に
関
し
て
は
、「
薩
摩
閥
を
中
心
と
し
た
旧
来
の
警
察
の
、
公
衆
を
威
圧

し
て
犯
罪
を
防
止
す
る
よ
う
な
気
風
」
と
い
う
説
明
が
み
ら
れ
る
（224

）。

そ
し
て
「
善
導
」
主
義
以
後
に
関
し
て
は
、「
日
中
戦
争
突
入
後
の
一
九
三

九
年
一
月
に
「
警
防
団
令
」
が
制
定
さ
れ
、
警
防
団
は
、
警
察
の
「
が
っ
ち

り
」
と
し
た
指
導
下
で
作
ら
れ
、
震
災
下
の
自
警
団
と
異
な
り
、
そ
の
綿
密

な
統
制
が
可
能
に
な
っ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
（231

）。
ふ
た
つ
め
は
構

造
的
な
視
座
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
に
お
い
て
「
善
導
」

主
義
に
対
抗
し
た
ア
ク
タ
ー
の
思
想
と
行
動
を
、「
厳
罰
」
主
義
と
し
て
分

節
化
す
る
こ
と
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
善
導
」
主
義
と
は
、
そ
れ

以
前
の
「
威
圧
」
的
姿
勢
な
ら
び
に
そ
れ
以
後
の
「
綿
密
な
統
制
」
と
対
比

さ
れ
、
か
つ
同
時
代
の
「
厳
罰
」
主
義
と
の
比
較
・
対
抗
に
お
い
て
析
出
さ

れ
る
関
係
概
念
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、「
善
導
」
主
義
の
対
抗
概
念
で
あ
っ
た
「
厳
罰
」

主
義
の
意
味
づ
け
で
あ
る
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
を
通
じ
て
「
善
導
」
主

義
と
対
抗
関
係
に
あ
っ
た
「
厳
罰
」
主
義
は
、
そ
れ
以
前
の
「
威
圧
」
主
義

な
ら
び
に
そ
れ
以
後
の
「
統
制
」
主
義
と
、
い
か
な
る
関
係
性
の
う
ち
に
把

握
さ
れ
る
べ
き
か
。
社
会
主
義
思
想
に
対
す
る
社
会
防
衛
論
的
発
想
を
色
濃

く
持
ち
、
一
九
一
一
年
の
大
逆
事
件
の
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
と
一
九
二
五
年
の

治
安
維
持
法
の
制
定
に
主
導
的
役
割
を
演
じ
た
平
沼
騏
一
郎
ら
司
法
省
検
事

局
を
中
心
と
す
る
人
脈
の
「
厳
罰
」
主
義
に
も
ま
た
、
け
っ
し
て
前
時
代
的

な
「
威
圧
」
主
義
に
は
還
元
さ
れ
な
い
「
近
代
」
性
の
刻
印
が
見
い
だ
さ
れ

る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、「
厳
罰
」
派
人
脈
の
、
思
想
と
行

動
の
さ
ら
な
る
検
討
は
、
本
書
の
主
題
で
あ
る
「
善
導
」
主
義
概
念
の
明
確

化
に
資
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
変
容
の
向
こ
う
に
、
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
特

質
を
見
通
す
た
め
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

梅森直之【書評／宮地忠彦『震災と治安秩序構想』】
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著
者
は
本
書
以
前
に
四
冊
、
本
書
以
後
に
も
二
冊
の
単
著
を
公
刊
し
て
い

る
が
、
本
書
は
著
者
初
の
「
硬
派
」（
二
八
三
頁
）
な
既
発
表
論
文
十
本
が

加
筆
再
編
さ
れ
た
論
文
集
で
あ
る
。
収
録
論
文
は
、
主
に
二
〇
〇
〇
年
代
に

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
最
後
に
収
録
さ
れ
た
「「
利
欲
世
界
」
と

「
公
共
之
政
」」（
以
下
、「
第
十
章
」。
本
書
は
各
論
文
に
章
立
て
が
な
い
た

め
、
便
宜
上
順
に
「
第
一
章
」
〜
「
第
十
章
」
と
呼
ぶ
）
の
み
は
、
一
九
九

一
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
著
者
の
修
士
論
文
を
元
に
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
論
文
は
単
に
未
収
録
論
文
で
あ
っ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
書
全
体

の
テ
ー
マ
や
思
想
史
研
究
の
方
法
を
示
し
た
作
品
で
も
あ
る
。
こ
の
書
評
で

は
、
ま
ず
第
十
章
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

第
十
章
で
対
象
と
な
る
の
は
、「
政
治
社
会
の
構
成
員
が
、
た
が
い
に
仁

愛
を
及
ぼ
し
あ
い
、
全
体
の
相
互
調
和
を
達
成
し
て
い
る
姿
が
、「
理
」
の

実
現
と
し
て
の
「
公
」
の
あ
り
方
」（
一
七
五
頁
）
と
い
う
朱
子
学
を
思
想

基
盤
と
し
た
横
井
小
楠
と
元
田
永
孚
で
あ
る
。
彼
ら
は
と
も
に
、
進
行
す
る

国
内
外
の
社
会
秩
序
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
自
己
の
思
想
を
更
新
し
て

い
く
。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
に
時
代
の
変
化
に
追
随
す
る
の
で
は
な
く
、
彼

ら
が
理
想
と
す
る
「
善
教
仁
政
」
を
目
的
と
し
て
残
し
つ
つ
、
そ
の
実
現
手

段
を
転
換
し
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

小
楠
は
、「
自
己
利
益
を
求
め
競
争
す
る
市
場
社
会
の
行
動
様
式
が
一
般

化
す
る
「
利
欲
世
界
」
へ
と
、
現
実
世
界
は
変
貌
し
た
」（
一
七
五
頁
）
こ

と
を
前
提
に
、
そ
れ
を
特
徴
づ
け
る
商
業
と
交
通
の
発
達
を
利
用
す
る
こ
と

で
、「
仁
政
」
に
つ
な
げ
る
構
想
を
も
っ
た
。
小
楠
に
よ
れ
ば
、
奢
侈
が
「
気

習
」
と
な
っ
て
い
る
以
上
、
後
戻
り
は
で
き
ず
、
ま
た
西
洋
諸
国
で
行
な
わ

れ
て
い
る
富
国
策
こ
そ
が
、重
税
を
賦
課
せ
ず
に
民
の
生
活
を
保
護
す
る「
三

代
の
世
」
の
「
仁
政
」
を
可
能
と
す
る
。
産
業
政
策
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
っ

た
西
洋
諸
国
を
「
三
代
の
世
」
が
実
現
さ
れ
て
い
る
地
と
す
る
理
解
は
、
同

時
期
に
実
際
に
洋
行
し
た
伊
藤
博
文
な
ど
に
も
見
ら
れ
、
特
段
珍
し
い
こ
と

で
は
な
い
。
し
か
し
、
著
者
が
小
楠
に
着
目
し
た
点
は
、「
仁
政
」
を
構
成

す
る
各
人
に
価
値
観
、
出
身
母
体
、
立
場
、
習
慣
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
し
み
つ

い
た
「
気
習
」
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
め
ざ
す
べ
き
政
治
秩
序
を
構
想
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
小
楠
に
お
い
て
明
確
な
理
想
状
態
が
設

定
さ
れ
つ
つ
も
、
現
に
あ
る
多
様
な
価
値
観
、
ま
た
他
者
性
を
前
提
に
政
治

秩
序
が
構
想
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
公
的
に
実
現
す
る
手
段
は
、

為
政
者
も
含
め
て
「
天
下
」
と
共
に
「
討
論
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
同
様
に
朱
子
学
由
来
の
「
仁
政
」
を
め
ざ
し
た
元
田
永
孚
に
な

る
と
変
容
す
る
。
国
内
の
党
派
分
裂
、
帝
国
主
義
化
す
る
国
際
情
勢
、
経
済

発
展
の
す
え
に
国
内
の
分
裂
が
起
き
て
い
る
西
洋
諸
国
の
現
実
が
知
ら
れ
始

◆
書
評

自
己
を
更
新
し
続
け
る
思
想
史

●

─
─
田
頭
慎
一
郎

苅
部
直『
歴
史
と
い
う
皮
膚
』（
岩
波
書
店
、二
〇
一
一
年
）
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め
た
か
ら
で
あ
る
。
元
田
は
、「
公
論
」を
体
現
し
た「
有
徳
君
主
」に
よ
る「
無

偏
無
党
ノ
王
道
」
が
布
か
れ
る
こ
と
で
、「
民
」
を
「
真
ノ
自
由
」
へ
と
強

制
す
る
秩
序
を
構
想
し
た
。
こ
こ
で
は
、
も
は
や
小
楠
に
あ
っ
た
他
者
感
覚

は
摩
滅
し
て
い
る
。
各
人
の
「
気
習
」
を
如
何
に
調
和
状
態
へ
と
導
く
か
で

は
な
く
、
普
遍
的
な
「
公
」
の
名
の
下
に
調
和
が
強
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
書
に
登
場
す
る
主
人
公
た
ち
は
、
各
人
が
「
理
想
主
義
」
を
志
向
し
つ

つ
、
元
田
に
み
ら
れ
る
他
者
性
の
排
除
の
危
険
が
伴
う
「
普
遍
主
義
」
を
回

避
し
な
が
ら
、
小
楠
が
構
想
し
た
異
質
な
他
者
を
前
提
に
寛
容
な
「
公
共
之

政
」
の
可
能
性
を
追
求
し
た
人
び
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
多
様
な
宗
教
や

文
化
を
超
え
た
「
和
親
」
に
務
め
る
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
に
共
感
し
た
吉

野
作
造
（
第
二
章
）、
理
解
し
が
た
い
他
者
と
の
交
流
に
自
由
観
の
基
盤
を

形
成
し
た
九
鬼
周
造
（
第
三
章
）、
多
文
化
が
ゆ
る
や
か
に
共
存
す
る
東
亜

新
秩
序
を
構
想
し
た
中
村
哲
（
第
四
章
）、
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
少
数
文
化
や
異

文
化
に
開
か
れ
た
も
の
に
再
定
義
し
た
南
原
繁
（
第
五
章
）
た
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
著
者
は
、
単
に
多
文
化
に
寛
容
な
政
治
構
想
を
叙
述
し
た
の
で

は
な
い
。
各
人
の
「
気
習
」
に
注
意
を
怠
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
他
者
排
除

に
陥
り
や
す
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、「
飼
い
慣
ら

し
方
」
を
提
示
す
る
と
こ
ろ
に
、
著
者
の
論
考
の
鋭
さ
が
あ
る
。
そ
し
て
、

日
本
思
想
の
文
脈
に
お
い
て
、
天
皇
の
存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

本
書
に
お
い
て
、
第
六
章
と
第
八
章
が
副
題
に
「
天
皇
論
」
を
掲
げ
て
い

る
の
で
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
第
九
章
の
福
澤
論
を
除
い
て
、
天
皇
や
そ
の

神
話
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
思
想
に
お
け
る
「
気
習
」

と
関
連
す
る
。
例
え
ば
、「
天
皇
制
」
批
判
に
転
じ
た
中
村
哲
が
王
権
神
話

を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
た
姿
に
、
根
深
い
「
気
習
」
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
。

こ
の
よ
う
な
皇
室
に
対
す
る
「
何
ら
か
の
特
殊
な
感
情
」（
一
一
九
頁
）
を

前
提
に
皇
室
制
度
の
考
察
を
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
は
、

そ
の
「
感
情
」
が
、「
血
と
土
」
と
い
っ
た
要
因
に
よ
っ
て
、
皇
室
制
度
へ

と
強
く
結
び
つ
き
、「
感
情
」
が
「
信
仰
」
へ
と
発
展
し
て
、
他
を
排
除
す

る
よ
う
な
不
寛
容
が
生
じ
る
こ
と
を
強
く
警
戒
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し

た
「
血
縁
」
に
よ
る
皇
室
へ
の
特
別
な
「
感
情
」
は
、
戦
後
を
通
し
て
希
薄

化
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、「
天
皇
を
め
ぐ
る
意
識
は
あ
い
ま
い
に
漂
っ
た

状
態
で
あ
る
の
に
、
あ
る
い
は
そ
の
ゆ
え
に
む
し
ろ
、
暴
力
を
背
景
に
し
た

社
会
の
タ
ブ
ー
が
、一
九
九
〇
年
代
を
通
過
し
て
厳
然
と
生
き
続
け
て
い
る
」

（
一
四
〇
頁
）
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
皇
室
へ
の
無
関
心
か
ら
、「
突
如
と
し

て
の
激
し
い
一
体
化
」
と
い
う
精
神
状
況
が
生
じ
る
可
能
性
に
も
目
を
向
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
久
野
収
の
「
多
民
族
国

家
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
の
天
皇
と
い
う
提
案
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
天

皇
論
も
多
様
な
価
値
観
を
包
摂
す
る
「
公
共
之
政
」
の
た
め
に
更
新
し
て
い

く
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
皇
室
に
対
す
る
関
心
の
希
薄
さ
が
特
徴
と
さ
れ
た
九
〇
年
代
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
中
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
「
天
皇
論
」
が
あ
ら
わ
れ

は
じ
め
た
。
し
か
も
、
そ
の
き
っ
か
け
は
皇
統
の
「
男
系
」「
女
系
」
を
め

ぐ
る
議
論
と
い
う
、
ま
さ
に
「
血
筋
」
の
問
題
か
ら
表
出
し
た
。
こ
れ
ら
は

一
般
に
普
及
し
た
も
の
か
ど
う
か
疑
問
で
は
あ
る
が
、
無
関
心
と
い
う
「
皮

膚
」
の
内
側
で
脈
打
つ
「
血
」
の
問
題
の
根
深
さ
は
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
意
味
で
も
、
本
書
が
提
示
し
た
議
論
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

日
本
思
想
の
文
脈
の
中
で
、
自
己
と
他
者
の
相
違
を
自
覚
し
つ
つ
、
共
生

の
秩
序
を
形
成
す
る
。
本
書
は
、そ
の
可
能
性
の
考
察
へ
と
導
い
て
く
れ
る
。

田頭慎一郎【書評／苅部直『歴史という皮膚』】
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維
新
革
命
に
よ
っ
て
日
本
は
果
た
し
て
近
代
国
家
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
か
。
伊
藤
彌
彦
は
こ
の
課
題
を
政
治
史
か
ら
教
育
史
に
ま
で
広
げ
て

研
究
生
活
に
入
っ
た
時
か
ら
追
求
し
て
き
た
。こ
の
問
い
に
対
す
る
結
論
が
、

維
新
革
命
は
「
未
完
成
」
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
日
本
は
「
政
治
宗
教

の
国
」
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
事
由
に
よ
る
の
か
、
こ
れ
を
第
Ⅰ

部
学
校
、
第
Ⅱ
部
社
会
・
宗
教
の
二
部
構
成
で
展
開
し
た
。

一
九
九
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
維
新
と
人
心
』
で
は
、「
人
心
」
の
天
皇

徳
知
体
制
へ
の
籠
絡
に
成
功
し
た
井
上
毅
に
よ
っ
て
、
福
澤
諭
吉
が
維
新
革

命
主
導
者
の
地
位
か
ら
追
い
落
と
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
本

書
第
五
、
六
章
で
は
も
う
一
度
福
澤
を
主
役
と
し
て
こ
の
過
程
を
描
き
直
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
五
章
で
は
、
福
澤
は
維
新
革
命
の
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
目
標
に
、「
薩
長
政
権
を
維
新
革
命
の
推
進
集
団
と
し
て
認
知
し
、

彼
ら
の
主
導
の
下
で
」
民
権
勢
も
協
力
し
て
、
国
民
国
家
を
実
現
す
る
べ
し

と
し
た
。
こ
れ
が
「
官
民
調
和
」
の
理
由
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
し
か
し
、

こ
の
構
想
は
革
命
の
徹
底
を
求
め
る
民
権
派
か
ら
は
反
発
さ
れ
、
皇
道
主
義

を
採
用
し
た
政
府
側
か
ら
も
見
放
さ
れ
て
雲
散
霧
消
し
た
。
し
か
も
、
十
四

年
の
政
変
で
追
い
落
と
さ
れ
た
ダ
メ
ー
ジ
を
軽
く
装
っ
た
た
め
に
、
プ
ロ
シ

ア
風
外
見
的
立
憲
制
国
家
へ
の
進
路
変
更
の
持
つ
重
大
な
意
味
を
見
誤
り
、

国
民
国
家
形
成
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
に
し
が
み
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
。

し
か
し
、
六
章
で
は
、
十
四
年
の
政
変
直
後
に
現
れ
た
「
言
論
封
じ
の
風

潮
」
に
は
敏
感
で
、
福
澤
が
そ
の
危
険
性
を
警
告
し
続
け
た
こ
と
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
福
澤
が
「
文
明
社
会
」
の
形
成
を
維
新
革
命
の
も

う
一
つ
の
柱
に
立
て
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

伊
藤
は
言
う「
明
治
十
四
年
の
政
変
」は
明
治
維
新
に
お
け
る
テ
ル
ミ
ド
ー

ル
で
あ
っ
た
。「
井
上
毅
の
気
配
り
通
り
《
冥
々
の
間
》
に
人
心
操
作
に
成

功
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
過
程
を
我
々
の
目
の
前
に
は
っ
き
り
と
描
い
て
見

せ
て
く
れ
る
の
が
、
第
Ⅰ
部
学
校
、
特
に
第
三
章
中
等
学
校
の
形
成
と
展
開

で
あ
る
。

そ
の
前
史
と
し
て
第
一
章
で
は
、明
治
維
新
早
々
に
発
布
さ
れ
た
「
学
制
」

が
、「
富
私
報
国
、
旧
学
打
破
、
欧
米
モ
デ
ル
、
教
育
の
国
家
統
制
、
能
力

主
義
と
結
び
つ
い
た
機
会
均
等
」
を
基
本
精
神
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
地
方
の
漢
学
塾
の
伝
統
を
断
ち
切
り
、「
下
か
ら
上
へ
の
社
会
移
動
」
を

可
能
に
し
て
門
閥
秩
序
を
解
体
し
、
優
秀
な
人
材
を
磁
石
の
よ
う
に
国
家
に

吸
収
す
る
装
置
が
出
来
上
っ
た
と
す
る
。
第
二
章
で
は
、
こ
の
学
制
を
よ
り

自
由
に
規
制
緩
和
し
、
学
士
院
を
創
設
し
て
高
等
教
育
を
政
治
権
力
か
ら
独

立
さ
せ
よ
う
と
し
た
田
中
不
二
麿
の
仕
事
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
の
田
中
が
「
自
由
教
育
令
」
に
託
し
た
望
み
が
、
一
八
八
〇
年
、
森
有

◆
書
評

｢
一
心
不
独
立｣

の
国

●

─
─
吉
馴
明
子

伊
藤
彌
彦
『
未
完
成
の
維
新
革
命
─
─
学
校
・
社
会
・

宗
教
』（
萌
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
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礼
の
文
相
就
任
に
よ
り
覆
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
第
三
章
で
明
ら
か
に
す

る
。
森
は
中
学
を
天
皇
制
国
家
体
制
に
接
合
す
べ
く
強
引
に
「
国
家
化
」
し

た
。
一
府
県
一
中
学
と
い
う
形
で
公
立
名
門
中
学
が
で
き
る
こ
と
で
、
不
況

も
重
な
っ
て
民
間
私
立
中
学
校
が
淘
汰
さ
れ
た
。
一
八
七
九
年
に
は
七
八
四

校
に
も
達
し
て
い
た
中
学
は
八
四
年
に
は
一
二
三
校
、
特
に
私
立
中
学
は
六

七
七
か
ら
二
校
へ
と
激
減
し
た
。
私
立
中
学
の
激
減
は
、
国
民
自
ら
の
手
に

よ
る
教
育
の
可
能
性
の
否
定
を
意
味
す
る
。
ま
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
面
で
は
修

身
・
和
漢
文
を
強
化
し
て
、
自
由
民
権
青
年
を
作
り
出
し
た
西
欧
思
想
に
対

抗
し
よ
う
と
し
た
。
さ
ら
に
、
井
上
毅
が
文
相
に
着
任
す
る
と
、「
意
を
国

語
教
育
に
用
ひ
」「
就
業
教
育
」
を
充
実
し
て
、“
旧
魂
実
才
”
の
中
等
人
民

を
作
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
明
治
十
四
年
の
政
変
に
先
だ
っ
て
、
教
育
は
一

足
先
に
天
皇
制
体
制
へ
と
組
み
替
え
ら
れ
、
一
九
〇
〇
年
頃
ま
で
に
確
実
に

社
会
に
定
着
し
た
と
伊
藤
は
述
べ
て
い
る
。

第
四
章
で
は
、『
東
京
経
済
雑
誌
』
の
編
集
者
、『
日
本
開
化
小
史
』
の
著

者
田
口
卯
吉
を
、
こ
の
時
代
を｢

改
革
者
流｣

に
生
き
た
サ
ン
プ
ル
と
し
て

取
り
上
げ
、
そ
の
経
済
論
や
文
明
史
論
を
政
治
思
想
史
の
観
点
か
ら
紹
介
し

て
い
る
。
詳
し
く
は
本
論
に
譲
る
と
し
て
、
こ
の
時
期
の
論
客
と
し
て
伊
藤

が
田
口
を
評
価
す
る
の
は
、
①｢

保
生
避
死｣

原
理
に
よ
っ
て
人
間
の
活
動
、

歴
史
の
進
化
を
功
利
主
義
的
、
実
証
主
義
的
に
把
握
し
、
身
分
制
社
会
の
遺

制
を
撃
破
し
た
こ
と
、
②
西
欧
文
明
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を｢

平
民
開
化｣

と
い

う
考
え
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
社
会
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と

を
可
能
に
し
た
こ
と
、
③
さ
ら
に
徹
底
し
た
実
証
主
義
的
態
度
を
貫
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
か
た
や｢

天
祖
天
神｣

に
よ
る
天
皇
の
統
治
と
い
う
考
え
方
を

斥
け
、
同
時
に
社
会
進
化
を
“
優
勝
劣
敗
”
的
に
捉
え
る
の
を
斥
け
た
こ
と

で
あ
る
。
田
口
を
受
け
継
い
だ
は
ず
の
徳
富
蘇
峰
は
、｢

平
民
主
義｣｢

田
舎

紳
士｣

を
以
て｢

中
等
社
会｣

に
よ
る
社
会
変
革
を
語
っ
た
。し
か
し
彼
は 

“
中

等
社
会
の
堕
落
”
と
い
う
現
実
に
、｢

平
民
社
会｣

に
拠
る
こ
と
を
諦
め
「
日

本
」
に
身
を
委
ね
る
者
と
な
る
。

最
後
の
第
七
章｢

政
治
宗
教
の
国
・
日
本
」
で
は
、｢

政
教
一
致
を
伝
統

と
す
る
儒
教
文
化
圏｣

の
日
本
が
、
い
か
な
る
意
味
で｢

政
教
分
離
」
を
貫

徹
で
き
な
か
っ
た
か
を
、「
教｣

の
な
か
の
「
宗
教
」
面
か
ら
概
括
す
る
。

戦
前
日
本
を
貫
い
て
い
た
の
は
神
道
国
教
体
制
、
宗
教
を
政
治
的
に
利
用
す

る
国
家
で
あ
っ
た
。
宗
教
領
域
で
も
政
策
の
基
本
を
定
め
た
の
は
井
上
毅
で

あ
っ
た
。
本
書
で
は｢

打
ち
上
げ
花
火
」
と
し
て
処
理
さ
れ
た
内
村
不
敬
事

件
で
、
宗
教
は
心
の
内
、
道
徳
は
伝
統
的
習
俗
に
従
え
と
い
う
主
張
が
一
般

化
し
た
こ
と
も
見
落
と
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
井
上
は
、「
法
律
上
宗
旨

ノ
自
由
ヲ
公
布
ス
ト
モ
行
政
上
認
可
教
ト
不
認
可
教
ト
ノ
別
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ

ズ
」
と
し
た
。
こ
の
原
則
の
持
つ
意
味
が
表
に
出
た
の
が
一
八
九
九
年
の
文

部
省
訓
令
一
二
号
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
初
め
「
天
皇
制
国

民
教
育
理
念
に
収
束
し
え
な
い
宗
教
教
育
を
、
学
校
教
育
か
ら
除
外
す
る
シ

ス
テ
ム
」で
あ
っ
た
。
こ
の
原
則
が
緩
和
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

キ
リ
ス
ト
教
側
の
教
育
現
場
で
「
道
徳
的
」
な
有
効
性
を
示
し
た
い
と
す

る
願
い
か
ら
、
宗
教
教
育
は
、｢

国
民
道
徳
に
適
合
す
る
」
教
え
、｢

宗
教

的
情
操
」
に
衣
替
え
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
か
ら
戦
時
下
に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
教
の
国
家
へ
の
協
力
／
従
属
へ
は
一
直
線
で
あ
る
。
伊
藤
に
は
、
同
志

社
史
、
新
島
襄
研
究
と
い
う
サ
イ
ド
ワ
ー
ク
も
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
が
「
保

守
し
た
の
は
教
団
組
織
な
の
か
教
理
・
信
仰
な
の
か
」
と
い
う
伊
藤
の
問
い

は
重
い
。

吉馴明子【書評／伊藤彌彦『未完成の維新革命』】
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ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
政
治
学
』
は
、
す
べ
て
の
政
治
思
想
史
研
究
者
の
必

読
文
献
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
従
来
わ
が
国
で
は
そ
の
包
括
的
研
究
は

皆
無
に
等
し
か
っ
た
。
本
書
は
、
こ
の
欠
落
を
埋
め
る
べ
く
政
治
学
者
の
手

に
な
る
最
初
の
労
作
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
の
不
確
定
性
、
書
か
れ

た
文
脈
の
不
分
明
、
広
大
な
世
界
の
共
通
言
語
と
な
っ
た
ラ
テ
ン
語
の
明
晰

性
と
は
異
な
り
、
は
る
か
に
限
局
さ
れ
た
古
代
地
中
海
都
市
文
明
の
言
葉

だ
っ
た
ギ
リ
シ
ア
語
の
陰
翳
を
理
解
す
る
困
難
、
さ
ら
に
先
行
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
古
典
学
の
膨
大
な
蓄
積
、
本
書
は
そ
の
す
べ
て
に
正
面
か
ら
立
ち
向

か
っ
た
著
者
二
十
五
年
の
苦
闘
の
軌
跡
で
あ
る
。
そ
の
知
的
誠
実
は
何
よ
り

も
、
ラ
テ
ン
語
訳
と
そ
の
現
代
諸
国
語
訳
に
安
易
に
依
存
せ
ず
、
自
ら
直
接

に
ギ
リ
シ
ア
語
彙
の
邦
訳
を
模
索
し
直
す
姿
勢
に
示
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は

『
政
治
学
』
を
中
心
に
、二
つ
の
『
倫
理
学
』
は
も
と
よ
り
、『
形
而
上
学
』、『
魂

に
つ
い
て
』、『
弁
論
術
』、『
ア
テ
ナ
イ
人
の
国
制
』
そ
の
他
、
実
践
倫
理
に

関
わ
る
諸
作
品
も
視
野
に
入
れ
て
、
ま
ず
前
半
の
諸
章
で
ロ
ゴ
ス
（
言
、
理

性
）、
ア
ル
ケ
ー
（
始
ま
り
、
原
理
、
統
治
）、
ト
・
コ
イ
ノ
ン
（
公
的
な
も

の
）
デ
ィ
カ
イ
オ
ン
（
正
）、
ク
テ
ー
シ
ス
（
所
有
）、
フ
ロ
ネ
ー
シ
ス
（
知

慮
）、
ヌ
ー
ス
（
直
知
）
等
、
中
心
語
彙
の
検
討
を
行
う
。
そ
し
て
、
こ
の

作
業
を
踏
ま
え
、
本
書
の
中
心
と
見
ら
れ
る
「
国
家
論
の
構
造
」
の
章
を
経

て
国
際
秩
序
論
に
ま
で
進
ん
で
行
く
が
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
諸
概
念
の
中

に
重
層
性
を
読
み
込
む
作
業
は
止
む
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
を
貫
く
方
法
意
識

は
、
テ
ク
ス
ト
の
意
味
に
つ
い
て
の
問
い
へ
の
答
え
も
ま
た
テ
ク
ス
ト
の
中

に
探
索
す
る
、
と
い
う
徹
底
し
た
テ
ク
ス
ト
内
在
主
義
で
あ
る
。「
重
層
性
」

と
い
う
表
題
自
体
が
、
現
代
の
思
想
史
研
究
を
支
配
し
て
き
た
対
象
の
単
一

概
念
へ
の
流
し
込
み
や
、
抽
象
的
概
念
を
外
挿
し
て
勝
手
に
問
い
と
答
え
を

創
出
す
る
ア
メ
リ
カ
流
「
再
構
成
」（
Ｆ
・
ミ
ラ
ー
）
の
実
用
主
義
へ
の
挑

戦
と
読
め
る
。
著
者
は
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
政
治
哲
学
の
現
代
的
意
義
」
と

題
さ
れ
た
終
章
で
も
、
も
っ
ぱ
ら
ト
マ
ス
に
よ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
継
受
を

論
じ
て
い
る
。
そ
れ
も
、従
来
正
当
に
認
識
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
〈
ト
マ
ス
・

パ
ラ
ダ
イ
ム
〉（
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
）
を
通
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が

近
代
政
治
思
想
史
に
対
し
て
持
っ
た
圧
倒
的
な
形
成
力
に
読
者
の
注
意
を
喚

起
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
論
題
の
広
大
さ
だ
け
か
ら
し
て
も
平
易
と

は
言
い
難
い
本
書
の
基
本
的
枠
組
み
を
、
評
者
な
り
に
抽
出
し
て
み
た
い
。

評
者
の
見
る
と
こ
ろ
本
書
は
、
一
方
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
駆
使
す
る
諸
概

念
と
経
験
的
現
実
と
の
対
応
関
係
に
お
け
る
「
重
層
性
」
の
意
味
論
的
分
析

を
主
題
と
し
な
が
ら
、
同
時
に
、「『
政
治
学
』
は
全
体
と
し
て
規
範
論
的
な

正
議
論
の
視
角
か
ら
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
」
と
い
う
言
明
が
示
唆
す
る
よ

う
に
、
そ
の
「
政
治
哲
学
」
の
核
心
の
究
明
を
目
指
す
、
と
い
う
二
重
の
課

◆
書
評

重
層
性
か
ら
核
心
へ

●

─
─
半
澤
孝
麿

荒
木
勝
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
政
治
哲
学
の
重
層
性
』（
創

文
社
、
二
〇
一
一
年
）
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題
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
前
者
を
本
書
の
複
数
の
横
軸
と
す
れ
ば
、
後
者
は

そ
れ
ら
に
統
一
を
与
え
る
縦
軸
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
横
軸
に
つ
い
て
言
え
ば
、

一
方
で
分
類
に
徹
し
て
事
物
の
究
極
の
「
個
」
の
「
本
質
」
を
描
き
な
が
ら
、

他
方
で
そ
こ
に
絶
え
ず
目
的
論
的
な
普
遍
を
見
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
現
代

の
日
本
語
で
再
現
す
る
困
難
を
考
え
る
時
、
重
層
性
分
析
を
主
題
化
す
る
著

者
の
主
張
に
は
十
分
な
説
得
力
が
あ
る
。
評
者
も
か
つ
て「
フ
ィ
リ
ア
」（
愛
）

の
分
析
を
試
み
た
際
、
文
字
通
り
同
じ
困
難
を
味
わ
っ
た
。
本
書
の
分
析
か

ら
例
示
す
れ
ば
、
多
く
原
理
的
対
立
と
さ
れ
て
き
た
市
民
的
統
治
と
奴
隷
的

統
治
と
い
う
二
つ
の
概
念
が
、
実
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
同
時
に
連
続
を
も

含
む
と
い
う
指
摘
、
有
名
な
政
体
六
分
類
論
が
著
者
に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
大

分
類
の
下
に
連
続
二
六
に
細
分
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
示
唆
に
富
む
。
も
ち
ろ

ん
、
一
つ
の
言
葉
が
プ
シ
ュ
ケ
ー
論
の
よ
う
に
第
一
義
的
に
は
自
然
学
の
範

疇
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
た
実
践
倫
理
の
言
葉
で
も
あ
る
と
い
う
周
知
の
事
例

も
見
逃
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、一
つ
だ
け
感
想
を
述
べ
れ
ば
、ロ
ゴ
ス（
言
）

は
認
識
に
お
い
て
対
象
を
分
節
化
す
る
と
同
時
に
統
合
も
し
、
そ
こ
に
そ
れ

ぞ
れ
の
「
言
」
の
中
心
的
意
味
が
見
出
さ
れ
る
、
と
い
う
著
者
の
言
明
に
基

本
的
に
は
同
意
す
る
に
し
て
も
、
分
節
さ
れ
た
意
味
を
再
統
合
す
る
原
理
を

個
々
に
同
定
す
る
の
は
、「
ヌ
ー
ス
」
の
直
知
性
を
も
っ
て
し
て
も
一
義
的

と
は
い
か
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
重
層
」
の
意
味
そ
れ
自
体
が
時

に
重
層
化
す
る
か
に
見
え
る
の
も
そ
れ
と
無
縁
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

縦
軸
に
眼
を
移
せ
ば
、見
逃
せ
な
い
の
は
、世
に
名
高
い
中
間
国
家
論
（
い

わ
ゆ
る
国
制
論
）
の
位
置
付
け
に
も
一
定
の
留
保
を
付
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
に
お
け
る
、「
正
」
に
裏
付
け
ら
れ
た
秩
序
の
実
現
た
る
「
無
条
件
的
な

意
味
で
の
最
善
の
国
家
体
制
」
の
原
理
と
姿
を
見
出
そ
う
と
す
る
著
者
の
強

い
意
志
で
あ
る
。
こ
こ
で
著
者
の
議
論
は
明
快
か
つ
挑
戦
的
で
あ
る
。
著
者

は
、
ア
テ
ナ
イ
の
歴
史
を
よ
く
知
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
国
家
形
成
の
た

め
に
は
指
導
者
の
強
い
意
欲
と
組
織
力
が
必
須
と
考
え
て
い
た
こ
と
、
彼
の

政
治
学
の
中
に
は
「
市
民
参
加
、
政
治
的
複
数
主
義
、
法
治
主
義
と
並
ん
で
、

政
治
的
権
威
の
一
元
化
傾
向
に
対
す
る
大
い
な
る
関
心
」
が
本
質
的
に
存
在

し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
家
長
の
父
親
的
統
治
と
王
政
と
は
強
い
類
縁
関
係
に

あ
り
、「
家
か
ら
国
家
へ
の
移
行
は
い
わ
ば
連
続
的
断
続
と
も
い
う
べ
き
過

程
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
て
」
お
り
、
し
た
が
っ
て
「
正
当
な
王
政
は
、
奴

隷
主
的
統
治
の
対
極
に
立
つ
、
自
由
人
に
よ
る
自
由
人
の
統
治
と
な
ら
ざ
る

を
え
な
い
」
こ
と
を
強
調
す
る
。
ま
さ
に
「
多
数
者
の
統
治
は
善
な
ら
ず
、

一
人
の
統
治
者
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
」（『
形
而
上
学
』
第
十
二
巻
第
十
章
）
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
に
は
賛
否
両
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
卓
越

へ
と
向
か
う
人
間
の
理
性
的
選
択
能
力
に
訴
え
る
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』

の
「
国
制
」
論
は
、共
和
政
的
な
政
治
イ
メ
ー
ジ
と
親
和
的
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
と
対
照
的
に
、
確
か
に
『
政
治
学
』
に
お
い
て
は
、
中
庸
論
だ
け
で
は

な
く
、「
立
法
者
」
に
向
け
ら
れ
た
、
善
き
共
同
的
生
の
実
現
の
た
め
の
冷

徹
な
組
織
論
、
政
策
論
、
市
民
の
心
理
的
・
肉
体
的
操
縦
な
ど
の
提
言
も
ま

た
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
評
者
は
そ
こ
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
マ
ケ
ド
ニ

ア
王
権
へ
の
配
慮
を
垣
間
見
る
思
い
が
す
る
が
、
テ
ク
ス
ト
内
在
主
義
を
貫

く
著
者
の
禁
欲
は
そ
れ
を
許
さ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
高
い
理
想

主
義
と
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
ズ
ム
と
の
紛
れ
も
な
い
〈
重
層
〉
は
、
以
後
少
な
く

と
も
十
七
世
紀
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
思
想
の
形
式
を
支
配
し
た
、
君
主
教

育
論
の
最
大
の
特
徴
だ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

半澤孝麿【書評／荒木勝『アリストテレス政治哲学の重層性』】
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本
書
は
、
中
世
か
ら
近
代
へ
の
移
り
変
わ
り
は
「
人
為
」
の
原
理
の
台
頭

と
「
自
然
」
の
変
容
、
す
な
わ
ち
目
的
論
的
自
然
か
ら
機
械
論
的
自
然
へ
の

転
換
に
あ
る
と
し
、ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
思
想
に
お
け
る
「
人
為
」
と
「
自
然
」

の
関
係
を
問
う
こ
と
に
よ
り
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
哲
学
史
上
近
代
へ
の
過
渡
期
的

位
置
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
著
者
は
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治

学
に
制
作
学
と
契
約
説
の
二
つ
の
側
面
を
見
出
す
。
タ
イ
ト
ル
の
「
人
為
と

自
然
」
は
こ
の
二
つ
の
側
面
を
含
意
し
て
お
り
、「
人
為
」
は
制
作
学
つ
ま

り
主
権
者
に
よ
る
国
家
の
制
作
の
一
方
性
を
指
し
、「
自
然
」
は
契
約
説
つ

ま
り
人
間
間
の
相
互
性
を
表
象
し
制
作
の
一
方
性
に
一
定
の
制
約
を
加
え
る

枠
組
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
副
題
に
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
自
由
意
志
論
争

か
ら
読
み
取
り
う
る
ホ
ッ
ブ
ズ
の
矛
盾
を
軸
に
立
論
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が

本
書
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

一
章
、
二
章
で
は
『
自
由
・
必
然
・
偶
然
に
関
す
る
諸
問
題
』
を
中
心
に

ホ
ッ
ブ
ズ
と
ブ
ラ
モ
ー
ル
の
自
由
意
志
論
争
を
分
析
し
、
こ
こ
か
ら
ホ
ッ
ブ

ズ
の
内
に
あ
る
相
矛
盾
す
る
三
つ
の
視
座
（
神
の
視
点
、
審
判
者
の
視
点
、

行
為
者
の
視
点
）
を
析
出
す
る
。
次
に
こ
の
三
つ
の
視
座
を
手
が
か
り
に
、

三
章
で
は
『
物
体
論
』
を
も
と
に
原
因
概
念
を
、
四
章
で
は
情
念
論
を
考
察

し
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
思
想
の
中
に
あ
る
三
つ
の
異
質
な
自
然
像
（
物
的
自
然
、

規
範
的
自
然
、人
間
的
自
然
）
を
抽
出
す
る
。
そ
し
て
最
後
の
五
章
で
は
『
リ

ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
に
焦
点
を
当
て
、三
つ
の
自
然
像
を
分
析
枠
組
と
し
て
「
人

為
」
と
「
自
然
」
の
関
係
を
検
討
し
、
一
方
で
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
思
想
に
お

け
る
制
作
学
の
優
越
性
と
、
他
方
で
相
矛
盾
す
る
複
数
の
自
然
像
に
中
世
的

思
考
の
残
滓
を
読
み
取
る
の
で
あ
る
。

研
究
史
上
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
自
然
哲
学
と
政
治
哲
学
は
連
関
し
て
い
る
か
否

か
と
い
う
有
名
な
論
点
が
あ
る
。
本
書
は
両
者
の
間
に
弱
い
結
び
つ
き
を
認

め
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
ホ
ッ
ブ
ズ
の
自
然
哲
学
を
体
系
的
な
哲
学
と
捉
え

た
う
え
で
政
治
哲
学
と
の
関
連
を
見
る
も
の
で
は
な
い
。
反
対
に
、
そ
の
自

然
哲
学
は
異
質
な
二
つ
の
自
然
像
と
い
う
緊
張
関
係
を
抱
え
て
い
る
と
し
、

こ
れ
と
類
似
し
た
緊
張
関
係
が
政
治
哲
学
に
も
見
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
、

両
者
の
結
び
つ
き
を
見
て
取
る
の
で
あ
る
。
本
書
の
分
析
は
、
政
治
的
諸
著

作
に
中
心
を
置
く
の
で
は
な
く
、人
間
論
や
物
体
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る『
自

由
・
必
然
・
偶
然
に
関
す
る
諸
問
題
』
や
『
物
体
論
』
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

研
究
史
と
の
関
係
で
も
う
一
つ
印
象
的
な
の
は
、
方
法
論
に
お
け
る
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
学
派
へ
の
野
心
的
な
挑
戦
で
あ
る
。
著
者
は
歴
史
的
文
脈
を
重
視

す
る
ス
キ
ナ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
学
派
を
「
顕
微
鏡
で
分
析

す
る
か
の
ご
と
き
」
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
よ
り
長
期

的
な
思
想
史
的
文
脈
の
な
か
に
思
想
家
を
位
置
づ
け
る「
望
遠
鏡
で
の
観
察
」

◆
書
評

ホ
ッ
ブ
ズ
に
潜
在
す
る
複
数
の
視
座

●

─
─
梅
田
百
合
香

川
添
美
央
子
『
ホ
ッ
ブ
ズ　

人
為
と
自
然
─
─
自
由
意

志
論
争
か
ら
政
治
思
想
へ
』（
創
文
社
、二
〇
一
〇
年
）
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を
取
り
入
れ
た
、
ザ
ル
カ
を
筆
頭
と
す
る
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
史
的
ア

プ
ロ
ー
チ
の
ほ
う
が
、
時
代
を
越
え
た
普
遍
的
問
題
を
考
え
る
う
え
で
は
有

効
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
解
な
分
析
枠
組
に
基
づ
い
た
緻

密
な
読
解
と
大
胆
な
問
題
提
起
を
展
開
す
る
本
書
は
、
自
由
意
志
論
や
物
体

論
に
関
す
る
研
究
が
依
然
手
薄
な
日
本
の
ホ
ッ
ブ
ズ
研
究
に
対
し
大
き
な
貢

献
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
画
期
的
な
労
作
だ
と
い
え
る
。

本
書
が
読
者
に
与
え
る
最
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
そ
の
独
特
の
叙
述

の
仕
方
─
対
立
者
に
立
脚
し
た
ホ
ッ
ブ
ズ
の
論
理
的
亀
裂
の
追
究
─
で
あ
ろ

う
。
本
書
は
「
明
示
的
に
言
語
化
さ
れ
た
意
図
か
ら
は
一
旦
距
離
を
取
る
こ

と
」
を
分
析
の
厳
格
な
方
針
と
す
る
。
そ
れ
は
対
立
者
の
側
、
つ
ま
り
自
由

意
志
論
者
の
ブ
ラ
モ
ー
ル
や
「
自
然
の
働
き
へ
の
信
頼
」
を
有
す
る
デ
カ
ル

ト
や
ス
ピ
ノ
ザ
の
論
理
に
即
し
て
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
矛
盾
を
抉
り
出
す
と
い
う

議
論
の
組
み
立
て
方
と
な
っ
て
現
れ
る
。
思
想
家
の
中
に
無
意
識
に
混
在
す

る
複
数
の
課
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
本
人
の
意
図
と
は
あ
え
て
距
離
を
置

い
て
矛
盾
点
を
積
極
的
に
抽
出
す
る
と
い
う
方
法
は
、
一
つ
の
有
意
義
な
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
批
判
的
分
析
の
手
法
は
し

ば
し
ば
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
意
図
と
距
離
を
取
ろ
う
と
し
て
対
立
者
の
側
に
軸
足

を
置
く
あ
ま
り
に
、
著
者
自
身
が
対
立
者
の
論
理
に
強
く
引
っ
張
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
こ
の
こ
と
は
本
書
の
論
証
に
疑
念
を

抱
か
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。

対
立
者
の
批
判
に
即
し
な
が
ら
ホ
ッ
ブ
ズ
を
論
難
す
る
と
い
う
叙
述
の
仕

方
は
、
本
書
の
分
析
の
基
礎
を
な
す
三
つ
の
視
座
の
導
出
に
お
い
て
と
く
に

顕
著
で
あ
る
。
第
一
の
視
座
と
は
人
間
を
物
体
と
捉
え
る
機
械
論
的
決
定
論

の
視
点
。
第
二
の
視
座
と
は
行
為
者
の
行
為
を
事
後
的
に
第
三
者
の
立
場
か

ら
眺
め
る
視
点
。
第
三
の
視
座
と
は
行
為
の
当
事
者
の
立
場
に
立
ち
、
行
為

に
至
る
ま
で
の
過
程
に
着
目
す
る
視
点
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
視
点
は
人
間

の
視
点
で
あ
る
が
、
著
者
は
全
て
を
必
然
性
の
下
で
見
る
機
械
論
的
決
定
論

の
第
一
の
視
点
は
「
神
の
視
点
」
に
言
い
換
え
う
る
と
し
て
、
人
間
の
次
元

で
も
の
を
見
る
視
点
と
さ
れ
る
第
二
と
第
三
の
視
座
と
区
別
す
る
。
と
こ
ろ

が
著
者
は
、
機
械
論
的
哲
学
の
視
点
を
い
っ
た
ん
「
神
の
視
点
」
と
言
い
換

え
う
る
と
し
た
後
は
、
第
一
の
視
座
が
人
間
の
視
点
で
も
あ
り
う
る
と
い
う

当
初
に
は
あ
っ
た
見
方
を
完
全
に
消
し
去
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
こ
の
「
神

の
視
点
」と
残
り
二
つ
の
人
間
の
次
元
の
視
点
と
の
不
一
致
を
根
拠
と
し
て
、

三
つ
の
異
質
な
自
然
像
を
導
出
し
て
い
く
。

し
か
し
、
必
然
性
に
支
配
さ
れ
る
物
体
へ
の
ホ
ッ
ブ
ズ
の
眼
差
し
は
、
行

為
者
で
あ
る
人
間
が
行
為
の
長
い
因
果
連
関
の
過
程
を
遡
及
し
た
そ
の
先
に

神
と
の
つ
な
が
り
を
発
見
す
る
視
点
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ

に
は
、
因
果
連
関
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
第
一
原
因
た
る
神
の
側
か
ら
見
て
叙
述

す
る
場
合
と
、
行
為
と
い
う
結
果
を
現
出
す
る
人
間
の
側
か
ら
遡
及
し
て
見

て
叙
述
す
る
場
合
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
神
の
視
点
」
と
命
名
し
て
一
方
の
側

だ
け
に
限
定
す
る
必
然
的
な
理
由
は
な
い
。
元
々
有
し
て
い
た
側
面
を
捨
象

し
て
矛
盾
を
つ
く
の
は
、
読
解
の
仕
方
と
し
て
フ
ェ
ア
で
は
な
か
ろ
う
。
こ

の
捨
象
は
、
著
者
が
著
者
の
「
意
図
」
を
超
え
て
自
由
意
志
論
側
に
軸
足
を

深
く
置
き
す
ぎ
た
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。し
か
し
、

こ
う
し
た
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
っ
て
も
、
ホ
ッ
ブ
ズ
を
徹
底
的
に
追

い
詰
め
て
い
く
そ
の
論
法
は
、
隠
れ
た
課
題
を
解
明
せ
ん
と
す
る
著
者
の
強

烈
な
問
題
意
識
を
滲
み
出
し
て
お
り
、
本
書
の
魅
力
に
も
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

梅田百合香【書評／川添美央子『ホッブズ　人為と自然』】
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本
書
は
、
身
分
制
か
ら
平
等
原
理
へ
の
移
行
期
で
あ
っ
た
一
九
世
紀
前
半

の
フ
ラ
ン
ス
を
生
き
た
ト
ク
ヴ
ィ
ル
を
、
彼
と
同
世
代
の
思
想
家
・
文
学
者

た
ち
─
─
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
ユ
ゴ
ー
、
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ
、
ル
ル
ー
ら
「
ロ
マ
ン

主
義
世
代
」
─
─
と
比
較
し
、
彼
ら
が
提
示
し
た
社
会
構
想
─
─
政
治
・
宗

教
・
文
学
の
独
特
な
連
関
─
─
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
労
作
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
部
と
第
二
部
に
お
い
て
「
ロ
マ
ン
主
義
世
代
」
と
ト
ク
ヴ
ィ
ル

の
相
違
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、「
ロ
マ
ン
主
義
世
代
」は
、

身
分
制
お
よ
び
伝
統
的
宗
教
が
一
時
的
に
消
滅
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
、
あ

る
い
は
そ
の
直
後
に
生
を
享
け
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
雄
姿
に
憧
れ
て
育
ち
、
復

古
王
政
（
一
八
一
四
─
一
八
三
〇
）
と
い
う
過
渡
期
─
─
身
分
特
権
が
原
則

的
に
無
く
な
り
、
か
つ
信
仰
が
揺
ら
ぐ
一
方
、
貴
族
層
お
よ
び
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
力
が
残
存
し
た
時
期
─
─
に
青
年
と
な
っ
た
世
代
で
あ
る
。彼
ら
は
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
如
き
偉
業
を
達
成
し
た
い
と
い
う
大
望
を
抱
く
一
方
で
、「
自

◆
書
評

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
政
治
・
宗
教
・

文
学
の
空
間

●

─
─
古
城 

毅
髙
山
裕
二
『
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
憂
鬱
─
─
フ
ラ
ン
ス
・
ロ

マ
ン
主
義
と〈
世
代
〉の
誕
生
』（
白
水
社
、二
〇
一
一
年
）

分
は
何
者
で
も
な
い
」
と
い
う
怖
れ
に
強
く
苛
ま
れ
、「
憂
鬱
（
メ
ラ
ン
コ

リ
ー
）」
に
し
ば
し
ば
陥
っ
た
。
そ
し
て
、そ
こ
か
ら
脱
す
る
た
め
に
、当
時
、

才
能
あ
る
若
者
に
対
し
て
比
較
的
開
か
れ
て
い
た
文
学
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
世
界
に
活
躍
の
場
を
求
め
た
。
そ
れ
は
、
同
人
誌
よ
り
も
開
か
れ
た
読
者

層
を
も
つ
一
方
、
大
衆
商
業
誌
と
は
異
な
り
、
政
治
・
社
会
・
文
化
に
関
す

る
幅
広
い
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
な
雑
誌
・
新
聞
が
林
立
す
る
世
界
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
不
安
は
、
そ
こ
で
の
「
立
身
出
世
」
に
よ
っ
て
は
十

分
に
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
伝
統
的
な
宗
教
に
代
わ
る
絶
対
性

を
求
め
て
、
ま
ず
は
歴
史
哲
学
や
抒
情
詩
に
傾
倒
し
、
や
が
て
汎
神
論
的
な

社
会
構
想
を
奉
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
、
か
つ
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ズ
ム
の
影
響

を
強
く
受
け
た
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、「
ロ
マ
ン
主
義
世
代
」
と
「
憂
鬱
」
を
共

有
し
つ
つ
も
、異
な
る
道
を
歩
ん
だ
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、七
月
革
命
（
一

八
三
〇
）
の
直
後
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
訪
れ
た
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
彼
の
地

の
荒
野
に
お
い
て
、
自
分
が
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
流
の
孤
独
に
は
満
足
で
き

ず
、
他
者
か
ら
の
評
価
を
渇
望
す
る
「
ロ
マ
ン
主
義
世
代
」
の
一
員
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
す
る
一
方
、
汎
神
論
に
は
向
か
わ
ず
、
懐
疑
に
苦
し
み
な
が
ら

も
、社
会
の
外
部
に
あ
く
ま
で
も
神
を
仮
構
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
一
因
は
、

ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
遅
く
と
も
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
第
二
巻
（
一
八

四
〇
）
の
時
点
で
時
代
認
識
を
改
め
た
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、

七
月
王
政
（
一
八
三
〇
─
一
八
四
八
）
の
支
配
的
趨
勢
は
、
身
分
制
の
消
滅

に
伴
う
社
会
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
増
大
で
は
な
く
、
平
等
化
に
伴
う
、
無
関

心
の
一
般
化
や
欲
望
の
卑
小
化
で
あ
り
、
そ
う
し
た
趨
勢
こ
そ
が
汎
神
論
を

生
み
だ
す
の
だ
と
考
え
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
傾
向
と
闘
う
た
め
に
は
、
定
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点
・
権
威
と
し
て
の
唯
一
神
の
下
で
、
個
々
人
が
活
発
に
理
性
を
行
使
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
思
想
地
図
を
描
い
た
上
で
著
者
は
、
第
三
部
に
お
い
て
、

七
月
王
政
後
半
期
に
野
党
政
治
家
と
な
っ
た
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
、
従
来
支
持
し

て
い
た
ア
メ
リ
カ
的
な
自
治
重
視
の
政
治
に
代
え
て
、
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て

公
衆
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
な
政
治
を
標
榜
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
指
摘
す
る
。
無
関
心
、
財
欲
、「
憂
鬱
」
が
一
般
化
し
や
す
い
平
等
社

会
で
は
、
神
へ
の
信
仰
と
並
ん
で
、
名
誉
を
求
め
る
政
治
家
と
、
政
治
に
関

心
を
寄
せ
る
公
衆
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
政
治
空
間
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
の
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
復
古
王
政
期

の
そ
れ
に
類
似
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
を
再
興
し
よ
う
と
し
た
り
、

無
関
心
に
陥
っ
た
国
民
の
自
尊
心
を
呼
び
覚
ま
す
た
め
に
対
外
的
な
強
硬
路

線
を
支
持
し
た
り
、
産
業
化
に
伴
う
貧
困
問
題
に
対
し
て
、
社
会
主
義
者
と

は
別
様
に
取
り
組
も
う
と
し
た
り
し
た
。

し
か
し
結
局
、「
ロ
マ
ン
主
義
世
代
」
も
ト
ク
ヴ
ィ
ル
も
、
政
治
的
に
は

敗
者
と
な
っ
た
。
二
月
革
命
が
暗
転
し
、ル
イ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
簒
奪
に
よ
っ

て
第
二
帝
政
が
成
立
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
遺
作

『
旧
体
制
と
革
命
』
に
お
い
て
、
保
守
化
す
る
ど
こ
ろ
か
、
フ
ラ
ン
ス
革
命

初
期
に
一
瞬
煌
め
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
自
由
へ
の
情
熱
を
─
─
七
月
革
命
へ

と
突
き
進
ん
だ
一
八
二
〇
年
代
の
「
ロ
マ
ン
主
義
世
代
」
の
活
気
と
重
ね
合

わ
せ
る
よ
う
に
し
て
─
─
讃
え
、
よ
り
良
い
未
来
の
到
来
を
信
じ
た
。
そ
う

著
者
は
強
調
す
る
（
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
フ
ュ
レ
的
な
フ
ラ

ン
ス
革
命
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
解
釈
へ
の
批
判
で
あ
る
）。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
の
特
徴
は
、「
憂
鬱
」
に
沈
み
な
が
ら
も
、
思
索

と
活
動
へ
の
情
熱
を
失
わ
な
い
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
思
想
の
軌
跡
を
「
ロ
マ
ン
主

義
世
代
」
の
そ
れ
と
比
較
し
つ
つ
、
繊
細
な
筆
致
で
極
め
て
魅
力
的
に
描
い

た
点
に
あ
る
。
不
安
と
希
望
が
交
錯
す
る
一
九
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
へ
と

読
者
を
い
ざ
な
う
、
本
格
的
な
研
究
書
の
登
場
を
深
く
喜
び
た
い
。

そ
の
上
で
、
本
書
が
評
者
に
喚
起
し
た
諸
々
の
関
心
の
う
ち
、
主
要
な
四

点
を
挙
げ
た
い
。
第
一
に
、
後
年
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
公
論
重
視
型
の
政
治
を
標

榜
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
含
意
で
あ
る
。
平
等
社
会
へ
の
移
行
期
で

あ
っ
た
一
八
二
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
商
業
性
を
帯
び
な
が
ら
も
、
多

様
な
論
題
を
扱
う
雑
誌
・
新
聞
が
豊
か
に
流
通
し
て
い
た
が
、
旧
秩
序
の
残

滓
が
七
月
革
命
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ら
は
か
え
っ
て
衰
微
し
、

大
衆
商
業
誌
が
主
流
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
活

発
な
言
論
空
間
の
再
生
に
向
け
た
戦
略
を
ど
の
程
度
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
空
間
を
支
え
る
べ
き
、
晩
年
の
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の

宗
教
秩
序
構
想
と
は
、
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
（
著
者
は
、
ト

ク
ヴ
ィ
ル
が
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
双
方
に
対
し
て
違
和

感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
）。
第
三
に
、
こ
の
よ
う
に
ト
ク
ヴ
ィ

ル
の
政
治
構
想
を
捉
え
る
時
、
翻
っ
て
、
従
来
彼
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
て
い

た
自
治
論
・
ア
メ
リ
カ
論
、
お
よ
び
こ
れ
に
着
想
を
得
た
後
代
の
大
衆
社
会

論
や
参
加
民
主
主
義
論
は
ど
の
よ
う
に
再
解
釈
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う

か
。
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
政
治
構
想
と
強
硬
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
連
関

を
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
示
唆
し
て
い
る
点
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
る
べ
き

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
み
な
極
め
て
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
の
よ
う
に
思
わ

れ
、
該
博
な
知
識
を
有
す
る
著
者
に
よ
る
、
更
な
る
論
考
を
待
望
し
た
い
。
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二
〇
一
一
年
は
、
一
八
世
紀
思
想
が
多
く
話
題
に
な
っ
た
。
大
震
災
の
経

験
は
、
一
七
五
五
年
の
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
が
啓
蒙
思
想
に
与
え
た
衝
撃
に
関

心
を
向
け
た
。
悲
惨
な
震
災
ゆ
え
に
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
『
カ
ン
デ
ィ
ー
ド

ま
た
は
最
善
説
』
は
、
神
の
善
性
や
全
能
性
を
疑
う
。
神
の
創
造
し
た
こ
の

世
界
は
可
能
な
う
ち
で
最
善
で
、
わ
れ
わ
れ
の
経
験
す
る
苦
し
み
や
悪
は
、

神
の
予
定
し
た
因
果
連
関
の
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
は
大
き
な
善
と
結
び
つ
い

て
い
る
。「
最
善
説optim

ism

」
と
し
て
結
実
し
た
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
こ
う

し
た
弁
神
論
を
─
─
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
の
ち
に
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
弁
神
論
の
終

焉
を
宣
告
し
た
の
と
同
じ
理
由
か
ら
─
─
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
退
け
る
。

さ
ら
に
生
誕
三
〇
〇
年
ゆ
え
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
を
め
ぐ
る
学
術
集
会
や
出
版

が
国
内
外
で
相
次
い
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
、『
思
想
』
の
ヒ
ュ
ー
ム
特
集
号
と

と
も
に
本
書
を
得
た
。
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
と
日
本
学
士
院
賞
を
受
賞
し
た

前
著
『
ヒ
ュ
ー
ム
の
文
明
社
会
』（
一
九
九
五
年
）
に
続
く
本
書
は
、
一
九

八
二
年
以
降
の
既
発
表
論
文
か
ら
成
る
が
、
著
者
は
、
こ
の
間
の
内
外
の
成

果
を
組
み
込
み
な
が
ら
丹
念
に
修
正
し
て
一
冊
に
ま
と
め
て
あ
げ
て
い
る
。

二
冊
を
「
相
互
補
完
的
」
と
自
ら
説
明
す
る
よ
う
に
、
坂
本
の
ヒ
ュ
ー
ム

像
は
、
そ
の
基
本
に
お
い
て
揺
る
ぎ
な
く
同
一
で
あ
り
、
近
代
商
業
社
会
の

分
析
者
に
し
て
擁
護
者
で
あ
る
。「
文
明
社
会
論
」
か
ら
「
ヒ
ュ
ー
ム
社
会

科
学
の
形
成
と
展
望
」
に
焦
点
を
移
し
た
本
書
は
、
経
済
思
想
に
と
ど
ま
ら

な
い
諸
相
に
注
目
す
る
と
と
も
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
や
ス
ミ
ス
を
め
ぐ
る
解
釈
を

糸
口
に
、
日
本
の
社
会
科
学
に
お
け
る
西
欧
思
想
史
研
究
も
吟
味
す
る
（
第

九
章
）。
そ
れ
は
、
今
日
の
方
法
論
的
観
点
か
ら
は
と
も
す
れ
ば
ナ
イ
ー
ヴ

と
却
下
さ
れ
か
ね
な
い
、
戦
後
の
「
市
民
社
会
論
的
思
想
史
研
究
」
の
再
評

価
作
業
で
あ
る
。
同
時
代
的
な
問
題
意
識
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
、
し
か
し

そ
の
学
問
性
を
強
調
し
て
、
坂
本
は
こ
の
思
想
史
研
究
の
「
遺
産
」「
伝
統
」

を
理
解
す
る
。
禁
欲
的
な
歴
史
研
究
な
が
ら
も
、
鋭
敏
な
問
題
意
識
を
随
所

に
隠
さ
な
い
本
書
は
、
こ
の
「
遺
産
」
を
十
全
に
継
承
し
て
い
る
。

論
文
集
と
し
て
の
本
書
に
は
様
々
な
議
論
が
含
ま
れ
る
が
、
少
な
く
と
も

三
点
に
つ
い
て
本
書
の
特
色
や
独
自
性
を
指
摘
で
き
る
。
第
一
は
、
こ
こ
に

含
ま
れ
る
国
際
水
準
の
成
果
で
あ
り
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
「
覚
え
書
き
」
の
執
筆

年
代
を
め
ぐ
る
文
献
学
的
考
察
が
白
眉
で
あ
る
（
第
五
章
）。
使
い
古
さ
れ

て
曖
昧
と
な
っ
た
分
析
概
念
か
ら
は
離
れ
て
、
問
い
と
解
答
と
根
拠
を
自
ら

の
言
葉
で
明
確
に
語
る
本
章
は
、
方
法
も
内
容
も
最
先
端
に
位
置
す
る
。

第
二
の
特
色
は
、
政
治
思
想
へ
の
分
析
の
拡
張
で
あ
り
、
独
自
性
を
誇
る

の
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
を
共
和
主
義
の
系
譜
に
位
置
づ
け
る
第
七
章
で
あ
る
。
坂

本
は
こ
こ
で
、「
徳
の
支
配
」「
法
の
支
配
」「
人
民
の
支
配
」の
三
原
理
に
よ
っ

て
共
和
主
義
概
念
を
定
式
化
し
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
ヒ
ュ
ー
ム
ま
で

◆
書
評

ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
と
社
会
科
学
を

ど
う
架
橋
す
る
か

●

─
─
犬
塚 

元
坂
本
達
哉
『
ヒ
ュ
ー
ム　

希
望
の
懐
疑
主
義
─
─
あ
る

社
会
科
学
の
誕
生
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇

一
一
年
）
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の
展
開
を
論
じ
る
。
異
色
な
こ
と
に
、
こ
の
共
和
主
義
思
想
史
に
ホ
ッ
ブ
ズ

や
ロ
ッ
ク
が
含
ま
れ
る
の
は
、
上
記
三
原
理
の
「
一
部
あ
る
い
は
全
部
を
大

幅
に
修
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
種
類
の
共
和
主
義
的
言
説
が
な
さ
れ

た
」
と
し
て
、
分
析
概
念
が
操
作
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方

法
を
通
じ
て
析
出
さ
れ
る
系
譜
は
、
共
和
主
義
と
い
う
よ
り
は
西
洋
の
政
治

思
想
そ
の
も
の
と
も
言
え
る
。本
章
は
、西
洋
政
治
思
想
史
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー

ム
の
位
置
を
め
ぐ
る
解
釈
と
し
て
読
解
し
た
ほ
う
が
実
り
多
い
。

最
も
野
心
的
な
第
三
の
独
創
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
と
社
会
科
学
を
ど
う

架
橋
す
る
か
、
と
い
う
難
問
に
解
答
し
た
第
一
章
で
あ
る
。「
ヒ
ュ
ー
ム
の

因
果
理
論
は
、
初
発
か
ら
「
道
徳
学
」
や
と
り
わ
け
「
政
治
学
」
の
方
法
論

的
基
礎
と
し
て
構
想
さ
れ
」、「
自
然
科
学
と
社
会
科
学
と
の
双
方
に
適
用
可

能
な
因
果
理
論
」
に
よ
っ
て
、「
自
然
科
学
を
モ
デ
ル
と
す
る
社
会
と
歴
史

に
お
け
る
因
果
法
則
性
の
発
見
」
が
な
さ
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

刺
激
的
な
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
問
題
提
起
を
受
け
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
因
果
論

の
社
会
科
学
的
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
第
一
に
、「
社
会
と
歴
史

に
お
け
る
因
果
法
則
性
の
発
見
」（
さ
ら
に
、
人
間
本
性
や
「
隠
れ
た
原
因
」

へ
の
着
目
）
は
、
ト
ュ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
古
代
以
来

の
歴
史
叙
述
や
政
治
学
に
共
通
し
た
属
性
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
自
身
、
因
果

説
明
は
哲
学
・
歴
史
学
・
政
治
学
な
ど
の
学
問
の
本
質
的
属
性
で
あ
り
、
過

去
も
そ
う
だ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
第
二
に
、
そ
れ
ゆ
え
真
に
問
わ
れ
る
べ
き

は
、
因
果
論
一
般
で
な
く
ヒ
ュ
ー
ム
固
有
の
因
果
論
が
い
か
な
る
意
味
で
彼

の
社
会
科
学
の
「
方
法
論
的
基
礎
」
か
、
と
の
点
で
あ
る
。

第
三
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
固
有
の
因
果
論
は
、
少
な
く
と
も
彼
の
宗
教
批
判
の

「
方
法
論
的
基
礎
」
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
因
果
論

の
独
自
性
は
、
因
果
関
係
を
対
象
間
の
関
係
で
な
く
、
経
験
に
も
と
づ
い
た

精
神
活
動
の
産
物
と
し
て
捉
え
た
点
に
あ
る
。
因
果
論
に
お
け
る
こ
う
し
た

認
識
論
的
転
回
は
、
人
間
の
因
果
推
論
能
力
を
吟
味
し
て
、
不
適
切
な
因
果

推
論
を
批
判
す
る
立
脚
点
と
な
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
こ
の
観
点
を
応
用
し
て
、

続
け
て
啓
示
・
自
然
宗
教
を
懐
疑
に
晒
す
。
人
間
の
因
果
推
論
能
力
に
も
と

づ
く
限
り
、
奇
跡
も
デ
ザ
イ
ン
論
証
も
疑
わ
し
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

世
界
の
秩
序
と
い
う
「
結
果
」
か
ら
神
の
存
在
や
計
画
と
い
う
「
原
因
」

を
導
く
デ
ザ
イ
ン
論
証
に
対
す
る
ヒ
ュ
ー
ム
の
批
判
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、

第
四
に
、
因
果
法
則
と
、
秩
序
全
体
を
貫
く
因
果
連
関
の
体
系
的
構
造
と
は
、

慎
重
に
区
別
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
「
自
然
科
学
と
社

会
科
学
と
の
双
方
に
適
用
可
能
な
因
果
理
論
」
を
構
築
し
た
に
せ
よ
、
こ
の

こ
と
は
、
自
然
秩
序
に
も
社
会
秩
序
に
も
因
果
連
関
の
体
系
的
構
造
が
存
在

す
る
、
と
考
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

も
と
よ
り
本
書
は
、
こ
う
し
た
ナ
イ
ー
ヴ
さ
と
無
縁
で
あ
る
。
し
か
し
、

英
文
表
題 H

um
e ’s sceptical optim

ism
 

は
、
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
。

ヒ
ュ
ー
ム
の
時
代
にoptim

ism

は
「
最
善
説
」
を
も
っ
ぱ
ら
意
味
し
た
。

し
か
も
そ
れ
は
ヒ
ュ
ー
ム
と
は
相
性
が
悪
い
。
こ
の
世
に
あ
ま
ね
く
悪
や
苦

し
み
を
指
摘
し
、
神
の
計
画
し
た
因
果
連
関
の
体
系
の
存
在
を
疑
い
、
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
の
「
最
善
説
」
を
批
判
す
る
、
と
い
う
点
で
ヒ
ュ
ー
ム
は
ヴ
ォ
ル

テ
ー
ル
と
連
帯
し
た
か
ら
で
あ
る
。
以
上
四
点
を
換
言
す
れ
ば
、
ヒ
ュ
ー
ム

因
果
論
の
社
会
科
学
的
意
義
の
解
明
の
た
め
に
は
、
彼
の
歴
史
叙
述
や
宗
教

論
の
分
析
を
回
避
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
卓
越
し
た
思
想
史
家
で

あ
る
著
者
に
、
次
に
こ
れ
を
期
待
し
て
い
る
の
は
、
評
者
に
限
ら
れ
な
い
は

ず
で
あ
る
。

犬塚元【書評／坂本達哉『ヒューム　希望の懐疑主義』】



354政治思想における言語・会話・討議【政治思想研究 第13号／2013年５月】

近
年
、
従
来
の
「
政
治
思
想
史
」
の
教
科
書
で
は
必
ず
し
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
思
想
家
の
「
政
治
思
想
」
を
論
じ
る
研
究
書
が
相
次

い
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
国
民
国
家
を
中
心
に
構
想
さ

れ
て
き
た
従
来
の
政
治
学
で
は
捉
え
難
い
「
政
治
的
な
も
の
」
の
、
得
体
の

し
れ
な
さ
を
掴
も
う
と
す
る
知
的
な
応
答
な
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
も
ま
た
そ

う
し
た
試
み
の
一
冊
で
あ
り
、そ
の
研
究
対
象
は
『
実
体
概
念
と
関
数
概
念
』

な
ど
で
日
本
で
も
馴
染
み
深
い
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
（
一
八
七
四

〜
一
九
四
五
）
の
哲
学
で
あ
る
。
本
書
の
全
体
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る

の
は
、
政
治
と
は
関
わ
り
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
哲
学
の
中

に
含
蓄
さ
れ
て
い
る
政
治
的
思
考
で
あ
る
。

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
哲
学
に
つ
い
て
は
、
そ
の
政
治
性
を
認
め
な
い
解
釈
が
一

般
的
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
も
と
も
と
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
も
と
で
博
士
論

文
を
仕
上
げ
た
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
哲
学
を
「
倫

理
が
音
も
立
て
ず
に
消
え
さ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
代
物
」
と
評
し
、
そ
の
実

践
性
の
欠
如
を
批
判
し
た
が
、
同
じ
よ
う
な
批
判
は
そ
の
後
も
あ
と
を
た
た

な
い
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
著
者
は
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
「
シ
ン
ボ
ル
形

式
の
哲
学
」に
お
け
る
哲
学
と
政
治
の
結
び
つ
き
を
丹
念
に
解
明
し
て
ゆ
く
。

シ
ン
ボ
ル
形
式
と
は
、
認
識
に
お
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
よ
う
に
、
各
々
の
文

化
的
領
域
に
お
い
て
作
用
す
る
普
遍
的
な
形
式
で
あ
り
、
シ
ン
ボ
ル
形
式
の

哲
学
は
、
多
様
な
シ
ン
ボ
ル
形
式
の
自
発
的
な
展
開
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る

文
化
的
世
界
の
批
判
的
基
礎
付
け
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
は
、
カ
ン
ト
が
道

徳
に
お
い
て
人
間
の
自
由
を
根
拠
づ
け
た
よ
う
に
、
文
化
に
お
い
て
人
間
の

自
由
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
〈
啓
蒙
〉
の
哲
学
で
あ
っ
た
。

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
に
お
け
る
哲
学
と
政
治
の
関
係
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
著

者
は
、
言
語
や
神
話
と
同
様
に
政
治
を
も
シ
ン
ボ
ル
的
な
思
考
の
所
産
に
位

置
づ
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
政
治
を
「
文
化
の
文
法
」
の
も
と
に
理
解
す
る
地

平
を
開
き
、
そ
こ
か
ら
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
哲
学
の
政
治
に
対
す
る
規
範
的
意
義

を
読
み
解
こ
う
と
す
る
。
シ
ン
ボ
ル
形
式
の
哲
学
か
ら
理
解
さ
れ
る
政
治
と

は
、
シ
ン
ボ
ル
を
操
る
動
物
と
し
て
の
人
間
が
、
文
化
的
な
営
み
に
一
定
の

秩
序
を
も
た
ら
す
企
て
で
あ
り
、
こ
こ
で
政
治
に
要
求
さ
れ
る
の
は
、
各
々

の
文
化
的
形
態
の
自
発
的
な
展
開
を
促
し
て
、
文
化
の
貧
困
化
を
阻
止
し
、

文
化
創
造
的
な
秩
序
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
シ
ン
ボ
ル

形
式
の
哲
学
の
枠
組
み
に
お
い
て
政
治
を
文
化
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と

で
、
政
治
は
文
化
創
造
と
い
う
固
有
の
規
範
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
規
範
を
踏
み
外
し
、
政
治
が
文
化
破
壊
者
と
し

て
立
ち
現
れ
る
事
態
に
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
は
直
面
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
ナ

チ
ズ
ム
の
登
場
で
あ
る
。
ナ
チ
ズ
ム
に
お
い
て
姿
を
現
し
た
文
化
破
壊
者
と

◆
書
評

政
治
神
話
に
抗
す
る
文
化
創
造
の
政
治

●

─
─
鏑
木
政
彦

馬
原
潤
二
『
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
哲
学
と

政
治
─
─
文
化
の
形
成
と
〈
啓
蒙
〉
の
行
方
』（
風
行
社
、

二
〇
一
一
年
）
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し
て
の
政
治
の
本
質
は
、
近
代
の
成
果
で
あ
る
技
術
的
思
考
と
人
間
精
神
の

根
底
に
あ
る
神
話
的
思
考
と
を
結
び
つ
け
た
、
政
治
神
話
の
支
配
に
あ
る
。

政
治
神
話
が
支
配
す
る
と
こ
ろ
、
人
間
は
多
様
な
シ
ン
ボ
ル
形
式
の
自
発
的

展
開
と
し
て
の
自
由
を
生
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
は
政
治
は
自
由

で
は
な
く
、
人
間
を
襲
う
運
命
と
な
る
。
運
命
と
な
っ
た
政
治
を
人
間
に
取

り
戻
す
た
め
に
、
著
者
が
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
か
ら
説
き
起
こ
す
の
は
、「
魂
の

自
己
自
身
と
の
対
話
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
が
政
治
神
話
の
激

情
か
ら
身
を
引
き
離
し
、「
わ
れ
」
と
「
な
ん
ぢ
」
の
関
係
を
再
構
築
す
る

手
が
か
り
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
哲
学
と
政
治
を
つ
な
ぐ
も
う
一
つ
の
道
は
精
神
史
で
あ

る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
精
神
史
に
お
け
る
哲
学
と
政
治
の
結
び
つ
き
の
出
発

点
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
対
す
る
応
答
の
意
味
を
も
つ
『
自
由
と
形
式
』

と
『
カ
ン
ト
の
生
涯
と
学
説
』
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
「
カ
ン
ト
を
踏
ま
え

て
の
ゲ
ー
テ
へ
の
道
」
と
い
う
構
想
に
認
め
ら
れ
る
。
単
調
な
概
念
図
式
の

硬
化
か
ら
抜
け
出
し
て
、
多
様
性
に
お
け
る
統
一
を
目
指
す
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー

の
態
度
は
、「
一
九
一
四
年
の
理
念
」
を
唱
え
た
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
対
す
る
知
的
な
抵
抗
で
あ
る
と
と
も
に
、『
シ
ン
ボ
ル
形
式
の
哲
学
』

を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

つ
づ
い
て
著
者
は
、
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
に
お
け
る
カ
ッ
シ
ー

ラ
ー
の
自
然
法
論
に
関
わ
る
論
考
や
講
演
を
、
共
和
国
擁
護
と
い
う
具
体
的

な
政
治
的
課
題
に
関
与
す
る
に
い
た
っ
た
転
換
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
非

政
治
的
な
相
貌
を
と
っ
た
第
一
次
大
戦
期
の
思
想
史
研
究
が
シ
ン
ボ
ル
形
式

の
哲
学
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と
み
な
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
時
期
の

自
然
法
論
は
シ
ン
ボ
ル
形
式
の
哲
学
の
実
践
的
展
開
の
意
義
を
も
つ
と
評
さ

れ
る
。
以
上
の
転
換
点
を
経
て
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
精
神
史
研
究
は
、
亡
命

先
で
書
い
た
『
国
家
の
神
話
』
の
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
読
解
に
お
い
て
、
哲
学
と

政
治
に
関
す
る
考
察
の
到
達
点
に
達
し
た
と
評
価
さ
れ
る
。
著
者
が
そ
の
マ

キ
ャ
ヴ
ェ
リ
解
釈
を
重
視
す
る
の
は
、
現
代
の
政
治
的
危
機
の
原
因
で
あ
る

政
治
神
話
の
支
配
か
ら
脱
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
が
マ

キ
ャ
ヴ
ェ
リ
の
思
想
の
中
に
見
出
し
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
カ
ッ
シ
ー

ラ
ー
が
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
の
中
に
見
出
し
た
も
の
は
前
述
の
「
わ
れ
」
と
「
な

ん
ぢ
」
の
関
係
の
再
構
築
と
も
重
な
る
契
機
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

本
書
は
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
哲
学
の

政
治
的
思
考
を
解
明
し
た
力
作
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
宗
教
や
歴
史
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
「
文
化
」
が
重
大
な
政
治
的
作
用
を
及
ぼ
し
て
い
る
現
代
に
お

い
て
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
を
学
ぶ
こ
と
は
政
治
理
論
に
と
っ
て
も
意
味
あ
る
仕

事
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
書
は
そ
の
た
め
の
格
好
の
指
南
書
と
い
え
る
。

他
方
、
文
化
的
な
位
相
か
ら
政
治
を
み
る
文
化
哲
学
の
立
場
に
と
ど
ま
ら

ず
、
政
治
的
な
位
相
か
ら
文
化
を
み
る
と
い
う
視
点
か
ら
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の

文
化
哲
学
を
捉
え
直
す
余
地
は
、
本
書
を
も
っ
て
も
な
お
残
さ
れ
て
い
る
と

い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
し
か
に
著
者
は
「
政
治
と
は
人
間
文
化
の
本

質
的
な
構
成
要
素
で
あ
り
、
シ
ン
ボ
ル
を
作
り
出
す
人
間
の
表
現
で
あ
る
と

と
も
に
根
源
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
現
代
ド
イ
ツ
の
政
治
学
者
フ
ォ
ル

カ
ー
・
ゲ
ル
ハ
ル
ト
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
文
化
の
根
源
と
し
て
の
政
治
に

眼
を
向
け
て
い
る
。
し
か
し
、
著
者
が
決
し
て
深
入
り
は
し
な
い
『
自
由
と

形
式
』
に
対
す
る
ト
レ
ル
チ
の
批
評
や
、『
国
家
の
神
話
』
で
批
判
さ
れ
た

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
考
が
問
題
と
し
て
い
た
の
も
こ
の
根
源
で
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
か
。
著
者
の
今
後
の
仕
事
を
楽
し
み
に
待
ち
た
い
と
思
う
。

鏑木政彦【書評／馬原潤二『エルンスト・カッシーラーの哲学と政治』】
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読
者
に
緊
張
を
強
い
る
著
作
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
端
は
、
政
治
理
論

や
政
治
思
想
史
に
加
え
て
、
社
会
学
、
比
較
政
治
学
、
国
際
関
係
論
な
ど
の

膨
大
な
文
献
を
参
照
し
な
が
ら
、
著
者
独
自
の
視
点
に
立
っ
て
そ
れ
ら
を
徹

底
的
に
分
節
化
し
分
類
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
あ
る
。

序
と
第
一
章
で
は
、
ギ
デ
ン
ズ
と
ベ
ッ
ク
を
参
照
し
な
が
ら
、「
再
帰
的

近
代
化
論
」
の
視
点
が
導
入
さ
れ
、
現
代
が
「
第
二
の
近
代
」
の
段
階
に
い

た
っ
た
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
る
。

第
二
章
で
は
、
第
二
の
近
代
が
直
ち
に
論
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、「
第

一
の
近
代
」
の
世
界
秩
序
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
導
入
さ
れ
る
の
が
、

「
政
治
的
な
も
の
Ⅰ
」と「
政
治
的
な
も
の
Ⅱ
」と
い
う
独
特
の
区
分
で
あ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、「
政
治
的
な
も
の
Ⅰ
」
と
は
「
政
治
の
存
立
空
間
、
政
治

が
見
い
だ
さ
れ
る
ア
リ
ー
ナ
で
あ
る
」（
二
三
頁
）
の
に
対
し
て
、「
政
治
的

な
も
の
Ⅱ
」
と
は
「
政
治
の
世
界
に
お
い
て
『
友
と
敵
』
を
分
化
す
る
契
機
、

つ
ま
り
『
集
団
』
を
単
位
と
し
た
敵
対
性
の
契
機
で
あ
り
、そ
れ
は
敵
対
性
、

集
団
を
形
成
す
る
境
界
線
、集
団
の
連
続
性
と
い
う
三
要
素
か
ら
成
り
立
つ
」

と
説
明
さ
れ
る
（
三
一
頁
）。

「
政
治
的
な
も
の
Ⅰ
」
は
「
国
際
／
国
内
」
お
よ
び
「
公
／
私
」
と
い
う

二
つ
の
認
識
枠
組
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
。
前
者
は
世
界
を
国
際
政
治

と
国
内
政
治
に
分
化
す
る
。
後
者
は
世
界
を
政
治
が
展
開
す
る
公
的
領
域
と

非
政
治
的
領
域
た
る
私
的
領
域
に
区
分
す
る
（
二
三
─
二
五
頁
）。
よ
う
す

る
に
「
政
治
的
な
も
の
Ⅰ
」
は
、「
政
治
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え

を
与
え
る
際
の
、
い
わ
ば
太
い
境
界
線
に
か
か
わ
る
と
評
者
は
理
解
し
た
。

他
方
で
「
政
治
的
な
も
の
Ⅱ
」
は
、
よ
り
個
別
的
な
文
脈
で
「
何
が
政
治

的
争
点
と
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
を
与
え
る
際
の
、
細
密

な
境
界
線
な
い
し
対
立
軸
に
か
か
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。
第
三
章
の
前
半

を
通
じ
て
著
者
は
、戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
史
を
概
観
し
な
が
ら
、ク
リ
ー

ヴ
ィ
ッ
ジ
間
の
対
立
を
ま
ず
「
政
治
的
な
も
の
Ⅱ
」
の
例
と
し
て
あ
げ
、
ネ

オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
新
し
い
社
会
運
動
、
第
三
の
道
な
ど
の
新
し
い
動
向
に

よ
っ
て
そ
の
対
立
が
「
脱
埋
め
込
み
」
さ
れ
、
さ
ら
に
「
再
埋
め
込
み
」
さ

れ
る
過
程
を
、「『
政
治
的
な
も
の
Ⅱ
』
の
変
遷
」
と
し
て
描
い
て
い
る
よ
う

に
見
え
た
か
ら
で
あ
る
（
三
七
─
四
九
頁
）。
ほ
か
に
も
「
国
際
／
国
内
と

公
／
私
の
区
分
の
う
え
に
、
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
政
治
と
国
家
間
戦
争
と
い
う

『
政
治
的
な
も
の
Ⅱ
』
を
配
置
し
て
き
た
『
第
一
の
近
代
』」
の
よ
う
な
記
述

も
見
ら
れ
る
（
二
二
六
頁
。
一
〇
一
頁
、
二
一
八
頁
な
ど
も
参
照
）。

と
こ
ろ
が
、
第
三
章
の
後
半
で
は
、
国
際
政
治
に
お
け
る
領
域
主
権
国
家
、

国
民
国
家
の
変
容
を
分
析
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
主
権
、
生
権
力
、
承
認

す
る
権
力
の
三
つ
の
権
力
の
分
類
が
導
入
さ
れ
る
。
率
直
に
告
白
し
て
、
評

◆
書
評

再
帰
的
な
分
類
の
困
難
さ
？

●

─
─
谷
澤
正
嗣

山
崎
望
『
来
た
る
べ
き
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
─
─
暴
力
と
排

除
に
抗
し
て
』（
有
信
堂
、
二
〇
一
二
年
）
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者
に
は
、「
政
治
的
な
も
の
Ⅰ
」お
よ
び「
政
治
的
な
も
の
Ⅱ
」の
間
の
区
分
と
、

三
つ
の
権
力
の
間
の
区
分
が
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
最
後
ま
で
理
解
で

き
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
主
権
が「『
政
治
的
な
も
の
Ⅱ
』の
一
形
態
で
あ
る
」

（
三
一
頁
。
八
六
頁
も
参
照
）
と
さ
れ
る
一
方
で
、
主
権
、
生
権
力
、
承
認

す
る
権
力
と
は
、「
多
元
的
で
流
動
的
な
主
体
が
相
互
に
強
調
と
対
立
を
繰

り
返
し
、
離
合
集
散
し
」
な
が
ら
「
政
治
的
な
も
の
Ⅱ
」
を
構
成
す
る
際
の

「
焦
点
」
で
あ
る
と
す
る
箇
所
も
あ
る
（
八
三
頁
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
区
分
に
、
さ
ら
に
多
く
の
区
分
が
付
け
加
え

ら
れ
て
ゆ
く
。
第
四
章
で
は
「
政
治
的
な
も
の
Ⅰ
」
の
脱
埋
め
込
み
と
再
埋

め
込
み
が
、
い
つ
か
の
類
型
に
分
け
て
論
じ
ら
れ
る
。
第
五
章
で
は
第
二
の

近
代
に
お
け
る
自
由
と
疎
外
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、「『
政
治
的
な
も
の
』

か
ら
の
自
由
」、「『
政
治
的
な
も
の
』
へ
の
自
由
」、「『
政
治
的
な
も
の
』
か

ら
の
疎
外
（
消
滅
）」、「『
政
治
的
な
も
の
』
へ
の
疎
外
（
昂
進
）」
と
い
う

四
つ
の
類
型
が
得
ら
れ
る
。「
政
治
的
な
も
の
」
の
「
融
解
」
が
、
自
由
の

可
能
性
と
、
自
由
に
関
す
る
リ
ス
ク
と
を
と
も
に
生
み
出
し
て
い
る
、
と
い

う
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
六
章
以
降
は
現
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
へ
と
話
題
が
転
換
し
、
リ
ベ
ラ

ル
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
（
ミ
ラ
ー
）、
熟
議
民
主
主
義
論
（
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
、

ド
ラ
イ
ゼ
ッ
ク
、
ボ
ー
マ
ン
ら
）、
闘
技
民
主
主
義
論
（
ム
フ
）、
絶
対
民
主

主
義
論
（
ネ
グ
リ
）
の
四
つ
が
比
較
検
討
さ
れ
る
。
比
較
の
際
の
指
針
と
な

る
の
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
、
第
二
の
近
代
に
お
け
る
二

つ
の
暴
力
、
す
な
わ
ち
「
再
帰
的
伝
統
化
」
と
「
サ
バ
ル
タ
ン
化
」
の
問
題

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
と
い
う
明
快
な
も
の
で
あ
る
（
一
三

八
─
一
四
一
頁
、
一
六
七
頁
）。
第
六
章
と
第
七
章
の
議
論
は
と
り
わ
け
詳

細
で
、
有
益
な
指
摘
に
富
ん
で
い
る
（
た
と
え
ば
一
五
七
─
一
六
六
頁
に
お

け
る
「
政
治
的
な
も
の
Ⅰ
」
の
再
埋
め
込
み
に
関
す
る
議
論
、
二
一
〇
─
二

一
四
頁
に
お
け
る
代
表
制
を
め
ぐ
る
議
論
な
ど
）。
し
か
し
な
が
ら
第
七
章

後
半
は
、先
に
も
触
れ
た
権
力
を
め
ぐ
る
三
つ
の
分
類
、デ
モ
ス
と
ク
ラ
テ
ィ

ア
、
空
間
的
観
点
と
時
間
的
観
点
と
い
っ
た
分
類
枠
組
が
先
行
し
す
ぎ
て
、

議
論
が
必
要
以
上
に
錯
綜
し
て
い
る
感
を
与
え
か
ね
な
い
よ
う
も
思
わ
れ
る
。

著
者
は
四
つ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
い
ず
れ
か
に
与
す
る
こ
と
は「
決
断
」

と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
述
べ
る
一
方
で
、
自
身
の
決
断
を
明
示
し
て
は
い

な
い
（
二
三
一
頁
）。
第
八
章
と
終
章
で
著
者
が
強
調
す
る
の
は
、
決
断
よ

り
も
「
両
義
性
」
で
あ
る
。「『
来
た
る
べ
き
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
に
お
い
て
は
、

両
義
性
の
政
治
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
空
間
的
閉
鎖
性
や

時
間
的
永
続
性
な
ど
を
前
提
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
可
視
化
し
て
い
る
『
第

二
の
近
代
』
に
お
い
て
、
求
め
ら
れ
る
べ
き
は
第
一
に
「
政
治
的
な
も
の
」

の
消
滅
を
回
避
す
べ
く
、
政
治
に
多
元
的
か
つ
流
動
的
な
か
た
ち
の
「
政
治

的
な
も
の
」
を
取
り
戻
す
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
「
政
治
的
な
も
の
」
の
昂

進
を
回
避
す
る
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
核
に
あ
る
と
さ
れ
る
、
平
等
の
契
機
に

基
づ
く
脱
構
築
の
契
機
を
導
入
す
る
こ
と
で
あ
る
」（
二
二
七
頁
）。

両
義
性
に
耐
え
る
こ
と
の
意
義
を
強
調
す
る
本
書
の
結
論
に
は
評
者
も
同

意
す
る
。
他
方
で
、
本
書
自
体
が
、
数
々
の
区
分
を
導
入
し
な
が
ら
、
言
わ

ば
脱
構
築
的
あ
る
い
は
再
帰
的
に
、
両
義
性
す
な
わ
ち
区
分
の
曖
昧
さ
の
確

認
へ
到
達
し
て
い
る
と
い
う
印
象
も
受
け
た
。
あ
る
意
味
で
本
書
の
難
し
さ

は
、「
第
二
の
近
代
」
の
困
難
（
引
き
直
さ
れ
続
け
る
無
数
の
境
界
線
の
前

で
誰
も
が
当
惑
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
）
を
象
徴
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

谷澤正嗣【書評／山崎望『来たるべきデモクラシー』】
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近
代
社
会
の
「
世
俗
化
」
論
の
見
直
し
の
主
題
が
、
今
日
、
政
治
理
論

研
究
の
最
前
線
に
位
置
づ
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
近
代
社
会
の
「
世
俗
化
」

論
は
、
大
き
な
枠
組
み
に
お
い
て
は
（
１
）
生
の
諸
領
域
の
分
化
と
専
門

化
、（
２
）
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
影
響
力
の
低
下
、（
３
）
宗
教
の
私
事
化

（privatization

）
を
主
張
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
マ
ッ

ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
世
界
宗
教
の
経
済
倫
理
─
─
中
間
考
察
」
は
、も
っ

ぱ
ら
（
１
）
生
の
諸
領
域
の
分
化
と
専
門
化
の
趨
勢
を
説
明
し
、各
領
域
（
政

治
、
経
済
、
宗
教
、
芸
術
、
科
学
技
術
な
ど
）
が
そ
の
独
自
の
法
則
性
に
よ
っ

て
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
主
張
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。「
世
俗
化
」
論
の

こ
の
部
分
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
論
者
が
受
容
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
む
し

ろ
今
日
、
批
判
と
論
争
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
は
、（
２
）
宗
教
の
影
響

力
の
低
下
の
テ
ー
ゼ
お
よ
び
（
３
）
宗
教
の
私
事
化
の
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
は
、
近
年
の
い
く
つ
か
の
書
物
で
近
代
社
会
と

◆
書
評

世
俗
と
宗
教
の
対
話
─
─
Ｃ
・
テ
イ
ラ
ー
の
場
合

●

─
─
千
葉 
眞

高
田
宏
史『
世
俗
と
宗
教
の
あ
い
だ
─
─
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

テ
イ
ラ
ー
の
政
治
理
論
』（
風
行
社
、
二
○
一
一
年
）

宗
教
の
問
題
を
多
様
な
視
点
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
彼
の
「
世
俗
の
時
代
」

と
し
て
の
現
代
の
理
解
は
、
こ
う
し
た
近
年
の
「
世
俗
化
論
」
の
見
直
し
の

議
論
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
す
こ
ぶ
る
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
テ
イ
ラ
ー
の
一
連

の
議
論
は
、一
面
、従
来
の
「
世
俗
化
」
論
を
か
な
り
の
部
分
継
承
し
て
お
り
、

し
か
し
他
面
、「
世
俗
化
」論
の
再
解
釈
や
修
正
を
施
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
テ
イ
ラ
ー
に
お
け
る
世
俗
と
宗
教
の
問
題
を

正
面
か
ら
考
察
し
た
刺
激
的
で
興
味
ぶ
か
い
著
作
が
刊
行
さ
れ
た
。
高
田
宏

史
著
『
世
俗
と
宗
教
の
あ
い
だ
─
─
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
の
政
治
理
論
』

で
あ
る
。本
書
は
膨
大
な
一
次
資
料
と
二
次
資
料
を
駆
使
し
つ
つ
、テ
イ
ラ
ー

政
治
理
論
の
全
体
像
の
な
か
に
近
年
の
「
世
俗
と
宗
教
」
に
か
か
わ
る
彼
の

浩
瀚
な
議
論
を
位
置
づ
け
よ
う
と
試
み
た
す
ぐ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
テ
イ
ラ
ー
政
治
理
論
と
の
高
田
氏
の
格
闘
の
軌
跡
を
見
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。
本
書
で
著
者
は
、『
世
俗
の
時
代
』（
二
○
○
七
年
）
な
ど
、
世
俗
と
宗

教
に
か
か
わ
る
近
年
の
諸
著
作
を
取
り
上
げ
、
彼
の
カ
ソ
リ
ッ
ク
的
多
元
主

義
、
ア
ガ
ペ
ー
（
博
愛
）
論
、
世
俗
主
義
批
判
な
ど
に
つ
い
て
分
析
を
施
し

て
い
る
。
本
書
で
高
田
氏
は
、
テ
イ
ラ
ー
の
「
世
俗
と
宗
教
」
論
の
特
質
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
多
元
主
義
、
世
俗
主
義
と
暴
力
と
い
っ
た
テ
ー
マ

に
関
し
て
、
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
、
タ
ラ
ル
・
ア
サ
ド
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

コ
ノ
リ
ー
と
の
興
味
ぶ
か
い
比
較
検
討
と
対
論
の
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
本

書
評
で
は
紙
数
の
制
限
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
興
味
深
い
対
話
の
試
み
に
は
直

接
に
は
触
れ
ず
に
、
以
下
、
二
点
に
つ
い
て
の
み
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

第
一
点
と
し
て
高
田
氏
は
、
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
あ
り
方
の
三
つ
の
型

に
関
す
る
テ
イ
ラ
ー
の
議
論
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
周
知
の
三
類
型
の
う
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ち
第
一
の
も
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
型
の
宗
教
─
社

会
関
係
で
あ
り
、
政
治
権
力
と
宗
教
権
力
が
制
度
的
に
も
慣
習
的
に
も
相
補

的
で
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
関
係
に
あ
る
公
定
宗
教
の
体
制
で
あ
り
、
テ
イ
ラ
ー

は
こ
れ
を
「
旧
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
型
」
と
呼
ん
だ
。
第
二
の
類
型
は
「
新
・

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
型
」
の
宗
教
─
社
会
関
係
で
あ
り
、
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
一

九
六
○
年
代
ま
で
（
テ
イ
ラ
ー
は
こ
の
時
代
を
「
動
員
の
時
代
」
と
呼
ぶ
）

に
支
配
的
で
あ
っ
た
類
型
で
、
そ
の
特
色
は
契
約
団
体
（
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
）
と
し
て
の
教
会
の
社
会
へ
の
滲
透
で
あ
り
、
そ
れ
は
教
派
主
義
と
い
う

形
態
を
採
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
六
○
年
代
を
境
目
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
「
新
・
旧
・
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
型
」
に
対
し
て
「
表
出
的
個
人
主
義
」
や
「
本
来
性
の
倫
理
」
に

基
づ
く
宗
教
者
個
々
人
の
「
信
仰
の
個
人
化
や
表
出
化
」
が
顕
著
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
は
自
分
の
本
来
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
探
求
、
自
分
探
し
、
社
会
に
お
け
る
自
分
独
自
の
位
置
づ
け
の
探
求
と
の

関
連
で
、「
信
仰
」
が
定
義
さ
れ
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
テ
イ
ラ
ー
は
、

現
代
に
お
け
る
こ
う
し
た
三
番
目
の
宗
教
─
社
会
関
係
を
「
ポ
ス
ト
・
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
型
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
こ
の
現
代
の
宗
教
状
況
に
お
い
て
は
、

多
種
多
様
な
信
仰
の
か
た
ち
が
模
索
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
色
が
あ

り
、
そ
れ
は
単
線
的
な
「
世
俗
化
」
の
昂
進
と
し
て
は
理
解
で
き
な
い
面
が

あ
る
。
著
者
は
、
こ
う
し
た
テ
イ
ラ
ー
の
試
み
を
彼
の
政
治
理
論
全
体
の
枠

組
み
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
こ
の
主
題
に
関
し
て
手
堅
い
分
析
と
考
察
を
施

し
て
い
る
。
テ
イ
ラ
ー
は
さ
ら
に
、
現
代
に
お
け
る
世
俗
主
義
や
無
神
論
の

問
題
性
を
鋭
く
究
明
す
る
と
同
時
に
、
信
仰
の
不
断
の
変
容
と
多
様
化
を
積

極
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
著
者
は
こ
う
し
た
試
み
を
、
テ
イ

ラ
ー
の
カ
ソ
リ
ッ
ク
的
多
元
主
義
や
ア
ガ
ペ
ー
論
の
再
検
討
と
の
関
連
で
独

自
で
説
得
的
な
説
明
と
解
釈
を
示
し
て
い
る
（
一
二
二
─
一
四
○
頁
、
一
六

六
─
一
七
四
頁
、
二
四
四
─
二
七
九
頁
、
参
照
）。

第
二
点
と
し
て
、
テ
イ
ラ
ー
の
政
治
理
論
が
自
ら
対
峙
し
よ
う
と
す
る
現

代
に
お
け
る
「
排
他
的
人
間
主
義
」
と
そ
れ
へ
の
彼
の
批
判
に
つ
い
て
、
本

書
は
か
な
り
の
頁
数
を
さ
い
て
い
る
。
テ
イ
ラ
ー
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
排

他
的
人
間
主
義
」
と
は
、
超
越
的
な
も
の
と
そ
の
価
値
を
人
間
の
生
の
内
部

か
ら
排
除
し
放
遂
し
て
し
ま
う
自
我
中
心
主
義
で
あ
る
。
こ
の
「
排
他
的
人

間
主
義
」
批
判
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
世
俗
主
義
的
お
よ
び
ア
ト
ミ
ズ
ム
的

前
提
に
対
す
る
テ
イ
ラ
ー
の
批
判
と
も
関
連
し
て
く
る
（
一
六
六
─
一
八
二

頁
、
一
八
七
─
一
九
一
頁
、
参
照
）。
著
者
に
よ
れ
ば
、「
排
他
的
人
間
主
義
」

お
よ
び
リ
ベ
ラ
ル
な
世
俗
主
義
に
対
す
る
テ
イ
ラ
ー
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ

は
、「
自
由
な
行
為
者
の
尊
厳
」
と
「
差
異
を
横
断
す
る
統
一
性
」
と
し
て

の
カ
ソ
リ
ッ
ク
的
多
元
主
義
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
あ
る
。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
テ
イ
ラ
ー
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、「
批
判
的
応

答
性
」
な
ら
び
に
「
ア
ゴ
ー
ン
的
敬
意
」
に
裏
づ
け
ら
れ
た
コ
ノ
リ
ー
の
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
論
─
─
「
深
い
多
元
主
義
」
で
も
あ
る
─
─
に
内
実
に
お
い
て

驚
く
ほ
ど
接
近
す
る
と
の
著
者
の
指
摘
で
あ
る
（
二
四
四
─
二
六
五
頁
、
参

照
）。
だ
が
、
評
者
の
印
象
で
は
テ
イ
ラ
ー
自
身
、
宗
教
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
関
係
の
問
題
に
つ
い
て
ま
だ
最
後
の
言
葉
を
語
っ
て
い
な
い
よ
う
に
も
見

え
る
。

本
書
は
、
テ
イ
ラ
ー
研
究
に
関
心
を
寄
せ
る
読
者
の
み
な
ら
ず
、
現
代
世

界
に
お
け
る
世
俗
と
宗
教
の
問
題
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
読
者
に
も
裨
益
す

る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
る
と
考
え
る
。
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本
書
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
批
判
し
て
き
た
公
私
二
元
論
を
「
ケ
ア
」
と

い
う
概
念
に
よ
り
乗
り
越
え
、
新
し
い
社
会
構
想
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
力

作
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
筆
者
の
意
図
を
評
価
し
つ
つ
も
、
基
本

的
な
概
念
に
関
し
て
い
く
つ
か
疑
問
を
抱
い
た
点
を
書
い
て
み
た
い
。

ま
ず
評
者
が
最
も
大
き
な
問
題
だ
と
感
じ
た
の
は
、
本
書
に
お
け
る
「
私

的
領
域
」
と
い
う
概
念
が
曖
昧
な
点
で
あ
る
。
近
代
国
家
の
成
立
に
よ
り
人

間
の
生
活
は
「
公
」
と
「
私
」
と
い
う
領
域
に
分
け
ら
れ
、
女
性
は
私
的
領

域
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
古
典
的
理
論

で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
私
的
領
域
」
と
は
家
族
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
そ

れ
ま
で
「
私
的
領
域
」
と
し
て
経
済
の
領
域
を
意
味
し
て
き
た
議
論
か
ら
の

大
き
な
転
換
で
あ
り
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
成
果
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

な
ぜ
女
性
が
「
私
的
領
域
」
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
の
か
と
い
え
ば
、
国
家

の
形
成
が
生
物
と
し
て
の
「
自
然
な
つ
な
が
り
」
か
ら
な
る
家
族
と
は
異
な

◆
書
評

家
族
は
ど
こ
に
？

●

─
─
中
村
敏
子

岡
野
八
代
『
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
政
治
学
─
─
ケ
ア
の
倫

理
を
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一

二
年
）

り
、人
間
の
「
作
為
」
す
な
わ
ち
契
約
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
点
で
は
経
済
的
な
領
域
も
同
様
で
あ
る
。
筆
者
も
批
判
す
る
「
自
由
な

主
体
」
と
し
て
男
性
が
国
家
・
社
会
を
形
成
す
る
と
さ
れ
た
の
に
対
し
、
女

性
は
生
物
と
し
て
子
供
を
産
む
肉
体
を
持
つ
が
ゆ
え
に
「
自
然
」
の
存
在
と

さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
自
然
の
絆
か
ら
な
る
家
族
に
属
す
る
と
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
「
私
的
領
域
」
の
意

味
で
あ
る
。（Carole Patem

an, T
he D

isorder of W
om

en

やSusan 
M

.O
kin, Justice, G

ender, and the Fam
ily

な
ど
を
参
照
）
こ
の
生
物

と
し
て
の
自
然
と
さ
れ
た
束
縛
を
如
何
に
越
え
る
か
を
め
ぐ
っ
て
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
は
苦
闘
し
て
き
た
。
そ
の
極
限
と
し
て
ラ
ジ
カ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、

人
工
生
殖
に
よ
っ
て
生
物
と
し
て
の
自
然
の
拘
束
を
断
ち
切
る
こ
と
を
主
張

し
た
程
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
本
書
に
お
け
る
「
私
的
領
域
」
の
意
味
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

そ
の
表
現
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
批
判
的
に
は
、「
身
体
的
必
要
を
満
た
す

私
的
領
域
」「
他
者
の
存
在
し
な
い
空
虚
な
私
的
領
域
」な
ど
と
表
現
さ
れ
る
。

そ
し
て
「
ケ
ア
」
の
議
論
の
出
発
点
で
あ
る
家
族
も
、「
家
族
的
な
る
も
の
」

と
表
現
さ
れ
た
り
、
ま
た
家
族
は
「
生
物
学
的
な
血
縁
者
に
限
ら
な
い
」
と

ま
で
述
べ
ら
れ
る
。

も
し
筆
者
の
対
象
と
す
る
「
私
的
領
域
」
が
生
物
学
的
な
つ
な
が
り
を
持

つ
家
族
で
は
な
い
と
し
た
ら
、
こ
れ
を
女
性
の
問
題
と
し
て
論
ず
る
思
想
史

的
意
味
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
女
性
は
も
は
や
「
自

然
」
の
生
物
と
し
て
の
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
、
そ
こ
に
属
す
か
属
さ
な
い
か

を
自
分
の
自
由
な
意
志
に
よ
り
選
択
で
き
る
存
在
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

「
ケ
ア
」
概
念
は
し
か
し
、
母
と
子
が
存
在
す
る
集
団
を
前
提
と
し
て
論
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じ
ら
れ
、「
ケ
ア
」
概
念
に
よ
り
母
子
間
の
愛
情
を
基
軸
と
し
た
関
係
の
展

開
が
可
能
に
な
る
と
論
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
多
様
で
異
質

な
他
者
と
と
も
に
継
続
的
な
関
係
性
を
築
こ
う
と
す
る
」
と
き
の
思
考
様
式

は
「
母
的
思
考
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
「
母
的
思
考
」
が
平
和
を
求
め
る
政

治
へ
と
つ
な
が
る
と
筆
者
は
論
じ
る
。

「
ケ
ア
」
と
は
通
常
弱
者
に
対
す
る
配
慮
や
世
話
を
意
味
す
る
概
念
で
あ

る
。
政
治
思
想
史
に
お
い
て
も
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
や
ロ
ッ
ク
の
論
ず
る

よ
う
に
、
神
や
父
が
弱
者
に
対
し
て
示
す
配
慮
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
常
に

権
力
を
背
景
に
持
つ
。
現
実
に
力
の
差
が
あ
る
者
同
士
の
関
係
に
お
い
て
、

母
は
「
ケ
ア
」
と
い
う
行
為
に
よ
り
愛
情
に
基
づ
く
関
係
性
を
築
く
と
い

う
肯
定
的
な
作
用
に
よ
り
鍛
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
子
供
に

と
っ
て
愛
の
状
態
を
保
障
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
し
て
、愛
の
権
力
に「
憎

悪
」
が
返
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
お
そ
ら
く
筆
者
は
自
由
な
主
体
に

替
わ
っ
て
女
性
が
活
動
す
る
原
理
と
し
て
「
ケ
ア
」
を
掲
げ
て
い
る
の
で
、

実
際
に
行
な
わ
れ
る
ケ
ア
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
な
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
批
判
し
て
き
た
公
私

二
元
論
は
、
愛
情
や
母
と
い
う
役
割
も
、
自
然
の
も
の
と
し
て
女
性
に
帰
属

さ
せ
て
き
た
。
本
書
の
よ
う
に
母
と
い
う
役
割
を
前
提
と
し
た
「
ケ
ア
」
概

念
の
主
張
は
、
女
性
を
母
性
＝
「
自
然
」
と
み
る
議
論
に
つ
な
が
ら
な
い
だ

ろ
う
か
。
突
き
詰
め
て
み
れ
ば
、
子
供
は
生
ま
れ
て
し
ま
え
ば
別
人
格
で
あ

り
、母
が
ケ
ア
す
る
必
然
性
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、も
し
筆
者
が
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
公
私
二
元
論
の
克
服
を
め
ざ
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
議
論
に
は
注
意
が
必
要
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
弱
者
に
対
す
る
ケ
ア
の
議
論
と
と
も
に
、
筆
者
は
大
人
同
士
の

関
係
に
も
「
主
体
」
で
は
な
く
「
ケ
ア
」
と
い
う
概
念
を
対
置
し
よ
う
と
す

る
。
そ
の
背
景
に
は
人
間
は
弱
く
傷
つ
き
や
す
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
考
え

方
が
あ
り
、
そ
も
そ
も
原
初
的
に
は
人
に
依
存
し
て
生
き
て
き
た
の
だ
か
ら

と
論
じ
ら
れ
る
。
強
く
独
立
し
た
個
人
と
い
う
の
で
は
な
く
、
人
間
は
相
互

に
依
存
し
あ
う
存
在
だ
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
社
会
の
構
成
を
考
え
る
と
い
う

の
が
、「
ケ
ア
」
の
倫
理
の
主
張
の
よ
う
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
人
間
が
と
き
ど
き
は
傷
つ
き
、
他
者
に
依
存
す
る
と
い
う
こ
と

は
認
め
る
と
し
て
も
、
常
に
傷
つ
き
弱
い
存
在
で
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
現

在
の
「
主
体
」
概
念
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
大
人
同
士
の
関
係
を
も
相

互
依
存
の
「
ケ
ア
」
と
い
う
概
念
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
妥
当
だ
ろ
う
か
。

評
者
は
こ
の
よ
う
な
主
張
か
ら
、
福
沢
諭
吉
が
江
戸
時
代
の
人
間
関
係
を
批

判
し
て
言
っ
た
「
相
依
り
相
依
ら
れ
」
と
い
う
言
葉
を
連
想
し
て
し
ま
う
。

評
者
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
が
望
ま
し
い
社
会
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

全
体
を
通
し
て
も
う
ひ
と
つ
気
に
な
っ
た
点
は
、
筆
者
の
論
ず
る
家
族

（
的
？
）
関
係
そ
し
て
「
ケ
ア
」
の
内
容
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
家
族
は
、
人
間
に
と
っ
て
基
本
的
な
関
係
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
内
容
は
社
会
や
文
化
に
よ
っ
て
異
な
る
。
筆
者
の
考

え
る
家
族
と
は
ど
の
よ
う
な
人
間
関
係
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
ケ
ア
」
と
い
う
言
葉
で
筆
者
が
意
味
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
日
本
語
で

は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
内
容
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
前
提
と

な
る
説
明
を
、
丁
寧
に
行
な
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
今
後
の
研
究
に
お
い
て
、
筆
者
が
詳
細
な
現
状
分
析
に
よ
り

精
緻
な
理
論
を
組
み
立
て
て
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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◇
二
〇
一
二
年
度
研
究
会
企
画
に
つ
い
て

企
画
委
員
長　

川
出
良
枝
（
東
京
大
学
）

二
〇
一
二
年
度
政
治
思
想
学
会
研
究
会
（
第
一
九
回
）
は
、五
月
二
六
日
、

二
七
日
の
二
日
間
、
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、「
政
治
思
想
に

お
け
る
言
語
・
会
話
・
討
議
」
を
統
一
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
依
頼

企
画
は
三
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
な
り
、
自
由
論
題
で
は
五
名
の
会
員
が
二

つ
の
分
科
会
に
お
い
て
報
告
・
討
論
を
行
っ
た
。
ま
た
、
杉
田
敦
会
員
の
ご

尽
力
に
よ
り
、国
際
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
イ
ギ
リ
ス
理
想
主
義
と
政
治
哲
学
」

を
設
け
る
こ
と
も
で
き
た
。

言
語
は
、
一
般
に
政
治
と
呼
ば
れ
る
活
動
に
お
い
て
、
重
要
な
位
置
を
占

め
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
国
家
と
は
、
ロ
ゴ
ス
（
言
語
・
理
性
）

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
善
・
悪
、
正
・
不
正
に
つ
い
て
の
共
通
の
理
解

を
元
に
形
成
さ
れ
た
共
同
体
で
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
発
す
る
ロ
ゴ
ス
と

ポ
リ
ス
と
を
密
接
に
結
び
つ
け
る
政
治
観
に
鼓
舞
さ
れ
、
ア
レ
ン
ト
が
「
活

動
」
を
、
ま
た
ハ
バ
ー
マ
ス
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
」
を
概
念

化
し
た
が
、
そ
こ
で
も
政
治
的
な
る
も
の
と
言
語
と
の
本
質
的
な
つ
な
が
り

が
再
確
認
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
企
画
の
一
つ
の
課
題
は
、
こ
う
し
た
政
治

観
の
変
奏
と
変
容
の
過
程
を
、
初
期
近
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
間
の

分
析
を
起
点
に
、
現
代
の
討
議
（
熟
議
）
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
ま
で
追
跡
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
言
語
と
い
う
根
源
的
な
テ
ー
マ
は
こ
う
し
た
枠
組
み
に
収
ま
り
き

る
も
の
で
は
な
く
、
目
を
江
戸
期
の
日
本
に
転
じ
れ
ば
、
西
洋
流
の
も
の
と

は
お
よ
そ
異
な
る
言
語
観
に
遭
遇
す
る
。
他
方
、
二
〇
世
紀
の
「
言
語
論
的

転
回
」
を
経
た
わ
れ
わ
れ
は
、
言
語
が
人
間
の
認
識
活
動
を
支
え
、
そ
れ
を

規
定
し
て
い
る
こ
と
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
言
語
と
は
無
色
透
明

な
媒
体
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
が
一
定
の
力
を
も
つ
も
の
、
そ
の
意
味
で
政

治
性
を
帯
び
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
方
を
つ
き
つ
め
れ
ば
、
い

き
お
い
、
ま
さ
に
言
語
を
用
い
た
行
為
の
一
つ
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
の
研
究
活

動
の
土
台
を
な
す
学
問
方
法
論
へ
の
反
省
に
も
進
ま
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
言
語
を
論
じ
る
以
上
、
言
語
を
用
い
る
活
動
と
し
て
の
政
治

を
検
討
す
る
の
み
で
は
な
く
、
言
語
そ
の
も
の
が
潜
在
的
に
は
ら
む
政
治
性

に
も
分
析
の
メ
ス
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
企
画
を
担
当
し
た
三
名

（
川
出
・
松
田
宏
一
郎
・　

田
真
司
）
の
狙
い
で
あ
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
言
語
と
政
治
」
で
は
、
言
語
哲
学
・
言
語
理
論
の
政

治
的
意
義
を
、
言
語
理
論
の
強
い
影
響
下
で
発
展
し
た
政
治
思
想
史
方
法

論
も
含
め
て
多
角
的
に
検
討
し
た
。
ハ
ン
ス=

ゲ
オ
ル
グ･

ガ
ー
ダ
マ
ー
の

「
哲
学
的
解
釈
学
」、
特
に
解
釈
学
的
循
環
の
特
質
と
可
能
性
は
い
か
な
る
も

の
か
。
古
典
中
国
語
に
対
抗
す
べ
く
、
江
戸
期
の
国
学
者
が
練
り
上
げ
た
日

本
語
の
五
十
音
図
の
理
論
の
政
治
的
意
味
と
は
何
か
。
ク
エ
ン
テ
ィ
ン
・
ス

キ
ナ
ー
の
政
治
思
想
史
方
法
論
は
今
日
の
時
点
で
ど
の
よ
う
に
総
括
で
き
る

か
。
言
語
そ
の
も
の
に
切
り
込
む
の
が
本
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
課
題
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
二
年
度
学
会
研
究
会
報
告
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
「
政
治
思
想
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
間
」

で
は
、
社
交
の
場
や
公
論
形
成
の
土
台
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
間

が
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
か
を
追
跡
し
た
。
初
期
近
代
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
サ
ロ
ン
文
化
、
明
治
維
新
後
の
『
明
六
雑
誌
』
に
よ
る
「
啓
蒙
」

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ハ
バ
ー
マ
ス
が
定
式
化
し
た
市
民
的
公
共
性
の
発
展
・

変
質
・
復
興
の
過
程
を
い
わ
ば
定
点
観
測
の
地
点
と
し
、言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
政
治
的
可
能
性
を
探
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅲ
「
討
議
（
熟
議
）
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
議
会
」
に
お
い
て

は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
討
議
の
関
係
を
議
会
で
の
討
議
、
議
会
外
で
の
討
議

と
い
う
対
比
の
下
で
検
討
し
た
。
ま
ず
、
規
範
理
論
的
見
地
か
ら
、
熟
議
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
、
既
存
の
自
由
民
主
主
義
的
な
議
会
制
・
代
表
制
の
枠
を

越
え
る
可
能
性
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
言
が
な
さ
れ
た
。
他
方
、
本

来
、
討
議
の
場
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
議
会
に
つ
い
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

時
代
の
英
国
、明
治
期
の
日
本
の
議
会
観
が
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
。

本
年
度
の
研
究
会
も
ま
た
、
報
告
者
・
司
会
者
・
討
論
者
、
事
務
局
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
委
員
等
、
実
に
多
く
の
方
々
の
多
大
な
る
ご
協
力
を
え
て
成
功
裏

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
り
わ
け
、
開
催
校
の
國
學
院
大
學
の
皆
様
の

ゆ
き
と
ど
い
た
心
遣
い
に
あ
ら
た
め
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
】

言
語
と
政
治

司
会　
　

田
真
司
（
國
學
院
大
學
）

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
統
一
テ
ー
マ
で
あ
る
『
政
治
思
想
に
お
け
る
言

語
・
会
話
・
討
議
』
に
基
づ
き
、
特
に
政
治
思
想
と
言
語
と
の
関
係
に
焦
点

を
当
て
た
報
告
と
討
論
が
行
わ
れ
た
。
報
告
者
お
よ
び
報
告
タ
イ
ト
ル
は
、

加
藤
哲
理
会
員
（
京
都
大
学
）
に
よ
る
「『
解
釈
』
を
解
釈
す
る
︱
思
想
史

方
法
論
と
し
て
の
解
釈
学
」、
相
原
耕
作
会
員
（
神
奈
川
大
学
非
常
勤
講
師
）

に
よ
る
「
文
字
・
文
法
・
文
明
─
─
江
戸
時
代
の
言
語
を
め
ぐ
る
構
想
と
闘

争
」、
関
口
正
司
会
員
（
九
州
大
学
）
に
よ
る
「
ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー

の
政
治
思
想
史
論
を
ふ
り
か
え
る
」
で
あ
っ
た
。
報
告
後
、
討
論
者
で
あ
る

中
田
喜
万
会
員
（
学
習
院
大
学
）
と
山
岡
龍
一
会
員
（
放
送
大
学
）
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
と
、
そ
れ
に
対
す
る
報
告
者
の
応
答
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
会
場

か
ら
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

加
藤
会
員
の
報
告
は
、
ハ
ン
ス=

ゲ
オ
ル
グ･

ガ
ー
ダ
マ
ー
の
「
哲
学
的

解
釈
学
」
の
立
場
か
ら
、
政
治
思
想
研
究
に
お
け
る
方
法
論
に
関
す
る
新
た

な
知
見
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
解
釈
学
の

基
底
で
あ
る
理
解
や
解
釈
の
有
限
性
と
歴
史
性
の
観
点
か
ら
、
レ
オ
・
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
の
「
政
治
哲
学
」
と
ク
エ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー
の
「
歴
史
学
と

し
て
の
政
治
思
想
」
と
い
う
二
つ
の
客
観
主
義
的
方
法
論
に
対
す
る
ガ
ー
ダ

マ
ー
の
批
判
が
検
討
さ
れ
、
さ
ら
に
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
ら
の
批

判
理
論
と
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
の
脱
構
築
主
義
的
テ
ク
ス
ト
解
釈
と
い
う
二

つ
の
規
範
的
な
立
場
か
ら
の
ガ
ー
ダ
マ
ー
に
対
す
る
批
判
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
こ
れ
ら
の
議
論
が
い
ず
れ
も
客
観
主
義
と
普
遍
主
義
に
依
拠
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
解
釈
を
多
に
開
く
も
の
と
し
て
の

「
問
い
」
と
一
へ
集
め
る
も
の
と
し
て
の
「
答
え
」
の
間
の
解
釈
学
的
循
環

の
論
理
に
正
し
く
則
る
こ
と
が
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
解
釈
学
が
示
唆
す
る
思
想
史

研
究
の
方
法
論
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
新
た
な
解
釈
可
能
性
へ
の
「
開
か
れ
て

い
る
態
度
」
や
、
問
答
法
を
さ
ら
に
動
か
し
て
い
く
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
な
問
い

の
エ
ー
ト
ス
を
、
テ
ク
ス
ト
と
の
対
話
の
経
験
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
養
う
こ

と
が
解
釈
者
に
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
。

相
原
会
員
の
報
告
は
、
江
戸
期
日
本
に
お
け
る
言
語
を
め
ぐ
る
議
論
を
分

析
し
、
言
語
と
文
明
と
の
関
係
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
古
学
派
の
儒

学
者
の
言
語
論
に
お
い
て
は
、
形
音
義
三
位
一
体
と
い
う
漢
字
の
言
語
的
な

優
越
性
か
ら
、
複
雑
・
精
密
な
表
現
が
可
能
で
あ
る
「
中
華
の
言
語
」
と
し

て
の
古
典
中
国
語
が
「
夷
狄
の
言
語
」
で
あ
る
日
本
語
よ
り
も
優
れ
て
い
る

と
論
じ
ら
れ
る
一
方
で
、「
助
字
」
の
用
法
の
非
法
則
性
と
い
う
困
難
を
抱

え
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
学
者
は
五
十
音
図
の

表
意
的
・
表
語
的
機
能
を
肥
大
化
さ
せ
、
そ
の
自
然
性
と
神
聖
性
を
主
張
す

る
こ
と
で
、
古
典
日
本
語
の
優
位
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
本
居

宣
長
は
、
五
十
音
図
の
神
聖
性
を
否
定
し
、
秩
序
正
し
い
「
皇
国
ノ
正
音
」

と
法
則
の
あ
る
「
て
に
を
は
」
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
精
緻
な
言
語
表

現
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
し
た
こ
と
、
ま
た
、
江
戸
期
の
蘭
学
者
が
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
い
う
異
質
な
文
字
体
系
に
出
会
う
こ
と
で
、
文
字
と
音
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声
と
を
切
り
離
す
可
能
性
を
開
く
一
方
で
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
古
典
中
国
語
の

枠
組
で
理
解
し
た
結
果
、
そ
の
文
法
的
理
解
に
は
容
易
に
到
達
し
得
な
か
っ

た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
言
語
理
解
を
踏
ま
え
て
、
一

方
で
、
形
音
義
三
位
一
体
的
な
発
想
を
突
き
崩
す
こ
と
の
で
き
た
本
居
宣
長

が
、言
語
固
有
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
言
語
内
在
的
に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

政
治
秩
序
構
築
の
固
有
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
形
成
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
こ
と
、
他
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
支
え
る
学
問
の
精
密
さ
の

基
礎
に
あ
る
言
語
の
精
密
さ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
法
的
理
解
が
進
む
に
つ

れ
て
解
明
さ
れ
て
い
き
、
そ
れ
が
西
周
の
日
本
語
ロ
ー
マ
字
表
記
論
と
い
う

文
明
化
構
想
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
。

関
口
会
員
の
報
告
は
、
ク
エ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー
の
政
治
思
想
方
法
論

に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
に
対
す
る
誤
解
を
た
だ
す
と
と
も
に
、
ス
キ
ナ
ー
自

身
の
方
法
論
の
含
意
を
改
め
て
明
確
化
す
る
こ
と
で
、
そ
の
意
味
を
再
検
討

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
キ
ナ
ー
は
、
過
去
の
テ
ク
ス
ト
の
理
解
に
は
歴
史

的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

テ
ク
ス
ト
理
解
の
必
要
条
件
で
あ
っ
て
十
分
条
件
で
は
な
い
こ
と
、
す
な
わ

ち
、ス
キ
ナ
ー
が
重
視
し
た
の
は
、テ
ク
ス
ト
の
発
語
内
行
為
が
伝
え
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
い
う
意
味
で
の
テ
ク
ス
ト
の
意
味
に
対
し
て
非
因
果
的
に
関
係
す

る
言
語
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
て
、
言
語
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
言
語

行
為
を
因
果
的
か
つ
一
義
的
に
決
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
そ
の
こ
と
か
ら
帰
結
す
る
、
発
語
内
行
為
の
確
定
の
問
題
と
重
層
的

に
並
存
す
る
種
々
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
選
択
の
問
題
が
、
著
者
の
信
条
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
踏
ま
え
て
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
選
択
し
、
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
に
よ
っ
て
発
語
内
的
行
為
の
候
補
を
絞
り
込
み
、
そ
れ
が
信
条
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
整
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
、
と
い
う
方
法
で
、
ス
キ
ナ
ー

の
場
合
に
は
解
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
方
法
論
が

ス
キ
ナ
ー
の
ホ
ッ
ブ
ス
読
解
に
も
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
ら
れ
た
後
、

コ
ン
テ
ク
ス
ト
主
義
者
ス
キ
ナ
ー
と
い
う
理
解
が
生
み
出
し
た
問
題
点
と
し

て
、
歴
史
的
テ
ク
ス
ト
の
今
日
的
意
義
の
問
題
、
信
条
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

把
握
の
問
題
、
政
治
思
想
史
に
お
け
る
カ
ノ
ン
の
問
題
に
関
す
る
指
摘
が

あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
報
告
に
関
し
て
、
中
田
喜
万
会
員
か
ら
は
、
加
藤
報
告
に
対
し

て
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
「
正
し
さ
」
を
め
ぐ
る
問
題
、
相
原
報
告
に
対
し
て
宣

長
と
蘭
学
者
の
異
同
に
関
す
る
問
題
、
関
口
報
告
に
対
し
て
話
し
言
葉
と
書

き
言
葉
の
相
違
に
関
す
る
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ
中
心
と
す
る
問
題
提
起
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
山
岡
龍
一
会
員
か
ら
は
、
政
治
と
言
語
の
問
題
を
政
治
思
想

に
お
け
る
レ
ト
リ
ッ
ク
の
問
題
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
し
直
し
た
上
で
、
そ

の
観
点
か
ら
、
各
報
告
に
対
し
て
個
別
的
な
質
問
が
発
せ
ら
れ
た
。
い
ず
れ

も
、
報
告
の
本
質
的
な
部
分
と
、
本
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
核
に
関
わ
る
問
題
提

起
や
質
問
で
あ
り
、報
告
者
か
ら
も
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
応
答
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
会
場
か
ら
も
い
く
つ
か
の
重
要
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
時
間
的
に
は
必

ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
報
告
者
か
ら
の
応
答
が
あ
っ
た
。

本
セ
ッ
シ
ョ
ン
全
体
と
し
て
み
る
と
、政
治
と
言
語
の
関
わ
り
に
関
し
て
、

政
治
思
想
、
政
治
思
想
解
釈
お
よ
び
政
治
そ
の
も
の
と
い
う
三
つ
の
側
面
か

ら
光
が
当
て
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
複
合
的
な
関
係
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
え
た

と
い
う
点
で
、
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
】

政
治
思
想
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

司
会　

川
出
良
枝
（
東
京
大
学
）

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
本
大
会
の
共
通
論
題
「
政
治
思
想
に
お
け
る
言

語
・
会
話
・
討
議
」
に
即
す
る
形
で
、
政
治
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
主
題
と
す
る
三
つ
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

ま
ず
、
木
村
俊
道
会
員
（
九
州
大
学
）
に
よ
る
「
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
お
け
る
会
話
・
交
際
・
社
交
」
は
、
初
期
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
、

会
話
・
交
際
・
社
交
を
広
く
意
味
す
るconversation
と
い
う
概
念
に
着
目

し
、
そ
こ
で
成
立
し
た
特
有
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
を
明
ら
か
に

し
た
。
次
い
で
河
野
有
理
会
員
（
首
都
大
学
東
京
）
に
よ
る
「『
明
六
雑
誌
』

は
「
啓
蒙
」
か
？
─
─
彼
ら
の
「
会
話
」
の
新
し
い
聴
き
方
─
─
」
は
、
明

治
初
期
の
代
表
的
な
知
識
人
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
参
加
者
の
思
想
的
多
様
性

と
自
由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
特
徴
と
し
た
明
六
社
を
取
り
上
げ
、
知

的
集
団
の
思
想
お
よ
び
社
会
的
役
割
を
捉
え
る
方
法
に
つ
い
て
論
じ
た
。
最

後
に
、
山
田
陽
会
員
（
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）
に
よ
る
「
市
民
的
公

共
性
・
個
人
化
社
会
・
熟
議
民
主
主
義
」
は
、
現
代
に
お
け
る
代
表
的
な
政

治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
で
あ
る
熟
議
民
主
主
義
論
を
取
り
上
げ
、
現

代
社
会
の
構
造
変
化
の
中
、
そ
れ
が
い
か
な
る
困
難
性
と
可
能
性
を
も
つ
か

を
検
討
し
た
。
三
報
告
の
終
了
後
、討
論
者
の
有
賀
誠
会
員
（
防
衛
大
学
校
）

お
よ
び
会
場
か
ら
質
問
が
提
出
さ
れ
た
。

木
村
会
員
に
よ
れ
ば
、
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
一
八
世
紀
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
い
て
は
、
宮
廷
や
外
交
を
主
た
る
舞
台
と
す
る
政
治
に
お
い
て
不
可
欠

な
能
力
と
し
て
の
礼
節
、
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
、
マ
ナ
ー
等
を
重
視
す
る
タ
イ
プ

の
人
文
主
義
が
有
力
な
思
想
潮
流
と
し
て
存
在
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
バ
ー
マ

ス
が
描
い
た
近
代
の
市
民
的
公
共
性
と
も
、
ポ
ー
コ
ッ
ク
的
な
政
治
的
人
文

主
義
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
一
九
世
紀
以
降
、
政
治
の
中
心
が

宮
廷
か
ら
議
会
に
移
り
、
さ
ら
に
産
業
社
会
の
到
来
に
よ
っ
て
人
々
の
行
動

様
式
が
根
本
的
に
変
化
し
た
結
果
、
こ
の
種
の
人
文
主
義
の
伝
統
は
見
失
わ

れ
た
と
い
う
。
木
村
会
員
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
は
時
と
し
て
荒
々
し
い
討

議
・
衝
突
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
サ
ン
デ
ル
の
主
張
を
紹
介
す
る
一
方
で
、

政
治
の
質
や
社
会
構
造
が
変
化
し
た
今
日
に
お
い
て
も
な
お
、
礼
節
に
基
づ

く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
新
し
い
形
式
の
下
で
再
興
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
示
唆
し
た
。

木
村
会
員
に
対
し
て
、有
賀
会
員
か
ら
は
、礼
節
に
基
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
論
は
他
者
を
操
作
す
る
傾
向
を
有
し
、
さ
ら
に
は
「
無
作
法
」
な
意

見
表
明
を
排
除
・
抑
圧
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
提
起
さ
れ

た
。
石
川
敬
史
会
員
か
ら
は
礼
節
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
民
主
政

治
と
の
関
係
に
つ
い
て
問
い
か
け
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
に
対
し
、
木
村
会

員
か
ら
は
問
題
点
や
限
界
は
十
分
理
解
し
た
上
で
、
な
お
、
こ
う
し
た
礼
節

あ
る
会
話
の
作
法
が
現
代
的
意
義
を
も
ち
得
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
応
答

が
な
さ
れ
た
。

河
野
会
員
は
、「
啓
蒙
」、「
御
用
知
識
人
」、「
漸
進
主
義
」
と
い
っ
た
語

彙
を
用
い
て
明
六
社
を
論
じ
た
従
来
の
諸
研
究
に
疑
問
を
投
じ
た
。
西
洋
の
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歴
史
的
概
念
や
後
世
の
歴
史
図
式
を
明
治
初
期
の
日
本
に
無
理
に
押
し
付
け

た
観
を
呈
す
る
か
ら
で
あ
る
。
河
野
会
員
に
よ
れ
ば
、
明
六
社
に
参
加
し
た

知
識
人
た
ち
は
、
江
戸
時
代
ま
で
の
豊
か
な
議
論
の
蓄
積
を
踏
ま
え
つ
つ
、

開
国
・
明
治
初
期
の
社
会
的
・
思
想
的
な
新
状
況
に
正
対
し
て
各
人
各
様
の

議
論
を
展
開
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
の
議
論
の
本
旨
、
お
よ
び
明
六
社

の
社
会
的
役
割
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
曖
昧
な
レ
ッ
テ
ル
や
図
式
に
頼
ら

ず
、
思
想
的
伝
統
、
各
論
者
の
個
性
、
な
ら
び
に
主
題
の
多
様
性
に
留
意
し

た
繊
細
な
検
討
が
必
要
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

報
告
に
対
し
有
賀
会
員
か
ら
は
、
明
六
社
と
福
沢
諭
吉
の
関
係
、
お
よ
び

漢
学
の
伝
統
と
新
来
の
洋
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
た
。
換
言

す
れ
ば
、
自
由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
特
徴
と
す
る
思
想
集
団
を
通
時

的
・
共
時
的
、
多
元
的
・
統
一
的
に
検
討
す
る
た
め
の
手
法
に
関
す
る
質
問

で
あ
り
、
フ
ロ
ア
か
ら
も
同
種
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
河
野
会
員
か
ら
は

明
六
雑
誌
の
統
一
性
・
不
統
一
性
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
応
答
が
あ
っ
た
。

山
田
会
員
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
誘
発
し
が
ち
な
現
代
社
会
に
対
す
る
熟

議
民
主
主
義
の
可
能
性
を
共
同
性
の
復
興
と
い
う
観
点
か
ら
再
考
し
た
。
熟

議
民
主
主
義
は
手
続
き
的
な
正
当
性
に
よ
っ
て
共
同
性
を
支
え
よ
う
と
す
る

が
、
こ
う
し
た
や
り
方
が
、「
個
人
化
」、「
リ
ス
ク
社
会
化
」
し
た
現
代
社

会
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
有
効
か
、
疑
問
が
残
る
。
そ
こ
で
、
共
同
性
を
制
度

的
に
担
保
し
よ
う
と
す
る
二
つ
の
試
み
が
検
討
さ
れ
た
。
一
つ
は
、「
ミ
ニ
・

パ
プ
リ
ッ
ク
ス
」（
無
作
為
に
選
出
さ
れ
た
一
定
数
の
一
般
市
民
が
直
接
対

面
し
て
公
共
的
問
題
を
討
議
す
る
制
度
）
で
あ
り
、も
う
一
つ
は
「
選
択
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
」
論
（
人
間
の
認
識
能
力
の
不
完
全
さ
を
前
提
に
、
自
律
性
の

土
台
と
す
る
た
め
、
人
々
を
あ
る
程
度
、
制
度
的
に
特
定
の
方
向
に
誘
導
す

る
こ
と
を
是
認
す
る
議
論
）
で
あ
る
。
山
田
会
員
は
、
前
者
が
社
会
経
済
的

な
平
等
を
確
保
す
る
仕
組
み
な
し
に
民
主
的
正
当
性
を
も
ち
う
る
の
か
疑
問

を
表
明
す
る
一
方
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
悪
し
き
政
治
工
学
に
堕
す

る
可
能
性
を
指
摘
し
、
新
た
な
熟
議
民
主
主
義
論
の
必
要
を
説
く
。

こ
れ
に
対
し
て
有
賀
会
員
か
ら
は
、「
選
択
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
論
は
主

体
性
・
自
律
性
と
い
っ
た
熟
議
民
主
主
義
の
前
提
自
体
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、

他
方
、
熟
議
民
主
主
義
は
社
会
経
済
的
な
平
等
そ
の
も
の
を
討
議
の
対
象
に

し
て
し
ま
う
以
上
、
熟
議
民
主
主
義
に
よ
る
共
同
性
再
興
の
試
み
に
は
課
題

が
多
い
の
で
な
い
か
と
い
う
質
問
が
出
さ
れ
た
。
フ
ロ
ア
か
ら
は
、
熟
議
民

主
主
義
に
つ
い
て
の
よ
り
積
極
的
な
議
論
が
提
起
さ
れ
、
ま
た
、
熟
議
と
専

門
知
、
熟
議
と
社
会
権
の
関
係
を
問
う
質
問
も
出
さ
れ
た
。

本
セ
ッ
シ
ョ
ン
全
体
に
つ
い
て
は
、
深
貝
保
則
会
員
よ
り
、
三
つ
の
報
告

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
う
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
（
親
密
な
会
話
、
文
字
媒
体
、

大
き
く
解
放
さ
れ
た
空
間
で
の
自
由
な
意
見
表
明
）、
ど
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
う
か
（
エ
リ
ー
ト
層
内
部
、
一
般
市
民
と
い
う
広
い

読
者
層
、
誰
が
ど
こ
か
ら
発
信
す
る
か
分
か
ら
な
い
現
代
的
状
況
）、
に
つ

い
て
の
通
時
的
変
遷
の
描
出
を
試
み
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
卓
抜
な
る
総
括
が
な
さ
れ
た
。
三
報
告
は
い
ず
れ
も
極
め
て
ア
ク
チ
ュ
ア

ル
な
報
告
で
あ
り
、
大
会
当
日
は
紙
幅
の
関
係
上
、
ご
く
一
部
し
か
紹
介
し

切
れ
な
か
っ
た
が
、
活
発
な
討
議
が
成
立
し
た
。
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【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅲ
】

討
議
（
熟
議
）
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
議
会

司
会　

松
田
宏
一
郎
（
立
教
大
学
）

報
告
１　

田
村
哲
樹
（
名
古
屋
大
学
） 

「
熟
議
民
主
主
義
は
自
由
民
主
主
義
的
か
？
─
─
『
熟
議
シ
ス
テ
ム
』

概
念
の
射
程
」

報
告
２　

遠
山
隆
淑
（
熊
本
高
等
専
門
学
校
）

「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
中
葉
に
お
け
る
民
衆
・
議
会
・
政
治
的
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
─
─
バ
ジ
ョ
ッ
ト
を
中
心
に
」

報
告
３　

田
頭
慎
一
郎
（
学
習
院
大
学
非
常
勤
講
師
）

「
明
治
期
に
お
け
る
『
討
議
』『
対
決
』『
競
争
』
の
議
会
政
治
論
」

討
論
者　

早
川
誠
（
立
正
大
学
）

こ
の
分
科
会
の
狙
い
は
、deliberative dem

ocracy

とrepresentative 
dem

ocracy

の
間
の
緊
張
関
係
、
あ
る
い
は
、
討
議
／
熟
議
シ
ス
テ
ム
は
議

会
制
民
主
主
義
に
組
み
込
ま
れ
る
べ
き
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
議
会
制
を

超
え
た
新
し
い
民
主
主
義
の
地
平
を
切
り
開
く
も
の
と
な
り
得
る
の
か
、
と

い
う
問
題
を
、
理
論
的
視
座
と
歴
史
的
視
座
の
両
方
か
ら
検
討
す
る
こ
と
で

あ
る
。
田
村
は
、
今
日
の
理
論
的
検
討
水
準
は
ど
こ
ま
で
来
て
い
る
か
の
再

吟
味
を
、
遠
山
は
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
政
治
思
想
を
対
象
と
し
て
一
九
世
紀
中

後
期
の
世
論
、政
党
、議
会
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
役
割
へ
の
期
待
と
分
析
を
、

田
頭
は
、
明
治
期
の
日
本
の
国
会
で
そ
も
そ
も
討
論
す
る
こ
と
が
ど
の
よ
う

な
意
義
と
機
能
が
あ
る
と
（
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
ど
う
や
っ
て
討
論
と
い
う

も
の
を
実
践
す
る
の
か
に
つ
い
て
）
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
検
討
し
た
。

田
村
報
告
は
、「
熟
議
民
主
主
義
は
自
由
民
主
主
義
を
超
え
る
射
程
を
持

つ
」
と
い
う
主
張
を
軸
に
お
い
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
自
由
民
主
主
義
」

と
は
、
多
様
な
利
害
関
心
に
基
づ
く
政
治
的
主
張
が
公
開
の
競
争
に
さ
ら
さ

れ
る
代
表
制
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
超
え
る
射
程
を
構
想
す
る
に

あ
た
っ
て
、「
複
線
モ
デ
ル
」（
ハ
バ
ー
マ
ス
）
お
よ
び
「
ミ
ニ
・
リ
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
」（
ド
ラ
イ
ゼ
ク
）
概
念
の
有
効
性
が
検
討
さ
れ
る
。
田
村
は
こ
れ
ら

の
概
念
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
が
果
た
し
た
役
割
を
評
価
し
つ
つ
も
、

「
討
議
／
熟
議
」
が
自
由
民
主
主
義
の
補
完
的
な
実
践
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る

危
険
性
を
未
だ
十
分
に
克
服
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
問
題
に
し
、
む
し
ろ
自

由
民
主
主
義
を
そ
の
一
部
に
組
み
込
む
よ
う
な
大
き
な
全
体
性
を
も
っ
た
熟

議
シ
ス
テ
ム
の
構
想
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
提
案
す
る
。
問
題
は
、
自

由
民
主
主
義
的
な
政
治
体
制
と
小
規
模
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
討
議
の
接
続
面

の
設
計
で
あ
る
。
先
進
国
で
も
小
規
模
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
機
能
せ
ず
、
逆
に
国

家
と
し
て
は
自
由
民
主
主
義
が
成
り
立
っ
て
い
な
い
国
に
お
い
て
も
小
規
模

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
功
例
は
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
由
民
主
主
義
と
「
討
議
／

熟
議
」
の
結
び
つ
き
は
自
明
で
は
な
い
。
ま
た
田
村
は
、
ド
ラ
イ
ゼ
ク
の
理

論
的
貢
献
を
評
価
し
つ
つ
も
、「
公
／
私
」
区
分
の
固
定
化
、
あ
る
い
は
「
家

族
／
親
密
圏
」
が
熟
議
シ
ス
テ
ム
か
ら
排
除
さ
れ
が
ち
な
傾
向
の
打
開
に
つ

い
て
、
未
だ
に
十
分
な
理
論
的
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
、
問
題
点

を
見
い
だ
し
て
い
る
。
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遠
山
報
告
は
、バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
に
着
目
す
る
。

バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
英
国
の
議
会
制
度
が
自
由
民
主
主
義
体

制
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
肯
定
的
に
評
価
し
つ
つ
も
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
秘
密
は
、
表
向
き
の
制
度
理
念
か
ら
は
見
え
な
い
と
考
え
た
。
そ
し
て
、

自
由
で
理
性
的
な
討
議
と
意
見
の
競
争
に
で
は
な
く
、
特
定
の
資
質
と
洗
練

さ
れ
た
技
術
に
裏
付
け
ら
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
感
情
に
支
配
さ
れ
や
す

い
世
論
と
の
関
係
に
そ
の
秘
密
を
探
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。遠
山
は
、

バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
議
会
政
治
論
に
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が
そ
の
権
力
欲
を
隠
し

て
大
衆
を
操
作
す
る
と
い
っ
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
冷
笑
的
な
承
認
に
す
ぎ
な

か
っ
た
と
い
う
結
論
を
見
い
だ
す
の
で
は
な
い
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
議
会
に

お
け
る
討
論
と
競
争
を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
の
最
も
重
要
な
資
質
が
、
何
よ
り

も
凡
庸
な
（com

m
onplace

）
人
々
に
よ
る
世
論
を
感
知
す
る
こ
と
で
あ
る

と
い
う
条
件
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
そ
れ
が
、
自
由
な
政
治
体
制
を
機
能

さ
せ
る
た
め
に
議
会
政
治
家
が
獲
得
す
べ
き
能
力
で
あ
る
こ
と
を
、『
イ
ギ
リ

ス
国
制
論
』
の
み
な
ら
ず
、様
々
な
場
面
で
言
を
尽
く
し
て
説
明
し
て
い
た
。

遠
山
は
、こ
の
点
に
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
政
治
思
想
の
特
質
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

田
頭
報
告
は
、ま
ず
、西
洋
の
議
会
制
度
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
以
降
、「
討

議
／
熟
議
」
が
政
治
的
意
思
形
成
の
正
当
化
原
理
と
し
て
ど
の
よ
う
に
あ
つ

か
わ
れ
て
き
た
か
を
再
検
討
す
る
。
た
と
え
ば
、中
江
兆
民
は
、討
議
が
「
真

理
」
の
発
見
を
目
指
す
営
為
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
し
か
も
議
会
の
外
で

も
政
党
が
そ
の
よ
う
な
討
論
の
実
践
の
場
と
な
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
た
。

他
方
、
討
議
よ
り
も
競
争
の
契
機
こ
そ
が
議
会
の
主
要
な
役
割
で
あ
る
と
主

張
し
た
知
識
人
は
意
外
と
少
な
い
。
加
藤
弘
之
は
そ
の
珍
し
い
例
で
あ
る
。

加
藤
の
議
会
論
は
、
個
々
の
議
員
が
「
公
益
」
の
発
見
と
実
現
を
追
究
し
、

そ
の
た
め
に
討
議
を
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
多
様
な
「
私
利
私
益
」
の

調
整
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策
競
争
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
田

頭
は
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
、
議
会
論
は
討
議
型
と
競
争
型
モ
デ
ル
の
緊
張

と
い
う
よ
り
は
、「
正
義
」
や
「
善
政
」
を
掲
げ
権
力
の
奪
取
競
争
を
お
こ

な
う
と
い
う
型
に
収
斂
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

早
川
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
と
質
問
は
、
選
挙
や
代
表
を
自
由
民
主
主
義
の
主

た
る
要
素
と
す
る
「
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
主
義
」
に
、
民
主
主
義
を
め
ぐ
る
議

論
が
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
き
た
こ
と
を
反
省
す
る
契
機
と
し
て
こ
の
分
科
会
の

報
告
を
評
価
す
る
。
そ
し
て
、
自
由
民
主
主
義
の
主
た
る
場
と
担
い
手
を
議

会
や
政
党
に
で
は
な
く
、
市
民
社
会
の
中
の
多
様
な
レ
ベ
ル
の
「
討
議
／
熟

議
」
に
求
め
よ
う
と
す
る
現
代
の
潮
流
が
、
民
主
主
義
を
論
ず
る
上
で
不
可

欠
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ

の
報
告
が
、
正
し
い
結
論
の
発
見
、
あ
る
い
は
何
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
意
見

か
に
つ
い
て
勝
敗
が
つ
く
こ
と
を
自
明
の
前
提
の
よ
う
に
期
待
す
る
枠
組
み

に
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
か
と
い
う
問
題
を
指
摘
す
る
。た
と
え
ば
、「
ミ
ニ
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
」
は
、
正
解
の
決
め
に
く
い
調
整
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
機
能
す
る
の
か
、
個
々
の
小
さ
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
同
士
で
の
軋
轢
は
ど
の
よ

う
に
調
整
さ
れ
る
の
か
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
資
質
と
い
う
議
論
は
、
結
論

を
出
す
た
め
の
効
率
的
な
政
治
指
導
能
力
を
目
的
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
い

い
の
か
、「
競
争
」
原
理
は
、決
着
の
つ
か
な
い
問
題
の
取
り
扱
い
と
し
て
「
妥

協
・
調
整
」
が
果
た
す
積
極
的
な
機
能
を
単
に
切
り
捨
て
て
い
る
だ
け
で
は

な
い
の
か
、
と
い
っ
た
点
が
具
体
的
に
指
摘
さ
れ
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
も
多
様
な
質
問
が
あ
っ
た
が
、「
家
族
／
親
密
圏
」
と
熟
議

シ
ス
テ
ム
の
理
論
的
接
続
に
や
や
関
心
が
集
中
し
て
い
た
。
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〔
自
由
論
題　

分
科
会
Ａ
〕

司
会　

齋
藤
純
一
（
早
稲
田
大
学
）

本
分
科
会
で
は
、
山
本
圭
会
員
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研

究
科
）
に
よ
る
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
襞
」
の
報
告
お
よ
び

松
元
雅
和
会
員
（
島
根
大
学
教
育
学
部
）
に
よ
る
「
政
治
哲
学
と
民
主
主
義

─
─
リ
ベ
ラ
ル
＝
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
論
争
の
方
法
論
的
再
検
討
」
の
報
告

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
の
報
告
に
つ
い
て
も
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

山
本
報
告
が
焦
点
を
当
て
て
論
じ
た
の
は
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
影
響
を

受
け
、
民
主
的
な
意
思
形
成
に
お
け
る
偶
発
性
、
対
抗
性
、
開
放
性
の
諸
契

機
を
重
視
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
系
譜
で
あ
る
。
山
本
報

告
は
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ラ
ク
ラ
ウ
の
議
論
と
シ
ャ
ン
タ
ル
・
ム
フ
、
ア
ン
ト

ニ
オ
・
ネ
グ
リ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ
ノ
リ
ー
の
議
論
を
そ
れ
ぞ
れ
対
比
し
な

が
ら
、
ラ
ク
ラ
ウ
の
「
人
民
」
が
ム
フ
の
「
対
抗
者
」
や
ネ
グ
リ
の
「
マ
ル

チ
チ
ュ
ー
ド
」
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
コ
ノ
リ
ー
の

内
在
的
な
多
元
主
義
に
対
す
る
（
超
越
性
の
観
点
か
ら
す
る
）
ラ
ク
ラ
ウ
の

批
判
の
意
義
を
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
対
比
か
ら
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
い

て
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
占
め
る
位
置
、
集
合
的
主
体
の
形
成
や
代
表
の
と
ら
え

方
な
ど
、
合
意
／
不
合
意
の
問
題
系
に
還
元
し
が
た
い
諸
問
題
が
ラ
デ
ィ
カ

ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
提
起
す
る
論
点
と
し
て
析
出
さ
れ
た
。

山
本
報
告
に
対
し
て
は
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
リ
ベ
ラ
ル

な
諸
価
値
と
ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
る
の
か
、
ま
た
今
日
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
・

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
興
隆
に
は
ど
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
が
あ
る
の
か
、
そ

し
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
が
異
な
っ
た
政

治
的
現
実
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
比
較
す
る
こ
と
に

ど
れ
だ
け
の
意
義
が
あ
る
の
か
な
ど
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

松
元
報
告
は
、
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
政
治
哲
学
者
は
い
か
な
る
役
割

を
担
う
の
か
と
い
う
問
題
を
、
リ
ベ
ラ
ル
＝
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
論
争
の
な

か
に
再
定
位
し
て
検
討
し
た
。こ
の
論
争
の
一
翼
を
担
っ
た
マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ォ

ル
ツ
ァ
ー
は
、
正
義
原
理
の
「
哲
学
的
正
当
化
」
に
代
え
て
「
政
治
的
正
当

化
」
を
提
案
し
た
。
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
な
仕
方
で
ロ
ー
ル
ズ
は
政
治
的

転
回
の
な
か
で
「
政
治
的
正
当
化
」
の
一
種
で
あ
る
公
共
的
理
由
の
観
念
を

導
入
し
た
。
た
だ
し
、
松
元
報
告
は
、
転
回
以
降
の
ロ
ー
ル
ズ
が
「
哲
学
的

正
当
化
」
を
放
棄
し
た
と
解
釈
す
る
の
は
早
計
で
あ
り
、主
題
の
焦
点
が
「
政

治
的
正
当
化
」
に
移
っ
た
と
と
ら
え
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
論
じ
、
正
し
さ

と
正
統
性
を
主
題
と
し
て
区
別
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

松
元
報
告
に
対
し
て
は
、
主
と
し
て
、
そ
も
そ
も
政
治
哲
学
の
課
題
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
る
べ
き
か
と
い
う
問
い
、
そ
れ
は
哲
学
的
正
当
化
に
終
始

す
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
正
統
性
（legitim

acy

）
を
検
討
す
る
こ
と
も

そ
れ
に
固
有
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
か
と
い
っ
た
問
い
が
提
起
さ

れ
た
。
ま
た
、
ロ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
適
理
性
（reasonableness

）
の
位
置

づ
け
や
評
価
に
関
わ
る
指
摘
、
正
統
性
の
問
題
が
カ
ン
ト
の
実
践
的
判
断
に

関
連
す
る
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
、
リ
ベ
ラ
ル
＝
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン

論
争
に
お
け
る
政
治
の
契
機
を
共
通
善
と
の
関
係
に
お
い
て
ど
う
評
価
す
る

か
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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〔
自
由
論
題　

分
科
会
Ｂ
〕

司
会　

山
田
央
子
（
青
山
学
院
大
学
）

本
分
科
会
で
は
、
高
橋
和
則
会
員
（
中
央
大
学
非
常
勤
講
師
）「
エ
ド
マ

ン
ド
・
バ
ー
ク
の
専
制
論
」、
李
セ
ボ
ン
会
員
（
東
京
大
学
大
学
院
）「
阪
谷

素
の
晩
年
の
思
想
─
『
道
』
と
『
議
論
』
の
実
践
」、
宮
下
豊
会
員
（
元
新

潟
国
際
情
報
大
学
）「
自
由
の
な
か
の
平
等
─
ハ
ン
ス
・
Ｊ
・
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー

に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
威
信
の
理
解
」
の
三
報
告
が
行
わ
れ
た
。

高
橋
会
員
の
報
告
は
、
バ
ー
ク
の
専
制
論
の
再
構
成
と
そ
の
論
理
把
握
を

め
ざ
し
た
も
の
で
、
バ
ー
ク
が
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
依
拠
し
な
が
ら
新
た
に

構
築
し
た｢

専
制｣

論
を
以
下
の
二
つ
の
側
面
か
ら
検
討
す
る
。
一
つ
に
は
、

イ
ン
ド
問
題
に
発
す
る
「
絶
対
君
主
以
外
の
絶
対
的
主
権
者
」
の
登
場
、
す

な
わ
ち
本
来
は
委
任
さ
れ
た
権
力
で
あ
っ
た
も
の
が｢
媒
介
的
恣
意
的
権
力
」

と
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
主
権
を
有
す
る
絶
対
君
主
の
専
制
と
の
違
い
と
共

に
説
か
れ
る
。
第
二
に
指
摘
さ
れ
る
の
が
、｢

議
会
に
よ
る
専
制｣
及
び
「
革

命
フ
ラ
ン
ス
の
専
制
」
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
い
か
な
る
意
味
で｢

新
し
い
」

専
制
と
捉
え
ら
れ
た
の
か
が
考
察
さ
れ
、
と
り
わ
け
「
教
育
」
と
い
う
形
で

「
人
々
の
意
見
」
や
「
習
俗
」
が
破
壊
さ
れ
、
統
治
に
都
合
よ
く
再
生
さ
れ

た
こ
と
に
、
従
来
の
専
制
と
の
違
い
を
指
摘
し
た
バ
ー
ク
の
視
点
が
注
目
さ

れ
た
。
会
場
か
ら
は
、
バ
ー
ク
が
重
視
し
た
「
意
見
」
や｢

習
俗｣

の
内
容

や
議
会
制
と
の
関
連
に
つ
い
て
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

李
会
員
の
報
告
は
、
儒
者
阪
谷
素
の
思
想
を
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
い

な
い
『
明
六
雑
誌
』
停
刊
以
後
の
諸
論
説
を
手
が
か
り
に
解
明
し
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
晩
年
の
五
年
間
へ
の
着
目
か
ら
、
阪
谷
の
多
岐
に
わ
た
る

問
題
関
心
の
根
底
に
、
変
わ
ら
ぬ
「
教
」
の
内
容
が
あ
っ
た
と
し
、「
明
治

維
新
を
単
に
伝
統
か
ら
近
代
へ
の
移
行
と
見
な
す
」
通
念
を
も
問
お
う
と
す

る
。
具
体
的
に
は
、「
議
論
」
を
重
視
し
「
民
権
」
に
否
定
的
で
は
な
か
っ

た
阪
谷
が
、
何
故
民
権
運
動
に
否
定
的
で
あ
っ
た
の
か
の
疑
問
に
対
し
、「
議

論
」
を
正
し
く
行
う
た
め
の
前
提
条
件
と
し
て
、
個
々
人
の
「
裁
定
」
能
力

を
不
可
欠
と
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
故
に
主
張
さ
れ
た
学
校
教
育
、

新
し
い
時
代
に
相
応
し
い
学
業
が
、
儒
学
的
な
理
想
の
実
現
で
あ
る
と
同
時

に
、
欧
米
人
か
ら
も
賞
賛
さ
れ
る
、
誰
も
が
目
指
す
べ
き｢

文
明
ノ
世
」
に

適
う
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
会
場
か
ら
は
、
阪
谷
の
朱

子
学
観
に
関
す
る
質
問
が
複
数
の
切
り
口
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

宮
下
会
員
の
報
告
は
、
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
が
提
起
し
た
ア
メ
リ
カ
の｢

国
家

目
的
」
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
政
治
思
想
が
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
る

と
の
定
説
を
覆
し
て
、
新
た
な
知
的
刺
激
を
得
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

五
〇
年
代
半
ば
以
降
ア
メ
リ
カ
の
威
信
の
失
墜
を
懸
念
し
た
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー

が
、
そ
の
源
泉
を
軍
事
力
・
経
済
力
で
は
な
く
、
一
貫
し
て
理
念
的
な
も
の

に
求
め
て
い
た
こ
と
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
そ
れ
は「
国
益
」と
峻
別
さ
れ
た「
国

家
目
的
」
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
建
国
以
来
の
「
自
由
の
な
か
の
平
等
」

と
い
う
原
則
の
国
内
に
お
け
る
実
現
と
、
そ
れ
を
他
国
が
見
習
う
た
め
の
模

範
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
の
一
貫
し
た
規
範
的
関
心
は
、
そ

れ
を
様
々
な
危
機
に
直
面
し
な
が
ら
、
新
し
い
条
件
に
即
し
て
再
検
討
し
再

定
式
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
会
場

か
ら
は
、
そ
の
場
合
、
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
は
ア
メ
リ
カ
政
治
思
想
の
系
譜
に
ど

う
位
置
づ
け
て
理
解
で
き
る
か
、
な
ど
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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【
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
国
際
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン
）】

イ
ギ
リ
ス
理
想
主
義
と
政
治
哲
学

（British Idealism
 and Political Philosophy

）

司
会　

杉
田　

敦
（
法
政
大
学
）

Ｔ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
理
想
主
義
に
つ
い
て
の

研
究
は
、
日
本
の
政
治
学
で
長
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ

ル
ら
ド
イ
ツ
系
の
哲
学
を
導
入
し
つ
つ
イ
ギ
リ
ス
で
独
自
の
発
達
を
遂
げ
、

自
由
主
義
全
盛
の
一
九
世
紀
に
お
い
て
、
人
間
の
潜
在
能
力
を
展
開
す
る
上

で
国
家
・
政
府
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
強
調
し
た
イ
ギ
リ
ス
理
想
主
義
は
、

福
祉
国
家
成
立
の
思
想
的
背
景
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
イ

ギ
リ
ス
政
治
学
会
と
政
治
思
想
学
会
、
お
よ
び
日
本
学
術
会
議
政
治
学
委
員

会
政
治
思
想
・
政
治
史
分
科
会
の
共
催
に
よ
り
、
こ
の
テ
ー
マ
で
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
（
司
会
・
杉
田
敦
）。

最
初
に
登
壇
し
た
コ
リ
ン
・
タ
イ
ラ
ー
氏
（Colin T

yler　

ハ
ル
大
学
）

は
、「
Ｄ
・
Ｇ
・
リ
ッ
チ
ー
の
社
会
主
義
論
、
歴
史
論
、
ロ
ッ
ク
論
（D

. G.  
Ritchie on Socialism

, H
istory, and Locke

）」
で
、
一
九
世
紀
イ
ギ
リ

ス
の
社
会
主
義
論
の
系
譜
の
中
で
リ
ッ
チ
ー
が
占
め
る
位
置
を
説
明
し
た
。

リ
ッ
チ
ー
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
へ
の
批
判
的
検
討
を
通
じ
て
、
自
由
主
義

的
社
会
主
義
（liberal socialism

）
を
展
開
し
た
。
リ
ッ
チ
ー
は
社
会
主

義
者
と
は
呼
べ
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
彼
は
労
働
者
保
護
の
上
で
の

国
家
の
役
割
を
き
わ
め
て
高
く
評
価
し
て
い
た
。そ
う
し
た
観
点
か
ら
彼
は
、

同
時
代
の
急
進
主
義
者
た
ち
の
多
く
が
、
国
家
の
役
割
を
軽
視
し
て
い
る
と

批
判
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
彼
は
グ
リ
ー
ン
と
同
様
に
、
カ
ン
ト
主
義
と
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
を
結
合
す
る
形
で
、個
人
の
自
己
実
現
を
目
的
と
考
え
、

知
的
・
道
徳
的
能
力
を
展
開
す
る
た
め
の
手
助
け
を
国
家
が
す
べ
き
と
し
た
。

次
に
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
氏
（A

ndrew
 V

incent

カ
ー
デ
ィ

フ
大
学
）
は
、「
Ｔ
・
Ｈ
・ 

グ
リ
ー
ン
と
国
家
の
条
件
（T

.H
.Green and 

the Conditions of State

）」
と
題
し
て
報
告
を
行
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
は
帝

政
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
、「
お
世
辞
で
し
か
（by m

ere courtesy

）」
国
家
と

し
か
呼
べ
な
い
と
し
た
。
国
家
は
外
形
が
整
っ
て
い
る
だ
け
で
は
正
統
性
は

な
く
、
単
な
る
強
制
力
の
存
在
だ
け
で
は
国
家
の
存
在
条
件
と
し
て
十
分
で

は
な
い
。
人
び
と
の
「
不
文
の
法
」
に
反
す
れ
ば
統
治
は
崩
壊
す
る
、
と
グ

リ
ー
ン
は
考
え
た
。
も
っ
と
も
、
彼
自
身
が
国
家
の
条
件
を
明
確
に
示
し
た

わ
け
で
は
な
い
が
、「
権
力
国
家
」
と
「
市
民
国
家civil state

」
と
を
対
比

し
、
国
家
の
強
制
力
は
、
社
会
的
な
関
係
に
も
と
づ
く
権
利
を
実
現
す
る
た

め
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
人
び
と
の
基
本
的
な
権
利
が
相

互
に
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
、
あ
る
べ
き
国
家
の
目
的
と
し
た
の

で
あ
る
。

三
番
手
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
ウ
チ
ャ
ー
氏
（D

avid Boucher　

カ
ー
デ
ィ
フ
大
学
）
は
、「
イ
ギ
リ
ス
理
想
主
義
と
政
治
の
変
容
（British 

Idealism
 and the T

ransform
ation of Politics

）」
と
題
し
て
、
イ
ギ

リ
ス
理
想
主
義
と
、
同
時
代
の
進
化
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
。
前
者

の
道
徳
主
義
と
後
者
の
自
然
主
義
と
で
は
も
ち
ろ
ん
違
い
が
あ
る
が
、「
固

定
的
か
つ
最
終
的
な
も
の
の
優
越
性
」
と
い
う
従
来
の
伝
統
を
破
壊
す
る
点
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に
お
い
て
、
両
者
は
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
進
化
論
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

的
転
換
に
近
い
も
の
を
も
た
ら
す
と
受
け
取
ら
れ
た
が
、
理
想
主
義
者
た
ち

は
そ
れ
を
前
提
と
し
て
受
け
入
れ
た
上
で
、「
適
者
生
存
」
が
行
き
過
ぎ
た

個
人
主
義
等
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
理
想
主

義
者
た
ち
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
忠
実
で
あ
り
つ
つ
、
い
か
に
進
化
論
を
そ

れ
と
調
和
さ
せ
る
か
を
考
え
、
ヘ
ー
ゲ
ル
こ
そ
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
や
ス
ペ
ン

サ
ー
よ
り
も
優
れ
た
進
化
論
理
論
家
で
あ
る
と
主
張
す
る
に
至
っ
た
。
精
神

的
成
長
や
理
性
的
発
展
を
有
機
的
な
過
程
と
見
な
す
進
化
論
の
視
座
は
、
多

様
性
に
お
け
る
統
一
性
、
差
異
に
お
け
る
同
一
性
を
見
出
す
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な

原
理
と
両
立
す
る
も
の
と
見
ら
れ
た
。

最
後
の
報
告
者
で
あ
る
寺
尾
範
野
氏
（
カ
ー
デ
ィ
フ
大
学
大
学
院
）
は
、

「
理
想
主
義
と
進
化
論
の
調
停
：
リ
ッ
チ
ー
、
ボ
ザ
ン
ケ
、
ホ
ブ
ハ
ウ
ス
の

場
合
（Reconciling Idealism

 w
ith Evolution: the Cases of Ritchie, 

Bosanquet and H
obhouse

）」
で
、
バ
ウ
チ
ャ
ー
氏
と
同
様
に
、
理
想
主

義
と
進
化
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
。
理
想
主
義
第
二
世
代
の
リ
ッ

チ
ー
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ボ
ザ
ン
ケ
、
Ｌ
・
Ｔ
・
ホ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、
進
化
論
を

摂
取
し
た
上
で
、
そ
れ
を
彼
ら
の
社
会
改
革
論
に
結
び
つ
け
た
。
リ
ッ
チ
ー

は
自
然
淘
汰
を
重
視
す
る
自
然
主
義
に
近
い
立
場
か
ら
、
集
団
間
の
競
争
を

考
え
た
。
ボ
ザ
ン
ケ
は
今
少
し
人
間
精
神
の
独
自
性
を
強
調
し
、
精
神
の
発

達
に
よ
り
、
自
然
と
人
間
の
関
係
は
よ
り
相
互
補
完
的
に
な
る
と
し
た
。
ホ

ブ
ハ
ウ
ス
は
自
然
主
義
的
説
明
か
ら
最
も
遠
く
、
進
歩
は
自
然
的
過
程
に

よ
っ
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
道
徳
的
な
意
志
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
も
の
と
し

た
。以

上
の
報
告
を
受
け
て
、
平
石
耕
氏
（
成
蹊
大
学
）
か
ら
、
タ
イ
ラ
ー
、

ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
両
氏
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
タ
イ

ラ
ー
氏
に
よ
り
、
日
本
の
学
界
で
十
分
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
リ
ッ
チ
ー
に

つ
い
て
詳
細
な
紹
介
が
あ
っ
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
あ
る
。
二
報
告
を
対

比
す
る
と
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
氏
が
イ
ギ
リ
ス
理
想
主
義
の
自
由
主
義
的
側
面

を
、
タ
イ
ラ
ー
氏
が
社
会
主
義
的
側
面
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
宇
野
重
規
氏
（
東
京
大
学
）
か
ら
は
、
バ
ウ
チ
ャ
ー
、
寺
尾
両
氏

へ
の
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
理
想
主
義
と
進
化
論
と
の
関
係
が

必
然
的
・
内
在
的
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
偶
然
的
・
歴
史
的
な
も

の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
が
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を

進
化
論
の
理
論
家
と
見
な
す
こ
と
が
ど
こ
ま
で
妥
当
か
も
問
題
と
な
り
う
る
。

以
上
の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
、
報
告
者
か
ら
若
干
の
応
答
が
行
わ
れ
、
さ
ら

に
会
場
か
ら
の
質
疑
も
あ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
予
定
時
間
を
大
幅
に
超
え

て
終
了
し
た
。
今
回
の
会
議
を
通
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
理
想
主
義
が
思
想
的
に

孤
立
し
た
も
の
で
な
く
、
進
化
論
等
、
同
時
代
の
政
治
思
想
と
の
交
渉
や
せ

め
ぎ
合
い
の
中
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
、
内

部
に
多
様
性
を
抱
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
一
層
明
確
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。（

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
の
よ
り
詳
細
な
報
告
は
、『
創
文
』
二
〇
一

二
年
秋
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
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執
筆
者
紹
介
〔
掲
載
順
〕

相
原
耕
作

一
九
七
〇
年
生
ま
れ
。
神
奈
川
大
学
非
常
勤
講
師
。
博
士
（
政
治
学
）。

「
荻
生
徂
徠
と
本
居
宣
長
の
言
語
論
と
政
治
論
─
─
古
の
理
想
世
界
に

お
け
る
公
共
性
と
善
き
生
」（
韓
国
政
治
思
想
学
会
編『
政
治
思
想
研
究
』

第
一
七
巻
第
一
号
、
二
〇
一
一
年
、
韓
国
語
）、「
国
学
・
言
語
・
秩
序
」

（『
日
本
思
想
史
講
座
３　

近
世
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
二
年
）。

加
藤
哲
理

一
九
八
一
年
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
准
教
授
。
博

士
（
法
学
）。『
ハ
ン
ス
＝
ゲ
オ
ル
グ
・
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
政
治
哲
学
─
─

解
釈
学
的
政
治
理
論
の
地
平
』（
創
文
社
、
二
〇
一
二
年
）。

木
村
俊
道

一
九
七
〇
年
生
ま
れ
。
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
。
博
士（
政

治
学
）。『
顧
問
官
の
政
治
学
─
─
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
イ
コ
ン
と
ル
ネ
サ

ン
ス
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
』（
木
鐸
社
、
二
〇
〇
三
年
）、『
文
明
の
作
法

─
─
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
政
治
と
社
交
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
〇
一
〇
年
）。

遠
山
隆
淑

一
九
七
四
年
生
ま
れ
。熊
本
高
専
共
通
教
育
科
・
准
教
授
。博
士（
法
学
）。

『「
ビ
ジ
ネ
ス
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
の
政
治
学
─
─
Ｗ
・
バ
ジ
ョ
ッ
ト

と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
代
議
政
治
』（
風
行
社
、
二
〇
一
一
年
）、「
世

論
と
指
導
─
─
バ
ジ
ョ
ッ
ト
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
の
一
側
面
」

（『
政
治
空
間
の
変
容
［
政
治
思
想
研
究　

第
九
号
］』、
二
〇
〇
九
年
）。

田
村
哲
樹

一
九
七
〇
年
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
。
博
士

（
法
学
）。『
政
治
理
論
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
間
─
─
国
家
・
社
会
・
家
族
』

（
昭
和
堂
、
二
〇
〇
九
年
）、『
ア
ク
セ
ス
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
』（
共
編
、

日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）。

呉 

守
雄一

九
七
一
年
生
ま
れ
。
淑
明
女
子
大
学
校
教
育
大
学
院
助
教
授
。
博
士

（
韓
国
外
国
語
大
学
校
大
学
院
）。｢

d
lßr
kßt
kÅ d
;  
e
h e
j® w
j®  
w
h© d
måR
]  
w
j∂c
l d
|ßf
l:  

f
n t
hd
; 
w
j∂c
la
lg
k®

（M
oral Goodness in H

um
an Life, and Political 

Principles: A
esthetics in Political Philosophy of Rousseau

）」

（『w
j∂c
lt
kt
k∂d
ußR
n

』
一
六
集
一
号
、
二
〇
一
〇
年
）、「f

n t
hd
;  
e
h e
j®R
]  
q
jœ:  

r
os
uåR
]  
R
]ßr
[

（M
orals and Law

s In Rousseau
’s Political Phi-

losophy: Concepts and the Relatioship

）」（『w
j∂c
lt
kt
k∂d
ußR
n

』
一

五
集
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）。【
翻
訳
者 

李
承
宰
（
早
稲
田
大
学
大
学
院

ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
）】

小
林
正
嗣

一
九
七
五
年
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
研
究
員
。
博

士
（
法
学
）。『
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
と
政
治
─
─
民
族

に
お
け
る
存
在
の
現
れ
』（
風
行
社
、
二
〇
一
一
年
）。

李 
暁
東一

九
六
七
年
生
ま
れ
。
島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
。
博
士（
政

治
学
）。『
近
代
中
国
の
立
憲
構
想
─
─
厳
復
・
楊
度
・
梁
啓
超
と
明
治

啓
蒙
思
想
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
五
年
）、「『
改
良
派
』
梁
啓

超
の
『
革
命
』」（『
中
国
─
─
社
会
と
文
化
』
第
二
六
号
、二
〇
一
一
年
）。
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近
藤
和
貴

一
九
七
八
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
助
教
。Ph.D

, 
Political Science

（Boston College

）. Socrates ’ U
nderstanding 

of his T
rial: T

he P
olitical P

resentation of P
hilosoph, Pro-

Q
uest, 2011. 

「
現
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
正
義
と
不
正
義
─
─

ロ
ー
ル
ズ
と
シ
ュ
ク
ラ
ー
を
中
心
と
し
て
」（
太
田
義
器
・
谷
澤
正
嗣

編
『
悪
と
正
義
の
政
治
理
論
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）。

原
田
健
二
朗

一
九
八
一
年
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾
大
学
非
常
勤
講
師
。
博
士
（
法
学
）。

“T
he Christian Politics of T

ony Blair: Faith and V
alues in 

M
odern Politics ”, Journal of Political Science and Sociology, 

N
o. 18

（2013

）;「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ニ
ス
ト
の
黙
示
録
解
釈

と
千
年
王
国
論
─
─
ア
ン
グ
リ
カ
ン
国
制
の
擁
護
と
革
新
」（『
法
学
政

治
学
論
究
』
第
八
六
号
、
二
〇
一
〇
年
）。

古
田
拓
也

一
九
八
五
年
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾
大
学
後
期
博
士
課
程
。「
国
家
な
き

主
権
論
─
─
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ル
マ
ー
に
お
け
る
神
と
父
」（『
法
学
政

治
学
論
究
』 

第
九
二
号
、
二
〇
一
二
年
）。

飯
田
泰
三

一
九
四
三
年
生
ま
れ
。
島
根
県
立
大
学
副
学
長
・
北
東
ア
ジ
ア
開
発
研

究
科
長
。
法
学
博
士
（
東
京
大
学
）。『
批
判
精
神
の
航
跡
─
─
近
代
日

本
精
神
史
の
一
稜
線
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
）、『
戦
後
精
神
の

光
芒
─
─
丸
山
眞
男
と
藤
田
省
三
を
読
む
た
め
に
』（
み
す
ず
書
房
、

二
〇
〇
六
年
）。

梅
森
直
之

一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
教
授
。
Ｐ
Ｈ
Ｄ

（
シ
カ
ゴ
大
学
）。「「
占
領
中
心
史
観
」
を
超
え
て
─
─
不
均
等
の
発
見

を
中
心
に
」（
杉
田
敦
編
『
守
る
─
─
境
界
線
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
政

治
学
』（〈
政
治
の
発
見
〉
第
七
巻
、
風
行
社
、
二
〇
一
一
年
）、「
文
明

と
反
文
明
の
あ
い
だ
─
─
初
期
ア
ジ
ア
主
義
者
の
思
想
と
行
動
」（
梅

森
直
之
ほ
か
編
『
歴
史
の
中
の
ア
ジ
ア
地
域
統
合
』
勁
草
書
房
、
二
〇

一
二
年
）。

田
頭
慎
一
郎

一
九
七
八
年
生
ま
れ
。
学
習
院
大
学
非
常
勤
講
師
。
政
治
学
博
士
（
学

習
院
大
学
）。「「
青
ざ
め
」
た
の
は
何
者
か
？
─
─
「
超
国
家
主
義
の

論
理
と
心
理
」
の
一
文
を
め
ぐ
っ
て
」（『
丸
山
眞
男
手
帖
』
第
三
五
号
、

二
〇
〇
五
年
）、「
議
会
政
治
家
か
ら
み
た
主
権
と
天
皇
─
─
斎
藤
隆
夫

の
憲
法
論
」（『
日
本
政
治
研
究
』
第
三
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
六
年
）。

吉
馴
明
子

一
九
四
三
年
生
ま
れ
。
恵
泉
女
学
園
名
誉
教
授
。
法
学
博
士
。『
海
老

名
弾
正
の
政
治
思
想
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）、「
福
音

宣
教
と
社
会
改
良
─
─
一
八
九
〇
年
代
の
植
村
正
久
」（『
明
治
学
院
大

学
キ
リ
ス
ト
教
研
究
所
紀
要
』
第
四
四
号
、
二
〇
一
一
年
）。

半
澤
孝
麿

一
九
三
三
年
生
ま
れ
。
東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授
。『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思

想
史
に
お
け
る
〈
政
治
〉
の
位
相
』（
岩
波
書
店
、二
〇
〇
三
年
）、『
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
思
想
史
の
な
か
の
自
由
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
六
年
）。
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梅
田
百
合
香

一
九
六
八
年
生
ま
れ
。
桃
山
学
院
大
学
経
済
学
部
准
教
授
。
博
士
（
法

学
）。『
甦
る
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』（
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
）、『
ホ
ッ

ブ
ズ　

政
治
と
宗
教
─
─
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
再
考
』（
名
古
屋
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）。

古
城 

毅一
九
七
五
年
生
ま
れ
。
学
習
院
大
学
法
学
部
教
授
。
博
士（
法
学
）。「
フ

ラ
ン
ス
革
命
期
の
共
和
政
論
─
─
コ
ン
ス
タ
ン
と
、
メ
ス
ト
ル
、
ネ
ッ

ケ
ル
、
ス
タ
ー
ル
」（『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
一
一
七
巻
第
五
・
六
号
、

二
〇
〇
四
年
）、「
商
業
社
会
・
宗
教
感
情
・
連
帯
─
─
コ
ン
ス
タ
ン
と

ボ
ナ
ル
ド
」（
宇
野
重
規
・
髙
山
裕
二
・
伊
達
聖
伸
編
『
社
会
統
合
と

宗
教
的
な
も
の
─
─
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
経
験
』
白
水
社
、
二
〇
一

一
年
）。

犬
塚 

元一
九
七
一
年
生
ま
れ
。
東
北
大
学
法
学
研
究
科
教
授
。
博
士
（
法
学
）。

『
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
の
政
治
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
四
年
）、「
震
災
後
の
政
治
学
的
・
政
治
理
論
的
課
題
─
─
「
不
確
実
・

不
均
衡
な
リ
ス
ク
」
の
な
か
の
意
思
決
定
・
連
帯
・
共
存
の
技
法
」（
稲

葉
馨
ほ
か
編
『
今
を
生
き
る
：
東
日
本
大
震
災
か
ら
明
日
へ　

復
興
と

再
生
へ
の
提
言
』
第
三
巻
、
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）。

鏑
木
政
彦

一
九
六
五
年
生
ま
れ
。
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
教
授
。

博
士
（
法
学
）。『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ィ
ル
タ
イ
─
─
精
神
科
学
の
生

成
と
歴
史
的
啓
蒙
の
政
治
学
』。

谷
澤
正
嗣

一
九
六
七
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
准
教
授
。「
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
合
意
と
抗
争
─
─
現
代
共
和
主
義
の
視
点
か

ら
」（
齋
藤
純
一
・
田
村
哲
樹
編
『
ア
ク
セ
ス　

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
』

日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）、『
悪
と
正
義
の
政
治
理
論
』（
共

編
著
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）。

千
葉 

眞一
九
四
九
年
生
ま
れ
。
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
教
授
。『
ア
ー
レ

ン
ト
と
現
代
─
─
自
由
の
政
治
と
そ
の
展
望
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九

六
年
）、『「
未
完
の
革
命
」
と
し
て
の
平
和
憲
法
─
─
立
憲
主
義
思
想

史
か
ら
考
え
る
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）。

中
村
敏
子

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
北
海
学
園
大
学
法
学
部
教
授
。『
福
沢
諭
吉　

文
明
と
社
会
構
想
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、「
ホ
ッ
ブ
ズ
の
母
権

論
と
父
権
的
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
構
造
」（『
北
海
学
園
大
学
法
学
研

究
』
第
四
八
巻
第
一
号
、
二
〇
一
二
年
）。
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●
政
治
思
想
学
会
規
約

第
一
条　

本
会
は
政
治
思
想
学
会（Japanese Conference for the Study 

of Political T
hought

）
と
称
す
る
。

第
二
条　

本
会
は
、
政
治
思
想
に
関
す
る
研
究
を
促
進
し
、
研
究
者
相
互
の

交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条　

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
活
動
を
行
な
う
。

（
１
）
研
究
者
相
互
の
連
絡
お
よ
び
協
力
の
促
進

（
２
）
研
究
会
・
講
演
会
な
ど
の
開
催

（
３
）
国
内
お
よ
び
国
外
の
関
連
諸
学
会
と
の
交
流
お
よ
び
協
力

（
４
）
そ
の
他
、
理
事
会
に
お
い
て
適
当
と
認
め
た
活
動

第
四
条　

本
会
の
会
員
は
、
政
治
思
想
を
研
究
す
る
者
で
、
会
員
二
名
の
推

薦
を
受
け
、理
事
会
に
お
い
て
入
会
を
認
め
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

第
五
条　

会
員
は
理
事
会
の
定
め
た
会
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会
費
を
滞
納
し
た
者
は
、
理
事
会
に
お
い
て
退
会
し
た
も
の
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条　

本
会
の
運
営
の
た
め
、
以
下
の
役
員
を
置
く
。

（
１
）
理
事　

若
干
名　

内
一
名
を
代
表
理
事
と
す
る
。

（
２
）
監
事　

二
名

第
七
条　

理
事
お
よ
び
監
事
は
総
会
に
お
い
て
選
任
し
、
代
表
理
事
は
理
事

会
に
お
い
て
互
選
す
る
。

第
八
条　

代
表
理
事
、
理
事
お
よ
び
監
事
の
任
期
は
二
年
と
し
、
再
任
を
妨

げ
な
い
。

第
九
条　

代
表
理
事
は
本
会
を
代
表
す
る
。

理
事
は
理
事
会
を
組
織
し
、
会
務
を
執
行
す
る
。

理
事
会
は
理
事
の
中
か
ら
若
干
名
を
互
選
し
、
こ
れ
に
日
常
の
会

務
の
執
行
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条　

監
事
は
会
計
お
よ
び
会
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

第
十
一
条　

理
事
会
は
毎
年
少
な
く
と
も
一
回
、
総
会
を
召
集
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

理
事
会
は
、
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
臨
時
総
会
を
招
集
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

総
会
の
招
集
に
際
し
て
は
、
理
事
会
は
遅
く
と
も
一
カ
月
前
ま
で

に
書
面
に
よ
っ
て
会
員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

総
会
の
議
決
は
出
席
会
員
の
多
数
決
に
よ
る
。

第
十
二
条　

本
規
約
は
、
総
会
に
お
い
て
そ
の
出
席
会
員
の
三
分
の
二
以
上

の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

付
則　
　
　

本
規
約
は
一
九
九
四
年
五
月
二
八
日
よ
り
発
効
す
る
。

【政治思想学会規約】
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【
論
文
公
募
の
お
知
ら
せ
】

学
会
誌
『
政
治
思
想
研
究
』
の
編
集
委
員
会
で
は
、
第
一
四
号
の
刊
行

（
二
〇
一
四
年
五
月
予
定
）
に
む
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
そ
れ
に
掲
載
す
る
論
文
を
下
記
の
条
件
・
要
領
で
公
募
い
た
し
ま
す
。

多
数
の
ご
応
募
を
期
待
し
ま
す
。

１　

二
〇
一
三
年
八
月
十
五
日
時
点
で
、
応
募
者
が
本
会
の
会
員
で
あ
る
こ

と
を
条
件
と
す
る
。
た
だ
し
、『
政
治
思
想
研
究
』
第
一
三
号
に
公
募

論
文
も
し
く
は
依
頼
論
文
（
書
評
お
よ
び
学
会
要
旨
な
ど
は
除
く
）
が

掲
載
さ
れ
た
者
は
、
第
一
四
号
に
限
り
、
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２　

応
募
論
文
は
未
刊
行
の
も
の
に
限
る
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
他
者
の
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
た
め
に
発
表
し
た
も
の
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
。

３　

応
募
希
望
者
は
、
二
〇
一
三
年
七
月
十
五
日
ま
で
に
編
集
委
員
会
宛

（tsuji@
juris.hokudai.ac.jp

）
に
、
①
応
募
論
文
の
タ
イ
ト
ル
（
仮
題

で
も
可
）、
②
執
筆
者
氏
名
、
③
連
絡
先
の
住
所
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

④
学
部
卒
業
年
（
西
暦
）
月
、
⑤
現
職
（
ま
た
は
在
学
先
）
を
メ
ー
ル

で
知
ら
せ
、
予
め
応
募
の
意
思
を
示
す
こ
と
。
た
だ
し
、
諸
般
の
事
情

で
や
む
を
得
ず
こ
の
手
続
き
を
踏
ん
で
い
な
い
場
合
で
も
、
下
記
の
締

切
ま
で
に
応
募
し
た
論
文
は
受
け
付
け
る
。

４　

原
稿
の
送
付
の
締
切
は
二
〇
一
三
年
八
月
十
五
日
（
当
日
の
消
印
ま
で

有
効
）
で
、
厳
守
す
る
。
提
出
先
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〒
〇
六
〇
‐
〇
八
〇
九 

札
幌
市
北
区
北
９
条
西
７
丁
目

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科　

辻
康
夫
研
究
室
気
付

『
政
治
思
想
研
究
』
第
一
四
号
編
集
委
員
会

（
問
い
合
わ
せ
先
：tsuji@

juris.hokudai.ac.jp

）

５　

原
稿
の
提
出
に
際
し
て
は
、
以
下
の
も
の
を
提
出
す
る
こ
と
。

（
１
）
論
文
。
同
一
の
も
の
を
三
部
。

論
文
は
、
審
査
に
お
け
る
公
平
を
期
す
る
た
め
に
、
著
者
名
を
記
入
せ

ず
、
ま
た
注
記
に
お
い
て
も
著
者
名
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

こ
と
。（
と
く
に「
拙
稿
」と
い
っ
た
表
現
に
は
気
を
付
け
る
こ
と
。ま
た
、

特
定
大
学
の
研
究
会
や
研
究
費
へ
の
言
及
と
い
っ
た
投
稿
者
の
特
定
を

容
易
に
す
る
よ
う
な
記
述
も
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。）

（
２
）
論
文
の
内
容
に
つ
い
て
の
Ａ
４
用
紙
一
枚
程
度
の
レ
ジ
ュ
メ
、
同

一
の
も
の
を
三
部
。

（
３
）
以
下
の
事
項
を
記
載
し
た
「
応
募
用
紙
」。（「
応
募
用
紙
」
は
本

学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
が
、
任
意
の
Ａ
４
用

紙
に
以
下
の
八
項
目
を
記
入
し
た
も
の
で
も
よ
い
。）

①
応
募
論
文
の
タ
イ
ト
ル
、
②
執
筆
者
氏
名
、
③
連
絡
先
の
住
所
と
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
④
生
年
、
⑤
学
部
卒
業
年
（
西
暦
）
月
、
⑥
修
士
以

上
の
学
位
、
⑦
現
職
（
ま
た
は
在
学
先
）、
⑧
主
要
業
績
（
五
点
以
内
）。

論
文
の
場
合
は
掲
載
雑
誌
名
と
巻
号
及
び
刊
行
年
月
、
著
書
の
場
合
は

出
版
社
及
び
刊
行
年
を
明
記
す
る
こ
と
。

６　

原
稿
の
字
数
は
、本
文
と
注
を
含
め
て
三
万
二
四
〇
〇
字
以
内
と
す
る
。

こ
の
字
数
の
中
に
は
、
改
行
や
章
・
節
の
変
更
に
と
も
な
う
余
白
も
含

ま
れ
る
。
た
だ
し
、論
文
タ
イ
ト
ル
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
含
ま
れ
な
い
。
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字
数
制
限
は
厳
守
す
る
こ
と
。
こ
の
字
数
を
超
え
た
論
文
は
受
理
さ
れ

な
い
。

（
１
）
以
下
の
様
式
で
、
Ａ
４
用
紙
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
。

①
論
文
タ
イ
ト
ル
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
み
を
記
載
し
た
「
表
紙
」
を
付

け
る
こ
と
。

②
本
文
及
び
注
は
、
一
行
四
〇
字
、
一
ペ
ー
ジ
三
〇
行
で
、
な
る
べ
く

行
間
を
広
く
と
っ
て
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
。注
は
文
末
に
ま
と
め
る
。

ま
た
本
文
と
注
で
行
数
や
字
数
を
変
え
な
い
こ
と
。
横
組
み
で
も
縦
組

み
で
も
よ
い
。
詳
し
く
は
「
執
筆
要
領
」
に
従
う
こ
と
。（
な
お
、
こ

の
様
式
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
場
合
、
三
万
二
四
〇
〇
字
は
二
七
枚

（
表
紙
を
除
く
）
に
な
る
。）

（
２
）
手
書
き
の
原
稿
も
可
と
す
る
。

（
３
）
図
や
表
を
使
用
す
る
場
合
、
図
や
表
の
占
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
字
数

換
算
し
て
、
制
限
字
数
を
計
算
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
Ａ
４
用
紙
一
枚

の
表
を
使
う
場
合
は
、制
限
字
数
は
三
万
一
二
〇
〇
字
と
な
る
。
な
お
、

図
版
な
ど
の
使
用
は
、
白
黒
の
も
の
に
限
定
す
る
。
使
用
料
が
必
要
な

図
版
な
ど
は
使
用
で
き
な
い
。
ま
た
、
印
刷
方
法
や
著
作
権
の
関
係
で

掲
載
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
を
留
意
す
る
こ
と
。

７　

応
募
論
文
は
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
外
部
の
レ
フ
リ
ー
の
評
価
も
併

せ
て
慎
重
に
審
査
し
た
上
で
掲
載
の
可
否
を
決
定
す
る
。
応
募
者
に
は

可
否
の
結
果
を
通
知
す
る
。
不
採
用
の
者
に
対
し
て
も
評
価
の
概
略
を

通
知
す
る
。
ま
た
編
集
委
員
会
が
原
稿
の
手
直
し
を
求
め
る
こ
と
も
あ

る
。
な
お
、
応
募
原
稿
は
返
却
し
な
い
。

８　

応
募
論
文
が
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
後
に
他
の
刊
行
物
に
転
載
す
る
場
合

は
、
予
め
編
集
委
員
会
に
転
載
許
可
を
求
め
、
転
載
に
あ
た
っ
て
は
初

出
が
本
誌
で
あ
る
旨
を
明
記
す
る
こ
と
。

９　

な
お
、
応
募
論
文
が
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
も
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上

【
政
治
思
想
学
会
研
究
奨
励
賞
】

本
賞
は
『
政
治
思
想
研
究
』
に
掲
載
を
認
め
ら
れ
た
応
募
論
文
に
対
し
て

授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

・
た
だ
し
、
応
募
時
点
で
学
部
卒
業
後
一
五
年
未
満
の
政
治
思
想
学
会
会
員

に
限
る
。

・
受
賞
は
一
回
限
り
と
す
る
。

・
受
賞
者
に
は
賞
状
と
賞
金
（
金
三
万
円
）
を
授
与
す
る
。

・
政
治
思
想
学
会
懇
親
会
で
受
賞
者
の
紹
介
を
お
こ
な
い
、
そ
の
場
に
本
人

が
出
席
し
て
い
る
場
合
は
、
挨
拶
を
し
て
も
ら
う
。

【政治思想学会研究奨励賞】
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【
執
筆
要
領
】

１　

入
稿
は
「
ワ
ー
ド
」「
一
太
郎
」「
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
」
の
い
ず
れ
か

の
形
式
の
フ
ァ
イ
ル
で
行
う
こ
と
。

２　

見
出
し
は
、
大
見
出
し
（
漢
数
字
一
、二
…
…
）、
中
見
出
し
（
ア
ラ
ビ

ア
数
字
１
、２
…
…
）、
小
見
出
し
（

（1）
、

（2）
…
…
）
を
用
い
、
必
要
な
場

合
に
は
さ
ら
に
小
さ
な
見
出
し
（
ｉ
、
ii
…
…
）
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
章
、
節
、
項
な
ど
は
使
わ
な
い
こ
と
。

３　

注
は
、
文
末
に
（
１
）、（
２
）
…
…
と
付
す
。

４　

引
用
・
参
考
文
献
の
示
し
方
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
洋
書
単
行
本
の
場
合

K
. M

arx, G
rundrisse der K

ritik der politischen Ö
konom

ie, 
D

iez V
erlag, 1953, S. 75-6

（
高
木
監
訳
『
経
済
学
批
判
要
綱
』（
一
）、

大
月
書
店
、
一
九
五
八
年
、
七
九
頁
）.

②
洋
雑
誌
掲
載
論
文
の
場
合

E
. T

okei, Lukács and H
ungarian C

ulture, in T
he N

ew
 

H
ungarian Q

uarterly, V
ol. 13, N

o. 47

（1972

） p. 108.

③
和
書
単
行
本
の
場
合

丸
山
眞
男
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
第
二
版
、
未
來
社
、
一
九
六

四
年
、
一
四
〇
頁
。

④
和
雑
誌
掲
載
論
文
の
場
合

坂
本
慶
一
「
プ
ル
ー
ド
ン
の
地
域
主
義
思
想
」、『
現
代
思
想
』
第
五
巻

第
八
号
、
一
九
七
七
年
、
九
八
頁
以
下
。

⑤
テ
キ
ス
ト
形
式
の
場
合

イ
タ
リ
ッ
ク
の
書
式
情
報
は
認
識
さ
れ
な
い
の
で
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

の
も
の
に
赤
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
い
て
明
示
す
る
こ
と
。

５　

引
用
・
参
考
文
献
と
し
て
欧
文
文
献
を
示
す
場
合
を
除
い
て
、
原
則
と

し
て
数
字
は
漢
数
字
を
使
う
。

６　
「
、」
や
「
。」、ま
た
「　

」（　

）
等
の
括
弧
類
は
全
角
の
も
の
を
使
う
。

７　

校
正
は
印
刷
上
の
誤
り
、
不
備
の
訂
正
の
み
に
と
ど
め
、
校
正
段
階
で

の
新
た
な
加
筆
・
訂
正
は
認
め
な
い
。

８　
『
政
治
思
想
研
究
』
は
縦
組
み
で
あ
る
が
、
本
要
領
を
遵
守
し
て
い
れ
ば

横
組
み
入
力
で
も
差
し
支
え
な
い
。

９　
「
書
評
」
お
よ
び
「
学
会
研
究
会
報
告
」
は
、
一
ペ
ー
ジ
の
字
数
が
二
九

字
×
二
四
行
×
二
段
（
す
な
わ
ち
二
九
字
×
四
八
行
）
と
い
う
定
型
を
採

用
す
る
の
で
、
二
九
字
×
○
行
と
い
う
体
裁
で
入
力
す
る
。

10　

そ
の
他
、
形
式
面
に
つ
い
て
は
第
六
号
以
降
の
方
式
を
踏
襲
す
る
。
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二
〇
一
二
─
二
〇
一
三
年
度
理
事
お
よ
び
監
事（
二
〇
一
二
年
五
月
二
六
日
、

総
会
に
お
い
て
承
認
）

［
代
表
理
事
］

関
口
正
司
（
九
州
大
学
）

［
理
事
］

飯
田
文
雄
（
神
戸
大
学
）	

石
川
晃
司
（
日
本
大
学
）

宇
野
重
規
（
東
京
大
学
）	

梅
森
直
之
（
早
稲
田
大
学
）

大
久
保
健
晴
（
明
治
大
学
）	

大
澤
麦
（
首
都
大
学
東
京
）

岡
野
八
代
（
同
志
社
大
学
）	
押
村
高
（
青
山
学
院
大
学
）

小
田
川
大
典
（
岡
山
大
学
）	
苅
部
直
（
東
京
大
学
）

川
出
良
枝
（
東
京
大
学
）	

菅
野
聡
美
（
琉
球
大
学
）

北
川
忠
明
（
山
形
大
学
）	

木
部
尚
志
（
国
際
基
督
教
大
学
）

木
村
俊
道
（
九
州
大
学
）	

権
左
武
志
（
北
海
道
大
学
）

齋
藤
純
一
（
早
稲
田
大
学
）	

向
山
恭
一
（
新
潟
大
学
）

杉
田
敦
（
法
政
大
学
）	

田
村
哲
樹
（
名
古
屋
大
学
）

辻
康
夫
（
北
海
道
大
学
）	

堤
林
剣
（
慶
應
義
塾
大
学
）

中
田
喜
万
（
学
習
院
大
学
）	

萩
原
能
久
（
慶
應
義
塾
大
学
）

松
田
宏
一
郎
（
立
教
大
学
）	

安
武
真
隆
（
関
西
大
学
）

山
田
央
子
（
青
山
学
院
大
学
）	

吉
岡
知
哉
（
立
教
大
学
）

［
監
事
］

山
岡
龍
一
（
放
送
大
学
）	

森
川
輝
一
（
京
都
大
学
）

【2012 ー2013年度理事および監事】

「
お
詫
び
と
訂
正
」

『
政
治
思
想
研
究
』
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
創
刊
以
来
本
号
に
至
る

ま
で
、
財
団
法
人
櫻
田
会
か
ら
出
版
助
成
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
第
９
号
（
２
０
０
９
年
）
か
ら
第
12
号
（
２
０
１
２
年
）
に

お
い
て
、
こ
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
こ
に
、
財
団
法
人
櫻
田
会
お
よ
び
関
係
各
位
に
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

政
治
思
想
学
会
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